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部派仏教の修道と涅槃

は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
論
文
「
初
期
経
典
の
坐
禅
と
覚
り
」（
花
園
大
学
『
禅
学
研
究
』
第
87
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
の
続
編
に

当
た
る
。
そ
れ
は
「
原
始
経
典
成
立
史
試
論
1
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
32
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
月
）
を
踏
ま

え
て
描
い
た
。
こ
こ
で
扱
う
原
始
仏
典
に
つ
い
て
は
「
原
始
経
典
成
立
史
試
論
２
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
45

号
、
二
〇
一
三
年
、
三
月
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

略
号

　
　

パ
ー
リ
本　

Ｓ
Ｎ　

相
応
部
（
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

Saṃ
yutta N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
Ｎ　

中
部
（
マ
ッ
ジ
マ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

M
ajjim

a N
ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｎ　

増
支
部
（
ア
ン
グ
ッ
タ
ラ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

A
nguttara N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｎ　

長
部
（
デ
ィ
ー
ガ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

D
īgha N

ikāya

）

部
派
仏
教
の
修
道
と
涅
槃

松
岡

　由
香
子
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Ｋ
Ｎ　

小
部
（
ク
ッ
ダ
カ
・
ニ
カ
ー
ヤ　

K
huddaka N

ikāya

）

　
　
　
　
　
　
　

Snp.　

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
（
小
部
の
一
経
）

漢
訳　
　
　
　
　

雑　
　

雑
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

中　
　

中
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

増
一　

増
一
阿
含

　
　
　
　
　
　
　

長　
　

長
阿
含

　

翻
訳
に
つ
い
て

　

相
応
部
は
第
一
有
偈
篇
は
『
原
始
仏
典
Ⅱ　

相
応
部
経
典
第
一
巻
』（
中
村
元
訳
監
修
・
前
田
恵
学
編
集
・
春
秋
社
）
を
用
い

た
。

　

中
部
は
中
村
元
監
修
『
原
始
仏
典
第
四　

中
部
経
典
Ⅰ
』
か
ら
『
原
始
仏
典
第
七　

中
部
経
典
Ⅳ
』（
春
秋
社
、

二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
五
）
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
他
の
経
典
引
用
と
統
一
さ
せ
る
た
め
、
で
す
ま
す
調
を
、
で
あ
る
調
に

あ
ら
た
め
た
。
そ
の
中
で
必
要
が
あ
る
場
合
は
単
語
の
パ
ー
リ
語
も
（
）
の
中
に
記
し
た
。
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
は
中
村
元

『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
）
を
用
い
、
そ
の
他
は
阿
含
と
の
対
比
が
容
易
な
『
南
伝
大
蔵
経
』（
大
蔵
出

版
、
一
九
三
五
～
一
九
四
〇
）
を
現
代
語
訳
し
て
用
い
た
。

　

漢
訳
は
大
正
大
蔵
経
を
読
み
下
し
て
現
代
語
訳
に
し
た
。
そ
の
際
、『
国
訳
一
切
経
』
阿
含
部
（
大
東
出
版
社
、

一
九
三
五
）
を
参
照
し
た
。
漢
訳
の
番
号
は
大
正
蔵
の
経
番
号
で
あ
る
。
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部派仏教の修道と涅槃

第
一
章
　大
衆
部
に
お
け
る
涅
槃
に
至
る
道

一
節　

大
衆
部
の
雑
阿
含
の
修
行
体
系

　

仏
典
の
五
百
結
集
伝
承
は
諸
律
に
あ
る
が
、
そ
の
中
の
雑
阿
含
（
相
応
部

⑴
）
に
つ
い
て
、
部
派
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に

伝
え
ら
れ
る
。

一
、『
四
分
律
』
第
五
十
四
巻
（
法
蔵
部
）「
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
私
（
夷
）、
諸
天
、
帝
釈
を
雑
え
、
魔

を
雑
え
、
梵
王
を
雑
え
、
集
め
て
雑
阿
含
と
す
る
。」

⑵

二
、『
五
分
律
』
第
三
十
巻
（
化
地
部
）「
こ
れ
は
是
れ
雑
説
に
し
て
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
、
天
子
、

天
女
の
為
に
説
い
た
。
今
、
集
め
て
一
部
と
し
、
雑
阿
含
と
名
づ
け
る
。」

⑶

三
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
第
三
十
二
巻
（
大
衆
部
系
説
出
世
部
）「
文
句
の
雑
で
あ
る
も
の
を
集
め
て
雑
阿
含
と
す
る
。
い

わ
ゆ
る
、
根
雑
、
力
雑
、
覚
雑
、
道
雑
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
れ
ら
を
、
名
づ
け
て
雑
と
す
る
。」

⑷

　

こ
れ
を
見
る
と
上
座
部
系
統
で
は
現
存
Ｓ
Ｎ
・
有
偈
篇
や
雑
阿
含
・
偈
誦
に
あ
る
相
応
名
（
諸
天
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
魔
、

帝
釈
な
ど
）
と
似
た
名
称
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
衆
部
系
で
は
、
対
告
衆
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
修
道
法
（
根
・
力
・

覚
・
道
）
に
よ
る
分
類
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
座
部
と
は
別
に
合
誦
し
た
と
い
う
大
衆
部
の
雑
阿
含
は
、
現
在
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
分
類
は
、
現
存
す

る
上
座
部
の
雑
阿
含
・
道
誦
と
パ
ー
リ
Ｓ
Ｎ
・
大
篇
に
並
行
す
る
相
応
が
あ
り
、
根
十
八
経
・
力
二
経
・
覚
三
十
経
・
道

二
十
四
経
が
共
通
し
て
い
て
、
そ
の
形
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
百
結
集
伝
承
に
出
る
雑
阿
含
の
名
は
こ
れ
だ
け
で

あ
る
か
ら
、
二
期
の
偈
と
三
期
に
該
当
す
る
長
老
偈
な
ど
、
偈
頌
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
四
期
経
典
と
す
る
。

　

現
存
経
典
の
大
衆
部
雑
阿
含
に
対
応
す
る
部
分
に
も
、
二
期
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
形
式
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
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期
の
い
わ
ゆ
る
「
如
是
我
聞
」
に
続
く
結
集
句
、
す
な
わ
ち
、
誰
が
、
ど
こ
で
、
誰
に
対
し
て
語
ら
れ
た
か
、
そ
れ
を
聞
い

て
ど
う
な
っ
た
か
が
、
四
期
で
は
ほ
と
ん
ど
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
で
は
道
相
応
に
結
集
句
が
少
し
あ
り
、
覚

支
相
応
、
根
相
応
は
初
経
だ
け
に
「
舎
衛
城
因
縁
」
と
あ
る
が
、
根
相
応
に
は
そ
れ
さ
え
な
い
。
雑
阿
含
道
誦
の
根
・
力
・

覚
・
道
相
応
は
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
「
時
仏
住
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
」
と
な
っ
て
い
る

⑸
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
大
衆
部
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
や
直
弟
子
の
伝
承
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
修
行
者
に
よ
る
涅
槃

に
到
る
道
と
し
て
経
を
誦
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
経
典
の
形
式
と
内
実
が
二
、三
期
経
典
と
大
き
く
違
う
の
は
、
新
約
聖
書
の
イ
エ
ス
の
言
行
を
記
し
た
福
音
書
と
イ

エ
ス
に
出
会
っ
て
い
な
い
弟
子
パ
ウ
ロ
の
書
簡
の
相
違
に
も
等
し
い
。
つ
ま
り
語
る
主
体
も
内
容
も
形
式
も
異
な
る
の
で

あ
る
。
語
る
主
体
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
や
そ
の
直
弟
子
か
ら
、
教
団
（
大
衆
部
）
の
修
行
者
た
ち
で
あ
る
。
形
式
は
対

話
（
二
期
の
大
部
分
）
で
は
な
く
、
教
説
で
あ
り
、
内
容
も
神
話
的
要
素
は
ま
っ
た
く
な
く
、
物
語
も
な
く
、
修
行
の
項
目

の
羅
列
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
学
様
式
に
も
反
映
し
て
ゲ
ー
ヤ
（
偈
）、
ウ
ダ
ー
ナ
（
自
説
経
）・
ア
パ
ダ
ー
ナ

（avadāna　

譬
喩
）、
ア
ッ
プ
タ
ダ
ン
マ
（
未
曾
有
法　

adbhutadharm
a,

神
秘
的
奇
跡
的
な
事
跡
）
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

繰
り
返
し
の
多
い
教
説
（
ス
ッ
タ
）
の
羅
列
で
あ
る
。
現
存
す
る
こ
の
部
分
の
パ
ー
リ
本
、
雑
阿
含
の
共
通
部
分
は
、『
雑

阿
含
』
一
三
六
二
経
、
相
応
部
（
Ｓ
Ｎ
）
七
七
六
二
経
の
中
で
、
道
相
応
・
覚
支
相
応
・
根
相
応
・
力
相
応
の
わ
ず
か
七
四

経
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
、
後
の
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
中あ

た

る
も
の
の
大
半
が
出
て
い
る
の
は
、
驚
き
に
値

す
る
。
大
乗
経
典
で
、
ゴ
ー
タ
マ
の
教
説
を
阿
含
や
部
（
ニ
カ
ー
ヤ
）
で
は
な
く
、「
九
（
十
二
）
分
教
、
三
十
七
品
菩
提
分

法
」
と
す
る
思
想
は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
衆
部
が
ま
と
め
た
根
・
力
・
覚
・
道
は
、「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
す
な
わ
ち
四
念
処
・
四
正
断
（
勤
）・
四
如
意
（
神

足
）・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
の
後
半
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
目
で
教
数
に
よ
る
分
類
だ
と
わ
か
る
が
、
数
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部派仏教の修道と涅槃

に
よ
り
教
法
を
ま
と
め
る
こ
と
は
二
期
で
も
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
五
つ
が
目
覚
め
て
い
る
時
、
五
つ
は
眠
っ
て
い
る
。
五
つ
が
眠
っ
て
い
る
時
、
五
つ
が
目
覚
め
て
い
る
。
五
つ
に
よ
っ

て
ひ
と
は
塵
に
ま
み
れ
る
。
五
つ
に
よ
っ
て
ひ
と
は
清
め
ら
れ
る
」（
Ｓ
Ｎ
１
・
１
・
８
＝
雑
阿
含
［
以
下
か
っ
こ
内
の
雑
阿
含

は
雑
と
略
す
］
一
〇
〇
三
）。
後
の
解
釈
で
は
、
肯
定
的
な
五
つ
が
五
根
を
さ
す
と
い
う
が
、
こ
こ
か
ら
は
と
て
も
そ
れ
は
読

み
取
れ
な
い
。
む
し
ろ
「
五
つ
」
に
い
ろ
ん
な
詞
を
入
れ
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
句
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
、「
根
・
力
・
覚
・
道
」
が
、
初
期
経
典
の
涅
槃
、
解
脱
、
戒
・
定
・
慧
、
生
・
老
・
病
・
死
、
あ
る
い
は
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
禅
思
（ jhāna, bhavanā, sam

ādhi, sam
āhita

）、
神
通
な
ど
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と

い
う
点
に
着
目
し
て
見
て
み
た
い
。

二
節　

五
根

　

根
（indriya, 

能
力
、
す
ぐ
れ
た
働
き
、
機
官
）
に
つ
い
て
、
い
ち
ば
ん
多
く
説
か
れ
る
の
は
五
根
で
あ
り
、
例
え
ば
こ
う

説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
五
根
が
あ
る
。
何
を
五
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
信
根
（saddhindriyaṃ

）、
精
進
根
（vīriyindriyaṃ

）、

念
根
（satindriyaṃ

）、
定
根
（sam

ādhindriyaṃ

）、
慧
根
（paññindriyaṃ

）
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
＝
雑
六
四
三
）。

だ
が
、
根
は
五
根

⑹
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
未
知
当
知
根
・
知
根
・
無
知
根
の
三
根
（
雑
六
四
二
、
Ｓ

Ｎ
４
８
・
２
３
）
が
あ
り
、
八
期
（
漢
・
パ
、
い
ず
れ
の
経
に
も
並
行
の
な
い
経
）
の
Ｓ
Ｎ
で
は
一
根
（
慧
、
Ｓ
Ｎ

４
８
・
４
５
）、
二
根
（
定
・
慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
６
）、
三
根
（
念
・
定
・
慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
９
）、
四
根
（
精
進
・
念
・
定
・

慧
、
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
７
）
も
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
増
一
と
い
う
伝
承
方
法
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
大
乗
仏
教
で
流
布
し
て
い
る

六
根
（
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
と
い
う
ま
と
め
方
も
、
何
と
も
並
行
し
な
い
最
後
の
八
期
の
根
相
応

⑺
に
や
っ
と
出
る
。
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五
根
の
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
で
あ
る
が
、
三
期
で
は
比
丘
の
修
行
と
し
て
戒
・
定
・
慧
の
萌
芽
が
説
か
れ
た

⑻
が
、

こ
こ
で
は
定
慧
に
並
ぶ
も
の
は
「
戒
」
で
は
な
く
、「
信
・
精
進
・
念
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
根
を
「
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
」
と
す
る
こ
と
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
「
そ
の
他
の
者
（
ヨ
ー
ガ
行
者
た
ち
）
に
と
っ
て
は
、
信
念
・
努
力
・
憶
念
・
三
昧
・
真

知
に
も
と
づ
く
（
無
想
三
昧
が
あ
る
）」（
１
・
２
０
）
⑼

と
説
か
れ
て
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
信
念
＝
信
、
努
力
＝
精
進
、
憶
念
＝
念
、

三
昧
＝
定
、
真
知
＝
慧
と
い
う
よ
う
に
五
根
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

一
、
信
根
は
そ
の
内
実
は
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
の
経

⑽
は
こ
う
説
く
。

　
「
信
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
不
壊
浄
（
預
流
支
）
で
あ
る
。
精
進
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、

こ
れ
が
四
正
断
（
正
勤
）
で
あ
る
。
念
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
。
定
根
と
は
、
ま
さ
に
知

る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
禅
（
静
慮
）
で
あ
る
。
慧
根
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
聖
諦
で
あ
る
」（
雑
六
四
六
＝

Ｓ
Ｎ
４
８
・８　

か
っ
こ
の
中
は
Ｓ
Ｎ
の
訳
）。

　

こ
れ
は
五
根
の
す
べ
て
を
四
法
で
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
に
記
憶
の
た
め
の
作
意
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
と
異
な
る
内
実
を
説
く
も
の
に
は
、
た
と
え
ば
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
で
は
「
信
根
」
に
つ
い
て
は
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
信
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
信
が
あ
っ
て
如
来
の
菩
提
を
信
じ
、

こ
の
よ
う
に
彼
の
世
尊
は
応
供
・
正
等
覚
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間
解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
・
世
尊
で
あ

る
と
信
じ
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
信
根
と
す
る
」。

　

並
行
「
何
を
信
根
と
す
る
の
か
。
も
し
、
比
丘
が
如
来
の
所
に
お
い
て
浄
信
心
を
起
こ
し
、
根
本
堅
固
で
あ
り
、（
余
の

沙
門
婆
羅
門
）、
諸
天
、
魔
、
梵
、
沙
門
婆
羅
門
及
び
余
の
世
間
も
よ
く
そ
の
心
を
沮
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、

こ
れ
を
信
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。
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信
根
の
四
不
壊
浄
と
は
、
仏
・
法
・
僧
・
戒
に
対
す
る
浄
信
で
あ
る
が
、
四
預
流
支
と
も
い
わ
れ
て
、
そ
の
果
が
四
沙
門

果
で
は
一
番
低
い
預
流
の
位
で
あ
っ
て
、
仏
に
対
す
る
「
信
（saddhā

）」
は
、
仏
教
徒
で
あ
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
涅
槃
や
解
脱
に
至
ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
信
根
に
よ
っ
て
涅
槃
を
得
る
と
い
う
経
も
漢
本
に
は
存
在
す
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
。
わ
た
し
は
こ
の
信
根
の
集
・
信
根
の
没
・
信
根
の
味
・
信
根
の
患
・
信
根
の
離
を
如
実
に
知
る
た
め
に
、

諸
天
・
魔
・
梵
・
沙
門
・
婆
羅
門
衆
中
に
お
い
て
、
解
脱
を
な
し
、
出
離
を
な
し
、
心
は
顛
倒
を
離
れ
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
た
」（
雑
六
五
一
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
そ
う
だ
が
多
く
の
沙
門
婆
羅
門
に
し
て
信
根
を
知
り
、
信
根
の
集
を
知
り
、
信
根
の
滅
を
知
り
、
信

根
の
滅
に
順
ず
る
道
を
知
る
も
の
は
、
諸
比
丘
よ
、
そ
の
沙
門
・
婆
羅
門
は
沙
門
中
の
沙
門
、
婆
羅
門
中
の
婆
羅
門
で
あ
る

と
わ
た
し
は
認
め
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・７
）。

　

だ
が
、
信
根
の
集
（
原
因
）、
滅
（
没
）、
患
い
、
離
と
は
何
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
苦
」
な
ど
滅
す
べ
き
も
の
に
対
し
て

は
集
、
滅
、
患
、
離
が
い
わ
れ
う
る
が
、
保
つ
べ
き
も
の
に
集
、
滅
、
患
、
離
を
い
う
の
は
、
意
味
を
な
さ
な
い
。
意
味
を

考
え
ず
に
、
口
伝
承
し
て
い
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。

　

二
、「
精
進
根
」
は
、
相
応
部
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
発
勤
し
て
住
し
、
多
く
の
不
善
法
を
断
じ
、
多
く

の
善
法
を
具
足
す
る
為
に
努
力
す
る
、
勇
健
堅
固
に
し
て
多
く
の
善
法
に
お
い
て
軛
を
捨
て
な
い
。
諸
比
丘
よ
、
此
を
名
づ

け
て
精
進
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
）。

　

並
行
「
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
已
に
生
じ
た
悪
・
不
善
法
は
断
ち
、
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す

る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
い
悪
・
不
善
法
は
起
さ
な
い
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
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い
善
法
は
起
さ
せ
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
已
に
生
じ
た
善
法
に
住と

ど
まり

忘
れ
ず
、
修
習
し
て
増

広
す
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
こ
れ
を
精
進
根
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
七
）。

　

雑
阿
含
の
方
は
時
間
軸
を
入
れ
て
四
法
に
開
い
て
悪
を
断
つ
か
ら
「
正
断
」
と
し
て
い
る
が
、
善
を
勧
め
悪
を
抑
止
す
る

一
般
論
で
あ
り
、
涅
槃
や
解
脱
と
の
接
点
は
見
つ
け
に
く
い
。

　

三
、
念
根
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
念
（sati
）」
は
、
一
、二
期
経
典
で
は
坐
禅
に
お
い
て
修
す
る
重
要
な
あ
り
方
で
、「
自
覚
す
る
（sato

）」
と
も
訳
さ
れ
、

涅
槃
に
も
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
四
期
で
は
そ
の
よ
う
な
直
截
な
記
述
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
「
四
念
処
」
と
し
て
定

義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
何
を
念
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
内
身
の
身
観
に
住と

ど
まり

、
殷
勤
に
方
便
し
て
、
正
念
正
智
に
し
て
世
間
の
貪
憂
を

調
伏
す
る
。
外
身
・
内
外
身
・
受
・
心
・
法
の
法
観
念
に
住と

ど
まる

。
ま
た
こ
の
よ
う
に
説
く
。
こ
れ
念
根
と
名
づ
け
る
」（
雑

六
四
七
）。

　

こ
れ
に
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
は
念
慧
の
成
就
と
過
去
の
所
作
所
説
の
憶
念
・
随
念
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
念
根
と
す
る
の
か
。
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
。
念
が
あ
っ
て
最
勝
の
念
慧
を
成
就
し
て
、
久
し

い
以
前
の
所
作
、
久
し
い
以
前
の
所
説
を
も
憶
念
し
、
随
念
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
念
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
８
・９
）。

　

ま
た
他
の
経
典
で
は
、
外
道
に
由
来
す
る
四
無
量
心

⑾
が
四
念
処
だ
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
「
多
く
の
外
道
出
家
が
い
う
に
は
、『
沙
門
瞿
曇
は
多
く
の
弟
子
の
為
に
、「
五
蓋
悩
心
を
断
じ
な
け
れ
ば
悩
ん
で
心
慧
力

羸よ
わ

り
、
障
礙
分
と
な
り
、
涅
槃
に
趣
か
な
い
。
尽
く
そ
の
心
を
摂
し
四
念
処
に
住と

ど

ま
れ
ば
、
心
が
慈
と
倶
に
あ
り
、
怨
ま
ず

嫉
ま
ず
、
ま
た
瞋
恚
せ
ず
、
広
大
無
量
に
善
く
修
し
て
四
方
・
四
維
・
上
・
下
一
切
世
間
に
充
滿
す
る
。
悲
・
喜
・
捨
の
心
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も
倶
に
ま
た
こ
の
よ
う
に
修
習
し
な
さ
い
」
と
説
き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
諸
弟
子
の
為
に
こ
の
よ
う
な
説
を
な
し
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
と
あ
の
沙
門
瞿
曇
と
、
ど
の
よ
う
な
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
か
。』
…
…
」（
雑
七
四
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
４
）

　

こ
の
経
で
は
四
念
処
を
四
無
量
心
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
外
道
と
の
違
い
は
、
四
無
量
心
を
修
し
た
結
果
を
、
外

道
は
知
ら
な
い
が
仏
弟
子
は
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

　

雑
阿
含
の
方
が
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
四
念
処
や
、
念
慧
、
過
去
の
憶
念
や
随
念
が
、
や
が
て
涅
槃

や
解
脱
に
至
る
と
は
説
か
れ
な
い
。

　

四
、
定
根
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
定
根
と
は
、
ま
さ
に
知
り
な
さ
い
、
そ
れ
は
四
禅
で
す
」（
雑
六
四
六
・
六
五
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
２
）
と
い
う
の
が
、
一

番
多
い
定
型
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
経
も
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
定
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
る
、
捨
を
所
縁
と
な
し
て
定
を
得
て
、
心

一
趣
（ekodi bhūta　

心
一
境
相
）
を
得
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
定
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
）。

　

並
行
「
何
を
定
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
て
、
有
覚
有
観
で
あ
り
離
に
喜
楽
を
生
じ
、

乃
至
第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる

な
ら
ば
、
定
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

定
根
の
定
型
は
二
期
で
説
か
れ
た
定
（sam

ādhi

）
が
、
四
期
に
至
っ
て
四
つ
の
禅
（
静
慮dhiyāna

）
に
ひ
ら
か
れ
た
と

い
え
る
が
、「
禅
」「
禅
思
」
な
ど
は
三
期
に
は
、
ほ
ぼ
坐
禅
と
同
様
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　
「
禅
思
し
て
、
不
放
逸
で
あ
り
、
内
心
、
正
受
を
楽
し
み
、
清
浄
に
し
て
塵
穢
を
離
れ
る
」（
雑
九
九
三
な
ど
）
や
「
時
に

禅
定
よ
り
起
ち
」（
雑
九
九
四
）、「
時
に
禅
よ
り
覚
め
」（
雑
一
〇
七
三
、一
〇
七
五
）、「
正
に
妙
禅
定
に
向
い
諸
魔
の
結
縛
を

断
ず
る
」（
雑
一
〇
七
四
）、「
入
室
し
坐
禅
す
る
」（
雑
一
〇
八
〇
な
ど
）、「
草
樹
の
葉
を
敷
き
思
惟
禅
思
し
て
放
逸
を
起
こ
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さ
な
い
」（
雑
一
〇
七
九
）、「
安
陀
林
に
入
っ
て
坐
禅
す
る
」（
雑
一
〇
八
二
）。

　
「
定
」
も
初
期
経
典
の
坐
禅
の
状
態
を
表
す
多
様
な
用
語
、
た
と
え
ば
寂
静
（upasantā

）、
定
者
、
定
あ
る
（sam

āhita

）、

解
脱
（vim

utta

）
な
ど
は
な
く
な
っ
て
、
四
禅
や
、
得
心
一
境
相
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。

　
「
四
禅
」
と
い
う
概
念
は
、
三
期
の
「
禅
」
と
は
違
っ
て
、
五
根
の
定
根
の
み
な
ら
ず
、
雑
阿
含
で
は
五
力
の
「
定
力
」、

七
覚
支
の
「
定
覚
分
」
の
定
義
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

五
力
「
定
力
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
そ
れ
は
四
禅
で
あ
る
」（
雑
六
七
五=

Ｓ
Ｎ
４
８
・８
）。

　

七
覚
分
（
支
）「
何
を
定
覚
分
の
食
（
内
実
）
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
四
禅
思
惟
で
あ
る
」（
雑
七
一
五
＝
Ｓ
Ｎ

４
６
・５
１
）。

　

五
、
慧
根
（paññindriyaṃ
）
は
、
四
聖
諦
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

　
「
何
を
慧
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
、
苦
聖
諦
を
如
実
に
知
り
、
苦
集
聖
諦
、
苦
滅
聖
諦
、
苦
滅
道
跡
聖
諦
を
如
実

に
知
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
慧
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
な
に
を
慧
根
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
こ
こ
に
聖
弟
子
が
い
て
智
慧
が
あ
り
、
聖
決
択
し
て
、
正

し
く
苦
尽
に
順
ず
る
生
滅
慧
を
成
就
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
慧
根
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
）。

　

Ｓ
Ｎ
は
、
苦
集
滅
道
の
聖
諦
と
い
う
用
語
で
は
な
く
、
そ
の
内
実
で
あ
る
「
苦
尽
を
滅
す
る
生
滅
慧
」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
苦
が
い
か
に
生
じ
、
そ
れ
を
い
か
に
滅
す
る
か
、
と
い
う
知
慧
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
苦
を
滅
す
る
こ
と
が
涅
槃
な
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
涅
槃
と
結
び
つ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、「
苦
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
し
、
こ
れ
が
苦
集
で
あ
る
と
如

実
に
了
知
し
、
こ
れ
順
苦
滅
道
で
あ
る
と
如
実
に
了
知
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
０
）
と
四
聖
諦
の
説
明
を
す
る
ば
か
り
で
、

明
確
な
涅
槃
や
解
脱
、
菩
提
に
つ
な
が
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
し
か
し
、
五
根
の
中
で
慧
根
が
も
っ
と
も
大
切
だ
と
説
か
れ

る
。
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「
こ
の
五
根
は
、
一
切
皆
な
慧
根
の
摂
受
す
る
所
と
す
る
。
譬
え
ば
堂
閣
の
衆
材
は
、
棟
が
そ
の
首
で
あ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
皆
な
棟
に
依
っ
て
摂
持
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
に
五
根
は
、
慧
が
そ
の
首
で
あ
る
。
摂
持
す
る
か
ら
で

あ
る
」（
雑
六
五
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・５
２
）
⑿

。

　

さ
て
、
多
く
の
経
で
五
根
を
修
習
す
る
果
は
、
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
預
流
か
ら
阿
羅
漢
ま
で
と
説
か
れ
る

⒀
。
だ
が
、

中
に
は
解
脱
を
得
る
と
説
く
経
も
あ
る
。

　
「
こ
の
五
根
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
諸
漏
が
尽
き
る
か
ら
、
無
漏
の
心
解
脱
・
慧
解
脱
を
現
法
に
お
い
て
自
ら
証
知
し

現
証
し
具
足
し
て
住と

ど
まる

」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
０
＝
雑
六
四
九

⒁
）。

　

そ
れ
ゆ
え
八
期
の
Ｓ
Ｎ
（
４
８
・５
１
、６
７
～
７
０
）
で
は
五
根
も
覚
分
法
、
す
な
わ
ち
菩
提
に
資
す
る
法
と
い
わ
れ
る
。

　

更
に
こ
の
四
期
で
四
沙
門
果
が
は
っ
き
り
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
（
こ
の
四
果
は
、
二
期
で
あ
る
雑
阿
含
一
一
九
一
に
、
は

じ
め
の
三
果
が
言
及
さ
れ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
並
行
に
は
言
及
が
な
く
、
三
期
経
典
に
も
言
及
が
な
い
か
ら
、
四
期
の
用
語
で
あ
る
と
い

え
よ
う
）。

　

そ
れ
で
も
四
期
中
阿
含
（
並
行
経
が
Ｍ
Ｎ
に
あ
る
も
の
）
で
須
陀
洹
果
・
斯
陀
含
果
・
阿
那
含
果
・
阿
羅
漢
果
に
言
及
さ

れ
る
中
二
八
、
中
八
六
の
並
行
経
（
Ｍ
Ｎ
１
４
３
、１
４
８
）
に
は
須
陀
洹
・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
と
い
う
用
語
は

な
い
。
漢
訳
の
方
が
成
立
が
遅
い
為
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
根
相
応
で
四
果
が
、
次
の
よ
う
に
定
義
的
に
い
わ
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
こ
の
五
根
を
満
足
し
、
円
満
す
れ
ば
阿
羅
漢
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
不
還
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ

り
軟
弱
な
ら
ば
一
来
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
預
流
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
法
者
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
信
者
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
２
＝
雑
六
四
八
）。

　

ま
た
、
こ
の
経
で
は
四
沙
門
果
の
前
の
段
階
に
随
法
、
随
信
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
六
四
八
に
は
須
陀
洹
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（
預
流
）
の
み
が
説
か
れ
る

⒂
。
続
く
一
経
（
雑
六
四
九
）
に
は
阿
羅
漢
が
説
か
れ
、
別
の
一
経
（
雑
六
五
一
）
で
は
、
菩
薩

を
成
ず
と
も
説
か
れ
る
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
４
８
根
相
応
で
説
か
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
に
預
流
と
阿
羅
漢
、
そ
し
て
沙
門
・
婆
羅
門
で
あ
る
。
四
期
も

遅
く
に
四
果
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
随
法
、
随
信
に
つ
い
て
は
、
同
じ
根
相
応
で
後
に
言
及
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
涅
槃
よ
り
低
い
最
低
の
境
位
と
し
て
「
七

返
有
」
の
後
に
付
け
ら
れ
る
。

三
節　

力

　

力
（bala

　能
力
、
働
き
、
威
力
）
は
、
雑
阿
含
で
も
Ｓ
Ｎ
で
も
一
相
応
と
し
て
存
在
す
る

⒃
の
だ
が
、
雑
阿
含
の
力
相
応

五
十
六
経
は
、
わ
ず
か
二
経
が
Ｓ
Ｎ
力
相
応
と
並
行
す
る
以
外
は
、
増
支
部
（
Ａ
Ｎ
）
に
十
五
経
、
中
部
（
Ｍ
Ｎ
）
に
一
経

並
行
す
る
。

　

原
中
経
（
中
阿
含
並
行
Ｍ
Ｎ
）、
原
増
一
経
（
増
一
阿
含
並
行
Ａ
Ｎ
）
は
五
期
で
あ
り
、
相
応
経
の
原
道
誦
は
四
期
で
あ
る
。

増
一
と
Ａ
Ｎ
は
増
一
編
集
で
、
そ
こ
で
は
「
二
力
」
か
ら
「
十
力
」
ま
で
が
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
阿
含
で
は
そ
れ
が

「
力
」
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
雑
阿
含
・
力
相
応
に
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。「
力
」
相
応
の
経
が
少
な
い
理
由
は
、
五

根
と
五
力
が
同
じ
だ
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｎ
根
相
応
の
一
経
（
八
期
）
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
「
こ
の
理
趣
に
依
る
た
め
に
五
根
は
即
ち
五
力
で
あ
る
、
五
力
は
即
ち
五
根
で
あ
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
信
根
は
即
ち
信

力
で
あ
る
、
信
力
は
即
ち
信
根
で
あ
る
。
精
進
根
は
す
な
わ
ち
精
進
力
で
あ
る
、
精
進
力
は
即
ち
精
進
根
で
あ
る
。
…
…
」

（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
４
３
）。

　

そ
の
た
め
か
Ｓ
Ｎ
の
力
相
応
五
十
経
は
第
一
経
を
除
い
て
す
べ
て
略
説
あ
る
い
は
項
目
の
列
挙
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
並
行
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経
を
持
た
な
い
。

　

雑
阿
含
の
五
力
も
次
の
よ
う
に
五
根
と
ほ
ぼ
同
じ
説
明
で
あ
る
。

　
「
彼
の
信
力
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
不
壊
浄
と
知
る
が
い
い
。
精
進
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
正
断
と
知
る
が
い
い
。
念
力

と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
念
処
と
知
る
が
い
い
。
定
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が
四
禅
と
知
る
が
い
い
。
慧
力
と
は
ま
さ
に
こ
れ
が

四
聖
諦
と
知
る
が
い
い
」（
雑
六
七
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・８

⒄
）。

　

も
う
一
つ
の
Ｓ
Ｎ
の
経
は
、
次
の
よ
う
に
五
力
が
涅
槃
に
至
る
道
だ
と
し
て
い
る
が
、
並
行
す
る
雑
阿
含
は
五
力
の
説
明

だ
け
で
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
譬
え
ば
恒
河
は
東
に
趣
向
し
東
に
臨
入
す
る
。
諸
比
丘
よ
、
こ
の
よ
う
に
、
比
丘
が
五
力
を
修
習
し
五
力

を
多
修
す
れ
ば
涅
槃
に
趣
向
し
、
涅
槃
に
臨
入
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
０
・
１
＝
雑
六
七
三
）。

四
節　

覚
（
支
）

　

覚
支
（satta-bojjhaṅgā

　覚
分
）
と
は
、
覚
（
覚
り
）
に
至
る
修
行
法
で
あ
り
、「
菩
提
分
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
雑
阿
含

も
Ｓ
Ｎ
も
す
べ
て
七
覚
支
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
も
し
七
覚
支
を
修
習
し
、
多
く
修
習
し
増
広
さ
せ
れ
ば
、
こ
れ
が
則
ち
不
退
法
で
あ
る
。
何
を
七
と
す
る
の
か
。
念

覚
支
・
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
猗
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨
覚
支
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
退
法
と
名
づ
け
る
」（
雑

七
〇
五
）。

　

並
行
「
こ
こ
に
比
丘
が
い
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
念
覚
支
を
修
習
す

る
。
…
…
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
。
…
…
精
進
を
修
習
す
る
。
…
…
喜
覚
支
を
修
習
す
る
。
…
…
軽
安
覚
支
を
修
習
す

る
。
定
覚
支
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
捨
覚
支
を
修
習
す
る
」。（
Ｓ
Ｎ
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４
６
・
１
）。

　

七
覚
支
に
お
い
て
も
五
根
と
重
な
る
も
の
と
し
て
念
・
精
進
・
定
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
重
な
ら
な
い
も
の
は
択

法
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
捨
覚
支
の
四
つ
で
あ
る
。

　

ま
ず
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
も
五
根
の
念
・
精
進
・
定
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
、
す
な
わ
ち
念
覚
支
（sati-sam

bojjhaṅgā

）
の
内
実
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
何
を
念
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
四
念
処
を
思
惟
し
…
…
」（
雑
阿
七
一
五
）。

　

こ
こ
で
「
食
」
と
は
、
内
実
、
因
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
で
は
念
覚
分
の
食
は
「
念

覚
支
処
」
と
い
わ
れ
る
。

二
、
精
進
覚
支
（viriya-sam

bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。「
何
を
精
進
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
か
の
四
正
断
思
惟
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
阿
七
一
五
）。

　

並
行
「
諸
比
丘
よ
、
何
が
食
と
な
っ
て
、
未
生
の
精
進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
の

か
。
諸
比
丘
よ
、
発
勤
界
・
精
勤
界
・
勤
勇
界
が
あ
る
。
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と

な
っ
て
未
生
の
精
進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）。

　

精
進
覚
支
の
内
容
は
「
発
勤
界
・
精
勤
界
・
勤
勇
界
」
で
あ
る
。
先
に
見
た
Ｓ
Ｎ
の
五
根
の
精
進
根
が
「
発
勤
・
努
力
・

勇
健
堅
固
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
）
と
あ
っ
た
の
に
呼
応
し
よ
う
。

三
、
定
覚
支
（sam

ādhi-sam
bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
何
を
定
覚
分
の
食
と
す
る
の
か
。
四
禅
思
惟
す
る
こ
と
を
い
う
。
未
だ
生
じ
な
い
定
覚
分
を
生
起
さ
せ
、
已
に
生
じ
た

定
覚
分
を
重
ね
て
生
じ
て
増
広
さ
せ
る
。
こ
れ
を
定
覚
分
食
と
名
づ
け
る
」（
雑
阿
七
一
五
）。
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１

で
は
「
諸
比
丘
よ
、
寂
止
相
・
不
乱
相
が
あ
る
、
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
は
、
食
と
な
っ
て
未
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だ
生
じ
な
い
定
覚
支
を
生
じ
、
已
に
生
じ
た
定
覚
支
を
修
習
し
て
円
満
さ
せ
る
」
と
な
っ
て
い
て
、
定
覚
分
の
内
容
は
四
禅

で
は
な
く
「
寂
止
相
・
不
乱
相
」
と
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
の
方
が
古
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
四
念
処
・
四
正

勤
・
四
禅
と
い
う
用
語
が
四
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

続
い
て
新
た
な
択
法
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
捨
覚
支
を
見
て
み
た
い
。

四
、
択
法
覚
支
（dham

m
avicaya-sam

bojjhaṅgā

）
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
正
念
に
住
し
て
、
慧
を
以
て
そ
の
法
を
決
択
し
、
伺
察
し
、
観
察
す
る
時
は
、
そ
の

比
丘
に
択
法
覚
支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・３
）。

　

並
行
「
則
ち
選
択
に
お
い
て
分
別
し
思
惟
す
る
。
そ
の
時
、
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
。
則
ち
択
法
覚
支
を
修
し
已
り
、
択

法
覚
支
が
滿
足
す
る
」（
雑
七
一
一
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
智
慧
を
も
っ
て
選
択
し
、
分
別
、
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
戒
・
定
・
慧
の
「
慧
」
に
あ
た
ろ
う
。

Ｓ
Ｎ
の
慧
根
で
も
「
智
慧
あ
っ
て
聖
決
択
し
、
正
し
く
苦
尽
に
順
ず
る
生
滅
の
慧
を
成
就
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・９
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

分
別
す
べ
き
法
は
「
善
・
不
善
、
有
呵
責
・
無
呵
責
の
法
、
勝
・
劣
の
法
、
黒
・
白
倶
分
の
法
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
２
）
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
分
別
知
で
あ
り
、
二
期
の
雑
阿
含
に
「
心
、
常
に
正
受
に
入
り
、
明
智
で
よ
く
分
別
し
」（
雑
九
九
六
）
と

い
わ
れ
た
こ
と
に
相
応
し
よ
う
。

五
、
猗
（
軽
安
）
覚
支
（passaddhi-sam

bojjhaṅgā

）。

　

雑
阿
含
の
「
猗
」
と
い
う
訳
は
、「
猗
」
が
寄
り
か
か
る
と
か
、
美
し
く
立
派
な
さ
ま
と
か
色
々
な
意
味
が
あ
る
の
で
わ
か

り
に
く
い
が
、
パ
ー
リ
語passaddha

の
訳
語
が
安
息
、
軽
安
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
「
軽
安
覚
支
」
と
な
っ
て
い
る
。
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猗
（
軽
安
）
覚
支
と
は
、「
身
心
が
猗
息
す
れ
ば
、
則
ち
猗
覚
支
を
修
す
る
。
猗
覚
支
を
修
し
お
わ
れ
ば
、
猗
覚
が
満
足

す
る
。
身
が
猗
息
し
お
わ
る
」（
雑
七
一
一
）
と
あ
る
。
並
行
経
で
は
な
い
が
、
軽
安
覚
支
は
Ｓ
Ｎ
に
は
こ
う
説
か
れ
る
。

「
諸
比
丘
よ
、
身
軽
安
、
心
軽
安
が
あ
る
。
こ
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と
な
っ
て
未
生
の

軽
安
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
軽
安
覚
支
を
修
習
し
て
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
＝
雑
七
一
五
）。

　

猗
（
軽
安
）
覚
支
は
、
心
身
が
坐
禅
に
よ
っ
て
安
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、「
定
」
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。

六
、
喜
覚
支
（pīti-sam

bojjhaṅgā

）
と
は
「
そ
の
精
進
方
便
が
已
れ
ば
、
則
ち
歓
喜
が
生
じ
、
諸
食
想
を
離
れ
て
、
喜
覚
支

を
修
す
る
」（
雑
七
一
一
、
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
６
参
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、
精
進
に
よ
っ
て
喜
悦
を
生
じ
、
煩
悩
の
原
因
と
な
る

想
い
（
食
想
）
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
精
進
を
起
し
て
離
財
の
喜
を
得
る
時
は
、
こ
の
比
丘
に
喜
覚
支
が
発

る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・３
）
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
並
行
雑
阿
含
七
二
四
に
は
喜
覚
分
は
な
い
。

　

ま
た
七
覚
支
そ
れ
ぞ
れ
に
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
喜
が
あ
り
喜
処
が
あ
る
。
そ
の
喜
は
即
ち
是
れ
喜
覚
分
で
あ
る
。

是
れ
は
智
で
あ
り
、
是
れ
は
等
覚
で
あ
る
。
よ
く
涅
槃
に
転
趣
す
る
。
そ
の
喜
処
も
ま
た
即
ち
是
れ
喜
覚
分
で
あ
る
。
是
れ

が
智
で
あ
り
、
是
れ
が
等
覚
で
あ
る
。
よ
く
涅
槃
に
転
趣
す
る
」（
雑
七
一
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
２
）
と
涅
槃
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
。
し
か
し
「
一
切
皆
苦
」
か
ら
始
ま
る
修
行
に
「
喜
」
と
い
う
の
は
や
や
異
質
な
感
が
あ
る
。

七
、
捨
（upekkhā-sam

bojjhaṅgā

）
覚
支
と
は
「
貪
憂
が
滅
す
れ
ば
、
則
ち
捨
心
が
生
じ
て
捨
覚
支
を
修
め
る
」（
雑
七
一
一

＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
６
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。「
善
く
観
察
者
で
あ
る
時
は
、
比
丘
に
捨
覚
支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・
３
）
と

も
い
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
観
察
す
る
か
は
説
か
れ
な
い
。

　

後
の
唯
識
説
で
は
「
捨
」
は
昏
沈
（
抑
鬱
）
と
掉
挙
（
興
奮
）
を
離
れ
た
平
安
な
平
等
に
見
る
状
態
で
あ
る
。
ま
た
定
根

に
つ
い
て
「
捨
を
所
縁
と
し
て
定
を
得
て
、
心
一
趣
を
得
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
９
）
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
定
に
お
け
る
状

態
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
覚
支
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
念
覚
支
・
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨
覚
支
の
順

で
、
念
覚
支
が
起
こ
れ
ば
択
法
覚
支
が
起
こ
る
、
択
法
覚
支
が
起
こ
れ
ば
精
進
覚
支
が
起
こ
る
と
次
第
し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
も
縁
起
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
説
き
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
が
坐
禅
に
お
け
る
二
つ
の
悪
し
き
傾
向
、
昏
沈
と
掉
挙
の
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
修
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
次
の

よ
う
な
叙
述
で
わ
か
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
心
退
縮
（
昏
沈
）
す
る
時
は
択
法
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
精
進
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
喜

覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
心
掉
挙
す
る
時
は
軽
安
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
。
定
覚
支
を
修
習
す

る
時
で
あ
る
。
捨
覚
支
を
修
習
す
る
時
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
３
）。

　

並
行
「
仏
は
、
比
丘
に
告
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
掉
心
が
生
じ
、
掉
心
、
猶
予
す
れ
ば
、
択
法
覚
分
・
精
進
覚
分
・
喜
覚
分

を
修
し
、
そ
の
掉
心
は
増
す
。
諸
比
丘
よ
、
若
し
微
劣
の
心
が
生
じ
、
微
劣
が
猶
予
す
れ
ば
、
こ
の
時
、
ま
さ
に
択
法
覚

分
・
精
進
覚
分
・
喜
覚
分
を
修
す
る
が
い
い
。
…
…
若
し
掉
心
が
生
じ
、
掉
心
、
猶
予
す
れ
ば
、
猗
覚
分
・
定
覚
分
・
捨
覚

分
を
修
せ
よ
」（
雑
七
一
四
）。

　

ま
た
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
五
蓋
（
貪
・
瞋
・
掉
悔
（uddhacca-kukkucca

）・
疑
（vicikitsā

）・
睡
眠

（stīynam
iddha

）
や
心
の
随
煩
悩
が
登
場
す
る
。
貪
瞋
痴
の
三
毒
の
う
ち
、
貪
・
瞋
は
同
じ
だ
が
、
痴
に
代
わ
っ
て
掉
悔
・
疑

と
に
な
り
、
睡
眠
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
掉
悔
と
は
心
を
ざ
わ
つ
か
せ
る
掉
と
、
心
を
悩
ま
せ
る
悔
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
坐

禅
中
に
お
け
る
心
の
悪
し
き
状
態
と
も
解
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
の
が
択
法
覚
支
、
喜
覚
支
、
軽
安
覚
支
に
対

応
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
が
特
に
覚
支
と
名
付
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
果
が
菩
提
（
覚
）
だ
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
直
截
に
は
説
か

れ
な
い
。
あ
る
経
は
「
明
解
脱
の
果
」
を
得
る
と
い
う
。
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「
諸
比
丘
よ
、
七
覚
支
は
障
が
な
く
蓋
が
な
く
随
煩
悩
が
な
い
。
こ
れ
を
修
習
し
て
、
多
修
す
れ
ば
明
解
脱
の
果
の
現
証

に
資
す
る
。
何
を
七
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
念
覚
支
（
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
軽
安
覚
支
・
喜
覚
支
・
定
覚
支
・
捨

覚
）
は
、
障
が
な
く
蓋
が
な
く
心
の
随
煩
悩
が
な
い
。
こ
れ
を
修
習
し
、
多
修
す
れ
ば
明
解
脱
の
果
の
現
証
に
資
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
・３
８
）。

　

並
行
「
も
し
七
覚
支
が
あ
れ
ば
、
よ
く
大
明
を
な
し
て
、
よ
く
目
で
あ
る
智
慧
を
増
長
し
、
明
で
あ
る
正
覚
を
な
し
、
涅

槃
に
転
趣
す
る
」（
雑
七
〇
六
）
と
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

ま
た
そ
の
果
は
、
阿
羅
漢
ま
で
の
四
果
に
な
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
比
丘
よ
、
七
覚
分
を
修
習
し
お
わ
り
、
多
く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
四
種
の
果
、
四
種
の
福
利
を
得
る
。
何

を
四
と
す
る
の
か
。
須
陀
洹
果
、
斯
陀
含
果
、
阿
那
含
果
、
阿
羅
漢
果
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
三
五
＝
Ｓ

Ｎ
４
８
・
１
２
）。

　

ま
た
あ
る
経
は
「
七
果
」
を
説
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
の
涅
槃
と
な
る
と
い
う
。

　
「
も
し
比
丘
が
、
七
覚
分
を
修
習
し
て
、
多
く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
ま
さ
に
七
種
の
果
、
七
種
の
福
利
を
得
る
。
何
を
七

と
す
る
の
か
。
こ
の
、
比
丘
は
現
法
に
智
証
の
楽
（
Ｓ
Ｎ
は
「
開
悟
」）
を
得
る
。
も
し
く
は
命
終
し
た
時
に
（
得
る
）。
現

法
に
智
証
の
楽
を
得
ず
、
命
終
の
時
に
及
ん
で
五
下
分
結
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
般
涅
槃
す
る
。
も
し
中
般
涅
槃

を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
（
Ｓ
Ｎ
損
害
）
般
涅
槃
を
得
る
。
も
し
生
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
無
行
般
涅
槃
を
得
る
。

も
し
無
行
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
有
行
般
涅
槃
を
得
る
。
も
し
有
行
般
涅
槃
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
上
流
般
涅
槃
を

得
る
」（
雑
七
三
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・３
）。

　

最
上
の
涅
槃
は
「
現
法
に
智
証
の
楽
を
得
る
」
こ
と
で
あ
り
、
次
が
、
臨
終
に
五
下
分
結
が
尽
き
る
「
中
般
涅
槃
」、
そ

の
下
が
「
生
（
Ｓ
Ｎ
損
害
）
般
涅
槃
」、
次
第
し
て
「
無
行
般
涅
槃
」、「
有
行
般
涅
槃
」、「
上
流
般
涅
槃
」
で
あ
る
と
い



19

部派仏教の修道と涅槃

う
。
い
っ
た
い
、
五
下
分
結
す
な
わ
ち
有
身
見
（sakkāya-diṭṭhi

）
疑 

（vicikicchā

）、
戒
禁
取
（sīlabbata-parām

āsa

）
貪
欲

（kām
a-rāga

）
瞋
恚
（paṭigha

）
が
な
く
な
っ
た
だ
け
で
、「
中
般
涅
槃
」
と
い
う
詞
が
使
わ
れ
る
が
、
阿
羅
漢
に
な
る
に
は

五
上
分
結
が
尽
き
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
阿
羅
漢
以
下
で
あ
る
。
ま
た
阿
羅
漢
よ
り
下
の
「
不
還
」
で
も
「
生
（
Ｓ
Ｎ
損

害
）
般
涅
槃
」、「
一
来
」
が
「
無
行
般
涅
槃
」、「
預
流
」
が
「
有
行
般
涅
槃
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
涅
槃
の
流
れ
に
入
っ

て
い
な
い
も
の
で
さ
え
、「
上
流
般
涅
槃
」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
期
で
は
「
涅
槃
」
と
い
う
詞
が
、
修
行
が
進
ん
で
い
な
い
者
の
果
を
顕
す
の
に
使
わ
れ
て
、
元
来
の
「
涅

槃
」
の
意
味
か
ら
は
る
か
に
逸
脱
し
て
い
く
の
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
涅
槃
は
、
先
の
根
相
応
で
も
説
か
れ
て
い
た
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
こ
の
五
根
を
満
足
し
円
満
す
れ
ば
阿
羅
漢
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
中
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
軟
弱
な
ら
ば
損
害
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、
無
行
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、

有
行
般
涅
槃
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
、
上
流
と
な
っ
て
色
究
竟
天
に
至
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
一
来
者
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
一
種
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
家
々
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
七
返
有
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
法
者
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
軟
弱
な
ら
ば
随
信
者
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
４
）。

　

並
行
「
も
し
比
丘
が
あ
の
五
根
を
増
上
し
明
利
満
足
す
る
者
な
ら
ば
、
阿
羅
漢
を
得
て
倶
分
解
脱
す
る
。
も
し
軟
で
も
し

劣
な
ら
ば
身
証
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
見
到
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
信
解
脱
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
一
種
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
斯
陀
含
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
家
家
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者

な
ら
ば
七
有
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な
ら
ば
法
行
を
得
る
。
そ
れ
よ
り
も
し
軟
で
も
し
劣
な
る
者
な

ら
ば
信
行
を
得
る
」（
雑
六
五
三
）。
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こ
こ
で
は
阿
羅
漢
、
身
証
、
見
到
、
信
解
脱
・
一
種
・
斯
陀
含
（
一
来
）・
七
有
・
法
行
・
信
行
と
い
う
九
果
が
説
か
れ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
七
覚
支
は
後
の
経
典
（
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
４
６
・３
０
）
で
は
、
出
家
、
五
蘊
の
生
滅
、
四
聖
諦
の
後
に
七
覚
支
が

説
か
れ
る
の
で
、
三
十
七
道
品
の
中
で
高
度
の
修
行
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
五
根
、
五
力
と
同
様
な
、
一
つ

の
修
行
法
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
続
く
「
道
」
も
同
じ
で
あ
る
。

五
節　

聖
道

　

聖
道
に
つ
い
て
は
、
雑
阿
含
も
Ｓ
Ｎ
も
一
経
（
七
道
分
・
雑
七
五
四
）
を
除
い
て
「
八
聖
道
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
明
が
前
と
な
り
、
善
法
が
生
ず
る
に
随
っ
て
慚
愧
が
生
ず
る
。
諸
比
丘
よ
、
明
に
随
う
有
智
者
に
お
い
て
、

正
見
が
生
ず
る
。
正
見
が
あ
れ
ば
正
思
惟
（sam

m
ā-saṅkappa

）
が
生
ず
る
。
正
思
惟
が
あ
れ
ば
、
正
語
が
生
ず
る
。
正
語

が
あ
れ
ば
正
業
が
生
ず
る
。
正
業
が
あ
れ
ば
正
命
が
生
ず
る
。
正
命
が
あ
れ
ば
正
精
進
が
生
ず
る
。
正
精
進
が
あ
れ
ば
正
念

が
生
ず
る
。
正
念
が
あ
れ
ば
正
定
が
生
ず
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・
１
）。

　

並
行
雑
阿
含
で
は
、「
能よ

く
正
見
が
生
ず
る
。
正
見
が
生
じ
お
わ
れ
ば
正
志
が
起
こ
り
、
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
方

便
・
正
念
・
正
定
が
次
第
し
て
起
こ
る
」（
雑
七
四
九
）
と
説
か
れ
て
、「
正
思
惟
」
に
代
え
て
「
正
志
」、「
正
精
進
」
に
代

え
て
「
正
方
便
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
、
先
の
五
根
（
力
）、
七
覚
支
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
坐
禅
の
工
夫
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
方
を
入
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。「
正
語
」
は
口
に
よ
る
正
し
い
あ
り
方
、「
正
業
」
は
社
会
で
生
活
す
る
た
め
の
正
し
い
行
為
、「
正
命
」

は
正
し
い
生
活
手
段
で
あ
り
、
戒
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
慧
で
あ
る
正
見
、
正
思
惟
、
定
に
属
す
正
精
進
、
正
念
、
正
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定
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
坐
禅
に
よ
る
修
行
よ
り
も
、
も
う
少
し
広
く
仏
道
修
行
を
説
い
て
お
り
、
戒
・
定
・
慧
を

八
つ
に
開
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
あ
る
い
は
四
聖
諦
の
「
集
・
滅
」
が
坐
禅
修
行
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
八
聖
道
は
そ
の
最
後

の｢
道｣

を
広
げ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

八
聖
道
の
内
実
は
四
期
で
は
あ
ま
り
説
か
れ
ず
、
漢
訳
の
少
し
遅
い
経
典
で
い
ろ
い
ろ
に
説
か
れ
る
。

　
「
何
を
正
見
と
す
る
の
か
。
施
が
あ
る
と
説
き
、
斎
が
あ
る
、
善
行
が
あ
り
、
悪
行
が
あ
り
、
善
悪
行
の
果
報
が
あ
り
、

此
世
が
あ
り
、
他
世
が
あ
り
、
父
母
が
あ
り
、
衆
生
の
生
が
あ
り
、
阿
羅
漢
が
あ
り
、
善
に
到
り
、
善
に
向
う
と
説
く
。
此

世
、
他
世
が
あ
っ
て
、
自
ら
知
り
証
を
作
し
、
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
、
梵
行
は
已
に
立
ち
、
所
作
は

已
に
作
し
た
。
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
る
。
何
を
正
志
と
す
る
の
か
。
出
要
の
志
、
無
恚
の
志
、
不
害
の
志
で
あ

る
。
何
を
正
語
と
す
る
の
か
。
妄
語
を
離
れ
、
両
舌
を
離
れ
、
悪
口
を
離
れ
、
綺
語
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を

正
業
と
す
る
の
か
。
殺
・
盜
・
婬
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
命
と
す
る
の
か
。
法
に
か
な
っ
て
衣
服
・
飮

食
・
臥
具
・
湯
薬
を
求
め
て
、
如
法
で
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
方
便
と
す
る
の
か
。
精
進
を
欲
し

て
、
方
便
し
て
出
離
し
、
勤
め
競
い
、
堪
能
で
あ
っ
て
、
常
に
行
じ
て
退
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
念
と
す
る

の
か
。
念
じ
て
随
順
し
て
、
念
じ
て
不
妄
不
虚
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
正
定
と
す
る
の
か
。
住
心
し
て
乱
れ
ず
、
堅
固

に
摂
持
し
て
三
昧
一
心
に
寂
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
八
四
）。

　

こ
の
経
と
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
４
５
・
２
１
で
は
八
聖
道
は
詳
説
さ
れ
ず
、
総
じ
て
Ｓ
Ｎ
の
道
相
応
に
は
こ
の
よ
う
な
叙
述
は

な
い
か
ら
、
雑
阿
含
固
有
の
説
明
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
Ｓ
Ｎ
に
も
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
に
は
八
聖
道
を
詳
述
す
る
一
経

が
あ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
い
か
な
る
こ
と
を
正
見
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
苦
の
智
、
苦
集
の
智
、
苦
滅
の
智
、
順
苦
滅
道
の
智

で
あ
る
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
正
見
と
す
る
。
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
思
惟
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
出
離
の
思
惟
、
無
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恚
の
思
惟
、
無
害
の
思
惟
…
…
。
い
か
な
る
こ
と
を
正
語
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
虚
誑
語
を
離
れ
、
離
間
語
を
離
れ
、

粗
悪
口
を
離
れ
、
雑
穢
語
を
離
る
。
…
…
い
か
な
る
を
こ
と
を
正
業
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
殺
生
を
離
れ
、
不
与
取
を

離
れ
・
非
梵
行
を
離
る
。
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
命
と
す
る
の
か
。
…
…
邪
命
を
断
じ
、
正
命
に
て
活
命
す
。
…
…
い
か

な
る
こ
と
を
正
方
便
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
未
生
の
悪
不
善
法
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
が
為
に
、
志
欲
を
起
こ
し
、
発
勤
し
、

心
を
策
し
持
す
。
已
生
の
悪
不
善
法
…
…
未
生
の
善
法
…
…
已
生
の
善
法
を
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
念
と
す
る
の
か
。

…
…
身
に
お
い
て
身
を
随
観
し
、
…
…
受
に
お
い
て
受
を
随
観
し
、
…
…
心
に
お
い
て
心
を
随
観
し
、
…
…
法
に
お
い
て
法

を
随
観
し
、
…
…
い
か
な
る
こ
と
を
正
定
と
す
る
の
か
。
諸
欲
を
離
れ
、
諸
の
不
善
法
を
離
れ
、
有
尋
有
伺
に
し
て
離
よ
り

生
じ
た
る
喜
と
楽
と
あ
る
初
静
慮
を
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
第
二
静
慮
を
具
足
し
て
…
…
、
第
三
静
慮
を
具
足
し
て
…
…
、
第
四

静
慮
を
具
足
し
て
…
…
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・８
＝
Ｄ
Ｎ
２
２
、
Ｍ
Ｎ
１
４
１
＝
中
三
一
）。

　

Ｓ
Ｎ
と
雑
阿
含
で
は
、
一
番
大
切
と
思
わ
れ
る
正
見
で
さ
え
も
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
Ｓ
Ｎ
は
四
聖
諦
で
あ
る

が
、
雑
阿
含
で
は
仏
道
に
対
す
る
信
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
正
思
惟
（
志
）
も
慧
に
括
る
こ
と
の
で
き
る
あ
り
方
だ
が
、
雑
阿
含
、
Ｓ
Ｎ
と
も
に
出
家
す
べ
き
こ
と
、
怒
ら
な
い
、

害
さ
な
い
と
、
同
様
の
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
縁
起
や
五
蘊
な
ど
は
説
か
れ
ず
、
倫
理
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

正
命
に
つ
い
て
雑
阿
含
の
方
が
詳
し
い
の
は
後
の
付
加
で
あ
ろ
う
か
。

　

正
方
便
（
正
勤
）
は
雑
阿
含
・
Ｓ
Ｎ
と
も
に
四
正
勤
で
あ
り
、
正
念
は
雑
阿
含
で
は
「
念
じ
て
随
順
し
、
念
じ
て
不
妄
不

虚
を
念
ず
る
」
と
あ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
。
Ｓ
Ｎ
の
覚
支
相
応
で
「
そ
の
法
を
随
念
し
随
尋
す
る
時
は
、
そ
の
比
丘
に
念
覚

支
が
発
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・３
）
と
あ
っ
て
、
法
を
念
ず
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

ま
た
八
聖
道
で
共
通
し
て
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
の
は
、
八
聖
道
に
よ
っ
て
貪
・
瞋
・
痴
を
滅
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
聖
弟
子
は
、
心
が
ま
さ
に
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
か
ら
解
脱
す
る
。
こ
の
よ
う
に
心
善
く
解
脱
し
て
、
聖
弟
子
は
正
知
見
を
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得
る
。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
、
梵
行
は
已
に
立
ち
、
所
作
は
作
し
お
わ
り
、
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
る
」

（
雑
七
四
八
、
雑
七
八
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
５
・
４
）。

　

八
期
の
Ｓ
Ｎ
で
は
涅
槃
に
至
る
道
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
定
型
句
で
あ
っ
て
、
八
聖
道
固
有
の
説
明
で
は

な
い
。

　
「
こ
こ
に
比
丘
が
い
る
。
遠
離
に
依
り
、
離
貪
に
依
り
、
滅
尽
に
依
り
、
捨
に
回
向
す
る
正
見
を
修
習
す
る
。
遠
離
に

…
…
正
思
惟
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
語
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
業
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
命
を
修
習

す
る
。
遠
離
に
…
…
正
精
進
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
念
を
修
習
す
る
。
遠
離
に
…
…
正
定
を
修
習
す
る
。
諸
比
丘

よ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
此
の
比
丘
は
、
見
を
正
し
く
向
け
、
道
の
修
習
を
正
し
く
向
け
て
、
無
明
を
壊
ち
、
明
を
生
じ
て
涅

槃
を
現
証
す
」（
Ｓ
Ｎ
４
５
・９
）。

　

以
上
、
四
期
道
誦
の
根
・
力
・
覚
支
・
聖
道
相
応
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
五
根
（
五
力
）
も
八
聖
道
も

七
覚
支
も
、
同
じ
く
涅
槃
に
至
る
道
の
多
様
な
説
き
方
の
一
つ
で
あ
り
、
力
点
が
相
違
し
て
い
る
だ
け
で
、
い
ず
れ
に
も

（
戒
）
定
慧
が
分
節
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
解
脱
や
涅
槃
に
至
る
と
い
う
直
載
な
い
い
方
は
な
く
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
そ
の
果
も
預
流
か
ら
阿
羅
漢
ま
で
、
あ
る
い
は
涅
槃
も
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
設
け
ら
れ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
修
行
法
が
あ
る
、
と
い
う
方
向
に
拡
散
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
念
・
精
進
・
定
」
は
す
べ
て
に
説
か
れ
る
重

要
な
行
法
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
坐
禅
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
坐
禅
が
問
題
で
あ
る
。

六
節　

四
禅
は
外
道
の
教
え

　

五
期
の
中
経
（
Ｍ
Ｎ
）
で
は
次
の
よ
う
に
坐
禅
を
し
て
、
正
念
を
持た

も

ち
五
蓋
を
除
き
、
四
禅
を
修
し
て
解
脱
に
至
る
あ
り

方
が
語
ら
れ
る
。
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「
か
れ
は
、
静
か
な
坐
臥
所
に
、
す
な
わ
ち
人
里
を
離
れ
た
所
、
木
の
根
方
、
山
、
谷
間
、
洞
窟
、
墓
場
、
森
の
茂
み
、

露
天
、
山
積
み
の
藁
に
親
し
む
。
か
れ
は
［
托
鉢
に
よ
っ
て
］
食
事
を
済
ま
せ
た
後
、
托
鉢
か
ら
帰
る
と
、
足
を
交
叉
し
て

組
み
合
わ
せ
、
上
体
を
真
っ
直
ぐ
に
保
ち
、
面
前
に
注
意
力
を
凝
ら
し
て
坐
る
。
か
れ
は
、
俗
世
間
に
対
す
る
渇
望
を
離
れ

た
心
に
よ
っ
て
過
ご
す
。
…
…
か
れ
は
［
渇
望
、
害
し
た
い
気
持
ち
や
憎
悪
、
物
憂
さ
や
眠
気
、
興
奮
と
後
悔
、
疑
い
と

い
う
］
五
つ
の
障
害
物
（
五
蓋
）、
す
な
わ
ち
智
慧
の
働
き
を
弱
め
て
い
る
心
の
汚
れ
を
除
き
、
欲
望
の
対
象
か
ら
遠
離
し
、

も
ろ
も
ろ
の
不
善
な
こ
と
が
ら
か
ら
遠
離
し
て
、
総
体
的
な
考
察
の
あ
る
、
細
部
に
関
す
る
考
察
の
あ
る
、
遠
離
か
ら
生
じ

た
喜
び
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
瞑
想
の
第
一
の
境
地
（
初
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
総
体
的
な
考
察
と
細
部
に
関
す
る
考
察

が
消
え
る
こ
と
か
ら
、
内
に
お
い
て
清
ら
か
で
あ
り
、
心
が
一
点
に
集
中
し
、
総
体
的
な
考
察
も
な
く
、
細
部
に
関
す
る
考

察
も
な
く
、
心
の
統
一
か
ら
生
じ
た
喜
び
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
、
瞑
想
の
第
二
の
境
地
（
第
二
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
喜

び
へ
の
関
心
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
平
静
に
暮
ら
し
、
注
意
力
を
め
ぐ
ら
し
、
明
ら
か
な
意
識
を
保
ち
つ
つ
、
全
身
で
安
ら

ぎ
を
感
受
し
て
、
聖
者
た
ち
が
『
平
静
に
し
て
、
注
意
力
を
具
え
た
者
は
、
安
楽
に
住と

ど
まる

』
と
語
る
と
こ
ろ
の
瞑
想
の
第
三

の
境
地
（
第
三
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す
。
安
ら
ぎ
を
捨
て
去
る
こ
と
か
ら
、
苦
を
捨
て
去
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
精
神
的

快
感
と
不
快
感
と
が
消
え
去
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
苦
不
楽
の
、
平
静
さ
か
ら
生
じ
た
注
意
力
が
も
っ
と
も
清
浄
に
な
っ

て
い
る
、
瞑
想
の
第
四
の
境
地
（
第
四
禅
）
を
達
成
し
て
過
ご
す

⒇
」（
Ｍ
Ｎ
１
０
７
）。

　

並
行
「
君
よ
、
来
っ
て
独
り
遠
離
に
住

と
ど
ま

っ
て
無
事
の
処
に
在
り
な
さ
い
。
或
い
は
樹
下
の
空
安
の
静
処
、
山
巌
の
石
室
、

露
地
の
穣
積
に
至
り
、
或
い
は
林
中
に
至
り
、
或
い
は
塚
間
に
住
在
し
な
さ
い
。
君
は
す
で
に
無
事
の
処
に
在
り
、
或
い
は

樹
下
の
空
安
の
静
処
に
至
り
、
尼
師
檀
を
敷
い
て
結
加
趺
坐
し
な
さ
い
。
正
身
に
し
て
正
し
く
願
い
、
及
び
念
に
向
わ
な

い
。
貪
伺
を
断
除
し
て
、
心
は
諍
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
他
の
財
物
．
諸
生
活
具
を
見
て
、
貪
伺
を
起
こ
し
て
は
な

ら
な
い
。
…
…
君
は
こ
の
五
蓋
・
心
穢
・
慧
羸
を
除
き
、
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
之
法
を
離
れ
、
第
四
禅
の
成
就
を
得
る
に
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至
っ
て
、
遊
ぶ
」（
中
一
四
四
）。

　

こ
の
中
阿
含
で
は
、
略
し
て
第
四
禅
だ
け
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
坐
禅
（
定
）
に
関
し
て
「
四
禅
」
は
非
常
に
多
く
説
か

れ
る
。

　

仏
教
の
坐
禅
は
、
形
と
し
て
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
外
道
と
変
わ
ら
ず
、『
マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ナ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
の

「
静
慮
（dhyāna

　禅
思
、
禅
定
）」
や
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
八
部
門
の
一
つ
と
し
て
の
「
静
慮
」
に
近
い
も
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
五
期
の
雑
阿
含
（
教
法
三
篇
）
に
は
、
四
禅
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
四
禅
は
邪
異

道
の
教
え
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

須
深
（
ス
シ
ー
マ
）
と
い
う
異
学
外
道
は
、
自
分
の
教
団
が
衰
え
、
仏
教
教
団
が
権
力
者
の
帰
依
を
受
け
る
の
を
見
て
、

密
か
に
教
え
を
盗
も
う
と
し
て
仏
教
で
出
家
す
る
。
比
丘
た
ち
が
「
私
た
ち
は
生
が
す
で
に
尽
き
、
梵
行
は
す
で
に
立
ち
、

所
作
は
す
で
に
作
し
、
自
ら
後
有
を
受
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
須
深
は
次
の
よ
う
に
自
分
の

修
行
に
つ
い
て
の
了
解
を
話
す
が
、
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
「（
須
深
が
問
う
、）『
尊
者
よ
、
ど
の
よ
う
に
修
行
し
て
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
（
尋
）
有
観
（
伺
）
で
あ
り
、

離
に
喜
楽
を
生
じ
、
初
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
、
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答

え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
ど
の
よ
う
に
有
覚
有
観
を
離
れ
る
の
か
。
内
浄
一

心
で
あ
り
、
無
覚
（
尋
）
無
観
（
伺
）、
定
に
喜
楽
を
生
じ
、
第
二
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心

は
、
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
問
う
、『
尊
者
よ
、
ど
う
な

の
か
。
喜
を
離
れ
て
捨
心
で
あ
っ
て
、
正
念
正
智
に
住と

ど
まり

、
身
心
に
楽
を
受
け
て
、
聖
説
お
よ
び
捨
で
あ
れ
ば
、
第
三
禅

を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
ず
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。
比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須



26

深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
尊
者
よ
、
苦
を
離
れ
、
楽
を
息
め
て
、
先
ず
喜
・
憂
を
断
じ
て
、
苦
が
な
く
楽
が
な

い
捨
、
浄
念
一
心
で
あ
れ
ば
、
第
四
禅
を
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
の
か
』
と
。

比
丘
は
答
え
て
言
う
。『
そ
う
で
は
な
い
、
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
も
し
ま
た
寂
静
に
し
て
解
脱
し
て
、
色

無
色
を
超
（
越
）
え
、
身
に
証
を
作
し
て
、
具
足
し
て
住
し
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
心
は
善
く
解
脱
す
る
か
』

と
。
比
丘
は
答
え
て
い
う
。『
そ
う
で
は
な
い
。
須
深
よ
』。
ま
た
（
須
深
が
）
問
う
、『
ど
う
な
の
か
、
尊
者
、
説
く
所
は

不
同
で
あ
っ
て
前
後
相
違
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
し
て
禅
定
を
得
な
い
の
か
、
ま
た
記
説
す
る
の
か
』。
比
丘
は
答
え

て
い
う
。『
わ
た
し
は
、
こ
れ
、
慧
解
脱
で
あ
る
』」（
雑
三
四
七
）。

　

こ
こ
で
は
、
外
道
の
須
深
が
説
く
四
禅
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
心
解
脱
は
「
し
な
い
」
と
す
べ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
仏
教
徒
の
教
説
は
四
禅
で
は
な
く
、
慧
解
脱
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
外
道
の
四
禅
の
説
き
方
は
、
道
誦
に
お
け
る
「
定
」
の
説
き
方
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

　
「
何
を
定
根
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
が
欲
・
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
て
、
有
覚
有
観
に
し
て
離
に
喜
楽
を
生
じ
、
乃
至

第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる

な
ら
ば
、
定
根
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
四
七
）。

　

ま
た
四
禅
定
は
四
期
の
中
経
（
Ｍ
Ｎ
）
で
、
須
深
の
説
と
ほ
ぼ
同
じ
定
型
句

㉑
と
し
て
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ

る
。

　
「
ま
ず
、
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
あ
ら
ゆ
る
欲
を
放
棄
し
、
あ
ら
ゆ
る
善
く
な
い
宗
教
的
行
為
を
放
棄
し
て
大
ま
か
に
考

え
（
尋
・
漢
訳
で
は
有
覚
）、
ま
た
詳
細
に
考
察
し
（
伺
・
漢
訳
で
は
有
観
）
つ
つ
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と

楽
の
あ
る
第
一
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
、

放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
縛
せ
ら
れ
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
束
縛

さ
れ
た
、
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
す
る
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
心
』
と
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よ
ば
れ
る
。
ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
大
ま
か
に
考
え
る
こ
と
も
、
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
も
や
め
て
、
内
に
浄
信
の
心

を
も
っ
て
静
謐
の
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
な
い
瞑
想
の
生
み
出
す
喜
び
と
楽
の
あ
る
第
二
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
…
…

　

ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
喜
び
を
貪
る
こ
と
か
ら
離
れ
、
放
棄
す
る
こ
と
を
維
持
し
、
記
憶
と
正
し
い
智
慧
を
も
っ

て
、
身
体
で
楽
を
感
受
し
、『
放
棄
を
も
ち
、
記
憶
を
も
っ
て
楽
を
維
持
す
る
』
と
聖
者
た
ち
の
い
う
第
三
の
瞑
想
を
達
成

し
て
い
る
。
ま
た
み
な
さ
ん
、
修
行
者
は
楽
を
捨
て
、
苦
を
捨
て
、
す
で
に
、
喜
び
と
憂
い
を
没
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

楽
も
苦
も
な
い
、
放
棄
に
よ
っ
て
清
浄
と
な
っ
た
第
四
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る

喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
縛
せ
ら
れ
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る

喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
束
縛
さ
れ
た
、
不
苦
不
楽
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
す
る
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
心
』
と
よ
ば
れ
る
」（
Ｍ
Ｎ
１
３
８
）。

　

雑
阿
含
三
四
七
（
須
深
経
）
で
は
、
第
三
は
喜
を
離
れ
、
第
四
は
喜
と
楽
を
離
れ
る
、
と
な
る
が
、
Ｍ
Ｎ
１
３
８
で
は
、

も
う
少
し
複
雑
で
、
こ
の
後
、
同
じ
叙
述
が
否
定
形
で
「
第
一
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
放
棄
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
の
耽
溺
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
…
…
に
縛
せ
ら
れ
な
い
、
…
…
に
束
縛
さ
れ
な
い
、
放
棄
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
し
な
い
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
と
よ
ば
れ
る
。
…
…
第
二

の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
…
…
第
三
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
第
四
の
瞑
想
を
達
成
し
て
い
る
。
か
れ
に
は
…
…
放
棄

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
と
楽
と
を
追
求
し
な
い
識
別
作
用
が
あ
り
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
と
よ
ば
れ
る
」

と
語
ら
れ
て
、『
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
心
』
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
３
８
は
釈
迦
が
説
い
た
「
意
識
が
外
に
散
乱
し
、
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、
内
に
滞
ら
ず
、
執
着
を
お
こ
さ
ず
、

怖
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
観
察
せ
よ
」
と
い
う
説
法
の
「
内
に
滞
ら
ず
」
の
説
明
（
分
別
）
な
の
で
あ

る
が
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
直
截
な
「
た
だ
意
識
が
内
面
に
滞
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
の
中
に
、
ヒ
ン
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ド
ゥ
ー
教
に
由
来
す
る
「
四
禅
」
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ
て
い
く
。

　

並
行
す
る
中
阿
含
も
、「
比
丘
は
欲
を
離
れ
、
悪
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
・
有
観
に
し
て
、
離
に
喜
・
楽
を
生
じ
て
初

禅
成
就
を
得
て
遊
ぶ
」（
中
一
六
四
）
な
ど
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
次
の
よ
う
に
四
禅
の
後
に
四
入
処
（
空
・

識
・
無
所
有
・
非
有
想
非
無
想
処
）
を
追
加
し
て
い
る
。

　
「
復
た
次
に
、
諸
賢
よ
。
比
丘
は
一
切
色
の
想
を
度こ

え
、
有
対
想
を
滅
し
、
若
干
想
を
念
じ
ず
、
無
量
空
で
あ
る
。
こ
れ

が
無
量
空
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
の
識
は
空
智
の
味
に
著
す
る
。
彼
に
依
り
彼
に
住と

ど
まり

、
彼
に
縁よ

り
彼
に
縛
し
て
、
識
は

内
に
住と

ど
まら

な
い
。
復
た
次
に
、
…
…
一
切
無
量
空
処
、
無
量
識
を
度こ

え
る
。
こ
れ
無
量
識
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
復
た

次
に
、…
…
一
切
無
量
識
処
、
無
所
有
を
度こ

え
る
。
こ
れ
無
所
有
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
復
た
次
に
、…
…
一
切
無
所
有
処
・

非
有
想
非
無
想
を
度こ

え
る
。
こ
れ
非
有
想
非
無
想
処
に
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
の
識
は
無
想
智
の
味
に
著
す
る
。
彼
に
依
り
彼

に
住と

ど
まり

、
彼
に
縁
り
彼
に
縛
し
て
、
識
は
内
に
住と

ど
まら

な
い
」（
中
一
六
四
）。

　

と
こ
ろ
で
、
雑
阿
含
三
四
七
（
須
深
経
）
に
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
１
２
・７
０
は
、
物
語
の
枠
組
み
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る

が
、
四
禅
で
は
な
く
六
神
通
が
尋
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
異
学
遊
行
者
ス
シ
ー
マ
が
釈
迦
の
法
を
盗
も
う
と
し
て
、
釈
迦
の
下
で
出
家
す
る
。
比
丘
た
ち
が
、「
私
た
ち

は
、
生
が
す
で
に
尽
き
ま
し
た
。
梵
行
を
成
就
し
、
作
す
べ
き
こ
と
を
な
し
…
…
」
と
い
う
の
を
聞
い
て
問
う
。「
…
…
虚

空
に
趺
坐
す
る
こ
と
は
あ
た
か
も
翼
の
あ
る
鳥
の
よ
う
に
…
…
梵
界
で
す
ら
身
を
以
て
行
く
の
か
」
と
神
足
通
を
問
い
、

「
…
…
人
間
を
超
え
て
勝
れ
て
い
る
天
耳
界
を
以
て
、
人
と
天
の
両
音
や
、
遠
い
音
、
近
い
音
を
聞
く
の
か
」
と
い
う
天
耳

通
を
問
い
、「
…
…
心
を
以
て
他
の
衆
生
の
心
や
、
他
の
人
々
の
心
を
把
握
し
て
知
る
の
か
…
…
」
と
い
う
他
心
通
、『
…
…

種
々
の
宿
住
を
憶
念
す
る
の
か
、
…
…
』
と
い
う
宿
命
通
を
問
い
、「
…
…
天
眼
を
以
て
衆
生
が
没
し
、
生
ず
る
時
の
…
…
」

と
い
う
天
眼
通
を
問
い
、「
…
…
色
を
超
え
て
無
色
の
寂
静
解
脱
を
身
に
触
れ
て
住と

ど
まる

の
か
」
と
い
う
漏
尽
通
を
問
い
、
い
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わ
ゆ
る
六
神
通
を
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
つ
一
つ
を
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
「
友
よ
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
」
と
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
雑
阿
含
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
ス
シ
ー
マ
に
「
友
よ
、
私
た
ち

は
慧
解
脱
で
あ
る
」
と
答
え
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
同
じ
枠
組
み
を
持
つ
経
の
主
要
部
分
が
、
パ
ー
リ
本
の
伝
承
で
は
、
仏
弟
子
は
六
神
通
を
修
し
な
い
と
否
定
さ
れ
、

仏
に
よ
っ
て
四
聖
諦
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

大
衆
部
が
説
い
た
四
期
の
道
誦
で
は
、
修
行
が
重
視
さ
れ
四
禅
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
上
座
部
主
導
の
教
法
で
は
、
そ

れ
が
外
道
に
由
来
し
て
、
心
解
脱
さ
え
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
、
修
す
る
べ
き
は
四
聖
諦
で
あ

り
、
慧
解
脱
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
上
座
部
は
「
離
欲
乃
至
無
尋
無
伺
、
捨
・
念
・
清
浄
」
な
ど
を
説
く
四
禅
や
神
通

は
、
邪
異
道
つ
ま
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
由
来
す
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
、
ヨ
ー
ガ
の
実
習
法
と
し
て
の
坐
禅
が
説
か
れ
る
。
そ
の
足
の
組
み
方
は
結
跏
趺
坐
も
あ
る

が
主
に
シ
ッ
ダ
・
ア
ー
サ
ナ
（
達
人
坐
）
で
、
両
膝
を
ま
げ
て
踵
と
踵
を
重
ね
合
わ
せ
会
陰
部
に
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
禅
、
凝
然
、
三
昧
を
修
習
す
る
。
そ
し
て
禅
に
有
想
と
無
想
の
二
つ
の
三
昧
（sam

ādhi

）
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　

有
想
三
昧
に
つ
い
て
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

　
「
尋
・
伺
・
歡
喜
・
自
己
意
識
の
様
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
想
（
三
昧
）
が
あ
る
」（『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
１
・

１
７
）。
㉒

　

こ
こ
で
い
わ
れ
る
尋
・
伺
と
は
「
有
尋
と
無
尋
は
粗
大
な
も
の
を
対
象
と
し
、
有
伺
と
無
伺
と
は
微
細
な
も
の
を
対
象
と

す
る
等
至
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
の
異
学
の
「
有
覚
（
尋
）
有
観
（
伺
）」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

　

無
想
三
昧
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

　
「
他
の
も
の
（
無
想
三
昧
）
は
、
停
止
の
想
念
を
修
習
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
、（
す
べ
て
の
心
の
働
き
が
滅
し
て
）
潜
在
印
象
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だ
け
が
（
心
に
）
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
昧
は
、
対
象
物
の
な
い
も
の
で
、
心
の
は
た
ら
き
を
停
止
さ
せ
る
原

因
、
す
な
わ
ち
停
止
の
想
念
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
。
こ
の
想
念
を
修
習
す
れ
ば
、
心
は
支
持
す
る
対
象
を
持
た
ず
、
し

た
が
っ
て
心
は
非
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
る
。
無
想
三
昧
は
、
無
種
子
三
昧
と
も
い
わ
れ
る
」（『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』

１
・
１
８
）。
㉓

。

　
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
は
最
終
的
に
「
心
が
非
存
在
の
よ
う
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
の
「
浄
念
一
心
で
あ

れ
ば
第
四
禅
具
足
し
て
、
多
く
の
漏
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
」
に
近
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
先
の
ス
シ
ー
マ
経
で
は
「
心
解
脱

し
な
い
」
と
否
定
さ
れ
て
、「
慧
解
脱
」
が
比
丘
の
解
脱
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

さ
て
、
四
禅
が
説
か
れ
る
と
、
修
行
に
対
応
し
た
そ
の
果
で
あ
る
境
地
の
段
階
で
は
、
も
っ
と
も
低
い
色
界
の
境
地
と
な

る
。

　

そ
の
よ
う
な
修
行
の
段
階
を
説
く
の
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
あ
り
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
こ
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
総
合
的
制
御
（
サ
ン
マ
ヤ
）
が
修
得
さ
れ
て
、
不
動
の
状
態
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
三
昧
の
心
に
生
ず
る
真
知
は
、
ま

す
ま
す
透
明
に
な
る
。
そ
れ
は
、
諸
段
階
に
適
用
さ
れ
る
。
総
合
的
制
御
は
、
一
つ
の
段
階
を
修
得
し
て
、
次
の
段
階
に
進

む
も
の
で
、
低
い
段
階
を
修
得
せ
ず
に
、
高
い
段
階
に
飛
躍
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）
す
な
わ
ち
有
想
三
昧
か
ら

無
想
三
昧
に
な
る
時
、
心
の
本
来
の
状
態
は
変
わ
ら
な
い
」（
３
・３
‒
６
、９
）。

　

後
の
注
釈
書
（yogabhāsya

）
で
は
、
第
一
の
三
昧
は
尋
・
伺
・
歡
喜
・
自
己
意
識
の
四
を
伴
い
、
第
二
の
三
昧
は
尋
を

欠
い
た
有
伺
三
昧
で
あ
り
、
第
三
は
伺
を
欠
い
た
有
喜
三
昧
、
第
四
は
喜
を
欠
い
た
自
己
意
識
の
三
昧
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
四
段
階
は
先
の
雑
阿
含
三
四
七
の
四
禅
に
ほ
と
ん
ど
並
行
す
る
。
ヨ
ー
ガ
の
「
自
己
意
識
の
三
昧
」

が
「
浄
念
一
心
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

仏
教
の
伝
承
が
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
影
響
し
た
の
か
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
影
響
が
こ
れ
ら
の
伝
承
に



31

部派仏教の修道と涅槃

な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
部
の
雑
阿
含
や
Ｓ
Ｎ
の
伝
承
自
体
に
、
四
禅
が
仏
弟
子
の
修
行
で
は
な
い
、

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
四
禅
（
静
慮
）
も
、
六
神
通
も
中
阿
含
一
六
四
（
並
行
Ｍ
Ｎ
１
３
８
）
で
は
、
は
っ

き
り
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
教
説
で
は
な
く
、
弟
子
の
摩
訶
迦
旃
延
が
説
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
四
禅
の
定
型
句
は
部
派
仏
教
の
正
典
、
南
伝
大
蔵
経
に
入
っ
て
い
る
『
清
浄
道
論
』
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
言
句
で
四

禅
の
定
義
と
さ
れ
、
細
か
い
注
釈
が
な
さ
れ
る
。
定
義
の
部
分
だ
け
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
諸
欲
を
離
れ
、
諸
不
善
法
を
離
れ
、
尋
が
あ
り
伺
が
あ
る
。
離
よ
り
生
ず
る
喜
と
楽
と
の
あ
る
初
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる

。

…
…
」、「
尋
と
伺
と
の
止
息
の
故
に
、
内
の
浄
な
る
、
心
の
専
一
性
で
あ
る
、
尋
な
く
伺
な
く
、
定
よ
り
生
ず
る
喜
と
楽
と

あ
る
第
二
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
…
…
」、「
喜
の
捨
離
の
故
に
、
捨
が
あ
っ
て
住
し
、
念
が
あ
り
、
正
智
が
あ
っ
て
身
を

も
っ
て
楽
を
受
け
、
そ
れ
は
諸
聖
者
が
、
捨
が
あ
り
、
念
が
あ
っ
て
楽
住
す
る
第
三
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる

」、「
楽
を
捨
断
す

る
が
故
に
、
苦
を
捨
断
す
る
が
故
に
、
か
つ
て
喜
と
憂
と
を
滅
没
す
る
が
故
に
、
不
苦
不
楽
で
あ
る
捨
に
よ
る
念
の
遍
浄
な

る
第
四
禅
を
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
…
…
」（
第
四
品
七
修
習
法
・
四
種
禅

㉔
）。

　

四
禅
（
静
慮
）
は
ゴ
ー
タ
マ
の
教
説
で
は
な
い
の
で
、
涅
槃
へ
の
道
で
は
な
く
、　

四
期
の
中
経
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
天

界
、
つ
ま
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
天
へ
転
生
す
る
修
行
と
さ
れ
る
。

　
「
意
行
の
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
も
し
比
丘
が
、
欲
を
離
れ
…
…
初
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
は
こ
の
定
の

楽
欲
に
住と

ど
まる

。
彼
が
こ
の
定
の
楽
欲
に
住
し
お
わ
れ
ば
、
必
ず
是ぜ

処し
ょ

に
有
り
。
彼
に
住
し
彼
を
楽
し
み
、
命
終
し
て
梵
身
天

中
に
生
じ
る
…
…
。
ま
た
、
次
に
比
丘
が
、
…
…
二
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
彼
は
こ
の
定
の
楽
欲
に
住と

ど
まる

。
彼
が
こ
の
定
の

楽
欲
に
住
し
お
わ
れ
ば
、
必
ず
是
処
に
有
り
。
彼
に
住と

ど
まり

彼
を
楽
し
み
、
命
終
し
て
晃
昱
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
三
禅
を
成

就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
遍
浄
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
四
禅
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
果
実
天
中
に
生
じ

る
。
…
…
無
量
空
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
無
量
空
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
無
量
識
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
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…
…
命
終
し
て
無
量
識
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
無
所
有
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
無
所
有
処
天
中
に
生
じ
る
。

…
…
非
有
想
非
無
想
処
を
成
就
し
て
遊
ぶ
。
…
…
命
終
し
て
非
有
想
非
無
想
処
天
中
に
生
じ
る
。
…
…
ま
た
、
次
に
比
丘
が
、

一
切
非
有
想
非
無
想
処
を
度こ

え
、
滅
身
触
を
知
り
成
就
し
て
遊
ぶ
。
慧
見
は
諸
漏
尽
断
の
智
で
あ
る
。
か
の
諸
定
中
、
こ
の

定
を
最
第
一
・
最
大
・
最
上
・
最
勝
・
最
妙
と
説
く
」（
中
一
六
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
）。

　

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
梵
身
天
、
晃
昱
天
、
遍
浄
天
、
果
実
天
と
は
、
二
期
で
初
出
す
る
「
諸
天
」
が
よ
り
詳
し
く
な
っ
た

と
い
え
、
三
界
（
欲
・
色
・
無
色
）
の
色
界
の
天
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
清
浄
道
論
』
で
も
四
禅
は
色
界
に
生
じ
る
果
を
も

た
ら
す
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
仏
教
で
は
「
四
禅
」
は
色
界
と
い
う
非
常
に
低
い
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
し
か

評
価
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
中
阿
含
一
六
八
は
中
阿
含
一
六
四
と
同
様
に
、
四
禅
の
果
と
し
て
天
界
の
上
に
無
色
界
の
四
処
が
説
か
れ
て
い

た
。
最
後
に
慧
見
に
よ
る
諸
漏
尽
断
が
い
わ
れ
る
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
修
行
の
果
て
に
、
仏
教
の
漏
尽
や
涅
槃
が
あ
る
は

ず
は
な
い
。

　

大
衆
部
は
、
次
章
で
述
べ
る
上
座
部
の
よ
う
な
教
学
で
は
な
く
、
実
践
を
重
ん
じ
坐
禅
を
よ
く
実
践
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
坐
禅
修
行
の
た
だ
中
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
紛
れ
込
む
大
き
な
裂
け
目
が
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
な
ぜ
早
い
時
期
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
修
行
法
や
世
界
観
（
諸
天
界
や
無
所
有
処
な
ど
修
行
の
境
地
）
が
、
容
易
に

仏
教
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
自
身
が
一
期
経
典
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
比
丘
の
あ

り
方
を
「
バ
ラ
モ
ン
は
」（
Ｓ
Ｎ
７
９
０
、７
９
５
、８
０
２
、９
０
７
な
ど
）
と
述
べ
、「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
を
肯
定
的
に
使
い
（
Ｓ

Ｎ
７
９
２
、８
４
６
、９
４
７
、１
０
５
９
な
ど
）、
バ
ラ
モ
ン
教
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ

は
「
か
れ
に
は
『
等
し
い
』
と
か
『
す
ぐ
れ
て
い
る
』
と
か
、（
あ
る
い
は
『
劣
っ
て
い
る
』
と
か
）
い
う
思
い
は
存
在
し
な

い
。
そ
の
バ
ラ
モ
ン
は
ど
う
し
て
『（
わ
が
説
は
）
真
実
で
あ
る
』
と
論
ず
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
か
れ
は
『（
あ
な
た
の
説
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は
）
虚
偽
で
あ
る
』
と
い
っ
て
誰
と
論
争
す
る
で
あ
ろ
う
か
」（Snp.

８
４
２
‒
３
）
と
説
き
、「
仏
教
独
自
の
説
」
を
立
て

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
四
聖
諦
も
三
法
印
（
苦
・
無
常
・
無
我
）
も
、「
無
我
」
以
外
は
イ
ン
ド
の
一
般
的
宗
教
思
想
で
あ

る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
「
供
犠
に
専
念
し
て
い
る
者
ど
も
は
、
こ
の
世
の
生
存
を
貪
っ
て
止
ま
な
い
。
か
れ
ら
は
生
や
老
衰
を
の
り
超

え
て
い
な
い
」（Snp.

１
０
４
６
）
と
か
「
伝
承
の
学
問
や
想
定
や
戒
律
や
誓
い
」（Snp.

１
０
８
２
）
を
捨
て
る
こ
と
な
ど

は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
ユ
ダ
ヤ
教
そ
の
も
の
を

批
判
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
通
ず
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
後
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
ゴ
ー
タ
マ
の
弟
子
た
ち

の
時
代
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
界
に
生
ず
る
「
も
の
」
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
「
我
＝
ア
ー
ト
マ
ン
」
で
あ
ろ
う
が
、
仏
教
で
は
そ
の
よ

う
な
輪
廻
の
主
体
は
「
無
我
」
と
し
て
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
「
意
行
の
生
」（
中
阿
含

一
六
八
）
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
意
生
身
」
と
も
訳
さ
れ
、「
衆
生
、
此
に
お
い
て
命
終
し
て
意
生
身
に
乗

じ
て
余
処
に
往
生
す
」（
雑
九
五
七
、
並
行
す
る
別
訳
一
〇
・
一
や
、
Ｓ
Ｎ
４
４
・
９
に
は
こ
の
語
や
類
す
る
語
は
な
い
）
と
説
か

れ
る
。
こ
の
「
意
生
身
」
は
、
パ
ー
リ
本
で
はm

anom
ayākya

（
意
所
成
身
）
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る
神
足
相
応
（
六
期
）

の
並
行
の
な
い
経
５
１
・
２
２
で
「
私
は
神
力
に
よ
っ
て
意
所
成
身
を
も
っ
て
梵
世
に
至
る
」
と
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
四
大
所
生
身
で
も
至
る
と
説
か
れ
、
意
味
が
明
瞭
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｎ
２
沙
門
果
経
で
は
、
神
変
の
一
つ
に
多
身
な
ど
と
と

も
に
「
比
丘
は
、
意
所
成
の
身
を
化
作
す
る
こ
と
に
心
を
傾
け
て
注
ぐ
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
色
身
よ
り
意
所
成
で
あ
り
、
一

切
の
［
大
］
肢
と
小
肢
と
異
常
な
根
を
持
つ
他
の
身
を
化
作
す
る
」
と
説
か
れ
、「
蛇
と
蛇
皮
は
別
物
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

蛇
皮
か
ら
蛇
は
引
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
っ
て
、
身
か
ら
抜
け
出
る
ア
ー
ト
マ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
中
部
の
一
経
は
そ
の
よ
う
な
考
え
が
誤
り
だ
と
指
摘
す
る
。「
漁
師
の
子
の
サ
ー
テ
ィ
と
い
う
ひ
と
り
の
修
行
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僧
に
、
次
の
よ
う
な
悪
し
き
見
解
が
生
じ
た
。『
わ
た
し
は
世
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
方
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
意
識
だ
け
は
流
転
し
、
輪
廻
す
る
が
、
別
の
も
の
に
な
ら
ず
不
変
で
あ
る
」（
Ｍ
Ｎ
３
８
）。
こ
れ
を
世
尊
は
縁

起
の
法
こ
そ
世
尊
の
説
い
た
法
で
あ
る
と
た
し
な
め
た
。
並
行
す
る
中
阿
含
二
〇
一
で
も
、
サ
ー
テ
ィ
比
丘
の
誤
っ
た
見
解

を
「
今
、
こ
の
識
は
往
生
す
る
も
更
に
異
な
ら
ず
」
と
す
る
。
四
期
の
こ
の
「
意
（
識
）」
が
、
や
が
て
「
意
生
（
成
）
身
」

と
な
り
、
仏
説
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

意
生
身
は
、
の
ち
に
大
乗
経
典
『
入
楞
伽
経
』
で
も
重
要
な
概
念
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
三
種
の
意
生
身
が
あ
る
。
何
等

を
三
と
爲
す
る
の
か
。
一
に
は
三
昧
の
楽
、
三
摩
跋
提
を
得
る
意
生
身
。
二
に
は
如
実
に
諸
法
相
を
覚
知
す
る
意
生
身
。
三

に
は
種
類
の
無
作
行
を
生
ず
る
意
生
身
で
あ
る
」

㉕
。

　

い
か
な
る
「
我
＝
ア
ー
ト
マ
ン
」
と
い
う
よ
う
な
、
死
後
も
存
続
す
る
実
体
を
説
か
な
か
っ
た
仏
教
に
、
死
後
も
輪
廻
す

る
実
体
が
導
入
さ
れ
、
大
乗
経
典
で
は
「
仏
性
」「
如
来
蔵
」「
如
来
性
」「
心
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
常
恒
の
実
体
が
説
か
れ

る
に
至
る
の
で
あ
る
。

 

七
節　

雑
阿
含
道
誦
（
並
行
Ｓ
Ｎ
）
以
外
の
根
・
力
・
覚
・
道
の
言
及

　

大
衆
部
で
は
根
・
力
・
覚
・
道
が
教
学
と
し
て
雑
阿
含
に
最
初
に
説
か
れ
た
わ
け
だ
が
、
他
の
経
典
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

五
期
の
原
中
経
、
す
な
わ
ち
中
部
（
Ｍ
Ｎ
）
と
中
阿
含
に
共
通
す
る
九
八
経
で
は
、
根
・
力
・
覚
・
道
は
中
阿
含
八
六
に

次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
、
Ｍ
Ｎ
７
０
に
は
五
根
が
言
及
さ
れ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
並
行
経
に
は
そ
れ
ら
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま

り
相
応
経
よ
り
少
し
遅
れ
て
中
経
が
根
・
力
・
覚
・
道
を
受
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
阿
含
八
六
で
は
、
阿
難
が
「
年
少
比
丘
を
ど
の
よ
う
に
教
呵
し
訓
誨
し
説
法
し
た
ら
よ
い
か
」
と
問
う
の
に
対
し
て
、

世
尊
が
次
の
よ
う
に
い
う
。
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「
阿
難
よ
。
私
は
あ
な
た
の
為
に
五
根
を
説
く
。
信
根
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
根
で
あ
る
。
阿
難
よ
。
こ
の
五
根
を
、
あ

な
た
は
ま
さ
に
諸
の
年
少
比
丘
の
為
に
説
く
が
い
い
。
年
少
比
丘
に
こ
の
五
根
を
説
教
す
る
者
は
、
彼
は
便
ち
安
隠
を
得
、

力
を
得
、
楽
を
得
て
、
身
心
、
煩
熱
せ
ず
、
終
身
梵
行
を
行
ず
る
。」

　
「
阿
難
よ
、
私
は
あ
な
た
の
為
に
五
力
を
説
く
。
信
力
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
力
…
…
。
私
は
あ
な
た
の
為
に
七
力
を
説

く
。
信
力
・
精
進
・
慚
・
愧
・
念
・
定
・
慧
力
。
…
…
私
は
あ
な
た
の
為
に
七
覚
支
を
説
く
。
念
覚
支
・
択
法
・
精
進
・

喜
・
息
・
定
・
捨
覚
支
。
…
…
私
は
あ
な
た
の
為
に
八
支
聖
道
を
説
く
。
正
見
・
正
志
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
方
便
・

正
念
・
正
定
。
…
…
。」

　

さ
ら
に
頂
法
な
ど
が
説
か
れ
、「
無
事
処
に
至
り
、
山
林
樹
下
、
空
な
る
安
静
処
に
宴
坐
し
て
思
惟
し
な
さ
い
。
放
逸
を

得
て
は
な
ら
な
い
。
勤
め
て
精
進
を
加
え
、
後
悔
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
私
の
教
勅
で
あ
る
」
と
終
わ
っ
て
い
る
。

五
根
・
五
力
・
七
覚
・
八
道
が
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
１
４
８
で
は
言
及
さ
れ
な
い
と
こ

ろ
を
見
て
も
、
中
阿
含
八
六
で
は
七
力
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
他
、
頂
法
や
無
常
・
苦
・
空
・
非
私
な
ど
が
言
及
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
も
、
後
の
付
加
で
あ
ろ
う
。

　

Ｍ
Ｎ
７
０
は
、
修
行
者
に
は
七
段
階
あ
っ
て
、
一
番
下
の
随
法
行
と
随
信
行
に
「
ま
た
彼
に
は
信
の
能
力
（indriya

＝

根
）、
精
進
の
能
力
、
念
の
能
力
、
定
の
能
力
、
慧
の
能
力
と
い
う
も
の
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
」
と
言
及
さ
れ
る
。
し
か
し

中
阿
含
一
九
五
の
並
行
箇
所
に
は
こ
の
五
根
は
言
及
さ
れ
な
い
。

　

五
根
は
増
一
経
で
は
、「
五
法
」
で
、
増
一
阿
含
三
二‒
一
（
四
期
＝
Ａ
Ｎ
）、
増
一
阿
含
三
二‒

四
（
四
期
＝
Ａ
Ｎ
）、
増

一
阿
含
三
二‒

六
（
八
期
）
の
三
経
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

長
経
で
は
、
六
期
長
阿
含
、
衆
集
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
３
３
）、
十
上
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
３
４
）
で
「
五
根
と
い
う
の
は
、
信
根
・
精
進

根
・
念
根
・
定
根
・
慧
根
」
と
言
及
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
五
根
・
五
力
・
七
覚
意
・
賢
聖
八
道
」
も
加
え
ら
れ
る
の
は
、
最
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も
遅
く
成
立
し
た
長
阿
含
の
増
一
経
（
八
期
）、
三
聚
経
（
八
期
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
四
禅
を
加
え

た
「
四
念
処
・
四
意
断
・
四
神
足
・
四
禅
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
意
・
賢
聖
八
道
」
と
い
う
修
行
法
を
説
く
の
は
、
七
期
遊

行
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
１
６
）、
清
浄
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
２
９
）、
自
歓
喜
経
（
＝
Ｄ
Ｎ
２
８
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
並
行
す
る
パ
ー
リ
Ｄ
Ｎ

に
は
三
十
七
品
菩
提
分
法
（
Ｄ
Ｎ
１
６
は
四
念
処
・
八
聖
道
）
は
説
か
れ
る
が
、
四
禅
の
言
及
が
な
く
、
北
方
上
座
部
の
方

が
四
禅
を
大
事
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
章
　五
期
、
上
座
部
の
最
初
の
教
法

　

上
座
部
は
大
衆
部
由
来
の
「
根
・
力
・
覚
・
道
」
を
後
に
受
用
す
る
が
、
自
ら
は
仏
弟
子
の
伝
承
を
因
縁
・
蘊
・
六
入

（
パ
ー
リ
漢
訳
、
六
処
）
と
、
修
行
法
で
は
な
く
教
法
と
し
て
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
上
座
部
に
属
す
現
存
雑

阿
含
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
先
に
置
き
、
四
期
の
「
根
・
力
・
覚
・
道
」
を
後
に
置
い
て
い
る
。
新
訂
雑
阿
含
経

㉖
で
い
え

ば
、
第
一
・
五
蘊
誦
、
第
二
・
六
入
誦
、
第
三
・
因
縁
誦
の
順
で
配
し
、
そ
の
後
、
四
期
の
第
五
・
道
誦
が
配
さ
れ
、
二
期
の

第
七
偈
誦
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
同
じ
上
座
部
の
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
で
は
、
最
初
に
二
期
の
第
一
・
有
偈
篇
が
置
か
れ
、

そ
の
後
に
第
二
・
因
縁
篇
、
第
三
・
犍
度
篇
・
蘊
相
応
、
第
四
・
六
処
篇
が
続
い
て
い
て
、
大
衆
部
由
来
の
根
・
力
・
覚
・

道
相
応
は
最
後
の
第
五
・
大
篇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

雑
阿
含
の
五
蘊
誦
、
六
入
誦
、
因
縁
誦
（
並
行
Ｓ
Ｎ
の
犍
度
篇
・
蘊
相
応
、
因
縁
篇
、
六
処
篇
）
を
、
い
ま
教
学
三
篇
と
名

づ
け
て
五
期
の
相
応
経
典
と
し
た
い
。
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次
に
、
教
学
三
篇
が
修
道
体
系
で
は
な
く
、
教
学
体
系
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

一
節　

五
蘊

　

五
蘊
（pañca-kkhandha

）
と
い
う
用
語
は
四
期
道
誦
に
は
出
な
い
が
、
五
期
に
多
出
す
る
。
だ
が
「
五
取
蘊
（
阿
含
は
受

陰
）」（pañcupādānakkanda

）
と
い
う
用
語
は
、
三
期
に
す
で
に
次
の
よ
う
に
出
て
い
た
。

　
「
そ
の
時
、
又
世
尊
は
、
五
取
蘊
に
関
し
て
、
比
丘
た
ち
に
法
を
説
き
、
教
え
、
励
ま
し
、
喜
ば
せ
た
。
…
…
色
と
受
と

想
と
識
と
行
と
、
こ
れ
は
私
で
は
な
い
、
私
所
で
は
な
い
［
と
し
て
］
そ
こ
に
こ
の
よ
う
に
貪
著
を
離
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

貪
著
を
離
れ
て
心
は
平
安
に
な
り
、
総
て
の
結
縛
を
超
え
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
・
２
・６
）。

　

並
行
す
る
雑
阿
含
一
一
〇
二
は
「
五
受
陰
」
と
だ
け
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
色
と
受
と
想
と
識
と
行
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
期
の
「
五
取
蘊
」
は
、
五
期
の
「
五
蘊
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
も
っ
と
も
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
等
誦
経
の
五
法
で
「
五
法
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
五
蘊
が
あ
り
、
色
蘊
・
受
蘊
・
想

蘊
・
行
蘊
・
識
蘊
で
あ
る
。
五
取
蘊
が
あ
り
、
色
取
蘊
・
受
取
蘊
・
想
取
蘊
・
行
取
蘊
・
識
取
蘊
で
あ
る
」
と
分
け
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

並
行
す
る
長
阿
含
第
九
（
衆
集
経
）
は
、「
五
受
陰
」
と
だ
け
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
分
け
て
説
か
れ
な
い
。

　

五
蘊
は
ど
の
経
典
で
も
こ
の
「
色
・
受
・
想
・
行
・
識
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
期
に
出
て
い
る
よ
う
に
早
い
時

期
の
仏
弟
子
あ
る
い
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
遡
る
古
い
用
語
と
し
て
固
定
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

パ
ー
リ
本
の
蘊
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
２
）
で
は
色
・
受
・
想
・
行
・
識
を
根
本
語
と
し
て
、
そ
れ
に
、
二
期
か
ら
説
か
れ
た
無

我
・
無
常
・
苦
と
い
う
三
法
印
、
苦
集
滅
道
と
い
う
四
聖
諦
が
、
い
か
に
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
説
く
。

　

す
な
わ
ち
「
無
常
」
と
関
連
さ
せ
て
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
色
は
無
常
・
有
為
・
縁
起
所
生
で
あ
り
尽
法
・
壊
法
・
離
法
・
滅
法
の
も
の
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
１
８
、２
１
）。
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並
行
「
色
は
無
常
で
あ
る
。
も
し
く
は
因
、
も
し
く
は
縁
に
よ
り
、
諸
色
を
生
ず
る
も
の
は
、
そ
れ
も
ま
た
無
常
で
あ

る
。
無
常
の
因
、
無
常
の
縁
に
よ
り
生
ず
る
所
の
諸
色
は
、
ど
う
し
て
常
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
受
想
行
識
も
無
常
で

あ
る
」（
雑
一
一
）。

　
「
無
我
」
に
関
し
て
は
「
色
は
無
我
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
２
０
）。

　

並
行
「
色
は
こ
れ
は
我
で
は
な
い
。
も
し
色
が
我
な
ら
ば
色
に
お
い
て
病
苦
が
生
じ
る
の
に
対
応
し
な
い
」（
雑
三
三
）。

　
「
苦
」
に
関
連
し
て
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
色
は
苦
（
受
想
行
識
）
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・
１
３
）。

　

並
行
「
色
は
無
常
で
あ
る
。
受
想
行
識
は
無
常
で
あ
る
。
無
常
で
あ
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
苦
で
あ
る
」（
雑
一
一
、一
二
）。

　
「
四
聖
諦
」
に
関
し
て
は
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
「
色
が
生
じ
、
苦
が
生
じ
、
病
が
住
し
、
老
死
が
現
ず
る
。
色
が
滅
し
、
老
死
が
没
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
２
２
・３
０
）

　

並
行
「
こ
れ
は
こ
れ
色
の
集
。
こ
れ
は
こ
れ
色
の
滅
。
こ
れ
は
こ
れ
受
想
行
識
。
…
…
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
は
、
み
な

悉
く
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
色
が
滅
し
、
受
想
行
識
が
滅
す
る
と
名
づ
け
る
」（
雑
六
五
）。

　

不
思
議
な
こ
と
に
新
訂
雑
阿
含
に
は
「
五
蘊
誦
、
五
蘊
相
応
」
と
い
う
編
集
語
は
あ
る
が
、「
五
蘊
」
と
い
う
用
語
は
一

つ
も
な
い
。「
五
蘊
」
で
は
な
く
、
か
な
ら
ず
「
色
受
想
行
識
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
五
蘊
誦
に
十
三
回
用
い
ら
れ
る

ほ
か
は
、
雑
阿
含
全
体
で
も
こ
れ
以
外
に
は
な
い
。
逆
に
中
・
増
一
・
長
阿
含
に
お
い
て
は
「
色
受
想
行
識
」
は
瞥
見
し
た

と
こ
ろ
、
た
だ
一
度
、
長
阿
含
一
「
大
本
経
」（
七
期
）
に
「
色
受
想
行
識
は
な
お
朽
故
車
の
如
し
」
と
出
る
だ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
五
蘊
と
同
じ
内
容
を
持
つ
「
五
陰
」
と
い
う
用
語
は
雑
阿
含
全
体
で
五
蘊
誦
に
一
経
（
雑
五
八
）
あ
る
ほ
か
は
、
五

期
如
来
誦
に
一
経
（
雑
一
一
四
四
）
並
行
の
な
い
八
期
に
六
経

㉗
出
る
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
漢
訳
の
中
、
増
一
、
長
阿
含
に
お
い
て
も
「
五
蘊
」「
五
取
蘊
」
と
い
う
用
語
は
な
く
、「
五
盛
陰
」
と
い
わ
れ



39

部派仏教の修道と涅槃

る
。
例
え
ば
中
阿
含
三
一
で
は
「
略
し
て
五
盛
陰
苦
を
説
く
と
は
、
こ
の
説
は
何
に
因
る
や
。
い
わ
ゆ
る
色
盛
陰
・
覚
・

想
・
行
・
識
盛
陰
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。　

こ
こ
で
は
「
受
」
で
は
な
く
「
覚
」
で
あ
る
がperception

の
こ
と
で
同
じ

で
あ
る
。
中
阿
含
に
は
こ
の
「
五
盛
陰
」
は
十
経
に
出
る
が
、
そ
の
う
ち
四
期
の
七
経
は
こ
れ
を
含
め
て
四
経
（
中
三
一

＝
Ｍ
Ｎ
１
４
１
、
中
八
六
＝
Ｍ
Ｎ
１
４
８
、
中
一
五
三
＝
Ｍ
Ｎ
７
５
、
中
一
九
一
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
２
）
が
、
パ
ー
リ
並
行
に
五
取

蘊
（pañcupādānakkhandhā

）
の
言
及
が
な
い
。
パ
ー
リ
本
に
言
及
が
あ
る
三
経
（
中
三
〇
＝
Ｍ
Ｎ
２
８
、
中
一
八
七
＝
Ｍ

Ｎ
１
１
２
、
中
二
一
〇
＝
Ｍ
Ｎ
４
４
）
は
、
漢
訳
で
は
み
な
八
苦
の
後
半
（
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五
陰
盛
苦
）

と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
う
ち
一
経
（
中
三
〇
）
の
パ
ー
リ
並
行
Ｍ
Ｎ
２
８
に
は
、
そ
れ
が
な
い
。
五
期
の
三
経
（
中
一
三

＝
Ａ
Ｎ
Ⅲ
・
６
１
、
中
二
九
＝
Ａ
Ｎ
Ⅸ
・
１
３
、
中
一
一
一
＝
Ａ
Ｎ
Ⅵ
・
６
３
）
は
す
べ
て
「
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不

得
苦
・
五
陰
盛
苦
」
の
「
五
陰
盛
苦
」」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
期
以
降
で
は
色
受
想
行
識
と
い
う
元
来

の
「
五
蘊
」
の
意
味
は
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

増
一
阿
含
で
は
、「
五
盛
陰
」
と
い
う
用
語
で
は
五
期
に
次
の
よ
う
に
出
る
が
、
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
８
・
４
、
雑
阿
含

一
二
一
四
に
は
な
い
の
で
、「
無
上
等
正
覚
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
が
、
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
五
盛
陰
は
牢か

た

く
な

く
、
ま
た
堅
固
で
は
な
い
。
…
…
ま
さ
に
こ
の
五
盛
陰
を
観
ず
る
時
、
道
樹
下
に
在
っ
て
無
上
等
正
覚
を
成
ず
る
」（
増
一

阿
含
三
五
・
九
）。

　

次
に
挙
げ
る
七
期
の
「
五
盛
陰
」
の
説
き
方
は
、
先
の
相
応
の
五
蘊
と
同
じ
で
あ
る
。

「
こ
の
五
盛
陰
は
こ
れ
無
常
の
義
で
あ
る
。
無
常
の
義
と
は
即
ち
是
れ
苦
の
義
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
三
五
・
十
＝T

hag.453-

458

は
か
な
り
異
な
る
）。

　
「
こ
の
五
盛
陰
は
皆
な
ま
さ
に
こ
の
苦
痛
諸
悩
を
受
け
、
五
趣
中
に
堕
ち
る
の
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
三
四
・
二
＝D

hp.A

）。

　
「
五
盛
陰
苦
を
説
く
。
…
…
こ
の
五
盛
陰
が
滅
す
れ
ば
便
ち
涅
槃
の
道
が
あ
る
の
を
知
る
」（
増
一
阿
含
三
六
・
五
＝D

hp.
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A

）。

　

い
っ
ぽ
う
、
パ
ー
リ
本
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
五
蘊
に
関
す
る
経
は
、
ほ
と
ん
ど
Ｓ
Ｎ
２
２
（
犍
度
篇

K
handhavaggo

）
蘊
相
応
（K

handhasaṃ
yuttaṃ

）
に
集
中
し
て
い
る
。「
五
蘊
（pañca-kkhandha

）」
と
い
う
用
語
は
本
文

に
は
二
回
の
み
だ
が
、
五
取
蘊
（pañcupādānakkhandha

）
は
、
二
五
回
に
お
よ
ぶ
。

　

Ｍ
Ｎ
に
は
一
経
だ
け
、
２
２
蛇
喩
経
に
「
身
体
に
つ
い
て
厭
う
。
感
受
に
つ
い
て
厭
う
。
知
覚
に
つ
い
て
厭
う
。
も
ろ
も
ろ

の
［
自
己
］
形
成
力
に
つ
い
て
厭
う
。
認
識
に
つ
い
て
厭
う
」
な
ど
と
説
か
れ
る
。
身
体
と
は
「
色
」
で
、
感
受
は
「
受
」、

知
覚
は
「
想
」、［
自
己
］
形
成
力
は
「
行
」、
認
識
は
「
識
」
で
あ
る
か
ら
五
蘊
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
並
行
す
る
中
阿
含

二
〇
〇
に
は
こ
の
部
分
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
五
期
で
は
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、
遅
い
付
加
で
あ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｎ
で
は
こ
の
節
で
す
で
に
触
れ
た
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
等
誦
経
の
「
五
法
」
の
ほ
か
に
「
四
法
」
で
も
四
静
慮
の
説
明
と

し
て
「
五
取
蘊
に
お
い
て
、
生
と
滅
と
を
観
じ
て
住
す
。
つ
ま
り
こ
れ
が
色
（
受
想
行
識
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
色
（
受
想
行

識
）
の
生
で
あ
る
。
こ
れ
が
色
（
受
想
行
識
）
の
滅
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
五
蘊
は
修
行
法
で
は
な
く
、
法
で
あ
り
、
教
え
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
実
際
に
坐

禅
に
お
け
る
三
昧
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
如
実
に
知
り
、
そ
の
縁
起
を
知
っ
て
、
色
（
受
想
行
識
）
に
と
ら
わ
れ
な
い
あ
り
方

に
と
ど
ま
る
時
に
、
苦
が
滅
す
る
と
説
か
れ
る
。

　
「
諸
比
丘
よ
、
三
昧
を
修
習
せ
よ
。
三
昧
に
入
っ
た
比
丘
は
如
実
に
了
知
す
る
。
何
を
如
実
に
了
知
す
る
の
か
。
色
の
集

と
滅
と
で
あ
る
。
受
の
集
と
滅
と
で
あ
る
、
想
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。
行
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。
識
の
集
と
滅
と
で
あ
る
。

…
…
色
（
受
想
行
識
）
に
歓
喜
し
耽
著
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
喜
が
生
ず
る
。
色
に
お
け
る
喜
は
取
で
あ
る
。
取
を
縁

と
し
て
彼
に
有
が
生
ず
る
。
有
を
縁
と
し
て
生
が
生
ず
る
。
生
を
縁
と
し
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
こ
れ
が
悉
く
皆
な
苦
蘊
の
集
で
あ
る
。
…
…
色
（
受
想
行
識
）
に
歓
喜
し
な
い
で
、
歓
呼
し
な
い
で
耽
著
し
な
い
で
住と

ど
まる
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こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
に
色
に
お
け
る
喜
が
滅
す
る
。
喜
が
滅
す
る
た
め
に
彼
に
取
が
滅
す
る
。
取
が
滅
す
る
た
め
に
有
が

滅
す
る
。
有
が
滅
す
る
た
め
に
生
が
滅
す
る
。
乃
至
…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
こ
に
悉
く
皆
な
苦
蘊
の
滅
と
な
る
」（
Ｓ
Ｎ

２
２
・５
）。

　

並
行
「
諸
の
比
丘
に
告
げ
て
い
っ
た
、『
常
に
ま
さ
に
方
便
し
て
、
禅
思
を
修
習
し
、
内
に
そ
の
心
を
寂
に
し
な
さ
い
。

な
ぜ
で
あ
る
か
。
比
丘
よ
、
常
に
ま
さ
に
方
便
し
て
、
禅
思
を
修
習
し
、
内
に
そ
の
心
を
寂
に
す
れ
ば
、
如
実
に
観
察
す
る

か
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
如
実
に
観
察
す
る
の
か
。
こ
れ
は
こ
れ
色
、
こ
れ
は
こ
れ
色
の
集
（
原
因
）、
こ
れ
は
こ
れ
色

の
滅
、
こ
れ
は
こ
れ
受
・
想
・
行
・
識
、
こ
れ
は
こ
れ
識
の
集
、
こ
れ
は
是
れ
識
の
滅
で
あ
る
と
。
ど
の
よ
う
に
色
の
集
、

受
・
想
・
行
・
識
の
集
で
あ
る
の
か
。
愚
痴
無
聞
の
凡
夫
は
苦
・
楽
・
不
苦
・
不
楽
の
受
に
お
い
て
、
如
実
に
、
こ
の
受
の

集
、
受
の
滅
、
受
の
味
、
受
の
患
、
受
の
離
を
観
察
し
な
い
。
如
実
に
観
察
し
な
い
た
め
に
、
受
に
お
い
て
、
楽
著
し
て
取

を
生
ず
る
。
取
に
縁よ

っ
て
有
が
あ
り
、
有
に
縁
っ
て
生
が
あ
り
、
生
に
縁
っ
て
老
病
死
憂
悲
悩
苦
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
純

大
苦
聚
は
、
集
か
ら
生
ず
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
は
、
み
な
悉
く
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
色
が
滅
し
、

受
・
想
・
行
・
識
が
滅
す
る
と
名
づ
く
け
る
』」（
雑
六
五
）。

　

五
蘊
は
そ
れ
を
修
行
に
お
い
て
滅
す
る
た
め
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
多
く
は
修
道
と
関
ら
ず
、
教
え
と
し

て
、
そ
れ
を
証
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
解
脱
を
得
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

二
節　

六
入
（
パ
ー
リ
六
処
）

　

前
章
で
四
期
の
「
五
根
」
を
見
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
眼
耳
鼻
舌
身
と
い
う
感
官
の
五
根
で
は
な
く
、「
信
・
精
進
・

念
・
定
・
慧
」
と
い
う
修
行
方
法
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
五
期
、
教
法
三
篇
の
「
六
入
」
で
は
、
感
官
の
五
根
に
「
意
」
を

加
え
た
「
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
」
で
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
五
蘊
と
三
法
印
（
苦
・
無
常
・
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無
我
）
な
ど
の
基
本
教
学
と
の
関
わ
り
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
眼
は
無
常
で
あ
る
。
お
よ
そ
無
常
な
る
も
の
、
そ
れ
は
苦
で
あ
る
。
お
よ
そ
苦
な
る
も
の
、
そ
れ
は
無

我
で
あ
る
。
お
よ
そ
無
我
な
る
も
の
、
そ
れ
は
『
こ
れ
は
わ
た
し
の
有
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ

た
し
の
我
で
は
な
い
』
と
。
こ
の
よ
う
に
正
智
慧
を
以
て
如
実
に
こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
耳
は
無
常
で
あ
る
…
…
。
鼻

は
無
常
で
あ
る
…
…
。
舌
は
無
常
で
あ
る
…
…
身
は
無
常
で
あ
る
…
…
、
意
は
無
常
で
あ
る
…
…
そ
れ
は
『
こ
れ
は
わ
た
し

の
有
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
で
は
な
い
、
こ
れ
は
わ
た
し
の
我
で
は
な
い
』
と
。
こ
の
よ
う
に
正
智
慧
を
以
て
如
実
に

こ
れ
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
こ
の
よ
う
に
観
る
有
聞
の
聖
弟
子
は
、
眼
に
お
い
て
も
厭
嫌
し
、
耳
に
お
い
て

も
…
…
欲
を
離
れ
、
利
欲
よ
り
し
て
解
脱
を
得
る
。
得
脱
に
お
い
て
『
わ
た
し
は
得
脱
し
た
』
と
い
う
智
が
生
ず
る
」（
Ｓ

Ｎ
３
５
・
１
）。

　

つ
ま
り
、
六
入
に
対
し
て
正
し
い
智
慧
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
「
無
我
、
無
常
、
苦
」
と
見
て
解
脱
し
な
さ
い
、
と
説
か
れ

る
。
五
蘊
と
同
じ
く
、
六
入
の
説
明
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
解
脱
し
解
脱
知
見
を
得
る
た
め
に
説
か
れ
る
。

　

こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
は
、
先
の
Ｓ
Ｎ
が
挙
げ
た
六
入
だ
け
で
な
く
、
六
境
（
色
声
香
味
触
法
）
六
識
（
眼
識
…
…
）

さ
ら
に
六
触
（
眼
触
…
…
）
に
も
同
時
に
言
及
さ
れ
る
。

　
「
そ
の
時
、
世
尊
は
諸
比
丘
に
告
げ
て
、
一
切
は
無
常
で
あ
る
、
ど
の
よ
う
に
一
切
が
無
常
で
あ
る
の
か
。
眼
も
し
く
は
、

色
・
眼
識
・
眼
触
は
無
常
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
眼
触
の
因
縁
に
よ
る
な
ら
ば
受
を
生
ず
る
。
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不
楽
の

覚
、
そ
れ
も
ま
た
無
常
で
あ
る
。
耳
鼻
舌
身
意
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
多
聞
の
聖
弟
子
が
こ
の
よ
う
に
観
る
の
は
、

眼
、
も
し
く
は
、
色
・
眼
識
・
眼
触
に
お
い
て
厭
を
生
じ
て
、
眼
触
の
因
縁
に
よ
っ
て
受
を
生
じ
、
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不

楽
覚
、
そ
こ
に
お
い
て
厭
を
生
ず
る
。
耳
鼻
舌
身
意
、
声
香
味
触
法
（
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
）、
意
識
・
意
触
に
お
い
て
、
意

触
の
因
縁
に
よ
っ
て
受
を
生
じ
、
苦
覚
・
楽
覚
・
不
苦
不
楽
覚
を
受
け
る
。
そ
れ
も
ま
た
厭
を
生
ず
る
。
厭
の
た
め
に
楽
で
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は
な
い
。
楽
で
は
な
い
た
め
に
解
脱
し
、
解
脱
知
見
す
る
。
わ
た
し
の
生
は
已
に
尽
き
た
」（
雑
一
九
五
）。

　

し
か
し
、
パ
ー
リ
で
は
六
入
処
は
、
六
内
処
（
阿
含
の
六
入
）
六
外
処
（
阿
含
の
六
境
）
が
別
の
経
と
し
て
交
互
に
説
か

れ
る
の
で
六
外
処
（
色
声
香
味
触
法
）
も
無
常
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
４
）
無
我
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
６
）、
苦
（
Ｓ
Ｎ
３
５
・５
）
で
あ
る
と

説
か
れ
る
。

　

ま
た
雑
阿
含
で
も
六
入
を
六
内
処
、
六
境
を
六
外
処
と
表
現
す
る
も
の
も
あ
り
、
次
は
そ
れ
を
縁
起
に
お
い
て
説
く
経
で

あ
る
。

　
「
眼
識
・
耳
鼻
舌
身
意
識
、
眼
触
・
耳
鼻
舌
身
意
触
が
内
入
処
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
色
声
香
味
触
法
は
外
入
処

で
あ
る
。
眼
触
よ
り
受
が
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
よ
り
受
が
生
ず
る
。
眼
触
は
、
想
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
想
を
生

ず
る
。
眼
触
は
、
思
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
思
を
生
ず
る
。
眼
触
は
、
愛
を
生
じ
、
耳
鼻
舌
身
意
触
は
、
愛
を
生
ず

る
。
ま
た
、
上
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
」（
雑
一
九
八
＝
Ｓ
Ｎ
１
８
・
２
１
）。

　

ち
な
み
に
並
行
Ｓ
Ｎ
１
８
・
１
～
１
０
、１
１
～
２
０
は
、
五
蘊
で
も
六
入
で
も
な
く
、
そ
れ
ら
が
混
じ
っ
た
「
眼
・
色
・

識
・
触
・
受
・
想
・
思
・
愛
・
界
・
蘊
」
の
十
法
を
立
て
る
。
い
ず
れ
も
迷
の
原
因
で
あ
り
遠
離
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
Ｓ
Ｎ
六
処
相
応
で
は
、
六
（
内
）
処
・
六
識
・
六
内
触
は
捨
離
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
眼
は
、
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
る
よ
う
に
。
眼
識
は
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す

る
よ
う
に
。
眼
触
は
こ
れ
を
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
る
よ
う
に
。
お
よ
そ
こ
の
眼
触
を
縁
と
し
て
生
ず
る
受
は
、
あ
る

い
は
楽
で
あ
る
、
あ
る
い
は
苦
で
あ
る
、
あ
る
い
は
非
楽
非
苦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
べ
き
で

あ
る
。
耳
は
、
…
…
鼻
は
、
…
…
舌
は
…
…
身
は
…
…
意
は
…
…
お
よ
そ
こ
の
意
触
を
縁
と
し
て
生
ず
る
受
は
、
あ
る
い
は

楽
で
あ
る
、
あ
る
い
は
苦
で
あ
る
、
あ
る
い
は
非
楽
非
苦
で
あ
る
、
こ
れ
を
も
知
解
し
、
暁
了
し
て
捨
棄
す
べ
き
で
あ
る
」

（
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
５
＝
雑
二
二
四
。
同
じ
く
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
５
＝
雑
二
二
三
）。
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と
こ
ろ
で
阿
含
経
で
六
入
（
六
内
処
、
六
外
処
）
が
説
か
れ
る
経
は
、
六
入
誦
で
十
経
以
上
あ
り
、
五
蘊
誦
に
二
経
、
因

縁
誦
に
二
十
経
近
く
あ
る
。
因
縁
誦
に
多
い
の
は
六
入
が
十
二
因
縁
の
一
支
だ
か
ら
で
あ
り
、
だ
い
た
い
Ｓ
Ｎ
に
並
行
し
て

い
て
五
期
経
典
で
あ
る
。
た
だ
一
経
だ
け
偈
誦
・
諸
天
相
応
五
九
〇
（
三
期
）
に
「
十
二
因
縁
」
が
説
か
れ
、
そ
の
一
支
と

し
て
「
六
入
」
も
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
別
訳
九
・
二
六
に
は
ま
っ
た
く
説
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
後
の
付
加
で
あ
る
。

　

長
阿
含
で
は
第
九
集
衆
経
に
内
六
入
、
外
六
入
が
説
か
れ
る
だ
け
で
、
縁
起
の
一
支
と
し
て
四
経
（
一
、

一
三
、一
七
、三
〇
。
す
べ
て
六
期
以
降
）
に
説
か
れ
る
ほ
か
、
七
期
の
第
二
一
経
、
第
二
八
経
に
色
身
が
「
四
大
六
入
」
と

説
か
れ
る
。

　

増
一
阿
含
は
、
大
乗
系
で
あ
り
、
六
法
の
所
に
五
経
、
そ
の
他
に
三
経
説
か
れ
る
が
、
多
く
が
十
二
因
縁
を
説
く
箇
所

で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
の
は
「
四
大
六
入
」（
増
一 

三
一‒

六
）「
六
界
六
識
六
入
」（
増
一 

三
七‒

二
）、「
六
情
」（
増
一 

三
七‒

七
）
な
ど
、
す
で
に
教
学
と
し
て
定
着
し
た
形
で
、
六
入
が
滅
す
べ
き
法
と
し
て
は
説
か
れ
な
い
。

　

パ
ー
リ
本
で
は
相
応
部
は
ほ
ぼ
Ｓ
Ｎ
六
処
篇
六
処
相
応
に
限
ら
れ
て
く
る
が
、
多
く
六
内
処
（
＝
六
入
）、
六
外
処
と
分

け
て
説
か
れ
る
。
犍
度
篇
の
八
期
の
入
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
５
）、
生
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
６
）
煩
悩
相
応
（
Ｓ
Ｎ
２
７
）
は
、
先
の
Ｓ

Ｎ
１
８
と
同
様
に
五
蘊
の
四
支
が
入
っ
た
十
法
を
説
い
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
２
７
に
「
比
丘
が
も
し
こ
の
六
処
に
お
い
て
心
の
随

煩
悩
を
断
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
心
は
出
離
に
向
い
、
出
離
に
遍
満
さ
れ
る
。
心
は
堪
忍
し
て
証
知
現
証
す
る
と
こ
ろ
の
諸
法

に
お
い
て
現
ず
る
」
と
「
六
処
」
が
言
及
さ
れ
る
。
こ
の
十
法
は
晩
期
Ｓ
Ｎ
独
自
の
分
類
で
あ
ろ
う
。

　

Ｍ
Ｎ
に
は
六
処
品
（
１
４
３
～
１
５
２
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
雑
阿
含
六
入
誦
に
八
経
並
行
し
て
お
り
、
三
経
は
例
外

的
に
Ｓ
Ｎ
３
５
六
処
相
応
に
も
並
行
し
て
い
る
（
以
上
五
期
）。

　

Ｍ
Ｎ
１
３
７
（
＝
中
一
六
二
、五
期
）「
分
別
六
処
経
」
は
、
六
内
処
、
六
外
処
、
六
識
身
な
ど
が
説
か
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
９
正
見
経
に
も
八
聖
道
を
伴
っ
て
十
二
縁
起
の
一
支
と
し
て
六
入
が
言
及
さ
れ
る
が
、
並
行
の
な
い
七
期
（
Ｍ
Ｎ
だ
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け
は
並
行
が
な
い
経
を
七
期
と
す
る
）
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｎ
は
五
蘊
と
同
様
に
３
３
等
誦
経
（
六
期
）
に
言
及
さ
れ
る
ほ
か
は
、
七
期
の
Ｄ
Ｎ
１
４
大
本
経
（
＝
長
一
）
に
過
去

毘
婆
尸
仏
の
本
生
譚
で
十
縁
起
を
思
惟
し
「
名
色
が
あ
る
か
ら
六
処
が
あ
る
」、「
六
処
の
滅
は
触
の
滅
で
あ
る
」
と
言
及
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
五
取
蘊
を
観
察
し
て
心
解
脱
を
得
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
五
蘊
、
六
処
、
十
二
縁
起
が
同
時
に
言
及

さ
れ
る
経
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、
か
な
り
遅
い
時
期
の
経
で
あ
る
。

三
節　

因
縁

　

す
で
に
、
六
入
が
そ
の
一
支
で
あ
る
十
二
支
縁
起
は
、
六
入
と
関
連
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
縁
起
の
も
っ
と
も
原
初

的
な
説
き
方
は
、
一
期
「
ア
ッ
タ
カ
・
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
第
十
一
の
「
論
争
」
で
も
説
か
れ
て
い
た
。

　
「
快
と
不
快
と
は
感
官
に
よ
る
接
触
に
も
と
づ
い
て
起
こ
る
。
感
官
に
よ
る
接
触
が
存
在
し
な
い
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
も

の
も
起
こ
ら
な
い
。
…
…
」（Snp.872
）、「
名
称
と
形
態
と
に
依
っ
て
感
官
に
よ
る
接
触
が
起
こ
る
。
諸
々
の
所
有
欲
は
欲

求
を
縁
と
し
て
起
こ
る
。
欲
求
が
な
い
時
に
は
、〈
わ
が
も
の
〉
と
い
う
我
執
も
存
在
し
な
い
。
形
態
が
消
滅
し
た
時
に
は
、

〈
感
官
に
よ
る
接
触
〉
も
は
た
ら
か
な
い
」（Snp.873
）。

　
「
感
官
」
は
六
入
で
あ
り
、「
接
触
」
は
触
で
あ
り
、「
名
称
と
形
態
」
は
名
色
で
あ
る
か
ら
十
二
支
縁
起
の
「
名
色
・
六

入
処
・
触
」
が
説
か
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
後
「
あ
り
の
ま
ま
に
想
う
者
で
も
な
く
、
誤
っ
て
想
う
者
で
も
な
く
、
想

い
な
き
者
で
も
な
く
、
想
を
消
滅
し
た
者
で
も
な
い
。
―
―
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
者
の
形
態
は
消
滅
す
る
」（Snp.874

）

と
、
直
截
に
打
坐
に
お
け
る
非
思
量
が
縁
起
の
生
起
を
消
滅
さ
せ
る
と
、
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
基
本
論
理
が
「
此
れ
あ
る

が
ゆ
え
に
、
彼
あ
り
。
此
れ
生
ず
る
が
ゆ
え
に
彼
生
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
五
蘊
誦
で
も
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
因
縁
の
法
と
す
る
の
か
。
い
わ
ゆ
る
此
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
あ
り
。
此
れ
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生
ず
る
が
ゆ
え
に
彼
生
ず
。
つ
ま
り
無
明
に
縁
っ
て
行
あ
り
、
乃
至
生
老
病
死
憂
悲
惱
苦
の
集
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
此
れ
無

い
が
ゆ
え
に
彼
無
し
。
此
れ
滅
す
る
が
ゆ
え
に
彼
滅
す
。
つ
ま
り
無
明
滅
す
れ
ば
則
ち
行
滅
し
、
乃
至
、
生
老
病
死
憂
悲
惱

苦
滅
す
」（
雑
二
六
二
＝
Ｓ
Ｎ
２
２
・９
０
）
と
説
か
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
「
無
明
・
行
・
生
老
病
死
」
の
縁
起
で
あ
る
。「
生
老
病
死
・
食
・
愛
・
受
・
触
・
六
入
」
の
縁
起
を
説
く
経

も
あ
る
。

　
「
こ
の
四
食
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
。
つ
ま
り
こ
の
諸
食
は
愛
の
因
、
愛
の

集
、
愛
の
生
、
愛
の
触
で
あ
る
。
こ
の
愛
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
。
つ
ま
り
愛

は
受
を
因
と
し
、
受
を
集
と
し
、
受
の
生
、
受
の
触
で
あ
る
。
こ
の
受
は
何
で
あ
り
、
何
の
集
で
あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触

で
あ
る
か
。
つ
ま
り
受
は
触
の
因
で
あ
り
、
触
の
集
、
触
の
生
、
触
の
触
で
あ
る
。
こ
の
触
は
何
の
因
で
あ
り
、
何
の
集
で

あ
り
、
何
の
生
、
何
の
触
で
あ
る
か
つ
ま
り
、
触
は
六
入
処
の
因
で
あ
り
、
六
入
処
の
集
、
六
入
処
の
生
、
六
入
処
の
触
で

あ
る
。
六
入
処
の
集
は
是
れ
触
の
集
、
触
の
集
は
こ
れ
受
の
集
。
受
の
集
は
こ
れ
愛
の
集
。
愛
の
集
は
こ
れ
食
の
集
で
あ

る
。
食
の
集
の
ゆ
え
に
未
來
世
の
生
老
病
死
憂
悲
惱
苦
の
集
な
り
。
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
の
集
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
六
入
処
が
滅
す
れ
ば
則
ち
触
滅
す
。
触
滅
す
れ
ば
則
ち
受
滅
す
。
受
滅
す
れ
ば
則
ち
愛
滅
す
。
愛
滅
す
れ
ば

則
ち
食
滅
す
。
食
滅
す
る
が
ゆ
え
に
未
来
世
に
お
い
て
生
老
病
死
憂
悲
悩
苦
滅
す
」（
雑
三
七
一
＝
Ｓ
Ｎ
１
２
・
１
１
）。

　

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
が
、
や
が
て
十
二
支
縁
起
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

十
二
支
縁
起
は
、
五
期
の
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
因
縁
篇　

１
２
因
縁
相
応
）
で
は
じ
め
て
明
瞭
に
説
か
れ
、
ま
た
十
二
支
縁
起

を
説
く
経
は
、
相
応
経
で
は
ほ
ぼ
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
１
２
因
縁
相
応
）
に
限
ら
れ
る
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
縁
起
（paṭicca-sam

uppāda

）
と
は
何
で
あ
る
か
。
比
丘
た
ち
よ
、
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に

よ
っ
て
識
が
あ
る
。
識
に
よ
っ
て
名
色
が
あ
る
。
名
色
に
よ
っ
て
六
処
が
あ
る
。
六
処
に
よ
っ
て
触
が
あ
る
。
触
に
よ
っ
て
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受
が
あ
る
。
受
に
よ
っ
て
愛
が
あ
る
。
愛
に
よ
っ
て
取
が
あ
る
。
取
に
よ
っ
て
有
が
あ
る
。
有
に
よ
っ
て
生
が
あ
る
。
生
に

よ
っ
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
こ
れ
が
全
苦
蘊
の
集
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
起
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

無
明
の
無
余
・
離
貪
・
滅
に
よ
っ
て
行
の
滅
が
あ
る
。
行
の
滅
に
よ
っ
て
識
の
滅
が
あ
る
。
識
の
滅
に
よ
っ
て
名
色
の
滅

が
あ
る
。
名
色
の
滅
に
よ
っ
て
六
処
の
滅
が
あ
る
。
六
処
の
滅
に
よ
っ
て
触
の
滅
が
あ
る
。
触
の
滅
に
よ
っ
て
受
の
滅
が
あ

る
。
受
の
滅
に
よ
っ
て
愛
の
滅
が
あ
る
。
愛
の
滅
に
よ
っ
て
取
の
滅
が
あ
る
。
取
の
滅
に
よ
っ
て
有
の
滅
が
あ
る
。
有
の
滅

に
よ
っ
て
生
の
滅
が
あ
る
。
生
の
滅
に
よ
っ
て
老
死
愁
悲
苦
憂
悩
が
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
こ
れ
が
全
苦
蘊
の
滅
で

あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
１
２
・
１
）。

　

並
行
「
…
…
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に
よ
っ
て
識
が
あ
る
。
乃
至
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
純
大
苦
聚
集

は
ど
う
し
て
縁
生
の
法
で
あ
る
の
か
。
無
明
行
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
仏
が
、
出
世
し
て
も
、
も
し
未
だ
出
世

し
な
く
て
も
、
此
の
法
は
常
住
で
あ
り
、
法
は
法
界
に
住と

ど
まる

。
か
の
如
来
の
自
ら
覚
知
す
る
所
で
あ
り
、
成
等
正
覚
し
て
人

の
為
に
演
説
す
る
。
…
…
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
処
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
病
死
憂
悲
悩
苦
、
是
れ
を

縁
生
の
法
と
名
づ
く
」（
雑
二
九
六
）。

　

こ
の
雑
阿
含
で
は
十
二
支
縁
起
は
、
如
来
が
出
て
も
出
な
く
て
も
、
い
つ
も
あ
る
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
場
合

に
よ
っ
て
は
修
行
し
な
い
で
、
た
だ
そ
れ
を
受
け
売
り
し
た
り
、
知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
こ
れ
は
四
諦
の
集
（
原
因
）
と
滅
な
の
で
あ
る
か
ら
、
集
と
し
て
こ
の
法
を
理
解
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
実
際
の
修
行
で
滅
し
て
い
か
な
け
れ
ば
解
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
因
縁
誦
（
Ｓ
Ｎ
因
縁
篇
）
の
よ
う
に
十
二
で
定
型
化
さ
れ
れ
ば
、
観
念
と
な
っ
て
、
人
が
現
に
証
し
た

も
の
で
は
な
く
な
る
。
因
縁
相
応
の
十
二
支
縁
起
は
無
明
・
行
・
識
・
名
色
・
六
入
処
・
触
・
受
・（
渇
）
愛
・
取
・
有
・

生
・
老
病
死
（
憂
悲
悩
苦
）
と
い
う
名
称
、
順
番
は
常
に
こ
れ
で
あ
る
。
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因
縁
相
応
以
外
に
は
、
雑
阿
含
五
九
〇
（
偈
誦
、
諸
天
相
応
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
後
の
付
加
）、
七
期
の
雑

八
四
六
（
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
８
）
で
説
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、「
十
二
支
縁
起
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
雑
阿
含

八
四
六
だ
け
で
あ
り
、「
十
二
因
縁
」
は
偈
誦
の
五
九
〇
だ
け
で
あ
る
。「
十
二
支
縁
起
」
は
雑
阿
含
因
縁
相
応
で
は
並
行
経

の
な
い
八
期
雑
阿
含
三
六
九
（
因
縁
相
応
）
で
言
及
さ
れ
る
。

　

十
二
支
縁
起
に
は
、
そ
の
一
支
と
し
て
六
入
が
含
ま
れ
、
五
蘊
の
色
・
受
・
行
・
識
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
六
入
や
五
蘊
を

伝
承
し
た
上
座
部
が
、
そ
の
後
に
縁
起
を
定
型
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
入
が
説
か
れ
る
経
に
は
十
二

支
縁
起
も
多
く
説
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

で
は
他
の
諸
阿
含
、
ニ
カ
ー
ヤ
（
パ
ー
リ
本
）
で
は
、
縁
起
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

五
期
の
中
経
に
は
三
経
（
Ｍ
Ｎ
３
８
、１
１
５
、１
４
８
）
に
十
二
因
縁
が
説
か
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
３
８
「
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
あ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
生
ず
れ
ば
、
あ
れ
が
生
ず
る
と
。
す
な
わ
ち
無
明
（
無
明
）
に

縁
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
行
（
行
）
が
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
行
に
縁
っ
て
意
識
（
識
）
が
あ
り
、
意
識
に
縁
っ
て
名
称
と
形
態

（
名
色
）
が
あ
り
、
名
称
と
形
態
に
縁
っ
て
六
つ
の
領
域
（
六
処
）
が
あ
り
、
六
つ
の
領
域
に
縁
っ
て
接
触
（
触
）
が
あ
り
、

接
触
に
縁
っ
て
感
受
（
受
）
が
あ
り
、
感
受
に
縁
っ
て
渇
愛
（
愛
）
が
あ
り
、
渇
愛
に
縁
っ
て
取
著
（
取
）
が
あ
り
、
取
著

に
縁
っ
て
生
存
（
有
）
が
あ
り
、
生
存
に
縁
っ
て
生
ま
れ
（
生
）
が
あ
り
、
生
ま
れ
に
縁
っ
て
老
い
と
死
、
愁
い
、
悲
し

み
、
苦
し
み
、
憂
い
、
悩
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
す
べ
て
の
苦
し
み
の
集
ま
り
の
生
起
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
無
明
を
残
り
な
く
離
れ
止
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
行
が
止
滅
す
る
。
も
ろ
も
ろ
の
行
の
止
滅
に

よ
っ
て
…
…
」（
＝
中
二
〇
一
）

　

Ｍ
Ｎ
１
４
８
の
「
六
六
経
」
で
は
六
内
処
、
六
外
処
は
未
だ
説
か
れ
な
い
が
、
並
行
す
る
中
阿
含
八
六
説
処
経
で
は
「
も

し
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
無
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
も
な
い
。
も
し
こ
れ
が
生
ず
れ
ば
、
す
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な
わ
ち
彼
が
生
ず
る
。
も
し
こ
れ
が
滅
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
が
滅
す
る
。
無
明
に
よ
っ
て
行
が
あ
る
。
行
に
よ
っ
て
識
が

あ
る
。
識
に
よ
っ
て
名
色
が
あ
る
。
名
色
に
よ
っ
て
六
処
が
あ
る
。
六
処
に
よ
っ
て
更
楽
が
あ
る
。
更
楽
に
よ
っ
て
覚
が
あ

る
。
覚
に
よ
っ
て
愛
が
あ
る
。
愛
に
よ
っ
て
受
が
あ
る
。
受
に
よ
っ
て
有
が
あ
る
。
有
に
よ
っ
て
生
が
あ
る
。
生
に
よ
っ
て

老
死
が
あ
る
。」（
中
八
六
）
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
触
の
代
わ
り
に
「
更
楽
」、
取
に
代
わ
っ
て
「
覚
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
覚
」
か
ら
受
ま
で
の
順
番
も
異
な
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
１
５
（
五
期
）
に
は
「
こ
れ
が
あ
る
と
、
か
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
生
じ
る
と
か
れ
が
生
ず
る
。
…
…
無
知
（
無
明
）

に
よ
っ
て
意
志
作
用
（
行
）
が
、
意
志
作
用
に
よ
っ
て
認
識
作
用
が
…
…
誕
生
に
よ
っ
て
老
い
と
死
と
悲
し
み
、
嘆
き
、
苦

し
み
、
憂
い
、
悩
み
が
生
起
す
る
。
こ
う
し
て
苦
し
み
の
集
ま
り
全
体
が
生
起
す
る
」
と
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
中
阿
含

一
八
一
は
、「
謂
ゆ
る
無
明
に
縁
っ
て
行
が
あ
る
。
乃
至
生
に
縁
っ
て
老
死
が
あ
る
」
な
ど
と
略
説
さ
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
９
正
見
経
（
五
期
並
行
増
一
阿
含
）
で
は
、
四
諦
に
続
い
て
老
死
が
八
聖
道
と
と
も
に
説
か
れ
、
十
二
縁
起
は
生
か

ら
始
ま
っ
て
無
明
の
後
に
「
漏
＝
煩
悩
」
が
く
る
例
外
的
な
順
番
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
阿
含
八
六
が
「
触
」
に
代
わ
り
「
更
楽
」、「
取
」
に
代
わ
り
「
覚
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
中
阿
含
五
五
（
八
期
）、

中
阿
含
二
二
二
（
八
期
）
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
中
阿
含
一
三
（
五
期
＝
Ａ
Ｎ
）
は
「
六
界
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
六
処
あ
り
、

六
処
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
更
楽
あ
り
。
更
楽
に
因
っ
て
す
な
わ
ち
覚
あ
り
。
…
…
覚
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
苦
を
知
る
」
と
四
因

縁
を
説
く
。
中
阿
含
の
方
が
個
性
的
で
あ
る
。

し
か
し
中
経
に
は
十
二
縁
起
、
十
二
支
縁
起
、
十
二
因
縁
と
い
う
用
語
は
な
い
。

　

長
経
で
は
、
六
期
の
Ｄ
Ｎ
１
５
大
縁
経
に
「
老
死
・
生
・
有
・
取
・
愛
・
受
・
触
・
名
色
・
識
」
の
九
支
の
縁
起
が
説

か
れ
る
。
触
に
眼
触
・
耳
触
・
鼻
触
な
ど
が
言
及
さ
れ
る
が
、
六
入
は
な
い
の
で
あ
る
。
並
行
す
る
長
阿
含
一
三
に
、「
六

入
・
行
・
痴
」
を
加
え
た
十
二
が
説
か
れ
「
十
二
因
縁
法
」
と
い
う
用
語
も
三
回
使
わ
れ
る
。
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ま
た
六
入
が
説
か
れ
た
Ｄ
Ｎ
１
４
大
本
経
（
七
期
、
毘
婆
尸
仏
本
生
話
）
に
は
十
縁
起
が
説
か
れ
て
、
行
と
無
明
は
未
だ

説
か
れ
て
い
な
い
。
並
行
す
る
長
阿
含
一
で
十
二
縁
起
と
な
る
が
、
無
明
で
は
な
く
「
痴
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
経
に
は

「
順
逆
に
十
二
因
縁
を
観
ず
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

　

七
期
の
長
阿
含
、
第
一
七
清
浄
経
は
「
六
入
身
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
死
憂
悲
苦
悩
」
の
八
支
の
因
縁
が
挙

げ
ら
れ
る
。
並
行
す
る
Ｄ
Ｎ
２
９
清
浄
経
に
は
言
及
が
な
い
。
八
期
の
長
阿
含
第
三
〇
世
紀
経
に
は
「
識
・
名
色
・
六
入
」

と
い
う
三
支
も
説
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
六
入
や
識
な
ど
の
縁
起
が
ま
ず
説
か
れ
て
、
生
老
病
死
と
い
う
四
苦
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
八
支
、
九

支
、
十
支
と
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
、
最
大
で
十
二
の
縁
起
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

増
一
経
は
十
一
法
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
法
の
増
一
阿
含
三
九
‒
四
で
も
「
よ
く
陰
入
界
を
分
別
し
、

ま
た
十
二
因
縁
所
起
の
法
を
分
別
す
。
こ
れ
を
比
丘
が
こ
の
七
法
を
成
就
す
る
と
い
う
」
と
言
及
さ
れ
る
（
五
期
並
行
す
る

中
阿
含
三
に
は
言
及
は
な
い
）。

　

ま
た
十
一
法
に
十
二
因
縁
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

　
「
十
二
因
縁
は
皆
な
十
一
法
の
中
に
出
る
。
い
わ
ゆ
る
生
老
病
死
愁
憂
苦
悩
で
あ
る
」（
増
一
阿
含
四
九‒

二
、八
期
）。
そ

の
十
一
法
で
「
因
縁
の
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
無
明
は
行
に
縁
る
。
行
は
識
に
縁
る
。
識
は
名
色
に
縁
る
。
名
色
は
六
入
に

縁
る
。
六
入
は
更
楽
に
縁
る
。
更
楽
は
痛
に
縁
る
。
痛
は
愛
に
縁
る
。
愛
は
受
に
縁
る
。
受
は
有
に
縁
る
。
有
は
生
に
縁

る
。
生
は
死
に
縁
る
。
死
は
憂
悲
苦
悩
。
…
…
十
二
因
縁
と
は
極
め
て
甚
深
で
あ
る
。
是
れ
は
常
人
が
よ
く
明
暁
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
私
が
昔
、
未
だ
こ
の
因
縁
法
を
覚
ら
な
い
時
、
生
死
を
流
浪
し
て
出
る
期
が
な
か
っ
た
」（
増
一 

四
九
‒
五

並
行
Ｍ
Ｎ
９
、五
期
）
と
し
、「
十
二
因
縁
の
法
」
に
よ
っ
て
成
道
し
た
と
説
く
。
増
一
阿
含
五
一
‒
八
に
も
十
二
縁
起
が
説

か
れ
る
（
五
期
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
１
４
３
、
中
二
八
に
な
し
）。
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も
っ
と
も
五
期
で
十
二
因
縁
を
説
く
中
経
も
あ
り
、
律
蔵
大
品
の
第
一
大
犍
度　

初
転
法
輪
で
十
二
因
縁
が
説
か
れ
て
い

る
。

第
三
章
　六
期
の
念
処
・
正
勤
・
神
足
を
加
え
た
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
の
完
成

　

さ
て
、
枝
葉
分
裂
後
の
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
で
は
、
五
百
結
集
に
つ
い
て
、「
多
く
の
阿
羅
漢
、
同
じ
く

結
集
を
行
う
。
た
だ
こ
れ
五
蘊
相
応
な
ら
ば
、
即
ち
蘊
品
を
以
て
建
立
と
す
る
。
も
し
六
処
と
十
八
界
相
応
な
ら
ば
、
即
ち

処
界
品
を
以
て
建
立
と
す
る
。
も
し
縁
起
と
聖
諦
相
応
な
ら
ば
、
即
ち
縁
起
と
名
づ
け
て
建
立
と
す
る
。
も
し
声
聞
所
説
な

ら
ば
、
声
聞
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
こ
れ
仏
所
説
な
ら
ば
、
仏
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
念
処

と
正
勤
・
神
足
・
根
・
力
・
覚
・
道
分
相
応
な
ら
ば
、
聖
道
品
の
処
に
お
い
て
建
立
と
す
る
。
も
し
経
と
伽
他
と
相
応
す
れ

ば
、
こ
れ
即
ち
名
け
て
相
応
阿
笈
摩
（
旧
に
雑
と
云
う
は
義
を
取
る
也
）
と
す
る
」
と
記
す

㉘
。
こ
の
「
相
応
阿
笈
摩
」
は
相

応
阿
含
で
、
現
存
パ
ー
リ
本
で
は
相
応
ニ
カ
ー
ヤ
（
部
）
で
あ
り
、
漢
本
で
は
雑
阿
含
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
か
ら
二
期
原
偈
誦
（
経
と
伽
他
相
応
）、
四
期
原
道
誦
（
根
・
力
・
覚
・
道
分
相
応
）、
五
期
の
教

法
三
篇
（
蘊
品
、
処
界
品
、
縁
起
）
と
五
期
如
来
誦
（
仏
品
）
を
除
く
と
、「
念
処
と
正
勤
・
神
足
」
と
「
声
聞
品
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
声
聞
品
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
「
念
処
と
正
勤
・
神
足
」
は
Ｓ
Ｎ
大
篇
４
７
念
処
、
４
９
正
勤
、
５
１
神
足
に
相
当
し
、
雑
阿
含
は
「
正
断
・
神
足
」
が

欠
巻
で
あ
る
た
め
、
残
る
道
誦
の
第
一
念
処
相
応
だ
け
が
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
を
六
期
経
典
の
一
部
と
す
る
。

　

雑
阿
含
は
そ
の
念
処
相
応
を
原
道
誦
の
前
に
置
き
、
Ｓ
Ｎ
は
４
７
念
処
相
応
、
４
９
正
勤
相
応
、
５
１
神
足
相
応
を
４
５
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道
相
応
、
４
６
覚
相
応
、
４
８
根
相
応
、
５
０
力
相
応
の
四
相
応
の
間
に
置
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
連
続
し
て
「
三
十
七
品

菩
提
分
法
」（
四
念
処
・
四
正
断
・
四
神
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
）
を
構
成
し
て
い
る
。
部
派
が
枝
葉
分
裂
し

は
じ
め
た
こ
の
頃
、
大
乗
運
動
が
起
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
部
派
仏
教
と
し
て
の
修
道
体
系
は
、
四
期
の
五
根
・
五

力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
に
四
念
処
・
四
正
断
・
四
神
足
を
加
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
三
十
七
品
菩
提
分
法

㉙
」
と
み
な
さ

れ
、
そ
れ
は
大
乗
仏
教
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
に
加
え
ら
れ
た
修
行
体
系
と
し
て
念
処
、
正
勤
、
神
足
の
三
つ
の
う
ち
、
ま
ず
念
処
を
考
察
し
よ
う
。

一
、四
念
処
（cattāri satipatthānāni

）

　

一
期
経
典
に
は
念
（sati

）
は
特
定
の
対
象
を
念
ず
る
の
で
は
な
か
っ
た
。「
内
面
的
に
も
外
面
的
に
も
感
覚
的
感
受
を
喜

ば
な
い
人
、
こ
の
よ
う
に
よ
く
気
を
つ
け
て
（sati

）
行
な
っ
て
い
る
人
の
識
別
作
用
は
止
滅
す
る
の
で
あ
る
」（Snp.1111

）

と
説
か
れ
た
。

　

そ
し
て
四
期
原
道
誦
（
大
衆
部
由
来
）
の
五
根
の
念
根
、
五
力
の
念
力
、
七
覚
支
の
念
覚
支
の
そ
れ
ぞ
れ
に
四
念
処
が
説

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
機
械
的
に
四
念
処
が
言
及
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
説
明
は
、
ほ
と
ん
ど
定
型
の
繰
り
返

し
で
あ
っ
た
。

　
「
念
根
と
は
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
」（
雑
六
四
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・８
）。

　
「
念
力
と
は
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
四
念
処
で
あ
る
」（
雑
六
七
五 cf. 

Ｓ
Ｎ
４
８
・８
）。

　
「
何
を
念
覚
分
の
不
食
と
す
る
の
か
。
四
念
処
を
思
惟
し
な
け
れ
ば
、
未
だ
起
こ
ら
な
い
念
覚
分
は
起
こ
ら
ず
、
す
で
に

起
こ
っ
た
念
覚
分
は
退
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
雑
七
一
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）。

　

こ
の
よ
う
に
五
根
、
五
力
、
七
覚
支
、
八
聖
道
に
す
べ
て
「
念
」
が
説
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
念
処
（
念

住
）
が
別
立
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。
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こ
の
疑
問
を
も
っ
て
雑
阿
含
念
処
相
応
、
Ｓ
Ｎ
４
７
念
処
相
応
を
見
る
と
、
四
期
の
四
念
処
の
説
き
方
と
ま
っ
た
く
異
な

り
、
多
彩
な
仏
弟
子
の
伝
承
の
中
に
そ
の
一
部
と
し
て
四
念
処
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
六
期
の
四
念
処
な
ど
は
大
衆

部
で
は
な
く
、
上
座
部
の
伝
承
を
元
と
し
た
修
道
体
系
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
涅
槃
や
解
脱
に
結
び
つ
く
重
要
な
修
道

と
さ
れ
る
。

　

一
経
は
成
道
後
、
間
も
な
い
時
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
「
あ
る
時
世
尊
は
鬱
毘
羅
の
尼
連
禅
河
の
辺
、
阿
踰
波
羅
尼
拘
律
樹
下
に
初
め
て
現
等
覚
し
て
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。

時
に
世
尊
は
独
居
し
宴
黙
し
て
お
ら
れ
た
が
こ
の
よ
う
な
心
念
が
生
じ
た
。

　

一
乗
道
（ekāyana m

agga
）
が
あ
っ
て
よ
く
衆
生
を
浄
め
、
愁
悲
を
超
え
、
苦
憂
を
滅
し
て
正
理
を
証
得
し
、
涅
槃
を
現

証
さ
せ
る
。
い
わ
ゆ
る
四
念
処
で
あ
る
。
何
を
四
と
す
る
の
か
。
比
丘
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で

あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
が
よ
い
。
受
に
お
い
て
…
…
心
に
お
い
て
…
…
法
に
お
い
て
の
法
を
観
じ
、
熱

心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
が
よ
い
。
こ
れ
が
一
乗
道
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
８
＝

雑
六
〇
七
）。

　

並
行
す
る
雑
阿
含
は
六
期
の
弟
子
誦
（
声
聞
品
）
に
あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
に
説
く
が
、「
舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
」
で
の
説

法
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
乗
道
が
四
念
処
と
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
４
７
四
念
処
相
応
の
１
８
の
他
、
１
、

４
３
が
あ
る
。
雑
阿
含
で
は
「
一
乗
道
」
が
弟
子
誦
に
四
経

㉚
、
道
誦
に
一
経
、
十
四
回
言
及
さ
れ
る
が
、
一
経
だ
け
偈
誦

に
紛
れ
込
ん
で
い
て
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
８
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

　
「
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
は
聞
い
た
。
あ
る
時
、
仏
は
鬱
毘
羅
聚
落
に
お
ら
れ
た
。
尼
連
禅
河
の
側
の
菩
提
樹
の
下
で
成
仏

し
て
久
し
く
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
独
り
静
か
に
思
惟
し
て
こ
の
よ
う
に
念
っ
た
。
一
乗
道
が
あ
っ
て
よ

く
衆
生
を
浄
め
、
諸
も
ろ
の
憂
悲
を
救
い
、
苦
悩
を
滅
除
し
て
、
真
如
の
法
を
得
さ
せ
る
。
そ
れ
が
四
念
処
で
あ
る
。
何
を
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四
と
す
る
の
か
。
身
の
身
観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
。
も
し
人
が
四
念
処
を
楽
し
ま
な
い
な
ら

ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
如
の
聖
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は

如
の
聖
道
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
如
の
聖
道
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
甘
露
法
を
楽
し
ま
な
い

の
で
あ
る
。
如
の
甘
露
法
を
楽
し
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
・
老
・
病
・
死
・
憂
・
悲
・
悩
苦
を
解
脱
し

な
い
の
で
あ
る
。
も
し
四
念
処
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
法
を
楽
修
す
る
。
如
の
聖
法
を
楽
修
す
る

な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
如
の
聖
道
を
楽
修
す
る
。
如
の
聖
道
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
甘
露
法
を
楽
修

す
る
。
甘
露
法
を
楽
修
す
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
・
老
・
病
・
死
・
憂
・
悲
・
悩
苦
か
ら
解
脱
で
き
る
。
…
…
一

乗
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
有
辺
が
生
ず
る
の
を
見
て
は
／
正
法
を
演
説
し
、
苦
し
む
衆
生
を
安
慰
す
る
。

／
過
去
の
諸
世
尊
も
こ
の
道
に
乗
じ
て
救
い
、／
当
来
の
諸
世
尊
も
亦
こ
の
道
に
乗
じ
て
救
う
。
／
現
在
の
尊
い
正
覚
［
者
］

も
こ
れ
に
乗
じ
て
海
流
を
渡
る
」（
雑
一
一
八
九
）。

　

こ
れ
ら
で
は
四
念
処
は
、
成
道
後
の
瞑
想
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
苦
悩
か
ら
脱
し
て
、
現
証
を
得
て
、
衆
生
を
救

う
道
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
一
乗
道
」
と
い
う
大
乗
的
用
語
も
あ
り
、
雑
阿
含
で
は
「
当
来
の
諸
仏
」
と
未
来
仏
に
も
言
及

さ
れ
て
い
る
の
で
、
六
期
あ
た
り
か
ら
大
乗
的
発
想
が
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

四
期
の
「
四
念
処
」
で
は
、
そ
の
定
型
「
身
の
身
観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
」
は
、
他
の
修
行

法
と
並
ぶ
も
の
で
、
け
っ
し
て
そ
れ
だ
け
が
重
要
だ
っ
た
わ
け
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
涅
槃
を
得
ら
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ

た
。
だ
が
六
期
で
は
そ
れ
が
非
常
に
重
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
例
と
し
て
舎
利
弗
の
入
滅
に
関
わ
る
仏
の
説
法
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
阿
難
よ
、
譬
え
ば
堅
固
な
大
樹
が
あ
っ
て
も
、
大
き
な
枝
が
先
に
壊
れ
る
。
阿
難
よ
、
こ
の
よ
う
に
堅
固
な
大
比
丘
衆

が
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
、
舎
利
弗
は
般
涅
槃
し
た
。
阿
難
よ
、
ど
う
し
て
常
で
あ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
所
生
、
所



55

部派仏教の修道と涅槃

成
、
有
為
で
あ
っ
て
滅
壊
の
法
を
有
す
る
も
の
を
、
滅
壊
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
処

こ
と
わ
りは

あ
る
は
ず
が
な

い
。
阿
難
よ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依

り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
し
な
さ
い
。
阿
難
よ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
比
丘
は
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依

り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
す
る
だ
ろ
う

か
。
阿
難
よ
、
こ
こ
に
比
丘
が
い
て
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て

と
ど
ま
り
な
さ
い
。
受
に
お
い
て
…
…
心
に
お
い
て
…
…
法
に
お
い
て
の
法
を
観
じ
、
熱
心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間

の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
３
＝
雑
六
三
八
）。

　

こ
れ
は
舎
利
弗
・
目
犍
連
の
入
滅
の
時
も
、
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
４
＝
雑
六
三
九
）。
さ
ら
に
八
期
で

は
釈
迦
自
身
が
「
雨
安
居
に
お
入
り
に
な
っ
た
が
、
重
病
が
起
こ
り
致
死
の
激
痛
が
転
じ
た
の
だ
っ
た
」
と
い
う
状
況
文
と

共
に
「
阿
難
よ
、
私
は
い
ま
老
い
衰
え
年
を
経
て
久
し
く
生
き
、
齢
を
加
え
八
十
歳
と
な
っ
た
。
阿
難
よ
、
譬
え
ば
古
車
が

革
紐
に
助
け
ら
れ
て
行
く
よ
う
に
、
阿
難
よ
、
如
来
の
身
も
ま
た
革
紐
に
助
け
ら
れ
て
行
く
の
に
似
て
い
る
。…
…
阿
難
よ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
比
丘
は
自
ら
を
洲
と
し
、
自
ら
を
依
り
処
と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
せ
ず
、
法
を
洲
と
し
、
法
を
依
り
処

と
し
て
、
他
を
依
り
処
と
し
な
い
で
住
す
る
だ
ろ
う
か
。
阿
難
よ
、
こ
こ
に
比
丘
が
い
て
、
身
に
お
い
て
身
を
観
じ
、
熱

心
・
正
知
・
正
念
で
あ
り
、
世
間
の
貪
憂
を
調
伏
し
て
と
ど
ま
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・９
）。

　

こ
の
教
説
が
、
さ
ら
に
後
の
Ｄ
Ｎ
３
「
大
般
涅
槃
経
」
の
仏
入
滅
時
の
阿
難
へ
の
最
後
の
説
法
に
も
引
き
継
が
れ
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

念
処
相
応
は
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
あ
り
方
（
法
）
だ
と
力
説
さ
れ
る
。
つ
ま
り
生
死
の
根
源
で
あ
る
五
蓋
と
は
反

対
の
善
い
あ
り
方
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
善
法
聚
な
の
か
。
四
念
処
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
説
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
純
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一
の
浄
さ
で
満
ち
て
い
る
聚

あ
つ
ま
りと

は
、
い
わ
ゆ
る
四
念
処
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
不
善
法
聚
な
の
か
。

い
わ
ゆ
る
五
蓋
で
あ
る
。
…
…
」（
雑
六
一
一
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・５
）

　

こ
の
よ
う
に
、
上
座
部
の
修
行
法
と
し
て
は
、
こ
の
四
念
処
と
次
の
四
精
進
な
ど
が
あ
る
か
ら
、
重
要
な
伝
承
に
四
念

処
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
付
加
し
て
念
処
相
応
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
伝
承
に

は
固
有
名
詞
の
弟
子
た
ち
が
多
く
登
場
す
る
。
婆バ

ー
ヒ
ヤ

醯
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
５
＝
雑
六
二
五
）、
鬱ウ

ッ
テ
ィ
カ

低
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
６
＝

雑
六
二
四
）、
迷メ

ー
ダ
カ

勒
迦
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
９
）、
跋バ

ッ
ダ
ラ

陀
羅
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
１
＝
雑
六
二
八
は
優
陀
夷
）
ま
た
喩
え
も
鷹
（
Ｓ
Ｎ

４
７
・６
＝
雑
六
一
七
）、
猨さ

る猴
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・７
＝
雑
六
二
〇
）、
厨
士
（
Ｓ
Ｎ
４
７
・８
＝
雑
六
一
六
）
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

　

心
解
脱
と
は
四
念
処
で
あ
る
と
も
説
か
れ
る
。

　
「
も
し
比
丘
が
身
の
身
観
念
に
住
す
れ
ば
、
心
を
離
欲
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
が
解
脱
で
き
、
多
く
の
有
漏
を
尽
く
す
の

で
、
わ
た
し
は
彼
を
大
丈
夫
で
あ
る
と
説
く
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
心
解
脱
す
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
受
・
心
・
法
の
法
観

念
に
住
し
、
…
…
」（
雑
六
一
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
１
）。

　

そ
の
他
、
四
念
処
の
果
は
Ｓ
Ｎ
で
は
「
無
学
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
７
）、「
不
死
を
現
証
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
７
、３
８
、４
１
）、

「
涅
槃
に
資
す
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
２
＝
雑
六
五
三
、５
１
）、「
彼
岸
に
渡
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
７
・
３
４
）、「
開
悟
か
不
還
」（
Ｓ
Ｎ

４
７
・３
７
、３
８
）
な
ど
正
覚
に
近
い
も
の
が
多
い
。

　

ま
た
六
期
の
念
処
相
応
（
雑
六
〇
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
４
、
雑
六
〇
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
２
、
雑
六
二
一
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
、
雑

六
二
二
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
、
雑
六
二
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
０
、
雑
六
二
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
４
、
雑
六
二
五
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
５
、
雑

六
二
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
２
３
、
雑
六
三
四
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
１
７
、
雑
六
三
七
＝
Ｓ
Ｎ
４
７
・
４
６
）
も
四
念
処
の
説
明
は
「
身
の
身

観
念
処
で
あ
り
、
受
・
心
・
法
の
法
観
念
処
で
あ
る
」
と
い
う
定
型
の
繰
り
返
し
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

後
の
安
般
那
相
応
は
、
四
念
処
に
つ
い
て
ま
た
別
の
説
明
を
す
る
。
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「
ど
の
よ
う
に
安
那
般
那
念
を
修
す
れ
ば
四
念
処
を
満
足
す
る
の
か
。
…
…
こ
れ
を
安
那
般
那
念
を
修
し
て
四
念
処
を
満

足
す
る
と
名
づ
け
る
」（
雑
八
一
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
３
～
１
４
）。

　

こ
の
よ
う
な
四
念
処
と
入
息
出
息
、
不
浄
観
の
関
連
は
四
期
中
阿
含
九
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
０
で
も
説
か
れ
る
。

　

こ
れ
は
四
念
処
と
い
う
重
要
な
修
行
法
に
、
そ
の
後
に
で
き
た
修
行
項
目
が
関
連
さ
せ
て
説
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

二
、四
正
勤
（cattāro sam

m
appadhānā

）

　

四
正
勤
（
雑
阿
含
で
は
四
正
断
。
欠
巻
）
は
「
精
進
（vīrya

）」
と
は
異
な
る
語
で
あ
る
が
、
内
実
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
パ
ー
リ
本
の
正
勤
相
応
で
は
、
そ
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
未
生
の
悪
不
善
法
を
精
進
し
て
、
発
勤
し
、
心
を
策
し
て
持た

も

つ
。
已
生
の
悪
不
善
法
を
断
じ
よ
う
と
す
る
為
に
志
欲
を

起
こ
し
…
…
。
未
生
の
善
法
を
生
ず
る
よ
う
に
す
る
為
に
志
欲
を
起
こ
し
…
…
。
已
生
の
善
法
を
住と

ど
まる

よ
う
に
し
、
忘
失
せ

ず
、
倍
も
修
習
し
て
、
広
く
修
習
し
円
満
さ
せ
る
為
に
志
欲
を
起
こ
し
…
…
諸
比
丘
よ
、
こ
れ
を
四
正
勤
と
す
る
」（
Ｓ
Ｎ

４
９
・
１
）。

　

こ
れ
は
四
期
五
根
の
一
つ
精
進
の
次
の
よ
う
な
叙
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

「
何
を
精
進
根
と
す
る
の
か
。
已
に
生
じ
た
悪
・
不
善
法
は
断
ち
、
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ

生
じ
て
い
な
い
悪
・
不
善
法
は
起
さ
な
い
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
未
だ
生
じ
て
い
な
い
善
法
は

起
さ
せ
る
。
方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
已
に
生
じ
た
善
法
に
住
し
て
忘
れ
ず
修
習
し
て
増
広
す
る
。

方
便
を
生
じ
よ
う
と
欲
し
、
摂
心
し
増
進
す
る
。
こ
れ
を
精
進
根
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
七
）。

　

こ
れ
は
止
悪
修
善
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
仏
教
特
有
の
修
行
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
「
三
の
尋
覓
（esanā

）
で
あ
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。
欲
尋
・
有
尋
・
梵
行
尋
で
あ
る
。
諸
比
丘
よ
、
此
の
三

尋
覓
を
証
知
…
…
遍
知
し
…
…
断
ず
る
為
に
四
正
勤
を
修
習
す
る
が
よ
い
」（
Ｓ
Ｎ
４
９
・
４
）
と
い
う
。「
尋
覓
」
と
い
う
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見
慣
れ
ぬ
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
尋
覓
」
は
「
尋
覓
品
」
と
い
う
新
し
い
品
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
大
篇
の
道
相
応
、
覚
支
相

応
、
根
相
応
、
力
相
応
と
、
こ
の
正
勤
相
応
、
神
足
相
応
、
静
慮
相
応
の
い
ず
れ
も
後
部
に
置
か
れ
る
が
、
雑
阿
含
に
並
行

を
持
た
な
い
部
分
（
八
期
）
で
あ
る
。「
尋
覓
」
は
、
こ
れ
以
外
は
増
支
部
の
十
集
の
二
経
の
み
に
言
及
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
四
期
の
覚
支
相
応
の
精
進
覚
支
は
「
諸
比
丘
よ
、
発
勤
界
（āram

bha-dhātu

）・
精
勤
界
（nikkam

a-dhātu

）・

勤
勇
界
（parakkam

a-dhātu

）
が
あ
る
。
此
の
理
の
よ
う
に
思
惟
し
、
作
意
し
多
修
す
る
こ
と
が
、
食
と
な
っ
て
未
生
の
精

進
覚
支
を
生
じ
、
已
生
の
精
進
覚
支
を
修
習
し
、
円
満
さ
せ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
１
）
と
い
わ
れ
た
。

　

三
支
を
立
て
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
が
関
連
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

す
で
に
四
期
で
精
進
（
根
・
力
・
覚
支
・
聖
道
）
が
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
「
正
勤
」
が
あ
ら
た
め
て
立
て
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

三
、四
神
足
（cattāro iddhipādā
）

　

四
神
足
（
雑
阿
含
で
は
四
如
意
足
。
欠
巻
）
は
「
神
通
（abhiññā

）」
と
似
て
い
る
が
、
い
ち
お
う
異
な
る
概
念
で
あ

る
。
神
通
は
三
明
（tevijjā

　三
つ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
じ
る
）
と
い
う
元
来
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
詞
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
「
宿
命
通
、
他
心
通
、
漏
尽
通
」
を
指
す
と
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
に
天
耳
、
天
眼
、
神
足
（iddhi

）
を
加
え
て
六
神
通

（chaḷabhiññā

）
と
い
う
概
念
に
発
展
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
の
神
足
は
「
欲
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
勤
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
心
三
摩
地
勤
行
成

就
の
神
足
を
修
習
し
、
観
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
す
る
」。
そ
の
フ
レ
ー
ズ
が
「
諸
比
丘
よ
、
此
の
四
神
足
を
修

習
し
多
修
す
れ
ば
此
岸
よ
り
彼
岸
に
至
る
に
資
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
１
）
と
定
義
さ
れ
、
一
章
（
５
１
・
１
～
１
０
）
す
べ
て

に
言
及
さ
れ
る
。

　

三
摩
地
と
はSam

ādhi

の
音
訳
で
、
三
昧
と
同
じ
で
あ
る
。
い
っ
た
い
欲
・
勤
・
心
・
観
の
三
昧
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
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わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
禅
定
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
三
昧
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
六
神
通
と
は
関
係
が
な
い

と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
つ
づ
い
て
二
章
で
は
「
欲
三
摩
地
勤
行
成
就
の
神
足
を
修
習
し
、
…
…
広
大
不
纏
の
心
を
以
て

光
耀
心
を
修
習
す
る
。
…
…
観
三
摩
地
勤
行
成
就
の
…
…
光
耀
心
を
修
習
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多

修
す
れ
ば
多
端
な
神
変
を
領
受
し
、
…
…
虚
空
に
お
い
て
結
跏
趺
坐
し
て
行
く
こ
と
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
…
…
。
比
丘
が
こ
の

よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
清
浄
な
超
人
の
天
耳
界
を
も
っ
て
遠
近
の
天
・
人
の
声
を
俱
に
聞
く
。
比
丘
が
こ

の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
他
の
有
情
・
他
人
の
心
を
心
を
も
っ
て
遍
く
了
知
し
、
…
…
解
脱
心
を
解
脱
心

で
あ
る
と
了
知
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
種
々
の
宿
住
を
随
念
す
る
。
比
丘
が
こ
の
よ

う
に
四
神
足
を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
清
浄
な
超
人
の
天
眼
を
も
っ
て
有
情
の
死
生
を
見
…
…
比
丘
が
こ
の
よ
う
に
四
神
足

を
修
習
し
多
修
す
れ
ば
、
諸
漏
が
尽
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
漏
の
心
解
脱
・
慧
解
脱
を
現
法
に
お
い
て
自
ら
証
知
し
、
現
証

し
具
足
し
て
住と

ど
まる

」（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
２
、５
１
・
４
）
と
な
っ
て
、
六
神
通
を
得
る
と
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
５
１
神
足
相
応
は
４
章
ま
で
で
短
い
。
し
か
し
、
四
神
足
を
修
習
す
れ
ば
「
如
来
は
一
劫
も
し
く
は
一
劫
有
余
留と

ど

ま

る
」
の
で
あ
る
が
、
阿
難
が
通
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
に
「
大
徳
世
尊
、
一
劫
留
ま
り
た
ま
え
、
善
逝
一
劫
有

余
留
ま
り
た
ま
え
」
と
い
わ
な
か
っ
た
の
で
、
世
尊
は
般
涅
槃
し
た
（
Ｓ
Ｎ
５
１
・
１
０
）
と
仏
教
ら
し
か
ら
ぬ
叙
述
も
あ

る
。

　

正
勤
と
神
足
相
応
は
雑
阿
含
で
は
欠
巻
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
教
法
三
篇
（
四
念
処
・
因

縁
・
六
処
）
が
四
諦
や
縁
起
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
、
た
ん
な
る
三
昧
に
住
し
て
神
通
を
得
る
と
い
う
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
と
同
じ
よ
う
な
修
行
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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第
四
章
　七
期
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
修
行
法

　

大
乗
論
書
『
瑜
伽
師
地
論
』（
４
Ｃ
頃
）
に
は
「
雑
阿
笈
摩
（
ア
ー
ガ
マ
）
と
は
い
う
の
は
、
こ
の
中
に
お
い
て
世
尊
は
、

彼
彼
の
所
化
を
観
待
し
て
宣
説
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
如
来
及
び
諸
弟
子
の
所
説
の
相
応
と
、
蘊
・
界
・
処
相
応
、
縁
起
・

食
・
諦
相
応
と
、
念
住
・
正
断
・
神
足
・
根
・
力
・
覚
・
支
・
道
・
支
・
入
出
息
念
・
学
・
証
浄
等
の
相
応
で
あ
る
。
ま

た
八
衆
に
依
っ
て
衆
の
相
応
を
お
説
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
一
は
こ
れ
能
説
。
二
は
こ
れ
所
説
。
三
は
こ
れ
所
爲

説
。
…
…
こ
の
所
説
と
は
、
五
取
蘊
・
六
処
・
因
縁
相
應
の
分
、
及
び
道
品
分
で
あ
る
」

㉛
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
存
「
雑

阿
含
」
に
近
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
中
で
六
期
ま
で
の
相
応
を
除
く
と
、「
食
（
受
）・
諦
・
入
出
息
念
・
学
・
証
浄
等
の
相

応
」
と
な
る
。

　

い
っ
ぽ
う
現
在
の
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
六
処
篇
に
は
「
３
６
受
相
応
」
が
あ
り
、
大
篇
に
は
「
５
４
入
出
息
、
５
５
預
流
、

５
６
諦
」
の
相
応
が
存
在
す
る
。
雑
阿
含
・
道
誦
に
は
「
第
六
安
般
那
、
第
七
学
、
第
八
不
壊
浄
」、
因
縁
誦
に
は
「
第
二

の
四
諦
相
応
・
第
四
受
相
応
」
が
あ
る
。

　

雑
阿
含
の
「
安
那
般
那
」
は
「ānāpāna
　ア

ナ
パ
ー
ナ
」
の
音
写
で
「
入
出
息
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
地
論
』
と
Ｓ

Ｎ
で
言
及
さ
れ
た
「
入
出
息
」
と
対
応
す
る
。
雑
阿
含
の
「
不
壊
浄
」
は
三
宝
（
仏
法
僧
）
ま
た
は
四
宝
（
＋
戒
）
へ
の
帰

依
を
意
味
し
て
お
り
、『
地
論
』
の
「
証
浄
」、
Ｓ
Ｎ
の
「
預
流
」（
三
法
帰
依
の
果
）
と
対
応
し
て
い
る
。
雑
阿
含
の
学
相

応
は
、
Ｓ
Ｎ
に
は
そ
の
相
応
名
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
Ａ
Ｎ
に
並
行
経
が
あ
っ
て
他
の
四
つ
と
は
同
時
期
の
合
誦
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
い
ま
、
受
と
（
四
）
諦
、
入
出
息
（
安
般
那
）、
証
浄
（
不
壊
浄
）
を
七
期
経
典
と
し
て
考
察
し
た
い
。
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一
節　

七
期
の
受
相
応

　

受
と
四
諦
は
、
す
で
に
何
度
も
説
か
れ
て
い
る
。「
受
」
は
五
蘊
の
色
受
想
行
識
の
受
で
あ
り
、
感
覚
、
感
官
の
意
味
で

あ
る
が
、
す
で
に
四
期
で
「
三
受
が
あ
る
。
無
常
有
為
で
あ
り
、
心
が
縁
ず
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。

楽
受
・
苦
受
・
不
苦
不
楽
受
で
あ
る
。
…
…
仏
、
比
丘
に
告
げ
て
道
あ
り
跡
あ
り
。
修
習
し
多
く
修
習
し
て
こ
の
三
受
を
断

ず
る
」（
雑
七
五
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
５
・
２
９
）
と
説
か
れ
て
い
た
。

　

ま
た
五
期
の
五
蘊
相
応
に
は
「
諸
比
丘
よ
、
何
を
受
と
す
る
の
か
。
諸
比
丘
よ
、
六
受
身
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
眼
触
所

生
の
受
…
…
乃
至
…
…
意
触
所
生
の
受
で
あ
る
。
触
の
集
に
よ
っ
て
受
の
集
が
あ
る
。
触
の
滅
に
よ
っ
て
受
の
滅
が
あ
る
」

（
Ｓ
Ｎ
２
２
・５
７
＝
雑
四
二
）
と
あ
る
。
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
入
の
感
受
が
「
受
」
と
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
こ
の
通

り
で
あ
る
が
、
七
期
受
相
応
で
は
四
期
と
同
様
に
「
比
丘
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
の
三
は
受
で
あ
る
。
何
を
三
と
す
る
の
か
。
楽

受
・
苦
受
・
非
苦
非
楽
受
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
１
６
）
な
ど
と
も
っ
ぱ
ら
三
受
が
説
か
れ
る
。

　

で
は
、
そ
れ
は
仏
道
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

　
「
比
丘
た
ち
よ
、
寡
聞
の
凡
夫
は
苦
で
あ
る
受
に
触
れ
ら
れ
憂
い
疲
れ
悲
し
み
、
胸
を
打
っ
て
泣
き
迷
却
す
る
に
至
る
。

…
…
欲
楽
を
悦
喜
す
る
彼
に
は
、
楽
受
か
ら
［
生
ず
る
］
染
欲
随
眠
そ
の
ま
ま
に
存
止
す
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
諸
受
の
生
起

と
滅
没
と
甘
味
と
患
難
と
出
要
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
な
い
。
…
…
彼
に
は
、
非
苦
非
楽
受
か
ら
［
生
ず
る
］
無
明
随
眠
そ

の
ま
ま
に
存
止
す
る
。
…
…
比
丘
た
ち
よ
、
こ
の
寡
聞
の
凡
夫
を
称
し
て
生
に
よ
っ
て
死
に
よ
っ
て
憂
に
よ
っ
て
悲
に
よ
っ

て
苦
に
よ
っ
て
悩
に
よ
っ
て
絶
望
に
よ
っ
て
繋
縛
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
苦
に
よ
っ
て
繋
縛
さ
せ
ら
れ
た
と
私
は
い
う
。
比

丘
た
ち
よ
、
有
聞
の
聖
弟
子
は
苦
受
に
触
れ
ら
れ
な
が
ら
憂
え
ず
疲
れ
ず
悲
し
ま
ず
、
胸
を
打
っ
て
泣
か
ず
迷
却
す
る
に
至

ら
な
い
。
彼
は
唯
一
の
受
を
感
ず
る
。
身
に
属
す
る
［
受
］
で
あ
っ
て
心
に
属
す
る
［
受
］
で
は
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
６
＝

雑
四
七
〇
）。
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こ
こ
で
「
寡
聞
の
凡
夫
」（
雑
＝
愚
痴
無
聞
の
凡
夫
）
と
「
有
聞
の
聖
弟
子
」（
雑
＝
多
聞
の
聖
弟
子
）
と
い
う
対
比
が
新

し
い
用
語
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
後
に
述
べ
る
「
入
出
息
」
に
つ
い
て
「
入
息
出
息
滅
す
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
１
１
、
雑
四
七
四
）

と
も
説
か
れ
る
。
こ
の
相
応
は
三
十
経
ほ
ど
し
か
な
く
、
雑
阿
含
で
見
れ
ば
二
十
三
経
ほ
ど
同
じ
相
応
に
並
行
が
あ
る
（
二

経
は
Ａ
Ｎ
並
行
）
が
、
後
は
何
と
も
並
行
し
な
い
。
Ｓ
Ｎ
で
は
さ
ら
に
八
期
が
多
く
、
そ
こ
で
は
「
僧
伽
梨
衣
、
鉢
衣
を
持

つ
の
も
正
知
で
す
る
の
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・７
）
と
か
「
百
八
の
受
」（
Ｓ
Ｎ
３
６
・
２
１
）
と
い
う
晩
期
の
概
念
も
登
場

す
る
。

　

推
測
す
る
に
、
五
蘊
な
ど
で
は
三
受
が
機
械
的
に
述
べ
ら
れ
、
有
為
・
無
常
・
無
我
と
い
わ
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
と
仏
道

の
関
連
が
明
確
で
な
か
っ
た
、
そ
れ
に
対
し
て
凡
夫
も
仏
弟
子
も
同
じ
く
三
受
を
感
ず
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
り
方
が

ま
っ
た
く
違
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

二
節　

七
期
の
四
諦
相
応

　

四
諦
は
、
非
常
に
重
要
な
教
え
で
あ
り
、
特
に
五
期
の
教
法
三
篇
に
は
ほ
と
ん
ど
の
経
に
説
か
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
改
め
て
（
四
）
諦
相
応
が
立
て
ら
れ
た
の
か
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
六
期
の
念
処
相
応
の
よ
う
に
、

上
座
部
が
大
衆
部
の
よ
う
な
教
条
的
な
修
行
法
で
は
な
く
、
仏
と
弟
子
の
伝
承
の
中
で
四
諦
を
一
つ
の
相
応
と
し
て
立
て
て

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

四
諦
相
応
の
あ
る
経
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
２
１
、２
２
＝
雑
三
九
〇
～
三
九
二
）
は
、
次
の
二
期
の
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
３
・
１
２
と

内
容
的
に
並
行
す
る
。

　
「『
二
種
づ
つ
の
真
理
を
如
実
に
知
る
た
め
で
あ
る
と
』。
し
か
ら
ば
、
そ
な
た
た
ち
の
い
う
二
種
と
は
何
で
あ
る
か
、
と

い
う
な
ら
ば
、『
こ
れ
は
苦
し
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
苦
し
み
の
原
因
で
あ
る
』
と
い
う
の
が
一
つ
の
観
察
［
法
］
で
あ
る
。
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『
こ
れ
は
苦
し
み
の
消
滅
で
あ
る
。
こ
れ
は
苦
し
み
の
消
滅
に
至
る
道
で
あ
る
』
と
い
う
の
が
第
二
の
観
察
［
法
］
で
あ
る
。

…
…
（
散
文
）

　

苦
し
み
を
知
ら
ず
、
苦
し
み
の
生
起
す
る
も
と
を
も
知
ら
ず
、
ま
た
苦
し
み
の
す
べ
て
残
り
な
く
滅
び
る
と
こ
ろ
を
も
、

ま
た
苦
し
み
の
消
滅
に
達
す
る
道
を
も
知
ら
な
い
人
々
、
／
か
れ
ら
は
心
の
解
脱
を
欠
き
、
ま
た
智
慧
の
解
脱
を
欠
く
」

（
３
・
１
２
二
種
の
観
察Snp.724-5

）。

　
「
諸
比
丘
よ
、
四
聖
諦
を
了
悟
せ
ず
通
達
し
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
私
も
あ
な
た
た
ち
も
久
し
く
流
転
輪
廻
し
た

の
で
あ
る
。
…
…
四
聖
諦
を
如
実
に
観
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
久
し
く
処
処
の
生
を
受
け
て
輪
廻
し
て
き
た
」（
Ｓ
Ｎ

５
６
・
２
１
）、「
苦
と
苦
の
生
と
を
残
り
な
く
遍
じ
て
苦
が
み
な
滅
す
る
べ
き
処
と
、
苦
滅
に
至
る
べ
き
道
と
を
知
ら
な
い

人
な
ら
ば
、
心
解
脱
は
な
く
、
慧
解
脱
は
な
く
、［
苦
］
際
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
２
２
）。

　

並
行
雑
阿
含
「
も
し
沙
門
婆
羅
門
が
苦
聖
諦
に
お
い
て
如
実
に
知
ら
ず
、
苦
集
聖
諦
を
如
実
に
知
ら
ず
、
苦
滅
聖
諦
を
如

実
に
知
ら
ず
、
苦
滅
道
跡
聖
諦
を
如
実
に
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
ま
さ
に
知
る
が
い
い
、
こ
の
沙
門
婆
羅
門
は
苦
を
脱
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
…
…
も
し
苦
及
び
そ
の
数
多
の
苦
因
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
一
切
諸
苦
の
法
は
寂
滅
し
て
永
く
無
餘
で

あ
る
こ
と
を
も
［
知
ら
な
い
］。
も
し
道
跡
が
、
よ
く
一
切
苦
を
息や

め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
苦
に
お
い
て
心
解
脱

［
せ
ず
］
慧
解
脱
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
よ
く
衆
苦
を
越
え
、
苦
の
究
竟
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
雑
三
九
二
）。

　

こ
こ
で
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
「
如
実
に
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
た
め
か
、「
如
実
に
知
る
（
了
知
す
る
）」
と
い

う
い
い
方
が
、
こ
の
相
応
に
よ
く
出
る
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・３
９
＝
雑
三
九
八
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
０
＝
雑
三
九
九
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
３
＝

雑
四
二
二
、
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
４

㉜
な
ど
）。
さ
ら
に
「
如
実
に
現
観
す
る
（
雑
阿
含
、
こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
知
り
こ
の
よ
う
に
ま
さ

に
見
る
）」
と
い
う
い
い
方
も
な
さ
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・３
２
＝
雑
三
九
三
）。

　

こ
の
四
諦
の
教
え
は
、
こ
の
頃
出
て
き
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
へ
の
伝
記
的
関
心
に
よ
っ
て
、
再
び
四
諦
相
応
と
し
て
合
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誦
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
諦
相
応
の
初
経
（
雑
阿
含
三
七
九
）
に
初
転
法
輪
と
、
そ
れ
に
依
り
、
か
つ
て
の
修
行
仲
間
の

憍
陳
如
が
法
眼
浄
を
得
た
と
さ
れ
る
逸
話
が
あ
る
。

　
「
あ
る
時
、
仏
は
波
羅
捺
の
鹿
野
苑
の
中
に
あ
る
仙
人
住
処
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
五
比
丘
に
告

げ
ら
れ
た
。
こ
の
苦
聖
諦
は
、
も
と
い
ま
だ
曾
つ
て
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
で
あ
る
。
ま
さ
に
正
し
く
思
惟
し
な
さ
い
。
時

に
眼
・
智
・
明
・
覚
を
生
ぜ
ん
。
こ
の
苦
集
、
こ
の
苦
滅
、
こ
の
苦
滅
道
跡
聖
諦
は
、
も
と
い
ま
だ
曽
つ
て
聞
い
た
こ
と
の

な
い
法
で
あ
る
。
ま
さ
に
正
し
く
思
惟
し
な
さ
い
。
時
に
眼
・
智
・
明
・
覚
を
生
ぜ
ん
。
…
…
こ
の
法
を
説
い
た
時
、
尊
者

憍
陳
如
、
及
び
八
萬
諸
天
。
塵
を
遠
ざ
け
垢
を
離
れ
法
眼
浄
を
得
た
」（
並
行
Ｓ
Ｎ
５
６
・
１
１
）。

　

こ
れ
は
律
の
経
分
別
・
大
品
第
一
大
犍
度
（
パ
ー
リ
律
、
四
分
律
、
五
分
律
）
に
も
載
せ
ら
れ
、
漢
訳
単
立
経
も
あ
る
有

名
な
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
で
入
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

今
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
後
半
に
喩
え
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
熱
焼
地
獄
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
３
＝
雑
四
二
二
）、

重
閣
堂
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
４
＝
雑
四
三
六
）、
一
毛
百
分
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
５
＝
雑
四
〇
五
）、
暗
黒
世
界
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
６
＝
雑

四
二
三
）、
盲
亀
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
７
、４
８
＝
雑
四
〇
六
）、
須
弥
山
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
４
９
、５
０
＝
雑
四
三
九
は
雪
山
）、
爪
頂
の

塵
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
１
＝
雑
四
四
二
）、
湖
池
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
２
＝
雑
四
四
〇
）、
滴
水
と
大
水
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・
５
３
、５
４
＝
雑

四
四
〇
）、
団
土
と
大
地
（
Ｓ
Ｎ
５
６
・５
５
＝
雑
四
四
一
）
な
ど
で
あ
る
。

三
節　

七
期
の
異
教
的
相
応　

預
流

　

入
出
息
（
安
般
那
）
と
証
浄
（
不
壊
浄
・
預
流
）
を
異
教
的
相
応
と
し
て
考
察
し
た
い
。
な
ぜ
異
教
的
な
の
か
は
、
次
第

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
の
「
預
流　

sotāpatti

（
須
陀
洹
）」
と
は
修
行
の
階
位
で
あ
る
四
沙
門
果
の
最
低
の
果
で
あ
り
、
聖
者
の
流
れ
に
入
る
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と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
が
雑
阿
含
で
は
「
不
壊
浄
」
と
い
う
用
語
が
「
須
陀
洹
」
の
四
倍
も
あ
り
、「
預
流
」
と
い
う
訳
は

使
わ
れ
て
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
、
Ｓ
Ｎ
に
は
「
証
浄
（aveccappasāda

　不
壊
浄
）」
は
説
か
れ
る
が
、
四
証
浄
と
は
い
わ
れ
な

い
。
三
証
浄
も
説
か
れ
る
（
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
５
５
・２
３
か
ら
で
あ
る
）。
雑
阿
含
と
Ｓ
Ｎ
で
、
こ
の
相
応
の
強
調
点
が
異
な
る
こ

と
は
、
Ｓ
Ｎ
で
は
流
と
は
何
か
を
説
く
経
で
、
証
浄
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ず
に
八
聖
道
を
説
く
の
に
対
し
て
、
並
行
す
る
雑

阿
含
で
は
八
聖
道
と
共
に
四
不
壊
浄
が
説
か
れ
る
。
大
乗
の
基
本
的
な
証
浄
は
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
で
あ
り
、
戒
に
対
す
る

浄
信
は
含
ま
れ
な
い
。
預
流
を
成
就
す
る
四
法
は
三
証
浄
と
布
施
で
あ
る
（
Ｓ
Ｎ
５
５
・６
＝
雑
八
六
〇 

こ
こ
で
は
六
念
）。
思

う
に
有
部
に
近
い
現
存
雑
阿
含
は
、
戒
を
重
視
す
る
上
座
部
に
属
し
て
お
り
、
戒
を
含
め
た
四
不
壊
浄
に
固
執
し
て
い
た
の

に
対
し
て
、
パ
ー
リ
本
の
上
座
部
は
、
四
不
壊
浄
や
声
聞
（
後
述
）
に
執
着
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
不
壊
浄
は
、
す
で
に
根
相
応
、
力
相
応
で
信
根
、
信
力
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
預
流
も
四
沙
門
果
と
し

て
た
び
た
び
説
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
こ
と
さ
ら
証
浄
（
不
壊
浄
・
預
流
）
が
説
か
れ
る
の
は
、
仏
道
修
行
の
一
支
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
を
順

次
あ
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
そ
れ
は
多
く
在
家
に
対
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
二
期
で
も
在
家
へ
の
説
法
は
拘
薩
羅
相
応
（
パ
ー
セ
ナ
デ
ィ
王
）

や
婆
羅
門
相
応
あ
る
い
は
夜
叉
や
天
女
に
託
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
修
行
や
教
法
を
説
く
四
期
以
降
の
相
応
で

は
、
修
行
僧
に
対
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
相
応
で
は
離
車
の
調
象
師
難
陀
（
雑
八
三
三
、八
四
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
２
）、
難
提
優
婆
塞
（
雑
八
五
五

＝
Ｓ
５
５
・
４
０
）、
釈
氏
難
提
（
雑
八
五
六
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
７
、
雑
一
一
二
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
５
４
）、
長
者
梨
師
達
多
（
雑

八
六
〇
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
６
）、
釈
氏
菩
提
（
雑
一
一
二
三
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
８
）、
給
孤
独
居
士
（
雑
一
〇
三
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・

２
６
）、
ま
た
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
１
、２
３
、２
４
、３
７
の
優
婆
塞
、
摩
訶
男
や
釈
氏
百
手
は
、
雑
阿
含
如
来
誦
（
五
期
）
と
並
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行
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
在
家
の
天
界
往
生
が
説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
こ
こ
に
お
い
て
命
終
し
て
天
上
に
生
ず
る
。
天
上
に
お
い
て
十
種
の
法
を
得
る
。
何
を
十
と
す
る
の
か
。
天
寿
・
天

色
・
天
名
称
・
天
楽
・
天
自
在
・
天
の
色
声
香
味
触
で
あ
る
」（
雑
八
三
三
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
３
０
）、「
必
ず
梵
天
に
生
ま
れ

る
」（
雑
八
四
二
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
１
２
）。「
七
た
び
天
・
人
に
往
生
し
て
苦
辺
を
究
竟
す
る
」（
雑
八
四
四
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
４
、
雑

八
四
五
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
９
）、「
四
種
の
諸
天
の
天
道
あ
り
」（
雑
八
四
七
、八
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・
３
４
、３
５
）「
来
て
こ
の
善
趣
天

上
に
生
ま
れ
る
」（
雑
一
一
二
四
＝
Ｓ
Ｎ
５
５
・３
６
）。

　

天
界
往
生
は
、
二
期
で
も
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
説
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
し
か
に
仏
説
で
あ
り
、
異
教
と
は
無
関
係
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
時
の
バ
ラ
モ
ン
教
の
天
界
往
生
や
堕
地
獄
を
、
在
家
へ
の
方
便
と
し
て
説
い

た
の
で
あ
り
、
天
界
の
楽
を
望
む
こ
と
は
、
修
行
僧
に
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
た

㉝
。
天
界
は
そ
の
代
表
が
梵
天
界
で
あ

る
よ
う
に
梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
の
世
界
へ
行
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
中

に
は
人
の
五
妙
欲
よ
り
四
天
王
天
が
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
忉
利
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
耶
摩
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ

よ
り
も
兜
率
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
他
化
自
在
天
が
な
お
優
れ
、
そ
れ
よ
り
も
梵
世
が
な
お
優
れ
る
が
、「
梵
世
も

ま
た
無
常
・
無
恒
・
有
身
所
摂
で
あ
る
」
と
し
て
、
心
を
有
身
の
滅
尽
に
摂
し
た
摩
訶
男
に
対
し
て
「
こ
の
よ
う
に
心
解
脱

し
た
優
婆
塞
は
百
歳
の
心
解
脱
し
た
比
丘
と
少
分
の
異
も
な
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
５
・５
４
＝
雑
一
一
二
二
）
と
天
界
往
生
が
乗
り

越
え
ら
れ
て
い
る
経
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
無
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
は
な
い
）
を
説
く
仏
教
に
は
、
天
界
往
生
は
何
が
天
界
に
行
く
の
か
、
と
い
う
ア
ポ
リ
ア

を
突
き
つ
け
る
。
そ
し
て
つ
い
に
身
と
は
別
な
心
が
上
昇
し
て
天
界
に
行
く
と
叙
述
さ
れ
る
に
至
る
。

　
「
摩
訶
男
よ
、
も
し
長
夜
に
そ
の
心
を
信
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
戒
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
所
聞
に
よ
っ
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て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
施
捨
に
よ
っ
て
遍
修
し
、
そ
の
心
を
慧
に
よ
っ
て
遍
修
す
れ
ば
、
有
色
・
四
大
所
生
・
父
母
所
生
・

飯
粥
所
集
・
無
常
破
壊
・
粉
砕
断
絶
・
壊
滅
の
法
で
あ
る
こ
の
身
は
、
鵜
の
噉く

ら

う
所
と
な
り
、
鷹
の
噉
う
所
と
な
り
、
狗
の

噉
う
所
と
な
り
、
野
干
の
噉
う
所
と
な
り
、
種
々
の
生
類
の
噉
う
所
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
長
夜
に
信
に
よ
っ
て
遍
修
し
、

戒
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］、
所
聞
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］
施
捨
に
［
よ
っ
て
遍
修
し
］
慧
に
よ
っ
て
遍
修
し
た
心
は
上
昇
し

て
勝
進
す
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
５
・
２
１
、
並
行
す
る
雑
九
三
〇
に
は
こ
の
叙
述
は
な
い
）。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
身
体
中
に
あ
る
我
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
、
死
後
に
身
か
ら
出
て
梵
天
に
至
る
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教

え
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
Ｓ
Ｎ
の
こ
の
相
応
に
も
声
聞
（sāvaka

）
と
い
う
用
語
が
二
十
七
回
使
わ
れ
、
漢
訳
で
は
「
聖
弟
子
」
あ
る
い
は

「
多
聞
の
聖
弟
子
」
と
な
っ
て
い
る
。

四
節
、
七
期
の
異
教
的
相
応　

安
那
般
那
念

　

先
に
見
た
よ
う
に
安
那
般
那
念
（ānāpāna
）
と
は
入
息
出
息
念
で
あ
り
、
坐
禅
に
お
い
て
息
を
念
じ
（
意
識
し
）
あ
る
い

は
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
呼
吸
に
関
す
る
注
意
を
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
は
し
な
か
っ
た
。

　

三
期
の
テ
ー
ラ
・
ガ
ー
タ
ー
で
「
入
息
」
が
「
か
れ
（
ナ
ー
ガ
）
は
瞑
想
に
沈
潜
し
、
息
を
吸
い
込
む
こ
と
を
楽
し
み
、

内
的
に
も
よ
く
精
神
が
統
一
（
定
）
さ
れ
て
い
る
」。（T

hag.696

）
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
入
息
出
息
念
」
で
は
な
い
。

　

た
だ
一
経
、
四
期
原
道
誦
・
覚
支
相
応
で
安
那
般
那
念
を
説
く
経
（
雑
七
四
六
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・６
６
）
が
あ
っ
て
例
外
で
あ

る
。
五
期
教
法
三
篇
、
六
期
念
処
、
六
期
弟
子
誦
に
も
「
安
那
般
那
念
」
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

　

七
期
で
は
「
安
那
般
那
念
」
は
こ
う
説
か
れ
て
い
る
。

　
「
端
身
正
坐
し
て
、
面
前
に
念
を
繋
け
て
世
の
貪
愛
を
断
じ
て
、
欲
を
離
れ
て
清
浄
に
な
り
、
瞋
恚
・
睡
眠
・
掉
悔
・
疑
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を
断
っ
て
、
多
く
の
疑
惑
を
度こ

え
れ
ば
、
多
く
の
善
法
に
お
い
て
心
は
決
定
を
得
る
。
五
蓋
や
心
に
お
け
る
煩
悩
、
慧
力
を

羸よ
わ

ら
せ
て
障
礙
分
と
な
り
、
涅
槃
に
趣
か
な
い
も
の
を
遠
離
す
る
。
内
息
を
念
じ
て
は
繋
念
し
て
善
く
学
び
、
外
息
を
念
じ

て
は
繋
念
し
て
善
く
学
ぶ
。
息
長
く
息
短
く
、
一
切
身
の
入
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
入
息
を
善
く
学
ぶ
。
一
切
身

の
出
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
の
出
息
に
お
い
て
善
く
学
ぶ
。
一
切
身
の
行
息
入
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
行
息
入
息

を
善
く
学
ぶ
。
一
切
身
の
行
息
出
息
を
覚
知
し
、
一
切
身
に
お
い
て
行
息
出
息
を
善
く
学
ぶ
。
喜
を
覚
知
し
、
楽
を
覚
知

し
、
身
行
を
覚
知
し
、
心
行
息
の
入
息
を
覚
知
す
る
。…
…
心
解
脱
の
出
息
を
善
く
学
び
、
無
常
を
観
察
し
、
断
を
観
察
し
、

無
欲
を
観
察
す
る
。
入
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
し
て
、
入
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
す
る
こ
と
を
善
く
学
び
、
出
息
が
滅
す
る

の
を
観
察
し
て
、
出
息
が
滅
す
る
の
を
観
察
す
る
こ
と
を
善
く
学
ぶ
。
こ
れ
を
安
那
般
那
念
を
修
す
る
と
名
づ
け
る
。
身
は

止
息
し
、
心
は
止
息
し
、
有
覚
有
観
で
あ
り
寂
滅
す
る
か
ら
、
純
一
明
分
で
あ
る
想
の
修
習
を
滿
足
す
る
」（
雑
八
〇
三
）。

　

並
行
「
阿
練
若
に
往
き
、
樹
下
に
往
き
、
空
屋
に
往
っ
て
結
跏
趺
坐
し
て
身
を
正
し
く
持
し
て
念
を
普
前
に
修
し
て
正
念

し
て
入
息
し
、
正
念
し
て
出
息
す
る
。
長
入
息
し
て
、
私
は
長
入
息
す
る
と
了
知
し
、
長
出
息
し
て
、
私
は
長
出
息
す
る
と

了
知
す
る
。
…
…
私
は
心
を
解
脱
せ
し
め
て
入
息
す
る
と
了
知
し
、
私
は
心
を
解
脱
せ
し
め
て
出
息
し
て
、
私
は
心
を
解
脱

せ
し
め
て
出
息
す
る
と
了
知
す
る
。
…
…
諸
比
丘
よ
、
入
出
息
念
を
こ
の
よ
う
に
修
習
し
、
こ
の
よ
う
に
多
修
す
れ
ば
大
果

大
功
徳
が
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
）。

　

ま
た
次
の
よ
う
に
も
い
わ
れ
る
。

　
「
多
く
の
比
丘
に
告
げ
ら
れ
た
。『
も
し
多
く
の
外
道
の
出
家
が
来
て
、
あ
な
た
た
ち
に
沙
門
瞿
曇
は
二
ケ
月
中
に
ど
の
よ

う
坐
禅
を
し
た
の
か
と
問
え
ば
、
あ
な
た
は
ま
さ
に
答
え
て
い
う
が
い
い
。
如
来
は
二
ケ
月
、
安
那
般
那
の
念
を
以
て
坐
禅

し
思
惟
し
て
住
さ
れ
た
、
と
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
わ
た
し
は
此
の
二
ケ
月
に
、
安
那
般
那
を
念
じ
て
、
多
く
住
し
て

思
惟
し
た
の
で
あ
る
。
入
息
の
時
、
入
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
出
息
の
時
、
出
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
あ
る
い
は
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長
い
、
あ
る
い
は
短
い
一
切
の
身
の
入
息
を
覚
す
る
念
を
如
実
に
知
り
、
一
切
の
身
の
出
息
を
覚
す
る
念
を
如
実
に
知
り
、

身
行
の
休
息
、
入
息
を
念
じ
て
如
実
に
知
り
、
な
い
し
出
息
を
滅
す
る
念
を
如
実
に
知
っ
た
』」（
雑
八
〇
七
）。

　

Ｓ
Ｎ
の
並
行
経
は
最
後
に
「
諸
比
丘
よ
、
正
説
し
て
聖
住
で
あ
る
、
梵
住
で
あ
る
、
如
来
住
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
入

出
息
念
定
を
正
説
し
て
聖
住
で
あ
る
、
梵
住
で
あ
る
、
如
来
住
で
あ
る
と
説
く
が
よ
い
」（
Ｓ
Ｎ
５
４
・
１
１
）
と
付
け
加
え

る
。
梵
と
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
。

　

入
息
出
息
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
の
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
経
典
で
あ
り
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
は
気
息
の
厳
し
い
訓
練
を
す

る
。「
イ
ン
ド
ラ
は
語
っ
た
。『
予
は
気
息
（
プ
ラ
ー
ナ
）
で
あ
る
。
叡
智
か
ら
成
る
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
、
予
を
寿
命
と
し
て
、
不
死
と
し
て
崇
信
し
な
さ
い
』」（
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

㉞
）。

　
「
吸
い
込
む
息
に
よ
っ
て
呼
吸
し
て
い
る
も
の
が
、
万
物
に
内
在
す
る
あ
な
た
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
。
…
…
吐
き
出
す

息
に
よ
っ
て
呼
吸
し
て
い
る
も
の
が
、
万
物
に
内
在
す
る
あ
な
た
の
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
」（
ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ヌ
ヤ

カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

㉟
）。

　
「
こ
れ
が
す
べ
て
の
も
の
の
気
息
の
な
か
へ
の
到
達
で
あ
る
。
気
息
は
実
に
叡
智
で
あ
り
、
叡
智
は
気
息
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
両
者
は
、
相
伴
っ
て
こ
の
身
体
の
な
か
に
住
み
、
相
伴
っ
て
（
身
体
か
ら
）
出
て
行
く
か
ら
で
あ

る
」（
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

㊱
）。

　

そ
し
て
血
行
や
内
分
泌
を
呼
吸
（
プ
ラ
ー
ナ
）
に
よ
っ
て
統
御
し
、
果
て
は
自
律
神
経
の
制
御
さ
え
可
能
に
す
る
た
め
、

し
ば
し
ば
大
変
な
訓
練
を
必
要
と
す
る
。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
で
も
入
息
出
息
の
調
節
が
説
か
れ
る
。

　
「
あ
る
い
は
呼
吸
の
吐
出
と
保
持
に
よ
っ
て
（
心
の
安
定
が
得
ら
れ
る
）。
吐
出
と
は
腹
内
の
気
息
を
、
特
殊
な
努
力
に

よ
っ
て
、
鼻
孔
か
ら
静
か
に
出
す
こ
と
を
い
う
。
保
持
と
は
、
気
息
を
出
し
た
ま
ま
保
ち
、
急
に
は
吸
い
込
ま
な
い
調
息
法
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で
あ
る
」。

㊲

　

先
の
経
で
明
ら
か
な
よ
う
に
安
那
般
那
念
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
よ
う
な
調
息
と
い
う
よ
り
も
、
息
に
対
し
て
注
意
を
向
け

て
そ
の
状
態
を
知
る
と
い
う
意
味
で
、
身
体
技
術
と
い
う
よ
り
は
、
念
や
意
識
の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

先
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
禅
定
の
四
段
階
は
説
か
れ
な
い
が
、
調
気
法
（
プ
ラ
ー
ナ
・
ヤ
ー
マ
）
に
つ
い
て
の

四
段
階
は
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
こ
の
（
坐
法
の
修
得
）
が
あ
る
時
に
、
入
息
と
出
息
と
の
流
れ
を
断
つ
こ
と
が
調
息
で
あ
る
。
…
…
数
に
よ
る
調
整
と

は
一
定
数
の
入
出
息
に
よ
っ
て
、
気
息
の
第
一
、
第
二
、
第
三
の
上
昇
を
調
節
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
場
所

と
時
間
と
数
と
が
増
加
す
れ
ば
、
調
息
は
長
く
微
細
に
な
る
。
第
四
（
の
調
息
）
は
、
外
的
対
象
、
お
よ
び
内
的
対
象
を
超

越
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
調
息
は
こ
の
よ
う
に
出
入
息
両
様
に
熟
練
さ
れ
て
、
長
く
微
細
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
両
方
の

調
息
に
も
と
づ
き
、
修
習
を
重
ね
て
よ
り
高
い
段
階
の
調
息
に
進
み
、
つ
い
に
出
入
息
の
流
れ
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
に
達
す

る
。
こ
れ
が
第
四
の
調
息
で
あ
る
」。

㊳

　

出
入
息
の
流
れ
が
な
く
な
る
、
す
な
わ
ち
「
止
息
」
と
い
う
苦
行
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
七
期
の
相
応
の
中
に
は
第
四
禅
で
の
出
入
息
の
止
息
を
説
く
経
も
あ
る
。

　
「
初
禅
正
受
の
時
、
言
語
が
止
息
し
、
第
二
禅
正
受
の
時
、
覚
観
が
止
息
し
、
第
三
禅
正
受
の
時
、
喜
心
が
止
息
し
、
第

四
禅
正
受
の
時
、
出
入
息
が
止
息
し
、
空
入
処
正
受
の
時
、
色
想
が
止
息
し
、
識
入
処
正
受
の
時
、
空
入
処
想
が
止
息
し
、

無
所
有
入
処
正
受
の
時
、
識
入
処
想
が
止
息
し
、
非
想
非
非
想
入
処
正
受
の
時
、
無
所
有
入
処
想
が
止
息
し
、
想
受
滅
正
受

の
時
、
想
受
が
止
息
す
る
」（
雑
四
七
四
受
相
応
）。

　

こ
の
経
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
期
で
は
、
四
禅
と
四
入
処
（
空
無
辺
・
識
無
辺
・
無
所
有
・
非
想
非
非
想
）
と
想
受
滅

と
の
九
次
第
定
の
セ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
る
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
四
期
の
原
道
誦
（
雑
七
四
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
６
・５
４
）
で
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慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
が
、
外
道
も
説
く
こ
と
と
し
て
言
及
さ
れ
、
そ
の
果
と
し
て
空
入
（
虚
空
無
辺
）
処
、
識
入
（
無
辺
）

処
、
無
所
有
入
処
の
三
処
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

四
入
処
（
空
無
辺
・
識
無
辺
・
無
所
有
・
非
想
非
非
想
）
も
仏
教
の
説
で
は
な
い
と
説
く
経
典
が
七
期
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ

で
は
次
の
よ
う
に
、
外
道
の
跋
陀
羅
の
説
を
阿
難
が
糾
す
と
い
う
形
を
取
る
。

　
「
尊
者
跋
陀
羅
は
尊
者
阿
難
に
語
っ
て
い
う
、『
梵
天
が
い
る
。
自
在
に
造
作
を
し
て
、
意
の
ま
ま
に
変
化
さ
せ
て
、
世
界

の
父
で
あ
る
。
も
し
こ
の
梵
天
を
見
る
者
が
あ
れ
ば
、
名
づ
け
て
見
第
一
と
い
う
。
…
…
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
第
一
か
と

い
う
と
、
阿
難
よ
、
衆
生
が
い
て
一
切
の
識
入
処
を
度
り
、
無
所
有
入
処
を
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
、
も
し
そ
の
よ
う
な
想

を
な
せ
ば
、
名
づ
け
て
想
第
一
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
の
が
有
第
一
か
と
い
う
と
、
ま
た
次
に
阿
難
よ
、
衆
生
が
い
て
一
切

の
無
所
有
入
処
を
度
り
、
非
想
非
非
想
入
処
を
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
、
も
し
そ
の
よ
う
な
有
を
な
せ
ば
、
名
づ
け
て
有
第

一
と
い
う
。』
尊
者
阿
難
が
尊
者
跋
陀
羅
に
語
っ
て
い
う
、『
…
…
そ
の
観
ず
る
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽

く
せ
ば
、
こ
れ
を
見
第
一
と
す
る
。
…
…
そ
の
想
う
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽
せ
ば
、
こ
れ
を
想
第
一
と

す
る
。
如
実
に
観
察
し
て
、
次
第
に
多
く
の
漏
を
尽
く
せ
ば
、
こ
れ
を
有
第
一
と
す
る
。』
と
」（
雑
四
八
四
受
相
応
＝
Ａ
Ｎ

５
・
１
７
０
）。

　

外
道
の
四
入
処
に
対
し
て
、
阿
難
は
た
だ
漏
（
煩
悩
）
を
滅
し
尽
く
す
こ
と
だ
け
を
説
い
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
五
期
如
来
誦
で
は
四
入
処
な
ど
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
と
摩
訶
迦
葉
が
等
し
く
得
た
境
地
と
し
て
次
の
よ
う
に
言

及
さ
れ
て
も
い
る
。「
わ
た
し
は
欲
を
離
れ
、
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
乃
至
、
初
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
も
し
く
は
日
・

も
し
く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
わ
た
し
は
第
二
・
第
三
・
第
四
禅
に
具
足
し
て
住
し
よ
う
と
す
る
。
も
し
く
は
日
、
も
し

く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
あ
の
摩
訶
迦
葉
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
乃
至
第
四
禅
に
具
足
し
て
住と

ど
まる

。
も
し
く
は
日
・

も
し
く
は
夜
、
も
し
く
は
日
夜
、
わ
た
し
は
欲
す
る
所
に
随
っ
て
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
。
空
入
処
・
識
入
処
・
無
所
有
入
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処
・
非
想
非
非
想
入
処
、
神
通
境
界
、
天
耳
、
他
心
智
、
宿
命
智
、
生
死
智
、
漏
尽
智
に
具
足
し
て
住と

ど
まる

」（
雑
一
一
四
二

＝
Ｓ
Ｎ
１
６
・９
）。

　

こ
の
よ
う
に
慈
悲
喜
捨
も
四
入
処
も
、
さ
ら
に
は
安
那
般
那
念
も
、
異
教
の
匂
い
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
七
期
の
安
那
般

那
念
を
説
く
経
典
で
は
、
そ
の
修
行
の
果
は
、
も
っ
と
も
低
い
沙
門
果
で
あ
る
須
陀
洹
果
よ
り
も
低
い
境
地
と
さ
れ
る
。

　
「
こ
の
比
丘
が
、
欲
を
離
れ
、
悪
・
不
善
の
法
を
離
れ
、
有
覚
有
観
に
し
て
、
離
に
喜
楽
を
生
じ
、
初
禅
を
具
足
し
て
住

と
ど
ま

る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
比
丘
は
ま
さ
に
安
那
般
那
念
を
修
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
安
那
般
那
念
を
修

す
れ
ば
、
大
果
大
福
利
を
得
る
。
こ
の
比
丘
が
第
二
・
第
三
・
第
四
禅
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
、
空
入
処
・
識
入
処
・
無
所
有

入
処
・
非
想
非
非
想
入
処
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
三
結
が
尽
き
る
こ
と
を
具
足
し
て
、
須
陀
洹
（
預
流
）
果
を
得
る
。
三

結
が
尽
き
貪
・
恚
・
癡
が
薄
れ
れ
ば
、
斯
陀
含
（
一
来
）
果
を
得
る
。
五
下
分
結
が
尽
き
れ
ば
、
阿
那
含
（
不
還
）
果
を
得

る
」（
雑
八
一
四
）。

　第
五
章
　八
期
の
仏
教
独
自
の
修
行
用
語
、
止
観

　
「
止
観
（śam

atha-vipaśyanā

）」
は
、
漢
訳
で
は
ほ
と
ん
ど
「
止
観
」
と
出
て
く
る
が
、
パ
ー
リ
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が

「
止
と
観
」（śam

atho ca vipaśyanā ca

）
と
分
け
ら
れ
る
。「
止
観
」
が
熟
語
と
し
て
阿
含
・
ニ
カ
ー
ヤ
で
説
か
れ
る
の
は
、

か
な
り
後
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
多
く
は
な
い
。

　
「
止
（śam

atha

）」
は
、
八
期
の
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
の
１
・
３
に
「
平
静
」、
３
・
１
２
に
「
止
め
た
」
と
訳
さ
れ
て
出
て
く

る
が
、
中
村
元
に
よ
れ
ば
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
経
典
に
も
出
な
い
仏
典
に
の
み
出
る
用
語
だ
と
い
う

㊴
。
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「
観
」
は
漢
訳
で
は
い
ろ
い
ろ
な
原
語
が
想
定
さ
れ
る
が
、
梵
語
で
は
「
毘
婆
舍
那
（vipaśyanā

）」
は
八
期
の
梵
文
ウ
ダ
ー

ナ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
に
唯
一
出
る
と
い
う

㊵
。「
観
」
も
純
粋
に
仏
教
の
用
語
で
、
仏
教
以
外
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

㊶
。

　

な
お
、「
止
観
」
は
例
外
的
に
、
三
期
雑
阿
含
に
二
例

㊷
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
パ
ー
リ
本
に
はsati

が
使
わ
れ
て
お
り
、
別

訳
も
「
止
観
」
と
は
違
う
「
最
上
調
伏
之
意
」
と
い
う
訳
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
語
はśam

atha-vipaśyanā

で
は
な
い
。「
止

観
」
は
漢
訳
に
多
く
使
わ
れ
る
の
で
、
漢
訳
の
方
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
「
止
・
観
」
が
は
っ
き
り
使
わ
れ
る
の
は
六
期
弟
子
誦
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
止
」
と
「
観
」
が
分
け
て
説
か
れ

る
。

　
「
比
丘
が
、
滅
の
正
受
に
入
る
に
は
二
法
を
作
す
。
止
に
観
を
以
て
す
る
」（
雑
五
六
八
）。

　

並
行
「
居
士
よ
、
想
受
滅
の
等
至
に
は
二
種
の
法
の
大
利
益
が
あ
る
。
そ
れ
は
止
と
観
で
あ
る
」（
Ｓ
Ｎ
４
１
・６
）。

　

並
行
の
な
い
八
期
の
雑
阿
含
に
も
、
止
と
観
が
「
二
法
」
と
し
て
、
こ
う
説
か
れ
る
。

　
「
上
座
が
答
え
て
い
う
、
尊
者
阿
難
よ
、
空
処
・
樹
下
・
閑
房
に
お
い
て
思
惟
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
二
法
を
用
い

て
専
精
に
思
惟
す
る
が
い
い
。
止
・
観
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
尊
者
阿
難
は
ま
た
上
座
に
問
う
。
止
に
お
い
て
修
習
し
、
多

く
修
習
し
お
わ
る
が
、
ま
さ
に
ど
う
い
う
こ
と
が
成
ず
る
の
か
。
観
に
お
い
て
修
習
し
、
多
く
修
習
し
お
わ
る
が
、
ま
さ
に

ど
う
い
う
こ
と
が
成
ず
る
の
か
。
上
座
が
答
え
て
い
う
、
尊
者
阿
難
よ
、
止
を
修
習
す
れ
ば
終
に
観
を
成
ず
る
。
観
を
修
習

し
お
わ
れ
ば
ま
た
止
を
成
ず
る
の
で
あ
る
。
聖
弟
子
と
い
う
も
の
は
、
止
・
観
、
俱
に
修
し
て
多
く
の
解
脱
界
を
得
る
の
で

あ
る
、
と
」（
雑
四
六
四
）。

　

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
止
観
は
坐
禅
し
て
専
精
に
思
惟
す
る
あ
り
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
で
は
止
と
観
は
別
な
も

の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
、
交
互
に
修
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　

他
に
も
止
観
を
二
法
と
説
く
経
が
あ
る
。
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中
阿
含
六
九
（
三
十
喩
経
）
は
、
並
行
経
が
な
く
八
期
に
属
す
が
、「
止
観
を
以
て
車
と
す
る
」
と
使
わ
れ
る
。
こ
れ
は

雑
阿
含
五
六
六
（
六
期
弟
子
誦
）
の
「
一
輻
は
身
念
で
あ
る
。
転
は
転
出
で
あ
る
。
車
と
は
止
観
で
あ
る
。
離
結
と
は
三
種

の
結
で
あ
る
。
貪
恚
痴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
阿
羅
漢
は
諸
漏
が
已
に
尽
き
る
」
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。
し
か

し
、
な
ぜ
止
観
が
車
に
喩
え
ら
れ
る
の
か
は
、
両
経
か
ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
推
測
す
れ
ば
、
止
と
観
が
車
の
両
輪
の

よ
う
に
二
つ
同
じ
時
に
共
に
行
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
外
的
に
雑
阿
含
如
来
誦
で
「
仏
が
婆
蹉
に
告
げ
て
、
二
法
が
あ
る
。
修
習
し
多
く
修
習
す
る
が
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
止
・

観
で
あ
る
。
此
の
二
法
を
修
習
し
、
多
く
修
習
す
る
が
よ
い
」（
雑
九
六
四
）
と
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
Ｍ
Ｎ
３
４
に
は

こ
の
言
葉
は
な
い
。
一
応
五
期
経
典
で
あ
る
が
、
漢
訳
の
如
来
誦
は
遅
く
ま
で
口
伝
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
新
し
い
言
葉
が

入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

八
期
、
つ
ま
り
並
行
経
の
な
い
も
の
に
「
止
観
」
は
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
修
行
法
を
総
括
す
る
中
で
そ
の
最

後
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
如
意
（
足
）・
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
、
止
観
・
念
身
し
て
、
正
し
く
一
一
八
経
を
憶
念
す
る
」（
雑

一
七
四
、八
期
）。

　

こ
こ
で
は
三
十
七
品
菩
提
分
法
を
構
成
す
る
如
意
足
・
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
と
共
に
そ
の
後
で
止
観
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
次
も
同
じ
で
あ
る
。

　
「
念
処
・
正
勤
・
根
・
力
・
覚
・
道
、
止
観
・
念
身
・
正
思
惟
求
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
説
く
」（
雑
八
九
五
、八
期
）。

　

い
く
つ
か
の
経
は
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
加
え
て
四
道･
四
法
句･

止
観
と
い
う
修
道
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
四
念
処
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
四
正
断･

四
如
意
足･

五
根･
五
力･

七
覚
分･

八
聖
道
分･

四
道･

四
法
句･

止

観
を
修
す
」（
雑
六
六
三
、八
期
）。
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「
四
聖
諦
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
四
念
処
・
四
正
断
・
四
如
意
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
分
・
八
聖
道
・
四
道
・
四
法

句
・
止
観
を
修
習
す
る
」（
雑
八
三
二
＝
Ａ
Ｎ
３
・８
８
、七
期
）。

　
「
四
念
処
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
四
正
断･

四
如
意
足･

五
根･

五
力･

七
覚
分･

八
聖
道
分･

四
道･

四
法
句
・
止

観
を
修
習
す
」（
雑
八
七
九
、八
期
）。

　

こ
れ
ら
の
経
で
言
及
さ
れ
る
「
四
道
、
四
法
句
」
は
、
い
か
な
る
も
の
で
、
い
つ
説
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
七
期
Ａ
Ｎ
並

行
の
雑
阿
含
・
弟
子
誦
に
は
、
こ
う
あ
る
。

　
「
あ
る
い
は
求
め
る
の
に
四
道
を
も
ち
い
る
。
何
を
四
と
す
る
の
か
。
も
し
比
丘
・
比
丘
尼
が
坐
し
て
こ
の
よ
う
な
住
心
、

す
な
わ
ち
善
住
心
・
局
住
心
・
調
伏
心
・
止
観
を
も
っ
て
一
心
に
等
受
分
別
を
な
し
、
法
に
お
い
て
量
度
し
て
修
習
し
、
多

く
修
習
し
お
わ
れ
ば
、
諸
使
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」（
雑
五
六
〇
＝
Ａ
Ｎ
４
・
１
７
０
）。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
四
道

㊸
の
な
か
に
止
観
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
四
法
句
（cattāri

）」
は
、
雑
阿
含
で
は
、
す
で
に
三
期
の
婆
耆
舎
相
応
で
「
何
を
四
と
す
る
の
か
。
賢
聖
の
善
き
説
法

で
あ
る
。
こ
れ
則
ち
最
上
と
す
る
／
愛
は
愛
さ
な
い
の
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
、
則
ち
第
二
と
す
る
／
諦
は
虚
妄
で
は
な

い
と
説
く
。
こ
れ
則
ち
第
三
説
で
あ
る
／
法
は
言
と
異
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
れ
則
ち
第
四
と
す
る
／
諸
比
丘
よ
。
こ
れ
を

四
法
句
を
説
く
こ
と
と
名
づ
け
る
」（
雑
一
二
一
八
＝
Ｓ
Ｎ
８
・５
）
と
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
直
接
関
係
は
な
く
、
法
を

四
法
句
と
ま
と
め
る
こ
と
が
伝
統
的
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

四
道･

四
法
句･

止
観
は
い
ず
れ
も
最
晩
期
に
加
え
ら
れ
た
修
行
の
範
疇
で
あ
る
。
パ
ー
リ
で
は
Ａ
Ｎ
四
集
の
４
・
３
に

三
カ
所
「
四
法
句
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

　

長
阿
含
で
は
二
カ
所
、
す
な
わ
ち
第
一
『
大
本
経
』
に
「
如
来
は
大
智
微
妙
の
独
尊
、
止
観
具
足
し
て
最
正
覚
を
成
ず
」

（
Ｔ
一
、一
〇
a
）、
第
八
『
沙
門
果
経
』
に
「
今
、
諸
の
沙
門
は
寂
然
静
黙
に
し
て
止
観
具
足
す
」（
Ｔ
一
、一
〇
八
a
）
と
あ
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る
が
、
並
行
Ｄ
Ｎ
に
は
な
い
。

　

増
一
阿
含
に
は
八
カ
所
あ
る
が
、
増
一
阿
含
に
は
大
乗
思
想
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
い
ま
は
無
視
し
よ
う
。

　

い
ま
、
Ａ
Ｎ
が
出
た
が
、
パ
ー
リ
本
で
は
止
観
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｓ
Ｎ
で
「
止
と
観
」
が
説
か
れ

る
の
は
七
カ
所
で
あ
る
が
、
阿
含
と
同
様
に
ほ
と
ん
ど
が
並
行
経
を
持
た
な
い
。

　

Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
０
４
（
六
処
篇
・
六
処
相
応
、
五
期
）
で
は
、
六
入
が
六
箇
の
門
に
喩
え
ら
れ
、
そ
こ
に
入
る
使
者
が
こ
う

説
か
れ
る
。「
比
丘
よ
、
急
ぎ
の
使
者
と
は
こ
れ
止
観
の
喩
語
で
あ
る
。…
…
如
実
の
使
命
と
は
こ
れ
涅
槃
の
喩
語
で
あ
る
」。

だ
が
、
並
行
す
る
雑
阿
含
で
は
六
門
（
六
入
）
は
説
か
れ
る
が
、
比
喩
は
な
く
、
修
行
が
「
昼
は
則
ち
経
行
坐
禅
す
る
。
初

夜
時
に
お
い
て
経
行
坐
禅
す
る
。
…
…
難
陀
よ
。
東
方
を
観
察
す
る
。
一
心
正
念
し
て
安
住
し
観
察
す
る
。
南
西
北
方
を
観

察
し
て
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
一
心
正
念
し
て
安
住
し
観
察
す
る
」（
雑
二
七
五
）
と
説
か
れ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
。

　

Ｓ
Ｎ
４
１
・
６
（
六
処
篇
・
質
多
相
応
）
は
並
行
経
を
持
た
な
い
（
八
期
）
が
、「
居
士
よ
、
入
息
出
息
は
身
行
な
り
。
尋

伺
は
言
行
な
り
。
想
と
受
は
心
行
な
り
。
…
…
相
受
滅
等
至
に
は
二
種
の
法
の
大
利
益
が
あ
る
、
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か

れ
る
。

　

も
っ
と
も
遅
い
成
立
の
無
為
相
応
（
八
期
）
の
Ｓ
Ｎ
４
３
・
１
で
は
無
為
に
達
す
る
修
道
法
と
し
て
「
身
念
」
の
次
に

「
比
丘
等
よ
、
何
も
の
が
無
為
に
達
す
る
道
で
あ
る
か
。
比
丘
等
よ
、
止
と
観
、
比
丘
等
よ
、
こ
れ
を
称
し
て
無
為
に
達
す

る
道
と
す
る
」
と
「
止
観
」
が
説
か
れ
、
有
尋
有
伺
な
ど
の
三
三
昧
と
空
・
無
相
・
無
願
の
三
三
昧
（
合
わ
せ
て
六
種
三
昧
）

が
説
か
れ
、
四
念
処
・
四
正
勤
・
四
如
意
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支
・
八
聖
道
と
三
十
七
品
菩
提
分
法
が
説
か
れ
る
。

　

無
為
相
応
の
Ｓ
Ｎ
４
３
・
２
で
は
、
初
め
に
止
と
観
が
前
の
４
３
・
１
と
同
じ
文
言
で
、
分
け
て
説
か
れ
、
六
種
三
昧
が
そ

れ
ぞ
れ
説
か
れ
、
前
経
と
同
様
に
三
十
七
品
菩
提
分
法
が
説
か
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
パ
ー
リ
本
Ｓ
Ｎ
で
は
修
行
体
系
の
ま
と
め
に
「
四
道
・
四
法
句
」
は
説
か
れ
ず
、
代
わ
り
に
六
種
三
昧
や
入
出
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息
な
ど
異
教
的
な
行
が
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
加
え
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
「
止
観
」
は
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
「
止
と
観
」
は
Ｍ
Ｎ
で
は
三
経
に
説
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
並
行
経
は
存
在
し
な
い
（
七
期
）。

　

Ｍ
Ｎ
７
３
で
は
、「
二
法
を
修
習
す
る
が
よ
い
。
止
と
観
で
あ
る
。
婆
蹉
よ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
二
法
を
更
に

修
習
す
る
が
よ
い
。
即
ち
止
と
及
び
観
と
で
あ
る
」
と
説
か
れ
、
そ
の
果
と
し
て
六
神
通
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

Ｍ
Ｎ
１
４
９
「
大
六
処
経
」
は
八
聖
道
、
四
念
住
（
処
）・
四
正
勤
（
断
）・
四
神
（
如
意
）
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
支

（
分
）
な
ど
三
十
七
品
菩
提
分
法
と
共
に
「
こ
れ
ら
の
二
法
に
双
結
し
て
転
じ
る
。
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。

　

同
じ
よ
う
に
Ｍ
Ｎ
１
５
１
「
乞
食
清
浄
経
」
も
多
く
の
修
道
法
と
共
に
「
止
と
観
で
あ
る
」
と
説
か
れ
る
。

　

こ
の
Ｍ
Ｎ
の
二
経
で
は
、
こ
れ
ら
の
修
道
法
の
前
に
五
取
蘊
と
六
入
六
識
が
如
実
に
知
る
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、

後
に
明
と
解
脱
と
が
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
修
道
体
系
の
総
括
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
六
期
の
Ｄ
Ｎ
３
３
「
等
誦
経
」、
Ｄ
Ｎ
３
４
「
十
上
経
」
に
「
止
観
」
は
一
カ
所
ず
つ
説
か
れ
、
ど
ち
ら
も
「
二

法
」
と
し
て
修
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
「
止
と
観
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
長
阿
含
並
行
経
に
は
「
止
観
」
の

詞
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
止
観
」
は
、
後
に
多
く
の
修
行
法
が
そ
こ
に
入
れ
ら
れ
る
仏
道
修
行
の
根
本
範
疇
と
な
り
、
現
代
で
も

テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
の
修
行
は
止
と
観
に
収
ま
る
の
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
で
も
『
大
乗
起
信
論
』『
天
台
摩
訶
止
観
』
を

は
じ
め
、
多
く
説
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
部
派
仏
教
の
修
道
法
は
・
四
念
処
・
四
正
断
・
四
如
意
足
・
五
根
・
五
力
・
七
覚
分
・
八
聖
道
の

三
十
七
品
菩
提
分
法
に
広
が
っ
た
後
も
、
四
道
・
四
法
句
・
止
観
な
ど
と
非
常
に
煩
瑣
な
修
道
に
発
展
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
部
派
の
状
況
に
対
し
て
、
大
乗
運
動
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
も
基
本
の
戒
・
定
・
慧
の
三
学
に
、
精
進
・
布

施
・
忍
辱
を
加
え
た
簡
潔
な
「
六
波
羅
蜜
」
を
菩
薩
道
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
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部
派
仏
教
で
は
説
か
れ
な
か
っ
た
「
布
施
・
忍
辱
」
と
い
う
在
家
仏
教
者
や
少
数
仏
教
者
の
修
道
論
を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
大
乗
仏
教
の
画
期
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
や
っ
と
中
国
で
、
菩
提
達
摩
、
慧
可
に
始
ま
る
、
四
念
処
や
止
観
な
ど
四
果
や
涅
槃
を
得
る
実
践
を
廃
棄
し
、

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
「『
わ
た
く
し
は
こ
の
こ
と
を
説
く
』
と
い
う
こ
と
が
わ
た
く
し
に
は
な
い
」（Snp.837

）、「
動
揺

し
て
煩
悩
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
叡
智
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
い
か
な
る
作
為
も
存
在
し
な
い
。
か
れ
は
あ
く
せ
く
し

た
営
み
か
ら
離
れ
て
、
至
る
と
こ
ろ
に
安
穏
を
み
る
」（Snp.953

）
と
い
わ
れ
る
あ
り
方
に
、
ま
っ
す
ぐ
繋
が
る
道
が
実
践

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
注
釈
】

⑴
パ
ー
リ
本
で
は
相
応
部
で
あ
る
が
、
パ
ー
リ
律
「
小
品
五
百
結
集
犍
度
」（
南
伝
大
蔵
経
律
蔵
第
四
巻
４
３
０
頁
）
に
は
、「
…
…
時
に

具
寿
摩
訶
迦
葉
は
具
寿
阿
難
に
沙
門
果
経
の
因
縁
を
問
い
、
人
を
問
え
り
。
此
の
方
便
に
よ
り
て
五
部
経
を
問
い
、
具
寿
阿
難
随
っ
て

答
え
た
り
。」
と
だ
け
あ
っ
て
、
詳
し
い
説
明
は
ま
っ
た
く
な
い
。

⑵T
22, 968b

⑶T
22, 191a

⑷T
22, 491c

⑸
七
経
（
雑
七
一
一
、七
一
二
、七
一
九
、七
二
六
、七
四
三
、七
六
八
、七
八
三
）
の
み
異
な
る
地
名
が
入
る
。

⑹
Ｓ
Ｎ
で
は
後
に
別
の
範
疇
の
五
根
（
楽
・
苦
・
喜
・
憂
・
捨
）
も
説
か
れ
る
（
Ｓ
Ｎ
４
８
・３
１
～
４
０
）
が
、
雑
阿
含
に
は
並
行
経
が

な
い
。

⑺
五
期
の
雑
二
七
九
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・９
４
、
雑
一
一
六
七
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・
１
９
９
、
雑
一
一
七
一
＝
Ｓ
Ｎ
３
５
・
２
０
６
な
ど
の
雑
阿
含
に
六
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根
が
説
か
れ
る
が
、
並
行
す
る
Ｓ
Ｎ
で
は
「
六
触
処
」（
Ｓ
Ｎ
３
５
・９
４
）
な
ど
と
し
て
も
、「
六
根
」
と
は
い
わ
れ
な
い
。
Ｓ
Ｎ
の
大

篇
・
根
相
応
で
説
か
れ
る
六
根
（
眼
耳
…
…
Ｓ
Ｎ
４
８
・
２
５
～
３
０
）
は
、
雑
阿
含
に
並
行
経
を
持
た
な
い
の
で
後
の
付
加
で
あ
ろ

う
。

⑻
Ｓ
Ｎ
１
・５
・８
＝
雑
五
九
三

⑼
『
世
界
の
名
著　

バ
ラ
モ
ン
経
典　

原
始
仏
教
』
第
一
巻
二
一
三
頁
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
九
）

⑽
雑
六
四
六
の
他
、
例
え
ば
雑
六
五
五
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
０
）、
雑
六
五
八
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・５
２
）、
雑
六
七
五
（
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・８
）
な

ど
。

⑾
拙
書
、『
仏
教
に
な
ぜ
浄
土
教
が
生
ま
れ
た
か
』
四
九
頁
以
下
参
照
（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
三
）

⑿
同
様
に
説
く
経
は
雑
六
五
九
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・５
０

⒀
雑
六
五
二
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
８
、
雑
六
五
三
＝
Ｓ
Ｎ
４
８
・
１
５

⒁
も
っ
と
も
こ
れ
に
並
行
す
る
雑
阿
含
は
「
阿
羅
漢
」
の
み
を
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
若
し
比
丘
が
こ
の
五
根
に
お
い
て
、
如
実

に
観
察
し
已
っ
て
、
諸
漏
尽
き
る
こ
と
を
得
て
、
欲
を
離
れ
解
脱
せ
ば
、
是
れ
を
阿
羅
漢
と
名
づ
く
」（
雑
六
四
九
）。

⒂
「
若
し
比
丘
が
こ
の
五
根
に
お
い
て
、
如
実
に
観
察
し
已
っ
て
、
三
結
、
断
じ
て
知
る
。
何
等
を
三
と
な
す
や
。
謂
ゆ
る
身
見
・
戒
取
・

疑
。
是
を
須
陀
洹
と
名
づ
く
。
悪
趣
に
墮
ち
ず
。
決
定
し
て
正
に
三
菩
提
に
向
い
、
七
た
び
天
・
人
に
往
生
す
る
こ
と
あ
っ
て
苦
辺
を

究
竟
す
。」（
雑
六
四
八
）、

⒃
Ｓ
Ｎ
５
０
（
力
相
応
）
で
は
、
五
力
は
五
根
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
詳
し
い
説
明
は
何
も
な
い
。

⒄
並
行
Ｓ
Ｎ
４
８
・８
で
は
、
五
力
で
は
な
く
五
根
が
説
か
れ
て
い
る
。

⒅
例
え
ば
水
野
弘
元
『
仏
教
要
語
の
基
礎
知
識
』
一
九
三
頁
（
春
秋
社
、
一
九
七
九
）

⒆
も
っ
と
も
並
行
Ｓ
Ｎ
で
は
こ
の
最
後
の
句
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。
後
の
Ｓ
Ｎ
９
１
～
１
０
２
に
「
八
支
聖
道
を
多
修
せ
ば
、
涅
槃
に
趣
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向
し
、
涅
槃
に
傾
向
し
、
涅
槃
に
臨
入
す
」
と
説
か
れ
る
。

⒇
中
村
元
監
修
『
原
始
仏
典
第
七　

中
部
経
典
Ⅳ
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
）
九
頁

㉑
同
様
の
四
禅
の
定
型
的
説
明
は
Ｍ
Ｎ
１
９
＝
中
阿
含
一
〇
二
、
中
阿
含
一
四
六
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
、
中
阿
含
一
六
八
＝
Ｍ
Ｎ
１
２
０
、
中

阿
含
一
七
八
＝
Ｍ
Ｎ
２
５
、
中
阿
含
一
七
九
＝
Ｍ
Ｎ
７
８
、
中
阿
含
一
九
二
＝
Ｍ
Ｎ
６
６
、
中
阿
含
一
九
四
＝
Ｍ
Ｎ
６
５
、
中
阿
含

二
〇
三
＝
Ｍ
Ｎ
５
４
な
ど
が
あ
る
。

㉒
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
二
一
二
頁

㉓
同
右　

二
一
二
～
二
一
三
頁

㉔
『
南
伝
大
蔵
経
』
巻
六
二
、二
七
九
、三
〇
九
、三
一
六
、三
二
七
頁

㉕T
16,540b

㉖
大
正
大
蔵
経
の
雑
阿
含
五
〇
巻
は
、
機
械
的
に
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
編
集
で
は
な
い
。
そ
の
『
雑
阿
含
』
の
な

か
に
「
雑
因
誦
第
三
品
、
弟
子
所
説
誦
第
四
品
、
第
五
誦
道
品
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
、
諸
部
派
の
論
、
す
な
わ
ち
『
根
本
説
一

切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
や
『
瑜
伽
師
地
論
』
あ
る
い
は
パ
ー
リ
相
応
部
の
雑
阿
含
の
内
容
を
勘
考
し
て
、『
国
訳
一
切
経
』
の
「
雑
阿

含
」
を
作
る
時
に
、
訳
者
の
椎
尾
辨
匡
氏
に
よ
っ
て
八
誦
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
れ
を
「
新
訂
雑
阿
含
経
」（
椎
尾
）
あ
る
い
は
「
校
訂
相

応
阿
含
」（
赤
沼
智
善
）
と
呼
ぶ
。
花
山
勝
道
、
前
田
恵
学
両
氏
は
、
椎
尾
訳
の
第
六
・
八
衆
誦
、
第
八
如
来
誦
を
欠
い
た
六
誦
と
す
る
。

㉗
雑
八
九
二
、八
九
七
、八
九
八
、八
九
九
、九
〇
〇
、九
〇
一

㉘T
24,407b

㉙
三
十
七
品
菩
提
分
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
実
の
列
挙
は
四
期
（
Ｍ
Ｎ
１
０
６
＝
中
一
九
六
）、
六
期
（
Ｄ
Ｎ
１
６
）
な
ど
に
見
ら
れ
る

が
、「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
と
い
う
用
語
は
、
パ
ー
リ
で
は
五
ニ
カ
ー
ヤ
に
属
さ
な
い
『
ミ
リ
ン
ダ
王
問
経
』『
清
浄
道
論
』
に
出
る

だ
け
で
あ
る
。
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㉚
雑
五
三
五
、五
五
〇
、五
六
一
、五
六
三
、六
〇
七
。
な
お
五
五
〇
は
念
仏
な
ど
六
念
、
五
六
一
は
四
如
意
足
（
神
足
）、
五
六
三
は
戒
・
四

禅
・
四
聖
諦
の
三
つ
を
一
乗
道
と
す
る
。

㉛T
30,772c

㉜
並
行
雑
阿
含
四
三
六
・
四
三
七
に
は
こ
の
用
語
は
な
い
。

㉝
拙
書
、
前
引
書
一
四
頁
以
下
参
照

㉞
３
・
２
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
一
二
五
頁

㉟
３
・
４
・
１
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
六
七
頁

㊱
３
・
４
『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
、
前
引
書
、
一
二
八
頁

㊲
「
ヨ
ー
ガ
根
本
聖
典
」（『
世
界
の
名
著
』
第
一
巻
に
所
収
）
前
引
書
二
二
六
頁

㊳
「
ヨ
ー
ガ
根
本
聖
典
」
前
引
書
、
二
二
八
頁

㊴
中
村
元
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
止
観
」『
止
観
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
所
収
三
五
頁

㊵
中
村
元
、
前
引
書
、
三
六
頁

㊶
中
村
元
、
前
引
書
、
三
七
頁

㊷
雑
一
一
七
九
＝
Ｓ
Ｎ
７
・
１
・
１
０
、
雑
一
一
八
二
＝
九
三
＝
Ｓ
Ｎ
７
・
２
・７

㊸
そ
の
他
は
長
阿
含
「
第
五　

集
衆
経
」
に
四
法
の
一
つ
と
し
て
説
か
れ
る
。
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宝
経
と
し
て
の
『
楞
伽
経
』

常
盤

　義
伸

一
『
楞
伽
経
』
四
巻
本
は
な
ぜ
「
宝
経
」
と
呼
ば
れ
た
の
か

グ
ナ
バ
ド
ラ
漢
訳
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
の
経
名
が
特
に
「
宝
経
」
と
さ
れ
た
理
由
が
今
ま
で
私
に
は
理
解
で
き
な

い
ま
ま
、
復
元
梵
文
テ
キ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、「
宝
」
の
字
を
欠
く
現
存
の
経
名
を
踏
襲
し
て
き
た
。
し
か
し
パ
ー
リ

蔵
経
に
含
ま
れ
る
『
宝
経
』
の
内
容
と
そ
の
位
置
づ
け
と
を
調
べ
た
結
果
、
初
め
て
私
は
そ
の
表
現
に
重
要
な
意
義
が
籠
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
復
元
梵
本
改
訂
版
の
タ
イ
ト
ル
も
『
宝
』
の
字
を
含
め
る
形
に
訂
正
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
理
由
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
護
誦
の
経
『
ラ
タ
ナ
・
ス
ッ
タ
』

パ
ー
リ
経
蔵
の
小
部
経
典
の
う
ち
『
小
誦
経
』
と
『
経
集
』
と
に
『
宝
経
』
が
含
ま
れ
て
い
る
と
知
っ
て
、
後
者
（The 

Sutta-N
ipāta, P.T.S., N

os. 222~238, II. 1. R
atanasutta

）
の
パ
ー
リ
文
を
、
参
考
書
と
辞
書
と
文
法
書
と
首
っ
引
き
で
精
読

し
た
。
以
下
に
そ
れ
の
拙
訳
を
示
す
。
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【
参
考
書
】
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば　

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
岩
波
文
庫
一
九
八
九
年
、TH

E R
H

IN
O

C
ER

O
S 

H
O

R
N

 A
N

D
 O

TH
ER

 EA
R

LY
 B

U
D

D
H

IST PO
EM

S

（SU
TTA

 N
IPATA

）Translated by K
.R

. N
O

R
M

A
N

. P.T.S. 

1985.
（
222
）
こ
こ
に
集
ま
っ
た
生
類
（Y

ānīdha bhūtāni sam
āgatāni

）
よ
、
大
地
に
属
す
る
も
の
も
中
空
の
も
の
も
、
み
ん
な
喜
ん

で
く
れ
、
そ
し
て
注
意
し
て
話
を
聞
い
て
く
れ
。

（
223
）
そ
こ
で
生
類
の
み
ん
な
、
聞
い
て
く
れ
。
昼
と
な
く
夜
と
な
く
供
物
を
持
っ
て
く
る
女
の
人
、
男
の
人
に
慈
愛
の
心

を
向
け
て
く
れ
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
を
護
っ
て
く
れ
よ
、
用
心
深
い
み
ん
な
。

（
224
）
今
世
、
来
世
の
ど
ん
な
財
宝
に
も
、
さ
ら
に
は
神
々
の
世
界
の
勝
れ
た
宝
に
も
、
如
来
に
等
し
い
も
の
は
皆
無
だ
。

ブ
ッ
ダ
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
（idam

 pi B
uddhe ratanaṃ

 paṇītaṃ

）。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え

て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
225
）
煩
悩
が
尽
き
、
離
欲
で
不
死
の
勝
れ
た
境
地
に
達
し
た
サ
キ
ャ
ム
ニ
は
深
い
三
昧
の
中
に
あ
る
、
そ
の
彼
の
教
え

（
ダ
ン
マ
）
に
並
ぶ
も
の
は
な
い
。
彼
の
教
え
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え

て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
226
）
最
も
勝
れ
た
覚
者
・
ブ
ッ
ダ
が
純
粋
だ
と
形
容
さ
れ
た
三
昧
を
、
智
に
直
結
す
る
と
人
々
は
言
う
。
そ
の
三
昧
に
匹

敵
す
る
も
の
は
な
い
。
彼
の
教
え
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な

幸
せ
で
あ
れ
。

（
227
）
善
き
人
た
ち
に
賞
讃
さ
れ
る
八
人
、
す
な
わ
ち
涅
槃
へ
の
流
れ
に
入
る
四
双
の
人
た
ち
は
、
供
養
を
受
け
る
に
ふ
さ

わ
し
い
、
世
尊
の
お
弟
子
た
ち
だ
。
彼
ら
へ
の
供
養
は
大
果
を
も
た
ら
す
。
僧
団
（
サ
ン
ガ
）
を
指
し
て
言
わ
れ
る
宝
は



85

宝経としての『楞伽経』

実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
228
）
心
に
固
く
決
意
し
て
ゴ
ー
タ
マ
の
教
え
に
従
う
無
欲
な
彼
ら
は
、
得
る
べ
き
も
の
を
得
て
不
死
に
入
り
、
代
償
な
し

に
目
的
を
達
成
し
て
、
寂
滅
を
楽
し
ん
で
い
る
。
僧
団
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を

踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
229
）
城
市
の
守
護
神
イ
ン
ド
ラ
を
祀
る
柱
が
大
地
に
突
き
刺
さ
れ
て
い
て
四
方
か
ら
の
風
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
、

そ
の
よ
う
に
善
き
人
は
（
四
つ
の
）
聖
諦
を
的
確
に
観
察
す
る
、
と
私
は
言
う
。
僧
団
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実

に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
230
）
聖
諦
を
明
ら
か
に
理
解
す
る
彼
ら
は
、
深
い
智
慧
が
示
す
真
理
を
理
解
し
て
い
る
の
で
、
た
と
い
注
意
力
に
粗
末
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
流
転
生
死
を
八
生
ま
で
取
る
こ
と
は
な
い
。
僧
団
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い

る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
231
）
聖
諦
の
観
察
を
達
成
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
は
三
つ
の
束
縛
が
除
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
身
に
捉
わ
れ
る
邪

見
と
真
理
へ
の
疑
念
と
儀
式
的
な
行
と
の
三
つ
を
す
べ
て
離
れ
て
、
彼
ら
は
さ
ら
に
四
つ
の
悪
趣
か
ら
解
放
さ
れ
、
六
つ

の
逆
罪
を
犯
す
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
僧
団
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を

踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
232
）
身･

口･

意
の
い
ず
れ
か
で
何
か
の
悪
行
を
犯
す
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
隠
す
こ
と
は
彼
に
は
で
き
な
い
。
い

わ
ば
、
隠
せ
な
い
と
見
真
の
御
方
が
言
わ
れ
た
。
僧
団
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を

踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
233
）
森
の
茂
み
に
咲
き
誇
る
花
の
真
っ
盛
り
、
夏
の
月
の
最
初
の
暑
熱
の
真
っ
只
中
の
よ
う
に
、
至
極
の
教
え
を
彼
は
説

か
れ
た
、
人
々
を
涅
槃
に
導
く
最
高
の
利
益
の
た
め
に
。
ブ
ッ
ダ
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
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の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
234
）
至
極
の
人
、
至
極
の
智
を
働
か
せ
、
至
極
の
恵
み
を
与
え
、
至
極
の
物
事
を
齎
す
人
、
無
上
、
至
極
の
教
え
を
説
か

れ
た
方
、
ブ
ッ
ダ
を
指
し
て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
235
）
古
い
生
は
尽
き
新
し
い
生
は
存
在
し
な
い
、
未
来
の
生
に
捉
わ
れ
る
心
の
迷
い
を
も
離
れ
て
い
る
、
こ
の
人
た
ち
は

種
子
が
尽
き
成
長
へ
の
願
い
も
な
い
。
彼
ら
は
涅
槃
へ
の
道
を
し
っ
か
り
と
進
む
、
こ
の
灯
火
の
よ
う
に
。
僧
団
を
指
し

て
言
わ
れ
る
こ
の
宝
は
実
に
勝
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
236
）
こ
こ
に
集
ま
っ
た
生
類
よ
、
大
地
に
属
す
る
も
の
も
中
空
の
も
の
も
。
如
来
に
は
神
々
も
人
間
も
供
養
す
る

（tathāgataṃ
 devam

anussapūjitaṃ

）。
我
々
は
如
来
・
ブ
ッ
ダ
に
合
掌
礼
拝
す
る
（B

uddhaṃ
 nam

assām
a

）。
み
ん
な
幸
せ

で
あ
れ
。

（
237
）
こ
こ
に
集
ま
っ
た
生
類
よ
、
大
地
に
属
す
る
も
の
も
中
空
の
も
の
も
。
如
来
に
は
神
々
も
人
間
も
供
養
す
る
。
我
々

も
如
来
そ
の
も
の
と
し
て
の
教
え
に
合
掌
礼
拝
す
る
。
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

（
238
）
こ
こ
に
集
ま
っ
た
生
類
よ
、
大
地
に
属
す
る
も
の
も
中
空
の
も
の
も
。
如
来
に
は
神
々
も
人
間
も
供
養
す
る
。
我
々

も
如
来
そ
の
も
の
と
し
て
の
僧
団
に
合
掌
礼
拝
す
る
。
み
ん
な
幸
せ
で
あ
れ
。

『
宝
経
』
を
終
わ
る
。

『
宝
経
』
と
訳
さ
れ
る
こ
の
パ
ー
リ
文
『
ラ
タ
ナ
・
ス
ッ
タ
』
の
内
容
か
ら
知
ら
れ
る
重
要
な
こ
と
の
第
一
は
、
こ
れ
が

ブ
ッ
ダ
・
サ
キ
ャ
ム
ニ
の
言
葉
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
集
ま
っ
て
話
を
聞
く
と
さ
れ
る
も
の
は
、
人
間
以
外
の

生
類
、
た
と
え
ば
ヤ
ク
シ
ャ
（
夜
叉
、
幽
鬼
）
の
よ
う
で
あ
る
。
舞
台
は
、
イ
ン
ド
社
会
に
あ
っ
て
社
会
を
超
絶
す
る
仏
教

教
団
と
い
う
よ
り
は
、
人
間
社
会
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
、
密
林
に
囲
ま
れ
た
ラ
ン
カ
ー
の
僧
院
と
い
う
印
象
が
濃
い
。
経
の
趣



87

宝経としての『楞伽経』

旨
は
仏･

法
・
僧
の
三
宝
に
一
宝
と
し
て
帰
依
す
る
こ
と
が
す
べ
て
の
生
類
の
幸
福
に
つ
な
が
る
と
説
く
こ
と
で
、
そ
れ
が

経
名
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
人
間
以
外
の
生
類
に
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
異
な
性
格
が
顕
れ
て
い
る
。
こ

の
話
者
が
ブ
ッ
ダ
で
な
い
と
す
れ
ば
、
誰
か
。
自
身
が
敬
虔
な
仏
教
信
者
で
あ
る
ヤ
ク
シ
ャ
の
頭
目
か
。
そ
れ
と
も
僧
院
の

有
力
な
一
員
で
生
類
全
般
に
も
三
宝
へ
の
帰
依
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
立
場
の
人
か
。
後
者
に
見
当
を
つ

け
て
、
専
門
家
の
見
解
を
検
討
し
て
み
る
。

E.W
. A

dikaram
（Early H

istory of B
uddhism

 in C
eylon, C

olom
bo, 1953, C

hapter N
ine, The G

row
th of R

itual, p.143, 

R
ecitation of Parittas

）『
セ
イ
ロ
ン
の
初
期
仏
教
史
』
第
九
章
「
儀
式
の
拡
大
」
の
一
節
「
護
呪
の
朗
誦
」
で
著
者
ア
ー

デ
ィ
カ
ラ
ム
氏
が
述
べ
る
最
初
の
段
落
を
次
に
訳
出
す
る
。

一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
ブ
ッ
ダ
は
宝
経
を
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
で
、
こ
の
都
市
を
疫
病
と
悪
霊
の
害
か
ら

解
放
す
る
た
め
に
説
か
れ
た
（
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
註
釈
に
よ
る
、
と
著
者
注
）。
他
の
箇
所
で
も
既
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、

セ
イ
ロ
ン
（
ラ
ン
カ
ー
）
の
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
王
は
島
が
飢
饉
と
疫
病
の
諸
悪
に
悩
ま
さ
れ
た
と
き
に
、
僧
た
ち
に
こ
の

経
の
読
誦
を
公
的
行
事
と
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
し
て
人
々
が
す
ぐ
さ
ま
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
は
こ
の
公
的

な
誦
経
の
結
果
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
（
大
史
）』
37
、
189
～
198
、
著
者
注
）。
こ
の
時
以
来
、
こ
の
習

慣
は
セ
イ
ロ
ン
に
深
い
根
を
下
ろ
し
、
今
日
ま
で
存
続
す
る
。
普
通
、
読
誦
さ
れ
る
諸
経
は
『
マ
ン
ガ
ラ
（
吉
祥
）』、

『
ラ
タ
ナ
』、
お
よ
び
『
ク
ッ
ダ
カ
・
パ
ー
タ
（
小
誦
経
）』
中
の
『
カ
ラ
ニ
ー
ヤ
・
メ
ッ
タ
（
必
須
の
慈
愛
）』
で
あ
る
。

も
し
も
儀
式
が
長
時
に
わ
た
る
と
き
に
は
、
護
誦
の
諸
経
の
す
べ
て
を
読
誦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
経

は
、
殆
ど
す
べ
て
、
人
の
日
常
生
活
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
道
徳
律
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

簡
潔
か
つ
深
遠
で
、
し
か
も
高
度
に
実
践
的
な
教
え
が
生
活
と
行
為
の
領
域
か
ら
儀
礼
と
迷
信
の
領
域
に
移
し
変
え
ら
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れ
て
来
た
と
は
、
な
ん
と
も
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

右
の
文
中
、
ブ
ッ
ダ
が
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
の
市
内
で
『
宝
経
』
を
説
い
た
云
々
の
箇
所
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
（U

patissa

）
王
と
は
、
ワ
ル
ポ
ー
ラ
・
ラ
ー
フ
ラ
著
『
セ
イ
ロ
ン
の
仏
教
史　

ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
時
代
、

前
三
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
』（R

ev. W
alpola R

ahula, H
ISTO

RY
 O

F B
U

D
D

H
ISM

 IN
 C

EY
LO

N
, C

olom
bo, 1966, p.98

）

に
よ
る
と
、
五
世
紀
初
頭
の
ラ
ン
カ
ー
王
・
ブ
ッ
ダ
ダ
ー
サ
の
息
子
で
、
後
の
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
王
（M

ahānām
a, 409-431 

A
.D

.

）
の
兄
、
当
時
発
生
し
た
疫
病
の
克
服
の
た
め
に
僧
た
ち
の
助
言
で
ガ
ン
ガ
ー
ロ
ー
ハ
ナ
（G

aṅgārohana

）
と
い
う
地

名
の
祝
祭
を
正
式
に
始
め
た
と
さ
れ
る
人
。
こ
の
祝
祭
は
、
疫
病
が
起
る
た
び
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
た
。
ウ
パ

テ
ィ
ッ
サ
王
は
優
し
い
心
の
持
ち
主
で
、
き
わ
め
て
宗
教
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
生
涯
、
教
団
共
通
の
食
堂
か
ら
日
常
の
食
事

を
取
り
寄
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
王
が
自
分
の
后
に
殺
害
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
出
家
で
あ
っ
た
弟
の

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
が
僧
衣
を
脱
い
で
王
位
に
就
い
た
。
こ
の
王
は
、
当
時
大
乗
運
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
無
畏
山
寺
（
ア
ブ

ハ
ヤ
ギ
リ
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
）
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
王
の
后
は
大
寺
に
献
身
的
で
あ
っ
た
。
同
じ
王
の
統
治
中

に
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
が
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
に
来
て
大
寺
に
住
し
、
三
蔵
の
シ
ン
ハ
ラ
語
註
釈
を
パ
ー
リ
語
に
翻
訳
し
た
。
ラ
ー

フ
ラ
氏
に
依
る
と
、
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
王
の
後
、
こ
の
国
は
二
十
五
年
以
上
も
の
間
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
六
人
の
タ
ミ
ー
ル
人

が
相
次
い
で
王
位
を
簒
奪
し
て
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
を
支
配
し
、
こ
の
国
の
宗
教
的
、
文
化
的
、
経
済
的
な
進
歩
が
阻
害
さ
れ

た
（p.99

）。

『
宝
経
』
な
ど
の
諸
経
の
読
誦
を
公
式
の
行
事
と
定
め
た
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
王
が
后
に
殺
害
さ
れ
た
と
は
意
外
な
展
開
だ

が
、
そ
の
背
景
に
、
大
寺
の
上
座
部
と
無
畏
山
寺
の
大
乗
を
志
向
す
る
徒
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
支
持
す
る
政
治
権
力
者
た
ち
の

間
の
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
ア
ー
デ
ィ
カ
ラ
ム
氏
が
『
ラ
タ
ナ
』
と
共
に
『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』
に
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収
め
ら
れ
て
い
る
読
誦
の
経
と
し
て
別
に
挙
げ
る
『
マ
ン
ガ
ラ
』、『
メ
ッ
タ
』
は
、
明
ら
か
に
人
間
社
会
に
向
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
ブ
ッ
ダ
の
所
説
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。『
ラ
タ
ナ
・
ス
ッ
タ
』
の
方
は
、
時
代
背
景
の

上
か
ら
考
え
て
、
上
記
ウ
パ
テ
ィ
ッ
サ
王
が
話
者
、
即
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。

な
お
無
畏
山
寺
は
、
中
国
僧
・
法
顕
が
十
年
に
及
ぶ
イ
ン
ド
旅
行
の
末
ラ
ン
カ
ー
に
た
ど
り
着
き
西
暦
四
一
〇
～
四
一

一
年
の
間
、
帰
国
前
に
滞
在
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
イ
ン
ド
僧
・
グ
ナ
バ
ド
ラ
も
、
ラ
ン
カ
ー
を
経
て
四
三
五
年
に
中

国
に
渡
り
四
四
三
年
に
『
楞
伽
経
』
四
巻
本
を
漢
訳
す
る
前
、
ラ
ン
カ
ー
で
は
こ
の
寺
に
滞
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
早
島

鏡
正
氏
は
論
文
「
ア
バ
ヤ
ギ
リ
寺
（A

bhayagiri-vihāra

）
の
興
亡
史
」（『
東
方
学
』
第
二
十
一
輯
、
一
九
六
一
年
）
三
、
註
23

で
、「
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
王
は
、…
…
中
国
の
文
献
に
よ
れ
ば
…
…
中
国
に
前
後
二
回
、
四
二
八
年
と
四
三
五
年
に
使
節
を
送
っ

て
い
る
と
い
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
グ
ナ
バ
ド
ラ
は
、
ラ
ン
カ
ー
の
上
座
部
の
歴
史
の
中
で
イ
ン
ド
大
陸
の
状

況
を
反
映
し
て
一
時
的
に
開
花
し
た
大
乗
の
思
想
の
結
晶
で
あ
る
本
経
を
含
む
い
く
つ
か
の
梵
文
原
典
を
、
失
わ
れ
る
直
前

に
同
じ
思
い
の
人
々
の
願
い
に
支
え
ら
れ
て
運
び
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
梵
文
原
典
は
、
中
国
で
漢
訳
さ

れ
た
後
、
写
本
が
作
成
さ
れ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
漢
訳
だ
け
が
残
さ
れ
た
。

（
２
）
四
巻
本
・
大
乗
経
典
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
の
意
義

梵
文
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ラ
ン
カ
ー
で
編
纂
さ
れ
、
グ
ナ
バ
ド
ラ
に
よ
っ
て
中
国
に
運
び

出
さ
れ
た
後
、
政
治
的
大
混
乱
の
な
か
で
原
稿
は
原
形
を
失
い
、
そ
の
ま
ま
ラ
ン
カ
ー
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
原
稿
が
イ
ン
ド

大
陸
の
ど
こ
か
で
再
編
集
さ
れ
て
十
巻
本
『
入
楞
伽
経
』
に
ま
で
増
幅
さ
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
現
行
の
梵
本
と

ボ
ー
デ
ィ
ル
チ
に
よ
る
五
一
三
年
の
漢
訳
と
は
内
容
的
に
大
体
一
致
す
る
。
後
者
は
、
魏
訳
と
よ
ば
れ
て
い
る
。）
そ
の
増
幅
の

方
向
は
、
な
ん
と
、
護
誦
の
経
と
し
て
の
『
宝
経
』
か
ら
予
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
・
序
章
で
、
ラ
ン
カ
ー
島
の
ヤ



90

ク
シ
ャ
た
ち
の
王
・
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
が
眷
属
と
と
も
に
海
岸
に
姿
を
現
し
、
ブ
ッ
ダ
を
マ
ラ
ヤ
山
頂
に
案
内
し
、
マ
ハ
ー
マ

テ
ィ
に
助
け
ら
れ
て
ダ
ル
マ
・
ア
ダ
ル
マ
の
意
味
を
ブ
ッ
ダ
に
訊
ね
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
『
ラ
ー

マ
ー
ヤ
ナ
』
で
は
ラ
ー
マ
は
、
突
然
遥
か
彼
方
の
ラ
ン
カ
ー
島
に
妻
を
拉
致
し
て
行
っ
た
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
（
羅
刹
）
の
頭
目

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
を
捜
し
求
め
て
長
途
の
遠
征
の
末
、
島
に
辿
り
つ
い
て
こ
れ
を
殺
し
、
妻
を
奪
い
返
し
て
帰
国
し
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
『
入
楞
伽
経
』
で
は
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
、
自
分
た
ち
は
こ
の
島
で
昔
か
ら
ブ
ッ
ダ
た
ち
の
教
え
を
受
け
て
き
て
お

り
、
息
子
や
娘
た
ち
に
も
同
じ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
私
は
か
つ
て
、
普
段
は
姿
を
見
せ
な
い
幽
鬼
ヤ
ク
シ
ャ

が
怒
る
と
人
を
殺
し
そ
の
屍
骸
か
ら
血
を
吸
い
肉
を
食
う
夜
行
の
、
恐
ろ
し
い
形
相
の
鬼
・
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
に
な
る
と
い
う

記
述
に
出
会
っ
た
記
憶
が
あ
る
。『
入
楞
伽
経
』
の
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
、
敬
虔
な
仏
教
信
者
の
ヤ
ク
シ
ャ
で
あ
る
。

『
入
楞
伽
経
』
の
テ
キ
ス
ト
本
体
が
一
貫
し
た
文
意
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
混
乱
状
態
に
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
今
回
、
現
存
の
漢
訳
四
巻
本
と
対
応
さ
せ
て
訂
正
を
施
し
原
形
と
思
し
き
形
態
に
復
元
で
き
た
の

は
、
散
乱
し
た
花
び
ら
を
か
き
集
め
て
で
も
そ
う
し
た
い
と
願
っ
た
人
々
の
願
望
の
お
か
げ
で
あ
る
。『
入
楞
伽
経
』
序
章

の
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
の
登
場
は
、
四
巻
本
と
は
何
の
関
係
も
な
い
事
柄
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
失
わ
れ
た
経
の
原
形
へ
の
思
い

が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
第
九
章
、
ダ
ー
ラ
ニ
ー
品
は
、
人
々
が
幽
鬼
、
悪
鬼
た
ち
に
取
り
付
か

れ
な
い
よ
う
に
唱
え
る
た
め
の
呪
文
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
序
章
と
は
趣
き
が
異
な
り
、『
ラ
タ
ナ
・
ス
ッ
タ
』
と
も
違
っ
た

方
向
を
示
す
。
上
座
部
の
読
誦
の
諸
経
に
呪
文
は
全
く
な
い
。『
入
楞
伽
経
』
は
、
こ
こ
に
お
い
て
四
巻
本
か
ら
余
り
に
も

隔
た
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
行
き
着
く
先
が
最
後
の
第
十
章
偈
頌
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
八
八
四
偈
の
う
ち
僅
か
二
一
九

偈
が
本
文
全
体
の
四
二
〇
偈
の
な
か
に
同
じ
か
よ
く
似
た
形
の
も
の
と
対
応
す
る
だ
け
で
、
残
り
の
大
部
分
は
こ
の
経
と
は

無
関
係
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
従
来
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
で
『
入
楞
伽
経
』
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
は
、
実
に
こ
の
形
の

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
『
入
楞
伽
経
』
と
は
異
な
り
、『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
が
パ
ー
リ
本
『
宝
経
』
を
換
骨
奪
胎

し
た
全
く
新
し
い
方
向
を
指
し
示
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ッ
ダ
が
ラ
ン
カ
ー
の
地
に
姿
を
現
し
て
マ

ハ
ー
マ
テ
ィ
た
ち
と
大
乗
の
真
理
を
究
明
し
た
と
し
て
歴
史
上
あ
り
え
な
い
問
答
が
展
開
さ
れ
る
が
、
幽
鬼
や
悪
鬼
へ
の
言

及
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
そ
の
漢
訳
が
『
宝
経
』
の
名
を
残
す
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
経
の
副
題

「
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の
核
心
」
が
示
す
よ
う
に
、
歴
史
上
の
ブ
ッ
ダ
、
ダ
ン
マ
、
サ
ン
ガ
の
意
義
を
根
源
的
に
深
め

て
そ
の
特
殊
性
を
超
出
す
る
一
切
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の
核
心
（
仏
語
心
）
と
し
て
、
真
に
普
遍
的
な
大
乗
の
三
宝
の
意
義
を

示
し
た
と
自
負
す
る
か
ら
だ
と
私
は
考
え
る
。
実
際
こ
の
四
巻
本
は
、
イ
ン
ド
仏
教
史
の
な
か
で
ブ
ッ
ダ
・
シ
ャ
カ
ム
ニ
の

滅
後
の
仏
教
者
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
求
め
て
、
中
観
と
ヨ
ー
ガ
唯
識
と
の
二
つ
の
潮
流
を
真
に
一
体
と
し
た
大
乗
仏
教
思

想
を
、
し
か
も
上
座
部
の
伝
灯
の
地
の
人
々
の
深
い
共
鳴
を
得
て
表
明
し
た
、
類
稀
な
記
録
と
言
っ
て
よ
い
。「
宝
経
」
の

文
字
は
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
経
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　『入
中
論
』
が
引
用
す
る
『
楞
伽
経
』

【
テ
キ
ス
ト
】

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
『
入
中
論
』『
入
中
論
註
』（
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
中
観
部
7
、
世
界
聖
典

刊
行
協
会
、
東
京
、
一
九
七
八
年
）
第
6
章
。

【
参
考
文
献
】

山
口
益
著
『
佛
教
に
於
け
る
無
と
有
と
の
對
論
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
二
年
、
第
二
部
第
二
門
、
一　

附
論
⑴
⑵
。

『
小
川
一
乗
仏
教
思
想
論
集
』
第
三
巻　

中
観
思
想
論
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
。
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七
世
紀
イ
ン
ド
の
仏
教
学
者
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
そ
の
著
書
『
入
中
論
』
自
注
で
『
楞
伽
経
』
に
た
び
た
び
言

及
し
、
そ
の
思
想
を
批
判
し
た
こ
と
を
私
は
、
山
口
益
先
生
の
名
著
『
佛
教
に
於
け
る
無
と
有
と
の
對
論
』
で
知
り
、『
楞

伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
梵
文
復
元
と
そ
の
現
代
語
訳
と
の
作
業
が
一
段
落
し
た
あ
と
、
手
元
の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
デ
ル
ゲ
版
で

第
六
章
の
初
め
一
〇
〇
偈
ま
で
の
間
の
自
注
に
『
楞
伽
経
』
に
言
及
す
る
九
箇
所
を
見
つ
け
、
そ
の
一
々
を
調
べ
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
取
り
上
げ
た
テ
キ
ス
ト
は
当
然
な
が
ら
十
巻
本
『
入
楞
伽
経
』
で
あ
り
、
偈
頌
品

か
ら
引
用
す
る
偈
は
本
体
の
一
部
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
こ
の
経
が
言
及
す
る
「
唯
心
」、「
ア
ー
ラ
ヤ

識
」、「
如
来
蔵
」
な
ど
を
取
り
上
げ
る
姿
勢
は
妥
当
性
を
欠
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
結
局
、
使

用
し
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
一
貫
し
た
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

⑴
第
六
章
第
3
偈
下
（
245ａ
）

「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
も
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
尊
者
ご
本
人
に
つ
い
て
の
経
典
に
よ
る
評
価
が
誤
り
な
く
正
し
い
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
経
典
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
聖
入
楞
伽
』
に
よ
れ
ば
［
南
部
地

方
に
人
々
に
尊
敬
さ
れ
た
高
名
な
ナ
ー
ガ
と
い
う
名
の
出
家
者
が
現
れ
、
有
と
無
と
へ
の
捉
わ
れ
を
破
り
、
私
が
提
供
す
る

悟
り
の
道
で
あ
る
無
上
大
乗
を
人
々
に
教
え
、
自
ら
ボ
サ
ツ
の
歓
喜
地
に
達
し
て
、（
ア
ミ
タ
ー
バ
・
ブ
ッ
ダ
の
）
安
楽
世
界

に
往
生
す
る
だ
ろ
う
］
と
説
か
れ
て
い
る
。」

文
中
の
「
ナ
ー
ガ
」
は
、
十
巻
本
漢
訳
で
は
「
龍
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
予
言
は
、

経
本
体
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

⑵
同
第
42
偈
下
（
261
ｂ
）

「
も
し
も
そ
の
よ
う
に
世
尊
が
諸
々
の
業
と
そ
の
果
と
の
間
の
関
係
は
思
議
で
き
な
い
も
の
だ
と
確
立
さ
れ
て
い
る
の
だ
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と
す
れ
ば
、
一
方
で
例
え
ば
『
聖
楞
伽
』
な
ど
の
諸
経
に
よ
れ
ば
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
無
限
に
諸
現
象
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
特
性
を
も
ち
、
根
本
の
種
子
か
ら
海
原
に
生
ず
る
波
濤
の
よ
う
に
一
切
の
事
物
を
生
ず
る
因
だ
と
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は

完
全
に
発
生
論
で
は
な
い
か
、
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
教
え
方
を
し
、
教
え
を
受
け
る
も
の
に

対
し
て
そ
れ
が
存
在
す
る
と
教
え
る
か
ら
だ
が
、
実
は
す
べ
て
の
事
物
の
自
性
へ
の
捉
わ
れ
に
対
し
て
、
空
性
こ
そ
は
ア
ー

ラ
ヤ
識
の
語
で
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
知
る
べ
き
だ
。」

『
入
楞
伽
経
』
第
二
章
、「
百
八
句
」
の
あ
と
に
「
識
の
生
住
滅
に
二
種
あ
る
、
相
の
生
住
滅
と
不
断
の
生
住
滅
と
で
あ

る
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
「
相
の
滅
」
は
業
の
滅
、「
不
断
の
滅
」
は
、
説
明
が
な
い
が
、
滅
も
な
い
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
滅
が
あ
れ
ば
不
断
の
滅
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
業
は
滅
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

ア
ー
ラ
ヤ
識
に
滅
は
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
場
合
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
業
と
一
体
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
は
な
く
識
の
本
来
の
あ
り
方

だ
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
『
入
楞
伽
経
』
第
六
章
に
「
如
来
蔵
と
呼
ば
れ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
要
約
し
て
言
え
ば
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
は
目
覚
め
て
い
な
い
本
来
の
覚
で
あ
る
。
目
覚
め
て
い
る
人
、
ブ
ッ
ダ
・
如
来

に
は
、
目
覚
め
て
い
な
い
人
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
本
来
の
覚
と
し
て
現
前
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、

「
如
来
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
に
等
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
三
段
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
に
、「
一
切
の
現
象
の
刹
那

性
と
非
刹
那
性
」
を
論
ず
る
箇
所
が
あ
り
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
意
に
伴
わ
れ
て
生
滅
す
る
諸
識
の
習
慣
性
を
持
つ
と
き
は
刹
那

的
だ
が
、
無
漏
の
習
慣
性
を
持
つ
と
き
は
非
刹
那
的
だ
、
と
言
う
。『
入
中
論
』
が
『
入
楞
伽
経
』
の
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ラ

ヤ
識
観
に
理
解
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
た
だ
後
者
の
第
六
章
は
テ
キ
ス
ト
の
乱
れ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー

ル
テ
ィ
な
ら
ず
と
も
、
そ
こ
か
ら
正
確
な
理
解
は
得
が
た
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

⑶
・
⑷
第
68
偈
下
（
270ａ
）

「［
諸
ブ
ッ
ダ
が
ど
こ
で
あ
れ
存
在
を
有
だ
と
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。（
68
偈
後
半
）］
例
え
ば
、［
三
界
は
現
れ
た
こ
と
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を
知
ら
せ
る
だ
け
の
も
の
、
事
象
は
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
。
現
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
事
象
を
、
思
弁
家
た
ち
は

存
在
と
思
い
込
む
こ
と
だ
ろ
う
。（『
入
楞
伽
経
』
三
、
第
52
偈
）］［
も
の
の
自
体
も
な
く
自
ら
を
表
し
示
す
も
の
も
な
く
現

実
の
事
象
も
な
く
ア
ー
ラ
ヤ
も
な
い
―
実
に
こ
れ
ら
は
無
知
者
が
妄
想
す
る
と
こ
ろ
、
屍
骸
の
よ
う
な
悪
思
弁
家
た
ち
が
。

（
同
三
、
第
48
偈
）］
と
説
か
れ
て
い
る
。
一
つ
の
も
の
に
別
の
も
の
が
な
い
と
い
う
相
互
関
係
上
の
空
性
に
よ
っ
て
無
を
説

く
こ
と
は
理
に
適
う
も
の
で
は
な
い
。［
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
よ
、
一
つ
の
も
の
に
別
の
も
の
が
な
い
と
い
う
相
互
関
係
上
の
空

性
は
空
性
の
す
べ
て
の
理
解
の
仕
方
の
う
ち
で
は
最
低
の
も
の
で
す
。（
同
一
末
近
く
、
七
種
の
空
性
の
説
明
の
最
後
）］
と

経
典
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
牛
は
、
馬
で
は
な
い
か
ら
、
い
な
い
の
だ
と
言
う
こ
と
は
理
に
も
適
っ
て
い
な

い
。
牛
は
牛
そ
の
も
の
と
し
て
は
い
る
か
ら
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

こ
こ
に
『
入
楞
伽
経
』
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
屍
骸
の
よ
う
な
悪
思
弁
家
た
ち
が
」「
ア
ー
ラ
ヤ
」
を
否
定
す

る
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
経
の
説
者
で
あ
る
世
尊
の
考
え
を
支
持
す
る
た
め
に
、
思
弁
家

が
依
用
す
る
否
定
は
理
に
適
っ
て
い
な
い
と
し
て
、「
相
互
関
係
上
の
空
性
」
な
ど
と
い
う
概
念
を
引
用
す
る
な
ど
、
気
を

遣
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、
漢
訳
四
巻
本
の
方
は
、「
ア
ー
ラ
ヤ
」
で
は
な
く
「
相
続
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑸
第
76
偈
下
（
274ａ
）

「『
聖
入
楞
伽
』
に
も
［
刀
が
自
分
の
刃
を
切
る
こ
と
を
せ
ず
指
は
指
先
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
心
が
自
分
を
知
る
こ
と

が
な
い
の
も
、
同
じ
で
す
（
偈
頌
品
第
568
偈
）］
と
言
わ
れ
て
い
る
。」

経
の
本
体
に
こ
の
偈
は
な
い
。

⑹
第
85
偈
下
（
277ａ
）

「『
入
楞
伽
経
』
の
（
二
、
第
139
、
十
、
第
133
）
偈
に
言
う
、［
個
人
存
在
、
生
命
の
相
続
、
諸
蘊
、
極
微
、
創
造
の
女
性
原

理
、
自
在
神
、
創
造
者
は
、
心
に
他
な
ら
な
い
も
の
が
さ
よ
う
に
分
別
さ
れ
た
だ
け
］。」
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「（
第
89
偈
直
前
、
279
ｂ
）
心
に
他
な
ら
な
い
と
説
か
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
心
だ
け
と
い
う
こ
と
が
優
先
事
項
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
か
ら
だ
が
、
こ
の
経
が
形
の
あ
る
も
の
の
無
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で

は
絶
対
に
な
い
の
だ
。」

⑺
第
93
偈
下
（
280
ｂ
）

「
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
別
の
経
典
で
は
心
だ
け
が
有
だ
と
決
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
（『
入
楞
伽
経
』
三
、
第
33
偈
、

十
、
第
487
偈
）［
見
ら
れ
る
も
の
は
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
心
が
種
々
の
も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
。
身
体
、
持
ち
物
、

居
所
は
唯
心
だ
と
私
は
言
う
］
と
。」

⑻
（
第
94
偈
）［
見
ら
れ
る
も
の
は
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
心
が
種
々
の
も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
、
と
説
か
れ
て

い
る
］、
こ
の
こ
と
の
意
図
は
こ
う
だ
、［
形
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
余
り
に
も
執
着
す
る
も
の
た
ち
に
お
い
て
形
あ
る
も
の

は
悪
だ
と
す
る
、
こ
れ
は
そ
の
意
義
が
未
決
定
の
立
場
だ
］。
…
…
こ
の
経
典
は
意
義
が
決
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
了
義
の
経

で
は
な
い
、
と
知
ら
れ
る
べ
き
だ
。」（
山
口
二
一
八
～
二
二
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
右
⑺
引
用
第
33
偈
を
見
て
こ
の
経
典
は
不
了
義
だ
と
判
定
す
る
際
に
、
一
連
の
次
の
二

偈
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
合
点
の
行
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
入
楞
伽
経
』
三
、
第
29
偈
（
十
、
第
483
偈
）「
す
べ
て
の
固
定
し
た
見
解
を
転
じ
、
妄
想
の
対
象
と
そ
れ
の
妄
想
と
を
離

れ
、
無
得
、
そ
し
て
無
生
を
私
は
唯
心
と
説
く
。」

同
、
第
30
偈
（
十
、
第
484
偈
）「
存
在
で
な
く
、
非
存
在
で
な
く
、
存
在
と
非
存
在
と
を
離
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
の

心
の
解
脱
し
て
あ
る
こ
と
を
私
は
唯
心
と
説
く
。」

右
の
二
偈
は
、
経
本
体
で
も
偈
頌
品
で
も
、
⑺
に
引
用
さ
れ
た
偈
よ
り
二
偈
あ
と
に
来
る
も
の
だ
が
、
見
な
か
っ
た
か
。

⑼
第
95
偈
下
（
281ａ
～
282ａ
）
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こ
こ
に
は
、
⑹
引
用
『
入
楞
伽
経
』
二
、
第
139
偈
前
の
「
如
来
の
母
胎
と
い
う
教
説
は
異
教
の
自
我
論
と
同
類
で
は
な

い
」
と
い
う
一
段
の
ほ
ぼ
全
文
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
本
経
は
不
了
義
だ
と
判
定
す
る
。
こ
れ
は
『
如
来

蔵
経
』
の
教
説
に
つ
い
て
こ
れ
を
如
来
の
方
便
説
と
す
る
本
経
の
立
場
を
闡
明
す
る
も
の
だ
が
、
本
経
は
さ
ら
に
第
六
章
冒

頭
、
第
1
～
4
偈
で
結
ば
れ
る
一
段
「
如
来
の
母
胎
だ
と
も
言
わ
れ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
」
で
本
経
の
立
場
を
紹
介
し
、
最
後
に

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
経
』（
グ
ナ
バ
ド
ラ
漢
訳
）
も
本
経
に
先
行
す
る
教
説
だ
と
説
明
す
る
。『
入
中
論
』
に
は
、
本

経
の
こ
の
重
要
な
一
段
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
な
い
。

『
入
中
論
』
第
一
～
五
章
に
本
経
へ
の
言
及
は
な
い
。
第
六
章
第
100
偈
か
ら
あ
と
、
第
十
章
ま
で
を
私
は
未
読
だ
が
、
第

六
章
の
以
上
九
箇
所
で
の
言
及
の
さ
れ
方
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
こ
の
著
者
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
本
経
に
対
す
る
姿

勢
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
姿
勢
の
由
来
の
大
半
を
私
は
、
十
巻
本
『
入
楞
伽
経
』
の
テ
キ

ス
ト
の
不
備
に
あ
る
と
見
た
い
。

結
び

中
国
禅
宗
の
第
二
祖
慧
可
が
十
巻
本
で
は
な
く
四
巻
本
『
楞
伽
経
』
を
護
持
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
第
五
祖
弘
忍
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
牛
頭
法
融
（
五
九
四
～
六
五
七
）
の
著
作
と
さ
れ
る
『
絶
観
論
』
は
そ
の
短
い
テ
キ

ス
ト
の
な
か
に
し
っ
か
り
と
『
楞
伽
経
』
の
用
語
を
引
用
す
る
が
、
源
は
十
巻
本
で
は
な
く
四
巻
本
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て

「
不
生
不
滅
が
ブ
ッ
ダ
」
だ
と
す
る
こ
の
経
の
基
本
的
な
立
場
が
こ
の
論
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
経
の
第
一
章
の
初
め
に

マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
が
ブ
ッ
ダ
に
促
さ
れ
て
提
起
す
る
百
八
問
は
、
こ
の
論
で
極
め
て
現
実
的
、
具
体
的
な
答
え
を
導
き
出
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
真
に
禅
的
見
解
と
言
っ
て
よ
い
も
の
が
、
実
に
見
事
な
仕
方
で
入
理
先
生
と
縁
門
と
い
う
師
弟
の
間
の
問



97

宝経としての『楞伽経』

答
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』
の
禅
的
展
開
、
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
、
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
上
に
見
た
よ
う
に
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
場
合
を
考
慮
す
れ
ば
、
自
明
の
事
柄
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
他
方
、
こ
れ
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
が
「
宝
経
」
と
し
て
中
国
の
禅
者
た
ち
に
重
視
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
日
）
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臨濟義玄禪師の禪思想

臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想

衣
川

　賢
次

一
．
資
料

臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想
を
考
え
る
さ
い
の
資
料
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
？ 

現
在
に
傳
わ
る
『
臨
濟
錄
』
に
は
ふ
た

つ
の
系
統
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
『
四
家
錄
』
の
系
統
で
、
馬
祖
・
百
丈
・
黃
檗
・
臨
濟
の
四
家
の
語
錄
を
一
書
に
編
纂
し
た

集
成
。『
天
聖
廣
燈
錄
』（
一
〇
三
六
）
に
收
錄
さ
れ
、
の
ち
黃
龍
慧
南
の
校
訂
を
經
て
、
楊
傑
の
序
（
一
〇
八
五
）
を
附
し
、

明
版
『
四
家
錄
』（
師
啓
跋
［
一
三
六
三
］）
に
受
け
繼
が
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
黃
龍
慧
南
校
訂
本
を
さ
ら
に
圓
覺
宗
演
が
再

編
し
、
馬
防
の
序
（
一
一
二
〇
）
を
附
し
た
テ
ク
ス
ト
が
『
續
開
古
尊
宿
語
要
』（
一
二
三
八
）
に
收
錄
さ
れ
、
さ
ら
に
『
古
尊

宿
語
錄
』（
一
二
六
七
）
に
引
き
繼
が
れ
、
こ
の
臨
濟
部
分
が
元
大
德
二
年
（
一
二
九
八
）
刊
本
と
し
て
單
行
化
さ
れ
、
日
本

の
五
山
版
（
元
應
二
年
版
［
一
三
二
〇
］、
永
享
九
年
版
［
一
四
三
七
，
大
正
藏
所
收
］）
が
刊
行
さ
れ
た
。
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明版
『古尊宿語錄』

『四家語錄』
明版、慶安版

（北宋初單行本）

（四家錄）

『續開古尊宿語要』
［1238］

『天聖廣灯錄』
［1036］

（黃龍校訂『四家錄』）
楊傑序

［1085］

『四家錄』
師啓跋［1363］

南京圖書館藏明版

（宗演重開本）
馬防序［1120］

元應版［1320］
永享版［1437］

『古尊宿語錄』
［1267］

元大德刊本
［1298］
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上
揭
は
『
臨
濟
錄
』
版
本
の
系
統
圖
で
あ
る
（
括
弧
內
は
現
存
し
な
い
版
本
）。

つ
ま
り
四
家
錄
と
古
尊
宿
の
ふ
た
つ
の
系
統
が
あ
る
。
後
者
は
圓
覺
宗
演
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
と
き
、
編
成
に
も
字
句

に
も
改
變
が
加
え
ら
れ
、宋
代
資
料
に
よ
る
增
補
が
あ
る
か
ら
、前
者
の
も
っ
と
も
古
い
形
態
を
存
す
る
『
天
聖
廣
燈
錄
』
を

も
っ
て
基
本
資
料
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
「
示
衆
」
は
『
臨
濟
錄
』
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、こ
の
部
分
は
唐
代
末
期
か
ら
五
代
（
一
〇
世
紀
後
半
）、す

な
わ
ち
臨
濟
禪
師
圓
寂
（
咸
通
七
年
、
八
六
六
）
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
後
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

⑴
。「
示
衆
」
以

外
の
部
分
（
圓
覺
宗
演
再
編
本
に
分
類
さ
れ
た
「
上
堂
」、「
勘
辨
」、「
行
錄
」
に
相
當
す
る
部
分
）
は
成
立
が
遲
く
、
し
た

が
っ
て
後
代
の
思
想
を
混
入
し
て
い
る
可
能
性
を
含
む
の
に
對
し
て
、「
示
衆
」
は
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
こ

れ
を
も
と
に
「
臨
濟
義
玄
禪
師
の
禪
思
想
」
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑵
。

二
．
臨
濟
の
示
衆

臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
は
河
北
鎭
州
臨
濟
院
に
お
い
て
、
各
地
か
ら
來
參
し
た
行
脚
僧
に
向
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
說
法
の

集
錄
で
あ
る
。
鎭
州
は
當
時
五
臺
山
進
香
道
の
東
ル
ー
ト
の
起
點
に
あ
た
り

⑶
、日
本
僧
圓
仁
が
記
錄
し
て
い
る
よ
う
に
、一

般
の
參
詣
者
と
と
も
に
行
脚
の
禪
僧
が
隊
を
成
し
て
こ
の
衜
を
通
っ
て
五
臺
山
へ
と
巡
禮
し

⑷
、
途
中
お
そ
ら
く
臨
濟
院
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鎭
州
城
外
東
南
（
の
ち
城
內
に
移
転
し
た
）
の
臨
濟
院
は
小
院
で
あ
り
、「
示
衆
」
と
言

わ
れ
る
說
法
は
主
に
こ
う
し
た
行
脚
僧
が
對
象
で
あ
っ
た
か
ら
、
し
ぜ
ん
求
法
行
脚
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
は
行
脚
僧
に
「
眞
正
の
見
解
」（
正
し
い
考
え
か
た
）
を
持
つ
こ
と
を
要
求
し
、「
眞
正
の
見
解
」
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と
は
な
ん
で
あ
る
か
を
繰
り
か
え
し
說
い
て
い
る
。「
示
衆
」
の
冒
頭
第
一
段
に
そ
の
要
點
が
盡
く
さ
れ
て
い
る
。

師
示
衆
云

：「
今
時
學
佛
法
者
，
且
要
求
眞
正
見
解
。
若
得
眞
正
見
解
，
生
死
不
染
，
去
住
自
由
；
不
要
求
殊
勝
，
殊

勝
自
至
。
道
流
！ 

秖
如
自
古
先
德
，
皆
有
出
人
底
路
。
如
山
僧
指
示
人
處
，
秖
是
要
你
不
受
人
惑
，
要
用
便
用
，
更
莫

遲
疑
！ 
如
今
學
者
不
得
，
病
在
甚
處
？ 

病
在
不
自
信
處
。
你
若
自
信
不
及
，
卽
便
忙
忙
地
徇
一
切
境
轉
，
被
他
萬
境
迴

換
，
不
得
自
由
。
你
若
能
歇
得
念
念
馳
求
心
，
便
與
祖
佛
不
別
。
你
欲
得
識
祖
佛
麼
？
秖
你
面
前
聽
法
底
是
。
學
人
信
不

及
，
便
向
外
馳
求
。
設
求
得
者
，
皆
是
文
字
名
相
，
終
不
得
他
活
祖
意
。
莫
錯
！ 

禪
德
。
此
時
不
遇
，
萬
劫
千
生
，
輪
迴

三
界
，
徇
好
惡
境
掇
去
驢
牛
肚
裏
生
。
道
流
！ 

約
山
僧
見
處
，
與
釋
迦
不
別
。
每
日
多
般
用
處
，
欠
少
什
麼
？ 

六
衜
神

光
，
未
曾
間
歇
。
若
能
如
是
見
得
，
秖
是
一
生
無
事
人
。」

師
は
大
衆
に
向
っ
て
言
っ
た
、「
い
ま
佛
法
を
學
ぼ
う
と
す
る
者
は
、
と
り
あ
え
ず
、
正
し
い
考
え
か
た
を
求
め
な
く

て
は
な
ら
ぬ
。
正
し
い
考
え
か
た
を
身
に
つ
け
た
な
ら
、輪
廻
に
も
陷
ら
ず
、行
く
も
留
ま
る
も
み
づ
か
ら
決
め
る
。
解

脫
を
求
め
な
く
と
も
、
解
脫
は
ひ
と
り
で
に
わ
が
も
の
と
な
る
。
諸
君
！ 

古
來
の
先
覺
が
た
は
、
み
な
す
ぐ
れ
た
方
便

を
わ
き
ま
え
て
お
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
わ
た
し
が
忠
告
し
て
や
れ
る
の
は
た
だ
、
き
み
た
ち
は
人
に
騙
さ
れ
る
な
、
と

い
う
こ
と
だ
け
だ
。
忠
告
に
從
う
な
ら
、從
う
が
よ
い
。
迷
っ
た
り
し
て
い
て
は
だ
め
だ
。
い
ま
の
修
行
者
の
缺
點
は
、

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
か
？ 

原
因
は
自
己
を
信
じ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
き
み
た
ち
が
自
己
を
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、幻

覺
の
ま
ま
に
あ
た
ふ
た
と
運
ば
れ
、
よ
ろ
づ
の
場
面
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
、
自
由
に
な
れ
な
い
の
だ
。
き
み
た
ち
が
絕

え
ず
求
め
ま
わ
る
、
そ
の
心
を
終
熄
で
き
た
な
ら
、
そ
の
と
き
こ
そ
逹
磨
や
佛
陀
と
同
じ
な
の
だ
。
き
み
た
ち
は
逹
磨

が
ど
ん
な
人
な
の
か
、
知
り
た
い
と
思
う
か
？ 

今
わ
た
し
の
面
前
で
說
法
を
聽
い
て
い
る
き
み
た
ち
こ
そ
、
そ
れ
な
の
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だ
。
き
み
た
ち
自
身
が
自
己
を
信
じ
き
れ
な
い
か
ら
、
外
に
求
め
ま
わ
る
の
だ
。
外
に
求
め
て
、
た
と
い
得
ら
れ
た
と

し
て
も
、
み
な
文
字
や
言
葉
ば
か
り
で
、
け
っ
し
て
活
き
た
逹
磨
の
思
想
で
は
な
い
。
考
え
違
い
を
し
て
は
な
ら
ぬ
！ 

禪
師
が
た
よ
！ 

今こ
ん

生じ
ょ
うに

善
知
識
に
遇
わ
な
け
れ
ば
、
永
遠
に
三
界
を
輪
廻
し
、
臨
終
に
現
れ
る
好
ま
し
き
境
界
、
お
ぞ

ま
し
き
境
界
の
ま
ま
に
、
驢
馬
や
牛
の
腹
に
入
っ
て
轉
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
諸
君
！ 

わ
た
し
の
見
か
た
に
據
れ
ば
、

諸
君
は
釋
迦
と
何
の
違
い
も
な
い
の
だ
。
每
日
の
種
々
の
行
な
い
に
、
何
の
缺
け
た
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。
き
み
た

ち
の
六
根
が
放
つ
く
す
し
き
光
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
射
し
つ
づ
け
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
諸
君
は
た
だ
一
生
無
事
の
人
で
あ
る
。」

臨
濟
禪
師
は
言
う
、「
眞
正
の
見
解
」
を
持
つ
こ
と
が
解
脫
で
あ
る
。「
眞
正
の
見
解
」
と
は
な
に
か
？ 

今
わ
が
目
の
前
で

說
法
を
聽
い
て
い
る
き
み
た
ち
こ
そ
が
祖
師
・
佛
陀
と
變
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

求
め
て
行
脚
す
る
こ
と
の
な
い
無
事
の
人
と
な
る
の
だ
、
と
。

三
．
理
論
―
―
馬
祖
の
革
新

臨
濟
禪
師
が
か
く
言
う
理
論
的
根
據
は
馬
祖
禪
の
考
え
か
た
に
あ
る
。
中
唐
の
馬
祖
衜
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
は
「
卽
心

是
佛
」、「
性
在
作
用
」
を
說
い
た
。「
佛
性
は
わ
が
心
に
あ
り
、
そ
れ
は
わ
が
行
爲
に
發
揮
さ
れ
る
」
と
い
う
佛
性
論
で
あ

る
。
傳
統
的
な
佛
敎
學
で
は
、
佛
性
は
人
人
具
有
で
は
あ
っ
て
も
、
煩
惱
の
雲
に
覆
わ
れ
て
發
揮
さ
れ
ぬ
ゆ
え
に
、
繁
多
な

戒
律
に
依
る
煩
惱
對
治
、
厖
大
な
經
論
の
學
修
、
長
期
に
わ
た
る
修
行
、
そ
の
果
て
に
佛
陀
の
悟
り
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
は
幾
世
に
も
わ
た
っ
て
輪
廻
轉
生
を
繰
り
か
え
し
、
そ
の
果
て
に
最
終
解
脫
を
得
る
と
い
う
イ
ン
ド
人
の
思
想
で
あ
る

が
、
中
國
人
の
馬
祖
は
こ
の
よ
う
な
迂
遠
な
考
え
か
た
に
は
耐
え
ら
れ
ず
、
孔
子
の
「
衜
は
人
に
遠
か
ら
ず
」（『
禮
記
』
中
庸

篇
）
に
據
っ
て
、「
佛
は
人
に
遠
か
ら
ず
」、「
衜
は
衆
生
を
離
れ
ず
」
で
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る

⑸
。

嘗
曰

：「
佛
不
遠
人
，
卽
心
而
證
。
法
無
所
攝
，
觸
境
皆
如
。
豈
在
多
岐
，
以
泥
學
者
？
故
夸
父
、
喫
詬
，
求
之
愈
疎
，

而
金
剛
醍
醐
，
正
在
方
寸
。」（
權
德
輿
「
洪
州
開
元
寺
石
門
衜
一
禪
師
塔
銘
并
序
」）
⑹

か
つ
て
わ
た
く
し
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
、「
佛
は
人
と
離
れ
た
存
在
な
の
で
は
な
い
。
わ
が
心
に
お
い
て
こ
そ

佛
な
る
こ
と
を
悟
る
の
だ
。
し
か
し
心
と
い
う
法
は
坐
禪
を
修
し
て
治
め
る
も
の
で
は
な
い
。
對
象
に
觸
れ
た
と
き
實

相
と
し
て
現
れ
る
の
だ
。
多
く
の
修
行
法
を
設
定
し
て
、
修
行
者
を
煩
わ
せ
る
必
要
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
夸か

父ほ

や
喫か

い

詬こ
う

は
追
い
求
め
て
、
ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
た
の
だ
。
だ
が
金
剛
と
醍
醐
は
、
ま
さ
し
く
わ
が
心
に
あ
る
の
で
あ

る
」
と
。

若
說
如
來
權
敎
三
藏
，
河
沙
劫
說
不
可
盡
，
猶
如
鉤
鏁
亦
不
斷
絕
；
若
悟
聖
心
，
總
無
餘
事
。（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
洪

州
馬
祖
衜
一
大
寂
禪
師
章
）
⑺

い
ま
如
來
が
假
り
の
方
便
と
し
て
說
い
た
敎
え
に
つ
い
て
話
す
な
ら
、
永
劫
に
話
し
續
け
て
も
終
わ
ら
な
い
。
ま
る

で
罪
人
の
鎻
の
拘
束
が
斷
ち
切
れ
ぬ
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
如
來
の
心
を
悟
る
な
ら
ば
、
一
擧
に
決
著
が
つ
く
。
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非
離
眞
而
有
，
立
處
卽
眞
，
立
處
盡
是
自
家
體
。
若
不
然
者
，
更
是
何
人
！
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
江
西
大
寂
道
一

禪
師
語
）
⑻

人
は
眞
理
を
離
れ
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
い
ま
こ
こ
に
こ
そ
眞
理
が
あ
る
の
だ
。
い
ま
こ
こ
の
す
べ
て
が
自
己

の
本
體
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
わ
た
し
以
外
の
誰
に
そ
の
資
格
が
あ
る
と
い
う
の
だ
！

後
聞
洪
州
大
寂
禪
門
之
上
首
，
特
往
瞻
禮
。
業
身
逾
六
尺
，
屹
若
山
立
。
顧
必
凝
睇
，
聲
仵
洪
鐘
。
大
寂
一
見
異
之
，

笑
而
言
曰

：「
巍
巍
佛
堂
，
其
中
無
佛
。」
業
於
是
禮
跪
而
言
曰

：「
至
如
三
乘
文
學
，
粗
窮
其
旨
。
嘗
聞
禪
門
卽
心
是
佛
，

實
未
能
了
。」
大
寂
曰

：「
只
未
了
底
心
卽
是
，
別
物
更
無
。
不
了
時
卽
是
迷
，
若
了
卽
是
悟
；
迷
卽
衆
生
，
悟
卽
是
佛
；

衜
不
離
衆
生
，
豈
別
更
有
佛
！ 
亦
猶
手
作
拳
，
拳
全
手
也
。」
業
言
下
豁
然
開
悟
，
涕
淚
悲
泣
，
向
大
寂
曰

：「
本
謂
佛
衜

長
遠
，
勤
苦
曠
劫
，
方
始
得
成
。
今
日
始
知
，
法
身
實
相
，
本
自
具
足
，
一
切
萬
法
，
從
心
所
生
，
但
有
名
字
，
無
有
實

者
。」（『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
一
唐
汾
州
開
元
寺
無
業
傳
）
⑼

の
ち
洪
州
の
馬
祖
禪
師
が
禪
門
の
指
導
者
だ
と
聞
き
、
出
向
い
て
挨
拶
を
し
た
。
無
業
は
六
尺
の
巨
漢
、
馬
祖
の
前

に
出
る
と
、
ま
る
で
山
が
屹
立
し
た
よ
う
で
、
相
手
を
見
る
と
き
は
ギ
ロ
リ
と
凝
視
し
、
加
え
て
梵
鐘
の
ご
と
き
大
音

聲
。
馬
祖
は
一
見
し
て
大
器
だ
と
知
り
、
笑
っ
て
言
っ
た
、「
た
い
そ
う
立
派
な
伽
藍
だ
が
、
本
尊
が
お
留
守
だ
な
」。

無
業
は
か
し
こ
ま
っ
て
禮
拜
し
、
跪
い
て
、「
わ
た
く
し
、
佛
敎
の
學
問
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
窮
め
ま
し
た
。
禪
門
で
は

〈
卽
心
是
佛
〉
だ
と
承
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ぬ
」。
す
か
さ
ず
、
馬
祖
「
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
、

そ
の
心
こ
そ
が
そ
れ
だ
！ 

そ
れ
以
外
に
は
な
い
！ 

わ
か
ら
な
い
時
が
迷
い
だ
、
わ
か
っ
た
ら
悟
り
な
の
だ
。
迷
え
ば
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衆
生
、
悟
れ
ば
佛
だ
。
衜
は
衆
生
を
離
れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
衆
生
の
ほ
か
に
佛
が
あ
ろ
う
か
！ 

握
れ
ば
拳
、
開
け

ば
掌
じ
ゃ
な
い
か
。」
こ
れ
を
聽
く
や
、
無
業
は
豁
然
大
悟
し
た
。
涙
が
あ
ふ
れ
る
ま
ま
、
申
し
上
げ
た
、「
わ
た
く
し
、

佛
衜
と
い
う
も
の
は
長
く
遠
い
衜
の
り
、
無
限
の
苦
し
い
修
行
の
果
て
に
、
は
じ
め
て
成
衜
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
今
日
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
法
身
と
い
う
眞
實
相
は
も
と
も
と
わ
た
く
し
に
具
わ
っ
て
い
た
、
一
切
の

も
の
は
わ
が
心
よ
り
生
じ
、
そ
れ
は
名
辭
の
み
あ
っ
て
、
實
體
は
な
い
の
だ
、
と
」。

馬
祖
の
敎
說
の
う
ち
「
卽
心
是
佛
」
は
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、「
性
在
作
用
」（
作
用
卽
性
）
說
は
た
だ
ち
に
南
陽
慧
忠

（
？
～
七
七
五
）
の
反
撥
を
呼
び

⑽
、
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
危
惧
を
招
き

⑾
、
の
ち
の
宋
學
の
批
判
も
こ
の
點
に

集
中
し
て
い
る

⑿
。
し
か
し
こ
の
點
こ
そ
が
馬
祖
の
敎
說
の
新
し
さ
で
あ
り
、「
卽
心
是
佛
」
な
る
こ
と
を
人
が
感
得
す
る
方

法
な
の
で
あ
っ
た
。
禪
の
悟
り
「
卽
心
是
佛
」
は
い
か
に
し
て
わ
が
も
の
と
し
て
實
感
さ
れ
る
の
か
。「
性
在
作
用
」
―
―
見

聞
覺
知
の
日
常
の
營
爲
の
な
か
に
佛
性
は
發
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
事
態
で
あ
る
の
か
。
馬
祖
は
言

う
、

一
切
衆
生
，
從
無
量
劫
來
，
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
，
著
衣
喫
飯
，
言
談
祇
對
。
六
根
運
用
，
一
切
施
爲
，

盡
是
法
性
。
不
解
﨤
源
，
隨
名
逐
相
，
迷
情
妄
起
，
造
種
種
業
。
若
能
一
念
﨤
照
，
全
體
聖
心
。
汝
等
諸
人
，
各
逹
自
心
，

莫
記
吾
語
。（『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
）
⒀

す
べ
て
の
ひ
と
び
と
は
、
久
遠
の
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
法
性
三
昧
（
ひ
ら
か
れ
た
悟
り
の
世
界
）
か
ら
は
み
出
た

こ
と
は
な
い
。
つ
ね
に
法
性
三
昧
の
た
だ
中
で
服
を
著
け
、
飯
を
喰
ら
い
、
人
と
語
り
、
應
對
し
て
い
る
の
だ
。
六
根
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の
は
た
ら
き
、
あ
ら
ゆ
る
行
爲
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
法
性
に
適
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
根
源
に
立
ち
﨤
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
、
表
面
的
な
名
前
や
形
を
追
い
求
め
、
む
や
み
に
迷
い
を
起
こ
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
を
造
る
。
し
か

し
も
し
一
瞬
で
も
氣
づ
き
顧
み
た
な
ら
、
そ
の
と
た
ん
に
ま
る
ご
と
聖
人
の
心
で
あ
る
。
諸
君
よ
、
わ
た
し
の
言
葉
に

從
う
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
み
づ
か
ら
の
心
に
立
ち
至
る
の
だ
。

こ
の
「
一
切
衆
生
，
從
無
量
劫
來
，
不
出
法
性
三
昧
。
長
在
法
性
三
昧
中
，
著
衣
喫
飯
，
言
談
祇
對
」
と
い
う
說
の
背
後
に

も
、
中
國
人
ら
し
い
「
百

ひ
ゃ
く

姓せ
い

は
日
用
し
て
知
ら
ず
」（『
周
易
』
繫
辭
傳
上
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。「
す
べ
て

の
人
が
悟
り
の
た
だ
中
に
在
る
」
と
は
、
證
明
も
說
明
も
で
き
な
い
確
信
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
た
だ
「
一
念
に
﨤
照
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
こ
の
こ
と
わ
り
が
自
己
に
實
感
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
回
光
返
照
」
と
い
う
回
心
の
體
驗

を
要
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
に
お
け
る
こ
う
し
た
事
理
圓
融
し
た
世
界
の
實
現
を
、馬
祖
が
「
皆
な
心
の
迴
轉
に
由
る
」（『
景

德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
「
江
西
大
寂
衜
一
禪
師
示
衆
」）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、か
れ
じ
し
ん
に
そ
の
體
驗
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
一
念
に
返
照
」
し
て
「
自
心
に
逹
す
る
」、
そ
の
契
機
は
な
ん
で
あ
る
か
。
そ
れ
が
馬
祖
の
「
見

色
卽
是
見
心
」（
物
を
見
て
わ
が
心
を
知
る
）
と
い
う
悟
衜
の
方
法
で
あ
る
。

法
無
自
性
，
三
界
唯
心
。
經
云

：「
森
羅
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
。」
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色
故
心
；

色
不
自
色
，
因
心
故
色
。
故
經
云

：「
見
色
卽
是
見
心
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
，
大
正
藏
四
八
，
四
一
八
下
）
⒁

も
の
ご
と
に
は
不
變
の
實
體
は
な
い
。
世
界
內
の
存
在
は
た
だ
心
の
み
。
ゆ
え
に
經
に
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
現
象
は
、

心
が
現
出
し
た
も
の
」
と
い
う
。
ひ
と
に
見
え
る
も
の
は
、
み
な
心
の
現
出
と
し
て
見
え
る
の
だ
。
心
は
そ
れ
自
體
で
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心
な
の
で
は
な
く
、
物
に
對
し
て
は
じ
め
て
心
な
の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
體
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は

じ
め
て
物
な
の
で
あ
っ
て
、
兩
者
は
相
依
相
對
の
關
係
に
あ
る
。
ゆ
え
に
經
に
「
物
が
見
え
る
と
心
が
見
え
る
」
と
い

わ
れ
る
。

こ
こ
で
馬
祖
は
師
の
南
嶽
懷
讓
の
語
に
據
り
つ
つ
、「
見
色
卽
是
見
心
」
を
つ
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
見
色

卽
是
見
心
」
の
も
と
づ
く
經
典
は
未
詳
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
楞
伽
經
』
の
「
自
心
現
」、「
自
心
現
量
」
を
馬
祖
が
言
い

替
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。『
楞
伽
經
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

佛
告
大
慧

：「
如
是
。
凡
夫
惡
見
所
噬
，
外
道
智
慧
，
不
知
如
夢
，
自
心
現
量
，
依
於
一
異
、
俱
不
俱
、
有
無
非
有
非

無
、
常
無
常
見
。
譬
如
畫
像
，
不
高
不
下
，
而
彼
凡
愚
，
作
高
下
想
。」（『
楞
伽
阿
跋
多
羅
寶
經
』
卷
二
〈
一
切
佛
語
心
品
〉，

大
正
藏
一
六
，
四
九
一
上
）

佛
は
大
慧
に
告
げ
た
、「
そ
の
と
お
り
だ
。
凡
夫
は
誤
っ
た
見
か
た
に
執
わ
れ
て
、
外
道
の
淺
は
か
な
智
慧
の
よ
う

に
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
は
知
ら
ず
、
自
分
の
心
が
現
出
し
た
も
の
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
判
斷
を
す
る
の
だ
。
例

え
ば
繪
に
描
か
れ
た
像
は
平
面
で
高
低
は
な
い
が
、
凡
夫
愚
夫
は
見
て
高
低
が
あ
る
と
思
い
こ
む
よ
う
な
も
の
だ
。」

こ
れ
は
人
が
い
か
に
認
識
を
誤
る
か
と
い
う
說
で
あ
る
。『
楞
伽
經
』
の
「
自
心
現
量
說
」
は
「
自
心
が
妄
想
に
よ
っ
て
あ

り
も
し
な
い
幻
想
を
現
出
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
幻
想
を
實
體
視
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
抱
く
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を

譬
喩
（
陽
炎
・
乾
闥
婆
城
・
夢
・
畫
像
・
垂
髮
・
火
輪
・
水
泡
・
樹
影
な
ど
）
に
よ
っ
て
說
明
す
る
の
で
あ
る
。『
楞
伽
經
』
の
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唯
識
說
は
「
も
の
を
見
る
と
か
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
認
識
論
的
に
い
え
ば
、
對
象
そ
の
も
の
を
見
、
知
る
と
い
う
よ
り
は
、

對
象
に
つ
い
て
の
像
を
心
內
に
作
り
、
そ
れ
を
見
、
知
る
の
で
あ
る
。
…
…
す
べ
て
の
存
在
（
わ
れ
わ
れ
が
客
觀
的
實
在
と

思
っ
て
い
る
も
の
）
は
、
實
は
心
內
に
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
心
が
現
し
出
し
た
像
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
見
て
、そ
れ
に
執
わ
れ
て
い
る
の
だ
」（
高
崎
直
道
）
⒂

と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
自
心
現
量
」
と
い
う
心
の

習
性
は
『
楞
伽
經
』
に
お
い
て
は
自
明
の
理
な
の
で
あ
っ
て
、
證
明
の
必
要
の
な
い
前
提
と
し
て
繰
り
か
え
し
說
か
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

こ
の
心
の
習
性
と
し
て
の
「
自
心
現
量
」
は
た
し
か
に
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う
定
言
の
背
景
を
な
す
も
の
で
は
あ
ろ

う
が
、兩
者
は
じ
つ
は
相
反
す
る
立
場
か
ら
言
わ
れ
た
言
說
な
の
で
あ
る
。外
界
は
自
心
の
現
出
だ
と
い
う
唯
識
說
に
と
も
に

依
據
し
な
が
ら
、「
自
心
現
量
」
は
人
が
外
界
を
實
體
視
し
て
認
識
を
誤
る
否
定
的
な
心
の
習
性
を
言
う
の
に
對
し
て
、「
見

色
卽
是
見
心
」
は
逆
に
外
界
を
見
る
わ
が
心
を
再
發
見
し
て
、
そ
こ
に
佛
心
の
作
用
を
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
肯
定
的
に
か

く
あ
る
べ
し
と
い
う
テ
ー
ゼ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

馬
祖
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
み
な
覺
醒
し
た
世
界
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
常
の
生
活
の
裡
に
自
足
し
て
お
れ
ば

よ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
う
え
更
に
「
佛
法
」
を
學
び
、「
修
行
」
を
し
、「
坐
禪
」
を
し
て
「
悟
り
」
を
求
め
る
必
要
は
ま
っ

た
く
な
い
、
外
に
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
む
し
ろ
清
淨
心
を
汚
す
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
。
馬
祖
は
言
う
、「
道
は
修
む
る

を
用
い
ず
。
但
だ
汚
染
す
る
莫
れ
」

⒃
。
も
し
「
修
」
を
い
う
な
ら
ば
、「
自
性
は
本
來
具
足
せ
り
。
但
だ
善
惡
の
事
上
に
於

い
て
滯
ら
ざ
る
を
、
喚
ん
で
修
衜
の
人
と
作
す
」

⒄
。
宗
密
も
總
括
し
て
言
う
、「
但
だ
心
に
任
す
る
を
修
と
爲
す
な
り
」

⒅
。

す
な
わ
ち
「
馬
祖
は
最
終
的
に
い
か
な
る
形
式
の
開
悟
を
も
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
開
悟
と
い
う
こ
と
は
迷
い
と
悟
り
、
聰

明
と
愚
癡
の
區
別
を
前
提
と
す
る
。
だ
が
平
常
・
完
全
な
る
心
が
す
で
に
佛
性
な
の
で
あ
り
、
が
ん
ら
い
區
別
す
る
必
要
は

な
い
以
上
、
開
悟
も
存
在
せ
ず
、
頓
悟
・
漸
悟
な
ど
論
外
で
あ
る
」

⒆
。
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こ
の
單
純
明
快
な
「
平
常
無
事
」
論
は
僧
俗
に
廣
く
衝
擊
を
與
え
る
と
と
も
に
、
ま
た
強
い
吸
引
力
を
も
っ
て
多
く
の
人

を
馬
祖
の
禪
門
に
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
が
、
冷
靜
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
き
」

こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う
悟
衜
論
が
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
周
知
の
よ

う
に
「
性
在
作
用
」
說
の
根
據
と
さ
れ
る
の
は
、
禪
宗
で
傳
承
さ
れ
た
菩
提
逹
磨
の
弟
子
波
羅
提
尊
者
と
異
見
王
の
問
答
お

よ
び
尊
者
の
偈
で
あ
る
。

王
又
問
曰

：「
何
者
是
佛
？
」
波
羅
提
曰

：「
見
性
是
佛
。」
王
曰

：「
師
見
性
不
？
」
波
羅
提
曰

：「
我
見
佛
性
。」
王
曰

：

「
性
在
何
處
？
」
波
羅
提
曰

：「
性
在
作
用
。」
王
曰

：「
是
何
作
用
？ 

今
不
覩
見
。」
波
羅
提
曰

：「
今
現
作
用
，
王
自
不

識
。」
王
曰

：「
師
既
所
見
，
云
有
作
用
，
當
於
我
處
而
有
之
不
？
」
波
羅
提
曰

：「
王
若
作
用
，
現
前
總
是
；
王
若
不
用
，

體
亦
難
見
。」
王
曰

：「
若
當
用
之
，
幾
處
出
現
？
」
師
曰

：「
若
出
用
時
，
當
有
其
八
。」
卓
立
雲
端
，
以
偈
告
曰

：「
在
胎

曰
身
，
處
世
名
人
；
在
眼
曰
見
，
在
耳
曰
聞
；
在
鼻
辨
氣
，
在
口
談
論
；
在
手
執
捉
，
在
脚
運
奔
。
遍
現
俱
該
法
界
，
收

攝
不
出
微
塵
。
識
者
知
是
佛
性
，
不
識
者
喚
作
精
魂
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
，
大
正
藏
四
八
，
九
三
九
上
）
⒇

異
見
王
は
さ
ら
に
問
う
、「
何
を
も
っ
て
佛
と
す
る
の
か
」。
波
羅
提
、「
本
性
を
見
る
も
の
が
佛
で
あ
る
」。
王
、「
師

は
本
性
を
見
ら
れ
た
の
か
」。
波
羅
提
、「
わ
た
し
は
佛
性
を
見
た
」。
王
、「
本
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
」。
波
羅
提
、「
本

性
は
作
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」。
王
、「
如
何
な
る
作
用
で
あ
る
の
か
。
い
ま
そ
れ
が
見
え
ぬ
」。
波
羅
提
、「
い
ま
現

に
作
用
し
て
い
る
の
を
、
王
は
自
分
で
わ
か
ら
ぬ
の
だ
」。
王
、「
師
は
見
る
こ
と
に
本
性
の
作
用
が
あ
る
と
言
う
な
ら
、

朕
に
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」。
波
羅
提
、「
王
が
作
用
す
る
な
ら
、
現
前
す
る
も
の
は
す
べ
て
本
性
で
あ
り
、
作
用
し

な
け
れ
ば
、
本
體
は
見
え
ぬ
」。
王
、「
も
し
作
用
す
れ
ば
、
幾
處
に
現
れ
る
の
か
」。
波
羅
提
、「
作
用
す
れ
ば
、
八
處
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に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
」。
波
羅
提
は
雲
間
に
立
っ
て
偈
で
告
げ
た
、「
母
胎
に
あ
っ
て
は
身
と
い
い
、
世
に
出
て
は
人
と

い
う
。
眼
に
あ
っ
て
は
見
る
と
い
う
、
耳
に
あ
っ
て
は
聞
く
と
い
う
。
鼻
に
あ
っ
て
は
匂
い
を
區
別
し
、
口
に
あ
っ
て

は
語
る
。
手
に
あ
っ
て
は
も
の
を
つ
か
み
、
足
に
あ
っ
て
は
走
る
。
擴
大
し
て
は
世
界
を
被
い
、
收
斂
し
て
は
微
塵
に

納
ま
る
。
わ
か
る
者
は
こ
れ
が
佛
性
だ
と
知
り
、
わ
か
ら
ぬ
者
は
精
魂
と
呼
ぶ
」。

た
だ
し
、
こ
の
故
事
の
古
い
淵
源
は
確
認
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
馬
祖
禪
を
根
據
づ
け
る
『
寶
林
傳
』
に
お
い
て
登
場
し
た

も
の
ら
し
く

㉑
、
中
國
人
の
創
作
に
か
か
る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
中
國
的
な
、
中
國
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
理

論
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、馬
祖
衜
一
に
よ
る
「
卽
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」（
作
用
卽
性
）
と
い
う
佛
性
論
と
「
見
色
卽
是
見
心
」
と
い
う

悟
道
論
と
「
平
常
無
事
」
と
い
う
修
道
論
を
そ
な
え
た
新
し
い
中
國
禪
が
八
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
。
こ
の
理
論
は
馬
祖
の

弟
子
の
百
丈
懷
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
と
そ
の
弟
子
潙
山
靈
祐
（
七
七
一
～
八
五
三
）、黃
檗
希
運
（
？
～
大
中
年
間
［
八
四
七

～
八
六
〇
］）
ら
に
よ
っ
て
廣
ま
り
、
九
世
紀
江
西
・
湖
南
を
中
心
に
多
く
の
修
行
者
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
巨
視
的
に
見
れ

ば
、
唐
か
ら
宋
へ
、
社
會
は
中
世
か
ら
近
世
へ
と
大
き
く
轉
移
す
る
な
か
で
、
中
唐
馬
祖
に
始
ま
る
禪
宗
は
、
唐
代
佛
敎
の

過
激
な
新
興
宗
敎
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
敎
說
は
相
當
に
衝
擊
的
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
新
興
禪
宗
は
多
く
の
出
家
者
を
呼

び
込
む
吸
引
力
を
も
っ
て
い
た
。
晩
唐
五
代
の
動
亂
期
に
當
っ
て
、
藩
鎭
の
實
力
者
が
競
っ
て
支
持
し
、
私
的
戒
壇
を
設
け

て
度
僧
し
、
そ
の
結
果
禪
宗
社
會
に
大
衆
化
現
象
が
起
こ
っ
た
。
當
時
は
潭
州
潙
山
靈
祐
の
も
と
に
千
六
百
衆
、
同
じ
く
潭

州
石
霜
山
慶
諸
（
八
〇
七
～
八
八
八
）
の
も
と
に
一
度
に
「
二
百
來
个
新
到
」、洪
州
雲
居
衜
膺
（
？
～
九
〇
二
）
に
は
千
五
百

衆
、
福
州
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
に
は
千
七
百
衆
が
聚
ま
っ
た
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
臨
濟
禪
師
も
若
年
の
南
方

行
脚
で
こ
の
新
し
い
禪
思
想
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
。
馬
祖
衜
一
か
ら
百
年
後
の
九
世
紀
後
半
、
唐
末
の
禪
宗
は
江
西
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の
洞
山
、
曹
山
、
雲
居
山
、
湖
南
の
潙
山
、
仰
山
、
石
霜
山
、
德
山
、
福
建
の
雪
峯
山
、
そ
し
て
河
北
の
趙
州
（
觀
音
院
從

諗
）、
鎭
州
（
臨
濟
義
玄
）
な
ど
で
、
唐
宋
變
革
期
と
い
わ
れ
る
動
亂
の
時
代
に
對
應
す
る
生
き
方
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

四
．
實
踐
―
―
行
脚
僧
へ
の
說
法

河
北
鎭
州
臨
濟
院
に
あ
っ
て
、
義
玄
禪
師
は
馬
祖
禪
の
基
本
理
論
に
據
り
つ
つ
、
各
地
か
ら
參
問
に
來
る
行
脚
僧
に
「
示

衆
」
說
法
を
し
た
。
そ
の
基
調
は
「
外
に
求
め
ま
わ
る
行
脚
を
や
め
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
揭
「
示
衆
」
に
言
う

よ
う
に
「
人
惑
を
受
け
て
は
な
ら
ぬ
」
と
忠
告
し
た
の
で
あ
る
。

［
一
］「
人
惑
」
の
第
一
は
傳
統
的
佛
敎
學
で
あ
る

行
脚
僧
は
す
で
に
既
成
の
佛
敎
に
限
界
を
感
じ
て
新
興
宗
敎
た
る
禪
宗
に
身
を
投
じ
、
行
脚
に
出
た
の
で
あ
る
が
、
臨
濟

に
よ
れ
ば
、か
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
馴
染
ん
で
き
た
佛
敎
敎
學
の
羈
絆
を
脫
し
き
れ
な
い
で
、い
く
つ
も
の
「
誤
っ
た
考
え
」
に

執
わ
れ
て
い
る
。

　

⑴
ま
づ
第
一
に
、
佛
陀
を
究
極
の
理
想
と
設
定
し
て
そ
の
境
涯
に
至
ら
ん
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

【
七
一
】
有
一
般
禿
比
丘
，
向
學
人
道

：「
佛
是
究
竟
，
於
三
大
阿
僧
衹
劫
修
行
，果
滿
，
始
成
衜
。」
衜
流
！ 

你
若
衜
佛

是
究
竟
，
緣
什
麽
八
十
年
後
向
拘
尸
羅
城
雙
林
樹
間
側
臥
死
去
？ 
佛
今
何
在
？ 

明
知
與
我
生
死
不
別
。
你
言

：「
三
十
二
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相
、
八
十
種
好
是
佛
。」
轉
輪
聖
王
應
是
如
來
。
明
知
是
幻
化
。
古
人
云

：「
如
來
擧
身
相
，
爲
順
世
間
情
。
恐
人
生
斷
見
，

權
且
立
虛
名
。
假
言
三
十
二
，
八
十
也
空
聲
。
有
身
非
覺
體
，
無
相
乃
眞
形
。」
你
衜

：「
佛
有
六
通
，
是
不
可
思
議
。」
一

切
諸
天
、
神
仙
、
阿
修
羅
、
大
力
鬼
亦
有
神
通
，
應
是
佛
否
？ 

道
流
！ 

莫
錯
！ 

秖
如
阿
修
羅
與
天
帝
釋
戰
，
戰
敗
，
領

八
萬
四
千
眷
屬
入
藕
絲
孔
中
藏
。
莫
是
聖
否
？ 

如
山
僧
所
擧
，
皆
是
業
通
、
依
通
。

「
佛
陀
こ
そ
は
究
極
の
か
た
で
あ
る
。
三
大
阿
僧
祇
劫
の
長
き
に
わ
た
っ
て
修
行
を
積
ま
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
始

め
て
成
衜
さ
れ
た
も
う
た
の
だ
」
な
ど
と
修
行
者
に
向
っ
て
說
敎
を
垂
れ
る
坊
主
が
お
る
が
、諸
君
よ
！ 

も
し
き
み
た

ち
ま
で
が
そ
の
ま
ね
を
し
て
、「
佛
陀
こ
そ
は
究
極
の
か
た
で
あ
る
」
と
言
う
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
八
十
歲
で

拘
尸
羅
城
の
雙
林
樹
の
も
と
に
橫
た
わ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
？
佛
陀
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
？ 

わ
れ
わ
れ
の

生
き
死
に
と
何
ら
變
わ
ら
ぬ
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
き
み
た
ち
は
「
三
十
二
相
、
八
十
種
好
こ
そ
は
佛
の
あ
か
し

だ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
な
ら
あ
の
轉
輪
聖
王
だ
っ
て
聖
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
佛
陀
も
現う

つ

身し
み

の
人
だ
っ
た
と
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
古
人
が
「
如
來
の
全
身
の
す
が
た
は
、眼
に
見
た
い
と
い
う
世
間
の
人
情
に
隨
っ
て
表
し
た
に
す
ぎ
ぬ
。
疑

り
深
い
人
は
虛
無
の
心
を
い
だ
き
や
す
い
ゆ
え
、
間
に
合
わ
せ
に
名
目
を
立
て
た
の
だ
。
で
ま
か
せ
に
三
十
二
と
言
っ

た
だ
け
で
、
八
十
と
言
う
の
も
で
た
ら
め
で
あ
る
。
か
た
ち
あ
る
は
覺
者
の
身
體
で
は
な
い
、
か
た
ち
な
き
こ
そ
が
眞

の
す
が
た
で
あ
る
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
き
み
た
ち
は
「
佛
陀
は
す
ば
ら
し
い
六
神
通
を
發
揮
な
さ
る
」
と
言
う
。

な
ら
ば
、
天
の
神
、
地
の
神
、
阿
修
羅
、
大
力
鬼
も
み
な
神
通
を
發
揮
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
陀
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
？  

諸
君
！  

間
違
え
て
は
な
ら
ぬ
！  

阿
修
羅
は
帝
釋
天
と
戰
っ
て
敗
れ
る
や
、
八
萬
四
千
の
眷
屬
を

率
い
て
蓮
の
糸
の
中
に
隱
れ
た
と
い
う
が
、
こ
ん
な
の
を
聖
人
と
言
え
る
か
？
わ
た
し
が
い
ま
擧
げ
た
の
は
、
み
な
業

通
、
依
通
に
す
ぎ
な
い
。
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こ
の
時
代
に
「
佛
陀
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
血
の
通
っ
た
人
間
で
あ
っ
て
、八
十
歲
で
死
ん
だ
人
で
あ
る
」
と
い
う
「
人
間
佛

陀
」
は
ま
っ
た
く
新
し
い
佛
陀
像
で
あ
っ
た

㉒
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
會
昌
の
廢
佛
の
徹
底
的
破
壞
を
目
睹
し
た
臨
濟
禪
師
の

感
慨
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑵
第
二
に
「
佛
陀
の
悟
り
の
境
涯
に
到
逹
す
る
に
は
、
多
く
の
修
行
の
階
梯
を
履
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
敎
學
の
修

道
論
で
あ
る
。

【
四
八
】
道
流
！ 

取
山
僧
見
處
，
坐
斷
報
化
佛
頭
。
十
地
滿
心
，
猶
如
客
作
兒
。
等
妙
二
覺
，
擔
枷
負
鎻
漢
。
羅
漢
、

辟
支
，
猶
如
廁
穢
。
菩
提
、
𣵀
槃
，
如
繫
驢
橛
。
何
以
如
此
？ 

秖
爲
衜
流
不
逹
三
祇
劫
空
，
所
以
有
此
障
礙
。
若
是
眞
正

衜
人
，
終
不
如
是
。
但
能
隨
緣
消
舊
業
，
任
運
著
衣
裳
，
要
行
卽
行
，
要
坐
卽
坐
，
無
一
念
心
希
求
佛
果
。
緣
何
如
此
？ 

古
人
云

：「
若
欲
作
業
求
佛
，
佛
是
生
死
大
兆
。」

諸
君
！ 

わ
た
し
の
見
か
た
に
よ
る
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
報
身
佛
、
化
身
佛
の
頭
も
尻
に
敷
く
。
十
地
に
至
っ
た
菩
薩

は
小
作
奴
隷
、
等
覺
・
妙
覺
は
囚
わ
れ
の
罪
人
、
羅
漢
・
辟
支
佛
は
糞
尿
、
菩
提
・
𣵀
槃
は
驢
馬
を
繫
ぐ
杭
に
ほ
か
な

ら
ぬ
。
な
に
ゆ
え
か
く
申
す
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
ら
修
行
の
階
梯
が
空
名
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
に
、
諸
君
が
逹
觀
で
き
な
い

障
害
が
あ
る
た
め
な
の
だ
。
ま
こ
と
の
正
し
き
衜
人
な
ら
ば
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
だ
因
緣
の
ま
ま
に
宿
業

を
受
け
と
め
て
生
き
、
運
に
任
せ
て
身
に
合
っ
た
衣
裳
を
つ
け
、
行
こ
う
と
思
え
ば
行
き
、
坐
ろ
う
と
思
え
ば
坐
り
、

こ
と
さ
ら
悟
り
を
得
よ
う
な
ど
と
は
チ
ラ
リ
と
も
思
わ
ぬ
。
な
ぜ
か
？ 

古
人
の
言
う
と
お
り
、「
も
し
も
修
行
し
て
佛

に
な
り
た
い
な
ど
と
思
う
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
佛
こ
そ
は
生
死
輪
廻
の
重
大
な
契
機
と
な
る
」
か
ら
な
の
だ
。
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佛
敎
學
が
構
想
し
た
巨
大
な
修
衜
體
系
が
す
べ
て
激
越
な
批
判
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
。
臨
濟
が
こ
れ
に
對
し
て
「
隨
緣

任
運
」
と
い
う
禪
的
＝
老
莊
的
生
き
方
を
對
置
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
中
國
人
ら
し
い
主
張
で
あ
る
。

【
六
六
】
你
諸
方
言
衜

：「
有
修
有
證
。」
莫
錯
！ 

設
有
修
得
者
，
皆
是
生
死
業
。
你
言
六
度
萬
行
齊
修
，
我
見
皆
是
造

業
。
求
佛
求
法
卽
是
造
地
獄
業
，
求
菩
提
亦
是
造
業
，
看
經
看
敎
亦
是
造
業
。
佛
與
祖
師
是
無
事
人
。

諸
君
ら
の
と
こ
ろ
で
は
「
修
行
し
て
眞
理
を
悟
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
考
え
ち
が
い
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
た
と
い

そ
う
い
う
修
行
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
み
な
生
死
輪
廻
の
業
と
な
る
の
み
だ
。
諸
君
ら
は
「
六
度
萬
行
の
す
べ
て
を
修
せ

ん
」
と
言
う
が
、
わ
た
し
か
ら
見
れ
ば
み
な
造
業
、
佛
を
求
め
法
を
求
め
る
の
は
地
獄
行
き
の
業
、
悟
り
を
求
め
る
の

も
造
業
、
經
典
を
讀
む
の
も
造
業
で
あ
る
。
佛
陀
と
祖
師
が
た
は
、
外
に
何
も
求
め
ず
、
爲
す
こ
と
の
な
い
無
事
の
人

で
あ
っ
た
。

【
六
八
】
衜
流
！ 

諸
方
說

：「
有
衜
可
修
，
有
法
可
證
。」
你
說
證
何
法
？ 

修
何
衜
？ 

你
今
用
處
欠
少
什
麽
物
？ 

修
補

何
處
？ 

後
生
小
阿
師
不
會
，
便
卽
信
者
般
野
狐
精
魅
，
許
他
說
事
，
繫
縛
他
人
，
言
衜

：「
理
行
相
應
，
護
惜
三
業
，
始

得
成
佛
。」
如
此
說
者
，
如
春
細
雨
。
古
人
云

：「
路
逢
修
衜
人
，
第
一
莫
向
衜
。」
所
以
言

：「
若
人
修
衜
衜
不
行
，
萬
般

邪
境
競
頭
生
。
智
劒
出
來
無
一
物
，
明
頭
未
顯
暗
頭
明
。」
所
以
古
人
云

：「
平
常
心
是
道
。」

諸
君
よ
！ 

き
み
た
ち
の
と
こ
ろ
で
は
「
修
す
べ
き
衜
が
あ
り
、
悟
る
べ
き
法
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
で
は
訊
く

が
、
い
っ
た
い
何
の
法
を
悟
り
、
何
の
衜
を
修
す
る
の
か
？ 

い
ま
こ
う
し
て
活
動
し
て
い
る
き
み
た
ち
に
、
い
っ
た
い
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何
が
缺
け
て
い
る
と
い
う
の
か
？ 

ど
こ
を
修
理
し
て
繕
お
う
と
い
う
の
か
？
新
米
の
坊
主
ど
も
は
こ
の
こ
と
が
わ
か

ら
ず
、
あ
あ
い
っ
た
狐
ツ
キ
の
輩
が
說
法
し
て
人
を
し
ば
り
つ
け
、「
敎
え
ら
れ
た
敎
理
ど
お
り
に
自
ら
修
行
し
、
心
口

意
の
三
業
の
清
淨
を
大
切
に
守
っ
て
、
始
め
て
成
佛
で
き
る
」
な
ど
と
言
う
の
に
丸
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

言
う
者
は
春
の
細
雨
の
ご
と
く
絕
え
な
い
。
古
人
は
言
う
、「
衜
を
修
し
て
い
る
人
に
出
逢
っ
た
ら
、
け
っ
し
て
話
し
か

け
て
は
な
ら
ぬ
」
と
。
ゆ
え
に
ま
た
、「
も
し
衜
を
修
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
衜
は
歩
け
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
邪
鬼
惡
魔
が

現
れ
て
妨
げ
る
の
だ
。
智
慧
の
劔
を
一
振
り
す
れ
ば
、
す
べ
て
消
え
失
せ
、
光
明
が
眞
っ
暗
に
、
暗
黒
が
明
る
い
」
と

言
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
ま
た
古
人
は
言
う
、「
平
常
の
心
が
衜
で
あ
る
」
と
。

臨
濟
は
「
修
行
し
て
衜
（
眞
理
）
を
悟
る
の
で
は
な
い
」
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
理
想
と
す
る
佛
陀
と
祖
師
は
求
め
る
こ

と
の
な
い
無
事
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。「
修
行
し
て
佛
陀
に
な
る
の
で
は
な
い
。
今
の
諸
君
こ
そ
が
佛
陀
と
同
じ
な
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
生
き
る
の
だ
」
と
。

【
五
七
】
問

：「
如
何
是
眞
正
見
解
？
」
師
云

：「
你
但
一
切
入
凡
入
聖
，
入
染
入
淨
，
入
諸
佛
國
土
，
入
彌
勒
樓
閣
，
入

毗
盧
遮
那
法
界
，
處
處
皆
見
國
土
成
住
壞
空
。
佛
出
于
世
，
轉
大
法
輪
，
卽
入
𣵀
槃
，
不
見
有
去
來
相
貌
。
求
其
生
死
，

了
不
可
得
。
便
入
無
生
法
界
，
處
處
遊
履
國
土
，
入
華
藏
世
界
，
盡
見
諸
法
空
相
，
皆
無
實
法
。
唯
有
聽
法
無
依
道
人
，

是
諸
佛
之
母
。
所
以
佛
從
無
依
生
。
若
悟
無
依
，
佛
亦
無
得
。
若
如
是
見
得
者
，
是
眞
正
見
解
。」

問
う
、「
正
し
い
考
え
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
」。
師
の
答
え
、「
諸
君
が
い
つ
も
の
よ
う
に
俗
人
の
世

界
に
入
り
、
佛
の
世
界
に
入
り
、
汚
れ
た
世
界
に
入
り
、
清
淨
な
世
界
に
入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
佛
の
お
わ
す
世
界
に
入
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り
、
彌
勒
菩
薩
の
住
む
高
殿
に
入
り
、
毘
盧
遮
那
佛
の
光
明
世
界
に
入
っ
て
探
究
し
て
も
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
世

界
が
成
立
し
、
持
續
し
、
壞
滅
し
、
空
無
と
な
る
こ
と
を
、
諸
君
の
心
が
現
出
し
た
だ
け
な
の
だ
。
た
と
え
ば
、『
佛
陀

は
こ
の
世
に
出
生
し
、
敎
え
を
說
き
、
𣵀
槃
に
入
ら
れ
た
』
と
言
う
が
、
そ
こ
に
佛
陀
そ
の
人
が
現
れ
、
去
っ
て
行
っ

た
本
當
の
姿
は
見
え
な
い
。
そ
こ
に
生
き
て
死
ん
だ
と
い
う
實
像
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ぬ
。

た
と
い
諸
君
が
不
生
不
死
の
眞
實
世
界
に
入
ら
ん
と
、
あ
ち
こ
ち
訪
ね
て
さ
ま
ざ
ま
な
佛
の
世
界
を
遍
歷
し
て
、
つ
い

に
蓮
華
藏
世
界
に
行
き
つ
い
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
〈
一
切
は
空
〉
で
あ
っ
て
、
實
體
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
今
こ
こ
に
わ
が
面
前
で
說
法
を
聽
い
て
い
る
無
依
の
衜
人
だ
け
が
、
諸
佛
を
生
み
出
す
母
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え

に
佛
は
そ
の
無
依
な
る
と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
も
し
無
依
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
な
ら
ば
、
佛
す
ら
も
ま
た
外

か
ら
手
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
か
く
の
ご
と
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
こ
れ
が
正
し
い
考
え
と
い
う
も

の
だ
。」

こ
こ
で
臨
濟
禪
師
は
「
眞
正
の
見
解
」
を
行
脚
僧
に
卽
し
て
述
べ
て
い
る
。
諸
方
を
行
脚
し
て
老
師
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
敎

え
を
受
け
て
そ
の
境
涯
を
探
究
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
み
な
言
語
に
よ
る
觀
念
の
世
界
に
過
ぎ
ず
、
今
わ
が
目
前
に
說
法
を
傾

聽
し
て
い
る
諸
君
ら
が
そ
の
觀
念
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
觀
念
が
空
な
る
も
の
と
わ
か
っ
た
と
き
、
外
に
佛
を
求

め
る
行
脚
の
必
要
は
な
く
な
る
。
そ
れ
が
「
無
依
の
道
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
覺
す
る
こ
と
が
「
眞
正
の
見
解
」
で
あ
る
、

と
。［

二
］「
人
惑
」
の
第
二
は
禪
宗
的
敎
條
で
あ
る

馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
と
い
う
佛
性
論
は
、佛
性
の
あ
り
か
を
身
體
動
作
に
よ
っ
て
示
す
方
法
で
あ
り
、眼
を
開
閉
し
た
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り
、
凝
視
し
た
り
、
身
體
を
振
わ
せ
た
り
、
指
さ
し
た
り
、
手
を
振
っ
た
り
、
拂
子
を
立
て
た
り
し
て
見
せ
る
。
ま
た
「
見

色
卽
是
見
心
」
と
い
う
悟
衜
論
は
、
そ
う
し
て
示
さ
れ
た
對
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
見
る
と
い
う
作
用
」
に
自
己
の
佛

性
を
發
見
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
單
純
明
快
な
手
法
は
、
そ
の
明
快
さ
に
よ
っ
て
當
初
、
衝
擊
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
た
が
、
單
純
で
あ
る
だ
け
に
、
模
倣
者
に
よ
っ
て
安
易
に
亂
用
さ
れ
、
禪
宗
社
會
の
大
衆
化
に
よ
っ
て
庸
俗
的
理
解
を
生

み
、
安
易
な
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
方
便
と
化
し
た
。
臨
濟
は
こ
う
し
た
方
便
を
用
い
る
老
師
や
修
行
者
を
「
老
禿
兵
」、「
野
狐

精
魅
」
と
大
い
に
罵
っ
て
い
る
。

【
四
九
】
大
德
！ 
且
要
平
常
，
莫
作
模
樣
！ 

有
一
般
不
識
好
惡
禿
兵
，
便
卽
見
神
見
鬼
，
指
東
劃
西
，
好
晴
好
雨
。
如

是
之
流
，
盡
須
抵
債
，
向
閻
老
前
吞
熱
鐵
丸
有
日
。
好
人
家
男
女
被
者
一
般
野
狐
精
魅
所
著
，
便
卽
揑
怪
。
瞎
屢
生
！ 

索

飯
錢
有
日
在
！

禪
師
が
た
よ
！ 

ま
づ
は
平
常
で
あ
れ
！ 

人
ま
ね
を
す
る
で
な
い
！ 

も
の
の
よ
し
あ
し
も
わ
き
ま
え
ぬ
ゴ
ロ
ツ
キ
坊

主
ど
も
は
、
狐
ツ
キ
を
や
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
指
さ
し
た
り
、「
よ
き
晴
れ
か
な
」、「
よ
き
雨
か
な
」
な
ど
と
ほ
ざ
い
て
お

る
。
こ
い
つ
ら
こ
そ
借
金
を
償
う
た
め
に
、
死
ん
で
か
ら
閻
魔
王
の
前
に
引
き
出
さ
れ
、
燒
け
た
鐵
の
玉
を
吞
ま
さ
れ

る
日
が
く
る
。
き
み
た
ち
よ
い
と
こ
ろ
の
お
坊
ち
ゃ
ん
、
お
孃
ち
ゃ
ん
が
、
あ
ん
な
キ
ツ
ネ
つ
き
に
騙
さ
れ
て
奇
怪
な

ま
ね
を
す
る
と
は
！ 

ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

飯
代
を
請
求
さ
れ
る
日
が
來
る
ぞ
！

【
七
二
】
衜
流
！ 

眞
佛
無
形
，
眞
法
無
相
。
你
秖
麽
幻
化
上
頭
作
模
作
樣
。
設
求
得
者
，
皆
是
野
狐
精
魅
，
傡
不
是
眞

佛
。
是
外
道
衜
見
解
。
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諸
君
！ 

眞
の
佛
は
す
が
た
を
持
た
ず
、眞
の
法
は
か
た
ち
が
な
い
。
し
か
る
に
き
み
た
ち
は
ひ
た
す
ら
現う

つ

身し
み

の
上
に

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
ひ
と
ま
ね
ば
か
り
し
て
、
そ
れ
で
佛
や
法
を
求
め
得
た
と
思
っ
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
み
な
狐
に
化

か
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
け
っ
し
て
眞
の
佛
で
は
な
い
。
外
衜
の
考
え
か
た
だ
。

【
七
三
】
有
一
般
不
識
好
惡
禿
奴
，
卽
指
東
劃
西
，
好
晴
好
雨
，
好
燈
籠
露
柱
。
你
看
！ 

眉
毛
有
幾
莖
？
「
者
箇
具
機

緣
！
」
學
人
不
會
，
便
卽
心
狂
。
如
是
之
流
，
總
是
野
狐
精
魅
魍
魎
，
被
他
好
學
人
嗌
嗌
微
笑
言

：「
瞎
老
禿
兵
！
惑
亂
他

天
下
人
！
」

ま
た
、
見
識
を
缺
く
ゴ
ロ
ツ
キ
坊
主
は
、
あ
ち
こ
ち
指
さ
し
て
、「
今
日
は
よ
い
天
氣
だ
」、「
よ
い
雨
だ
」
と
か
「
み

ご
と
な
燈
籠
だ
」、「
立
派
な
露
柱
だ
」
と
や
る
。
見
よ
！ 

眉
毛
が
拔
け
落
ち
て
お
る
ぞ
！
「
こ
れ
ぞ
す
ぐ
れ
た
接
化

だ
！
」
な
ど
と
、
修
行
者
は
て
ん
で
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
て
舞
い
上
が
る
。
こ
う
い
っ
た
連
中
は
み
な
狐
ツ

キ
、
化
け
物
だ
。
ま
っ
と
う
な
修
行
者
に
は
あ
ざ
笑
わ
れ
て
、「
ド
メ
ク
ラ
の
ゴ
ロ
ツ
キ
坊
主
め
！ 

天
下
の
人
を
か
ど

わ
か
し
お
っ
て
！
」
と
や
ら
れ
る
。

【
七
五
】
如
諸
方
學
衜
流
，
未
有
不
依
物
出
來
底
，
山
僧
向
此
閒
從
頭
打

：

手
上
出
來
手
上
打
，
口
裏
出
來
口
裏
打
，
眼

裏
出
來
眼
裏
打
。
未
見
有
一
箇
獨
脫
出
來
底
，
皆
是
上
他
古
人
閑
機
境
。
山
僧
無
一
法
與
人
，
秖
是
治
病
解
縛
。
你
諸
方

衜
流
！ 

試
不
依
物
出
來
！ 

我
要
共
你
商
量
。
十
年
五
載
，
傡
無
一
人
，
皆
是
依
草
附
葉
、
竹
木
精
靈
、
野
孤
精
魅
，
向

一
切
糞
塊
上
亂
咬
。
瞎
漢
！ 

枉
消
他
十
方
信
施
。
衜

：「
我
是
出
家
兒
。」
作
如
是
見
解
。
向
你
衜

：

無
佛
無
法
，無
修
無

證
。
秖
與
麽
傍
家
擬
求
什
麽
物
？ 

瞎
漢
！ 

頭
上
安
頭
！ 

是
你
欠
少
箇
什
麼
！
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よ
そ
か
ら
こ
こ
へ
や
っ
て
來
る
行
脚
僧
は
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
何
か
に
依
存
し
て
出
て
來
る
や
つ
ば
か
り
だ
。
わ

た
し
が
こ
こ
で
片
っ
端
か
ら
始
末
し
て
や
る
。
手
振
り
で
來
る
や
つ
に
は
手
振
り
を
始
末
す
る
。
口
で
來
る
や
つ
に
は

口
を
始
末
す
る
。
眼
で
來
る
や
つ
に
は
眼
を
始
末
す
る
。
そ
う
い
う
も
の
か
ら
脫
出
し
て
、
わ
た
し
の
前
に
出
て
來
る

や
つ
は
一
人
も
お
ら
ぬ
。
み
な
古
人
の
手
管
に
惑
わ
さ
れ
て
お
る
の
だ
。
わ
た
し
が
諸
君
に
與
え
る
も
の
は
何
も
な
い
。

た
だ
諸
君
の
病
を
癒
し
、自
繩
自
縛
を
解
い
て
や
る
だ
け
だ
。
よ
そ
か
ら
行
脚
に
來
た
諸
君
！ 

何
物
に
も
依
存
し
な
い

で
出
て
來
て
み
よ
！ 

わ
た
し
は
き
み
た
ち
と
と
も
に
問
題
を
突
き
詰
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
五
年
十
年
こ
の
か

た
、
相
手
に
な
る
者
は
ひ
と
り
も
お
ら
ぬ
。
み
な
草
葉
に
依
り
つ
い
た
亡
靈
や
ら
竹
木
の
妖
怪
や
ら
狐
の
化
け
物
や
ら

で
あ
っ
て
、他
人
の
野
糞
に
よ
っ
て
た
か
っ
て
喰
ら
い
つ
い
て
お
る
の
だ
。
ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

多
く
の
信
者
か
ら
施
し

を
受
け
な
が
ら
、
報
い
る
こ
と
も
で
き
ず
、「
わ
た
く
し
は
出
家
人
で
す
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
、
當
然
だ
と
い
う
料
簡

で
い
る
。
き
み
た
ち
に
言
お
う
、
他
に
求
む
べ
き
佛
も
な
け
れ
ば
法
も
な
い
。
修
行
を
し
て
得
べ
き
悟
り
な
ど
な
い
の

だ
。
そ
れ
な
の
に
叢
林
を
軒
な
み
に
訪
ね
ま
わ
っ
て
、
何
を
求
め
て
お
る
の
だ
？ 

ド
メ
ク
ラ
ど
も
！ 

自
分
の
頭
の
上

に
も
う
ひ
と
つ
頭
を
の
っ
け
る
の
か
！ 
き
み
た
ち
自
身
に
い
っ
た
い
何
が
缺
け
て
い
る
と
い
う
の
か
！

こ
こ
に
「
模
樣
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
如い

何か

ん
が
是
れ
佛
法
の
大
意
？
」（
佛
と
は
何
か
？
）、「
如い

何か

ん
が
是
れ
祖
師
西

來
の
意
？
」（
禪
と
は
何
か
？
）
と
問
わ
れ
て
、「
自
己
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
の
に
、
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」
說
の
身
體
動

作
の
パ
タ
ー
ン
で
應
じ
る
や
り
か
た
で
あ
る
。
臨
濟
は
こ
れ
を
批
判
し
て
「
古
人
の
閑
機
境
に
上
る
」
と
も
言
う
。「
指
東
劃

西
，
好
晴
好
雨
，
好
燈
籠
露
柱
」
も
、
外
境
を
指
し
示
し
て
、
物
を
見
る
自
己
の
作
用
が
佛
性
の
は
た
ら
き
な
る
こ
と
に
目

覺
め
さ
せ
る
接
化
の
手
段
で
あ
り
、
當
時
は
馬
祖
の
弟
子
の
潙
山
靈
祐
が
用
い
た
「
見
色
卽
是
見
心
」
の
具
體
的
手
段
と
し

て
廣
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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［
三
］「
禪
宗
の
見
解
」

以
上
の
二
種
の
「
人
惑
」
に
對
し
て
、
臨
濟
は
「
眞
正
の
見
解
」、「
禪
宗
の
見
解
」
と
い
う
立
場
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

【
五
二
】
夫
出
家
者
，
須
辨
得
平
常
眞
正
見
解
，
辨
佛
辨
魔
，
辨
眞
辨
僞
，
辨
凡
辨
聖
。
若
如
是
辨
得
，
名
眞
出
家
。
若

魔
佛
不
辨
，
正
是
出
一
家
，
入
一
家
，
喚
作
造
業
衆
生
，
未
得
名
爲
眞
出
家
。
秖
如
今
有
一
箇
佛
魔
，
同
體
不
分
，
如
水

乳
合
，
鵝
王
喫
乳
。
如
明
眼
衜
流
，
魔
佛
俱
打
。〈
你
若
愛
聖
憎
凡
，
生
死
海
裏
浮
沈
。〉

出
家
者
と
い
う
も
の
は
、
平
常
で
正
し
い
考
え
か
た
を
よ
く
見
分
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
何
が
佛
で
何
が
魔
で

あ
る
の
か
、
何
が
本
物
で
何
が
僞
物
で
あ
る
の
か
、
何
が
俗
で
何
が
聖
で
あ
る
の
か
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
よ
く
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
、
本
物
の
出
家
と
言
え
る
の
だ
。
魔
と
佛
さ
え
も
見
分
け
ら
れ
な
い
な
ら
、
家
を
出
た
り
入
っ

た
り
す
る
だ
け
の
、
い
わ
ば
地
獄
行
き
の
衆
生
で
あ
っ
て
、
本
物
の
出
家
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
佛
魔

な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
佛
と
魔
が
水
と
乳
の
溶
け
合
っ
た
ご
と
く
に
一
體
不
分
で
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
鵝
王
な
ら
ば
乳

だ
け
を
飲
む
。
し
か
し
衜
眼
を
具
え
た
禪
僧
な
ら
ば
、魔
も
佛
も
と
も
に
打
ち
の
め
す
の
だ
。〈
き
み
が
も
し
聖
を
慕
っ

て
俗
を
憎
む
な
ら
、
煩
惱
の
海
に
浮
き
沈
み
を
く
り
か
え
す
ほ
か
な
い
〉。

「
眞
の
出
家
」
は
佛
と
魔
、
眞
と
僞
、
凡
と
聖
を
區
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
し
か
し
「
明
眼
の
衜
流
」
す
な
わ
ち
禪
僧

は
そ
の
區
別
の
價
値
意
識
そ
の
も
の
を
打
破
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
敎
家
と
區
別
さ
れ
る
禪
家
の
特
徵
が
表
れ
て
い
る
。

【
五
三
】
問

：「
如
何
是
佛
魔
？
」
師
云

：「
你
一
念
心
疑
處
是
佛
魔
。
你
若
逹
得
萬
法
無
生
，
心
如
幻
化
，
更
無
一
塵
一
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法
，
處
處
清
淨
，
卽
無
佛
魔
。
佛
與
衆
生
是
染
淨
二
境
。
約
山
僧
見
處
。
無
佛
無
衆
生
，
無
古
無
今
。
得
者
便
得
，
不
歷

時
節
；
無
修
無
證
，
無
得
無
失
。
一
切
時
中
，
更
無
別
法
。〈
設
有
一
法
過
此
者
，
我
說
如
夢
如
化
。〉
山
僧
所
說
皆
是
。」

問
う
、「
佛
魔
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
は
答
う
、「
き
み
の
不
信
の
念
が
佛
魔
だ
。
き
み
が
も
し
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
は
空く

う

、
心
も
幻

ま
ぼ
ろ
し、

何
物
も
實
體
と
し
て
存
在
せ
ず
、
世
界
は
カ
ラ
リ
と
清
淨
な
の
だ
と
わ
か
っ
た
と
き
、
佛
魔

は
い
な
い
。
佛
と
衆
生
は
一
方
は
清
淨
、
他
方
は
汚
染
の
境
涯
と
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
の
見
か
た
で
は
、
佛
と
衆

生
の
区
別
は
な
く
、
古
え
も
今
も
な
い
。
得
て
い
る
者
は
始
め
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
年
月
を
か
け
て
得
た
の

で
は
な
い
。
修
行
も
い
ら
ね
ば
、
悟
り
も
な
い
。
新
た
に
何
か
を
得
た
わ
け
で
も
、
失
っ
た
り
も
し
な
い
。
わ
た
し
の

見
か
た
は
い
つ
で
も
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
以
外
の
も
の
は
な
い
。〈
た
と
い
こ
れ
に
勝
る
見
か
た
が
あ
ろ
う
と
、そ

ん
な
も
の
は
夢
ま
ぼ
ろ
し
に
過
ぎ
ぬ
〉。
わ
た
し
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。」

【
五
五
】
衜
流
！ 

大
丈
夫
兒
！ 
今
日
方
知
本
來
無
事
，
秖
爲
你
信
不
及
，
念
念
馳
求
，
捨
頭
覓
頭
，
自
不
能
歇
。
如
圓

頓
菩
薩
，
入
法
界
，
現
身
向
淨
土
中
，
厭
凡
忻
聖
。
如
此
之
流
，
取
捨
未
忘
，
染
淨
心
在
。
如
禪
宗
見
解
，
又
且
不
然
。

直
是
見
今
，
更
無
時
節
。
山
僧
說
處
，
皆
是
一
期
藥
病
相
治
，
總
無
實
法
。
若
如
是
見
得
，
是
眞
出
家
，
日
銷
萬
兩
黃
金
。

諸
君
！ 

大
丈
夫
の
漢
よ
！ 

き
み
た
ち
は
今
日
に
し
て
始
め
て
知
っ
た
の
だ
、
本
來
無
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
だ
そ
の
こ
と
を
信
じ
き
れ
ぬ
た
め
に
、
絕
え
ず
外
に
求
め
ま
わ
っ
て
、
今
の
自
己
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
外
に
自
己

を
搜
す
愚
を
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
。
最
高
位
の
圓
頓
の
菩
薩
す
ら
、
俗
を
嫌
っ
て
聖
を
慕
い
、
淨
土
の
世
界
に

生
ま
れ
か
わ
ろ
う
と
願
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
連
中
は
分
別
取
捨
の
意
識
が
拂
拭
で
き
ず
、
清
淨
と
汚
染
の
分
別
に
執
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わ
れ
た
心
が
な
お
殘
存
し
て
い
る
の
だ
。
わ
が
禪
宗
の
考
え
か
た
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
。
無
條
件
に
現
在
だ
け
を
問

題
に
し
て
、
無
限
の
修
行
の
果
て
に
時
節
因
緣
が
熟
し
て
か
ら
成
佛
す
る
な
ど
と
は
言
わ
ぬ
。
た
だ
し
わ
た
し
の
說
法

は
、
た
だ
凡
聖
の
執
著
に
對
す
る
一
時
の
對
症
療
法
な
の
で
あ
っ
て
、
け
っ
し
て
固
定
し
て
受
け
取
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
眞
の
出
家
者
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
〈
日ひ

び

に
萬
兩
の
黃
金
の
供
養
さ
え

受
け
て
よ
い
〉
の
だ
。

「
圓
頓
菩
薩
」
は
佛
敎
敎
學
で
は
修
行
階
梯
の
最
高
位
に
至
っ
た
菩
薩
で
あ
る
が
、そ
れ
で
さ
え
な
お
分
別
心
に
執
わ
れ
て

い
る
と
斷
じ
、「
禪
宗
の
見
解
」
は
聖
意
識
（
俗
よ
り
修
行
の
階
梯
を
履
ん
で
聖
位
に
至
る
）
を
拂
拭
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
唐
代
禪
宗
の
重
要
な
特
徵
で
あ
り
、臨
濟
禪
師
の
思
想
の
核
心
で
も
あ
る
。「
外
に
凡
聖
を
取
ら

ず
、
內
に
根
本
に
住
さ
ず
」（
外
な
る
聖
［
佛
］
を
求
め
な
い
、
か
と
い
っ
て
內
面
［
心
＝
佛
性
］
に
も
安
住
し
な
い
）、「
心
外

に
法
無
し
、
內
も
亦
た
得
べ
か
ら
ず
」（
心
以
外
に
法
は
な
い
、
し
か
し
そ
の
心
も
實
體
は
な
い
）
は
臨
濟
禪
師
の
思
想
的
立
場

の
表
明
と
し
て
重
要
か
つ
有
名
で
あ
る

㉓
。
人
は
聖
な
る
も
の
へ
の
や
み
が
た
い
希
求
が
あ
る
が
、
そ
れ
の
持
つ
魅
力
は
必

然
的
に
人
を
虜と

り
こに

し
屈
服
さ
せ
る
魔
力
を
持
ち
、
元
來
そ
な
え
て
い
た
人
を
淨
化
さ
せ
る
力
が
却
っ
て
人
の
自
由
を
束
縛
す

る
も
の
へ
と
轉
化
す
る
。
臨
濟
は
こ
れ
を
「
佛
魔
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
有
名
な
上
堂
で
臨
濟
自
身
が
使
っ
た
「
一
無
位
の

眞
人
」
も
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
。

【
一
〇
】
上
堂
云

：「
赤
肉
團
上
有
一
無
位
眞
人
，常
從
汝
等
諸
人
面
門
出
入
。
未
證
據
者
看
看
！
」
時
有
僧
出
問

：「
如

何
是
無
位
眞
人
？
」
師
下
禪
牀
把
住
云

：「
道
！ 

道
！
」
僧
擬
議
，師
拓
開
云

：「
無
位
眞
人
是
什
麼
乾
屎
橛
！
」
便
歸
方

丈
。
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上
堂
し
て
言
っ
た
、「
さ
あ
！ 

諸
君
ら
の
肉
體
に
ひ
と
り
の
位
階
な
き
眞
人
が
い
て
、
諸
君
ら
の
顏
面
か
ら
い
つ
も

出
入
り
し
て
い
る
ぞ
！ 

そ
れ
を
確
か
め
て
お
ら
ぬ
者
は
、
と
く
と
見
よ
！
」
す
る
と
、
僧
が
前
に
出
て
問
う
た
、「
そ

の
位
階
な
き
眞
人
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
は
す
ぐ
さ
ま
禪
牀
を
降
り
來
っ
て
、
僧
の
首
を
捕
ま
え
て
言
っ

た
、「
さ
あ
言
え
！ 

言
え
！
」
僧
は
な
に
や
ら
言
わ
ん
と
し
た
。
師
は
突
き
放
し
て
、「
位
階
な
き
眞
人
が
何
た
る
糞
棒

か
！
」
と
言
っ
て
、
方
丈
へ
歸
っ
て
し
ま
っ
た
。

〈
一
無
位
の
眞
人
〉
が
顏
面
（「
面
門
」）
か
ら
出
入
り
し
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？ 

人
間
の
見
聞
覺
知
の
感
覺
作

用
を
「
顏
面
か
ら
〈
六
す
じ
の
神
光
〉
が
光
を
放
つ
」（
示
衆
）
と
譬
喩
表
現
を
し
、
こ
れ
を
「
無
位
の
眞
人
が
出
入
り
し
て

い
る
」
と
擬
人
化
し
た
の
で
あ
る
。「
眞
人
」
と
は
衜
家
で
用
い
ら
れ
た
衜
の
體
得
者
（『
莊
子
』
大
宗
師
篇
）
で
、
魏
晉
南

北
朝
時
代
の
漢
譯
佛
典
で
は
阿
羅
漢
（
修
行
の
最
高
位
に
逹
し
た
人
）
を
言
う
が
、「
無
位
」
を
冠
し
て
い
る
か
ら
、
も
は
や

そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
、
地
位
・
位
階
の
價
値
枠
に
收
ま
ら
な
い
も
の
の
形
象
化
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
生
身
の
人
間
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
古
い
傳
承
の
『
宗
鏡
錄
』（
卷
九
八
）、『
祖
堂
集
』（
卷
一
九
）
が
「
五
蘊
身
田
內
に
無
位
の
眞
人
有

り
て
堂
堂
と
顯
露
し
、
毫
髮
許ば

か

り
の
間へ

だ
て隔

も
無
し
」（
肉
體
の
中
か
ら
は
っ
き
り
と
〈
無
位
の
眞
人
〉
が
現
れ
出
て
い
る
、
し
か

も
そ
の
〈
無
位
の
眞
人
〉
は
肉
體
と
は
毛
一
筋
も
隔
た
り
が
な
い
）
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。「
赤
肉
團
上

に
一
無
位
の
眞
人
有
り
」、「
五
蘊
身
田
內
に
無
位
の
眞
人
有
り
」
な
ど
と
、「
赤
肉
團
」、「
五
蘊
身
田
」
と
「
無
位
の
眞
人
」

を
別
の
よ
う
に
言
っ
て
は
い
る
が
、「
無
位
の
眞
人
」
と
は
生
き
生
き
と
活
動
す
る
生
身
の
人
間
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

生
身
の
人
間
の
ほ
か
に
超
越
的
な
實
體
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
赤
肉
團
上
有
一
無
位
眞
人
，
常

從
汝
等
諸
人
面
門
出
入
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
容
易
に
「
超
越
的
な
る
も
の
の
存
在
」
を
想
像
さ
せ
て
し
て
し
ま
い
や
す
い
。

「
眞
人
」
の
語
は
道
敎
に
お
け
る
衜
の
體
得
者
（
仙
人
）
で
も
あ
る
。
果
し
て
こ
の
上
堂
に
お
い
て
も
、「
未
だ
證
據
せ
ざ
る
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者
は
看
よ
看
よ
！
」
と
言
う
と
、
さ
っ
そ
く
僧
が
「
如
何
な
る
か
是
れ
無
位
の
眞
人
？
」
と
問
う
た
。
臨
濟
禪
師
は
た
だ
ち

に
禪
牀
を
お
り
て
、
僧
を
捕
ま
え
、「
道
え
、
道
え
！
」（
こ
の
お
前
こ
そ
が
〈
無
位
の
眞
人
〉
な
の
だ
。
問
う
の
で
な
く
、
み
づ

か
ら
〈
無
位
の
眞
人
〉
た
る
と
こ
ろ
を
言
え
！
）。
僧
が
何
や
ら
も
ぐ
も
ぐ
す
る
や
、
臨
濟
は
突
き
放
し
て
、「〈
無
位
の
眞
人
〉

が
な
ん
た
る
糞
棒
か
！
」
と
言
い
捨
て
て
、
方
丈
へ
歸
っ
て
し
ま
っ
た
。
格
調
高
く
切
り
出
さ
れ
た
「
無
位
の
眞
人
」
の
說

法
は
、
失
敗
に
終
わ
り
、
臨
濟
禪
師
は
〈
無
位
の
眞
人
〉
の
揚
言
を
悔
い
つ
つ
、
不
機
嫌
に
方
丈
へ
引
き
あ
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
以
後
、
か
れ
は
二
度
と
こ
の
語
を
使
わ
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
福
建
に
い

た
雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
は
こ
の
話
を
傳
聞
し
て
「
林
際
は
大
い
に
白
拈
賊
に
似
た
り
！
」
と
舌
を
卷
い
た
と
い
う

（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
二
。『
祖
堂
集
』
卷
一
九
で
は
「
林
際
は
大
い
に
好
手
に
似
た
り
！
」）。「
白
拈
賊
」
と
は
痕
跡
を
の
こ
さ

ぬ
大
膽
な
白
晝
強
盜
を
い
う
。
そ
れ
は
「
無
位
の
眞
人
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
僧
に
誤
解
さ
れ
る
や
、
た
だ
ち
に
「
乾
屎
橛
」

に
轉
化
し
て
僧
を
惡
罵
し
た
、
臨
濟
の
電
光
石
火
の
手
腕
を
讚
え
た
感
歎
の
語
で
あ
る
。
同
時
代
の
雪
峯
も
唐
末
の
禪
宗
大

衆
化
の
な
か
に
あ
っ
て
馬
祖
禪
の
庸
俗
的
理
解
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
、
臨
濟
の
「
無
位

の
眞
人
」
の
上
堂
の
問
題
點
を
た
だ
ち
に
認
識
し
、
同
時
に
臨
濟
に
深
い
敬
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
上
堂
は
そ
の
結

末
と
雪
峯
の
評
語
全
體
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
唐
代
禪
學
と
臨
濟
禪
師
の
思
想
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

五
．
言
葉

印
度
か
ら
西
域
を
經
て
中
國
に
傳
わ
っ
た
佛
敎
は
、
人
間
を
苦
か
ら
解
放
す
る
解
脫
の
宗
敎
で
あ
る
反
面
、
一
方
で
地
獄
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と
い
う
巨
大
な
暴
力
裝
置
を
造
り
出
し
、
ひ
と
び
と
を
「
益ま

す

ま
す
懼お

そ

れ
て
法
を
奉
ず
」（『
冥
祥
記
』
馬
虔
伯
）
と
い
う
狀
態
に

陷
れ
た
。
臨
濟
禪
師
の
「
示
衆
」
に
は
、
こ
う
し
た
中
世
的
迷
信
を
脫
し
た
、
い
か
に
も
近
世
人
ら
し
い
考
え
か
た
が
躍
動

し
て
い
る
。

【
七
二
】
衜
流
！ 

眞
佛
無
形
，
眞
法
無
相
。
你
秖
麽
幻
化
上
頭
作
模
作
樣
。
設
求
得
者
，
皆
是
野
狐
精
魅
，
傡
不
是
眞

佛
。
是
外
道
見
解
。
夫
如
眞
學
衜
人
傡
不
取
佛
，
不
取
菩
薩
羅
漢
，
不
取
三
界
殊
勝
，
逈
然
獨
脫
，
不
與
物
拘
，〈
乾
坤

倒
覆
，
我
更
不
疑
。〉
十
方
諸
佛
現
前
，
無
一
念
心
喜
；
三
塗
地
獄
頓
現
，
無
一
念
心
怖
。
緣
何
如
此
？ 

我
見
諸
法
空
相
，

變
卽
有
，
不
變
卽
無
。〈
三
界
唯
心
，
萬
法
唯
識
。〉
所
以
〈
夢
幻
空
花
，
何
勞
把
捉
？
〉
唯
有
衜
流
目
前
現
今
聽
法
底
人
，

入
火
不
燒
，
入
水
不
溺
。
入
三
塗
地
獄
，
如
遊
園
觀
。
入
餓
鬼
畜
生
而
不
受
報
。
緣
何
如
此
？ 

無
嫌
底
法
。〈
你
若
愛
聖

憎
凡
，
生
死
海
裏
沈
浮
。
煩
惱
由
心
故
有
，
無
心
煩
惱
何
拘
？ 

不
勞
分
別
取
相
，
自
然
得
道
須
臾
。〉
你
擬
傍
家
波
波
地

學
得
，
於
三
祇
劫
中
終
歸
生
死
。
不
如
無
事
，
向
叢
林
中
牀
角
頭
交
脚
坐
。

諸
君
！ 

眞
の
佛
は
す
が
た
を
持
た
ず
、眞
の
法
は
か
た
ち
が
な
い
。
し
か
る
に
き
み
た
ち
は
ひ
た
す
ら
現う

つ

身し
み

の
上
に

ひ
と
ま
ね
ば
か
り
し
て
、
そ
れ
で
佛
や
法
を
求
め
得
た
と
思
っ
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
み
な
狐
に
化
か
さ
れ
た
に
過
ぎ

ず
、
け
っ
し
て
眞
の
佛
で
は
な
い
。
外
衜
の
考
え
か
た
だ
。
ほ
ん
も
の
の
修
行
人
は
、
け
っ
し
て
佛
と
な
ら
ん
こ
と
を

求
め
ず
、
菩
薩
・
羅
漢
と
な
ら
ん
こ
と
を
求
め
ず
、
解
脫
し
よ
う
と
求
め
た
り
せ
ず
と
も
、
超
然
と
し
て
三
界
を
脫
け

出
て
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ぬ
。
こ
の
こ
と
を
、〈
た
と
い
天
地
が
ひ
っ
く
り
﨤
ろ
う
と
も
、
わ
た
し
は
絕
え
て
疑
わ

ぬ
〉。
臨
終
の
と
き
に
な
っ
て
、
た
と
い
お
迎
え
の
佛
た
ち
が
目
の
前
に
現
れ
よ
う
と
も
、
微
塵
も
あ
り
が
た
い
と
は
思

わ
ず
、
三
途
地
獄
が
い
き
な
り
現
れ
よ
う
と
も
、
少
し
も
恐
し
い
と
は
思
わ
ぬ
。
な
ぜ
か
？ 

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
本
來
空
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な
の
で
あ
っ
て
、
因
緣
に
よ
っ
て
現
れ
も
す
れ
ば
消
え
も
す
る
に
過
ぎ
ず
、〈
三
界
は
心
の
現
出
、
萬
物
は
意
識
の
産

出
〉
な
る
こ
と
が
、
わ
た
し
に
は
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ゆ
え
に
〈
夢ゆ

め

幻ま
ぼ
ろ
し、

空
に
現
れ
る
幻
影
は
、
把
も
う
と
し
て

も
無
駄
な
こ
と
〉
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
諸
君
と
い
う
、
わ
が
目
前
で
い
ま
說
法
に
聽
き
入
っ
て
い
る
人
こ
そ
は
、
火
に

入
っ
て
も
燒
け
ず
、
水
に
入
っ
て
も
溺
れ
ず
、
地
獄
に
入
っ
て
も
花
園
に
遊
ぶ
が
ご
と
く
、
餓
鬼
衜
・
畜
生
衜
に
入
っ

て
も
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
。
な
に
ゆ
え
か
？ 

厭
う
べ
き
法
と
い
う
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。〈
き
み
た
ち

が
聖
を
慕
っ
て
俗
を
憎
む
な
ら
、
煩
惱
の
海
に
浮
き
沈
み
を
く
り
か
え
す
ほ
か
は
な
い
。
煩
惱
は
心
に
よ
っ
て
起
こ
る

も
の
、
外
に
求
め
る
心
が
無
く
な
れ
ば
、
き
み
た
ち
を
拘
束
す
る
煩
惱
は
起
こ
ら
ぬ
。
わ
ざ
わ
ざ
分
別
を
は
た
ら
か
せ

て
虛
妄
の
相
を
求
め
な
け
れ
ば
、立
ち
ど
こ
ろ
に
お
の
づ
か
ら
衜
を
得
る
の
だ
〉。
き
み
た
ち
は
あ
た
ふ
た
と
軒
な
み
に

訊
ね
ま
わ
っ
て
學
ぼ
う
と
し
て
い
る
が
、
長
い
長
い
修
行
の
階
梯
を
歩
ん
で
も
、
結
局
は
迷
い
の
世
界
を
出
る
こ
と
は

で
き
ぬ
。
そ
れ
よ
り
も
無
事
な
る
こ
と
を
心
得
て
、
衜
場
で
禪
牀
に
脚
を
組
ん
で
坐
っ
て
い
る
ほ
う
が
ま
し
と
い
う
も

の
だ
。

「
三
途
地
獄
」
も
「
極
樂
淨
土
」
も
「
佛
」
も
「
解
脫
」
も
す
べ
て
は
觀
念
（
佛
敎
敎
學
の
術
語
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
う
い
う
空

な
る
觀
念
に
惑
わ
さ
れ
ず
、「
無
事
」
で
い
る
の
が
い
ち
ば
ん
よ
い
。
人
は
こ
う
し
た
觀
念
に
よ
っ
て
最
も
騙
さ
れ
や
す
い
の

で
あ
る
。
觀
念
は
言
葉
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
る
。
言
葉
と
は
い
か
な
る
も
の
か
？

【
八
四
】
大
德
！ 

你
莫
認
衣
。
衣
不
能
動
，
人
能
著
衣
。
有
箇
清
淨
衣
，
有
箇
無
生
衣
，
菩
提
衣
、
𣵀
槃
衣
，
有
祖
衣
，

有
佛
衣
。
大
德
！ 

但
有
聲
名
文
句
，
皆
悉
是
衣
變
。〈
從
臍
輪
氣
海
中
鼓
激
，
牙
齒
敲
磕
，
成
其
句
義
。〉
明
知
是
幻
化
。

大
德
！ 〈
外
發
聲
語
業
，
內
表
心
所
法
〉，
以
思
有
念
，
皆
悉
是
衣
。
你
秖
麽
認
他
著
底
衣
爲
實
解
，
縱
經
塵
劫
，
秖
是
衣
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通
。
三
界
循
還
，
輪
迴
生
死
，
不
如
無
事
。〈
相
逢
不
相
識
，
共
語
不
知
名
。〉

禪
師
が
た
よ
！ 

著
け
て
い
る
衣
裳
に
執
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
衣
裳
が
人
を
動
か
す
の
で
は
な
い
。
人
が
衣
裳
を
著
け

て
い
る
の
だ
。
清
淨
と
い
う
衣
裳
、
不
生
不
滅
と
い
う
衣
裳
、
菩
提
と
い
う
衣
裳
、
𣵀
槃
と
い
う
衣
裳
、
祖
師
と
い
う

衣
裳
、
佛
陀
と
い
う
衣
裳
な
ど
、
何
で
も
あ
る
。
禪
師
が
た
よ
！ 

こ
う
い
っ
た
す
べ
て
の
言
葉
は
、
み
な
衣
裳
の
變
奏

に
す
ぎ
な
い
。
言
葉
と
い
う
も
の
は
、〈
風
ガ
臍
ノ
輪
ノ
氣
海
ヨ
リ
出
テ
、
齒
デ
カ
チ
カ
チ
ヤ
ッ
テ
、
意
味
ト
ナ
ッ
タ
〉

に
す
ぎ
ず
、
明
ら
か
に
實
體
な
き
幻
で
あ
る
。
禪
師
が
た
よ
！ 

〈
音
聲
を
も
っ
て
語
業
を
外
に
發
す
る
こ
と
に
よ
り
、

內
な
る
心
の
思
い
を
表
現
す
る
〉
と
言
う
よ
う
に
、
心
に
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
觀
念
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
言
葉
に
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、み
な
衣
裳
で
あ
る
。
諸
君
は
ひ
た
す
ら
衣
裳
に
執
わ
れ
て
實
體
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
だ
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
衣
裳
の
專
門
家
に
な
る
に
す
ぎ
ず
、
三
界
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
輪
廻
轉
生
を

く
り
か
え
す
だ
け
だ
。
外
に
求
め
ぬ
無
事
が
い
ち
ば
ん
よ
い
。〈
出
逢
っ
て
も
誰
だ
か
わ
か
ら
ぬ
、言
葉
を
交
わ
し
て
も

名
前
も
知
ら
ぬ
〉、
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。

言
葉
は
風
で
あ
る
。
言
葉
が
紡
ぎ
出
す
觀
念
は
空
な
る
幻
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
が
も
っ
と
も
執
わ
れ
や
す
い
も
の
が
言
葉

に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
觀
念
で
あ
る
。
む
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
觀
念
を
信
ず
る
な
と
言
う
の
で
は
な
い
。
人
間
が
も
っ
と
も
執

わ
れ
や
す
い
、
信
じ
込
み
や
す
い
觀
念
と
は
、「
菩
提
」、「
𣵀
槃
」、「
祖
師
」、「
佛
陀
」
等
の
聖
な
る
觀
念
・
術
語
な
の
で

あ
っ
て
、
臨
濟
禪
師
は
こ
の
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。「
逹
磨
が
中
國
へ
來
た
の
は
騙
さ
れ
ぬ
人
を
見
出
す
た

め
だ
っ
た
」（「
自
逹
磨
大
師
從
西
土
來
，祇
是
覓
得
不
受
人
惑
底
人
」【
八
七
】）
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
如
何
な
る

か
是
れ
祖
師
西
來
の
意
」（
逹
磨
大
師
が
印
度
か
ら
來
た
の
は
、
何
の
た
め
だ
っ
た
の
か
）、
す
な
わ
ち
「
逹
磨
は
何
を
傳
え
た
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の
か
」
に
對
す
る
臨
濟
禪
師
の
答
え
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
も
言
う
、「
も
し
何
か
傳
え
よ
う
と
す
る
意
圖
が
逹
磨

に
あ
っ
た
の
な
ら
、
人
を
救
う
ど
こ
ろ
か
、
逹
磨
は
自
身
さ
え
救
う
こ
と
は
か
な
わ
ぬ
」（「
若
有
意
，
自
救
不
了
」【
八
九
】）

と
。
し
か
し
人
間
は
言
葉
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
臨
濟
禪
師
も
示
衆
說
法
で
は
饒
舌
に
語
る
。
多
く
の
言
葉
を
費
や

し
て
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
言
葉
を
妄
信
す
る
な
と
い
う
一
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
禪
宗
で
言
わ
れ
る
「
不

立
文
字
」
と
い
う
句
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。

【
八
九
】
問

：「
如
何
是
西
來
意
？
」
師
云

：「
若
有
意
，自
救
不
了
。」
云

：「
既
無
意
，云
何
二
祖
得
法
？
」
師
云

：「
得

者
是
不
得
。」
云

：「
旣
若
不
得
，
云
何
是
不
得
底
意
？
」
師
云

：「
爲
你
向
一
切
處
馳
求
心
不
能
歇
，
所
以
祖
師
言

：『
咄

哉
！ 

丈
夫
！ 

將
頭
覓
頭
！
』
你
言
下
便
自
迴
光
返
照
，
更
不
別
求
，
知
身
心
與
祖
佛
不
別
，
當
下
無
事
，
方
名
得
法
。
大

德
！ 

山
僧
今
時
事
不
獲
已
，
話
度
說
出
許
多
不
才
淨
，
你
且
莫
錯
！ 

據
我
見
處
，
實
無
許
多
般
衜
理
。
要
用
便
用
，
不

用
便
休
。」

僧
が
問
う
、「
逹
磨
は
何
の
意
圖
が
あ
っ
て
印
度
か
ら
來
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
も
し
逹
磨
に
何
か
の
意
圖
が

あ
っ
た
な
ら
、
か
れ
は
自
身
さ
え
も
救
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。」
僧
、「
意
圖
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、
二
祖
慧
可
が
法
を

得
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
得
た
と
は
得
（
た
も
の
は
何
も
）
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」
僧
、

「
得
な
か
っ
た
の
で
し
た
ら
、
そ
の
『
得
な
か
っ
た
逹
磨
の
意
圖
』
と
は
何
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
き
み
は
ど

こ
ま
で
行
っ
て
も
求
め
ま
わ
る
こ
と
か
ら
拔
け
出
せ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
祖
師
は
き
み
の
た
め
に
言
っ
た
の
だ
、『
お

い
っ
！
一
人
前
の
男
が
何
だ
！ 

頭
が
あ
る
の
に
頭
を
搜
し
ま
わ
る
と
は
！
』
き
み
が
こ
の
一
言
の
も
と
、た
だ
ち
に
迴

光
返
照
し
て
、
外
に
は
一
切
求
め
ず
、
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
と
知
っ
て
、
今
こ
そ
〈
無
事
〉
に
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落
ち
つ
く
こ
と
が
、『
得
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

禪
師
が
た
よ
！ 

わ
た
し
は
今
や
む
を
得
ず
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
て
汚
ら
わ
し
い
物
を
垂
れ
流
す
結
果
と
な
っ
た
が
、

ど
う
か
諸
君
よ
！ 

誤
解
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
わ
た
し
の
見
か
た
で
は
、
じ
つ
は
多
く
の
眞
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
使
い
た
い
な
ら
使
え
！ 

使
わ
ぬ
な
ら
そ
れ
ま
で
だ
。」

言
葉
を
妄
信
し
て
は
な
ら
ぬ
。
す
べ
て
は
自
己
の
問
題
、
己
事
究
明
に
盡
き
る
。
眞
理
は
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
こ
と
を
離

れ
て
い
る
。「
た
だ
ち
に
迴
光
返
照
し
て
、
外
に
は
一
切
求
め
ず
、
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
と
知
っ
て
、

今
こ
そ
〈
無
事
〉
に
落
ち
つ
く
こ
と
」
し
か
な
い
。
み
づ
か
ら
「
默
契
す
る
の
み
」（
黃
檗
希
運
）
で
あ
る
。
臨
濟
禪
師
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
、
さ
ら
に
「
わ
た
し
の
言
葉
に
も
執
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言
う
。「
我
が
見
る
處
に
據
れ
ば
、
實
に
許お

多お

般く

の
衜
理
無
し
」
と
は
、
若
き
日
に
大
愚
の
語
に
よ
っ
て
黃
檗
禪
師
の
眞
意
を
悟
っ
て
叫
ん
だ
言
葉
、「
元
來
黃
檗
の
佛
法
に

多
子
無
し
！
」（
黃
檗
の
佛
法
の
眞
理
は
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
だ
！
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
ひ
と
つ
」
と
は
黃
檗
の
い
う
「
卽
心

是
佛
」（
わ
が
心
こ
そ
が
佛
に
他
な
ら
ぬ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
わ
が
身
と
心
が
祖
師
や
佛
陀
と
別
で
は
な
い
」
と
信
ず
る

こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
總
括
し
て
言
う
な
ら
、「〈
信
じ
こ
む
こ
と
〉
か
ら
の
自
由
と
、〈
信
じ
き
る
こ
と
〉
へ
の
勇
氣
と
」

㉔

（
見
田
宗
介
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑴ 

拙
稿
「
臨
濟
錄
の
形
成
（
改
稿
）」、『
臨
濟
禪
師
一
一
五
〇
年
遠
諱
記
念
《
臨
濟
錄
》
國
際
學
會
記
念
論
文
集
』（
禪
文
化
研
究
所
、
二
〇

一
六
）
參
照
。

⑵ 

本
稿
は
拙
稿
「
感
興
の
こ
と
ば
―
―
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
に
お
け
る
悟
衜
論
の
探
究
―
―
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
六

册
、
二
〇
一
四
）、「
禪
學
札
記
」（『
花
園
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
』
第
四
八
號
、
二
〇
一
六
）
の
論
述
と
一
部
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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『
臨
濟
錄
』
の
引
用
は
譯
注
『
臨
濟
錄
』（
大
藏
出
版
、
二
〇
一
九
年
刊
行
豫
定
）
の
本
文
と
分
段
に
據
る
。

⑶ 
嚴
耕
望
『
唐
代
交
通
圖
考
』
第
五
卷
河
東
河
北
區 

篇
四
四
「
五
臺
山
進
香
衜
」（
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
專
卷
之
八
十
三
、
一
九

八
九
）。
敦
煌
石
窟
第
六
一
窟
西
壁
に
は
五
代
の
壁
画
「
五
臺
山
圖
」
が
あ
り
、そ
の
東
端
に
鎭
州
城
が
描
か
れ
て
い
る
（
敦
煌
研
究
院
編

『
敦
煌
石
窟
全
集
』
第
二
六
卷 

交
通
圖
卷
、
香
港
商
務
印
書
舘
、
二
〇
〇
〇
）。

⑷ 

圓
仁
『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
卷
二
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
四
月
二
二
日
鎭
州
、同
五
月
一
七
日
五
臺
山
善
住
閣
院
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
）。

⑸ 『
孟
子
』
離
婁
篇
上

：「
衜
在
邇
而
求
諸
遠
。」（『
四
書
集
注
』
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
四
）
；
僧
肇
「
不
眞
空
論
」：「
非
離
眞
而
立
處
，

立
處
卽
眞
也
。
然
則
道
遠
乎
哉
？ 

觸
事
而
眞
，
聖
遠
乎
哉
？ 

體
之
卽
神
。」（
大
正
藏
四
五
、
一
五
三
上
）

⑹ 『
唐
文
粹
』
卷
六
四
、
四
部
叢
刊
初
編
／
『
權
德
輿
詩
文
集
』
卷
二
八
、
四
二
六
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
．
案

：

攝
，
文
集

作
著

：

詬
，
文
粹
從
口
，
文
集
從
土
，
今
據
郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』
天
地
篇
。

⑺ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』、『
宋
藏
遺
珍 

寶
林
傳 

傳
燈
玉
英
集
』
附
錄
、
四
〇
二
頁
、
禪
學
叢
書
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
五
．

⑻ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』、
五
七
七
頁
、
禪
文
化
研
究
所
影
印
本
、
一
九
九
五
．

⑼ 『
宋
高
僧
傳
』
上
册
、
二
四
七
頁
、
中
華
書
局
、
中
國
佛
敎
典
籍
選
刊
、
一
九
八
七
．

⑽ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
、
五
七
一
頁
、
南
陽
慧
忠
國
師
語

：「
若
以
見
聞
覺
知
是
佛
性
者
，
淨
名
不
應
云
法
離
見
聞
覺

知
。
若
行
見
聞
覺
知
，
是
則
見
聞
覺
知
，
非
求
法
也
。」

⑾ 

石
井
修
道
「
眞
福
寺
文
庫
所
藏
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」、「
今
洪
州
但
言
貪
嗔
戒
定
一
種
，
是
佛
性
作
用
者
，
闕
於
揀
辨
迷
悟
倒
正

之
用
也
。」（『
禪
學
研
究
』
第
六
〇
號
，
一
九
八
一
）．

⑿ 

た
と
え
ば
『
朱
子
語
類
』
卷
一
二
六
「
釋
氏
」
第
五
二
～
六
三
條
、
中
華
書
局
、
理
學
叢
書
、
第
八
册
、
三
〇
一
九
～
三
〇
二
四
頁
．

⒀ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』、
四
〇
二
頁
．
ま
た
『
正
法
眼
藏
』
卷
上
。
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⒁ 

こ
の
馬
祖
の
說
示
は
南
嶽
懷
讓
の
說
に
依
據
し
て
い
る
。「
讓
大
師
云

：『〈
一
切
萬
法
，
皆
從
心
生
〉。
若
逹
心
地
，
所
作
無
礙
。
汝
今

此
心
，
卽
是
佛
故
。
逹
磨
西
來
，
唯
傳
一
心
之
法
。〈
三
界
唯
心
〉，〈
森
蘿
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
〉。
凡
所
見
色
，
皆
是
自
心
。
心
不
自

心
，
因
色
故
心
。
…
…
從
心
所
生
，
卽
名
爲
色
。
知
色
空
故
，
生
卽
不
生
』。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
九
七
、
大
正
藏
四
八
，
九
四
〇
上
～
中
）

⒂ 
高
崎
直
道
『
楞
伽
經
』
一
二
二
頁
、
大
藏
出
版
、
佛
典
講
座
、
一
九
八
〇
．

⒃ 

東
禪
寺
版
宋
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
八
江
西
大
寂
衜
一
禪
師
語
．

⒄ 

開
元
寺
版
宋
本
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
馬
祖
章
、
四
〇
二
頁
．

⒅ 

石
井
修
道
「
眞
福
寺
文
庫
所
藏
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」．

⒆ 

賈
晉
華
『
古
典
禪
研
究
』
一
六
七
頁
、O

xford U
niversity Press, 2010.

⒇ 

ま
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
逹
磨
章
、『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
六
逹
磨
章
、『
正
法
眼
藏
』
卷
上
等
。

㉑ 『
寶
林
傳
』
卷
七
般
若
多
羅
章
の
逸
文
に
こ
の
部
分
の
斷
片
が
見
え
る
。
椎
名
宏
雄
「『
寶
林
傳
』
逸
文
の
研
究
」、『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
部

論
集
』
第
一
一
號
、
一
九
八
〇
．

㉒ 

こ
こ
は
德
山
宣
鑒
の
示
衆
に
據
っ
て
い
る
。
い
わ
く
、「
你
豈
不
聞
道

：『
老
胡
經
三
大
阿
僧
祇
劫
修
行
』
？ 

卽
今
何
在
？ 

八
十
年
後
死

去
。
與
你
何
別
？
」（
大
慧
『
正
法
眼
藏
』
卷
上
）。

㉓ 「
外
不
取
凡
聖
，
內
不
住
根
本
」（【
五
一
】）、「
心
外
無
法
，
內
亦
不
可
得
」（【
六
四
】）。

㉔ 「
自
我
の
ゆ
く
え
」（『
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る 

日
本
・
世
界
・
二
一
世
紀
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
）
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臨
済
義
玄
（
？
～
八
六
六
）
の
史
伝
に
つ
い
て
、
現
在
最
も
重
要
な
成
果
は
依
然
と
し
て
柳
田
聖
山
氏
が
一
九
五
〇
年
代

か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
な
さ
れ
た
研
究
で
あ
る

⑴
。
小
稿
は
柳
田
氏
及
び
関
連
学
者
の
研
究
を
も
と
に
、
あ
え
て
伝

世
資
料
に
存
す
る
臨
済
の
伝
記
史
料
を
考
証
し
、
確
実
と
見
ら
れ
る
早
期
資
料
と
後
代
に
創
作
さ
れ
た
付
加
内
容
を
明
確
に

区
別
し
、
更
に
禅
文
献
以
外
の
碑
銘
や
史
料
も
参
考
に
し
て
、
臨
済
の
行
状
に
つ
い
て
の
史
実
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に

し
、
学
術
界
及
び
仏
門
の
た
め
に
、
確
実
な
る
伝
記
記
述
を
呈
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
伝
世
の
臨
済
語
録
に
お
け
る
伝
記
資
料
、
及
び
そ
の
他
の
関
連
文
献

　

後
世
に
伝
わ
る
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
は
、
臨
済
の
弟
子
、
三
聖
慧
然
が
記
録
し
た
も
の
と
記
す
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
円
覚
宗
演
が
宋
徽
宗
宣
和
二
年
（
一
一
二
〇
）
に
編
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
臨
済
語
録
は
種
々
の
増
補
や
修
訂
を
経

て
お
り
、
そ
の
発
展
過
程
も
、
こ
れ
ま
で
諸
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

⑵
。
本
節
は
主
と
し
て
、
種
々
の
臨
済
語
録
に

含
ま
れ
た
伝
記
資
料
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変
遷
過
程
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　

賾
蔵
主
編
集
と
署
す
る
『
古
尊
宿
語
録
』
の
第
四
、五
巻
に
お
い
て
、
臨
済
義
玄
と
弟
子
興
化
存
奨
の
語
録
が
存
し
、
巻

臨
済
義
玄
平
生
事
跡
考
辨

賈

　晋
華
（
翻
訳
・
談
仁
）
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末
の
「
臨
済
慧
照
禅
師
塔
記
」
は
保
寿
延
沼
が
撰
し
た
と
称
す
る

⑶
。
宇
井
伯
寿
氏
と
柳
田
氏
は
、
賾
蔵
主
が
守
賾
僧
挺
で

あ
る
と
し
、
柳
田
氏
は
さ
ら
に
守
賾
が
お
よ
そ
宋
高
宗
紹
興
元
年
か
ら
八
年
（
一
一
三
一
～
一
一
三
八
）
の
間
に
、『
古
尊
宿

語
要
』
二
十
家
を
出
版
し
、
そ
の
後
覚
心
居
士
に
よ
っ
て
宋
度
宗
咸
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
に
『
古
尊
宿
語
録
』
と
し
て
重

版
さ
れ
、
臨
済
等
の
八
家
の
語
録
も
補
入
さ
れ
た
と
考
証
し
た

⑷
。
ゆ
え
に
、
多
く
の
研
究
者
は
「
臨
済
慧
照
禅
師
塔
記
」

を
信
頼
性
の
高
い
根
本
史
料
と
見
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
臨
済
の
史
伝
を
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。
然
る
に
、

一
二
六
七
年
に
現
れ
た
そ
の
「
塔
記
」
に
は
標
題
・
内
容
と
も
に
問
題
が
あ
り
、
こ
の
点
は
臨
済
語
録
に
お
け
る
伝
記
資
料

と
比
較
対
照
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
臨
済
語
録
は
、
南
唐
中
宗
保
大
十
年
（
九
五
二
）
に
釈
静
・
釈
筠
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
祖
堂
集
』
に
初
め

て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
編
者
の
叙
述
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
当
時
世
に
伝
わ
る
『［
臨
済
］
別
録
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、

臨
済
の
史
伝
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨
済
和
尚
嗣
黄
檗
、
在
鎮
州
。
師
諱
義
玄
、
姓
邢
、
曹
南
人
也
。
…
…
侍
奉
大
愚
、
経
十
余
年
。
…
…
咸
通
七
年
丙
戌

歳
四
月
十
日
示
化
。
諡
号
慧
照
大
師
、
澄
虚
之
塔

⑸
。

　

こ
の
よ
う
に
『
祖
堂
集
』
は
ご
く
簡
略
に
臨
済
の
基
本
情
報
、
即
ち
法
名
、
俗
名
、
本
籍
、
師
承
、
弘
法
の
地
、
示
寂
時

期
、
諡
号
塔
号
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
が
周
世
宗
顕
徳
元
年
か
ら
宋
太
祖
開
宝
八
年
（
九
五
四
～
九
七
五
）
ま
で
に
編
集

し
た
『
宗
鏡
録
』
は
、
臨
済
の
語
録
を
一
則
記
録
し
た
が
、
彼
の
史
伝
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い

⑹
。
ま
た
、
道
原
は
宋

真
宗
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
『
景
徳
伝
灯
録
』
を
著
し
、
臨
済
の
史
伝
に
つ
い
て
、
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鎮
州
臨
済
義
玄
禅
師
、
曹
州
南
華
人
也
、
姓
邢
氏
。
幼
負
出
塵
之
志
、
及
落
髪
進
具
、
便
慕
禅
宗
。
初
在
黄
檗
随
衆
参

侍
。
…
…
師
後
還
郷
党
。
俯
徇
趙
人
之
請
、
住
子
城
南
臨
済
禅
苑
、
学
侶
奔
湊
。
…
…
師
唐
咸
通
七
年
丙
（
戍
）［
戌
］

四
月
十
日
、
将
示
滅
、
乃
説
伝
法
偈
曰
、
…
…
。
偈
畢
坐
逝
。
勅
諡
慧
照
大
師
、
塔
曰
澄
霊

⑺ 

。

と
述
べ
る
が
、
前
掲
『
祖
堂
集
』
の
記
述
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
両
文
献
の
記
し
た
機
縁
対
話
、
例
え
ば
黄
檗
と
大
愚

が
棒
拳
で
臨
済
を
悟
り
に
導
い
た
内
容
（
次
節
参
照
）
は
、
必
ず
し
も
史
実
と
は
言
え
ず
、
両
文
献
に
見
ら
れ
る
行
状
は
当

時
世
に
伝
わ
る
『
臨
済
別
録
』
に
基
づ
い
た
可
能
性
が
高
く
、
恐
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ほ
か
に
も
、『
伝
灯
録
』
第
二
十
八
巻
諸
方
広
語
に
臨
済
の
上
堂
語
が
残
さ
れ
、
そ
れ
も
当
時
伝
世
の
『
臨
済
広
語
』
に

よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
臨
済
の
史
伝
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い

⑻
。『
広
語
』
は
『
宗
鏡
録
』
の
所
載
内
容

と
著
し
く
似
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
延
寿
が
基
づ
い
た
の
は
『
臨
済
広
語
』
で
あ
ろ
う
。

　

李
遵
勗
（
九
八
八
～
一
〇
三
八
）
は
宋
仁
宗
天
聖
七
年
（
一
〇
二
九
）
に
『
天
聖
広
灯
録
』
を
編
集
し

⑼
、
黄
龍
慧
南
（
一

〇
〇
二
～
一
〇
六
九
）
は
天
聖
七
年
か
ら
宋
神
宗
熙
寧
二
年
（
一
〇
二
九
～
一
〇
六
九
）
ま
で
の
間
に
『
馬
祖
四
家
録
』
を

編
集
し
た

⑽
。
両
文
献
に
収
め
ら
れ
る
臨
済
語
録
は
内
容
か
ら
順
序
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
で
、
わ
ず
か
な
相
違
し
か
な
か
っ
た

⑾
。

故
に
、
後
者
は
前
者
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
両
文
献
は
共
に
機
縁
対
話
を
多
く
増
や
し
、
特
に
臨
済

が
各
地
を
歴
参
し
た
機
語
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歴
参
物
語
や
対
話
は
『
祖
堂
集
』、『
宗
鏡
録
』
及
び
『
伝
灯
録
』

に
見
え
ず
、
一
〇
〇
四
年
か
ら
一
〇
二
九
年
の
間
に
増
補
・
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
宋
に
入
り
、
臨
済
系
は
益
々
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。『
広
灯
録
』
の
編
集
者
で
あ
る
李
遵
勗
本
人
も
そ
の
化
を
受
け

て
法
系
史
的
主
張
が
強
く
、
そ
れ
を
編
纂
し
た
の
は
臨
済
系
を
禅
宗
の
正
統
に
ま
で
も
ち
あ
げ
る
狙
い
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

『
広
灯
録
』
所
載
の
語
録
は
臨
済
系
の
禅
師
を
主
と
し
、
李
遵
勗
本
人
も
臨
済
七
伝
の
弟
子
と
し
て
入
れ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
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本
系
祖
師
の
地
位
を
築
き
上
げ
る
に
は
、
臨
済
語
録
の
内
容
を
増
補
・
拡
充
す
る
こ
と
は
最
大
の
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ

る
⑿

。
両
文
献
に
は
信
頼
性
の
低
い
歴
参
物
語
以
外
、
臨
済
の
史
伝
に
関
す
る
内
容
は
な
か
っ
た
。

　

円
覚
宗
演
は
一
一
二
〇
年
に
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』（
以
下
『
臨
済
録
』
と
略
す
る
）
を
編
纂
し
、
所
収
の
臨
済
語

録
は
数
量
・
内
容
と
も
に
『
広
灯
録
』
や
『
四
家
録
』
と
大
差
は
な
い

⒀
。
よ
っ
て
、
宗
演
は
主
に
そ
の
二
書
を
踏
襲
し
た

だ
け
で
、
標
題
ど
お
り
に
臨
済
弟
子
三
聖
慧
然
編
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
臨
済
録
』
の
特

色
は
、
臨
済
の
弟
子
を
編
集
者
と
し
て
付
け
加
え
た
以
外
に
、
語
録
の
前
後
順
序
を
変
更
し
た
上
、
上
堂
、
示
衆
、
勘
辨
、

行
録
の
四
章
に
分
け
て
い
る

⒁
。
そ
し
て
、
終
章
に
保
寿
延
沼
撰
と
い
う
臨
済
伝
記
も
付
加
し
た
。
か
か
る
分
節
や
標
題
は

宋
代
語
録
の
一
般
形
式
で
あ
る
ゆ
え
、
柳
田
氏
もPaul D

em
iéville

氏
も
そ
の
分
節
は
宗
演
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測

し
て
い
る

⒂
。

　
『
臨
済
録
』
の
終
り
に
あ
る
臨
済
伝
記
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

師
諱
義
玄
、
曹
州
南
華
人
也
、
俗
姓
邢
氏
。
幼
而
穎
異
、
長
以
孝
聞
。
及
落
髪
受
具
、
居
於
講
肆
、
精
究
毘
尼
、
博
賾

経
論
。
俄
而
嘆
曰
、
此
済
世
之
医
方
也
、
非
教
外
別
伝
之
旨
。
即
更
衣
游
方
、
首
参
黄
蘗
、
次
謁
大
愚
。
其
機
縁
語
句

載
于
『
行
録
』。
既
受
黄
蘗
印
可
、
尋
抵
河
北
鎮
州
城
東
南
隅
、
臨
滹
沱
河
側
小
院
住
持
。
其
臨
済
因
地
得
名
。
時
普

化
先
在
彼
、
佯
狂
混
衆
、
聖
凡
莫
測
。
師
至
即
佐
之
。
師
正
旺
化
、
普
化
全
身
脱
去
、
乃
符
仰
山
小
釈
迦
之
懸
記
也
。

適
丁
兵
革
、
師
即
棄
去
。
太
尉
黙
君
和
於
城
中
捨
宅
為
寺
、
亦
以
臨
済
為
額
、
迎
師
居
焉
。
後
払
衣
南
邁
至
河
府
、
府

主
王
常
侍
延
以
師
礼
。
住
未
幾
、
即
来
大
名
府
興
化
寺
、
居
于
東
堂
。
師
無
疾
、
忽
一
日
摂
衣
拠
坐
、
与
三
聖
問
答

畢
、
寂
然
而
逝
、
時
唐
咸
通
八
年
丁
亥
孟
陬
月
十
日
也
。
門
人
以
師
全
身
、
建
塔
于
大
名
府
西
北
隅
。
勅
諡
慧
照
禅

師
、
塔
号
澄
霊
。
合
掌
稽
首
、
記
師
大
略
。
住
鎮
州
保
寿
嗣
法
小
師
延
沼
謹
書

⒃
。
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伝
末
に
作
者
と
署
さ
れ
た
保
寿
延
沼
に
つ
い
て
は
、『
祖
堂
集
』
や
『
伝
灯
録
』
に
見
え
る
臨
済
の
直
伝
弟
子
宝
寿
沼
で
あ

る
と
見
る
学
者
と

⒄
、
あ
る
い
は
臨
済
の
四
伝
弟
子
、
風
穴
延
沼
（
八
九
六
～
九
七
三
）
で
あ
る
と
す
る
学
者
が
い
る

⒅
。
だ

が
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
一
二
〇
年
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
そ
の
伝
記
は
疑
わ
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
む
し
ろ
宗

演
が
種
々
の
資
料
を
総
合
し
た
上
で
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
特
に
臨
済
が
普
化
に
接
し
た
記
録
は
、
当

時
の
古
い
臨
済
語
録
の
い
ず
れ
に
も
存
せ
ず
、『
宋
高
僧
伝
』
普
化
伝
や
『
伝
灯
録
』
普
化
章
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

⒆
。
ま

た
、
黙
君
和
に
つ
い
て
も
、『
太
平
広
記
』
所
引
の
『
劉
氏
耳
目
記
』、『
旧
五
代
史
』
及
び
『
資
治
通
鑑
』
所
載
に
よ
る
と
、

黙
君
和
は
墨
君
和
の
誤
り
で
あ
る
。
成
徳
節
度
使
王
鎔
が
唐
僖
宗
中
和
三
年
（
八
八
三
）
に
節
度
使
と
な
っ
た
時
、
墨
君
和

は
十
五
、六
歳
で
、
ゆ
え
に
お
よ
そ
咸
通
九
～
十
年
（
八
六
八
～
八
六
九
）
生
ま
れ
と
推
測
で
き
る
。
墨
君
和
は
始
め
屠
殺

業
者
で
、
唐
昭
宗
景
福
二
年
（
八
九
三
）
に
王
鎔
を
救
出
し
た
功
績
で
官
位
を
賜
っ
た

⒇
。
墨
君
和
が
生
ま
れ
た
時
、
臨
済

は
す
で
に
示
寂
し
、
彼
が
功
を
立
て
官
位
を
賜
っ
た
の
は
更
に
臨
済
死
後
二
十
数
年
以
上
の
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
墨

君
和
が
宅
を
捨
て
て
寺
と
為
す
こ
と
で
臨
済
を
迎
え
た
の
も
明
ら
か
に
後
世
の
創
作
で
あ
ろ
う

㉑
。
ほ
か
に
も
、
臨
済
を
蒲

州
（
河
中
府
）
に
招
い
た
の
は
蔣
伸
（
次
節
を
参
照
）
で
、
上
の
よ
う
に
、「
王
常
侍
」
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
比
較

的
早
い
時
期
の
資
料
、
例
え
ば
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』
及
び
『
伝
灯
録
』
で
は
、
臨
済
が
咸
通
七
年
四
月
十
日
（
西

暦
八
六
六
年
五
月
二
十
七
日
）
卒
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
咸
通
八
年
（
八
六
七
）
正
月
（
孟
陬
月
）
十
日
と
な
っ
て
お
り
、
恐

ら
く
改
竄
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
孟
陬
月
は
恐
ら
く
孟
陽
月
の
誤
り
で
、
四
月
は
孟
陽
と
も
呼
ば
れ
た

㉒
。
こ
う
し
て
見
れ

ば
、
こ
こ
は
七
年
を
八
年
に
改
め
て
、
日
付
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
一
二
六
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
尊
宿
語
録
』
に
、
そ
の
史
伝
は
全
文
写
さ
れ
、「
臨
済
慧
照
禅
師
塔
記
」
と

い
う
標
題
も
付
け
加
え
ら
れ
た
。
柳
田
氏
と
入
矢
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
標
題
は
あ
き
ら
か
に
編
集
者
に
よ
っ
て

付
加
さ
れ
た
も
の
で
、
本
物
の
塔
記
と
見
な
さ
れ
な
い

㉓
。
そ
の
上
、『
古
尊
宿
語
録
』
所
載
の
臨
済
語
録
は
、
内
容
か
ら
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順
序
、
分
節
ま
で
宗
演
編
の
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
と
ほ
ぼ
断
言
で

き
る
。
ま
た
、
終
り
の
「
住
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘
」
と
い
う
一
句
も
以
前
の
記
述
に
見
ら
れ
ず

㉔
、
興
化
存
奨

（
八
三
〇
～
八
八
八
）
は
臨
済
の
直
伝
弟
子
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
編
集
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う

㉕
。

　

上
記
の
分
析
か
ら
、
伝
世
禅
文
献
に
存
す
る
臨
済
の
史
伝
は
、『
祖
堂
集
』
や
『
伝
灯
録
』
の
所
載
は
五
代
末
葉
、
北
宋

初
期
に
伝
わ
る
『［
臨
済
］
別
録
』
に
よ
る
も
の
で
、
比
較
的
に
信
頼
性
が
高
い
も
の
と
窺
え
、
そ
の
他
は
明
ら
か
に
問
題

点
を
抱
え
て
お
り
、
慎
重
に
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

禅
文
献
以
外
の
仏
教
典
籍
と
し
て
、『
宋
高
僧
伝
』
臨
済
伝
の
内
容
は
最
も
古
い
も
の
と
し
て
信
用
で
き
る
。

釈
義
玄
、
俗
姓
邢
、
曹
州
南
華
人
也
。
参
学
諸
方
、
不
憚
艱
苦
。
因
見
黄
蘗
山
運
禅
師
、
鳴
啄
同
時
、
了
然
通
徹
。
乃

北
帰
郷
土
、
俯
徇
趙
人
之
請
、
住
于
城
南
臨
済
焉
。
罷
唱
経
論
之
徒
、
皆
親
堂
室
。
示
人
心
要
、
頗
与
徳
山
相
類
。
以

咸
通
七
年
丙
戌
歳
四
月
十
日
示
滅
。
敕
諡
慧
照
大
師
、
塔
号
澄
虚
。『
言
教
』
頗
行
於
世
、
今
恒
陽
号
臨
済
禅
宗
焉

㉖
。

　

こ
の
伝
の
所
載
は
ほ
ぼ
『
祖
堂
集
』
や
『
伝
灯
録
』
に
一
致
し
て
お
り
、
当
時
の
『
臨
済
別
録
』
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
仏
教
典
籍
以
外
に
も
、
臨
済
の
史
伝
を
考
察
す
る
に
貴
重
な
原
始
史
料
―
―
唐
代
文
士
公
乗
億
の
撰
し
た

「
魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
碑
」
が
あ
る
。
奨
公
と
は
臨
済
の
弟
子
興
化
存
奨
の
こ
と
で
あ
る
。
碑
文
は
特
に
臨
済
の
史
伝
に

関
し
て
、

（
存
奨
）
遽
聞
臨
済
大
師
已
受
蒲
相
蔣
公
之
請
。
纔
凝
省
侍
、
飛
錫
而
遽
及
中
条
。
尋
獲
参
随
、
置
杯
而
将
渡
白
馬
。
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当
道
先
太
尉
中
令
何
公
専
発
使
人
、
迎
請
臨
済
大
師
。
和
尚
翼
従
一
行
、
不
信
宿
而
至
於
府
下
、
而
乃
止
於
観
音
寺
江

西
禅
院
。
而
得
簪
裾
継
踵
、
道
俗
連
肩
。
曾
未
期
年
、
是
至
遷
化

㉗
。

と
述
べ
て
い
る
。
柳
田
氏
は
早
く
も
一
九
五
〇
年
代
に
こ
の
碑
文
に
注
意
し
た
。
氏
の
研
究
者
と
し
て
の
並
外
れ
た
資
料
の

捜
索
と
運
用
能
力
に
感
心
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、『
臨
済
録
』
の
機
縁
対
話
を
過
信
し
た
点
が
い
さ
さ
か
残
念
で
あ
る
。
ま

た
、
後
世
の
伝
記
資
料
を
あ
る
程
度
使
用
し
た
こ
と
は
、
彼
の
考
証
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
再
検
討
す
る
余

地
を
も
残
し
て
い
る
。
実
際
柳
田
氏
自
身
も
、「
我
々
は
こ
の
大
師
の
生
涯
を
築
き
上
げ
る
こ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
試
み
の

段
階
で
、
な
ぜ
な
ら
伝
統
に
基
づ
く
資
料
は
、
正
確
な
る
歴
史
的
事
実
に
は
立
脚
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
㉘

。
次
節
で
は
こ
の
よ
う
に
事
実
に
疎
な
る
後
世
の
資
料
を
使
用
せ
ず
に
、
信
頼
性
の
高
い
関
連
史
料
も
加
え
て
、
臨
済

の
行
状
に
つ
い
て
精
確
な
る
考
証
を
行
っ
て
み
た
い
。

二
、
臨
済
義
玄
の
史
伝

　

前
節
に
続
き
、
こ
こ
で
は
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』、『
伝
灯
録
』
及
び
公
乗
億
「
魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
碑
」
所
載
の

伝
記
資
料
を
参
考
に
し
、
そ
れ
以
外
の
碑
文
や
関
連
資
料
を
も
合
わ
せ
て
、
臨
済
の
史
伝
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
思

う
。

　

ま
ず
、
三
書
の
一
致
し
た
記
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
臨
済
は
俗
姓
邢
、
曹
州
南
華
（
今
山
東
東
明
）
の
人

で
あ
る
。
柳
田
氏
は
臨
済
が
唐
憲
宗
元
和
年
中
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
の
生
ま
れ
だ
と
推
測
し
た
が

㉙
、
直
接
の
証
拠
を
示

さ
な
か
っ
た
。『
伝
灯
録
』
に
は
「
幼
負
出
塵
之
志
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
高
僧
史
伝
の
慣
例
で
、
必
ず
し
も
臨
済
が
幼
年

に
出
家
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。『
宋
高
僧
伝
』
に
は
臨
済
が
出
家
後
、「
参
学
諸
方
、
不
憚
艱
苦
」
と
見
え
て
、
こ
れ
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に
つ
い
て
は
傍
証
が
な
い
が
、
賛
寧
の
記
述
は
素
朴
で
、
し
か
も
唐
代
に
禅
僧
は
出
家
後
、
諸
方
参
学
の
経
歴
が
普
通
で
あ

る
ゆ
え
に
、
当
時
世
に
伝
わ
っ
た
『
別
録
』
に
基
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
、
恐
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
三
書
と
も
に
臨
済
が
黄
檗
山
で
黄
檗
希
運
に
師
事
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。『
伝
灯
録
』
に
は
更
に
彼
が

具
足
戒
を
受
け
た
の
は
二
十
歳
以
降
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
裴
休
（
七
九
一
～
八
六
四
）
は
『
伝
心
法
要
』
の
序
に
お
い

て
、「
有
大
禅
師
、
法
諱
希
運
、
住
洪
州
高
安
県
黄
檗
山
鷲
峯
下
。
…
…
余
会
昌
二
年
廉
於
鍾
陵
、
自
山
迎
至
州
、
憩
龍
興

寺
、
旦
夕
問
道
」

㉚
と
述
べ
て
い
る
。
裴
休
は
唐
武
宗
会
昌
元
年
か
ら
三
年
ま
で
（
八
四
一
～
八
四
三
）
江
西
観
察
使
を
担

当
し
た

㉛
。
江
西
省
の
府
治
は
洪
州
南
昌
県
で
、
唐
に
入
っ
て
鍾
陵
県
と
改
名
し
た

㉜
。
も
し
序
の
記
録
ど
お
り
に
、
裴
休

が
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
に
希
運
を
黄
檗
山
か
ら
府
治
に
向
か
わ
せ
た
な
ら
ば
、
希
運
が
黄
檗
山
に
居
た
の
は
会
昌
元
年

（
八
四
一
）
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
仮
に
臨
済
が
八
四
一
年
に
二
十
歳
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
逆
算
す
れ
ば
お
よ
そ
唐
穆
宗

長
慶
二
年
（
八
二
二
）
生
ま
れ
に
な
る
。
無
論
臨
済
が
黄
檗
山
に
長
年
滞
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
彼
の
生
年
は

や
や
数
年
早
く
、
柳
田
氏
の
推
測
通
り
に
、
元
和
中
に
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
臨
済
が
黄
檗
に
師
事

し
た
の
は
、
お
よ
そ
唐
文
宗
朝
（
八
二
六
～
八
四
〇
）
か
ら
武
宗
会
昌
初
年
ま
で
の
間
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

臨
済
が
黄
檗
と
大
愚
の
も
と
で
、
棒
拳
で
大
悟
し
た
と
い
う
有
名
な
公
案
に
つ
い
て
、『
祖
堂
集
』
に
は
臨
済
義
玄
は
黄

檗
希
運
の
指
示
に
従
っ
て
高
安
大
愚
の
会
下
に
参
じ
、
二
度
打
た
れ
て
大
悟
し
、
大
愚
に
築
拳
し
た
と
見
え
る

㉝
。
一
方
、

『
伝
灯
録
』
に
は
、
臨
済
が
黄
檗
に
祖
師
西
来
意
を
た
だ
し
た
が
、
三
度
問
う
て
三
度
棒
を
喫
し
、
師
の
指
示
の
も
と
大
愚

の
会
下
に
参
じ
、
後
者
は
黄
檗
老
婆
心
の
語
で
諭
さ
れ
て
、
臨
済
が
礼
と
し
て
大
愚
を
一
発
築
拳
し
た
と
あ
る

㉞
。
し
か
し

な
が
ら
、
黄
檗
『
伝
心
法
要
』
は
智
語
問
答
を
数
条
含
み
な
が
ら
も
、
殆
ど
は
一
般
の
問
答
に
過
ぎ
ず
、
黄
檗
の
時
に
棒
打

の
機
鋒
ど
こ
ろ
か
、
成
熟
し
た
機
縁
問
答
す
ら
現
れ
て
い
な
い
。『
伝
灯
録
』
で
は
大
愚
を
帰
宗
智
常
の
法
嗣
と
し
て
い
る

が
、
名
目
が
あ
る
だ
け
で
内
容
が
な
く
、
注
に
「
無
機
縁
語
句
不
録
」
と
記
し
て
い
る
の
で

㉟
、
大
愚
に
は
伝
世
の
機
語
の
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な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
臨
済
が
大
悟
し
た
物
語
に
お
け
る
黄
檗
、
大
愚
棒
拳
交
施
の
機
鋒
は
、
唐
末
五
代
に
創
作
さ
れ

た
話
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。『
祖
堂
集
』
所
載
の
臨
済
が
大
愚
に
対
し
て
『
瑜
伽
論
』
や
唯
識
経
典
を
講
論
し
、
さ
ら
に

悟
っ
て
か
ら
の
十
数
年
、
大
愚
に
師
事
し
た
こ
と
も
、
恐
ら
く
事
実
で
は
な
い
。『
宋
高
僧
伝
』
は
臨
済
が
黄
檗
に
師
事
し

た
こ
と
の
み
を
記
録
し
、
大
愚
の
名
に
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
賛
寧
自
身
も
棒
打
の
伝
説
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。

　
『
宋
高
僧
伝
』、『
伝
灯
録
』
二
書
は
、
臨
済
が
黄
檗
と
別
れ
て
か
ら
、
北
へ
山
東
の
曹
州
の
実
家
ま
で
帰
り
、
そ
の
後
、

「
俯
循
趙
人
之
請
、
住
於
［
鎮
州
］
城
南
臨
済
（
禅
苑
）」
と
見
え
る
。『
祖
堂
集
』
も
ま
た
「
在
鎮
州
」
と
し
て
い
る
。
柳

田
氏
は
「
趙
人
」
を
単
数
の
「
あ
る
趙
人
」
と
読
み
取
り
、
後
世
臨
済
語
録
の
聴
法
者
で
あ
る
「
府
主
王
常
侍
」
か
ら
、
こ

の
「
趙
人
」
は
成
徳
軍
節
度
使
、
鎮
州
長
吏
王
紹
懿
（
？
～
八
六
六
）
で
あ
る
と
推
測
し
た

㊱
。
し
か
し
、
中
国
の
古
典
で

は
「
趙
人
」
等
の
単
語
は
通
常
複
数
と
し
て
使
わ
れ
、「
趙
の
地
の
民
衆
」
と
い
う
意
味
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
す
で
に
考

察
し
た
よ
う
に
、『
広
灯
録
』
臨
済
語
録
の
後
に
見
え
る
聴
法
者
や
対
話
者
な
ど
は
、
後
世
に
よ
る
創
作
の
可
能
性
が
高
い
。

故
に
『
宋
高
僧
伝
』
と
『
伝
灯
録
』
の
記
録
に
基
づ
き
、
臨
済
が
師
匠
の
黄
檗
か
ら
離
れ
た
後
、
一
旦
山
東
曹
州
の
実
家
に

戻
り
、
そ
の
後
趙
地
（
鎮
州
の
地
は
戦
国
時
代
に
趙
国
に
属
し
た
）
の
民
衆
の
要
請
に
よ
り
、
鎮
州
府
治
真
定
県
（
今
河
北
正

定
）
東
南
の
臨
済
禅
院
に
住
し
た
。
具
体
的
な
時
間
は
考
証
し
が
た
い
が
、
上
述
の
黄
檗
に
師
事
し
た
期
間
に
よ
れ
ば
、
彼

の
帰
郷
は
会
昌
五
、六
年
（
八
四
五
～
八
四
六
）
の
間
の
武
宗
破
仏
の
時
、
鎮
州
臨
済
禅
院
に
招
か
れ
た
の
は
宣
宗
大
中
初
年

（
八
四
七
）、
仏
教
復
興
の
時
と
見
ら
れ
る
。

　
『
宋
高
僧
伝
』
普
化
伝
に
は
臨
済
と
普
化
が
機
鋒
を
交
わ
し
た
こ
と
が
見
え

㊲
、『
伝
灯
録
』
普
化
章
に
は
二
人
の
間
に
行

わ
れ
た
機
縁
語
も
多
く
あ
る

㊳
。
だ
が
、『
祖
堂
集
』
臨
済
章
、『
宋
高
僧
伝
』
臨
済
伝
及
び
『
伝
灯
録
』
臨
済
章
、
み
な
普

化
に
触
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
機
縁
の
物
語
は
必
ず
し
も
事
実
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
普
化
は
宣
宗
大
中
（
八
四
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七
～
八
五
九
）
の
間
に
鎮
州
に
お
り
、
お
よ
そ
唐
懿
宗
咸
通
初
（
八
六
〇
）
の
こ
ろ
に
示
寂
し
た
の
で

㊴
、
二
人
の
間
に
交
際

が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

　
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』
及
び
『
伝
灯
録
』
は
臨
済
が
臨
済
禅
院
に
移
住
し
た
後
の
こ
と
を
一
切
記
録
し
て
い
な
い
の

で
、
公
乗
億
「
魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
碑
」
及
び
他
の
碑
文
、
資
料
に
よ
っ
て
補
充
説
明
を
し
て
お
く
。「
奨
公
塔
碑
」
に

よ
る
と
、
興
化
存
奨
は
咸
通
元
年
（
八
六
〇
）
に
臨
済
に
師
事
し
て
悟
り

㊵
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
師
を
離
れ
て
各
地
を
歴
参

し
、
ま
ず
長
安
に
向
か
い
、
後
に
南
の
呉
地
に
下
り
、
江
西
洪
州
ま
で
足
を
運
ん
だ
、
と
あ
る
。「
過
鍾
陵
、
伏
遇
仰
山
大

師
方
開
法
宇
、
大
啓
禅
扃
」
と
あ
る
。
仰
山
は
仰
山
慧
寂
（
八
〇
七
～
八
八
三
）
の
こ
と
で
、
江
西
観
察
使
韋
宙
が
大
中
十

二
年
か
ら
咸
通
二
年
（
八
五
八
～
八
六
一
）
ま
で
江
西
に
駐
在
し

㊶
、
咸
通
二
年
に
父
韋
丹
の
洪
州
南
昌
（
鍾
陵
）
県
に
所

在
す
る
石
亭
を
観
音
院
に
変
え
、
仰
山
に
要
請
し
て
起
し
た
の
で
あ
る

㊷
。
こ
の
こ
と
は
陸
希
声
の
記
述
に
も
裏
づ
け
ら
れ

る
。
陸
希
声
撰
「
仰
山
通
智
大
師
塔
銘
」
に
は
、「
希
声
頃
因
従
事
嶺
南
、
遇
仰
山
大
師
於
洪
州
石
亭
観
音
院
、
洗
心
求
道
、

言
下
契
悟
玄
旨
。
大
師
嘗
論
門
人
、
以
希
声
為
称
首
」
と
あ
る

㊸
。
陸
希
声
は
咸
通
元
年
（
八
六
〇
）
に
商
州
刺
史
鄭
愚
の

属
僚
と
し
て
出
仕
し

㊹
、
ま
た
、
鄭
愚
は
咸
通
二
年
か
ら
三
年
（
八
六
一
～
八
六
二
）
ま
で
は
桂
管
観
察
使
で
、
咸
通
三
年
か

ら
四
年
（
八
六
二
～
八
六
三
）
は
嶺
南
西
道
観
察
使
で
あ
っ
た

㊺
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陸
希
声
が
桂
管
・
嶺
西
で
鄭
愚
に
付
い

た
の
は
咸
通
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
間
と
な
る
。
桂
管
・
嶺
西
両
方
と
も
嶺
南
と
呼
ば
れ
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、
陸
希
声
が
咸

通
二
年
に
初
め
て
嶺
南
に
勤
め
た
時
、
洪
州
観
音
院
経
由
で
、
仰
山
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
は
当
時
仰
山
が
観
音
院

に
い
た
証
拠
に
な
る
。
興
化
が
洪
州
を
訪
ね
た
の
は
、
仰
山
が
観
音
院
を
起
し
た
ば
か
り
の
頃
で
あ
っ
た
の
で
、
確
実
に
八

六
一
年
の
こ
と
だ
と
知
ら
れ
る
。

　
「
奨
公
塔
碑
」
は
、
続
い
て
、
ち
ょ
う
ど
八
六
一
年
に
興
化
が
仰
山
を
訪
ね
た
頃
、「
遽
聞
臨
済
大
師
已
受
蒲
相
蔣
公
之

請
。
纔
凝
省
侍
、
飛
錫
而
遽
及
中
条
」
と
あ
る
。
蒲
相
蔣
公
は
蔣
伸
で
、
彼
は
咸
通
二
年
か
ら
四
年
（
八
六
一
～
八
六
三
）
ま
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で
河
中
節
度
使
を
勤
め
、
治
所
は
河
中
府
（
蒲
州
）
河
東
県
（
今
山
西
永
済
）
で
あ
り

㊻
、
中
条
山
は
蒲
州
の
境
界
に
あ
る
。

㊼

興
化
は
臨
済
が
蔣
伸
の
請
に
招
か
れ
た
と
聞
く
や
、
洪
州
を
離
れ
て
北
へ
向
か
い
、
中
条
山
で
臨
済
と
合
流
し
、
そ
の
後
臨

済
に
奉
事
し
共
に
蒲
州
治
所
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
れ
ば
、
臨
済
が
河
中
節
度
使
の
請
に
応
え
、
鎮
州
を
離
れ

て
蒲
州
に
あ
る
寺
を
起
し
た
の
は
確
実
に
咸
通
二
年
（
八
六
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
奨
公
塔
碑
」
は
さ
ら
に
、「
尋
獲
参
随
、
置
杯
而
将
渡
白
馬
。
当
道
先
太
尉
中
令
何
公
、
専
発
使
人
、
迎
請
臨
済
大
師
。

和
尚
翼
従
一
行
、
不
信
宿
而
至
於
府
下
、
而
乃
止
於
観
音
寺
江
西
禅
院
。
而
得
簪
裾
継
踵
、
道
俗
連
肩
。
曽
未
期
年
、
是

至
遷
化
」
と
見
え
る
。「
白
馬
」
は
白
馬
の
渡
し
場
で
、
滑
州
白
馬
県
（
今
河
南
滑
県
）
の
黄
河
の
川
岸
に
あ
り
、
蒲
州
と

魏
州
の
境
に
あ
る

㊽
。「
先
太
尉
何
公
」
は
何
弘
敬
（
八
〇
六
～
八
六
五
）
で
、
彼
は
唐
文
宗
開
成
五
年
か
ら
懿
宗
咸
通
七
年

（
八
四
〇
～
八
六
六
）
ま
で
魏
博
節
度
使
を
勤
め
、
咸
通
七
年
三
月
に
検
校
太
尉
兼
中
書
令
に
任
命
さ
れ
、
同
月
死
没
し
た

の
で
あ
る

㊾
。
魏
博
節
度
使
の
治
所
は
魏
州
貴
郷
県
（
今
河
北
大
名
）
に
あ
る
。「
期
年
」
と
は
一
周
年
の
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
臨
済
は
魏
州
江
西
禅
院
に
住
す
る
こ
と
一
年
未
満
で
遷
化
し
た
の
で
あ
る
。
臨
済
が
示
寂
し
た
の
は
咸
通
七
年
（
八
六

六
）
四
月
十
日
で
あ
る
ゆ
え
、
何
弘
敬
の
請
に
よ
っ
て
蒲
州
を
離
れ
魏
州
に
赴
い
た
の
は
、
咸
通
六
年
（
八
六
五
）
の
夏
秋

の
交
に
な
ろ
う
。
碑
文
は
最
後
に
、
臨
済
が
示
寂
し
た
後
、「
斯
蓋
和
尚
服
勤
道
至
、
展
敬
情
深
、
無
乖
霊
堵
之
儀
、
克
尽

荼
毗
之
礼
云
」
と
見
え
る
。「
堵
」
と
はstūpa

の
音
訳
「
卒
堵
波
」
の
省
略
で
、
所
謂
塔
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
興

化
は
師
の
葬
儀
を
主
事
し
、
塔
を
建
て
、
恭
敬
を
尽
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
奨
公
塔
碑
」
に
は
更
に
、
興
化
が
示
寂
し
た

後
、「
遂
建
塔
於
府
南
貴
郷
県
薫
風
里
、
附
於
先
師
之
塔
、
志
也
」
と
あ
る
。「
先
師
」
と
は
臨
済
の
こ
と
で
、
臨
済
と
興
化

の
塔
は
共
に
魏
州
貴
郷
県
薫
風
里
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る

㊿
。

　
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』
及
び
『
伝
灯
録
』
は
共
に
、
唐
懿
宗
が
臨
済
に
「
慧
照
大
師
」
の
諡
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
前
掲
の
二
書
に
、
懿
宗
か
ら
賜
っ
た
塔
号
は
「
澄
虚
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
澄
霊
」
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
前
二
書
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の
記
述
通
り
で
あ
ろ
う
。
何
弘
敬
は
臨
済
よ
り
一
月
早
く
逝
去
し
、
子
の
何
全
皞
（
八
三
九
～
八
七
〇
）
が
魏
博
節
度
使
を

受
け
継
い
だ
の
で

�
、
懿
宗
に
諡
を
奏
請
し
た
の
は
何
全
皞
に
な
る
。『
宋
高
僧
伝
』
に
、「『
言
教
』
頗
行
於
世
、
今
恒
陽

号
臨
済
禅
宗
焉
」
と
あ
る
た
め
、
遅
く
と
も
五
代
末
か
北
宋
の
始
め
頃
、『
臨
済
言
教
』
は
既
に
世
に
伝
わ
り
、「
臨
済
禅

宗
」
と
い
う
呼
称
も
当
時
使
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
を
総
括
し
て
言
え
ば
、
臨
済
の
行
状
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
臨
済
は
俗
姓
邢
、
法
名
は
義
玄
で
あ
る
。
山
東

曹
州
南
華
県
の
人
で
、
唐
憲
宗
元
和
中
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
に
生
ま
れ
た
。
若
き
頃
出
家
し
、
各
地
を
歴
参
し
た
が
、

二
十
歳
に
具
足
戒
を
受
け
、
そ
の
直
後
に
江
西
洪
州
黄
檗
山
へ
行
っ
て
黄
檗
に
師
事
し
た
。
そ
の
時
期
は
ほ
ぼ
唐
文
宗
朝

か
ら
武
宗
会
昌
の
始
め
頃
に
あ
た
る
と
見
ら
れ
る
。
会
昌
五
、六
年
（
八
四
五
～
八
四
六
）
武
宗
破
仏
の
間
に
山
東
曹
州

に
帰
省
し
、
宣
宗
大
中
の
始
め
頃
鎮
州
の
民
衆
の
要
請
に
よ
っ
て
、
府
治
真
定
に
あ
る
臨
済
禅
院
を
起
し
た
。
懿
宗
咸
通

二
年
（
八
六
一
）
に
、
河
中
節
度
使
蔣
伸
の
請
に
よ
っ
て
、
鎮
州
か
ら
蒲
州
に
赴
き
、
あ
る
寺
院
を
起
し
た
。
咸
通
六
年

（
八
六
五
）
の
夏
秋
の
交
、
臨
済
は
魏
博
節
度
使
の
請
に
よ
っ
て
、
蒲
州
を
離
れ
て
魏
州
に
赴
き
、
観
音
寺
江
西
禅
院
を
起

し
た
。
咸
通
七
年
（
八
六
六
）
の
四
月
十
日
（
西
暦
八
六
六
年
五
月
二
十
七
日
）
臨
済
は
示
寂
し
、
弟
子
の
興
化
が
葬
儀
を
主

持
し
、
魏
州
貴
郷
県
薫
風
里
に
塔
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
魏
博
節
度
使
何
全
皞
が
唐
懿
宗
に
奏
請
し
、
諡
号
「
慧
照
大
師
」

塔
号
「
澄
虚
」
を
賜
っ
た
。
遅
く
と
も
五
代
の
末
か
北
宋
の
始
め
頃
、『
臨
済
言
教
』『
臨
済
別
録
』『
臨
済
広
語
』
が
世
に

伝
わ
り
、
当
時
「
臨
済
禅
宗
」
と
い
う
称
号
も
す
で
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
注
】

⑴
横
井
（
柳
田
）
聖
山
「
興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
―
中
国
臨
済
禅
創
草
時
代
に
関
す
る
文
献
資
料
の
綜
合
整
理
、
覚
書
そ
の
一
」

（『
禅
学
研
究
』
四
八
、一
九
五
八
年
、
五
四-

九
二
頁
）、
柳
田
聖
山
「
臨
済
栽
松
の
話
と
風
穴
延
沼
の
出
生
―
中
国
臨
済
禅
創
草
時
代
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に
関
す
る
文
献
資
料
の
綜
合
整
理
、
覚
書
そ
の
三
」（『
禅
学
研
究
』
五
一
、一
九
六
一
年
、
四
五-

五
八
頁
）、
柳
田
聖
山
『
臨
済
ノ
ー

ト
』（
東
京 

春
秋
社
、
一
九
七
二
年
）、Y

anagida Seizan, 

“The life of Lin–chi I–hsuan

”, The Eastern Buddhist: N
ew

 Series 

2 (1972,70-94)

。
そ
の
英
語
の
論
文
は
発
表
さ
れ
た
際
に
、
も
と
の
注
が
多
く
編
集
者
に
よ
っ
て
圧
縮
さ
れ
た
。
後
に
全
文
及
び
注
を

全
部
含
め
て
、
柳
田
氏
の
“Historical Introduction to T

he Record of Linji

”, in The Record of Linji, trans. Ruth F. Sasaki, 

ed.T
hom

as Y
. K

irchner (1975; rpt., H
onolulu: U

niversity of H
aw

aii Press, 2009, 59-115)

に
収
録
さ
れ
た
。
小
稿
で
は
後
者

を
使
用
し
た
。

⑵
例
え
ば
、
柳
田
聖
山
「
語
録
の
歴
史 

禅
文
献
の
成
立
史
的
研
究
」（『
禅
文
献
の
研
究 

上
』
京
都
・
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）、『
柳
田
聖

山
集
』
第
二
巻
（
三
七
五-
三
九
六
頁
）、
沖
本
克
己
「
臨
済
録
に
お
け
る
虚
構
と
真
実
」（『
禅
学
研
究
』
七
三
、一
九
九
五
年
、
一
七

-

四
九
頁
）、A

lbert W
elter,  The Linji lu and the C

reation of C
han orthodoxy: The D

evelopm
ent of C

han’s Records of Sayings 

Literature (N
ew

 Y
ork: O

xford U
niversity Press, 2008, 81–163)

が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑶
賾
蔵
主
編
、
蕭
萐
父
・
呂
有
祥
・
蔡
兆
華
点
校
『
古
尊
宿
語
録
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
、
第
五
巻
、
八
七
頁
）

⑷
宇
井
伯
寿
『
第
二
禅
宗
史
研
究
』（
東
京
・
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
四
八
〇-

四
八
一
頁
）、Y

anagida Seizan, 

“Historical 

Introduction

”, 86

、
柳
田
聖
山
「
古
尊
宿
語
録
考
」（『
古
尊
宿
語
要
』
京
都
・
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
二
八
一-

三
一
八
頁
）

⑸
静
、
筠
編
、
孫
昌
武
・
衣
川
賢
次
・
西
口
芳
男
点
校
『
祖
堂
集
』（
北
京
・
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
八
五
四-

八
五
七
頁
）

⑹
延
寿
編
『
宗
鏡
録
』（『
大
正
蔵
』
本
、
第
四
八
冊
、
第
九
八
巻
、
九
四
三ｃ
）

⑺
道
原
編
『
景
徳
伝
灯
録
』（『
大
正
蔵
』
本
、
第
五
一
冊
、
第
一
二
巻
、
二
九
〇ａ-

二
九
一ａ
）

⑻
『
伝
灯
録
』
第
二
八
巻
（『
大
正
蔵
』
本
、
四
四
六ｃ-

四
四
七ａ
）

⑼
李
遵
勗
『
天
聖
広
灯
録
』（『
続
蔵
経
』
本
、
第
七
八
冊
、
第
一
一
巻
、
四
六
八ａ-
四
七
四ｃ
）

⑽
柳
田
聖
山
編
『
四
家
語
録
・
五
家
語
録
』（
京
都
・
中
文
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
に
は
日
本
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
刊
の
明
万
暦
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三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
の
『
四
家
語
録
』
複
刻
本
を
収
録
し
て
い
る
。
だ
が
、
現
在
南
京
図
書
館
所
蔵
の
『
四
家
録
』
の
ほ
う
が
宋

元
刊
本
の
原
貌
を
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
賈
晋
華
『
古
典
禅
研
究
』
香
港
・
牛
津
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
一-

一
〇
三
頁
）。

⑾A
lbert W

elter, Linji Lu,  111, 189, note 8.
⑿A

lbert W
elter, Linji Lu, 112–117.

⒀A
lbert

氏
は
『
広
灯
録
』
と
『
臨
済
録
』
に
関
し
て
比
較
対
照
を
し
て
表
に
し
て
い
る
。Linji lu

を
参
照(127–130)

。

⒁
「
上
堂
」
と
「
示
衆
」
の
二
節
は
明
確
に
標
題
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
劈
頭
の
部
分
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。A

lbert W
elter, Linji Lu, 

117, 112, 191–192 note 45)

を
参
考
。

⒂
柳
田
聖
山
『
臨
済
録
』（
東
京
・
大
蔵
出
版
、
一
九
七
八
年
、
一
六
頁
）、Paul D

em
iéville, Les entretiens de Lin–tsi (Paris: Fayard, 

1972, 12)

。

⒃
宗
演
編
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』（『
大
正
蔵
』
本
、
第
四
七
冊
、
五
〇
六ｃ
）

⒄
『
祖
堂
集
』
第
二
〇
巻
（
八
九
二
頁
）、『
伝
灯
録
』
第
一
二
巻
（
二
九
四
ｃ
）、
柳
田
聖
山
「
臨
済
栽
松
の
話
と
風
穴
延
沼
の
出
生
」

（
五
三
頁
）、Y

anagida Seizan, 

“Historical Introductin

”, 101, note 37.

⒅
入
矢
義
高
『
臨
済
録
』（
東
京
・
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
一
五
頁
、
注
二
）、A

lbert W
elter, Linji lu, 123. 

⒆
賛
寧
（
九
一
九
～
一
〇
〇
一
）『
宋
高
僧
伝
』
第
二
〇
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
、
五
一
〇-

五
一
一
頁
）、『
伝
灯
録
』
第

一
〇
巻
（
二
八
〇
ｂ
）

⒇
李
昉
（
九
二
五
～
九
九
六
）
等
編
『
太
平
広
記
』
第
一
九
二
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
、
一
四
四
二-

一
四
四
三
頁
）、

薜
居
正
（
九
一
二
～
九
八
一
）
等
『
旧
五
代
史
』
第
五
四
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
七
二
六-

七
二
七
頁
）、
司
馬
光

（
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
）『
資
治
通
鑑
』
第
二
五
九
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
一
年
、
八
四
四
三
頁
）
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㉑
柳
田
聖
山
「
臨
済
栽
松
の
話
と
風
穴
延
沼
の
出
生
」（
五
三
頁
）。
柳
田
氏
は
同
時
に
、
大
名
府
と
い
う
呼
称
が
最
初
に
現
れ
た
の
は
五

代
後
漢
乾
祐
元
年
（
九
四
八
）
で
、
晩
唐
に
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
中
唐
に
魏
博
節
度
使
田
悦
（
七
五
一
～
七
八
四
）

は
建
中
三
年
（
七
八
二
）
に
魏
王
と
自
称
し
、
魏
州
を
大
名
府
と
改
名
し
た
。
唐
王
朝
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
魏
州

は
古
代
か
ら
大
名
と
い
う
名
が
あ
り
、
晩
唐
に
大
名
府
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。
劉
昫
（
八
八
八
～
九
四
七
）
等
編

『
旧
唐
書
』
第
一
四
一
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
三
八
四
五
頁
）、
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）『
新
唐
書
』
第

二
一
〇
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
、
五
九
三
〇
頁
）

㉒
『
楽
府
詩
集
』
の
「
横
吹
曲
辞
五
、
瑯
琊
王
歌
辞
」
に
「
孟
陽
三
四
月
、
移
鋪
就
陰
涼
」
と
見
え
る
。
郭
茂
倩
『
楽
府
詩
集
』
第
二
五

巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
三
六
三-

三
六
四
頁
）。

㉓
柳
田
聖
山
「
臨
済
栽
松
の
話
と
風
穴
延
沼
の
出
生
」（
五
三-

五
四
頁
）、
入
矢
義
高
『
臨
済
録
』（
二
五
頁
、
注
二
）

㉔
『
古
尊
宿
語
録
』
第
五
巻
（
八
七
頁
）

㉕
柳
田
聖
山
「
臨
済
栽
松
の
話
と
風
穴
延
沼
の
出
生
」（
五
三-

五
四
頁
）

㉖
『
宋
高
僧
伝
』、
第
一
二
巻
（
二
七
七
頁
）

㉗
公
乗
億
「
魏
州
故
禅
大
徳
奨
公
塔
銘
」。
李
昉
（
九
二
五
～
九
九
六
）
等
編
『
文
苑
英
華
』
第
八
六
八
巻
（『
四
部
叢
刊
』
本
、
九
ａ-

一
一
ａ
）、
董
誥
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
八
）
等
編
『
全
唐
文
』
第
八
一
三
巻
（
一
八
一
四
年
、
重
版 

北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
三

年
、
一
九ａ
頁
）

㉘Y
anagida Seizan, 

“Historical Introduction

”, 65. 

㉙Y
anagida Seizan, 

“Historical Introduction

”, 65-66. 

㉚
裴
休
「
黄
檗
山
断
際
禅
師
伝
心
法
要
序
」（『
黄
檗
山
断
際
禅
師
伝
心
法
要
』『
大
正
蔵
』
本
）

㉛
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』
第
一
五
七
巻
（
合
肥
・
安
徴
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
六
三
頁
）
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㉜
李
吉
甫
（
七
五
八
～
八
一
四
）『
元
和
郡
県
図
志
』
第
二
八
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
、
六
六
九-

六
七
〇
頁
）

㉝
『
祖
堂
集
』
第
一
九
巻
（
八
五
五-

八
五
六
頁
）

㉞
『
伝
灯
録
』
第
一
二
巻
（
二
九
〇ａ-

ｂ
）

㉟
『
伝
灯
録
』
第
一
〇
巻
（
二
七
四ａ
）

㊱Y
anagida, 

“Historical Introduction

”, 69-71.

㊲
『
宋
高
僧
伝
』
第
二
〇
巻
（
五
一
〇-

五
一
一
頁
）

㊳
『
伝
灯
録
』
第
一
〇
巻
（
二
八
〇
ｂ-

ｃ
）

㊴
同
前
（
二
八
〇ｃ
頁
）。
陳
垣
『
釈
氏
疑
年
録
』
第
五
巻
（
北
京
・
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
、
一
五
四
頁
）

㊵
「
奨
公
塔
碑
」
に
は
、「
而
後
大
中
九
年
、
再
遇
侍
中
張
公
、
重
起
戒
壇
於
涿
郡
。
衆
請
和
尚
、
以
六
踰
星
紀
、
三
統
講
筵
」
と
見
え

る
。
興
化
が
大
中
九
年
（
八
五
五
）
に
涿
州
に
招
か
れ
、
戒
壇
と
講
席
を
六
年
主
事
し
た
の
は
、
遅
く
と
も
咸
通
元
年
の
こ
と
に
な
る
。

柳
田
氏
は
そ
の
張
公
を
盧
龍
節
度
使
張
允
伸
と
正
し
く
推
測
し
て
い
た
（「
興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
」
六
〇
頁
）、
“Historical 

Introduction

”, 101 note 38

）。

㊶
『
唐
刺
史
考
全
編
』
第
一
五
七
巻
（
二
二
六
六
頁
）

㊷
楊
周
憲
修
、
趙
日
冕
等
纂
『
新
建
縣
志
』
第
三
〇
巻
（『
中
国
方
志
叢
書
』
本
、
三
三ａ-

ｂ
頁
）

㊸
『
全
唐
文
』
第
八
一
三
巻
（
八
ｂ
）

㊹
『
新
唐
書
』
第
一
一
六
巻
（
四
二
三
八
頁
）

㊺
『
唐
刺
史
考
全
編
』
第
二
〇
四
巻
（
二
七
七
七
頁
）、
第
二
七
五
巻
（
三
二
五
六
頁
）、
第
二
九
〇
巻
（
三
二
九
五
頁
）

㊻
『
唐
刺
史
考
全
編
』
第
七
九
巻
（
一
一
三
九
頁
）。
柳
田
氏
は
す
で
に
「
興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
」
に
お
い
て
蔣
公
は
蔣
伸
の
こ

と
で
あ
る
と
し
、
し
か
も
蒲
州
に
最
初
に
任
官
し
た
年
も
考
察
し
た
。
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㊼
李
吉
甫
『
元
和
郡
県
図
志
』、
第
一
二
巻
（
三
二
三-

三
二
九
頁
）

㊽
同
前
注
（
第
八
巻
、
一
九
八
頁
）

㊾
呉
藩
「
魏
博
節
度
使
魏
州
大
都
督
府
長
史
充
魏
博
観
察
処
置
等
使
贈
太
師
廬
江
何
公
墓
志
」、
周
紹
良
・
趙
超
編
『
唐
代
墓
誌
彙
編
続

集
』（
上
海
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
五
七-

一
〇
六
〇
頁
）。
柳
田
氏
は
何
公
は
何
弘
敬
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と

推
測
し
た
が
、
確
定
で
は
な
か
っ
た
（「
興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
」、
六
三
頁
）。

㊿
柳
田
氏
に
は
す
で
に
そ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。「
興
化
存
奨
の
史
伝
と
そ
の
語
録
」（
六
五-

六
六
頁
）、
“Historical Introduction

”, 

78. 

�
呉
藩
「
何
公
墓
志
」（
一
〇
五
九
頁
）
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元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
構
成
と
価
値

邢

　東
風

臨
済
義
玄
（
？
―
八
六
六
）
は
臨
済
宗
の
祖
師
で
あ
り
、『
臨
済
録
』
は
そ
の
語
録
の
略
称
で
あ
る
。
歴
史
上
、『
臨
済
録
』

は
中
国
か
ら
日
本
へ
広
く
伝
わ
り
、
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
伝
本
も
写
本
・
刊
本
・
集
合
本
・
単
行
本
・
注
釈
付
き
の

鈔
本
な
ど
様
々
な
形
態
を
呈
し
て
い
る
。
最
初
の
刊
本
は
宋
元
時
代
に
出
現
し
、
現
在
知
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
次
の
三
種

類
が
あ
る
。
第
一
は
北
宋
宣
和
年
間
の
宗
演
本
、
第
二
は
南
宋
咸
淳
年
間
の
刊
本
（
実
は
『
古
尊
宿
語
録
』
の
一
部
）、
第
三

は
元
代
の
雪
堂
普
仁
の
重
刊
本
（「
元
刊
本
」
或
い
は
「
雪
堂
本
」
と
も
呼
ば
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
刊
本
は
い
ず
れ
も
『
臨
済
録
』

の
伝
本
史
に
お
け
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
宗
演
本
は
古
く
か
ら
逸
失
し
、
南
宋
本
は
複
数
の
伝
存
が
あ
る
が
、
元
刊
本

に
つ
い
て
は
そ
の
現
存
お
よ
び
そ
の
内
容
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宋
元
刊
本
、
特
に
単
行
本
『
臨
済
録
』
の
面

目
は
、『
臨
済
録
』
の
伝
本
史
に
お
い
て
一
つ
の
謎
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
二
〇
一
六
年
五
月
花
園
大
学
で
開
催
さ
れ
た「『
臨
済
録
』国
際
学
会
」出
席
を
き
っ
か
け
に
、日
本
伝
本
に
よ
っ

て
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
原
型
を
推
測
し
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
元
刊
本
の
現
存
を
確
認
す
る
こ
と
で
き
た
。

そ
れ
は
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
一
巻
で
あ
り
、
現
在
は
天
下
唯
一
の
伝
本
で
、
文
物
と
し

て
の
価
値
と
研
究
資
料
と
し
て
の
価
値
を
兼
ね
持
つ
貴
重
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
本
論
文
は
こ
の
元
刊
本
の
内
容
を
紹
介
し
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な
が
ら
、
関
連
す
る
問
題
を
も
検
討
し
た
い
。

一
、
元
刊
本
の
現
状
と
伝
存
過
程

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
は
、
元
の
雪
堂
普
仁
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
存
本
は
完
全
本
で
は
な
く
、
書
首
に
欠
落
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
現
存
本
の
書
首
は
、
表
紙
・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
・「
普
秀
序
」

の
三
つ
の
部
分
が
存
す
る
が
、
元
来
の
も
の
は
「
普
秀
序
」
の
み
で
あ
り
、
他
の
二
部
分
、
ま
た
全
書
各
ペ
ー
ジ
の
裏
打
ち

さ
れ
た
紙
は
修
補
の
時
に
新
た
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
本
は
以
下
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

１
．
表
紙  

黄
裳
よ
る
手
書
き
の
題
記
。

元
板
臨
濟
惠
照
玄
公
大
宗
師
語
錄  

袁
寒
雲
舊
藏  

庚
寅
新
正
黄
裳
題

２
．
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ  

小
燕
よ
る
手
書
き
の
跋
文
と
鈐
印
。

此
元
板
元
印
本
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄
、
袁
寒
雲
故
物
、
後
入
南
林
劉
氏
嘉
業
堂
、
劉
氏
書
散
、
余
收
之
市
肆
者

也
。
中
土
已
為
無
第
二
帙
、
而
日
本
翻
雕
甚
多
。
五
山
板
中
、
是
本
間
出
、
然
往
往
變
易
舊
式
、
不
足
取
也
。
曾
見
室

町
中
期
所
刊
一
本
、
大
題
後
一
行
已
後
書
慧
然
集
、
而
于
臨
濟
上
别
加
鎮
州
字
样
、
如
非
此
祖
本
尚
存
、
何
以
知
其
割

裂
舊
式
耶
？ 

壬
辰
五
月
十
六
日
閒
窗
展
卷
書  

小
燕　

黄
裳
百
嘉

黄
裳
の
題
記
は
一
九
五
〇
年
に
記
し
、小
燕
の
題
跋
は
一
九
五
二
年
に
書
か
れ
た
。
以
上
は
修
補
の
際
に
加
え
た
新
紙
で
、

以
下
は
元
刊
本
の
旧
紙
で
あ
る
。
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３
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　　

五
峰
普
秀
撰

　

現
存
本
で
は
唯
一
の
序
文
で
あ
る
。
二
葉
、
半
葉
九
行
、
一
行
二
〇
字
。
第
一
葉
に
以
下
の
印
記
が
あ
る
。

　

黄
裳
鑑
藏   　

寒
雲
秘
笈
珍
藏
之
印   　

曾
經
南
林
劉
翰
怡
收
藏   　

黄
裳
珍
藏
圖
書
印
記 

序
文
の
末
尾
に
は
原
版
の
題
記
が
あ
る
。

　

吳
中
小
生
錢
良
佑
敬
書

4
．『
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』

『
臨
済
録
』
の
本
文
で
あ
る
。
全
て
三
八
葉
、
半
葉
一
〇
行
、
一
行
二
〇
字
。
第
一
―
二
四
葉
は
臨
済
の
「
上
堂
」
と
「
示

衆
」、
第
二
四
―
三
〇
葉
は
「
勘
辨
」、
第
三
〇
―
三
八
葉
は
「
行
録
」
で
あ
る
。
最
初
に
書
名
と
編
者
名
と
印
記
が
あ
る
。

　

臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄               

住
三
聖
嗣
法
小
師 

惠
然 

集

　
　

黄
裳
藏
本   

北
京
圖
書
館
藏   

黄
裳
容
氏
珍
藏
圖
籍   

黄
裳

末
尾
に
は
下
記
の
題
記
が
あ
る
。

　

住
鎮
州
保
壽
嗣
法
小
師 

延
沼 
謹
書

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
住
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘
」
の
題
記
が
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
は
宋
版
『
臨
済
録
』

と
異
な
っ
て
い
る
。

以
下
は
本
書
の
付
録
で
あ
る
。
全
て
一
一
葉
、
半
葉
九
行
、
一
行
一
七
字
。
内
容
は
下
記
の
と
お
り
。

5
．「
大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」、
郭
天
錫
撰

6
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
真
賛
」、
郭
天
錫
撰

7
．「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」、
王
博
文
撰

8
．
刊
板
人
署
名  
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こ
れ
は
元
刊
本
の
製
版
事
業
の
寄
付
者
リ
ス
ト
で
あ
り
、
全
て
一
葉
半
、
半
葉
一
一
行
。

な
お
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
枠
外
に
は
、
黄
裳
よ
る
手
書
き
の
題
記
が
あ
る
。

　

黄
裳
珍
儲
元
至
元
古
刻
和
尚
語
錄

同
ペ
ー
ジ
に
は
、
三
つ
の
印
記
が
あ
り
、
一
つ
は 

澄
心
堂 

で
あ
る
が
、
他
の
二
印
は
弁
識
し
が
た
い
。

以
上
は
現
存
本
の
構
成
で
あ
る
。
次
に
そ
の
伝
存
過
程
と
関
連
人
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

本
書
は
近
代
以
前
、
い
か
な
る
伝
存
の
経
過
が
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
近
代
以
降
の
伝
存
過
程
は
書
中
の
題
記
と

印
記
に
よ
っ
て
分
か
る
。
即
ち
、
最
初
は
袁
寒
雲
の
所
有
、
後
は
劉
氏
嘉
業
堂
の
収
蔵
、
次
は
小
燕
の
購
入
、
最
後
は
北
京

図
書
館
（
現
在
の
国
家
図
書
館
）
の
収
蔵
と
い
う
経
過
で
あ
っ
た
。
袁
寒
雲
（
一
八
八
九
―
一
九
三
一
）
は
、袁
世
凱
の
次
男
、

名
は
克
文
、
号
は
寒
雲
で
あ
る
。
彼
は
古
銭
幣
に
精
通
し
、
宋
元
版
の
書
籍
を
も
収
蔵
し
た
。「
寒
雲
秘
笈
珍
藏
之
印
」
は
本

書
が
袁
克
文
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
嘉
業
堂
主
は
劉
承
幹
（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）、
字
は
貞
一
、
号
は
翰
怡
、

浙
江
省
の
富
商
で
、
蔵
書
を
好
み
、
一
九
二
四
年
「
嘉
業
堂
」
と
い
う
蔵
書
楼
を
建
て
、
蔵
書
数
は
五
〇
万
冊
に
も
上
っ
た
。

の
ち
嘉
業
堂
の
蔵
書
の
多
く
は
浙
江
省
図
書
館
の
所
有
と
な
っ
た
が
、他
に
流
失
し
た
も
の
も
あ
る
。「
曽
経
南
林
劉
翰
怡
収

蔵
」
の
印
記
は
、
本
書
が
か
つ
て
嘉
業
堂
の
収
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
。
今
、『
嘉
業
堂
藏
書
志
』
を
見
る
と

⑴
、
本
書

の
蔵
書
記
録
が
あ
る
。

　

慧
照
玄
公
語
錄
一
册  

元
刻
本

　

僧
惠
然
集
。
玄
公
即
普
仁
、
號
雪
堂
、
臨
濟
十
八
世
孫
、
闡
臨
濟
之
精
言
。
前
有
普
秀
序
、
錢
良
祐
書
。
後
有
郭
天

錫
記
及
真
贊
、
又
有
王
愽
文
撰
碑
、
商
挺
題
額
、
皆
元
初
名
人
、
後
有
杭
州
刊
板
名
氏
（
以
下
省
略
─
─
引
者
）。

右
記
の
記
述
は
、
繆
荃
孫
氏
が
一
九
一
七
―
一
九
年
の
間
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
は
遅
く
と
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も
一
九
一
九
年
ま
で
に
嘉
業
堂
に
入
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
書
首
は
当
初
か
ら
既
に
欠
落
し
て
い
た
こ
と
（
後
述
）
が
分
か
る
。

ま
た
繆
氏
は
「
玄
公
」
が
雪
堂
普
仁
を
指
す
と
誤
解
し
た
た
め
、
本
書
を
普
仁
の
語
録
と
し
た
。「
玄
公
」
は
臨
済
義
玄
の
こ

と
で
、
本
書
は
ま
さ
に
彼
の
語
録
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
黄
裳
（
一
九
一
九
―
二
〇
一
二
）
は
著
名
な
作
家
・
新
聞
記
者
・
戯
劇

家
で
あ
っ
て
、
小
燕
は
彼
の
夫
人
で
あ
る
。
夫
婦
二
人
は
数
万
冊
の
蔵
書
を
持
ち
、
所
蔵
の
珍
本
に
は
二
人
の
題
記
が
よ
く

見
ら
れ
る
と
い
う
。
今
、
題
記
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
初
期
ま
で
、
本
書
は
黄
裳
夫
婦
の
所
有
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
の
ち
北
京
図
書
館
に
入
っ
た
の
が
い
つ
頃
の
こ
と
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
九
八
七
年
編
集
の
『
北
京
図

書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
は
本
書
の
記
録
が
見
え
る
の
で
、
本
書
は
遅
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
中
期
ま
で
に
、
既
に
北
京
図

書
館
の
所
有
と
な
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。

小
燕
は
「
本
書
は
天
下
の
孤
本
で
あ
り
、
日
本
の
五
山
版
『
臨
済
録
』
の
祖
本
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
日
本
刊
本
は
原
本

を
変
え
た
個
所
が
あ
る
た
め
価
値
が
低
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
の
言
う
五
山
版
と
は
室
町
中
期
の
刊
本
を
指
し
、
具

体
的
に
は
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
刊
本
を
言
う
可
能
性
が
高
い
。
永
享
本
は
室
町
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
五
山
版
の
一
種
で

あ
り
、
現
在
日
本
に
お
い
て
は
複
数
の
伝
存
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
大
正
蔵
』
第
四
七
冊
所
収
の
『
臨
済
録
』
は
永
享
本
を
底

本
と
し
た
も
の
で
、
比
較
的
に
入
手
し
や
す
い
。
こ
の
永
享
本
を
元
刊
本
と
対
照
し
て
み
る
と
、
永
享
本
は
『
臨
済
録
』
の

書
名
を
「
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
」
と
し
、
編
者
を
「
慧
然
集
」
と
し
て
い
る
が
、
元
刊
本
の
書
名
に
は
「
鎮
州
」
の
二
字

が
な
く
、
編
者
は
「
惠
然
集
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
違
に
鑑
み
、
小
燕
は
「
五
山
版
は
既
に
祖
本
を
『
割
裂
』
し
た
た
め
、

『
取
る
に
足
り
な
い
』」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
五
山
版
の
祖
本
は
恐
ら
く
宋
元
の
刊
本
を
両
方
と
も
に
採
用
し
て

お
り
、
し
か
も
日
本
伝
本
の
中
に
は
元
刊
本
の
序
跋
を
保
存
し
て
い
る
た
め
、
日
本
伝
本
は
特
殊
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
黄
裳
は
書
尾
の
題
記
に
、
本
書
を
「
元
至
元
古
刻
和
尚
語
録
」
と
し
て
い
る
が
、
本
書
は
「
至
元
古

刻
」
で
は
な
く
、
大
徳
年
間
の
刊
本
で
あ
り
、
ま
た
「
和
尚
語
録
」
は
漠
然
と
し
た
言
い
方
で
あ
る
が
、
実
は
臨
済
義
玄
の
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語
録
で
あ
る
。

以
上
の
題
記
と
印
記
、
お
よ
び
以
前
の
蔵
書
記
録
は
、
本
書
の
伝
存
過
程
と
関
係
人
物
を
把
握
す
る
た
め
に
重
要
な
手
か

が
り
を
提
供
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
中
に
は
、
誤
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
す
る
際
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

元
刊
本
の
『
臨
済
録
』
の
本
文
は
、
南
宋
本
（『
古
尊
宿
語
録
』）
と
同
じ
も
の
で
、
元
刊
本
の
特
有
の
も
の
で
は
な
い
た

め
、
こ
こ
で
検
討
し
な
い
。
元
刊
本
特
有
の
も
の
は
臨
済
の
語
録
本
文
以
外
の
部
分
に
あ
る
の
で
、
以
下
に
こ
れ
を
検
討
し

よ
う
。

二
、
普
秀
序

現
存
元
刊
本
の
序
文
は
、
普
秀
の
「
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
序
は
日
本
の
伝
本
に
も
見
ら

れ
る
。
一
つ
は
『
鎮
州
臨
済
惠
照
禅
師
語
録
鈔
』（
以
下
『
鈔
』
と
略
称
）
で

⑵
、
ま
た
一
つ
は
『
大
正
蔵
』
第
四
七
册
所
収
永

享
本
『
臨
済
録
』（
以
下
「『
大
正
蔵
』
本
」
と
略
称
）
で
あ
る
。
但
し
、
元
刊
本
の
こ
の
序
文
は
日
本
の
伝
本
よ
り
四
〇
余
字

多
く
、
ま
た
破
庵
先
・
石
田
薫
・
愚
極
慧
・
玉
山
珍
・
仏
照
光
・
淛
翁
琰
・
偃
渓
聞
・
雲
峰
高
・
天
童
鑑
・
雪
峰
聳
・
柏
林

璋
・
定
林
秀
・
廓
然
安
な
ど
十
数
人
の
僧
名
が
、
日
本
の
刊
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
伝
本

は
元
刊
本
の
内
容
を
遺
漏
し
た
個
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。し
か
し
日
本
の
伝
本
に
は
元
刊
本
を
訂
正
し
た
個
所
も
あ
り
、

例
え
ば
「
雪
堂
乃
吾
三
世
」
の
後
ろ
に
「
祖
」
の
一
字
を
加
え
、こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
句
の
意
味
が
通
ず
る
。
し
か
し
元
刊
本

が
普
秀
序
の
原
型
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
以
下
は
そ
の
原
文
で
あ
る
。
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臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
錄
序

　

竊
以
黄
檗
山
高
、
便
敢
當
頭
捋
虎
、
滹
陀
岸
遠
、
亦
能
順
水
操
舟
、
既
露
惡
毒
爪
牙
、
仍
顯
慈
悲
手
段
。
攔
腮
一
掌
、

免
煩
著
齒
粘
唇
、
劈
肋
三
拳
、
可
謂
傾
心
吐
膽
。
三
玄
在
手
、
七
事
隨
身
、
觸
之
則
石
裂
崖
崩
、
擬
之
則
雷
轟
電
掣
。

門
庭
孤
峻
、
閫
奧
宏
深
、
只
可
望
崖
、
不
可
趣
向
。
茲
者
總
統
雪
堂
和
尚
、
憫
巴
歌
唱
而
和
寡
、
嗟
雪
曲
彈
而
應
稀
、

語
錄
闕
文
、
叢
林
罕
見
、
遂
旁
求
釋
子
、
而
再
起
斯
文
、
欲
鏤
板
以
廣
流
通
、
俾
參
玄
而
得
受
用
、
弘
揚
祖
道
、
垂
裕

後
昆
。
棒
頭
喝
下
、
須
明
石
火
電
光
、
正
案
傍
提
、
要
顧
眉
毛
鼻
孔
。
其
它
機
緣
、
備
載
前
錄
、
不
勞
再
擧
。
噫
！ 

臨

濟
祖
師
、
六
傳
而
至
汾
陽
大
宗
師
、
汾
陽
下
傑
出
六
大
尊
者
、
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
覺
。
慈
明
圓
傳
陽
岐
會
、
會
傳
白

雲
端
、
端
傳
五
祖
演
、
演
傳
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
、
佛
果
勤
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
、
虎
丘
隆
傳
應
庵
華
、
華
傳
密

庵
傑
、
傑
傳
破
庵
先
‧
松
源
嶽
、
破
庵
先
傳
石
田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
松
源
嶽
傳
無
德
通
、
通
傳
虛
舟
度
、
度
傳

徑
山
虎
岩
伏
‧
靈
隱
玉
山
珍
。
大
慧
杲
傳
佛
照
光
、
光
傳
淛
翁
琰
、
琰
傳
偃
溪
聞
、
聞
傳
雲
峰
高
‧
天
童
鑑
‧
雪
峰
聳
、

天
目
齊
傳
汝
州
和
、
和
傳
竹
林
寶
、
寶
傳
竹
林
安
、
安
傳
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
、
慶
壽
璋
傳
海

雲
宗
師
‧
竹
林
彝
、
海
雲
宗
師
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
、
可
庵
傳
太
傅
劉
文
貞
公
‧
慶
壽
滿
、
龍
宮
玉
傳
大
名

海
、
賾
庵
傳
慶
壽
安
、
竹
林
彝
傳
龍
華
惠
、
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
、
歸
雲
宣
傳
平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林

秀
。
琅

覺
傳
泐
潭
月
、
月
傳
毘
陵
真
、
真
傳
白
水
白
、
白
傳
天
寧
黨
、
黨
傳
慈
照
純
、
純
傳
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏

‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
、
慶
壽
亨
傳
東
平
汴
‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
、
少
林
鑑
傳
法
王
通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧

西
庵
贇
、
南
京
智
傳
壽
峰
湛
、
西
庵
贇
傳
雪
堂
仁
、
雪
堂
乃
臨
濟
十
八
世
孫
也
。
莫
不
門
庭
孤
峻
、
機
辯
縱
橫
、
俱
是

克
家
子
孫
、
燈
燈
續
焰
、
直
至
如
今
、
可
謂
源
清
流
長
、
此
之
謂
也
。
雪
堂
乃
吾
三
世
、
嘱
予
為
序
、
率
爾
書
之
、
腦

後
見
腮
、
頂
門
具
眼
者
、
大
發
一
笑
。
開
泰
退
堂
襲
祖
第
二
十
世
孫
五
峰
普
秀
齋
沐
焚
香
拜
序
。吳

中
小
生
錢
良
佑
敬
書
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こ
の
序
文
は
、
ま
ず
、「
臨
済
の
禅
法
は
非
常
に
激
烈
な
も
の
だ
が
、
実
は
慈
悲
心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
人
々
を
開
悟

に
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
彼
の
法
門
は
奥
深
い
の
で
、
人
々
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
近
づ
き
難
い
よ

う
に
見
え
る
。
雪
堂
普
仁
は
臨
済
の
禅
法
が
難
解
す
ぎ
て
理
解
で
き
る
人
が
少
な
い
こ
と
を
心
配
し
、
さ
ら
に
当
時
は
『
臨

済
録
』
さ
え
も
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
本
を
新
た
に
刊
行
し
流
布
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
の

で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
続
い
て
、
臨
済
祖
師
か
ら
雪
堂
普
仁
ま
で
の
伝
承
の
系
譜
を
述
べ
て
い
る
が
、
普
仁
は
臨
済
第

一
八
代
の
孫
弟
子
で
あ
る
こ
と
、
臨
済
宗
が
長
い
歴
史
と
伝
承
を
持
つ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
作
者
の
普
秀
自
身

は
雪
堂
普
仁
の
三
世
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
こ
の
序
文
は
普
仁
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
普

秀
の
伝
記
は
史
伝
に
見
え
な
い
が
、こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、彼
は
雪
堂
普
仁
の
孫
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
彼
に
は
「
梵

網
経
菩
薩
戒
序
」
と
い
う
著
作
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
雪
堂
普
仁
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
序
文
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
、
陸
川
堆
雲
氏
は
「
元
、
至
元
時
代
、
西
暦
一
三
六
〇
頃
」
と
し
て
い
る
が

⑶
、
実
際
は

そ
れ
ほ
ど
遅
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
序
文
に
は
、「
雪
堂
禅
師
が
私
に
序
文
を
作
る
こ
と
を
委
嘱
し
た
（
雪

堂
…
…
嘱
予
為
序
）」
と
明
言
し
て
お
り
、
作
者
は
普
仁
の
孫
弟
子
と
し
て
、
大
先
生
の
依
頼
を
長
い
間
放
置
し
た
と
は
考
え

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
刊
本
に
は
こ
の
「
普
秀
序
」
の
他
、「
従
倫
序
」
と
「
郭
天
錫
序
」
が
あ
り
、
三
序
は
共

に
普
仁
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
郭
天
錫
序
」
は
大
徳
二
年（
一
二
九
八
）
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
、「
普
秀
序
」
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
吳
中
小
生
錢
良
佑
敬
書
」
の
題
記
に
よ
っ
て
、
こ
の
序
文
は
銭
良
佑
が
書
写
し
た
も
の
と
分
か
る
。
銭
良
佑
（
一
二
七
八

―
一
三
四
四
）、
字
は
翼
之
、
蘇
州
の
人
。「
江
村
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
元
代
の
著
名
な
書
家
で
あ
る
。
彼
は
篆
・
隷
・
真
・

行
・
小
草
な
ど
各
種
の
字
体
に
精
通
し
、
勅
命
に
よ
っ
て
『
農
桑
輯
要
』・『
大
学
衍
義
』
な
ど
を
書
写
し
た
こ
と
が
あ
る

⑷
。

銭
氏
の
墨
蹟
は
現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る
が
、こ
の
序
文
は
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
彼
の
も
う
一
つ
の
書
作
品
で
あ
る
。
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こ
の
序
文
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
を
述
べ
て
い
る
点
に
あ
る
。
作
者
の
意
図
は
普
仁
の
法
脈
の
源
流
を

説
明
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
う
ち
、
金
元
時
代
の
伝
承
の
記
述
が
特
に
詳
し
い
、
例
え
ば
、

天
目
斉
系
統
の
白
澗
一
・
帰
雲
宣
・
沖
虚
昉
・
懶
牧
帰
・
平
山
亮
・
竹
林
彛
・
龍
華
恵
・
龍
宮
玉
・
大
名
海
・
柏
林
璋
・
定

林
秀
と
、
琅
琊
覚
系
統
の
天
寧
党
・
慈
照
純
・
鄭
州
宝
・
慶
寿
亨
・
竹
林
蔵
・
少
林
鑑
・
東
平
汴
・
太
原
昭
・
廓
然
安
・
法

王
通
・
安
閑
覚
・
南
京
智
・
西
庵
贇
・
寿
峰
湛
な
ど
の
人
物
は
、
い
ず
れ
も
金
元
時
代
北
方
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
が
、
し
か

し
彼
ら
に
つ
い
て
は
禅
宗
史
書
の
記
載
が
極
め
て
少
な
く
、
或
い
は
記
載
が
あ
っ
て
も
間
違
っ
て
い
る
。
今
は
こ
の
系
譜
に

よ
っ
て
、
他
の
史
料
に
散
見
す
る
こ
れ
ら
の
人
物
の
臨
済
宗
伝
承
系
統
に
お
け
る
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
で
き

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
の
序
文
は
金
元
時
代
臨
済
宗
の
研
究
に
お
い
て
貴
重
な
史
料
的
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
郭
天
錫
の
逸
文

本
書
の
付
録
に
は
郭
天
錫
の
二
文
が
あ
る
。
一
つ
は
「
大
名
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」（
以
下
「
碑
記
」
と
略
称
）、
も

う
一
つ
は
「
臨
済
玄
公
大
宗
師
真
賛
」（
以
下
「
真
賛
」
と
略
称
）
で
、
こ
の
二
文
は
他
の
文
献
に
見
え
ず
、
特
に
貴
重
な
も

の
で
あ
る
た
め
こ
こ
に
移
録
し
て
お
く
。

大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記

　

千
金
之
子
、
擅
山
海
富
、
必
有
契
券
為
之
守
。
三
軍
之
帥
、
擁
金
革
衆
、
必
有
鐵
鉞
為
之
權
。
萬
乘
之
國
、
居
社
稷

重
、
必
有
寶
玉
為
之
鎮
。
蓋
其
託
於
物
者
專
、
故
其
傳
於
時
者
遠
也
。
惟
大
雄
氏
則
不
然
、
爰
自
西
夏
、
流
教
諸
華
、
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木
本
水
源
、
枝
衍
派
接
、
至
于
今
兹
、
為
人
天
之
所
瞻
仰
、
為
國
王
大
臣
之
所
崇
敬
、
為
居
士
長
者
‧
凡
夫
外
道
之
所

嚮
慕
、
是
非
有
寶
玉
之
鎮
‧
鐵
鉞
之
權
‧
契
券
之
守
之
託
也
、
而
其
傳
之
遠
、
雖
百
千
萬
世
未
可
知
、
得
非
其
所
托
者

不
惟
其
物
、
而
惟
其
人
乎
？ 

傳
之
可
以
遠
、
託
之
得
其
人
、
未
有
如
臨
濟
宗
之
盛
者
也
。
臨
濟
者
、
曹
州
南
華
邢
氏

子
、
黄
檗
運
禪
師
之
嗣
、
南
嶽
讓
禪
師
之
四
世
孫
、
名
義
玄
、
諡
慧
照
、
塔
曰
澄
靈
、
其
所
住
鎮
州
道
場
曰
臨
濟
、
世

遂
稱
之
曰
臨
濟
宗
。
蓋
自
南
嶽
以
來
、
他
宗
莫
與
抗
。
師
自
幼
負
志
出
塵
、
落
髮
受
具
、
便
參
禪
宗
于
黄
檗
會
中
、
親

受
提
警
、
奪
钁
栽
松
、
種
種
悟
解
、
往
來
大
愚
‧
潙
仰
間
、
印
證
圓
成
、
黄
檗
遂
擧
其
師
百
丈
禪
板
‧
几
案
授
之
。
及

其
住
臨
濟
也
、
正
聲
雷
行
、
學
侶
雲
集
、
趙
州
‧
龍
牙
、
雖
致
座
下
、
乃
師
法
叔
之
行
、
諸
方
晚
出
、
深
以
不
得
受
鉗

錘
為
恨
。
其
所
成
就
、
自
寶
壽
沼
‧
三
聖
而
下
二
十
有
二
人
、
皆
嶄
然
露
頭
角
、
稱
其
家
兒
。
而
興
化
獎
公
禪
師
、
獨

能
壽
其
傳
、
今
之
稱
臨
濟
宗
者
、
皆
興
化
嗣
也
。
師
示
滅
于
大
名
興
化
寺
之
東
堂
、
說
傳
法
偈
四
句
云
、「
法
流
不
止
問

如
何
、
真
照
無
邊
說
向
他
。
離
相
離
名
還
自
禀
、
吹
毛
用
了
急
須
磨
。」
偈
畢
、
竟
以
正
法
眼
藏
付
三
聖
然
、
實
唐
咸
通

八
年
歲
丁
亥
四
月
十
日
也
。
闍
毘
、
乞
得
舍
利
無
數
、
分
塔
為
二
、一
曰
大
名
、
一
曰
真
定
。
懿
宗
與
之
諡
、
賜
之
名
、

平
生
金
章
玉
句
、
如
「
三
玄
三
要
」、「
奪
境
奪
人
」
等
語
、
無
慮
數
十
則
、
天
下
學
子
、
至
今
藉
為
入
道
之
門
、
而
其

法
嗣
又
所
至
能
闡
揚
其
宗
風
。
自
興
化
獎
而
下
、
四
世
至
汾
陽
昭
禪
師
、
其
上
足
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
琊
覺
。
慈
明
圓
四

傳
而
至
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
。
佛
果
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
⑸
。
虎
丘
隆
三
傳
至
破
庵
先
‧
松
源
嶽
。
破
庵
先
傳
石

田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
松
源
嶽
傳
無
德
通
。
通
傳
虛
舟
度
、
度
傳
徑
山
虎
岩
伏
、
靈
隱
玉
山
珍
。
大
慧
杲
四
傳
至

雲
峰
高
‧
天
童
鑑
、
雪
峰
聳
。
天
目
齊
四
傳
至
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
。
慶
壽
璋
傳
海
雲
宗
師
‧

竹
林
彝
。
海
雲
宗
師
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
。
竹
林
彝
傳
龍
華
惠
。
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
。
歸
雲
宣
傳

平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林
秀
。
可
庵
傳
太
傅
劉
文
貞
公
‧
慶
壽
滿
。
龍
宮
玉
傳
大
名
海
、
賾
庵
傳
慶
壽
安
。
琅
琊

覺
六
傳
而
至
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏
‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
。
慶
壽
亨
傳
東
平
汴
‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
。
少
林
鑑
傳
法
王



160

通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧
西
安
贇
。
智
傳
壽
峰
湛
、
贇
傳
雪
堂
仁
。
雪
堂
乃
臨
濟
嫡
後
之
孫
也
、
國
王
大
臣

無
不
敬
之
以
禮
、
皇
兄
晋
王
后
妃
公
主
駙
馬
、
各
賜
金
錦
法
衣
。
兹
來
東
南
方
、
且
擇
名
山
勝
地
、
稱
述
慧
照
道
德
、

樹
石
刻
書
、
傳
示
永
久
。
由
咸
通
至
今
七
丁
亥
、
四
百
二
十
載
、
由
臨
濟
至
雪
堂
十
有
八
傳
、
而
燈
燈
相
續
、
心
心
相

照
、
口
口
相
授
、
如
坐
一
堂
、
如
臥
一
席
、
如
經
一
刹
那
頃
、
等
無
有
異
、
是
豈
非
所
托
以
傳
者
惟
其
人
乎
？ 

而
況
水

龍
陸
象
、
諸
有
力
人
、
世
世
生
生
、
為
之
護
持
正
法
、
則
其
傳
雖
百
千
萬
世
、
未
可
知
也
。
至
元
丁
亥
九
月
、
前
監
察

御
史
北
山
居
士
郭
天
錫
記
。

臨
濟
玄
公
大
宗
師
真
贊

　

這
阿
師
、
太
奇
絕
、
狀
貌
堂
堂
如
古
月
。
親
從
黄
檗
山
中
來
、
又
要
大
愚
重
喋
喋
。
三
尺
殺
人
刀
、
殺
人
須
見
血
、

倒
提
正
令
行
諸
方
、
把
斷
諸
方
不
容
說
。
機
鋒
嚴
峻
似
難
當
、
就
裡
婆
心
元
太
切
。
西
瞿
耶
尼
、
北
鬱
單
越
、
香
滿
乾

坤
開
五
葉
。
雲
門
曹
洞
非
無
人
、
近
代
兒
孫
頗
消
歇
。
君
不
見
天
南
天
北
臨
濟
燈
、
萬
古
光
明
長
不
滅
。
北
山
居
士
郭

天
錫
盥
手
焚
香
拜
贊

こ
の
「
碑
記
」
は
ま
ず
、臨
済
宗
の
伝
承
は
外
在
的
権
威
に
頼
ら
ず
、適
切
な
伝
承
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
脈
々
と
続
い
て

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
臨
済
義
玄
の
生
涯
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
臨
済
の
法
脈
の
伝
承
系
譜
を
述
べ
る
。
作
者
は

一
方
で
興
化
存
奨
の
重
要
な
役
割
を
強
調
し
、
他
方
で
は
慈
明
楚
円
と
琅
琊
慧
覚
と
の
両
系
統
の
伝
承
の
系
譜
を
記
述
し
て

お
り
、
系
譜
の
内
容
は
普
秀
序
の
記
述
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
最
後
に
こ
の
「
碑
記
」
の
撰
述
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
当

時
、
雪
堂
普
仁
は
臨
済
義
玄
の
法
要
を
伝
え
る
た
め
に
、「
大
名
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
」
の
建
立
と
『
臨
済
録
』
の
刊
行

と
を
計
画
し
、
よ
っ
て
郭
氏
に
こ
の
「
碑
記
」
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
こ
の
「
碑
記
」
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
に
よ
っ
て
、
当
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初
雪
堂
普
仁
は
大
名
（
現
在
の
河
北
省
大
名
県
）
の
興
化
寺
と
真
定
（
現
在
の
河
北
省
正
定
市
）
の
臨
済
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
臨
済

祖
師
の
記
念
碑
を
建
て
た
こ
と
が
分
か
る
。
郭
氏
の
「
碑
記
」
は
、
そ
の
碑
石
は
既
に
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
碑
文
は
幸
い
に

元
刊
本
の
中
に
保
存
さ
れ
、
今
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
真
賛
」
は
臨
済
義
玄
の
画
像
の
た
め
に
書
い
た
賛
で
あ
り
、「
臨
済
の
禅
法
は
非
常
に
激
し
い
が
、
実
は
彼
の
心
に
は
慈

悲
が
満
ち
て
お
り
、
ま
た
当
時
、
臨
済
の
法
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
雲
門
宗
と
曹
洞
宗
は
比
較
的
寂
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
碑
記
」
は
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
に
撰
述
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
雪
堂
普
仁
が
当
時
す
で
に
『
臨
済
録
』
の
旧

本
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
作
者
の
署
名
は
「
前
監
察
御
史
北
山
居
士
郭
天
錫
」
と
あ
り
、
当
時
彼
は
監
察

御
史
の
職
を
既
に
辞
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
郭
天
錫
に
つ
い
て
、
以
前
彼
は
郭
畀
と
混
同
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が

⑹
、

実
は
、
元
代
に
は
二
人
の
「
郭
天
錫
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
一
人
は
名
前
が
郭
天
錫
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
二
）
で
、
字
は
祐

之
、
号
は
北
山
、
金
城
（
現
在
の
山
西
省
応
県
）
の
人
。
元
代
初
期
の
有
名
な
書
画
収
蔵
家
で
あ
り
、
か
つ
て
監
察
御
史
と
な

り
、
至
元
二
十
二
年
（
一
二
八
五
）
以
降
、
杭
州
に
移
住
し
て
、
自
ら
「
北
山
居
士
」
と
号
し
た
。
も
う
一
人
は
名
前
が
郭
畀

（
一
三
〇
一
―
一
三
五
五
）、
字
は
天
錫
、
号
は
思
退
、
丹
徒
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
）
の
人
で
、
元
代
後
期
の
著
名
な
書
画
家

で
あ
る

⑺
。
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）、
郭
天
錫
は
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
た
め
に
、「
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」
を
撰

し
、
今
日
本
の
伝
本
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
序
と
「
碑
記
」
と
「
真
賛
」
は
ま
さ
に
金
城
郭
天
錫
の
著
述
で
、
い
ず
れ

も
元
刊
本
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
彼
の
逸
文
で
あ
る
。
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四
、
王
博
文
の「
碑
銘
」

こ
の
碑
銘
の
全
称
は
「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」（
以
下
「
碑
銘
」
と
略
称
）。
王
博
文
が
雪
堂
普
仁
の

依
頼
に
よ
っ
て
、
真
定
臨
済
寺
の
「
臨
済
道
行
碑
」
の
た
め
に
書
い
た
碑
文
で
あ
る
が
、
元
刊
本
の
付
録
と
し
て
伝
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
碑
銘
」
は
、
日
本
の
伝
本
に
も
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
前
に
あ
げ
た
『
鈔
』
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
本
の
『
臨
済
語
録
摘
葉
鈔
』（
以
下
『
摘
葉
鈔
』
と
略
称
）、
も
う
一
つ
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

刊
本
の
『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
で
あ
る

⑻
。
こ
の
三
本
の
う
ち
、享
保
本
は
新
印
本
が
あ
る
た
め
に
比
較
的
に
見
や
す

い
。
実
は
日
本
の
伝
本
は
元
刊
本
よ
り
数
十
字
少
な
く
、元
刊
本
こ
そ
が
こ
の
「
碑
銘
」
の
完
全
な
原
型
で
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
、
日
本
の
臨
済
宗
訪
中
団
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
じ
め
て
こ
の
「
碑
銘
」
が
知
ら
れ
、
数
年
前
に
正
定
臨
済
寺

が
こ
の
碑
銘
を
再
び
刻
ん
で
碑
石
を
建
て
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
所
用
の
底
本
は
日
本
の
伝
本
で
あ
っ
て
、
当
時
は

信
用
度
の
高
い
元
刊
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
以
下
は
元
刊
本
の
王
博
文
の
碑
銘
で
あ
る
。

真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘

正
議
大
夫
御
史
中
丞
行
御
史
臺
事 

王
博
文 

譔
并
書

通
奉
大
夫
參
知
政
事
樞
密
副
使 

商
挺 

題
額

　

佛
氏
之
祖
、
由
毘
婆
尸
七
世
至
釋
迦
牟
尼
、
嗣
釋
迦
之
法
者
、
迦
葉
尊
者
為
第
一
祖
。
由
迦
葉
二
十
八
傳
而
得
達
磨
。

達
磨
至
中
國
為
初
祖
、
傳
至
大
鑑
、
大
鑑
號
曹
溪
、
始
派
別
為
五
。
大
鑑
傳
南
嶽
讓
、
讓
傳
馬
祖
一
、一
傳
百
丈
海
、
海

傳
黄
檗
運
、
運
傳
臨
濟
、
此
臨
濟
一
宗
相
傳
授
之
大
概
也
。
師
諱
義
玄
、
姓
邢
氏
、
曹
之
南
華
人
。
性
穎
異
、
以
孝
聞

鄉
里
、
幼
喜
佛
氏
之
學
、
既
落
髮
受
具
、
即
留
心
于
經
論
、
窮
幽
探
賾
。
既
而
曰
、「
此
濟
世
之
醫
方
也
、
非
教
外
别
傳
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之
旨
。」
遂
從
事
于
禪
宗
、
參
黄
檗
運
禪
師
、
證
據
提
警
、
意
融
心
會
、
引
伸
触
長
、
種
種
解
悟
、
而
又
切
瑳
于
大
愚
‧

潙
山
間
、
以
至
道
業
純
一
、
夐
出
儕
輩
、
黄
檗
遂
以
其
師
百
丈
之
禪
板
‧
几
案
授
焉
。
唐
宣
宗
大
中
八
年
、
行
脚
至
真

定
、
住
子
城
東
南
臨
濟
院
。
以
其
近
于
滹
陀
之
津
渡
、
遂
以
臨
濟
自
名
。
後
太
尉
墨
君
和
捨
宅
為
寺
、
迎
師
居
之
、
亦

號
臨
濟
焉
。
師
道
價
既
高
、
當
時
聞
人
勝
士
、
咸
來
嚮
慕
、
無
間
遠
邇
、
問
法
求
道
、
肩
摩
踵
接
。
普
化
‧
克
符
二
上

座
、
乃
師
法
叔
行
也
、
以
雄
傑
相
與
輔
翼
、
而
甘
處
下
風
焉
。
其
善
知
識
如
龍
牙
‧
洛
浦
‧
麻
谷
‧
鳳
林
、
皆
炷
香
敷

具
、
願
執
弟
子
禮
、
但
得
一
言
半
句
發
藥
者
、
即
成
令
器
。
既
而
往
河
中
、
府
主
王
常
侍
延
以
師
禮
。
住
持
未
幾
、
杖
錫

歸
大
名
、
居
興
化
寺
之
東
堂
。
一
日
攝
衣
據
座
、
與
三
聖
然
公
問
答
、
即
以
正
法
眼
藏
授
之
、
而
說
偈
曰
、「
源
流
不
止

問
如
何
、
真
照
無
邊
說
向
他
。
離
相
離
名
還
自
禀
、
吹
毛
用
了
急
須
磨
。」
說
此
偈
竟
、
端
然
而
逝
、
實
懿
宗
咸
通
八
年

四
月
十
日
也
。
茶
毘
所
得
舍
利
、
其
徒
分
而
為
二
、一
塔
于
魏
府
、
一
塔
于
鎮
陽
。
詔
諡
曰
「
慧
照
禪
師
」、
扁
其
塔
曰

「
澄
靈
」、
子
孫
相
繼
主
之
。
金
國
兵
興
、
寺
為
焦
土
、
唯
塔
獨
存
、
巋
然
于
瓦
礫
中
。
大
定
二
十
三
年
、
世
宗
夜
夢
師

乞
徙
塔
于
淨
域
、
遣
使
視
之
、
果
為
糞
壤
蕪
穢
所
埋
擁
。
使
還
以
聞
、
世
宗
命
官
吏
率
高
行
師
德
董
其
役
、
距
故
址
進

二
十
步
、
樹
磚
浮
圖
九
級
、
藏
舍
利
焉
。
皇
朝
撫
有
方
夏
、
為
主
僧
所
居
、
殿
宇
荒
摧
。
海
雲
大
宗
師
、
臨
濟
之
十
七

世
孫
也
。
監
寺
定
明
、
白
府
致
禮
請
海
雲
主
是
席
。
丙
午
春
、
復
為
十
方
禪
寺
、
命
其
嗣
子
庵
主
通
公
、
慵
庵
堅
公
、

可
庵
朗
公
相
繼
住
持
。
殿
宇
佛
像
莊
嚴
完
好
、
皆
海
雲
之
力
也
。
師
傳
授
之
法
、
曰
「
三
玄
三
要
、
賓
主
料
揀
、
四
喝

八
棒
」
之
屬
、
洪
規
深
旨
、
為
天
下
學
者
入
道
之
門
、
皆
師
之
所
自
得
、
非
授
之
于
黄
檗
也
。
嗣
師
之
法
者
、
若
子
若

孫
、
為
龍
為
象
、
不
可
殫
紀
。
其
大
略
則
由
興
化
獎
而
下
、
四
世
而
至
汾
陽
昭
、
其
上
足
曰
慈
明
圓
、
曰
琅
琊
覺
。
慈

明
圓
傳
楊
岐
會
、
會
傳
白
雲
端
、
端
傳
五
祖
演
、
演
傳
佛
果
勤
‧
佛
鑑
‧
天
目
齊
。
佛
果
傳
虎
丘
隆
‧
大
慧
杲
。
隆
傳

應
庵
華
、
華
傳
密
庵
傑
、
傑
傳
破
庵
先
‧
松
源
嶽
、
先
傳
石
田
薰
、
薰
傳
淨
慈
愚
極
慧
、
岳
傳
無
德
通
、
通
傳
虛
舟
度
、

度
傳
虎
岩
伏
‧
玉
山
珍
。
大
慧
傳
佛
照
光
、
光
傳
淛
翁
琰
、
琰
傳
偃
溪
聞
、
聞
傳
雲
峰
高
‧
天
童
鑑
‧
雪
峰
聳
。
天
目
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齊
傳
汝
州
和
、
和
傳
竹
林
寶
、
寶
傳
竹
林
安
、
安
傳
竹
林
海
、
海
傳
慶
壽
璋
‧
白
澗
一
‧
歸
雲
宣
。
璋
傳
海
雲
宗
師
‧

竹
林
彝
。
海
雲
傳
可
庵
朗
‧
龍
宮
玉
‧
賾
庵
儇
。
朗
傳
太
傅
劉
文
貞
公
、
玉
傳
大
名
海
、
儇
傳
慶
壽
安
。
竹
林
彝
傳
龍

華
惠
、
白
澗
一
傳
沖
虛
昉
‧
懶
牧
歸
。
歸
雲
宣
傳
平
山
亮
、
亮
傳
柏
林
璋
‧
定
林
秀
。
琅
琊
覺
傳
泐
潭
月
、
月
傳
毘
陵

真
、
真
傳
白
水
白
、
白
傳
天
宁
黨
、
黨
傳
慈
照
純
、
純
傳
鄭
州
寶
、
寶
傳
竹
林
藏
‧
慶
壽
亨
‧
少
林
鑑
。
亨
傳
東
平
汴

‧
太
原
昭
‧
廓
然
安
。
鑑
傳
法
王
通
、
通
傳
安
閑
覺
、
覺
傳
南
京
智
‧
西
庵
贇
。
智
傳
壽
峰
湛
、
贇
傳
雪
堂
仁
、
由
臨

濟
十
八
世
矣
。
至
元
丁
亥
秋
八
月
、
雪
堂
齎
聖
上
御
香
、
将
詣
杭
淛
諸
名
刹
焚
修
祝
釐
、
至
廣
陵
、
來
謁
予
言
、「
僧
今

年
春
過
鎮
陽
、
拜
臨
濟
祖
師
塔
、
撫
循
遺
跡
、
旌
紀
寂
寥
、
因
與
僧
統
滿
公
議
、
將
以
師
之
道
行
刻
之
貞
石
、
以
詔
學

者
、
幸
公
為
我
當
筆
也
。」
予
固
辭
、
不
許
、
即
相
與
考
證
諸
家
傳
錄
、
以
次
第
之
。
謂
雪
堂
曰
、「
自
曹
溪
派
而
為
五

之
後
、
今
法
眼
‧
潙
仰
傳
者
至
少
、
雲
門
‧
洞
下
差
多
于
二
家
、
唯
臨
濟
一
宗
演
溢
盛
大
。
既
為
嗣
法
高
弟
、
發
明
師

之
宗
旨
、
昭
揭
師
之
學
行
、
俾
傳
無
窮
、
宜
矣
。」
仍
系
之
以
銘
曰
、

達
磨
至
中
國
、
傳
佛
法
與
心
。

無
言
語
文
字
、
直
超
向
上
尋
。

神
光
最
堅
篤
、
雪
立
不
厭
深
。

豁
然
悟
本
體
、
提
印
開
未
今
。

六
祖
派
為
五
、
同
鐘
而
異
音
。

四
傳
得
黄
檗
、
黄
檗
傳
臨
濟
。

臨
濟
何
雄
偉
、
龍
象
真
可
擬
。

钁
頭
下
承
機
、
虎
須
邊
悟
旨
。

剷
除
諸
相
妄
、
洞
徹
萬
物
理
。
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每
與
學
者
云
、
馳
求
漫
勞
耳
。

得
真
正
見
解
、
佛
祖
不
遠
矣
。

只
于
赤
肉
團
、
有
無
位
真
人
。

十
方
與
三
界
、
在
汝
屋
與
身
。

持
求
唯
自
信
、
殊
勝
自
相
親
。

一
棒
與
一
喝
、
機
鋒
砉
然
新
。

盲
癲
莫
漫
來
、
鵝
王
食
乳
真
。

雷
驚
師
子
吼
、
魔
魅
俱
消
淪
。

耆
宿
善
知
識
、
蜂
附
而
蟻
聚
。

門
人
與
高
弟
、
龍
騫
而
鳳
翥
。

付
却
正
法
眼
、
徑
歸
兜
率
去
。

曹
溪
唯
此
脈
、
如
海
百
川
赴
。

一
燈
發
千
燈
、
散
為
萬
寶
炬
。

神
光
照
十
方
、
不
在
舍
利
數
。

高
名
傳
萬
古
、
不
在
澄
靈
固
。

骨
朽
舍
利
塵
、
自
在
不
亡
住
。

書
此
刻
貞
珉
、
庶
俾
後
學
諭
。

年 

月 

日 

立
石
大
功
德
主

前
江
淮
福
建
等
處
釋
教
總
統
十
八
世
孫
雪
堂
野
衲  

普
仁  

立
石
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杭
州
淨
慈
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
七
世
孫
愚
極 

至
慧

杭
州
靈
隱
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
八
世
孫
玉
山 

德
珍

杭
州
徑
山
寺
住
持
襲
祖
傳
法
十
八
世
孫
虎
岩 

淨
伏

撰
者
の
王
博
文
（
一
二
二
三
―
一
二
八
八
）
は
、
字
は
子
冕
、
号
は
西
渓
。
東
魯
の
人
で
あ
る
が
、
彰
徳
（
現
在
の
河
南
省

安
陽
）
に
移
住
し
た
。
早
く
に
フ
ビ
ラ
イ
大
王
に
任
用
さ
れ
、
後
に
蒙
古
の
憲
宗
に
し
た
が
っ
て
南
征
し
、
河
東
山
西
道
提

刑
按
察
使
・
礼
部
尚
書
・
大
名
路
総
管
・
江
南
道
行
御
史
台
中
丞
な
ど
を
歴
任
し
た
。
碑
額
の
書
者
で
あ
る
商
挺
（
一
二
〇
九

―
一
二
八
九
）
は
、
字
は
孟
卿
、
曹
州
済
陰
（
現
在
の
山
東
省
菏
沢
）
の
人
。
フ
ビ
ラ
イ
時
期
の
大
臣
、
参
知
政
事
・
安
西
王

相
・
枢
密
副
使
な
ど
を
歴
任
し
た
。
彼
の
伝
記
は
『
元
史
』
巻
一
五
九
に
見
え
る
。
王
・
商
の
二
人
と
も
雪
堂
普
仁
と
の
交

際
が
あ
り
、
故
に
臨
済
記
念
碑
の
建
造
事
業
に
参
与
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
碑
銘
」
の
内
容
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
既
に
学
者
よ
る
論
考
が
あ
る
の
で

⑼
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
紹
介
と
補
足
説
明

だ
け
を
行
う
。

「
碑
銘
」
は
ま
ず
達
磨
か
ら
臨
済
義
玄
に
至
る
ま
で
の
伝
承
の
系
譜
、
臨
済
の
修
行
の
経
歴
、
臨
済
舎
利
塔
の
建
立
、
お

よ
び
金
代
の
再
建
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
臨
済
遷
化
の
後
、
魏
府
（
現
在
の
河
北
省
大
名
県
）

の
興
化
寺
と
鎮
陽
（
現
在
の
河
北
省
正
定
）
の
臨
済
寺
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
舎
利
塔
が
建
て
ら
れ
、そ
し
て
金
の
世
宗
の
時
代

に
臨
済
寺
の
舎
利
塔
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
海
雲
印
簡
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
臨
済
寺
に
住
持
し
た
こ
と
、
臨
済
の
独
自
の
禅
法
、
興
化
存
奨
か
ら
元
代
初
期

に
至
る
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
。「
海
雲
碑
」
を
参
照
す
れ
ば
、
海
雲
が
臨
済
寺
に
住
持
し
た
の
は

一
二
三
五
年
の
こ
と
で
、最
初
に
臨
済
寺
の
監
寺
た
る
定
明
和
尚
が
鎮
陽
史
帥
の
史
天
沢
（
一
二
〇
二
―
一
二
七
五
）
に
申
請
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し
、
史
天
沢
が
朝
廷
に
上
奏
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
海
雲
を
臨
済
寺
に
招
く
こ
と
が
で
き
た
。
海
雲
は
着
任
す
る

と
、
臨
済
寺
の
修
復
を
行
っ
た
。
一
二
四
六
年
、
臨
済
寺
は
再
び
十
方
禅
寺
に
改
め
ら
れ
、
海
雲
は
弟
子
の
庵
主
通
公
・
慵

庵
堅
公
・
可
庵
朗
公
な
ど
を
相
次
い
で
住
持
に
抜
擢
し
た
。
庵
主
通
公
は
、「
海
雲
碑
」
に
い
う
「
真
定
維
摩
福
通
」
の
こ
と

で
、
慵
庵
堅
公
は
「
海
雲
碑
」
に
い
う
「
慵
庵
至
堅
」
或
い
は
「
臨
濟
志
堅
」
の
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
正
定
で
発
見
さ
れ
た

「
寓
庵
堅
公
禪
師
壽
塔
」
は

⑽
、
慵
庵
至
堅
塔
の
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
至
元
四
年
（
一
二
六
七
）
ま
で
臨
済

寺
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
「
碑
銘
」
の
撰
述
に
つ
い
て
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
秋
八
月
、
雪
堂
普
仁
が
杭
州
へ
名

刹
の
参
謁
に
行
く
途
中
、
広
陵
（
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
）
を
経
由
し
た
際
、
王
博
文
に
碑
文
の
執
筆
を
依
頼
し
、
王
博
文
は

「
諸
家
の
伝
録
を
考
証
し
た
」
上
で
、
こ
の
「
碑
銘
」
を
書
い
た
と
い
う
。
同
年
の
九
月
、
郭
天
錫
の
「
碑
記
」
は
既
に
完
成

し
て
い
た
。
両
碑
文
に
記
述
さ
れ
た
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
博
文
の
「
考
証
」
は
、
郭

氏
の
「
碑
記
」
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

立
碑
の
年
代
に
つ
い
て
、
あ
る
学
者
は
、
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）、
或
い
は
も
う
少
し
遅
れ
る
と
推
測
し
て
い
る

が
⑾

、
し
か
し
普
仁
は
碑
石
の
落
款
で
「
前
江
淮
福
建
等
處
釋
教
總
統
」
と
自
称
し
て
お
り
、
当
時
彼
は
こ
の
職
を
既
に
解
任

さ
れ
て
い
た
。
普
仁
は
至
元
三
十
年
（
一
二
九
三
）
に
「
江
淮
福
建
隆
興
等
處
釋
教
總
統
」
に
任
命
さ
れ

⑿
、
彼
の
「
釋
教
總

統
」
着
任
か
ら
解
任
ま
で
に
は
恐
ら
く
数
年
間
が
経
過
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
立
碑
の
年
代
は
、
至
元
三
十
年

以
降
、
つ
ま
り
一
二
九
〇
年
代
の
中
後
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

こ
の
「
碑
銘
」
は
、
普
秀
の
序
と
郭
氏
の
「
碑
記
」
と
共
に
、
興
化
存
奨
以
下
の
臨
済
宗
の
伝
承
の
系
譜
を
詳
細
に
記
録
し

て
お
り
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
系
譜
は
一
体
誰
の
創
作
で
あ
ろ
う
か
。
王
博
文
は
「
諸
家
の
伝
録
を
考
証
し

た
」
と
自
ら
称
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
系
譜
は
彼
が
最
初
に
創
作
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
実
際
に
は
彼
の
「
考
証
」
は
郭
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天
錫
よ
り
遅
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
系
譜
は
普
秀
、
或
い
は
郭
天
錫
に
よ
っ
て
最
初
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
碑
銘
」
の
最
後
に
は
、
こ
の
碑
文
を
撰
述
し
た
縁
起
を
述
べ
て
い
る
。
が
ん
ら
い
元
刊
本
『
臨
済
録
』
に
は
従
倫
の
序

が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
雪
堂
普
仁
が
「
偶
た
ま
余
杭
に
至
っ
て
」、『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
得
て
、
こ
れ
を
重
刊
し
た
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
「
碑
銘
」
に
よ
れ
ば
、
雪
堂
普
仁
は
至
元
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
の
春
、
鎮
陽
に
行
き
臨
済
祖
師
塔
に
参
拝

し
、
そ
の
際
に
祖
師
の
遺
跡
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
で
、
僧
統
の
満
公
（
篳
庵
満
）
と
相
談
し
て
、
臨
済
寺
に
「
臨
済
祖

師
道
行
碑
」
を
立
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
年
八
月
、
普
仁
は
皇
帝
の
委
託
を
受
け
て
杭
州
の
名
刹
に
参
拝
に
行
く
途
中
、

広
陵
を
経
由
し
た
際
、
王
博
文
と
会
い
、
彼
に
碑
文
の
撰
述
を
依
頼
し
た
。
普
仁
が
余
杭
（
現
在
の
杭
州
）
に
行
っ
た
の
は
、

至
元
二
十
四
年
秋
の
出
来
事
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
皇
帝
に
代
わ
っ
て
名
刹
に
参
拝
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
ま
さ
に
こ
の

杭
州
へ
の
旅
の
折
り
に
、
意
外
に
も
『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
雪
堂
普
仁
は
、
一
方
で
は
『
臨
済
録
』
を

復
刻
し
、
他
方
で
は
大
名
と
真
定
と
の
二
カ
所
に
臨
済
祖
師
の
記
念
碑
を
立
て
た
。
こ
う
し
た
努
力
は
い
ず
れ
も
『
臨
済
録
』

を
広
く
流
伝
さ
せ
、
人
々
に
臨
済
祖
師
の
思
想
と
功
徳
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
臨
済
宗
振
興
の
事
業
の
一
部

で
あ
る
と
と
も
に
、
元
代
仏
教
史
に
お
い
て
も
一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
碑
銘
」
の
落
款
に
よ
れ
ば
、
立
碑
の
主
催
者
は
雪
堂
普
仁
で
あ
る
が
、
他
に
浄
慈
寺
の
住
職
愚
極
至
慧
、
霊
隠
寺

の
住
職
玉
山
徳
珍
、
径
山
寺
の
住
職
虎
岩
浄
伏
な
ど
も
参
与
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
は
共
に
杭
州
臨
済
宗
の
領
袖
で
あ
っ
た

か
ら
、
普
仁
が
杭
州
で
『
臨
済
録
』
の
旧
本
を
見
つ
け
た
の
は
、
恐
ら
く
彼
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
、
彼
ら
は
普
仁
よ
る
臨
済
祖
師
記
念
碑
の
立
碑
事
業
に
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
当
時
南
北
臨
済
宗
の

間
に
は
緊
密
な
交
流
と
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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五
、
雪
堂
普
仁
は
誰
か

雪
堂
普
仁
は
元
刊
本
『
臨
済
録
』
刊
行
事
業
の
主
催
者
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
に
つ
い
て
禅
宗
史
書
に
は
殆
ど
記
載
が
な

い
。
ま
た
彼
を
杭
州
浄
慈
寺
の
雪
堂
普
仁
（
字
は
徳
隠
、
一
三
一
二
―
一
三
七
五
）
と
混
同
し
た
誤
解
も
あ
る

⒀
。
浄
慈
寺
の

雪
堂
普
仁
は
元
末
明
初
の
径
山
師
範
系
の
禅
僧
で
あ
り

⒁
、
元
刊
本
刊
行
の
際
に
彼
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
元
刊

本
刊
行
を
主
催
し
た
雪
堂
普
仁
は
元
代
初
期
の
禅
僧
で
、
江
淮
福
建
等
処
釈
教
総
統
を
つ
と
め
、
皇
室
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
、

当
時
中
国
北
方
の
臨
済
宗
に
お
い
て
非
常
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
雪
堂
普
仁
の
事
蹟
は
以
下
の
よ
う
な
元
代
の
史

料
を
通
じ
て
分
か
る
。

ま
ず
は
元
代
の
碑
文
で
あ
る
。
一
つ
は
王
惲
（
一
二
二
七
―
一
三
〇
四
）
の
「
大
元
國
大
都
創
建
天
慶
寺
碑
銘
并
序
」
で
あ

り
⒂

、も
う
一
つ
は
李
謙
（
号
は
野
斎
、一
二
三
四
―
一
三
一
二
）
の
「
重
陽
洞
林
寺
藏
經
記
」
で
あ
る

⒃
。
両
碑
文
に
よ
れ
ば
、

普
仁
、
号
は
雪
堂
、
俗
姓
は
張
、
許
昌
（
現
在
の
河
南
省
許
昌
）
の
人
。
寿
峰
湛
の
も
と
で
剃
髪
し
、
竹
林
雲
に
し
た
が
っ
て

受
戒
し
、
永
泰
贇
（
西
庵
贇
）
か
ら
法
を
得
た
。
早
く
山
西
に
在
住
し
、
経
戒
の
厳
格
と
機
鋒
の
峻
烈
に
よ
っ
て
、
京
師
ま

で
名
を
知
ら
れ
た
（「
名
動
京
師
」）。
の
ち
皇
帝
の
女
婿
（
駙
馬
）
た
る
高
唐
郡
王
の
招
請
に
応
じ
て

⒄
、
豊
州
（
現
在
の
内
蒙

古
フ
フ
ホ
ト
）
の
法
蔵
院
に
住
持
し
た
。
至
元
九
年
（
一
二
七
二
）
大
都
に
至
り
、遼
代
の
廃
寺
た
る
永
泰
寺
の
弥
陀
院
に
住

し
、
の
ち
晋
王
カ
マ
ラ
（
甘
麻
剌
、
フ
ビ
ラ
イ
の
長
孫
）
と
高
唐
郡
王
は
、
普
仁
の
た
め
に
永
泰
寺
の
旧
址
に
新
た
に
天
慶
寺

を
建
て
た

⒅
。
そ
の
後
、京
師
及
び
北
方
各
地
の
臨
済
宗
の
招
聘
に
応
じ
て
、大
都
の
開
泰
寺
や
真
定
の
臨
済
寺
な
ど
一
〇
寺

院
の
住
職
を
兼
任
し
た
。
二
十
四
年
（
一
二
八
七
）、
鎮
陽
に
立
ち
寄
り
、
石
碑
（
臨
済
道
行
碑
）
を
立
て
て
祖
師
の
行
状
を

表
し
た
（「
過
鎮
陽
、
樹
碑
表
行
」）。
二
十
六
年
（
一
二
八
九
）、
皇
孫
テ
ム
ル
の
（
鉄
穆
耳
、
後
の
元
の
成
宗
）
の
命
を
奉
じ
て
、

江
蘇
・
浙
江
の
名
刹
を
礼
拝
し
、
大
蔵
経
を
造
っ
た
（「
禮
江
浙
名
刹
、
起
造
藏
經
」）。
そ
の
際
、
大
蔵
経
を
新
た
に
四
部
刻
印
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し
、
ま
た
二
〇
部
の
大
蔵
経
を
購
入
し
て
北
方
へ
運
び
、
各
寺
院
に
そ
れ
を
送
っ
た
。
三
十
年
（
一
二
九
三
）、「
江
淮
福
建

隆
興
等
処
釈
教
総
統
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
普
仁
は
「
儒
学
を
こ
の
み
、
能
力
と
見
識
を
持
ち
、
交
わ
る
人
は
み
な
皇
帝
周
辺

の
王
侯
大
臣
や
文
武
の
豪
傑
ば
か
り
」（「
喜
儒
學
、
有
器
識
、
所
交
皆
藩
維
大
臣
、
文
武
豪
士
」）
で
あ
り
、
彼
の
住
居
に
お
い

て
商
挺
・
王
磐
な
ど
一
九
名
の
文
人
士
大
夫
と
集
ま
っ
て
詩
文
の
唱
和
を
行
な
い
（
雪
堂
雅
集
）、
当
時
の
人
々
か
ら
「
廬
阜

蓮
社
」
と
呼
ば
れ
た
。
つ
ま
り
東
晋
の
廬
山
慧
遠
の
「
白
蓮
社
」
の
よ
う
な
信
仰
団
体
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

⒆
。
結
局
、

雪
堂
雅
集
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
刊
板
事
業
の
寄
付
者
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
、
内
蒙
古
包
頭

市
に
お
い
て
、
一
つ
の
青
銅
鋪
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
大
徳
九
年
（
一
三
〇
五
）
の
銘
文
が
あ
っ
た
。
こ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、

こ
の
青
銅
鋪
は
雪
堂
普
仁
が
古
豊
州
の
孔
子
廟
に
奉
献
し
た
祭
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

⒇
。
普
仁
は
海
雲
印
簡
と
同
じ

く
、
儒
教
に
対
し
て
も
保
護
の
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
雪
堂
普
仁
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
の
元
貞
元

年
（
一
二
九
五
）
か
ら
延
祐
五
年
（
一
三
一
八
）
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
八
つ
の
「
滎
陽
洞
林
寺
聖
旨
碑
」
に
よ
れ
ば

㉑
、
彼

は
元
の
仁
宗
の
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
―
一
三
二
〇
）
に
は
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
司
空
」
の
肩
書
を
も
授
け
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
次
の
史
料
は
、
元
代
の
惟
大
・
鄧
文
原
（
一
二
五
八
―
一
三
二
八
）・
賈
汝
舟
な
ど
が
復
刻
本
『
禪
源
諸
詮
集
都
序
』

の
た
め
に
書
い
た
三
本
の
序
文
で
あ
る

㉒
。
こ
の
三
序
に
よ
れ
ば
、
普
仁
は
『
臨
済
録
』
の
復
刻
の
他
に
、
唐
代
宗
密
の
『
都

序
』
も
復
刻
し
た
と
あ
る
。
当
初
、
普
仁
の
師
た
る
西
庵
贇
が
、
彼
に
『
都
序
』
の
復
刻
を
委
嘱
し
て
お
り
、
後
に
普
仁
は
、

雲
中
（
現
在
の
山
西
省
大
同
）
と
大
都
で
そ
れ
ぞ
れ
古
本
を
手
に
入
れ
、
校
正
の
う
え
復
刻
し
た
。
宗
密
が
『
都
序
』
を
書
い

た
の
は
禅
教
を
統
合
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
て
、普
仁
も
当
時
の
仏
教
が
そ
れ
ぞ
れ
一
偏
を
固
執
す
る
現
状
に
不
満
で
あ
っ
た
。

仮
に
彼
の
『
臨
済
録
』
復
刻
に
当
時
の
臨
済
宗
を
統
合
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
す
れ
ば
、『
都
序
』
の
復

刻
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
仏
教
の
各
宗
を
統
合
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
仏
典
、
特
に
禅
籍
の
出
版
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に
お
い
て
は
、
雪
堂
普
仁
は
鄭
州
宝
禅
師
の
『
頌
古
』
と
『
林
渓
語
録
』
と
を
出
版
し

㉓
、
ま
た
柳
田
聖
山
氏
に
よ
れ
ば
、
雪

堂
普
仁
は
、『
香
厳
語
録
』・『
潙
山
警
策
』・『
般
若
心
経
』
な
ど
も
再
刊
し
て
お
り

㉔
、
彼
は
禅
籍
の
出
版
事
業
に
対
し
て
特

に
熱
情
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
普
仁
は
当
時
の
北
方
臨
済
宗
に
お
け
る
事
実
上
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
識
は
幅
広
く
、
儒
・
仏
の

双
方
に
精
通
し
、
皇
室
貴
族
や
文
人
士
大
夫
と
の
交
誼
も
緊
密
で
あ
っ
て
、
彼
を
中
心
と
す
る
「
雪
堂
雅
集
」
は
、
元
代
の

詩
壇
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
彼
は
仏
教
経
典
の
流
布
を
非
常
に
重
視
し
た
の
で
、『
臨
済
録
』
や
『
都
序
』
な
ど
を

復
刻
し
た
。
特
に
、『
臨
済
録
』
の
復
刻
は
こ
の
禅
籍
を
絶
滅
か
ら
救
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、『
臨
済
録
』
の
流
伝

史
に
お
い
て
重
大
な
意
義
を
有
す
る
出
来
事
で
あ
る
。

雪
堂
本
の
刊
行
年
代
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
椎
名
宏
雄
氏
は
元
の
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
と
し
て
お

り
、
そ
の
根
拠
は
お
そ
ら
く
郭
天
錫
の
序
文
が
同
年
の
作
成
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
元
刊
本
の
刊
板
人
の
署
名
と
彼
ら
の

伝
記
資
料
を
対
照
す
れ
ば
、
彼
ら
の
署
名
年
代
が
大
体
分
か
る
。
む
ろ
ん
製
版
と
印
刷
は
署
名
完
了
以
降
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
署
名
者
の
う
ち
、
忙
兀
台
（
？
―
一
二
九
〇
）
は
至
元
二
十
二
年
（
一
二
八
五
）「
江
淮
等
処
行
尚
書
省
左

丞
相
」
に
任
じ
、
五
年
後
に
逝
去
し
た

㉕
。
恐
ら
く
雪
堂
普
仁
は
、『
臨
済
録
』
刊
行
の
た
め
に
、
早
く
か
ら
寄
付
者
を
募
集

し
て
い
た
。
忙
兀
台
は
生
前
に
既
に
寄
付
し
て
い
た
の
で
、
故
に
刊
行
の
時
に
彼
の
名
前
が
記
さ
れ
た
。
他
の
署
名
は
い
ず

れ
も
大
徳
三
年
（
一
二
九
九
）
年
以
前
の
肩
書
で
あ
り
、
た
だ
、
卜
憐
吉
　
（
史
書
に
は
「
卜
憐
吉
帶
」
と
も
あ
る
）
は
大
徳

十
一
年
（
一
三
〇
七
）
ま
で
河
南
平
章
を
担
当
し
た
が
、
し
か
し
彼
の
署
名
は
も
っ
と
早
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
寄
付
者

の
署
名
が
そ
ろ
う
と
、
製
版
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
、
そ
の
時
期
は
大
徳
三
年
前
後
で
あ
ろ
う
。
仮
に
卜
憐
吉

の
署
名

は
大
徳
年
間
後
期
の
も
の
と
し
て
も
、
刊
板
年
代
も
大
徳
年
間
の
範
囲
内
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
椎
名
宏
雄
氏

の
判
断
は
基
本
的
に
間
違
い
な
い
が
、
具
体
的
証
拠
が
な
い
た
め
、
大
徳
二
年
そ
の
年
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
実
際
に
は
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も
う
少
し
遅
い
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
か
く
雪
堂
本
『
臨
済
録
』
は
至
元
刊
本
で
は
な
く
大
徳
刊
本
で
あ
る
。

六
、
元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
原
型

現
存
の
元
刊
本
『
臨
済
録
』
は
、
書
首
に
欠
落
が
あ
る
が
、
し
か
し
欠
落
し
た
部
分
は
、
日
本
伝
本
の
な
か
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
故
に
日
本
伝
本
を
参
照
す
れ
ば
、
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

日
本
に
は
数
多
く
の
『
臨
済
録
』
の
伝
本
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
元
刊
本
と
関
係
が
深
い
と
見
な
さ
れ
た
も
の
が
二
本
あ
る
。

一
つ
は
東
洋
文
庫
所
蔵
本
で
、以
前
は
「
元
槧
本
」
と
さ
れ
て
い
た
が

㉖
、現
在
は
南
宋
咸
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
鼓
山
版
『
古

尊
宿
語
録
』
の
一
冊
と
見
直
さ
れ
て
い
る

㉗
。
筆
者
の
対
照
に
よ
れ
ば
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
伝
本
と
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
南
宋

本
『
臨
済
録
』、
お
よ
び
華
東
師
範
大
学
所
蔵
南
宋
本
『
臨
済
録
』
は
、
実
は
全
く
同
じ
版
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
『
古
尊
宿

語
録
』
の
一
冊
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
刊
本
で
、雪
堂
本
（
元
刊
本
）
の
復
刻

本
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
今
、
元
刊
本
と
対
照
す
る
と
、
こ
の
二
本
は
ど
ち
ら
も
元
刊
本
で
な
く
、
さ
ら
に
、
そ
の
書
首
に

は
馬
防
序
し
か
な
い
の
で
、
元
刊
本
の
首
部
と
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。

元
刊
本
と
実
際
に
関
係
の
あ
る
日
本
伝
本
は
、前
文
に
も
言
及
し
た
『
臨
済
録
鈔
』
と
『
大
正
大
蔵
経
』
本
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
中
に
元
刊
本
の
元
来
の
内
容
が
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、『
鈔
』
の
書
首
に
は
馬
防

序
の
前
に
三
本
の
「
別
序
」
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
三
人
の
序
で
あ
り
、
書
尾
に
は
王
博
文
の
「
碑
銘
」

も
あ
る
。「
別
序
」
と
は
、
馬
防
序
に
相
対
す
る
言
い
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
存
の
元
刊
本
に
も
普
秀
序
と
王
博
文
の
「
碑

銘
」
が
あ
る
の
で
、『
鈔
』
の
同
じ
部
分
は
元
刊
本
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、『
鈔
』
の
書
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首
と
書
尾
は
す
べ
て
の
日
本
伝
本
の
な
か
で
元
刊
本
と
一
番
近
い
も
の
と
分
か
る
。『
大
正
蔵
』
本
『
臨
済
録
』
の
書
首
に
も

従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
の
三
序
が
見
え
る

㉘
。
そ
の
底
本
（
石
川
武
美
記
念
図
書
館
所
蔵
、
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
永
享
本
）
に
、
三
序

は
雪
堂
普
仁
よ
る
「
繍
梓
流
通
之
序
」
と
い
う
手
書
き
の
補
記
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
初
補
記
の
作
者
は
三
序
が

そ
も
そ
も
元
刊
本
の
内
容
だ
と
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
分
か
る
。
ま
た
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
刊
本
『
臨
済
録
』
の

手
書
き
注
釈
に
も
、「
こ
の
語
録
に
は
多
く
の
序
が
あ
る
」（「
此
録
多
序
」）
と
あ
る
の
は
、『
臨
済
録
』
に
は
馬
防
序
の
他
に

三
序
も
あ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
注
釈
は
室
町
時
代
の
作
で
あ
る
か
ら
、
注
の
作
者
が
当
時
見
た
テ
キ
ス
ト
は
三
序
付

き
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
ま
さ
に
元
刊
本
の
原
型
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
元
刊
本
の
書
首
に
は
そ
も
そ
も
三
序
、
即
ち
普
秀
序
の
前
に
、
従
倫
序
と
郭
天
錫
序
も
あ
っ
た
。
現
存
の

元
刊
本
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
序
で
あ
る
。
当
初
、
元
刊
本
は
日
本
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
、
果

た
し
て
三
序
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
は
日
本
伝
本
の
中
に
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
伝
本
に
三
序
が
揃
っ
て
い
る

こ
と
は
、
現
存
の
元
刊
本
よ
り
も
勝
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す
る
研
究
に
お
い
て
、
重
要

な
参
考
資
料
と
な
る
。
故
に
日
本
伝
本
は
特
殊
な
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

現
存
の
元
刊
本
に
基
づ
き
、
日
本
伝
本
を
も
参
照
す
る
と
、
元
刊
本
は
も
と
も
と
以
下
の
内
容
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

1
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

従
倫
撰

2
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

郭
天
錫
撰

3
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」　

普
秀
撰

4
．「
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
」　
（
臨
済
語
録
の
本
文
、
宋
刊
本
と
同
じ
内
容
）  

惠
然
輯
延
沼
書

5
．「
大
名
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
碑
記
」　

郭
天
錫
撰
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6
．「
臨
濟
玄
公
大
宗
師
真
賛
」　

郭
天
錫
撰

7
．「
真
定
十
方
臨
濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
」　

王
博
文
撰

8
．
刊
板
人
署
名

ち
な
み
に
、
一
部
の
日
本
伝
本
、
例
え
ば
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
本
『
摘
葉
鈔
』
と
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
刊

本
『
臨
濟
慧
照
禪
師
語
錄
』
と
の
書
尾
の
王
博
文
「
碑
銘
」
の
後
ろ
に
、
元
の
趙
孟
頫
の
「
臨
濟
正
宗
碑
」
も
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
現
存
の
元
刊
本
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
や
は
り
筆
者
が
以
前
に
推
測
し
た
と
お
り
、
日
本
伝
本
の
中

に
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

む
す
び

日
本
と
比
べ
て
中
国
で
保
存
さ
れ
て
い
る
『
臨
済
録
』
の
伝
本
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
元
刊
本
が
元
代
以
後
の
中
国
伝

本
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
今
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
元
刊
本
は
刊
行
の
後
、
早

い
う
ち
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
結
果
、
日
本
伝
本
『
臨
済
録
』
の
祖
本
の
一
つ
と
な
っ
た
。
今
な
お
日
本
伝
本

『
臨
済
録
』
の
中
に
、
元
刊
本
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
倫
・
郭
天
錫
・
普
秀
の
三
序
と
王
博
文
の
「
碑
銘
」
な

ど
も
と
も
と
元
刊
本
に
由
来
す
る
文
章
の
他
に
、
日
本
伝
本
の
書
尾
題
記
か
ら
も
見
え
る
。
日
本
伝
本
に
お
い
て
、
そ
の
書

尾
題
記
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」・「
存
奨
校
勘
」・「
宗
演
重
開
」
な
ど
三
つ
の
題
記
が
揃
い
、
も

う
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」
と
「
存
奨
校
勘
」
と
二
つ
の
題
記
が
あ
っ
て
、
ま
た
一
つ
は
、「
延
沼
謹
書
」
の
み
で
あ
る
。「
宗

演
重
開
」
の
題
記
は
、
北
宋
宗
演
本
に
由
来
し
た
も
の
ほ
か
な
ら
な
い
。「
存
奨
校
勘
」
の
題
記
は
南
宋
本
の
特
徴
で
あ
り
、
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「
延
沼
謹
書
」
し
か
な
い
の
は
、
元
刊
本
の
影
響
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
本
伝
本
の
書
名
は
、
元
刊
本
の
『
臨

濟
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
』
と
異
な
る
『
鎮
州
臨
濟
慧
照
禪
師
語
録
』
で
あ
り
、さ
ら
に
馬
防
序
も
付
い
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
は
、宋
刊
本
の
影
響
を
受
け
た
証
で
あ
ろ
う
。
日
本
伝
本
は
宋
元
刊
本
の
両
方
か
ら
受
け
入
れ
た
内
容
が
あ
る
た
め
、

多
種
多
様
に
な
っ
た
。『
臨
済
録
』
伝
本
の
歴
史
に
お
い
て
、
元
刊
本
の
い
か
な
る
影
響
が
あ
っ
た
の
か
が
、
日
本
伝
本
を
通

じ
て
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、元
刊
本
『
臨
済
録
』
の
価
値
を
考
え
て
み
よ
う
。
本
書
は
宋
元
時
代
の
刻
本
と
し
て
、そ
れ
自
体
が
古
籍
の
「
善

本
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
有
名
人
の
収
蔵
を
経
た
こ
と
も
あ
る
た
め
、
や
は
り
一
般
の
古
籍
「
善
本
」
よ
り
さ
ら
に
多
く
の
文

化
財
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
元
代
の
『
臨
済
録
』
刊
本
と
し
て
天
下
唯
一
の
孤
本
で
あ
り
、
他
に
替
わ
る

も
の
が
な
い
た
め
、
は
な
は
だ
貴
重
で
あ
る
。
現
存
の
『
臨
済
録
』
古
刻
本
の
中
で
本
書
は
も
っ
と
も
古
い
単
行
刊
本
で
あ

り
、
そ
の
前
の
北
宋
宗
演
本
は
既
に
逸
失
し
、
南
宋
本
は
『
古
尊
宿
語
録
』
中
の
一
冊
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
は
集
合
本
で
あ
っ

て
単
行
本
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
本
書
は
現
存
の
宋
元
時
代
の
『
臨
済
録
』
刊
本
に
お
い
て
唯
一
の
単
行
本
で
あ
る
。
本
書

の
保
存
状
態
は
比
較
的
よ
い
の
で
、
元
刊
本
の
大
部
分
の
内
容
が
よ
く
分
か
り
、
そ
れ
に
拠
っ
て
元
刊
本
の
原
型
を
探
求
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
普
秀
序
は
、
銭
良
佑
が
書
写
し
た
も
の
で
、
銭
氏
書
道
の
遺
作
で
あ
る
。

ま
た
、
郭
天
錫
の
「
碑
記
」
と
「
真
賛
」
は
、
他
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
郭
氏
逸
文
で
あ
る
。
も
と
も
と
元
刊
本
に
あ
っ
た
三

序
と
付
録
は
、
臨
済
宗
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
特
に
金
元
時
代
北
方
臨
済
宗
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
参
考
価
値

を
も
っ
て
い
る
。
元
刊
本
は
か
つ
て
日
本
に
伝
わ
り
、
以
降
の
日
本
伝
本
に
深
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
故
に
こ
の
テ
キ
ス

ト
を
通
じ
て
、
日
本
伝
本
と
中
国
祖
本
と
の
関
係
、
ま
た
日
中
仏
教
交
流
史
の
様
々
な
関
係
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
総
じ
て
元
刊
本
『
臨
済
録
』
は
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
要
な
仏
教
史
の
研
究
資
料
で
あ
り
、
重
視

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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王博文の「碑銘」郭天錫の「碑記」

臨済語録本文譜秀序

付録１　元刊本『臨済録』影印（中国国家図書館蔵）
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東平汴

臨済義玄 興化存奨 南院慧顒 風穴延沼 首山省念 汾陽善昭

石霜楚圓 琅琊慧覚

楊岐方会 泐潭月

白雲守端 毗陵真

五祖法演

仏果克勤

松源崇岳

虎丘紹隆

無徳覚通

虎岩浄伏

応庵曇華

密庵咸傑 浙翁如琰

仏照徳光

仏鑑慧懃

破庵祖先

大慧宗杲

石田法薫

愚極至慧

玉山徳珍

天目斉

竹林海

汝州和

慶寿璋

海雲印簡

偃渓広聞

虚舟普度

可庵智朗

劉文貞

竹林彝

龍宮道玉

慶寿満

竹林宝

竹林安

白水白

天寧党

慈照純

鄭州宝

少林悟鑑

法王通

安閑覚白澗一

沖虚昉

慶寿子安

定林秀柏林璋 白瀑本勤龍華道恵

某禅師

五峰普秀

懶牧悟帰 南京智

寿峰湛

西庵贇

雪堂普仁

帰雲志宣

平山信亮雲渓印寿

賾庵儇

大名海

慶寿教亨

太原昭廓然安

竹林蔵

雪峰聳天童鑑雲峰妙高

※下線を付し斜体とした人名は、雪堂普仁の立碑或いは『臨済録』の刊行に関わった人物。

付録２　臨済宗法脈系譜図
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⑴ 

繆
荃
孫
・
呉
昌
綬
・
董
康
『
嘉
業
堂
藏
書
志
』、
復
旦
大
学
出
版
社
（
上
海
）、
一
九
九
七
年
、
第
四
八
六
～
四
八
七
頁
。

⑵ 『
鈔
』
は
日
本
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
刊
本
に
施
さ
れ
た
漢
文
に
よ
る
注
釈
で
、寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
刊
本
。
柳
田

聖
山
編
『
臨
濟
錄
抄
書
集
成
』
上
（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
収
め
る
。

⑶ 
陸
川
堆
雲
『
臨
濟
及
臨
濟
錄
の
研
究
』、
喜
久
屋
書
店
（
東
京
）、
一
九
四
九
年
、
第
一
頁
。

⑷ 

明
の
盧
熊
『
蘇
州
府
志
』
巻
三
八
「
人
物
・
文
藝
」
参
照
。
明
洪
武
十
二
年
（
一
三
七
九
）
抄
本
。

⑸ 「
杲
」、
原
文
は
「
果
」
で
あ
る
が
今
改
め
た
。

⑹ 

陸
川
堆
雲
『
臨
濟
錄
詳
解
』
参
照
。
真
禅
研
究
会
（
長
野
）、
一
九
五
九
年
、
第
二
三
～
三
一
頁
。

⑺ 

宗
典
「
辨
郭
畀
非
郭
祐
之
及
其
偽
畫
」
参
照
。『
文
物
』
一
九
六
五
年
第
八
期
。
郭
天
錫
と
郭
畀
と
の
生
没
年
に
つ
い
て

は
、
宗
典
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
四
八
～
一
三
〇
二
と
一
二
八
〇
～
一
三
三
五
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
現
在
通
行
の
説

を
採
用
す
る
。

⑻ 『
摘
葉
鈔
』
に
は
影
印
本
が
あ
り
、
柳
田
聖
山
編
『
臨
濟
錄
抄
書
集
成
』
下
に
収
め
る
。
享
保
本
は
原
刊
本
の
他
に
、
新
印

本
の
『
無
著
道
忠
校
訂 

臨
濟
禪
師
語
錄
』
が
あ
る
（
臨
済
禅
師
奉
讃
会
刊
行
、
一
九
六
七
年
）。

⑼ 

劉
友
恒
・
李
秀
婷
「〈
真
定
十
方
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
〉
浅
談
」
参
照
。『
文
物
春
秋
』
二
〇
〇
七
年
第
五
期
。

⑽ 

張
国
清
・
貢
俊
録
・
劉
友
恒
「
元
代
臨
済
寺
〈
寓
庵
堅
公
禅
師
寿
塔
〉
銘
考
」
参
照
。『
文
物
春
秋
』
二
〇
一
五
年
第
四

期
。

⑾ 

劉
友
恒
・
李
秀
婷
「〈
真
定
十
方
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
銘
〉
浅
談
」
参
照
。

⑿ 

野
斎
（
李
謙
）「
重
陽
洞
林
寺
藏
經
記
」
参
照
。
蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』、
科
学
出
版
社
（
北
京
）、
一
九
五
五
年
、

第
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。

⒀ 

椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
参
照
、
臨
川
書
店
（
京
都
）、
二
〇
一
六
年
、
第
五
九
八
～
五
九
九
頁
。
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⒁ 

明
の
宋
濂
『
護
法
録
』
巻
二
「
浄
慈
山
報
恩
光
孝
禪
寺
住
持
仁
公
塔
銘
」、
明
の
明
河
『
補
續
高
僧
伝
』
巻
一
五
、
明
の
朱

時
恩
『
佛
祖
綱
目
』
巻
四
一
「
德
隠
普
仁
禪
師
入
寂
」
条
、
清
の
超
永
『
五
燈
全
書
』
巻
五
八
な
ど
を
参
照
せ
よ
。

⒂ 
こ
の
碑
銘
は
『
秋
澗
集
』
巻
五
七
（『
全
元
文
』
第
六
冊
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
第
四
九
二
～
四
九
四
頁
）

に
収
め
る
。
作
者
の
王
惲
に
つ
い
て
は
『
元
史
』
巻
一
六
七
本
伝
参
照
。

⒃ 

蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
参
照
、
第
一
二
〇
～
一
二
一
頁
。
作
者
の
李
謙
、
号
は
野
斎
、『
元
史
』
巻
一
六
〇
本
伝
参

照
。

⒄ 

蒙
元
時
期
、
武
将
ア
ラ
ク
シ
ー
デ
イ
ギ
ド
ー
ク
リ
（
阿
剌
兀
思
剔
吉
忽
里
）
の
家
族
は
、
前
後
し
て
複
数
の
人
が
高
唐
王

に
封
ぜ
ら
れ
た
。
こ
こ
の
高
唐
郡
王
は
、
恐
ら
く
ボ
ヤ
オ
カ
イ
（
孛
要
合
）
を
指
し
て
い
る
。
彼
は
早
く
西
域
を
征
し
、

後
に
北
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
（
成
吉
思
汗
）
の
三
女
ア
ラ
カ
イ
ー
ベ
キ
（
阿
剌
海
別
吉
）
と
結
婚
、
死

後
高
唐
郡
王
と
し
て
追
認
さ
れ
た
。

⒅ 

天
慶
寺
旧
址
は
現
在
の
北
京
市
内
東
暁
市
街
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
。

⒆ 

雪
堂
普
仁
と
士
大
夫
と
の
交
遊
に
つ
い
て
、
王
惲
の
「
雪
堂
上
人
集
類
諸
名
公
雅
制
序
」
に
も
、「
雪
堂
上
人
、
禪
悦
餘

暇
、
樂
從
賢
士
夫
遊
、
諸
公
亦
賞
其
爽
朗
不
凡
、
略
去
藩
籬
、
與
同
形
跡
、
以
道
義
定
交
、
文
雅
相
接
」（『
秋
澗
先
生
大

全
集
』
巻
四
三
）
と
記
し
て
い
る
。

⒇ 「
包
头
燕
家
梁
遗
址
发
现
元
代
祭
孔
铜
器
刻
“
总
统
〟
铭
文
」
参
照
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
『
内
蒙
古
日
報
』。

㉑ 

蔡
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
参
照
、
第
三
六
～
七
四
頁
。

㉒ 

三
序
と
も
『
大
正
蔵
』
第
四
八
冊
参
照
、
第
三
九
七
頁
b
～
三
九
八
頁
b
。

㉓ 

元
の
従
倫
「
洞
林
大
覚
禅
寺
第
一
代
西
堂
宝
公
大
宗
師
頌
古
序
」・「
洞
林
大
覚
禅
寺
第
一
代
西
堂
宝
公
大
宗
師
林
渓
録
序
」

参
照
、『
全
元
文
』
第
二
〇
冊
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
（
南
京
）、
二
〇
〇
〇
年
、
第
五
一
五
～
五
一
六
頁
。
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㉔ 

柳
田
聖
山
『
臨
済
録
の
研
究
』
参
照
、
法
蔵
館
（
京
都
）、
二
〇
一
七
年
、
第
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

㉕ 『
元
史
』
巻
一
三
一
本
伝
参
照
。

㉖ 
椎
名
宏
雄
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』
参
照
、
大
東
出
版
社
（
東
京
）、
一
九
九
三
年
、
第
五
九
八
頁
。

㉗ 
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
参
照
、
第
五
九
八
頁
。

㉘ 『
大
正
蔵
』
本
の
三
序
は
、
そ
の
底
本
に
お
い
て
は
、
手
書
き
で
補
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
本
論
文
は
日
本
学
術
振
興
会
基
金
に
よ
る
課
題
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
課
題
番
号
：
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
６
７
３
０
０
４
５
。
本
稿

に
取
り
上
げ
た
問
題
に
つ
い
て
、
衣
川
賢
次
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
と
参
考
資
料
の
ご
提
示
を
賜
り
、
こ
こ
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一七
雲
居
道
膺
章
・
曹
山
本
寂
章
訓
註

景
徳
伝
灯
録
研
究
会

前
言

禅
文
化
研
究
所
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
研
究
会
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
り
、
隔
月
に
一
回
、
年
六
回
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、『
景
徳
伝
灯
録
』
三
（
巻
第
七
・
八
・
九
）（
一
九
九
三
年
三
月
）、『
景
徳
伝
灯
録
』
四
（
巻
第
一

〇
・
一
一
・
一
二
）（
一
九
九
七
年
一
月
）、『
景
徳
伝
灯
録
』
五
（
巻
第
一
三
・
一
四
・
一
五
）（
二
〇
一
三
年
二
月
）
を
会
読
成

果
と
し
て
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
巻
一
六
の
会
読
を
終
え
、
現
在
は
巻
一
七
後
半
の
章
の
会
読
を
行
っ

て
い
る
。
研
究
所
の
編
集
方
針
に
よ
っ
て
、
巻
一
六
・
一
七
・
一
八
を
『
景
徳
伝
灯
録
』
六
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
は
か
な
り
先
の
こ
と
で
あ
る
。
雲
居
と
曹
山
は
曹
洞
宗
の
淵
源
に
な
る
重
要
な
祖
師
で
あ
る
が
、
そ
の
禅
に
つ
い

て
の
研
究
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
訓
注
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
世
に
問
う
こ
と
と
し
た
。
も
と
よ
り
収
録
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
則
が
十
分
に
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
分
か
ら
ず
に
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
訓
注
が
ス
テ
ッ

プ
に
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
十
全
な
解
明
に
す
す
め
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
訓
注
は
二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日
よ
り
二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日
ま
で
の
一
二
回
の
研
究
会
に
お
い
て
、
西
口
が
提
出
し
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た
訓
注
の
資
料
に
対
す
る
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
西
口
が
定
稿
化
し
た
も
の
を
、
衣
川
が
再
検
討
し
て
成
っ
た

も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
参
加
者
は
、
三
浦
國
雄
、
末
木
文
美
士
、
下
定
雅
弘
、
土
屋
昌
明
、
松
岡
由
香
子
、
古
勝
亮
、
久

保
讓
、
呉
進
幹
、
雷
漢
卿
、Ingrid V

era

、
林
芬
妙
の
諸
氏
（
順
不
同
）
と
衣
川
賢
次
・
西
口
芳
男
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
会
の
班
員
で
あ
っ
た
古
勝
亮
氏
は
、
京
都
大
学
に
博
士
論
文
を
提
出
し
て
間
も
な
く
、
く
も
膜
下
出
血
に

よ
り
二
〇
一
七
年
四
月
一
五
日
、
享
年
三
九
で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
こ
こ
ろ
よ
り
冥
福
を
祈

り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
六
日　
　
　

景
徳
伝
灯
録
研
究
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川
賢
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
口
芳
男

［
凡
例
］

一
、
本
訓
注
は
禅
文
化
研
究
所
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
の
会
読
成
果
で
あ
る
。

二
、 

訓
注
の
底
本
は
東
寺
経
蔵
の
北
宋
東
禅
寺
版
一
切
経
に
収
め
る
『
景
徳
伝
灯
録
』（
禅
文
化
研
究
所
「
基
本
典
籍
叢
刊
」

影
印
本
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
を
用
い
た
。
底
本
原
文
の
異
体
字
・
俗
字
は
旧
字
体
に
改
め
、
訓
読
・
注
釈
は
常
用
漢
字

を
用
い
た
。

三
、 

底
本
原
文
の
字
句
を
訂
し
た
場
合
は
そ
の
理
由
を
注
記
し
、
各
文
献
と
の
間
に
内
容
及
び
字
句
の
重
要
な
異
同
が
見
ら

れ
る
も
の
も
注
記
し
た
。

四
、
各
章
は
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
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［
目
次
］

雲
居
道
膺
章

一
、	
行
歴

二
、	
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

三
、	

洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
祖
師
意
と
は

四
、	

洞
山
と
の
問
答
（
3
）
─
─
慧
思
和
尚
、
倭
国
に
生
ま
れ
る

五
、	

洞
山
と
の
問
答
（
4
）
─
─
ど
の
山
が
住
す
る
に
値
す
る
か

六
、	

洞
山
と
の
問
答
（
5
）
─
─
川
を
渡
る

七
、	

洞
山
と
の
問
答
（
6
）
─
─
弥
勒
は
ど
こ
に
い
る
か

八
、	

洞
山
と
の
問
答
（
7
）
─
─
合
醬

九
、	

洞
山
と
の
問
答
（
8
）
─
─
大
闡
提
人
の
孝
養

一
〇
、
三
峰
と
雲
居
山
に
住
す

一
一
、
上
堂
─
─
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り

一
二
、
沙
門
と
し
て
最
も
大
事
な
こ
と

一
三
、
仏
祖
に
ど
の
よ
う
な
修
行
の
階
梯
が
あ
る
か

一
四
、
古
路 

人
に
逢
わ
ず

一
五
、
可
観
上
座
の
参
問

一
六
、
癢
和
を
擲
つ

一
七
、
処
徳
を
呼
ん
で
き
て
く
れ
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一
八
、
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す

一
九
、
向
上
人
の
行
履

二
〇
、
朝
打
三
千
、
暮
打
八
百

二
一
、
羚
羊
挂
角

二
二
、
影
と
本
身

二
三
、
帰
郷

二
四
、
仏
陀
波
利

二
五
、
仏
法
を
学
ぶ
人
は
釘
鉄
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

二
六
、
経
典
読
誦
の
功
徳

二
七
、
香
積
飯

二
八
、
経
を
念と

な

え
て
い
る
者
は
何
と
い
う
経
か

二
九
、
孤
迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時

三
〇
、
何
が
か
く
も
言
い
難
い
の
か

三
一
、
明
眼
の
人
の
眼
は
漆
の
よ
う
に
黒
い

三
二
、
世
尊
の
密
語

三
三
、
生
ま
れ
た
と
た
ん
ど
う
し
て
有
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

三
四
、
示
衆

三
五
、
示
寂
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曹
山
本
寂
章

一
、	

行
録

二
、	
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

三
、	
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
不
変
異
の
処
に
去
る

四
、	

曹
山
・
荷
玉
山
に
居
す

五
、	

万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者

六
、	

眉
と
目

七
、	

托
子
を
提
起
す

八
、	

幻
と
真

九
、	

常
在
底
の
人

一
〇
、
清
鋭
孤
貧

一
一
、
類
と
異

一
二
、
鏡
清
の
参
問
─
─
清
虚
の
理

一
三
、
改
易
せ
ざ
る
底
の
人

一
四
、
人
人
尽
く
有
り

一
五
、
魯
祖
面
壁

一
六
、
地
に
倒
れ
な
ば
地
に
よ
り
て
起
つ

一
七
、
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず

一
八
、
句
を
呈
し
て
問
難
し
て
は
な
ら
ぬ
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一
九
、
無
言
に
し
て
如
何
が
顕あ

ら

わ
さ
ん

二
〇
、
日
未
だ
出
で
ざ
る
時

二
一
、
掃
地

二
二
、
禅
定
に
あ
っ
て
香
象
の
渡
河
を
聞
く

二
三
、
蠱
毒
の
郷
の
家
で
は
一
滴
の
水
も
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ

二
四
、
法
身
主

二
五
、
常
に
未
聞
を
聞
く

二
六
、
国
内
に
剣
を
按か

ま

う
る
者

二
七
、
一
牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ず

二
八
、
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者

二
九
、
薬
山
の
年
は
多
少
ぞ

三
〇
、
填
溝
塞
壑

三
一
、
如
何
な
る
か
是
れ
師
子

三
二
、
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う

三
三
、
枯
木
龍
吟

三
四
、
洞
山
五
位
を
銓
量
す

三
五
、
示
寂



187

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注

洪
州
雲
居
道
膺
禅
師

〔
一
〕
行
歴

洪
州
雲
居
道
膺
禪
師
，
幽
州
玉
田
人
也
，
姓
王
氏
。
童
丱
依
師
稟
教
，
二
十
五
受
具
於
范
陽
延
壽
寺
。
本
師
令
習
聲
聞

篇
聚
，
乃
歎
曰
：
「
大
丈
夫
豈
可
桎
梏
於
律
儀
邪
！
」
乃
去
，
詣
翠
微
山
問
道
。
經
三
載
，
有
雲
遊
僧
，
自
豫
章
來
，
盛
稱

洞
山
价
禪
師
法
席
，
師
遂
造
焉
。

＊

洪①�

州
雲
居
の
道②�

膺
禅
師
は
、
幽③�

州
玉
田
の
人
な
り
、
姓
は
王
氏
。
童④�

丱
に
し
て
師
に
依
り
て
教
え
を
稟う

け
、
二
十
五
に

し
て
范⑤�

陽
延
寿
寺
に
受
具
す
。
本
師
、
声
聞
の
篇⑥

ひ
ん
じ
ゅ聚

を
習
わ
し
む
る
に
、
乃
ち
歎な

げ

き
て
曰
く
、「
大⑦�

丈
夫
、
豈
に
律
儀
に
桎

梏
せ
ら
る
可
け
ん
や
。」
乃
ち
去
っ
て
、
翠⑧�

微
山
に
詣
り
て
道
を
問
う
。
三⑨�

載
を
経
る
に
、
雲
遊
の
僧
有
り
、
豫
章
自よ

り

来き
た

っ
て
、
盛
ん
に
洞
山
价
禅
師
の
法
席
を
称た

た

う
、
師
遂
に
焉こ

こ

に
造い

た

る
。

＊

①
洪
州
雲
居　

江
西
省
永
修
県
西
南
三
〇
里
に
雲
居
山
が
あ
り
、
山
中
に
雲
居
寺
が
あ
る
。
高
僧
道
容
（
伝
未
詳
）
が
元
和

中
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
に
開
創
し
、
そ
の
徒
の
全
慶
・
全
誨
（
共
に
伝
未
詳
）
が
続
い
て
住
し
た
。
中
和
の
歳
（
八
八
一

～
八
八
五
）
道
膺
禅
師
が
こ
こ
に
居
し
、
南
平
王
鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
の
帰
依
を
受
け
、
龍
昌
禅
院
の
額
を
賜
う
。
以

後
、
道
簡
・
道
昌
・
懐
岳
・
徳
縁
・
懐
満
・
智
深
（
以
上
は
雲
居
道
膺
系
）・
清
錫
・
義
能
・
義
徳
・
道
済
（
九
二
九
～
九
九

七
）・
契
環
（
以
上
は
法
眼
宗
）
と
受
け
継
が
れ
、
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
真
如
禅
院
の
額
を
賜
う
。
晏
殊
（
九

九
一
～
一
〇
五
五
）
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」（『
雲
居
山
志
』
巻
七
、『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
二
輯
第
一
五
冊
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所
収
、
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
附
録
資
料
篇
に
訳
注
が
あ
る
）。

『
大
明
一
統
志
』
巻
五
二
南
康
府
、「
雲
居
山
は
建
昌
県
西
南
三
十
里
に
在
り
。
其
の
山
は
紆

ま
が
り
く
ね回

っ
て
峻
極
、
上
に
は
常

に
雲
出
づ
、
故
に
雲
居
と
名
づ
け
、
一
に
欧
山
と
名
づ
く
。」

②
道
膺
禪
師　

？
～
九
〇
二
。『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻

八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
雲
居
条
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
等
に
略
伝
・
問
答
語

句
を
録
す
。
ま
た
唐
僧
元
偉
撰
『
雲
居
和
尚
示
化
実
録
』
一
巻
（『
崇
文
総
目
』
巻
一
〇
、『
通
志
』
巻
六
七
）、『
雲
居
弘

覚
禅
師
語
録
』（
釈
慧
洪
『
石
門
文
字
禅
』
巻
二
五
）
が
あ
っ
た
が
伝
存
し
な
い
。

③
幽
州
玉
田
人
也　

河
北
省
玉
田
県
の
出
身
。『
祖
堂
集
』
は
「
幽
州
薊
門
玉
田
人
」、『
宋
高
僧
伝
』
は
「
薊
門
玉
田
人
」

に
作
る
。『
旧
唐
書
』
巻
三
九
地
理
二
・
河
北
道
薊
州
条
、「
玉
田
は
漢
の
無
終
県
、
右
北
平
郡
に
属
す
。
乾
封
二
年
（
六

六
七
）
廃
さ
れ
た
無
終
県
に
置
き
、
無
終
と
名
づ
け
、
幽
州
に
属
す
。
万
歳
通
天
二
年
（
六
九
七
）、
改
め
て
玉
田
県
と

為
す
。
…
…
（
開
元
）
十
一
年
（
七
二
三
）、［
又
た
還
し
て
幽
州
に
属
す
。
十
八
年
］
又
た
薊
州
に
属
す
。」（
な
お
［　

］

は
中
華
書
局
本
校
勘
記
〔
八
二
〕
に
拠
っ
た
）。

④
童
丱
依
師
稟
教　

丱あ
げ
ま
き角

の
子
供
の
こ
ろ
に
師
に
つ
い
て
仏
教
を
習
う
。『
祖
堂
集
』
は
「
師
居
齠
齔
，
岐
嶷
生
知
，
匪
狎

竹
馬
之
朋
，
卓
有
乗
羊
之
誉
。」（
師
は
歯
が
抜
け
か
わ
る
こ
ろ
よ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
賢
さ
で
、
幼
友
達
と
親

し
く
遊
ぶ
こ
と
な
く
、
そ
の
容
姿
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。）「
乗
羊
之
誉
」
は
『
蒙
求
』
衞
玠
羊
車
に
「
晋
書
：
衞
玠
は
総あ

げ
ま
き角

に
し
て
羊
車
に
乗
り
て
市
に
入
る
に
、
見
る
者
は
以
て
玉
人
と
為
す
」
と
あ
り
、
容
姿
の
美
し
い
人
の
こ
と
。

『
宋
高
僧
伝
』
は
「
生
而
特
異
，
神
彩
朗
然
，
処
於
童
丱
，
崆
峒
稟
気
。
宿
心
抜
俗
，
争
離
火
宅
之
門
；
拭
目
尋
師
，
遂

摂
鍛
金
之
子
。
師
授
経
法
，
誦
徹
復
求
。」（
生
ま
れ
な
が
ら
に
抜
き
ん
出
て
お
り
、
容
姿
が
す
ぐ
れ
、
童
子
の
こ
ろ
か
ら
広
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大
な
気
性
を
も
っ
て
い
た
。
か
ね
て
よ
り
出
家
の
志
が
あ
り
、
ど
う
し
て
い
つ
ま
で
も
迷
い
の
世
俗
に
お
ら
れ
よ
う
か
と
、
目

を
拭
っ
て
師
を
探
し
も
と
め
、
遂
に
鍛
金
の
師
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
師
が
経
典
を
授
け
る
と
、
す
っ
か
り
憶
え
て
ま
た
求
め

た
。）

『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
児
稚
中
，
骨
気
深
穏
，
言
少
理
多
。」（
幼
い
こ
ろ
よ
り
、
人
柄
は
お
だ
や
か
で
、
も
の
静
か
だ
っ
た

が
、
言
え
ば
理
に
か
な
っ
て
い
た
。）

⑤
范
陽
延
寿
寺　
『（
乾
隆
）
大
清
一
統
志
』
巻
二
九
遵
化
州
寺
観
条
、「
延
寿
寺
は
州
の
西
北
十
八
里
に
在
り
。
相
伝
う
る

に
、
唐
太
宗
の
寿

た
ん
し
ょ
う
び

辰
、
蘭
若
に
幸
し
、
尉
遅
敬
徳
を
遣
わ
し
て
寺
と
為
す
と
。
明
洪
武
の
間
に
修
す
。」
遵
化
州
は
唐
代

の
薊
州
の
地
。
范
陽
は
幽
州
の
地
。『
宋
高
僧
伝
』
は
二
五
歳
で
受
戒
し
た
理
由
を
「
年
偶
蹉
跎
（
た
ま
た
ま
受
戒
の
年
齢

に
機
会
を
逸
し
て
）」
と
説
明
し
て
お
り
、
会
昌
廃
仏
に
遭
遇
し
た
可
能
性
が
あ
る
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
十
歳
出
家
於

范
陽
延
寿
寺
，
又
十
五
年
，
乃
成
大
僧
。（
十
歳
の
と
き
、
范
陽
延
寿
寺
で
出
家
し
、
さ
ら
に
十
五
年
を
経
た
二
十
五
歳
の
と

き
、
や
っ
と
大
僧
と
な
っ
た
。）」

⑥
篇
聚　

比
丘
・
比
丘
尼
の
学
ぶ
具
足
戒
を
類
別
し
た
称
目
。「
篇
」
は
犯
し
た
罪
法
の
重
い
順
に
波
羅
夷
・
僧
残
・
波
逸

提
・
提
舎
尼
・
突と

吉き

羅ら

と
分
類
し
た
五
篇
、
そ
の
五
篇
の
第
三
位
に
偸
蘭
遮
（
波
羅
夷
・
僧
残
の
未
遂
罪
）
を
加
え
た
も

の
が
六
聚
、
六
聚
に
悪
説
（
口
業
）
を
第
七
位
に
加
え
た
も
の
が
七
聚
。
本
書
巻
八
南
泉
章
、「
初
習
相
部
旧
章
，
究
毘

尼
篇
聚
。」

⑦
大
丈
夫
豈
可
桎
梏
於
律
儀
邪　
「
大
丈
夫
た
る
者
が
ど
う
し
て
律
儀
に
束
縛
さ
れ
て
よ
い
も
の
か
。」「
桎
梏
」
は
四
肢
を

拘
束
す
る
刑
具
。『
祖
堂
集
』
は
「
大
丈
夫
児
焉い

ず

く
ん
ぞ
小
道
に
局と

ら

わ
れ
大
方
に
晦く

ら

か
ら
ん
や
。」

⑧
詣
翠
微
山
問
道　
「
翠
微
」
は
本
書
巻
一
四
の
京
兆
終
南
山
翠
微
無
学
禅
師
。「
終
南
山
翠
微
寺
」
に
つ
い
て
は
『
元
和
郡

県
図
志
』
巻
一
長
安
県
条
に
、「
太
和
宮
は
県
の
南
五
十
五
里
の
終
南
山
太
和
谷
に
在
り
。
武
徳
八
年
に
造
り
、
貞
観
十
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年
に
廃
す
。
二
十
一
年
…
…
焉こ

れ

を
繕
理
し
、
改
め
て
翠
微
宮
と
為
す
。
今
廃
し
て
寺
と
為
す
。」
こ
の
翠
微
寺
に
つ
い
て

『
陝
西
通
志
』
巻
二
八
に
「
翠
微
寺
。（
長
安
）
城
西
南
の
終
南
山
上
に
在
り
［
馬
志
］。」
と
い
い
、『
関
中
勝
蹟
図
志
』

巻
七
に
は
「
翠
微
寺
。《（
陝
西
）
通
志
》
：
長
安
県
城
西
南
の
翠
微
山
に
在
り
。」
と
あ
る
。

翠
微
と
の
問
答
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
雲
居
章
に
次
の
一
則
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
洞
）
山
問
う
、「
甚い

ず
こ処

よ
り
来
る
。」
師
（
雲
居
）
曰
く
、「
翠
微
よ
り
来
る
。」
山
曰
く
、「
翠
微
は
何
の
言
句
有
り
て

か
徒
に
示
す
。」
師
曰
く
、「
翠
微
は
羅
漢
を
供
養
す
る
に
、
某
甲
問
う
、『
羅
漢
を
供
養
す
る
に
、
羅
漢
は
還は

た
来
る

や
。』
微
曰
く
、『
你
は
毎
日
、
箇
の
甚な

麼に

を
か
噇く

ら

う
。』
山
曰
く
、『
実
に
此
の
語
有
り
や
。』
師
曰
く
、『
有
り
。』
山

曰
く
、『
虚
し
く
作
家
に
参
見
し
来
ら
ず
。』」

⑨
經
三
載
，
有
雲
遊
僧
，
自
豫
章
来
，
盛
稱
洞
山
价
禪
師
法
席
，
師
遂
造
焉　

三
年
が
経
過
し
た
と
き
、
豫
章
（
江
西
南

昌
）
よ
り
参
学
行
脚
の
禅
僧
が
や
っ
て
来
て
、
洞
山
良
价
禅
師
の
法
道
を
褒
め
称
え
た
の
で
、
洞
山
の
法
席
に
参
じ
た
。

『
祖
堂
集
』
は
「
径た

だ

ち
に
翠
微
を
訪
い
、
一
た
び
玄お

し
え津

を
沐う

く
る
や
、
三
た
び
星
律
を
移
す
。
石
室
に
宴
止
す
る
に
因よ

る

に
、
俄に

わ
かに

二
使
の
赬あ

か

と
素し

ろ

の
異
裳
を
見
る
。
曰
く
、〈
師
は
其
れ
南
訪
せ
ば
、
必
ず
奇
人
に
遇
わ
ん
〉
と
。
果
し
て
毳
侶

有
り
て
洪
湖
自よ

り
至
り
、
洞
山
大
師
は
当
世
の
宗
匠
な
り
と
挙ほ

め
あぐ

。」

『
宋
高
僧
伝
』
は
「
翠
微
山
に
詣い

た

り
て
道
を
問
う
こ
と
三
載
。
宴
居
す
る
に
忽
ち
二
使
者
の
冠
服
頗は

な
はだ

異い

な
る
を
覩
る
。

膺
を
勉は

げ

ま
し
て
曰
く
、〈
胡な

ん

ぞ
南
方
に
知
識
に
参
ぜ
ざ
る
や
〉
と
。
未
だ
幾

い
く
ば
くな

ら
ざ
る
に
僧
有
り
て
豫
章
自よ

り
至
り
、
盛

ん
に
洞
上
禅
師
の
言
要
を
称た

た

う
。
膺
は
神
機
に
感
動
し
、
遂
に
専

ひ
た
す
らに

焉こ
こ

に
造い

た

る
。」

〔
二
〕
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

洞
山
問
曰
：
「
闍
梨
名
什
麼
？
」
曰
：
「
道
膺
。」
洞
山
云
：
「
向
上
更
道
。」
師
云
：
「
向
上
道
即
不
名
道
膺
。」
洞
山
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曰
：
「
與
吾
在
雲
巖
時
祗
對
無
異
也
。」

＊

洞①�

山
問
う
て
曰
く
、「
闍
梨
、
名
は
什な

麼ん

ぞ
。」
曰
く
、「
道
膺
。」
洞
山
云
く
、「②�

向う

上え

を
更
に
道い

え
。」
師③�

云
く
、「
向
上

を
道
わ
ば
即
ち
道
膺
と
名
づ
け
ず
。」
洞④�

山
曰
く
、「
吾
れ
雲
巌
に
在
り
し
時
の
祗し

対た
い

と
異
な
る
無
し
。」

＊

①
洞
山
問
曰　

洞
山
で
の
初
相
見
の
問
答
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
大
慧
語

録
』
巻
四
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
な
ど
に
も
録
す
。
な
お
洞
山
と
曹
山
本
寂
と

の
間
で
も
全
く
同
じ
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
向
上
更
道　
「
更
に
そ
の
さ
き
を
言
え
。」
現
象
（
五
蘊
身
）
の
そ
の
向う

上え

の
法
身
の
次
元
で
も
う
一
度
答
え
よ
。

③
師
云
：
向
上
道
即
不
名
道
膺　
「
そ
の
さ
き
を
言
え
ば
、
道
膺
と
名
づ
け
ず
。」
常
州
僧
霊
覚
が
南
陽
慧
忠
に
「
如
何

用
心
即
得
［
求
仏
］」
を
問
う
た
論
議
中
に
い
う
、「
曰
く
、〈
既
に
繊
毫
の
得う

可
き
も
の
無
し
、
名
づ
け
て
何な

物ん

と
為

す
。〉
師
曰
く
、〈
本
よ
り
名
字
無
し
。〉」（
本
書
巻
二
八
南
陽
慧
忠
国
師
語
）。
ま
た
南
泉
言
う
、「
空
劫
の
時
は
、
一
切
の

名
字
無
き
に
、
仏
纔
か
に
出
世
し
来
っ
て
、
便
ち
名
字
有
り
、
所ゆ

以え

に
相
に
取と

ら
わる

」（『
南
泉
語
要
』）。
ま
た
薬
山
言
う
、

「
他そ

れ
那
箇
は
本
来
耳
目
等
の
貌
無
し
」（
本
書
巻
二
八
薬
山
惟
儼
和
尚
語
）。

④
洞
山
曰
：
與
吾
在
雲
巖
時
祗
對
無
異
也　
「
私
が
雲
巌
先
師
の
と
こ
ろ
に
い
た
と
き
に
答
え
た
の
と
同
じ
だ
。」
現
在
残

さ
れ
た
雲
巌
と
洞
山
の
問
答
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
は
「
价
は
喜
び
て
以
て
謂お

も

え
り
、
其
れ
初

め
て
雲
巌
に
見ま

み

え
し
時
の
祗
対
に
類
せ
り
と
。
容
れ
て
以
て
為た

め

に
入
室
せ
し
む
。」
な
お
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、
及
び

『（
瑞
州
）
洞
山
録
』
は
「
老
僧
の
道
吾
に
祗
対
せ
し
的と

こ
ろの

語
と
一お

な
じ般

な
り
」
に
作
る
。



192

〔
三
〕
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
祖
師
意
と
は

後
師
問
：
「
如
何
是
祖
師
意
？
」
洞
山
曰
：
「
闍
梨
他
後
有
一
把
茅
蓋
頭
，
忽
有
人
問
闍
梨
，
如
何
祗
對
？
」
曰
：

「
道
膺
罪
過
。」

＊

後①�

に
師
問
う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
祖
師
意
。」
洞
山
曰
く
、「
闍③�

梨
、
他
後
に
一
把
の
茅
も
て
頭
を
蓋お

お

う
こ
と
有
ら
ん

に
、
忽も

し
人
有
っ
て
闍
梨
に
問
わ
ば
、
如
何
が
祗こ

対た

う
。」
曰
く
、「
道④�

膺
が
罪
過
な
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、
本
書
巻
一
五
洞
山
章
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も

採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
祖
師
意　

達
磨
祖
師
が
印
度
か
ら
中
国
に
来
た
意
図
は
何
か
。
馬
祖
に
よ
る
達
磨
西
来
の
新
た
な
理
解
に
よ
っ
て

興
っ
た
問
い
。
馬
祖
曰
く
、「
汝
等
諸
人
、
各
の
自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
な
る
を
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
は
南

天
竺
国
よ
り
来
り
、
躬み

ず
から

中
華
に
至
っ
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
し
は
、
汝
等
を
し
て
開
悟
せ
し
め
ん
と
す
れ
ば
な

り
。」
ま
た
「
僧
問
う
、〈
如
何
是
西
来
意
。〉
師
云
く
、〈
即い

今ま

是
れ
什な

麼ん

の
意
ぞ
。〉」（
本
書
巻
六
馬
祖
章
）

他
の
誰
で
も
な
い
己
自
身
の
心
が
仏
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
己
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
人
に
問
う
べ
き
こ
と
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

③
闍
梨
他
後
有
一
把
茅
蓋
頭
，
忽
有
人
問
，
闍
梨
如
何
祗
對　
「
後
に
君
が
一
寺
の
住
持
に
な
っ
て
、
人
に
そ
れ
を
問
わ
れ

た
ら
君
は
ど
う
答
え
る
の
だ
。」「
把
茅
蓋
頭
」
は
、
茅か

や

で
頭
を
お
お
う
。
寺
の
住
持
と
な
る
譬
え
。『
宗
門
統
要
』
巻
一

六
祖
能
大
師
章
に
神
会
を
叱
責
し
て
言
う
、「
這
の
饒
舌
の
沙
弥
、
我
れ
喚
ん
で
一
物
と
作
す
す
ら
尚
お
中あ

た

ら
ざ
る
に
、

豈
に
況
ん
や
本
源
の
仏
性
と
い
う
を
や
。
此
の
子
は
向の

後ち

に
設た

と

い
把
茅
蓋
頭
有
る
と
も
、
也や

は

り
只
だ
箇
の
知
解
の
宗
徒
と
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成
り
得
た
る
の
み
。」
な
お
『
祖
堂
集
』
巻
八
で
は
「
一
方
に
住
せ
し
時
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
道
膺
罪
過

　「
わ
た
し
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
西
来
意
」
は
自
分
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
人
に
問
う
こ
と
で
は
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
。

〔
四
〕
洞
山
と
の
問
答
（
3
）
─
─
慧
思
和
尚
、
倭
国
に
生
ま
れ
る

洞
山
有
時
謂
師
曰
：
「
吾
聞
思
大
和
尚
生
倭
國
作
王
，
虚
實
？
」
曰
：
「
若③�

是
思
大
，
佛
亦
不
作
，
況
乎
國
王
！
」
洞

山
然
之
。

＊

洞①�

山
有あ

る
時
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾②�

れ
聞
く
、
思
大
和
尚
は
倭
国
に
生
ま
れ
て
王
と
作
る
と
、
虚
か
実
か
。」
曰
く
、

「③�

も若
是
し
思
大
な
ら
ば
、
仏
に
も
亦
た
作な

ら
ず
，
況い

わ
ん乎

や
国
王
を
や
。」
洞
山
之こ

れ

を
然し

か

り
と
す
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一

三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
吾
聞
思
大
和
尚
生
倭
國
作
王
，
虚
實　
「
思
大
和
尚
は
倭
国
の
王
に
生
ま
れ
た
と
い
う
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。」「
思
大

和
尚
」
は
天
台
宗
第
二
祖
と
さ
れ
る
南
岳
慧
思
（
五
一
四
～
五
七
七
）。
俗
姓
は
李
氏
、
武
津
（
河
南
省
上
蔡
県
）
の
人
。

も
っ
ぱ
ら
『
法
華
経
』
を
誦
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
た
。
慧
文
禅
師
の
下
で
法
華
三
昧
を
修
得
し
た
。
光
州

大
蘇
山
（
河
南
省
商
城
県
）
に
入
り
、
智
顗
な
ど
多
く
の
弟
子
を
集
め
た
。
斉
末
の
乱
を
避
け
、
陳
の
光
大
二
年
（
五
六

八
）
南
岳
に
入
り
、
住
す
る
こ
と
十
年
に
し
て
示
寂
す
。『
続
高
僧
伝
』
巻
一
七
、『
弘
賛
法
華
伝
』
巻
四
、『
法
華
伝
記
』

巻
三
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
七
、『
天
台
九
祖
伝
』
等
に
伝
記
を
録
す
。
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聖
徳
太
子
慧
思
託
生
説
は
、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
思
託
が
撰
し
た
『
大
唐
伝
戒
師
僧
名
記
伝
』（
七
六
三
年
前
後
の
成
立
と

推
定
、
法
空
撰
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
下
二
に
佚
文
あ
り
）
に
、
鑑
真
が
渡
海
を
決
意
し
た
言
葉
に
補
足
し
て
「
其

れ
智
者
禅
師
は
是
れ
南
岳
思
禅
師
の
菩
薩
戒
の
弟
子
な
り
。
恵
思
禅
師
な
る
者
は
乃
ち
日
本
に
降
生
し
、
聖
徳
太
子
と

為
る
な
り
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
1
1
2
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
撰
述
さ
れ
た
淡お

う

海み
の

三み

船ふ
ね

（
七
二
二
～
七
八
五
）
撰

『
唐
大
和
尚
東
征
伝
』（
七
七
九
年
）
で
は
鑑
真
の
言
葉
と
し
て
「
昔
聞
く
な
ら
く
、
倭
国
の
王
子
に
託
生
し
て
仏
法
を
興

隆
し
、
衆
生
を
済
度
す
と
」（
Ｔ
五
一
・
九
八
八
中
）
と
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
慧
思
託
生
説
が
鑑
真
の
渡
海

ま
え
に
中
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
長
く
論
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、『
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代

記
』（『
異
本
上
宮
太
子
伝
』
所
引
、『
慧
思
七
代
記
』
と
略
称
さ
れ
る
）
が
中
国
撰
述
か
ど
う
か
が
論
議
の
争
点
と
な
っ
て

い
る
。
詳
し
く
は
中
尾
良
信
『
日
本
禅
宗
の
伝
説
と
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
，
二
〇
〇
五
年
）、
伊
吹
敦
「
鑑
真
は
来
日
以

前
に
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
を
知
っ
て
い
た
か
？
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
一
三
一
号
，
二
〇
一
三
年
）、
同
「
聖

徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
１
・
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
六
七
集
，
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

　

鑑
真
和
上
渡
海
か
ら
約
百
年
後
、
こ
の
伝
説
が
中
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一

四
鑑
真
伝
に
も
『
東
征
伝
』
よ
り
鑑
真
の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
る
が
、「
僧
思
託
著
東
征
伝
詳
述
焉
」
と
あ
っ
て
、『
東

征
伝
』
を
思
託
の
著
と
解
し
て
い
る
。

③
若
是
思
大
，
佛
亦
不
作
，
況
乎
國
王　
「
思
大
和
尚
な
ら
仏
に
も
な
ろ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
や
国
王
に
な

ど
な
っ
た
り
は
し
ま
す
ま
い
。」
こ
う
い
う
言
い
方
で
作
仏
を
否
定
す
る
。「
佛
亦
不
作
」
と
は
、
本
来
成
る
べ
き
仏
な
ど

な
い
と
い
う
こ
と
。

『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
、「
問
：
〈
大
保
任
底
人
失
一
念
如
何
？
（
即
心
即
仏
を
我
が
任
と
し
て
い
る
人
が
そ
の
こ
と

を
失
念
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。）〉
師
云
：
〈
始
得
保
任
。（
そ
れ
で
こ
そ
任
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）〉
僧
曰
：
〈
作
大
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魔
王
時
如
何
？
（
大
魔
王
に
な
っ
た
時
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。）〉
師
云
：
〈
不
見
有
仏
。（
仏
の
存
在
を
認
め
な
い
。）〉
云
：

〈
末
後
事
如
何
？
（
最
後
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。）〉
師
云
：
〈
仏
亦
不
作
。（
仏
に
も
な
ら
ぬ
。）〉」

「
思
大
」
は
「
思
大
和
尚
」「
思
大
禅
師
」
の
下
二
字
が
略
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
北
山
録
』
巻
一
〇
に
「
仏

図
澄
と
衡
岳
の
思
大
は
、
能
く
遠
く
多
く
の
生
を
視
る
。
支
林
・
道
安
は
、
能
く
博
識
強
学
な
り
」（
Ｔ
五
二
・
六
三
二

中
）
と
あ
り
、
固
有
名
詞
と
化
し
て
い
る
。

〔
五
〕
洞
山
と
の
問
答
（
4
）
─
─
ど
の
山
が
住
す
る
に
値
す
る
か

一
日
洞
山
問
：
「
什
麼
處
去
來
？
」
師
曰
：
「
蹋
山
來
。」
洞
山
曰
：
「
阿
那
箇
山
堪
住
？
」
曰
：
「
阿
那
箇
山
不
堪

住
？
」
洞
山
曰
：
「
恁
麼
即
國
内
總
被
闍
梨
占
却
也
。」
曰
：
「
不
然
。」
洞
山
曰
：
「
恁
麼
即
子
得
个
入
路
。」
曰
：
「
無

路
。」
洞
山
曰
：
「
若
無
路
，
爭
得
與
老
僧
相
見
？
」
曰
：
「
若
有
路
，
即
與
和
尚
隔
生
去
也
。」
洞
山
曰
：
「
此
子
已
後
，

千
人
萬
人
把
不
住
。」

＊

一①�

日
、
洞
山
問
う
、「②�

什い

麼ず

処こ

に
去ゆ

き
来
れ
る
や
。」
師
曰
く
、「
山③�

を
蹋あ

る

き
来
る
。」
洞
山
曰
く
、「④�

阿い

那ず

箇れ

の
山
か
住
す

る
に
堪
う
る
や
。」
曰
く
、「
阿⑤�

那
箇
の
山
か
住
す
る
に
堪
え
ざ
る
。」
洞
山
曰
く
、「⑥

恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
国
内
総
て
闍
梨
に
占

却
せ
ら
れ
ん
。」
曰
く
、「⑦�

然し
か

ら
ず
。」
洞⑧�

山
曰
く
、「
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
子な

ん
じは

个
の
入
路
を
得
た
り
。」
曰⑨�

く
、「
路
無
し
。」

洞⑩�

山
曰
く
、「
若
し
路
無
く
ん
ば
、
争
で
か
老
僧
と
相
見
す
る
を
得
ん
。」
曰⑪�

く
、「
若
し
路
有
ら
ば
、
即
ち
和
尚
と
生
を
隔

て
去
ら
ん
。」
洞⑫�

山
曰
く
、「
此
の
子
已
後
、
千
人
万
人
も
把と

ら

え
住え

ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
章
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
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宗
賛
』
巻
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
什
麼
處
去
来　
「
ど
こ
に
行
っ
て
き
た
の
だ
。」

③
蹋
山
来　
「
遊
山
し
て
き
ま
し
た
。」

④
阿
那
箇
山
堪
住　
「
君
が
住
む
の
に
値
す
る
の
は
ど
の
山
か
。」

⑤
阿
那
箇
山
不
堪
住　
「
私
が
住
む
に
値
し
な
い
山
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。（
ど
こ
だ
っ
て
私
が
住
む
に
値
す
る
山
で
す
。）」
道

忠
言
う
、「
処い

ず
こ処

も
尽
く
是
れ
本
分
の
家
郷
」（『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
八
六
頁
）。　

⑥
恁
麼
即
國
内
總
被
闍
梨
占
却
也　
「
そ
れ
な
ら
国
中
の
山
は
君
に
占
拠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。」「
阿
那
箇
山
不
堪

住
？
」
の
意
を
検
証
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
か
ら
か
う
物
言
い
を
し
た
も
の
。

⑦
曰
：
不
然　
「
和
尚
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
言
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」『（
八
十
巻
）
華
厳
経
』
巻
六
如
来
現
相

品
の
偈
句
に
「
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
ね
く
一
切
の
衆
生
の
前
に
現
わ
る
、
縁
に
随
い
感
に
赴
い
て
周
ね
か
ざ
る
は

靡な

し
、
而し

か

も
恒
に
此
の
菩
提
の
座
に
処あ

り
」（
T
一
〇
・
三
〇
上
）
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ど
の
山
に
も
仏
身
は
充
ち
て

一
切
の
衆
生
の
前
に
現
前
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
住
す
る
に
値
し
な
い
山
な
ど
な
い
と
言
っ
た
の
で
す
。

⑧
洞
山
曰
：
恁
麼
即
子
得
个
入
路　
「
そ
れ
な
ら
君
は
大
道
に
入
る
手
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
の
だ
。」

⑨
曰
：
無
路　
「
大
道
に
入
る
決
っ
た
路
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
馬
祖
曰
く
、「
楞
伽
経
に
云
く
、〈
仏
語
心
を
宗
と
為
し
、

無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
。
…
…
〈
無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
は
、
本
性
の
空
な
る
に
達
す
れ
ば
、
更
に
一
法
も
無
し
。

性
は
自も

と
よ是

り
門
な
る
も
、
性
に
は
相
有
る
無
く
、
亦
た
門
有
る
無
し
。
故
に
云
う
、〈
無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
。」（『
宗

鏡
録
』
巻
一
、
T
四
八
・
四
一
八
中
、『
馬
祖
の
語
録
』〔
六
八
〕
に
収
録
）。

本
書
巻
一
二
陳
尊
宿
章
、「
師
問
：
〈
什
麼
処
来
？
〉
僧
云
：
〈
瀏
陽
。〉
師
云
：
〈
彼
中
老
宿
，
祗
対
仏
法
大
意
，
道

什
麼
？
〉
云
：
〈
徧
地
行
無
路
。〉」
ま
た
『
雪
峰
語
録
』
巻
下
「
師
偈
語
・
勧
人
二
十
五
首
」
第
十
四
首
、「
天
に
登
る
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に
梯は

し
ごを

借
ら
ず
、
徧

い
た
る
と
こ
ろ地

行
く
に
路
無
し
。
乾
坤
を
包
尽
す
る
処
、
禅
子
よ
火い

そ
ぎ急

悟
れ
。」

⑩
洞
山
曰
：
若
無
路
，
爭
得
與
老
僧
相
見　
「
路
が
な
い
な
ら
ど
う
し
て
老わ

僧し

の
と
こ
ろ
に
来
て
相
見
で
き
よ
う
。」

⑪
曰
：
若
有
路
，
即
與
和
尚
隔
生
去
也　
「
も
し
路
が
あ
れ
ば
東
西
南
北
が
で
き
、
却
っ
て
方
所
の
無
い
無
限
定
の
大
道
に

行
き
着
け
ず
、
和
尚
と
大
き
く
乖
離
し
て
し
ま
い
ま
す
。」「
隔
生
」
は
『
龐
居
士
語
録
』、「
普
済
、
一あ

る
ひ日

居
士
を
訪
う
。

士
曰
く
、〈
母
の
胎
に
在
り
し
時
、
一
則
の
語
有
り
し
を
憶お

も

う
、
阿
師
に
挙
似
せ
ん
。
切
に
道
理
を
作な

し
て
主
持
す
る
こ

と
を
得
ざ
れ
。〉
済
曰
く
、〈
猶
お
是
れ
生
を
隔
て
た
り
。〉」
入
矢
の
注
に
い
う
、「
両
者
が
隔
絶
し
た
世
界
に
別
々
に
生

き
て
い
る
こ
と
」（『
禅
の
語
録
９
』
九
〇
頁
）。
な
お
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
は
「
隔
生
」
を
「
隔
山
」
に

作
る
。

⑫
洞
山
曰
：
此
子
已
後
，
千
人
萬
人
把
不
住　
「
こ
い
つ
は
そ
の
う
ち
必
ず
千
人
万
人
で
か
か
っ
て
も
押
さ
え
き
れ
ぬ
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。」
雲
居
の
力
量
を
認
め
た
。

〔
六
〕
洞
山
と
の
問
答
（
5
）
─
─
川
を
渡
る

師
隨
洞
山
渡
水
。
洞
山
問
：
「
水
深
淺
？
」
曰
：
「
不
濕
。」
洞
山
曰
：
「
麁
人
！
」
曰
：
「
請
師
道
。」
洞
山
曰
：

「
不
乾
。」

＊

師①�

、
洞
山
に
随
っ
て
水か

わ

を
渡
る
。
洞②�

山
問
う
、「
水
は
深
き
や
浅
き
や
。」
曰③�

く
、「
湿
れ
ず
。」
洞④�

山
曰
く
、「
麁
人
。」

曰
く
、「
請
う
師
道い

え
。」
洞⑤�

山
曰
く
、「
乾
か
ず
」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
七
洞
山
章
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下
末
示
衆
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
〇
洞
山
章
、『
正
法
眼
蔵
三
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百
則
』
巻
下
第
七
六
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
洞
山
問
：
水
深
淺　

渡
る
川
の
深
浅
を
訊
く
の
は
、
そ
の
人
の
悟
境
を
見
よ
う
と
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。『
大
智
度
論
』

巻
六
六
（
T
二
五
・
五
二
四
下
）
に
般
若
波
羅
蜜
を
水
の
深
浅
に
喩
え
、
水
が
深
い
か
浅
い
か
は
渡
る
人
の
あ
り
方
し
だ

い
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。「
小
児
な
ら
深
い
が
、
長
身
の
人
に
は
浅
い
、
大
海
は
人
に
は
深
く
、
羅
睺
阿
修

羅
王
に
は
浅
い
。
こ
の
よ
う
に
凡
夫
や
新
発
意
の
懈
怠
の
者
に
は
般
若
波
羅
蜜
は
甚
深
だ
が
、
積
徳
の
阿あ

鞞び

跋ば
っ

致ち

（
不
退

転
）
な
ら
浅
い
、
無
礙
解
脱
を
得
た
諸
仏
に
は
深
い
も
の
は
な
い
。」

川
の
渡
り
方
に
つ
い
て
洞
山
と
神
山
密
師
伯
の
次
の
問
答
が
あ
る
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
洞
山
章
、「
師
は
密
師
伯
と

水
を
過わ

た

り
、
乃
ち
問
う
。〈
水
を
過わ

た

る
事
は
作い

麼か

生ん

。〉
伯
曰
く
、〈
脚
を
湿ぬ

ら
さ
ず
。〉
師
曰
く
、〈
老
老
大
大
、
這こ箇
の

語
話
を
作
す
。〉
伯
曰
く
、〈
你
は
又
た
作い

麼か

生ん

。〉
師
曰
く
、〈
脚
は
湿ぬ

れ
ず
。〉」。
洞
山
は
「
不
湿
脚
」
と
い
う
答
え
に

は
生
死
の
川
に
汚
染
さ
れ
ま
い
と
す
る
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
み
な
し
、「
脚
不
湿
」（
そ
の
ま
ま
で
汚
染
さ
れ
ぬ
）
と
答

え
る
べ
き
だ
と
し
た
。

③
曰
：
不
濕　
「
法
身
は
濡
れ
は
し
ま
せ
ん
。」
法
身
は
生
死
の
流
れ
に
染
ま
り
ま
せ
ん
。

④
洞
山
曰
：
麁
人　
「
粗
忽
者
め
。」
第
一
義
に
執
わ
れ
て
い
る
と
批
判
す
る
。「
麁
人
」
は
粗
人
に
同
じ
。『
首
楞
厳
経
』
巻

九
、「
今
の
世
間
の
曠
野
の
深
山
は
聖
道
場
の
地
に
し
て
、
皆
な
阿
羅
漢
の
住
持
す
る
所
な
る
が
故
に
、
世
間
の
麁
人
は
、

見
る
能
わ
ざ
る
所
な
る
が
如
し
。」（
T
一
九
・
一
四
六
下
）

⑤
洞
山
曰
：
不
乾　

生
死
に
浸
か
っ
て
、
生
死
を
引
き
受
け
て
い
る
。
法
身
で
あ
り
な
が
ら
生
死
（
肉
身
）
を
引
き
受
け
つ

づ
け
る
の
だ
。
も
し
「
湿
（
濡
れ
る
）」
と
言
っ
た
な
ら
、
生
死
の
流
れ
に
染
ま
っ
た
あ
り
方
だ
が
、
そ
う
言
わ
ず
「
不

乾
（
乾
か
ず
）」
と
言
う
こ
と
で
、
生
死
が
そ
の
ま
ま
本
来
不
生
死
で
あ
る
と
こ
ろ
を
示
し
た
。

『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
下
末
示
衆
（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
に
唐
代
語
録
研
究
班
に
よ
る
訳
注
が
あ
る
）
に
、
本
話
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を
例
と
し
て
偏
正
回
互
を
宗
旨
と
す
る
者
の
考
え
か
た
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

 

有
一
種
，
以
偏
正
回
互
為
宗
旨
。
如
洞
山
与
雲
居
過
水
次
，
洞
山
問
：
「
水
深
多
少
？
」
云
：
「
不
湿
。」
山
云
：

「
麁
人
！
」
雲
居
却
問
：
「
水
深
多
少
？
」
云
：
「
不
乾
。」
謂
水
諱
湿
，
而
当
頭
道
湿
，
不
能
回
互
，
謂
之
麁
人
。

雲
居
却
云
不
湿
，
是
触
諱
而
不
能
回
互
。
洞
山
道
不
乾
，
乃
有
語
中
無
語
。
何
謂
有
語
，
不
乾
是
。
何
謂
無
語
，
不

乾
是
。
不
乾
乃
是
湿
，
是
活
語
，
能
回
互
，
不
触
諱
故
。

 

偏
正
回
互
を
宗
旨
と
し
て
い
る
連
中
が
い
る
。
例
え
ば
、
洞
山
と
雲
居
が
川
を
渡
っ
た
と
き
、
洞
山
が
問
う
、「
川
の
深
さ

は
ど
れ
ほ
ど
だ
。」
雲
居
、「
不
湿
。」
洞
山
、「
麁
人
。」
こ
ん
ど
は
雲
居
が
問
う
、「
川
の
深
さ
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。」
洞

山
、「
不
乾
。」
連
中
は
こ
の
話
を
こ
う
考
え
て
い
る
。「
水
」
は
「
湿
」
が
諱
で
あ
る
の
に
、
ま
と
も
に
「
湿
」
と
言
っ

て
し
ま
え
ば
、（
事
と
理
体
は
）
相
即
で
き
な
い
。
そ
こ
が
「
麁
人
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
雲
居
は
「
不
湿
」

と
答
え
て
諱
を
犯
し
て
相
即
で
き
な
か
っ
た
。
洞
山
が
言
う
「
不
乾
」
は
、
有
語
中
の
無
語
だ
。
有
語
中
無
語
の
有
語
と

は
「
不
乾
」（
と
い
う
言
葉
）
が
そ
う
だ
。
有
語
中
無
語
の
無
語
と
は
「
不
乾
」（
と
い
う
否
定
内
容
）
が
そ
れ
だ
。「
不
乾
」

と
は
、
水
の
諱
の
「
湿
」
を
犯
さ
ず
に
言
っ
た
活
語
で
あ
り
、（
事
と
理
体
が
）
相
即
で
き
た
の
で
あ
る
、
と
。

〔
七
〕
洞
山
と
の
問
答
（
6
）
─
─
弥
勒
は
ど
こ
に
い
る
か

洞
山
謂
師
曰
：
「
昔
南
泉
問
講
弥
勒
下
生
經
僧
曰
：
〈
弥
勒
什
麼
時
下
生
？
〉
曰
：
〈
見
在
天
宮
，
當
來
下
生
。〉
南
泉

曰
：
〈
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
。〉」
師
隨
擧
而
問
曰
：
「
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與
安
字
？
」
洞

山
直
得
禪
牀
震
動
，
乃
曰
：
「
膺
闍
梨
！
」＊

洞①�

山
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
昔②�

南
泉
、
弥
勒
下
生
経
を
講
ず
る
僧
に
問
う
て
曰
く
、〈
弥
勒
は
什な

ん麼
の
時
に
か
下あ

生
し
ょ
う
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す
。〉
曰③�

く
、〈
見げ

ん

に
天
宮
に
在
り
，
当
来
に
下
生
せ
ん
。〉
南④�

泉
曰
く
、〈
天
上
に
弥
勒
無
し
、
地
下
に
弥
勒
無
し
。〉」
師⑤�

、

挙
す
に
随
っ
て
問
う
て
曰
く
、「
只
だ
天
上
に
弥
勒
無
く
、
地
下
に
弥
勒
無
き
が
如
き
ん
ば
、
未は

た審
誰
か
与た

め

に
字な

を
安つ

け

し
。」
洞⑥

山
は
直
に
禅
牀
の
震
動
す
る
を
得
、
乃⑦�

ち
曰
く
、「
膺
闍
梨
！
」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
三
南
泉
章
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第
六
〇
則
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会

要
』
巻
四
南
泉
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
一
七
洞
山
章
、『
永
平
広
録
』
巻
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』

巻
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
に
次
の
よ
う
な

異
伝
を
載
せ
、
そ
こ
で
は
雲
居
は
登
場
し
な
い
。

　

 

因
に
挙
す
：
「
南
泉
、
座
主
に
問
う
、〈
什な

摩ん

の
経
を
講
ず
る
や
。〉
座
主
云
く
、〈
上
生
経
を
講
ず
。〉
南
泉
云
く
、

〈
弥
勒
は
什い

摩ず

処こ

に
か
在
る
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
兜
率
陀
天
に
在
り
。〉
南
泉
叱
っ
て
云
く
、〈
天
上
に
弥
勒
無
し
。〉

後
に
僧
は
洞
山
に
挙
似
す
、
洞
山
叱
る
ら
く
、〈
地
下
に
弥
勒
無
し
。〉」
人
有
り
て
師
（
保
福
）
に
問
う
：
「
弥
勒
は

什い

摩ず

処こ

に
か
在
る
。」
師
乃
ち
之
を
叱
る
。

②
昔
南
泉
問
講
弥
勒
下
生
經
僧
曰
：
弥
勒
什
麼
時
下
生　
「
弥
勒
菩
薩
は
い
つ
兜
率
天
か
ら
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
て
く
る
の

か
。」
未
来
の
ど
う
い
う
国
土
に
下
生
す
る
の
か
は
経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
に
、
南
泉
が
こ
う
問
う
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
汝
の
心
が
仏
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
。「
南
泉
」
は
普
願
禅
師
（
七
四
八
～
八
三

四
）、
本
書
巻
八
。『
弥
勒
下
生
経
』
は
、
兜
率
天
に
住
す
る
弥
勒
菩
薩
が
未
来
に
こ
の
世
に
下
っ
て
成
仏
し
て
弥
勒
仏
と

な
り
、
三
度
の
法
会
の
説
法
で
多
く
の
も
の
が
阿
羅
漢
に
な
る
こ
と
を
説
く
。
弥
勒
下
生
と
題
す
る
経
は
、
西
晋
竺
法
護

訳
・
後
秦
鳩
摩
羅
什
訳
・
唐
義
浄
訳
が
あ
り
、
大
正
大
蔵
経
巻
一
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
上
生

経
」（『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』）
に
作
り
、
弥
勒
菩
薩
が
十
二
年
後
に
入
滅
し
て
兜
率
天
に
化
生
し
、
五
六
億
万
年
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し
て
ま
た
閻
浮
提
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
経
典
。

③
曰
：
見
在
天
宮
，
當
来
下
生　
「
現
在
は
兜
率
天
宮
に
お
ら
れ
、
未
来
に
閻
浮
提
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
す
。」
弥
勒
下
生

経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
答
え
た
。
南
泉
が
問
う
た
意
図
が
受
け
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。

④
南
泉
曰
：
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒　
「
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、（
君
の
そ
の
答
え

で
）
こ
の
地
上
に
も
お
ら
れ
ぬ
こ
と
が
分
か
っ
た
。」『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
で
は
、「
兜
率
陀
天
に
在
り
」
と

答
え
た
僧
を
叱
っ
て
南
泉
は
「
天
上
に
弥
勒
無
し
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
洞
山
は
「
地
下
に
も
弥
勒
無
し
」
と

付
け
加
え
た
。

⑤
師
隨
擧
而
問
曰
：
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與
安
字　

雲
居
は
話
を
聞
く
や
問
う
た
、「
天
に
も
地
に

も
ど
こ
に
も
い
な
い
の
に
、
い
っ
た
い
誰
が
弥
勒
と
い
う
名
字
を
つ
け
た
の
で
す
か
。」『
禅
門
拈
頌
集
』
は
「
誰
与
他
安

名
著
字
」
に
作
る
。「
安
名
」
に
つ
て
は
『
臨
済
録
』
示
衆
に
「
三
界
は
自
ら
〈
我
れ
は
是
れ
三
界
な
り
〉
と
道い

わ
ず
。

還
っ
て
是
れ
道
流
、
目
前
霊あ

り
あ
り

霊
地
と
し
て
、
万
般
を
照て

ら燭
し
、
世
界
を
酌は

度か

る
底
の
人
、
三
界
の
与た

め

に
名
を
安つ

く
」、「
世

に
も
出
世
に
も
、
仏
無
く
法
無
く
、
亦
た
現
前
せ
ず
、
亦
た
曽
っ
て
失
せ
ず
。
設た

と

い
有
る
も
、
皆
な
是
れ
名
言
章
句
、
小

児
を
接
引
す
る
施
設
の
薬
病
・
表
顕
の
名
句
な
り
。
且
つ
名
句
は
自
ら
名
句
な
ら
ず
、
還
っ
て
是
れ
你
目
前
昭は

っ
き
り昭

霊あ
り
あ
り霊

と

し
て
、
鑑
覚
聞
知
し
照て

燭ら

す
底
、
一
切
の
名
句
を
安つ

く
」（
岩
波
文
庫
本
一
〇
一
・
一
三
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
見
聞
覚

知
し
て
万

あ
ら
ゆ
る
も
の

般
を
認
識
す
る
主
体
が
こ
そ
が
一
切
に
名
を
つ
け
、
そ
の
物
を
そ
の
物
た
ら
し
め
る
。
が
し
か
し
一
方
で
は
名

を
つ
け
て
却
っ
て
そ
の
観
念
を
追
い
求
め
て
自
縄
自
縛
に
陥
っ
た
り
も
す
る
。

⑥
洞
山
直
得
禪
牀
震
動　

雲
居
の
（
ふ
と
口
を
つ
い
た
）
素
朴
な
疑
問
の
な
か
に
本
質
を
つ
く
鋭
さ
が
あ
っ
た
た
め
、
洞
山

は
坐
っ
て
い
る
禅
牀
が
振
動
す
る
ほ
ど
驚
い
た
。

⑦
乃
曰
：
膺
闍
梨　
「
膺
闍
梨
、
名
を
つ
け
る
の
は
君
だ
！
」『
正
法
眼
蔵
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』、『
洞
山
録
』
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は
「
膺
闍
梨
、
吾
れ
雲
巌
に
在
り
て
、
曽
て
老
人
に
問
い
し
に
、
直
に
火
炉
の
振
動
す
る
を
得
た
り
、
今
日
子な

ん
じに

問
わ

れ
、
直
に
通ぜ

ん

身し
ん

に
汗
流
る
る
を
得
た
り
」
に
作
り
、
雲
居
を
洞
山
に
匹
敵
す
る
器
量
を
も
っ
た
禅
者
で
あ
る
こ
と
を
意
図

し
た
付
加
が
あ
り
、「
膺
闍
梨
」
が
単
な
る
呼
び
か
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』
で
は

「
膺
闍
梨
」
が
除
か
れ
て
い
る
。

〔
八
〕
洞
山
と
の
問
答
（
7
）
─
─
合
醬

師
合
醬
次
，
洞
山
問
：
「
作
什
麼
？
」
師
曰
：
「
合
醬
。」
洞
山
曰
：
「
用
多
少
鹽
？
」
曰
：
「
旋
入
。」
洞
山
曰
：

「
作
何
滋
味
？
」
師
曰
：
「
得
。」

＊

師①�

、
醬②�

を
合
わ
す
次お

り

、
洞③�

山
問
う
、「
什
麼
を
か
作
す
。」
師
曰
く
、「
醬
を
合
わ
す
。」
洞④�

山
曰
く
、「
多
少
の
塩
を
用

う
。」
曰⑤�

：
「
旋
入
す
。」
洞⑥

山
曰
く
、「
何
の
滋
味
を
か
作
す
？
」
師⑦�

曰
：
「
得
た
り
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
合
醬　

ひ
し
お
を
調
合
す
る
。「
醬
」
は
菽
や
麦
を
発
酵
さ
せ
た
後
に
塩
な
ど
を
加
え
た
調
味
料
、
醬
油
・
味
噌
の
類
。

元
・
魯
明
善
著
『
農
桑
衣
食
撮
要
』
六
月
条
・
合
醬
法
（
中
国
農
書
叢
刊
先
秦
農
書
之
部
『
呂
氏
春
秋
上
農
等
四
篇
校
釈
』、

農
業
出
版
社
、
一
九
七
九
年
第
二
次
印
刷
）、「
用
豆
一
石
，
炒
熟
，
磨
去
皮
，
煮
軟
撈
出
。
用
白
麪
六
十
斤
，
就
熱
捜
麪
，

勻
於
案
上
，
以
箬
葉
鋪
填
，
攤
開
約
二
指
厚
，
候
冷
，
用
楮
葉
或
蒼
耳
葉
搭
蓋
。
発
出
黄
衣
為
度
，
去
葉
，
涼
一
日
，
次

日
曬
乾
，
簸
浄
擣
砕
，
約
量
用
塩
四
十
斤
，
無
根
水
二
担
，
或
稀
者
用
白
麪
炒
熟
，
候
冷
，
和
於
醬
内
。
若
稠
者
，
用
甘

草
同
塩
煎
，
水
候
冷
，
添
之
，
於
火
日
晚
間
点
灯
下
醬
，
則
不
生
虫
。
加
蒔
蘿
、
茴
香
、
甘
草
、
葱
、
椒
物
料
，
其
味
香
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美
。」

　
　

 

豆
一
石
を
用も

っ
て
、
炒
る
こ
と
熱

じ
ゅ
う
ぶ
ん
にし

、
皮
を
磨
し
去
り
、
煮
る
こ
と
軟
く
し
て
撈と

り
出
す
。
白こ

む
ぎ
こ麪

六
十
斤
を
用
っ

て
、
就あ

つ
い
う
ち熱

に
麪
を
捜マ

マ

［
溲こ

］
ね
、
案
上
に
勻ひ

と

し
く
し
て
、
箬

く
ま
ざ
さの

葉
を
以
て
鋪し

き
つ填

め
、
約
二
指
の
厚
さ
に
攤ひ

ろ
げ開

る
。
冷
む

る
を
候ま

ち
て
、
楮
葉
或
い
は
蒼
耳
葉
を
用
っ
て
搭か

ぶ

せ
て
蓋
と
す
る
。
黄こ

う
じ
か
び衣

を
発
出
す
る
を
度め

や
すと

し
、
葉
を
去
り
、
涼ひ

や
す
こ
と
一
日
、
次
の
日
に
曬
し
て
乾
か
し
、
簸ふ

る
い
浄
め
て
擣つ

き
砕
き
、
約ほ

　
ぼ量

塩
四
十
斤
、
無
根
水
（
井
戸
水
・
雨

水
？
）
二
担
を
用
い
、
或
い
は
稀
に
は
白
麪
の
炒い熟
り
た
る
を
用
い
、
冷
む
る
を
候ま

ち
て
、
醬
内
に
和ま

ぜ
あわ

す
。
若
し
稠こ

い

と
き
は
、
甘か

ん

草ぞ
う

を
用
っ
て
塩
と
同と

も

に
煎
て
、
水
を
ば
候か

げ
んし

て
冷
ま
し
、
之
に
添く

わ

う
れ
ば
、
火な

日つ

の
晚よ

間る

の
点
灯
下
の
醬

に
於
い
て
も
、
則
ち
虫
を
生
ぜ
ず
。
蒔じ

蘿ら

、
茴う

い

香き
ょ
う、

甘
草
、
葱ね

ぎ

、
椒

さ
ん
し
ょ
うの

物し

料な

を
加
う
れ
ば
、
其
の
味
は
香

か
お
り

美よ

し
。

③
洞
山
問
：
作
什
麼　
「
何
を
し
て
い
る
の
だ
。」
こ
う
い
う
問
い
か
け
か
ら
、
日
常
生
活
の
瑣
事
の
な
か
で
、
し
ば
し
ば
禅

的
な
対
話
が
な
さ
れ
た
。『
祖
堂
集
』
巻
六
神
山
和
尚
章
、「
師
把
針
次
，
洞
山
問
：
作
什
摩
？
師
曰
：
把
針
。
洞
山
云
：

作
摩
生
把
針
？
師
云
：
个
个
与
他
相
似
。
洞
山
云
：
若
有
个
个
則
不
相
似
。
師
却
問
洞
山
。
洞
山
云
：
大
地
一
斉
火
発
。」

（
神
山
が
縫
い
物
を
し
て
い
る
と
き
、
洞
山
、〈
何
を
し
て
い
る
の
で
す
。〉
神
山
、〈
縫
い
物
だ
。〉
洞
山
、〈
ど
の
よ
う
に

縫
い
物
を
す
る
の
で
す
。〉
神
山
、〈
一
縫
い
一
縫
い
が
そ
れ
と
ピ
タ
リ
に
。〉
洞
山
、〈
一
縫
い
一
縫
い
の
意
識
が
あ
れ
ば

ピ
タ
リ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉
神
山
が
今
度
は
洞
山
に
訊
い
た
。
洞
山
、〈
大
地
に
劫
火
が
燃
え
あ
が
る
。（
把
針
の
意
識

も
法
身
へ
の
思
い
も
燃
え
尽
き
た
と
き
こ
そ
ピ
タ
リ
で
す
。）〉

④
洞
山
曰
：
用
多
少
鹽　
「
塩
は
ど
れ
ほ
ど
使
う
の
だ
。」

⑤
曰
：
旋
入　
「（
作
業
進
行
に
つ
れ
て
）
そ
の
都
度
加
え
ま
す
。」

⑥
洞
山
曰
：
作
何
滋
味　
「
味
は
ど
ん
な
だ
。」

⑦
師
曰
：
得　
「
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
ま
す
。（
ち
ょ
う
ど
よ
い
味
で
す
。）」
雲
居
の
板
に
付
い
た
合
醬
ぶ
り
に
、
洞
山
は
説
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教
し
て
や
る
隙
が
な
か
っ
た
。

〔
九
〕
洞
山
と
の
問
答
（
8
）
─
─
大
闡
提
人
の
孝
養

洞
山
問
：
「
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何
在
？
」
師
曰
：
「
始
得
孝
養
。」
自

爾
洞
山
許
之
，
為
室
中
領
袖
。

＊	

洞①�

山
問
う
、「
大②�

闡
提
人
は
父
を
殺
し
母
を
害
し
、
仏
身
の
血
を
出
し
、
和
合
僧
を
破
る
、
是か

く

の
如
く
種
種
す
る
に
、
孝

養
は
何い

ず
くに

か
在
る
。」
師③�

曰
く
、「
始
め
て
孝
養
す
る
を
得
た
り
。」
自④�

こ
れ
よ爾

り
洞
山
之
を
許
し
、
室⑤�

中
の
領
袖
と
為
す
。

＊

①
本
話
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
従
容
録
』
第
七
三
則
本
則
評
唱
、『
洞
山
録
』
に
も
収
め
る
。

②
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何
在　
「
大
闡
提
人
は
五
逆
罪
を
作
る
が
、
孝
養
は

ど
う
な
る
の
だ
。」
禅
で
言
う
「
大
闡
提
人
」
は
、
四
巻
『
楞
伽
経
』
巻
一
に
説
か
れ
る
二
種
の
一
闡
提
の
う
ち
の
「
菩

薩
一
闡
提
」（
大
悲
闡
提
）
の
こ
と
で
あ
り
、
一
切
衆
生
が
涅
槃
し
な
い
限
り
涅
槃
せ
ぬ
と
誓
願
し
た
菩
薩
。

「
大
慧
よ
、
一
闡
提
に
二
種
有
り
。
一
は
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
も
の
と
、
及
び
無
始
の
衆
生
に
於
い
て
願
を
発
す
も

の
と
な
り
。
云
何
が
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
や
、
謂
く
、
菩
薩
蔵
を
謗
り
及
び
悪
言
を
作
す
に
、
此
れ
は
修
多
羅
・

毘
尼
・
解
脱
に
随
順
す
る
説
に
非
ず
、
と
。
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
が
故
に
般
涅
槃
せ
ず
。
二
は
菩
薩
な
り
、
本も

と
よ
り自

の
願
と
方
便
の
故
に
、
一
切
の
衆
生
を
般
涅
槃
せ
し
め
ず
ん
ば
、
般
涅
槃
す
る
に
非
ず
。
大
慧
よ
、
彼
の
般
涅
槃
、

是
れ
を
般
涅
槃
せ
ざ
る
の
法
相
と
名
づ
く
。
此
れ
亦
た
一
闡
提
の
趣
に
到
る
。」
大
慧
、
佛
に
白
し
て
言
わ
く
、「
世

尊
よ
、
此
の
中
、
云い

ず
れ何

か
畢
竟
し
て
般
涅
槃
せ
ざ
る
。」
佛
、
大
慧
に
告
ぐ
、「
菩
薩
の
一
闡
提
な
る
者
な
り
。
一
切
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法
は
本
来
般
涅
槃
せ
る
と
知
り
已
っ
て
、
畢
竟
し
て
般
涅
槃
せ
ざ
る
も
、
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
一
闡
提
に
は
非

ず
。
大
慧
よ
。
一
切
善
根
を
捨
つ
る
一
闡
提
な
る
者
は
、
復
た
如
来
の
神
力
を
以
て
の
故
に
、
或
る
時
に
善
根
生
ず
。

所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
謂
く
、
如
来
は
一
切
衆
生
を
捨
て
ざ
る
が
故
な
り
。
是こ

こ

を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
の
一
闡
提
は
般
涅
槃

せ
ず
。」（
Ｔ
一
二
・
四
七
八
中
～
下
）

③
師
曰
：
始
得
孝
養　
「
そ
れ
で
こ
そ
孝
養
で
き
る
の
で
す
。」『
楞
伽
経
』
巻
三
は
、
外
な
る
五
無
間
業
（『
涅
槃
経
』
に
説

く
一
闡
提
の
五
逆
罪
）
と
内
な
る
五
無
間
業
（
渇
愛
・
無
明
・
識
別
能
力
・
諸
煩
悩
・
五
蘊
を
断
つ
）
を
説
く
。
外
な
る
五

無
間
業
は
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
が
、
内
な
る
五
無
間
業
は
如
実
に
法
を
証
し
、
無
間
地
獄
に
堕
ち
な
い
と
、
次
の
よ
う
に

説
く
。

　

 

爾
時
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
白
仏
言
：
「
世
尊
，
如
世
尊
説
〈
若
男
子
女
人
行
五
無
間
業
，
不
入
無
択
地
獄
〉，
世
尊
，
云

何
男
子
女
人
行
五
無
間
業
，
不
入
無
択
地
獄
？
」
…
…
仏
告
大
慧
：
「
云
何
五
無
間
業
？
所
謂
殺
父
母
，
及
害
羅
漢
，

破
壊
衆
僧
，
悪
心
出
仏
身
血
。
大
慧
，
云
何
衆
生
母
？
謂
愛
，
更
受
生
貪
喜
，
俱
如
縁
母
立
。
無
明
為
父
，
生
入
処

聚
落
。
断
二
根
本
，
名
害
父
母
。
彼
諸
使
不
現
，
如
鼠
毒
発
諸
法
，
究
竟
断
彼
，
名
害
羅
漢
。
云
何
破
僧
？
謂
異
相

諸
陰
和
合
積
聚
，
究
竟
断
彼
，
名
為
破
僧
。
大
慧
，
不
覚
外
自
共
相
自
心
現
量
七
識
身
，
以
三
解
脱
無
漏
悪
想
，
究

竟
断
彼
七
種
識
仏
，
名
為
悪
心
出
仏
身
血
。
若
男
子
女
人
行
此
無
間
者
，
名
五
無
間
事
，
亦
名
無
間
等
法
。」
…
…
爾

時
世
尊
欲
重
宣
此
義
，
而
説
偈
言
：
「
貪
愛
名
為
母
，
無
明
則
為
父
。
覚
境
識
為
仏
，
諸
使
為
羅
漢
。
陰
集
名
為
僧
，

無
間
次
第
断
。
謂
是
五
無
間
，
不
入
無
択
獄
。」（
Ｔ
一
六
・
四
九
八
上
～
中
）

 

そ
こ
で
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
・
ボ
サ
ツ
大
士
が
再
び
世
尊
に
こ
う
言
っ
た
、「
世
尊
が
指
摘
さ
れ
た
五
逆
罪
と
い
う
の
は
、
そ
れ

を
犯
す
こ
と
で
良
家
の
息
子
、
娘
が
無
間
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
犯
し
て
も
良
家

の
息
子
、
娘
が
無
間
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
五
逆
罪
と
は
一
体
何
で
す
か
。」
…
…
世
尊
は
こ
う
言
わ
れ
た
、「
五
つ
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の
逆
罪
と
は
、
母
、
父
、
ア
ル
ハ
ッ
ト
を
殺
す
、
サ
ン
ガ
を
分
裂
さ
せ
る
、
如
来
の
身
体
に
悪
意
を
も
っ
て
出
血
さ
せ
る
、

こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
母
と
は
、
衆
生
た
ち
に
再
生
を
齎
す
渇
愛
の
、
激
情
と
歓
喜
と
を
伴
う
も
の
が
母
と
し
て
立
ち
現

れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
無
明
は
、
知
覚
能
力
と
そ
の
対
象
と
の
群
れ
が
生
じ
る
た
め
の
父
と
し
て
現
わ
れ
ま
す
。
こ
の

母
と
父
と
の
両
者
を
徹
底
し
て
根
絶
す
る
の
で
、
母
と
父
と
を
殺
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
潜
在
す
る
煩
惱
は
仇
敵

（
ア
リ
）
に
似
て
、
ね
ず
み
に
咬
ま
れ
て
体
内
に
入
っ
た
毒
の
よ
う
に
荒
れ
狂
う
性
質
を
も
つ
も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
徹
底

し
て
絶
滅
（
ハ
ン
）
さ
れ
る
の
で
、
ア
ル
ハ
ッ
ト
を
殺
す
、
で
す
。
サ
ン
ガ
を
分
裂
さ
せ
る
と
は
、
別
々
の
特
徴
を
も
つ

五
蘊
の
集
ま
り
を
徹
底
し
て
砕
く
の
で
、
修
行
者
の
集
ま
り
を
分
裂
さ
せ
る
と
言
い
ま
す
。
七
識
の
集
ま
り
は
、
特
殊
と

普
遍
と
の
特
徴
を
も
っ
て
外
の
世
界
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
も
の
が
自
心
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
悟
り
ま
せ
ん
。
そ
の
集

ま
り
を
無
漏
の
解
脱
の
三
相
（
空
、
無
相
、
無
願
）
と
い
う
悪
意
に
満
ち
た
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
打
ち

砕
く
の
で
、
そ
の
七
識
ブ
ッ
ダ
・
如
来
の
身
に
出
血
を
惹
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
逆
罪
を
犯
す
良
家
の
息

子
、
娘
は
、
五
逆
罪
を
し
で
か
し
て
覚
の
真
理
を
現
証
し
た
人
で
す
。」
…
…
世
尊
の
偈
。

渇
愛
が
母
と
呼
ば
れ
、
無
明
が
父
、
対
象
を
意
識
す
る
の
で

識
別
能
力
が
ブ
ッ
ダ
、
潜
在
す
る
諸
煩
惱
が
ア
ル
ハ
ッ
ト
た
ち
、

薀
の
集
ま
り
が
サ
ン
ガ
、
絶
え
ず
そ
れ
ら
の
結
合
を
断
つ
か
ら

こ
れ
ら
は
五
無
間
だ
が
、
そ
の
行
為
は
無
間
地
獄
へ
の
逆
罪
で
は
な
い
。

（
常
盤
義
伸
・
大
乗
仏
教
経
典
『
楞
伽
経
』
四
巻
本
『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る
─
─
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
と
核
心
─
─
』

復
元
梵
文
原
典
・
日
本
語
訳
と
研
究
，
一
二
四
～
一
二
七
頁
，
二
〇
一
八
年
七
月
，
禅
文
化
研
究
所
）

『
楞
伽
経
』
の
こ
う
し
た
教
説
を
承
け
て
洞
山
は
問
い
、
雲
居
は
答
え
た
。

本
書
巻
四
嵩
岳
破
竈
堕
和
尚
章
、「
僧
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
大
闡
提
の
人
。〉
師
曰
く
、〈
尊
重
礼
拝
せ
ん
。〉
又
た



207

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注

問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
大
精
進
の
人
。〉
師
曰
：
〈
毀
辱
し
瞋
恚
せ
ん
。〉」

ま
た
『
臨
済
録
』
示
衆
〔
一
四
〕、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
五
無
間
業
。〉
師
云
く
、〈
父
を
殺
し
母
を
害
し
、
仏
身

よ
り
血
を
出な

が

し
、
和
合
僧
を
破
り
、
経
像
を
焚や焼
く
等
、
此
れ
は
是
れ
五
無
間
業
な
り
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ

父
。〉
師
云
く
、〈
無
明
是
れ
父
な
り
。
你
の
一
念
心
は
、
起
滅
の
処
を
求
む
る
に
得
ざ
る
こ
と
、
響こ

だ
まの

空
に
応
ず
る
が

如
し
。
随
処
に
無
事
な
る
を
、
名
づ
け
て
父
を
殺
す
と
為
す
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
母
。〉
師
云
く
、〈
貪
愛
を

母
と
為
す
。
你
の
一
念
心
、
欲
界
中
に
入
り
、
其
の
貪
愛
を
求
む
る
に
、
唯
だ
諸
法
の
空
相
を
見
る
の
み
。
処
処
に
無

著
な
る
を
、
名
づ
け
て
母
を
害
す
と
為
す
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
仏
身
よ
り
血
を
出な

が

す
。〉
師
云
く
、〈
你
が
清

浄
法
界
中
に
向お

い
て
、
一
念
心
の
解
を
生
ず
る
無
く
、
便
ち
処
処
に
黒
暗
な
る
、
是
れ
仏
身
よ
り
血
を
出な

が

す
な
り
。〉
云

く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
和
合
僧
を
破
る
。〉
師
云
く
、〈
你
が
一
念
心
、
正
に
煩
悩
結
使
は
空
の
依
る
所
無
き
が
如
く
な

る
に
達
す
る
、
是
れ
和
合
僧
を
破
る
な
り
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
経
像
を
焚や焼
く
。〉
師
云
く
、〈
因
縁
空
、
心

空
、
法
空
な
る
を
見
て
、
一
念
に
決
定
し
て
断
じ
、
迥け

い

然ね
ん

と
し
て
無
事
な
る
、
便
ち
是
れ
経
像
を
焚や焼
く
な
り
。〉」（
岩

波
文
庫
本
一
三
四
頁
）

ま
た
同
示
衆
〔
一
〇
〕、「
道
流
、
你な

ん
じ、

如
法
に
見
解
せ
ん
と
を
欲ほ

っ得
せ
ば
、
但た

だ
人
惑
を
受
く
る
こ
と
莫
れ
。
裏う

ち

に
向お

い
て
外
に
向お

い
て
、
逢
著
せ
ば
便
ち
殺
せ
。
仏
に
逢
い
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
い
て
は
祖
を
殺
し
、
羅
漢
に
逢
い
て

は
羅
漢
を
殺
し
、
父
母
に
逢
い
て
は
父
母
を
殺
し
、
親
眷
に
逢
い
て
は
親
眷
を
殺
し
て
、
始
め
て
解
脱
を
得え

、
物
と
拘

か
か
わ

ら
ず
、
透
脱
自
在
な
り
。」（
岩
波
文
庫
本
九
七
頁
）

④
自
爾
洞
山
許
之　
『
祖
堂
集
』
巻
八
は
「
思
大
禅
師
向
倭
国
為
王
」
の
話
の
あ
と
に
「
洞
山
は
黙
然
と
し
て
之
を
許
す
。

是
れ
自よ

り
玄
旨
を
密
領
し
、
未
聞
の
所
を
聞
き
、
更
に
他
遊
せ
ず
、
学
心
併や息
む
」
と
あ
り
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
も

思
大
禅
師
の
話
の
あ
と
に
「
自
爾
洞
上
印
許
」
と
あ
る
。
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⑤
爲
室
中
領
袖　

洞
山
の
禅
の
堂
奥
に
入
っ
た
も
の
の
な
か
で
最
も
抜
き
ん
で
た
も
の
。『
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
三

大
慧
杲
禅
師
章
、「（
湛
堂
）
準
歿
，
乃
繭
足
（
足
に
ま
め
つ
く
り
て
）
千
里
，
請
塔
銘
於
張
公
無
尽
。
無
尽
時
為
禅
室
領

袖
。」

〔
一
〇
〕
三
峰
と
雲
居
山
に
住
す

初
止
三
峯
，
其
化
未
廣
。
後
開
雲
居
山
，
四
衆
臻
萃
。

＊

初①�

め
三
峰
に
止
ま
る
も
、
其
の
化
は
未
だ
広
ま
ら
ず
。
後②�

、
雲
居
山
を
開
く
に
、
四
衆
臻あ

萃つ

ま
る
。

＊

①�
記
事
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
雲
居
条
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
五
灯
会

元
』
巻
一
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
な
ど
に
も
見
え
る
。

初
止
三
峯
，
其
化
未
廣　
「
初
め
吉
州
の
三
峰
山
に
住
し
た
が
、
そ
の
教
化
は
世
に
広
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
。」「
三
峰
」

は
本
書
巻
一
六
撫
州
黄
山
月
輪
禅
師
章
に
「
遂
に
遊
方
し
、
淦か

ん

水す
い

に
抵い

た

り
、
三
峰
和
尚
に
謁
し
、
問
答
に
序

い
と
ぐ
ち

有
り
と
雖

も
、
機
縁
契
う
靡な

し
」
と
あ
り
、
こ
の
三
峰
和
尚
が
道
膺
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
石
井
修
道
「
雲
居
山
と
雲
居
道
膺
」『
宗
教

学
論
集
』
第
一
〇
輯
、
一
九
八
〇
年
）。
淦か

ん

水す
い

は
今
の
江
西
省
樟
樹
市
を
流
れ
贛
水
に
注
ぐ
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
〇
九
・

江
南
西
道
吉
州
新
淦
条
、「
淦
水
は
県
の
北
一
百
里
に
在
り
、
西
流
し
て
贛
水
に
達
す
。」「
三
峰
」
は
淦
水
が
流
れ
る
新

淦
県
に
あ
る
。『
輿
地
紀
勝
』
巻
三
四
、「
三
峰
は
新
淦
県
の
東
五
十
里
の
修
徳
郷
に
在
り
、
寺
有
り
。」
新
淦
県
は
唐
代

は
吉
州
に
属
し
、
旧
に
廬
陵
と
呼
ば
れ
た
。
次
注
②�
に
引
く
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
「
始
居
廬
陵
」
と
言

う
の
に
一
致
す
る
。
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②
後
開
雲
居
山
，
四
衆
臻
萃　

三
峰
か
ら
雲
居
に
移
る
事
情
を
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
膺

は
深
く
留
雲
峰
の
後
に
入
り
、
結
庵
し
て
居
し
、
月
に
一
来
し
て
价
に
謁
す
。
价
は
其
の
未
だ
情
を
忘
ぜ
ず
、
道
に
於
い

て
雑
為た

り
し
を
呵
す
。
乃
ち
其
の
庵
を
焚
き
、
海
昏
を
去
っ
て
欧
阜
に
登
る
。
欧
阜
は
廬
山
の
西
北
の
崦や

ま

に
し
て
、
世
に

冠
た
る
絶
境
な
り
。
樹
の
就そ

ば

に
屋
を
縛む

す

び
て
居
し
、
雲
居
と
号
す
。
衲
子
亦
た
追
い
求
め
て
集
ま
り
、
山
間
樹
下
に
散
処

し
、
久
し
く
し
て
苫そ

う

架あ
ん

と
成
る
。」

ま
た
晏
殊
（
九
九
一
～
一
〇
五
五
）
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
は
「
中
和
の
歳
（
八
八
一
～
八
八
五
）、
道
膺

禅
師
な
る
者
は
洞
山
の
密
契
を
得
て
、
南
宗
の
偉
人
と
為
る
。
始
め
廬
陵
に
居
し
、
化
道
弥い

よ

い
よ
盛
ん
な
り
。
将
に
貴

池
の
勤
請
に
赴お

も
むか

ん
と
し
て
、
適た

ま

た
ま
豫
章
の
大
藩
に
届い

た

る
。
時
に
南
平
王
鍾
伝
は
、
素へ

い
そよ

り
道
風
を
仰
ぎ
、
方は

じ

め
て

戒
律
を
持
し
、
衣
を
摂と

と
のえ

て
延
見
し
、
左

じ
ょ
う
せ
きを

虚あ

け
て
相
い
侍
す
。
亦
た
既
に
弥
天
の
妙
弁
に
接
し
、
且
つ
出
世
の
高
蹤

を
駐
め
ん
と
欲
す
。
此
の
邑く

に

の
人
は
本
院
の
僧
徒
等
と
会
し
、
府
に
詣
り
て
抗も

う
し
た辞

て
、
真
諦
を
揚
げ
ん
こ
と
を
請
う
。

南
平
は
即
日
に
欣
然
と
し
て
之
を
許
す
。」（
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
四
二
〇
頁
）

〔
一
一
〕
上
堂
─
─
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り

一
日
，
上
堂
。
因
擧
：
「
古
人
云
：
〈
地
獄
未
是
苦
，
向
此
袈
裟
下
不
明
大
事
失
却
最
苦
。〉」
師
乃
謂
衆
曰
：
「
汝
等

既
在
這
个
行
流
，
十
分
去
九
不
較
多
也
。
更
著
些
力
，
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
，
不
孤
負
叢
林
。
古
人
道
：
〈
欲
得
保
任

此
事
，
須
向
高
高
山
頂
立
，
深
深
水
底
行
，
方
有
些
子
氣
力
。〉
汝
若
大
事
未
辧
，
且
須
履
踐
玄
途
。」

＊

一①�

日
、
上
堂
す
。
因
に
挙
す
、「
古②�

人
云
く
、〈
地
獄
は
未
だ
是
れ
苦
な
ら
ず
、
此
の
袈
裟
下
に
向お

い
て
大
事
を
明
ら
め

ず
し
て
失
却
す
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り
〉
と
。」
師
乃
ち
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
汝③�

等
既
に
這
个
の
行
流
に
在
り
て
、
十
分
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に
九
を
去
る
も
多
き
を
較た

が

わ
ざ
る
な
り
。
更
に
些

い
さ
さ
かの

力
を
著つ

く
れ
ば
、
便
ち
是
れ
上
座
、
平
生
の
行
脚
を
屈ま

げ

ず
、
叢
林
に

孤
負
せ
ざ
ら
ん
。
古④�

人
道
う
、〈
此
の
事
を
保
任
せ
ん
と
欲ほ

得っ

さ
ば
、
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
立
ち
、
深
深
た
る

水
底
に
行
く
べ
し
、
方は

じ

め
て
些い

さ

子さ
か

の
気
力
有
ら
ん
〉
と
。
汝⑤�

若
し
大
事
未
だ
弁
ぜ
ず
ん
ば
、
且
く
須
ら
く
玄
途
を
履
践
す
べ

し
。」

＊

①
以
下
の
教
説
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
に
も
採
ら
れ
る
。

②
古
人
云
：
地
獄
未
是
苦
，
向
此
袈
裟
下
不
明
大
事
失
却
最
苦　
「
地
獄
は
ま
だ
苦
で
は
な
い
、
僧
と
な
っ
て
（
自
己
の
）

大
事
を
明
ら
め
ず
（
人
身
）
を
失
う
こ
と
こ
そ
最
も
苦
で
あ
る
。」
古
人
は
雲
巌
曇
晟
で
あ
り
、
洞
山
良
价
で
あ
る
。『
祖

堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
第
一
八
則
、「
師
（
雲
巌
）、
衆
に
問
う
、〈
世
間
什な

に
摩
物
か
最
も
苦
な
る
。〉
云
く
、〈
地
獄
是

れ
最
も
苦
な
り
。〉
師
云
く
、〈
地
獄
は
未
だ
是
れ
苦
な
ら
ず
、
今
時
這こ个
の
相
貌
を
作
す
中
、
人
身
を
失
却
す
る
は
最
も

苦
な
り
、
苦
な
る
こ
と
此
の
苦
よ
り
過
ぐ
る
も
の
無
し
。〉」
ま
た
本
書
巻
一
五
洞
山
良
价
章
に
い
う
、「
師
（
洞
山
）、
僧

に
問
う
、〈
世
間
何な

物に

か
最
も
苦
な
る
。〉
僧
曰
く
、〈
地
獄
最
も
苦
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
然
ら
ず
。〉
曰
く
、〈
師
は
意
如

何
。〉
師
曰
く
、〈
此
の
衣
線
下
に
在
り
て
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
、
是
れ
を
最
苦
と
名
づ
く
。〉」
雲
居
は
こ
の
両
者
を
一
つ

に
し
て
「
古
人
云
」
と
し
て
い
る
。

宋
の
円
悟
克
勤
は
「
古
人
云
く
、〈
百
尺
竿
頭
に
伎
倆
を
作
す
は
未
だ
嶮あ

や

う
か
ら
ず
、
衲
衣
下
に
向お

い
て
大
事
を
明
ら
め

ず
、
人
身
を
失
却
す
る
こ
と
こ
そ
、
始
め
て
是
れ
嶮あ

や

う
き
な
り
〉
と
。
既
に
是か

く

の
如
く
ん
ば
、
豈
に
心
を
明
ら
め
本
に

達
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。」（『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
一
三
）
と
い
う
。

③
汝
等
既
在
這
个
行
流
，
十
分
去
九
不
較
多
也
。
更
著
些
力
，
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
，
不
孤
負
叢
林　
「
君
た
ち
は

（
多
ぜ
い
）
禅
門
の
仲
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
十
分
の
一
ほ
ど
の
少
数
に
な
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
そ
う
し
て
い
っ
そ
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う
精
進
に
努
め
た
な
ら
、
君
た
ち
こ
そ
は
日
々
の
修
行
者
と
し
て
の
覚
悟
を
ま
っ
と
う
し
、
我
が
叢
林
の
期
待
に
そ
む
か

ぬ
も
の
に
な
ろ
う
。」

「
行
流
」
は
修
行
仲
間
。
臨
済
が
「
道
流
」
と
い
う
の
と
同
意
だ
ろ
う
。「
十
分
去
九
」
は
、
十
か
ら
九
を
差
し
引
く
意
。

「
不
較
多
」
は
「
差
不
多
」（
ほ
ぼ
同
じ
）
の
意
（
袁
賓
『
禅
宗
著
作
詞
語
匯
釈
』
一
六
頁
）。「
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
」

は
『
聯
灯
会
要
』
で
は
「
便
是
上
座
不
枉
平
生
行
脚
眼
」
に
作
る
。

④
古
人
道
：
欲
得
保
任
此
事
，
須
向
高
高
山
頂
立
，
深
深
水
底
行
，
方
有
些
子
氣
力　
「（
即
心
即
仏
と
い
う
）
こ
の
事
実
を

我
が
こ
と
と
し
て
保
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
、
孤
峰
頂
上
に
独
り
立
ち
、
深
海
の
底
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
う

し
て
こ
そ
す
こ
し
は
こ
の
事
を
担
う
元
気
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。」
な
お
「
気
力
」
は
『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』

で
は
「
気
息
」
に
作
る
。

「
古
人
」
は
薬
山
惟
儼
。
本
書
巻
二
八
薬
山
惟
儼
和
尚
語
、「
人
天
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
即そ

っ

今こ
ん

威
儀
を
清
浄
に
し
、
瓶

を
持
ち
鉢
を
挈さ

さ

ぐ
者
是
れ
な
り
。
保
任
せ
ば
、
諸
趣
に
堕
つ
る
を
免
る
。
第け

っ
し一

て
這
箇
を
棄
つ
る
を
得
ざ
れ
。
這
箇
は

得え

易
き
に
不あ

ら是
ず
。
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
立
ち
、
深
深
た
る
海
底
に
行あ

ゆ

む
べ
し
。
此こ

こ処
は
行
き
易
か
ら

ざ
る
も
、
方は

じ

め
て
少
し
く
相
応
有
ら
ん
。」
ま
た
本
書
巻
一
四
薬
山
章
に
も
「
翺
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
戒
定

慧
。〉
師
曰
く
、〈
貧
道
が
這
裏
に
此
の
閑
家
具
無
し
。〉
翺
は
玄
旨
を
測
る
莫
し
。
師
曰
く
、〈
太
守
よ
、
此
の
事
を
保

任
せ
ん
と
欲ほ

得っ

せ
ば
、
直
に
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
坐
し
、
深
深
た
る
海
底
に
行あ

ゆ

む
べ
し
。
閨
閤
中
の
物
、

捨
て
得
ざ
れ
ば
、
便
ち
滲
漏
と
為
ら
ん
。〉」

⑤
汝
若
大
事
未
辧
，
且
須
履
踐
玄
途　
「
君
が
自
己
の
大
事
を
ま
だ
わ
き
ま
え
ぬ
な
ら
、
玄
途
を
踏
み
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

「
玄
途
」
は
洞
山
が
提
唱
し
た
三
路
（
展
手
・
鳥
道
・
玄
路
）
の
一
つ
で
あ
る
「
玄
路
」
に
同
じ
。『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山

和
尚
章
第
四
六
則
、「
師
示
衆
曰
：
展
手
而
学
，
鳥
道
而
学
，
玄
路
而
学
。」「
鳥
道
」
に
つ
い
て
は
「
問
：
承
和
尚
有
言
，
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教
人
行
鳥
道
，
未
審
如
何
是
鳥
道
？
師
曰
。
：
不
逢
一
人
。
僧
曰
：
如
何
是
行
？
師
曰
：
足
下
無
糸
去
（
足
に
糸
一
本
も

踏
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
の
だ
。）」（『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
二
八
則
）
と
あ
り
、
一
切
の
痕
跡
を
心
に
残
さ

ぬ
行
履
の
こ
と
。「
展
手
」、「
玄
路
」
に
つ
い
て
は
、
洞
山
の
説
明
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
宏
智
正
覚
は
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

　

 
小
参
。
僧
問
う
、「
記
得
す
、
洞
山
和
尚
に
三
路
の
学
有
り
、
鳥
道
・
玄
路
・
展
手
な
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
鳥

道
？
」
師
云
く
、「
応

あ
ら
ゆ
る

処と
こ
ろに

蹤
跡
無
く
、
糸
毫
も
身
を
礙
げ
ず
。」
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
玄
路
。」
師
云
く
、

「
円
か
な
る
こ
と
太
虚
に
同
じ
、
欠
く
無
く
余
す
無
し
。」
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
展
手
。」
師
云
、「
機
に
当
た

り
て
的ぴ

た
り的

と
用
い
、
的
的
と
用
い
て
機
に
当
た
る
。」（『
宏
智
広
録
』
巻
五
）

〔
一
二
〕
沙
門
と
し
て
最
も
大
事
な
こ
と

問
：
「
如
何
是
沙
門
所
重
？
」
師
曰
：
「
心
識
不
到
處
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
沙
門
の
重
ん
ず
る
所
。」
師
曰
く
、「
心③�

識
の
到
ら
ざ
る
處
。」

＊

①
本
則
は
慧
洪
『
智
証
伝
』、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
録
す
。

②
如
何
是
沙
門
所
重　
「
出
家
沙
門
は
何
が
最
も
大
切
な
の
で
す
か
。」

③
心
識
不
到
處　
「
心
意
識
で
は
到
達
で
き
ぬ
と
こ
ろ
。」
法
身
を
暗
示
す
る
。
宋
の
慧
洪
『
智
証
伝
』
は
、
宋
代
に
発
展
し

た
曹
洞
宗
の
偏
正
五
位
説
に
よ
っ
て
、
雲
居
は
諱
に
触
れ
て
い
る
と
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
洞
上
の
宗
旨
、
語

は
十
成
を
忌
み
、
犯
す
を
欲
せ
ず
。
犯
す
と
き
は
則
ち
之
を
諱
に
触ふ

る
る
と
謂
う
。
五
位
に
〈
但も

し
能
く
当
今
の
諱
に
触
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れ
ざ
れ
ば
、
也
た
前
朝
の
断
舌
の
才
に
勝
れ
り
〉
と
曰
う
が
如
し
。
宏
覚
は
蓋
し
洞
山
の
高
弟
な
り
。
而
る
に
答
う
る
所

の
語
の
此
の
如
き
は
、
豈
に
諱
に
触
る
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
…
…
夫
れ
諱
を
犯
さ
ず
、
十
成
を
忌
む
者
は
法
な
り
。
宏
覚

は
法
を
忘
ぜ
ず
、
何
ぞ
以
て
能
く
宗
を
識
ら
ん
や
。
金
剛
般
若
に
曰
く
、〈
一
切
賢
聖
は
皆
な
無
為
法
を
以
て
差
別
有
り
〉

と
。
覚
、
之
を
以
て
せ
よ
。（
宏
覚
は
一
切
賢
聖
の
よ
う
に
無
為
法
を
顕
わ
す
の
に
差
別
の
相
を
も
っ
て
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の

だ
）」（
な
お
文
字
は
『
指
月
録
』
巻
一
六
洞
山
章
に
引
か
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）。

な
お
法
眼
文
益
は
同
じ
問
に
「
若
し
繊
毫
の
重
ん
ず
る
所
有
ら
ば
、
即
ち
沙
門
と
名
づ
け
ず
。」（
本
書
巻
二
四
法
眼
章
）

と
答
え
て
い
る
。

〔
一
三
〕
仏
祖
に
ど
の
よ
う
な
修
行
の
階
梯
が
あ
る
か

問
：
「
佛
與
祖
有
何
階
級
？
」
師
曰
：
「
倶
是
階
級
」。

＊

問①�

う
、「
仏②�

と
祖
に
は
何
の
階
級
か
有
る
。」
師
曰
く
、「
倶③�

に
是
れ
階
級
な
り
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
、「
問
：
仏
与
祖
還
有
階
級
否
？
師
曰
：
俱
在
階
級
」
と
あ
る
。

②
佛
與
祖
有
何
階
級　
「
仏
や
祖
師
に
は
ど
の
よ
う
な
位
階
が
あ
る
の
で
す
か
。」
或
い
は
「
仏
や
祖
師
が
た
に
は
ど
の
よ
う

な
修
行
の
階
程
が
あ
る
の
で
す
か
。」
入
門
初
心
者
の
問
い
。
禅
で
は
階
級
に
落
ち
ざ
る
も
の
（
一
切
の
枠
づ
け
か
ら
自
由

な
る
も
の
）
が
仏
で
あ
り
祖
で
あ
る
。「
階
級
」
は
位
の
上
下
の
等
級
、
或
い
は
菩
薩
の
五
十
二
位
の
修
行
の
階
梯
。

本
書
巻
五
青
原
山
行
思
禅
師
章
、「
後
聞
曹
谿
法
席
，
乃
往
参
礼
，
問
曰
：
当
何
所
務
，
即
不
落
階
級
？
祖
曰
：
汝
曽
作

什
麼
？
師
曰
：
聖
諦
亦
不
為
。
祖
曰
：
落
何
階
級
？
曰
：
聖
諦
尚
不
為
，
何
階
級
之
有
。
祖
深
器
之
。」



214

本
書
巻
一
七
瑞
巌
師
彦
禅
師
章
、「
問
：
作
麼
生
商
量
即
得
不
落
階
級
？
師
曰
：
排
不
出
（
階
級
に
並
べ
ら
れ
ぬ
、
位
置
づ

け
ら
れ
な
い
）。
曰
：
為
什
麼
排
不
出
？
師
曰
：
他
従
前
無
階
級
。
曰
：
未
審
居
何
位
次
。
師
曰
：
不
坐
普
光
殿
。
曰
：

還
理
化
也
無
（
か
れ
は
世
を
治
め
教
化
し
ま
す
か
）
？
師
曰
：
名
聞
三
界
重
，
何
処
不
帰
朝
（
名
は
三
界
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、

世
界
の
ど
こ
か
ら
も
朝
謁
し
な
い
者
は
な
い
）。」

③
倶
是
階
級　
「
仏
と
名
づ
け
祖
と
名
づ
け
る
の
は
み
な
格
付
け
だ
。」
或
い
は
「
修
行
し
て
成
る
仏
や
祖
は
階
級
に
枠
づ
け

さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。」

〔
一
四
〕
古
路
不
逢
人

問
：
「
如
何
是
西
来
意
？
」
師
曰
：
「
古
路
不
逢
人
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。」
師
曰
く
、「
古③�

路
、
人
に
逢
わ
ず
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
西
来
意　
「
西
来
意
」
と
は
、
達
磨
が
印
度
よ
り
中
国
に
来
た
意
図
で
あ
り
、
自
心
が
仏
（
即
心
是
仏
）
で
あ
る

と
い
う
事
実
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
巻
六
江
西
道
一
禅
師
章
の
示
衆
、「
汝
等
諸
人
、
各お

の
おの

自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち

是
れ
仏
の
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
は
南
天
竺
国
よ
り
来
り
、
躬み

ず
から

中
華
に
至
っ
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝

等
を
し
て
開
悟
せ
し
め
ん
と
す
。
又
た
楞
伽
経
の
文
を
引
き
、
以
て
衆
生
の
心
地
に
印
す
る
は
、
汝
が
顛
倒
し
て
自
ら
此

の
心
の
法
の
、
各
の
之こ

れ

有
る
こ
と
を
信
ぜ
ざ
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。」

③
古
路
不
逢
人　
「
古
路
」
は
、
い
に
し
え
の
祖
仏
が
た
が
歩
ん
だ
道
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
達
磨
西
来
の
道
。
そ
の
道
で
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そ
の
人
に
逢
わ
な
か
っ
た
と
は
、「
西
来
意
」
は
も
と
も
と
中
国
に
も
あ
り
、
私
自
身
に
具
わ
っ
て
お
り
、
達
磨
に
教
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
謂
い
。
玄
沙
は
江
湖
へ
の
遍
歴
の
た
め
嶺
上
で
石
に
躓
い
て
大
悟
し
て
、
思
わ
ず
「
達
摩
は
過
来
せ

ず
、
二
祖
は
伝
持
せ
ず
」
と
叫
ん
だ
（『
祖
堂
集
』
巻
一
〇
玄
沙
和
尚
章
）。

〔
一
五
〕
可
観
上
座
の
参
問

可
觀
上
座
問
：
「
的
罷
標
指
，
請
師
速
接
。」
師
曰
：
「
即
今
作
麼
生
？
」
觀
曰
：
「
道
即
不
無
，
莫
領
話
好
。」
師

曰
：
「
何
必
！
闍
梨
。」

＊

可①�

観
上
座
問
う
、「②�

的ま
と

に
標
指
す
る
を
罷
め
た
り
、
師
の
速
や
か
に
接
せ
ん
こ
と
を
請
う
。」
師
曰
く
、「
即③�

今
は

作い

か

ん
麼
生
。」
観
曰
く
、「
道
う
こ
と
は
即
ち
無
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
話
を
領
ず
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。」
師
曰
く
、「
何⑤�

ぞ
必

ず
し
も
せ
ん
、
闍
梨
よ
。」

＊

①
本
則
は
本
書
に
録
す
る
の
み
。

　

可
觀
上
座
問

　「
可
観
上
座
」
は
、
雪
峰
義
存
に
嗣
い
だ
南
岳
金
輪
可
観
禅
師
（
本
書
巻
一
九
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
人
は
雪
峰
に
十
二
年
師
事
し
、
叢
林
を
遍
歴
し
て
南
岳
に
入
っ
た
。

②
的
罷
標
指
，
請
師
速
接　
「
目
標
を
設
定
し
て
修
行
す
る
や
り
か
た
は
罷
め
ま
し
た
、
て
っ
と
り
ば
や
く
ズ
バ
リ
と
導
い

て
く
だ
さ
い
。」
階
梯
を
踏
ん
で
仏
位
に
至
る
修
行
を
わ
た
し
は
罷
め
ま
し
た
、
ど
う
か
禅
の
悟
り
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
。

「
標
指
」
は
標
準
に
す
る
・
目
当
て
に
す
る
。『
宋
史
』
巻
四
二
七
程
頤
伝
、「
頤
は
書
に
於
い
て
読
ま
ざ
る
所
無
し
。
其

の
学
は
誠
を
本
と
し
、
大
学
・
語
・
孟
・
中
庸
を
以
て
標
指
と
為
し
、
而
し
て
六
経
に
達
す
。」
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③
即
今
作
麼
生　
「
即い

今ま

は
ど
う
な
の
か
。」
的
に
向
っ
て
修
す
る
の
を
や
め
た
即い

今ま

の
君
の
境
地
は
ど
ん
な
も
の
か
。

『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
三
六
則
、「
有
一
僧
到
参
。
師
見
異
，
起
来
受
礼
了
，
問
：
〈
従
何
方
而
来
？
〉
対

曰
：
〈
従
西
天
来
。〉
師
曰
：
〈
什
摩
時
離
西
天
？
〉
曰
：
〈
斎
後
離
。〉
師
曰
：
〈
太
遅
生
！
〉
対
曰
：
〈
迤
邐
遊
山

翫
水
来
。〉
師
曰
：
〈
即
今
作
摩
生
？
〉
其
僧
進
前
叉
手
而
立
。
師
乃
祗
揖
云
：
〈
喫
茶
去
。〉（
洞
山
は
作
用
即
性
を
祗
揖

に
よ
っ
て
一
応
認
め
て
お
い
て
か
ら
、
頭
を
冷
や
し
て
こ
い
と
反
省
を
う
な
が
す
。）」。
ま
た
『
五
灯
会
元
』
巻
八
大
寧
隠
微

禅
師
章
、「
問
：
〈
如
何
是
黄
梅
一
句
？
〉
師
曰
：
〈
即
今
作
麼
生
？
〉
曰
：
〈
如
何
通
信
？
〉
師
曰
：
〈
九
江
路
絶
。

（
九
江
の
黄
梅
へ
の
路
は
断
絶
し
た
ぞ
。）〉」

④
道
即
不
無
，
莫
領
話
好　
「
即
今
の
こ
と
を
言
え
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
納
得
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」“
即
心

即
仏
〟
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
（
或
い
は
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）、
そ
れ
で
こ
と
足
れ
り

と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
何
必
！
闍
梨　
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
！
闍
梨
よ
。」
そ
ん
な
心
配
は
い
ら
ぬ
、
分
か
っ
て
お
る
。

〔
一
六
〕
癢
和
を
擲
つ

問
：
「
如
何
是
口
訣
？
」
師
曰
：
「
近
前
来
，
向
汝
道
。」
僧
近
前
曰
：
「
請
師
道
。」
師
曰
：
「
也
知
，
也
知
。」

師
擲
癢
和
問
衆
：
「
還
會
麼
？
」
衆
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
趁
雀
児
也
不
會
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
口く

訣け
つ

。」
師
曰
く
、「
近③�

前
し
来
れ
、
汝
に
道い

わ
ん
。」
僧④�

、
近
前
し
て
曰
く
、「
請
う
師
道い

え
。」
師⑤�

曰
く
、「
也
た
知
れ
り
、
也
た
知
れ
り
。」

師⑥

は
癢
和
を
擲

な
げ
う

っ
て
衆
に
問
う
、「
還
た
会
す
や
。」
衆
曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
雀⑦�

す
ず
め児

を
趁
う
も
也な

お
会
さ
ず
。」
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＊

①
本
則
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
が
、「
師
曰
：
也
知
，
也
知
」
が
無
く
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

 
問
：
「
如
何
是
口
訣
？
」
師
云
：
「
近
前
来
。」
僧
便
近
前
云
：
「
請
師
道
。」
師
擲
下
癢
和
子
云
：
「
会
麼
？
」
僧

云
：
「
不
会
。」
師
云
：
「
趁
雀
児
也
不
会
。」（
な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
云
：
請
師
道
」
が
無
く
、「
癢
和
子
」
が
「
払

子
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
高
麗
本
『
景
徳
伝
灯
録
』
は
『
五
灯
会
元
』
に
同
じ
だ
が
、「
払
子
」
が
「
養
和
」
に
な
っ
て
い

る
。）

②
如
何
是
口
訣　
「
ど
う
い
う
の
が
口
訣
で
す
か
。」「
口
訣
」
は
、
口
頭
で
密
か
に
伝
授
す
る
（
禅
門
の
）
秘
法
。『
抱
朴

子
』
内
篇
に
は
、
明
師
か
ら
真
の
弟
子
へ
の
直
接
的
な
秘
要
の
伝
授
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（
吉
川
忠
夫
『
六
朝
精

神
史
研
究
』
第
十
一
章
「
師
受
考
─
『
抱
朴
子
』
内
篇
に
よ
せ
て
─
」
参
照
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
）。
梁
粛
『
天
台
止

観
統
例
』、「
言
う
こ
と
罕ま

れ

に
し
て
密
と
為
す
者
有
り
、
歯
舌
も
て
潜
か
に
伝
え
て
口
訣
と
為
す
者
有
り
、
凡
そ
此
の
類

は
、
自
ら
を
立
て
て
祖
と
為
し
、
祖
を
継
い
で
家
と
為
す
。
経
に
反
し
聖
に
非
ざ
る
に
、
昧
き
者
は
覚さ

と

ら
ず
。」（
Ｔ
四

六
・
四
七
四
下
）

当
時
、
口
訣
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
に
『
頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
訣
』（
上
山
大
峻
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
「
頓

悟
真
宗
要
訣
」
の
研
究
」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
）、『
禅
門
秘
要
訣
』（『
証
道
歌
』
の
別
名
）、『
金
剛
経
口
訣
』

（『
金
剛
経
解
義
』
の
別
名
）、「
宝
鏡
三
昧
」「
五
位
顕
訣
」「
三
種
滲
漏
」（『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
曹
山
本
寂
伝
）
な
ど
が
あ

る
。

③
近
前
来
，
向
汝
道　
「
前
に
進
み
出
よ
、
君
に
言
っ
て
や
ろ
う
。」「
近
前
」
は
作
用
が
仏
性
の
は
た
ら
き
だ
と
す
る
馬
祖

系
の
「
作
用
即
性
」
説
を
代
表
す
る
動
作
の
一
つ
。
本
書
巻
一
〇
福
州
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
章
、「
師
（
霊
訓
）、
帰
宗
を
辞
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す
。
宗
問
う
、〈
子な

ん
じ、

什い

麼ず

処こ

に
か
去ゆ

く
。〉
師
曰
く
、〈
嶺
中
に
帰
り
去
る
。〉
宗
曰
く
、〈
子
は
此
に
在
る
こ
と
多
年
、

装し
た
く束

し
了お

わ

ら
ば
却ま

た
来
れ
。
子
が
為
に
一

ひ
と
し
き
り上

仏
法
を
説
か
ん
。〉
師
は
結し

た
く束

し
了
り
て
堂
に
上
る
。
宗
曰
く
、〈
近
前
来
。〉

師
乃
ち
近
前
す
。
宗
曰
く
、〈
時
は
寒
し
、
途
中
善
為
。（
汝
の
作
用
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
接
化
）〉
師
は
此
の
一

言
を
聆き

き
、
頓
に
前
解
を
忘
ず
。」

④
僧
近
前
曰
：
請
師
道　

僧
は
進
み
出
た
が
、
自
身
に
仏
性
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
る
契
機
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。

⑤
師
曰
：
也
知
，
也
知　
「
や
は
り
そ
う
か
、
や
は
り
そ
う
か
。」
怜
悧
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
分
か
っ
て
い

た
の
だ
が
…
…
。「
也
」
は
「
雖
」
と
同
義
の
口
語
。

⑥
師
擲
癢
和
問
衆
：
還
會
麼　

そ
こ
で
、
僧
を
相
手
に
せ
ず
大
衆
の
前
に
癢
和
子
を
投
げ
出
し
て
言
う
、「
分
か
る
か
。」

「
擲
癢
和
」
も
作
用
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
接
化
。
本
書
の
文
脈
で
は
別
の
問
答
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ま
っ
た

く
主
題
が
同
じ
で
あ
り
、『
宗
門
摭
英
集
』『
五
灯
会
元
』
が
一
続
き
の
問
答
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
続
け
て
読
む
。
な

お
『
宗
門
摭
英
集
』『
五
灯
会
元
』
で
は
「
衆
」
字
が
無
く
、
分
か
ら
な
か
っ
た
僧
に
、
雲
居
自
身
が
作
用
し
て
見
せ
る

こ
と
で
、
君
の
い
ま
の
「
近
前
」
が
仏
性
の
作
用
な
の
だ
、
と
示
唆
し
て
や
っ
た
。

「
癢
和
」
は
如
意
の
こ
と
、
手
の
届
か
な
い
背
中
を
掻
く
孫
の
手
。
癢
和
子
・
痒
和
子
と
も
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、「
痒

和
子
は
即
ち
如
意
な
り
。
古
に
爪
杖
と
謂
う
。
或
い
は
骨
角
・
竹
木
に
人
の
手
を
刻
し
、
指
爪
を
焉こ

れ

に
具
す
。
柄
は
可ほ

ぼ
三
尺
許ば

か

り
。
背
脊
の
痒
き
に
、
手
の
及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
と
き
、
用
い
て
以
て
掻
爬
す
る
こ
と
、
人
の
意
の
如
し
。
故

に
以
て
焉こ

れ

に
名
づ
く
。
古
人
の
質
朴
に
し
て
、
指
爪
の
形
に
刻
す
を
観
る
。
後
世
は
銀
銅
を
以
て
爪
を
作
る
こ
と
尺
許ば

か

り
の
如
く
、
闊ひ

ろ

き
こ
と
雲
の
状
に
似
て
、
抓
く
に
便
な
り
。
雑
録
名
義
に
見
ゆ
。」『
祖
堂
集
』
巻
四
石
頭
和
尚
章
、「
六

祖
遷
化
後
，
便
去
清
原
山
靖
居
行
思
和
尚
処
，
礼
拝
侍
立
。
和
尚
便
問
：
〈
従
什
摩
処
来
？
〉
対
曰
：
〈
従
曹
渓
来
。〉
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和
尚
拈
起
和
痒
子
（
自
己
本
来
の
面
目
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
和
痒
子
を
提
起
し
て
）
曰
：
〈
彼
中
還
有
這
个
也
無
？
〉
対

曰
：
〈
非
但
彼
中
，
西
天
亦
無
。（
そ
れ
は
方
所
を
超
え
た
も
の
で
す
。）〉
和
尚
曰
：
〈
你
応
到
西
天
也
無
？
〉
対
曰
：

〈
若
到
即
有
也
。（
去
来
の
次
元
で
な
ら
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）〉
和
尚
曰
：
〈
未
在
，
更
道
。〉
対
曰
：
〈
和
尚
也
須
道

取
一
半
，
為
什
摩
独
考
専
甲
？
〉
和
尚
曰
：
〈
不
辞
向
你
道
，
恐
已
後
無
人
承
当
。（
こ
う
い
う
言
い
か
た
で
、
言
う
こ
と

を
回
避
し
た
。）〉」

⑧
趁
雀
児
也
不
會　
「
雀
を
追
っ
払
っ
た
の
も
分
か
ら
ん
の
か
。」
愛
想
づ
か
し
を
し
た
言
葉
、「
お
前
ら
を
追
っ
払
っ
た
の

だ
。」「
雀
児
」
は
、
集
団
で
法
を
馳
求
す
る
僧
に
喩
う
。『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
、「
僧
は
雀
児
の
生さ

ば

を
啄
む
を

見
て
、
師
に
問
う
、〈
為な

に
ゆ
え

什
摩
に
与か

摩く

も
忙せ

わ

し
き
を
得
た
る
。〉
師
便
ち
鞋
を
脱
ぎ
て
地
を
打
つ
こ
と
一
下
す
。
僧
云
く
、

〈
和
尚
、
地
を
打
ち
て
什な

摩ん

と
作
す
？
〉
師
云
く
、〈
雀
児
を
趁お

え
り
。〉」『
雪
峰
語
録
』
巻
下
・
偈
語
、「
師
は
枯
木
菴
に

在
り
て
坐
禅
し
、
水
磨
坊
前
に
於
い
て
麦
を
晒
し
、
乃
ち
親み

ず
から

題
し
て
云
う
、〈
菴
前
永ひ

ね
も
す日

虎
狼
無
く
、
磨
下
終ね

ん
じ
ゅ
う年

雀
児

絶
ゆ
。〉」

〔
一
七
〕
処
徳
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

問
：
「
如
何
得
不
惱
亂
和
尚
。」
師
曰
：
「
與
我
喚
處
德
來
。」
僧
遂
去
喚
來
。
師
曰
：
「
與
我
閉
却
門
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
せ
ば
和
尚
を
悩
乱
せ
ざ
る
を
得え

ん
や
。」
師③�

曰
く
、「
我
が
与た

め

に
処
徳
を
喚
び
来
れ
。」
僧④�

、
遂
に
去
っ
て

喚
び
来
る
。
師⑤�

曰
く
、「
我
が
与
に
門
を
閉
却
せ
よ
。」

＊

①
本
則
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
に
も
次
の
よ
う
に
収
め
る
。
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問
：
「
如
何
得
不
悩
乱
和
尚
去
。」
師
云
：
「
与
我
喚
処
徳
来
。」
僧
便
去
喚
来
。
師
云
：
「
你
適
来
問
什
麼
？
」
僧
再

挙
。
師
云
：
「
与
老
僧
下
却
簾
子
。」

②
如
何
得
不
惱
亂
和
尚　
「
ど
う
す
れ
ば
和
尚
を
悩
ま
さ
ず
に
す
み
ま
す
か
。」「
悩
乱
」
は
、
困
ら
せ
る
以
上
の
障
害
と
な

る
こ
と
。
大
衆
が
和
尚
を
「
悩
乱
」
し
て
い
る
、
即
ち
雲
居
は
接
化
に
手
を
焼
い
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
て
、
か
く

問
う
。

③
與
我
喚
處
德
來　
「
処
徳
を
呼
ん
で
来
て
く
れ
。」
僧
に
作
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
僧
自
身
の
仏
性
に
ハ
ッ
と
気
付
い
て
く
れ

れ
ば
、
も
う
私
を
困
ら
せ
ず
に
す
も
う
。「
処
徳
」
は
恐
ら
く
は
侍
者
の
名
前
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
接
化
を
行
っ
た

の
は
、
次
の
よ
う
に
慧
忠
国
師
（
？
～
七
七
五
）
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
本
書
巻
五
西
京
光
宅
寺
慧
忠
国
師
章
、「
粛

宗
（
在
位
：
七
五
六
～
七
六
二
）
問
…
…
。
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
十ぶ

つ

身
調
御
？
〉
師
乃
ち
起
立
し
て
曰
く
、

〈
還は

た
会
す
や
。〉
曰
く
、〈
会
さ
ず
。〉
師
曰
く
、〈
老
僧
の
与た

め

に
浄
瓶
を
過わ

た

し
来
れ
。〉」
慧
忠
国
師
は
馬
祖
（
七
〇
九
～

七
八
八
）
と
同
時
代
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
に
は
新
し
い
仏
性
説
と
し
て
「
作
用
即
性
」
が
興
起
し
て
い
た
。「
作
用

即
性
」
説
の
経
証
は
『
楞
伽
経
』
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
密
作
用
す
べ
き
こ
と
を
眼
の
開
合
を
も
っ
て
示
し
た

の
は
慧
安
国
師
（
五
八
一
～
七
〇
八
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
南
岳
懐
譲
は
開
悟
し
た
（『
宝
林
伝
』
逸
文
）。
ま
た
吉

州
思
和
尚
（
青
原
行
思
、
六
七
一
～
七
三
八
）
は
「
語
言
啼
笑
、
屈
伸
俯
仰
、
各
の
性
海
従よ

り
所
発
す
」（『
宗
鏡
録
』
巻
九

七
）
と
説
く
。

④
僧
遂
去
喚
來　

し
か
し
僧
は
雲
居
の
接
化
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。

⑤
師
曰
：
與
我
閉
却
門　
「（
処
徳
よ
）
戸
を
閉
め
よ
。」
も
う
こ
れ
以
上
私
を
困
ら
せ
ず
に
、
帰
っ
て
く
れ
。『
宗
門
摭
英

集
』
の
文
脈
で
読
む
な
ら
、
そ
の
僧
に
向
っ
て
「
戸
を
閉
め
よ
」
と
言
っ
た
も
の
で
、
も
う
一
度
、
示
唆
し
て
や
っ
た
も

の
。
本
書
巻
七
杭
州
塩
官
鎮
国
海
昌
院
斉
安
禅
師
章
、「
僧
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
本
身
盧
舎
那
仏
。〉
師
云
く
、〈
我



221

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注

が
与た

め

に
那あ箇
の
銅
缾
を
将も

ち
来
れ
。〉
僧
即
ち
浄
缾
を
取
り
来
る
。
師
云
く
、〈
却ま

た
本
処
に
送
り
て
安
置
せ
よ
。〉
其
の

僧
は
缾
を
本
処
に
送
り
了お

わ

り
、
却か

え

り
来
り
て
再
び
前
語
を
徴
す
。
師
云
く
、〈
古
仏
也や

過
ぎ
去
り
て
久
し
。〉」

〔
一
八
〕
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す

問
：
「
馬
祖
出
八
十
八
人
善
知
識
，
未
審
和
尚
出
多
少
人
？
」
師
展
手
示
之
。

＊

問①�

う
、「
馬②�

祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す
、
未は

審た

和
尚
は
多い

く
ば
く少

の
人
を
か
出
だ
す
。」
師
、
展③�

手
し
て
之
に
示
す
。

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
馬
祖
出
八
十
八
人
善
知
識
，
未
審
和
尚
出
多
少
人　
「
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
和
尚
は

い
っ
た
い
何
人
の
得
法
の
禅
者
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
か
。」
こ
こ
で
い
う
善
知
識
と
は
、
馬
祖
の
接
化
に
よ
っ
て
得
法

し
て
出
世
し
た
禅
者
を
い
う
。
本
章
の
末
尾
に
「
徒
衆
常
及
千
五
百
之
数
」、
ま
た
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
雲
居
伝
に
は

「
所
化
之
徒
、
寒
暑
相
交
、
不
下
一
千
余
衆
」
と
あ
り
、
雪
峰
山
と
並
ぶ
多
く
の
僧
が
雲
集
し
た
。

馬
祖
が
八
十
八
人
の
世
に
出
た
禅
者
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
一
四
馬
祖
章
、「
大
師
下
親
承
弟
子
惣
八

十
八
人
出
現
于
世
，
及
隠
遁
者
莫
知
其
数
。」
同
巻
一
六
黄
檗
章
、「
馬
大
師
下
有
八
十
八
人
坐
道
場
。」
な
お
『
五
灯
会

元
』
は
「
八
十
四
人
」
に
作
る
。

③
師
展
手
示
之　
「
展
手
」
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。「
こ
の
と
お
り
、
私
は
人
に
与
え
る
法
な
ど
何
も
持
っ
て
お
ら
ぬ
。

よ
そ
に
行
っ
て
く
れ
。」
本
書
巻
一
一
霊
樹
如
敏
禅
師
章
、「
僧
有
り
て
問
う
、〈
仏
法
の
至
理
は
如
何
。〉
師
は
展
手
す
る

の
み
。」
ま
た
同
巻
一
五
徳
山
宣
鑑
禅
師
章
、「
我
宗
無
語
句
，
実
無
一
法
与
人
。」
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〔
一
九
〕
向
上
人
の
行
履

問
：
「
如
何
是
向
上
人
行
履
處
？
」
師
曰
：
「
天
下
太
平
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
向
上
人
の
行
履
の
処
。」
師
曰
：
「
天③�

下
太
平
。」

＊

①�
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る

②
如
何
是
向
上
人
行
履
處　
「
仏
と
い
う
価
値
範
疇
を
超
え
出
た
人
の
行
履
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
向
上
人
」

は
「
仏
向
上
人
」
の
こ
と
。「
行
履
」
は
日
常
の
修
行
。「
行
履
処
」
の
「
処
」
は
、
動
詞
を
名
詞
化
す
る
は
た
ら
き
の
接

尾
辞
。

『
祖
堂
集
』
巻
八
龍
牙
和
尚
章
、「
師
示
衆
曰
：
『
夫
参
学
者
須
透
過
祖
仏
始
得
。
所
以
新
豊
和
尚
道
：
〈
仏
教
祖
教
如

生
怨
家
，
始
有
学
分
。〉
汝
若
透
過
祖
仏
不
得
，
則
被
祖
仏
謾
。』
有
人
問
：
『
祖
仏
還
有
謾
人
之
心
也
無
？
』
云
：

『
汝
道
江
湖
還
有
礙
人
之
心
也
無
？
』
師
又
云
：
『
江
湖
雖
無
礙
人
之
心
，
為
時
人
透
過
不
得
，
所
以
成
礙
人
去
，
不
得

道
江
湖
不
礙
人
。
祖
仏
雖
無
謾
人
之
心
，
為
時
人
透
過
祖
仏
不
得
，
所
以
成
謾
人
去
，
不
得
道
祖
仏
不
謾
人
。
若
与
摩

透
過
得
祖
仏
，
此
人
却
体
得
祖
仏
意
，
方
与
向▼

▼
▼

上
人
同
；
如
未
透
得
，
但
学
仏
祖
，
則
万
劫
無
有
得
期
。』」

 

参
禅
学
道
の
人
は
祖
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
豊
和
尚
は
「
仏
の
教
え
や
祖
の
教
え
と
仇
敵
と
な
っ
て
こ

そ
学
ぶ
資
格
が
あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
祖
や
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
祖
や
仏
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
る

ぞ
。」
そ
の
と
き
僧
が
問
う
、「
祖
や
仏
に
人
を
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
い
う
心
が
あ
る
の
で
す
か
。」「
江
湖
に
人
の
往
来
を
礙

げ
よ
う
と
い
う
心
が
あ
る
の
か
、
言
っ
て
み
よ
。」
さ
ら
に
師
（
龍
牙
）
は
言
う
、「
江
湖
に
人
の
往
来
を
礙
げ
よ
う
と
す

る
心
な
ど
な
い
が
、
時
人
は
渡
れ
な
い
た
め
に
、
江
湖
が
人
を
礙
げ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
江
湖
が
人
を
礙
げ
な
い
と
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は
言
え
な
い
の
だ
。
祖
や
仏
に
は
人
を
た
ぶ
ら
か
す
心
が
な
く
て
も
、
時
人
は
突
き
抜
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、
祖
や
仏
が

人
を
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
祖
や
仏
が
人
を
た
ぶ
ら
か
さ
な
い
と
は
言
え
ぬ
。
祖
や
仏
の
束
縛
を
突
き
抜

け
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
人
は
祖
や
仏
を
乗
り
越
え
て
、
祖
や
仏
の
意
を
体
得
し
、
は
じ
め
て
向▼

▼
▼

上
人
と
同
じ
に
な
れ
る
の

だ
。
も
し
突
き
抜
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
た
だ
仏
の
教
え
を
学
び
祖
の
教
え
を
学
ぶ
だ
け
で
、
永
遠
に
悟
る
と
き
は
な
い
。」

③
天
下
太
平　
「（
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
た
）
太
平
無
事
の
世
界
。」『
雲
門
広
録
』
巻
中
、「
挙
す
：
〈
世
尊
初
生
下
，
一
手

指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
歩
，
目
顧
四
方
，
云
：
天
上
天
下
唯
我
独
尊
。〉
師
云
：
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
与
狗

子
喫
却
，
貴
図
天
下
太
平
。」

〔
二
〇
〕
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百

問
：
「
遊
子
歸
家
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
且
喜
歸
來
。」
曰
：
「
將
何
奉
獻
？
」
師
曰
：
「
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百
。」

＊

問①�

う
、「
遊②�

子
、
家
に
帰
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
且③�

く
帰
り
来
る
を
喜
ぶ
。」
曰
く
、「
何④�

を
将
て
か
奉
献
せ
ん
。」

師
曰
く
、「
朝⑤�

に
打
つ
こ
と
三
千
、
暮
に
打
つ
こ
と
八
百
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
遊
子
帰
家
時
如
何　
「
遠
く
他
郷
に
あ
っ
た
旅
人
が
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
な
ら
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。」
自
ら
を
還
郷
の

遊
子
に
な
ぞ
ら
え
て
問
う
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
天
皇
寺
道
悟
伝
付
崇
信
伝
、「
乃
ち
悟
に
問
う
て
云
く
、〈
未
だ
心
要

を
指
示
す
る
を
蒙
ら
ず
。〉
悟
公
云
く
、〈
時
時
に
相
い
示
せ
り
。〉
信
は
斯こ

の
言
を
飡さ

稟ず

か
り
、
遊
子
の
家
に
還
る
が
如

く
、
貧
人
の
宝
を
得
た
る
が
若
し
。」
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③
且
喜
帰
来　
「
そ
れ
は
お
め
で
と
う
。」

④
將
何
奉
獻　
「
父
母
へ
の
お
土
産
に
何
を
進
呈
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」

⑤
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百　
「（
人
に
進
呈
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
な
ら
）
朝
晩
に
（
罰
棒
を
）
何
発
も
く
ら
わ

せ
て
や
る
。」
あ
る
い
は
、「
お
土
産
ど
こ
ろ
か
、
帰
郷
す
る
こ
と
自
体
、
罰
棒
も
の
だ
。」

『
汾
陽
語
録
』
巻
一
、「
問
う
、〈
大
作
業
底
の
人
来
ら
ば
、
師
は
還は

た
相
い
為た

め

に
す
る
や
。〉
師
云
く
、〈
朝
打
三
千
、
暮

打
八
百
。〉〈
恁か

麼く

な
れ
ば
則
ち
眉
は
八
字
に
分
か
れ
、
眼
は
金
剛
に
似
た
り
。（
眉
を
つ
り
上
げ
て
怒
り
ま
す
ぞ
。）〉
師
云

く
、〈
泥
人
退
歩
す
。（
獄
卒
も
お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
。）〉」

本
書
巻
二
四
清
涼
院
文
益
禪
師
章
、「
問
う
、〈
蕩
子
の
郷
に
還か

え

る
時
は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
何
を
将
て
か
奉
献
せ
ん
。〉

曰
く
、〈
一
物
も
有
る
無
し
。〉
師
曰
く
、〈
日
給
は
作い

麼か

生ん

。（
そ
れ
な
ら
毎
日
な
に
を
差
し
上
げ
る
の
だ
。）〉」

〔
二
一
〕
羚
羊
挂
角

師
謂
衆
曰
：
「
如
好
獵
狗
只
解
尋
得
有
蹤
迹
底
。
忽
遇
羚
羊
挂
角
，
莫
道
跡
，
氣
亦
不
識
。」
僧
問
：
「
羚
羊
挂
角
時
如

何
？
」
師
曰
：
「
六
六
三
十
六
。」
又
曰
：
「
會
麼
？
」
僧
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
不
見
道
無
蹤
迹
。」　　
　
　
　

有
僧
擧
似
趙
州
。
趙
州
云
：
「
雲
居
師
兄
猶
在
。」
僧
乃
問
：
「
羚
羊
挂
角
時
如
何
？
」
趙
州
云
：
「
六
六
三
十
六
。」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
好②�

き
猟
狗
の
如
き
も
只
だ
解
く
蹤
迹
底
有
る
を
尋
ね
得
た
る
の
み
。
忽も

し
羚
羊
の
角
を
挂
く

る
に
遇
わ
ば
、
跡
は
莫も

と
よ道

り
、
気
も
亦
た
識
ら
ず
。」
僧
問
う
、「
羚③�

羊
の
角
を
挂
く
る
時
は
如
何
。」
師
曰
、「
六④�

六
三
十

六
。」
又
た
曰
く
、「
会
す
や
。」
僧
曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
道⑤�

う
を
見
ず
や
、
蹤
迹
無
し
と
。」

有
る
僧
、
趙
州
に
挙
似
す
。
趙⑥

州
云
く
、「
雲
居
師
兄
猶
お
在
り
。」
僧
乃
ち
問
う
、「
羚
羊
の
角
を
挂
く
る
時
は
如
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何
。」
趙⑦�

州
云
く
、「
六
六
三
十
六
。」＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
趙
州
録
』
巻
下
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、

『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
下
、『
五

灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
に
も
収
め
る
。

②
如
好
獵
狗
只
解
尋
得
有
蹤
迹
底
。
忽
遇
羚
羊
挂
角
，
莫
道
跡
，
氣
亦
不
識　
「
立
派
な
猟
犬
で
も
足
跡
を
追
跡
で
き
る
だ

け
だ
。
角
を
木
に
掛
け
た
羚
羊
に
出
遇
っ
た
な
ら
、
足
跡
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
気
配
さ
え
も
気
づ
か
ぬ
。」「
蹤
迹
底
」
と

は
言
句
の
こ
と
、「
猟
犬
」
と
は
下
文
に
雪
峰
が
い
う
「
尋
言
逐
句
」
の
こ
と
。

「
羚
羊
」
は
羊
に
似
て
大
き
く
、
角
に
螺
旋
状
の
皺
が
あ
る
。
夜
は
角
を
樹
に
懸
け
（
足
跡
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し
）
て
眠

り
、
禍
患
を
防
ぐ
と
伝
説
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
「
羚
羊
掛
角
」
は
痕
跡
を
と
ど
め
ぬ
方
便
で
な
い
第
一
義
の
接
化
に
喩

え
ら
れ
る
。『
埤
雅
』
巻
五
、「
羚
羊
は
羊
に
似
て
而し

か

も
大
、
角
に
は
円
繞
の
蹙
文
有
り
。
夜
は
則
ち
角
を
木
の
上
に
懸

け
、
以
て
患
を
防
ぐ
。」
な
お
『
祖
堂
集
』、『
趙
州
録
』
は
「
霊
羊
」
に
作
る
（
羚
・
霊
同
音
）。

本
書
巻
一
六
雪
峰
義
存
章
、「
我
若
東
道
西
道
，
汝
則
尋
言
逐
句
；
我
若
羚
羊
挂
角
，
汝
向
什
麼
処
捫
摸
？
（
わ
し
が
あ

れ
こ
れ
説
い
て
聞
か
せ
た
な
ら
、
君
た
ち
は
言
句
の
観
念
を
追
い
求
め
る
。
も
し
羚
羊
が
木
に
角
を
懸
け
て
足
跡
を
消
す
よ
う

な
や
り
方
を
し
た
な
ら
、
君
た
ち
は
ど
こ
に
手
が
か
り
を
求
め
る
か
。）」

「
如
好
猟
狗
」
は
『
祖
堂
集
』
は
「
如
人
将
一
百
貫
銭
買
得
猟
狗
」（『
宗
門
摭
英
集
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
は
「
三
十
貫

銭
」、『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』、『
禅
門
拈
頌
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
三
貫
銭
」）
に
作
る
。

③
羚
羊
挂
角
時
如
何　
「
羚
羊
が
角
を
木
に
懸
け
る
と
ど
う
な
る
の
で
す
か
。」

④
六
六
三
十
六　

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。「
羚
羊
掛
角
」（
第
一
義
）
を
臆
面
も
な
く
問
う
こ
と
に
対
し
て
嘲
笑
す
る
気
分
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が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
二
百
丈
惟
政
章
（
嗣
石
霜
楚
円
）、「
問
：
〈
達
磨
未
来
時
如
何
？
〉
師
曰
：

〈
六
六
三
十
六
。〉
曰
：
〈
来
後
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
九
九
八
十
一
。〉」

⑤
不
見
道
無
蹤
迹　
「
足
跡
を
残
さ
ぬ
と
言
っ
た
だ
ろ
う
。」
第
一
義
（
真
理
）
は
言
葉
で
限
定
で
き
な
い
以
上
、
そ
れ
を
伝

え
る
方
も
「
羚
羊
掛
角
」
の
よ
う
に
痕
跡
を
残
さ
ぬ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

⑥
趙
州
云
：
雲
居
師
兄
猶
在　
「
雲
居
師
兄
は
な
お
健
在
だ
。」
趙
州
が
雲
居
を
「
師
兄
」
と
呼
ぶ
の
は
正
し
く
な
い
が
、

「
六
六
三
十
六
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
雲
居
に
敬
意
を
表
し
て
「
師
兄
」
と
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

⑦
趙
州
云
：
六
六
三
十
六　
『
趙
州
録
』、『
宗
門
統
要
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』、『
禅
門
拈
頌
集
』
な
ど
は

「
九
九
八
十
一
」
に
作
る
。
な
お
『
宗
門
摭
英
集
』、『
五
灯
会
元
』
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　
　

 

曰
：
「
得
恁
麼
難
会
。」
州
曰
：
「
有
甚
麼
難
会
！
」
曰
：
「
請
和
尚
指
示
。」
州
曰
：
「
新
羅
、
新
羅
。（
あ
と
の
祭

り
だ
。）」
又
問
長
慶
：
「
羚
羊
挂
角
時
如
何
？
」
慶
曰
：
「
草
裏
漢
。（
君
は
屍

し
か
ば
ねだ

）」
曰
：
「
挂
後
如
何
？
」
慶
曰
：

「
乱
呌
喚
。（
ま
だ
で
た
ら
め
を
言
う
か
）」
曰
：
「
畢
竟
如
何
？
」
慶
曰
：
「
驢
事
未
去
，
馬
事
到
来
。（
い
い
か
げ
ん

に
し
ろ
。）」

〔
二
二
〕
影
と
本
身

衆
僧
夜
參
。
侍
者
持
燈
來
、
見
影
在
壁
上
。
有
僧
便
問
：
「
兩
箇
相
似
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
一
个
是
影
。」

＊

衆①�

僧
、
夜
参
す
。
侍
者
、
灯
を
持
ち
来
る
に
、
影②�

、
壁
上
に
在
る
を
見
る
。
有
る
僧
、
便
ち
問
う
、「
両②�

箇
相
似
た
る
時

は
如
何
。」
師
曰
く
、「
一③�

个
は
是
れ
影
な
り
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
見
影
在
壁
上
。
有
僧
便
問
：
兩
箇
相
似
時
如
何　

壁
に
映
っ
た
影
を
見
て
問
う
、「
本
身
と
影
は
よ
く
似
て
切
り
離
せ
な

い
あ
り
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
両
箇
」
と
は
本
身
（
法
身
）
と
影
（
肉
身
）。
洞
山
が
水
に
映
っ

た
自
分
の
影
を
見
て
大
悟
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
問
う
の
で
あ
ろ
う
。「
後
に
水か

わ

を
過わ

た

り
て
影
を
覩み

る
に
因よ

り
、
前

旨
を
大
悟
す
。
因よ

り
て
一
偈
有
り
て
曰
く
、〈
切
に
忌
む
他か

げ

に
従
っ
て
覓
む
る
こ
と
を
、
迢
迢
と
し
て
我
と
疎
な
り
。
我

れ
今
独ひ

自と

り
往
く
に
、
処

い
た
る
と
こ
ろ

処
に
渠か

れ

に
逢
う
を
得
た
り
。
渠か

れ

は
今
正ま

さ

に
是
れ
我
れ
な
る
も
、
我
れ
今
渠か

れ

に
不あ

是ら

ず
。
応
に
須

ら
く
恁か

麼く

会
し
て
、
方は

じ

め
て
如
如
に
契
う
を
得
ん
。〉」（
本
書
巻
一
五
洞
山
良
价
章
）。

③
師
曰
：
一
个
是
影　
「
一
つ
は
影
だ
が
、
他
の
方
は
何
だ
、
そ
れ
が
問
題
な
の
だ
。」『
金
光
明
経
』
巻
二
、「
仏
真
法
身
，

猶
如
虚
空
，
応
物
現
形
，
如
水
中
月
」（
Ｔ
一
六
・
三
四
四
中
）。

『
楚
石
梵
琦
禅
師
語
録
』
巻
八
、「
師
は
一
夜
、
僧
と
暗

く
ら
や
みに

坐
す
に
、
童
子
灯
を
点と

も

し
来
る
。
師
問
う
、〈
両
箇
相
い
似

た
り
、
一
箇
は
是
れ
影
な
り
、
那そ

の
一
箇
は
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。（
影
で
な
い
ほ
う
は
何
だ
）〉
僧
無
語
。
師
代
わ
り
て
云
く
、

〈
更
に
阿た

誰れ

に
か
問
う
。（
そ
の
一
箇
は
私
自
身
で
す
、
解
り
き
っ
た
こ
と
で
す
の
に
、
い
っ
た
い
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す

か
）〉」。

〔
二
三
〕
帰
郷

問
：
「
學
人
擬
欲
歸
郷
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
只
這
是
。」

＊

問①�

う
、「
学②�

人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

欲っ

す
る
時
は
如
何
。」
師③�

曰
く
、「
只
だ
這こ

れ
ぞ
是
れ
な
り
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
學
人
擬
欲
帰
郷
時
如
何　
「
私
は
故
郷
に
帰
り
た
い
の
で
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
郷
」
は
父
母
未
生
前
の
我
が
本
来

の
家
郷
。
帰
郷
問
答
は
、
本
書
巻
一
四
薬
山
章
の
以
下
の
問
答
が
最
初
。「
僧
問
う
、〈
学
人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
時

は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
汝
が
父
母
は
徧
身
紅
爛
し
、
荊
棘
林
中
に
臥
在
す
、
汝
何
の
所
に
か
帰
る
。（
帰
る
べ
き
家
郷
は

な
い
。）〉
僧
曰
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
帰
り
去
ら
ざ
る
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
汝
却
っ
て
須
ら
く
帰
り
去
る
べ
し
。
汝
若

し
帰
郷
せ
ば
、
我
れ
汝
に
箇
の
休
粮
の
方
を
示
さ
ん
。〉
僧
曰
く
、〈
便
ち
請
う
。〉
師
曰
く
、〈
二
時
に
堂

じ
き
ど
うに

上
り
、
一
粒

の
米
を
も
齩
破
す
る
を
得
ざ
れ
。（
帰
る
と
こ
ろ
は
飯
を
食
わ
ぬ
と
こ
ろ
、
法
身
を
暗
示
す
る
。）〉」
ま
た
本
書
巻
一
六
楽
普

章
、「
問
う
、〈
学
人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
時
は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
家
破
れ
人
亡し

す
、
子
何い

ず
こ処

に
か
帰
る
。〉
曰
く
、

〈
恁
麼
な
れ
ば
即
ち
帰
り
去
ら
ざ
る
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
庭
前
の
残
雪
は
日
輪
消
す
も
、
室
内
の
遊
塵
は
誰た

れ

を
し
て
か
掃は

ら

わ
し
む
。（
庭
の
残
雪
は
日
光
が
消
し
て
く
れ
る
が
、
帰
ら
な
け
れ
ば
部
屋
に
浮
遊
す
る
埃
は
誰
が
掃
除
す
る
の
だ
。）〉」

③
師
曰
：
只
這
是　

汝
の
五
薀
身
の
ほ
か
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
家
郷
が
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
。「
只
這
是
」
と
は
、
現
実

の
わ
が
肉
身
を
指
し
て
い
う
。
本
書
巻
一
五
洞
山
章
、「
又
た
雲
巌
に
問
う
、〈
和
尚
の
百み

ま
か
り年

し
後
、
忽も

し
人
有
っ
て
『
還は

た
師
の
真
を
邈え

が

き
得
た
る
や
』
と
問
わ
ば
、
如
何
が
祗こ

対た

え
ん
。〉
雲
巌
曰
く
、〈
但
だ
伊か

れ

に
向
っ
て
道い

え
、
即
ち
這こ

箇れ

ぞ

是
れ
な
り
。〉
師
良
久
す
。
雲
巌
曰
く
、〈
這こ箇
の
事
を
承う

け
と当

め
ん
に
は
、
大
い
に
須
ら
く
審
細
な
る
べ
し
。〉」

〔
二
四
〕
仏
陀
波
利

新
羅
僧
問
：
「
佛
陀
波
利
見
文
殊
，
爲
什
麼
却
迴
去
？
」
師
曰
：
「
只
爲
不
將
來
，
所
以
却
迴
去
。」

＊

新①�

羅
僧
問
う
、「
仏②�

陀
波
利
は
文
殊
を
見
て
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
却か

迴え

り
去
る
。」
師
曰
く
、「
只
だ
将も

ち
来
ら
ざ
る
が
為
に
、
所
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以
に
却か

迴え

り
去
る
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
収
め
る
。

②
佛
陀
波
利
見
文
殊
，
為
什
麼
却
迴
去　
「
仏
陀
波
利
は
五
台
山
の
文
殊
菩
薩
に
遇
っ
て
、
ど
う
し
て
西
国
に
引
き
返
し
た

の
で
す
か
。（
引
き
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。）」
仏
陀
波
利
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
中
国
に
は
じ
め
て
将

来
し
翻
訳
し
た
。
仏
陀
波
利
訳
に
付
さ
れ
た
志
静
撰
の
経
序
に
よ
れ
ば
、
そ
の
取
経
伝
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
西
国
よ
り
漢
土
に
来
て
五
台
山
に
着
い
た
仏
陀
波
利
は
、
五
体
投
地
し
て
云
う
、「
如
来
滅
後
、

衆
聖
は
霊
徳
を
隠
し
ま
し
た
が
、
た
だ
文
殊
菩
薩
だ
け
は
こ
の
山
中
で
衆
生
を
導
き
菩
薩
を
教
化
さ
れ
て
い
る
。
残
念

に
も
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
八
難
の
た
め
に
聖
容
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
遠
く
流
沙
を
渉
っ
て
来
た
の
は
拝
謁
せ
ん
が
た

め
で
す
。
ど
う
か
大
慈
大
悲
も
て
い
つ
く
し
み
を
垂
れ
、
尊
容
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。」
礼
し
終
わ
る
と
、
一
人
の
老

人
が
山
中
よ
り
出
て
き
て
梵
語
で
仏
陀
波
利
に
云
う
、「
法
師
は
道
を
慕
い
遠
く
遺
跡
を
尋
ね
て
き
た
が
、
漢
地
の
衆

生
は
罪
業
を
造
り
、
出
家
も
戒
律
を
犯
す
こ
と
が
多
い
。
た
だ
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
だ
け
が
衆
生
の
一
切
悪
業
を
滅
す

こ
と
が
で
き
る
。
法
師
は
こ
の
経
を
持
っ
て
き
た
か
。」
仏
陀
波
利
、「
礼
謁
に
来
ま
し
た
の
で
、
持
っ
て
来
て
い
ま
せ

ん
。」
老
人
、「
持
っ
て
来
な
け
れ
ば
何
の
益
も
な
い
。
文
殊
に
出
逢
っ
て
も
そ
れ
と
判
る
ま
い
。
師
は
西
国
に
引
き
返

し
て
経
を
将
来
し
漢
土
に
流
伝
せ
よ
。
そ
れ
が
群
生
を
利
益
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
獄
に
い
る
人
々
を
救
う
こ
と
で
あ

り
、
諸
仏
に
報
恩
す
る
こ
と
だ
。
経
を
将
来
し
て
こ
こ
に
来
た
な
ら
、
文
殊
菩
薩
の
居
場
所
を
教
え
て
や
ろ
う
。」
仏

陀
波
利
は
西
国
に
帰
っ
て
此
の
経
を
求
め
た
。
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
引
き
返
し
て
長
安
に
着
く
と
、
経
典
将
来
の
経

緯
を
皇
帝
に
聞
奏
し
た
。
帝
は
経
を
奉
納
さ
せ
、
日
照
三
蔵
（
地
婆
訶
羅
）
と
杜と

行こ
う

顗ぎ

に
訳
さ
せ
て
経
本
を
宮
中
に
と

ど
め
た
。
仏
陀
波
利
は
経
を
流
布
す
る
目
的
を
訴
え
て
、
梵
本
を
返
却
し
て
も
ら
い
、
西
明
寺
僧
の
順
貞
と
と
も
に
翻
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訳
し
終
え
る
と
、
梵
本
を
携
え
て
五
台
山
に
入
っ
た
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
。（
Ｔ
一
九
・
三
四
九
中
～
下
）

唐
代
に
多
く
の
訳
本
が
作
ら
れ
た
が
、
仏
陀
波
利
訳
が
最
も
流
布
し
た
。
七
世
紀
末
の
こ
ろ
よ
り
石
製
の
「
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
幢
」
が
造
ら
れ
は
じ
め
て
信
仰
を
集
め
、
中
国
全
土
に
数
多
く
の
「
経
幢
」
が
建
造
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
日

本
に
も
及
ん
で
い
る
。
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
は
他
に
『
開
元
釈
教
録
』
巻
九
、『
続
古
今
訳
経
図
紀
』
巻
一
、『
宋
高

僧
伝
』
巻
二
な
ど
数
多
く
の
文
献
に
見
え
る
。
佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究
─
特
に
仏
陀
波
利
の
取
経
伝

説
を
中
心
と
し
て
─
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
33　

二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
三
開
成
五
年
〔
五
月
〕
廿
三
日
条
に
、「
西
国
僧
の
仏
陀
波
利
は
空
手
に
し
て
山
門
に
来
到

す
る
に
、
文
殊
は
老
人
の
身
を
現
わ
し
て
、
山
に
入
る
を
許
さ
ず
、
更
に
西
国
に
往
き
て
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
を
取も

と

め

し
む
。
其
の
僧
は
却ま

た
西
天
に
到
り
、
経
を
取も

と

め
来
っ
て
、
此
の
山
に
到
る
。
文
殊
は
接み

ち
び引

い
て
、
同と

も

に
此
の
窟
に

入
る
。
波
利
纔
か
に
入
る
に
、
窟
門
自
ら
合と

じ
、
今
に
于お

い
て
開
か
ず
」
と
あ
り
、
九
世
紀
中
葉
の
こ
ろ
に
は
既
に
老

人
は
文
殊
の
化
現
と
見
な
さ
れ
、
五
台
山
文
殊
信
仰
と
結
び
つ
き
、
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
問
い
。
従
っ
て
取
経
の
た
め
に
引
き
返
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
問
う
の
は
、

禅
の
宗
旨
か
ら
言
え
ば
、
引
き
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
後
に
次
の
よ
う

な
問
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
『
宗
門
拈
古
彙
集
』
巻
四
か
ら
引
く
。

　

 

忻
州
の
一
老
翁
、
因
に
仏
陀
波
利
尊
者
、
台
山
に
遊
ぶ
。
老
翁
見
て
乃
ち
問
う
、「
什い

麼ず

処こ

に
向
っ
て
か
去
る
。」
尊

者
曰
く
、「
台
山
に
文
殊
を
礼
し
去
る
。」
老
翁
曰
く
、「
大
徳
は
文
殊
に
見あ

わ
ば
、
還
た
識
る
や
。」
尊
者
対こ

た

う
る
無

し
。
汾
陽
昭
（
九
四
七
～
一
〇
二
四
）
代
わ
っ
て
云
く
、「
今
日
慶
幸
。（
今
日
は
お
目
に
か
か
れ
て
め
で
た
く
思
い
ま

す
。）」

　

 

台
山
老
翁
、
仏
陀
波
利
に
問
う
て
曰
く
、「
尊
者
は
何い

ず
こよ

り
か
来
る
。」
者
曰
く
、「
西
国
よ
り
来
る
。」
翁
曰
く
、「
還
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た
仏
頂
尊
勝
経
を
将も

ち
得え

来
る
や
。」
者
曰
く
、「
将も

ち
得
来
ら
ず
。」
翁
曰
く
、「
空
し
く
来
っ
て
何
の
益
か
あ
ら

ん
。」
尊
者
遂
に
回か

え

る
。
太
陽
玄
（
九
四
三
～
一
〇
二
七
）
云
く
、「
当
初
甚な

麼ん

の
語
を
下
し
得え

ば
、
老
翁
と
相
見
す
る

を
得
て
、
西
天
に
回
る
を
免ま

ぬ
かる

る
や
。」
乃
ち
両
手
を
展
じ
て
伊か

れ

に
似し

め

す
。

③
只
爲
不
將
來
，
所
以
却
迴
去　
「
持
っ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
、
取
り
に
帰
っ
た
」
と
い
う
の
が
文
字
通
り
の
意
味
。〔
二

八
〕
に
は
、
念
経
の
僧
に
「
経
を
念
じ
て
い
る
お
前
は
、
ど
う
い
う
経
か
」
と
訊
い
て
い
る
よ
う
に
、
禅
で
は
自
己
こ
そ

が
本
当
の
経
で
あ
り
、
お
前
も
持
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
自
己
こ
そ
が
経
典
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
ら

ぬ
の
で
は
な
い
か
）、
と
い
う
の
が
裏
の
意
味
。

〔
二
五
〕
仏
法
を
学
ぶ
人
は
釘
鉄
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

師
謂
衆
曰
：
「
學
佛
法
底
人
如
斬
釘
截
鐵
始
得
。」
時
一
僧
出
曰
：
「
便
請
和
尚
釘
鐵
。」
師
曰
：
「
口
裏
底
是
什
麼
？
」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
仏②�

法
を
学
ぶ
底
の
人
は
釘
を
斬
り
鉄
を
截
る
が
如
く
し
て
始
め
て
得よ

し
。」
時
に
一
僧
出
で

て
曰
く
、「
便③�

ち
和
尚
の
釘
鉄
を
請
う
。」
師
曰
く
、「
口④�

裏
底
は
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。」

＊

①
本
話
は
本
書
に
の
み
収
録
。

②
學
佛
法
底
人
如
斬
釘
截
鐵
始
得　
「
仏
法
を
修
行
す
る
者
は
釘
を
斬
り
鉄
を
断
つ
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。」「
斬
釘

截
鉄
」
と
は
言
葉
や
思
慮
分
別
を
絶
つ
こ
と
。『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
段
、「
天
復
元
年
辛
酉
歳
秋
忽
有

微
疾
。
…
…
主
事
及
三
堂
上
座
参
省
，
師
顧
視
云
：
〈
汝
等
在
此
，
粗
知
遠
近
。
生
死
尋
常
，
勿
以
憂
慮
；
斬
釘
截
鉄
，

莫
違
仏
法
；
出
生
入
死
，
莫
負
如
来
。
事
宜
無
多
，
人
各
了
取
。（
お
前
た
ち
は
こ
こ
で
修
行
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
ほ
ぼ
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時
期
は
分
か
っ
て
お
ろ
う
。
死
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
心
配
は
い
ら
ぬ
。
言
語
思
慮
を
断
ち
切
り
、
仏
法
に
違
背
し
て
は
な

ら
ぬ
。
生
き
る
も
死
ぬ
も
、
如
来
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
。
や
る
べ
き
事
は
た
だ
一
つ
、
各
々
片
を
付
け
る
の
だ
。）〉」『
碧
巌

録
』
第
一
四
則
本
則
評
唱
、「
釘
を
斬
り
鉄
を
截
る
が
如
く
、
人
を
し
て
他そ

底れ

を
義
解
卜
度
し
得
ざ
ら
し
む
。」『
虚
堂
和

尚
語
録
』
巻
九
、「
僧
云
く
、〈
今
日
径
山
開
炉
す
、
還は

た
学
人
の
議
論
す
る
を
許
す
や
。〉
師
云
く
、〈
斬
釘
截
鉄
は
未
だ

是
れ
作
家
な
ら
ず
。〉」
道
忠
注
し
て
云
う
、「
絶
言
絶
慮
な
る
も
猶
お
未
だ
是
れ
作
家
と
為
さ
ず
、
況
ん
や
議
論
に
渉
る

は
何
の
事
を
済な

す
に
堪
え
ん
」（
基
本
典
籍
叢
刊
『
虚
堂
録
犁
耕
』
一
一
二
八
頁
）。

③
便
請
和
尚
釘
鐵　
「
そ
れ
な
ら
修
行
者
が
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
和
尚
の
言
う
釘
鉄
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
断
ち
切
っ
て

み
せ
ま
し
ょ
う
。）」

④
口
裏
底
是
什
麼　
「
口
の
な
か
に
あ
る
の
は
何
だ
。」
そ
れ
（
舌
）
が
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
釘
鉄
だ
。

〔
二
六
〕
経
典
読
誦
の
功
徳

僧
問
：
「
承
教
有
言
：
〈
是
人
先
世
罪
業
，
應
墮
惡
道
，
以
今
世
人
輕
賤
〉，
此
意
如
何
？
」
師
曰
：
「
動
即
應
墮
惡

道
，
靜
即
爲
人
輕
賤
。」

　
　

崇
壽
稠
答
云
：
「
心
外
有
法
，
應
墮
惡
道
；
守
住
自
己
，
爲
人
輕
賤
。」

＊

僧①�

問
う
、「
承②�

る
に
教
に
言
う
有
り
、〈
是
の
人
は
先
世
の
罪
業
に
て
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
き
を
、
今
世
に
人
に
軽
賤
せ

ら
る
る
を
以
て
〉
と
。
此
の
意
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
動③�

ず
れ
ば
即
ち
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
し
、
静
な
れ
ば
即
ち
人
の
為
に

軽
賤
せ
ら
る
。」

　

 

崇④�

寿
稠
答
え
て
云
う
、「
心⑤�

外
に
法
有
ら
ば
、
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
し
、
自
己
に
守
住
せ
ば
、
人
の
為
に
軽
賤
せ
ら
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る
。」

＊

①�
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
承
教
有
言
〈
是
人
先
世
罪
業
，
應
墮
惡
道
，
以
今
世
人
輕
賤
〉，
此
意
如
何　
「〈（
こ
の
経
典
を
受
持
読
誦
し
て
い
る
）
こ

の
人
は
前
世
に
悪
道
に
落
ち
る
よ
う
な
罪
業
を
造
っ
た
が
、
今
世
で
人
に
侮
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
前
世
の
罪
業
が

消
滅
し
、
悟
り
を
得
る
）〉
と
経
に
説
か
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」「
教
」
と
は

『
金
剛
般
若
経
』
能
浄
業
障
分
第
十
六
、「
復
た
次
に
須
菩
提
よ
、
善
男
子
・
善
女
人
、
此
の
経
を
受
持
し
読
誦
し
て
、
若

し
人
に
軽
賤
せ
ら
る
れ
ば
、
是
の
人
は
先
世
の
罪
業
に
て
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
き
を
、
今
世
に
人
に
軽
賤
せ
ら
る
る
を

以
て
の
故
に
、
先
世
の
罪
業
は
則
ち
為
に
消
滅
し
、
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
べ
し
。」
こ
の
一
段
は
唐
宋
代
の

禅
で
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
た
。
神
会
『
問
答
雑
徴
義
』
第
二
三
（
石
井
本
第
一
八
段
）
乾
光
法
師
問
、
大
珠
慧
海
『
頓

悟
入
道
要
門
論
』
第
一
七
段
、
慧
能
に
仮
託
さ
れ
た
『
金
剛
経
解
義
』（
神
会
と
ほ
ぼ
同
旨
）、『
雪
竇
頌
古
』
第
九
七
則

（『
碧
巌
録
』
第
九
七
則
）、『
宏
智
頌
古
』
第
五
八
則
（『
従
容
録
』
第
五
八
則
）
な
ど
。

③
動
即
應
墮
惡
道
，
靜
即
為
人
輕
賤　
「
起
心
動
念
す
れ
ば
悪
道
に
落
ち
込
む
、
心
を
静
止
す
れ
ば
人
に
侮
蔑
さ
れ
る
。」

「
動
」
も
「
静
」
も
（
相
対
の
二
辺
）、
と
も
に
駄
目
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
経
典
受
持
の
功
徳
を
認
め
な
い
。
次
の
〔
二

八
〕
に
「
念
者
是
什
麼
経
？
（
念
経
し
て
い
る
お
前
自
身
は
何
の
経
だ
。）」
と
い
う
よ
う
に
、
自
己
を
明
ら
め
る
こ
と
こ

そ
が
真
の
念
経
で
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第
九
七
則
本
則
評
唱
、「
雪
竇
拈
来
頌
這
意
，
欲
打
破
教
家
鬼
窟
裏
活
計
。
…
…
拠

教
家
，
転
此
二
十
余
張
経
，
便
喚
作
持
経
。
有
什
麼
交
渉
？
有
底
道
，
経
自
有
霊
験
。
若
恁
麼
，
你
試
将
一
巻
，
放
在
閑

処
看
他
有
感
応
也
無
。
法
眼
云
：
証
仏
地
者
，
名
持
此
経
。
経
中
云
：
一
切
諸
仏
及
諸
仏
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
，
皆

従
此
経
出
。
且
道
，
喚
什
麼
作
此
経
。
…
…
古
人
道
：
人
人
有
一
巻
経
。
又
道
：
手
不
執
経
巻
，
常
転
如
是
経
。」
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雪
竇
は
こ
の
経
言
を
と
り
あ
げ
て
頌
し
、
幽
鬼
の
住
み
か
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
教
家
を
打
ち
壊
そ
う
と
し
た
。
…
…

教
家
は
、
此
の
二
十
余
張
の
経
を
読
む
こ
と
が
、
経
の
受
持
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
大
違
い
だ
。
経
に
も
と
も
と
霊
験
が

あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら
、
一
巻
を
静
か
な
場
所
に
放
置
し
て
、
経
に
霊
験
が
あ
る
か
試
し
て
み
よ
。
法
眼
は
「
仏
の

境
界
を
自
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
此
の
経
を
受
持
す
る
こ
と
だ
。」
と
言
っ
た
。
経
中
に
も
「
一
切
諸
仏
及
び
諸
仏
の

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
は
、
皆
な
此
の
経
よ
り
出
づ
。」
と
説
か
れ
て
い
る
。
さ
あ
言
え
、
此
の
経
と
は
何
だ
。
…
…

古
人
は
「
ど
の
人
も
一
巻
の
経
を
有
し
て
い
る
。」
と
言
い
、
ま
た
「
手
に
経
巻
を
持
た
ず
に
、
常
に
こ
の
よ
う
な
経
を
読

む
。」
と
言
う
。」

な
お
神
会
や
『
金
剛
経
解
義
』
は
受
持
読
誦
を
否
定
せ
ず
、「
軽
賤
」
の
意
を
独
自
に
解
し
、
大
珠
慧
海
も
経
典
を
離
れ

て
「
軽
賤
」
の
意
を
独
自
に
説
い
て
い
る
。

④
崇
寿
稠　

法
眼
文
益
に
嗣
い
だ
撫
州
崇
寿
院
契
稠
禅
師
（
？
～
九
九
二
）、
本
書
巻
二
五
。

⑤
心
外
有
法
，
應
墮
惡
道
；
守
住
自
己
，
為
人
輕
賤　
「
心
の
外
に
存
在
す
る
法
が
あ
れ
ば
悪
道
に
堕
ち
、
自
己
に
固
執
す

れ
ば
人
に
軽
蔑
さ
れ
る
。」
こ
れ
も
金
剛
経
受
持
の
霊
験
を
認
め
な
い
。「
守
住
自
己
」
は
、
自
己
を
絶
対
化
す
る
こ
と
を

戒
め
る
百
丈
の
語
。

　
『
百
丈
広
録
』、「
仏
出
世
度
衆
生
，
是
九
部
教
語
，
是
不
了
義
教
語
。
瞋
及
喜
，
病
及
薬
，
揔
是
自
己
，
更
無
両
人
。
何

処
有
仏
出
世
？
何
処
有
衆
生
可
度
？
如
経
云
：
〈
実
無
衆
生
得
滅
度
者
〉，
亦
云
：
〈
不
愛
仏
菩
提
〉。
不
貪
染
有
無
諸

法
，
名
為
度
他
，
亦
不
守
住
自
己
，
名
為
自
度
。
為
病
不
同
，
薬
亦
不
同
，
処
方
不
同
，
不
得
一
向
固
執
。
依
仏
依
菩
提

等
法
，
尽
是
依
方
。
故
云
：
至
於
智
者
，
不
得
一
向
。」

仏
が
出
世
し
て
衆
生
を
済
度
し
た
と
い
う
の
は
、
九
部
教
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
不
了
義
教
の
教
え
で
あ
る
。
怒
っ
た
り

喜
ん
だ
り
、
病
気
も
薬
も
、
す
べ
て
自
己
の
こ
と
で
あ
り
、（
病
む
者
も
の
と
薬
を
与
え
る
者
と
い
う
）
二
人
い
る
の
で
は
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決
し
て
な
い
。
ど
こ
に
人
を
救
う
た
め
に
出
世
し
た
仏
が
い
よ
う
、
ど
こ
に
救
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
衆
生
が
お
ろ
う
。

経
典
に
は
「
実
際
に
は
滅さ

と
り度

を
得
た
衆
生
な
ど
い
な
い
」、
ま
た
「
仏
・
菩
提
に
愛
着
し
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
相
対

的
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
も
の
に
執
わ
れ
な
い
の
が
、
他
を
度
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
自
己
に
固
執
し
な
い
の
が
、
自
ら

を
度
す
こ
と
だ
。
病
が
同
じ
で
な
い
か
ら
、
薬
も
同
じ
で
は
な
く
、
処
方
箋
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
だ
。
だ
か
ら
一
途
に
固
執

し
て
は
な
ら
ぬ
。
仏
に
依
存
し
菩
提
な
ど
の
教
え
を
頼
み
と
す
る
の
は
、
み
な
処
方
箋
に
依
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
だ
か

ら
〈
智
慧
あ
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
一
途
に
固
執
し
て
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
う
の
だ
。

〔
二
七
〕
香
積
飯

僧
問
：
「
香
積
之
飯
，
什
麼
人
得
喫
？
」
師
曰
：
「
須
知
得
喫
底
人
，
入
口
也
須
挑
出
。」

＊

僧①�

問
う
、「
香②�

積
の
飯
は
、
什な

ん
ぴ
と

麼
人
か
喫
す
る
を
得
た
る
。」
師
曰
く
、「
須③�

ら
く
知
る
べ
し
、
喫
す
る
を
得
た
る
底
の
人

も
、
口
に
入
る
も
也ま

た
須
ら
く
挑
出
す
べ
き
を
。」

＊

①
本
話
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
香
積
之
飯
，
什
麼
人
得
喫　
「
香
積
仏
の
香
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
う
い
う
人
で
す
か
。」「
香
積
之
飯
」
は
、

衆
香
国
に
現
在
す
る
香
積
仏
が
食
す
る
香
飯
で
、
そ
の
香
気
は
十
方
の
無
量
の
世
界
に
周
流
す
る
。『
維
摩
経
』
香
積
仏

品
に
、
維
摩
の
病
気
見
舞
い
に
文
殊
に
従
っ
て
き
た
諸
菩
薩
の
た
め
に
、
維
摩
は
菩
薩
を
化
作
し
て
香
積
仏
の
も
と
に
遣

わ
し
て
香
飯
の
残
り
も
の
を
も
ら
っ
て
こ
さ
せ
、
諸
菩
薩
に
供
し
た
。

③
須
知
得
喫
底
人
，
入
口
也
須
挑
出　
「
香
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
も
、
口
に
入
っ
た
な
ら
取
り
だ
さ
ね
ば
な
ら
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ぬ
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
。」
悟
り
を
得
た
人
も
、
そ
の
悟
り
を
吐
き
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
増
上
慢
に
な

る
。
そ
も
そ
も
得
ら
れ
る
よ
う
な
悟
り
な
る
も
の
は
な
い
。
な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
挑
」
を
「
抉
」（
口
を
こ
じ
あ
け

る
）
に
改
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
元
延
祐
本
も
「
抉
」
に
改
め
て
い
る
。

〔
二
八
〕
経
を
念と

な

え
て
い
る
者
は
何
と
い
う
経
か

有
一
僧
在
房
内
念
經
。
師
隔
窗
問
：
「
闍
梨
念
者
是
什
麼
經
？
」
對
曰
：
「
維
摩
經
。」
師
曰
：
「
不
問
維
摩
經
，
念
者

是
什
麼
經
？
」
其
僧
從
此
得
入
。

＊

一①�

僧
有
り
て
房
内
に
在
っ
て
経
を
念と

な

う
。
師
、
窓
を
隔
て
て
問
う
、「
闍
梨
が
念と

な

う
る
者
は
是
れ
什な

麼ん

の
経
ぞ
。」
対
え

て
曰
く
、「
維
摩
経
。」
師
曰
く
、「
維②�

摩
経
を
問
わ
ず
、
念
う
る
者
は
是
れ
什
麼
の
経
ぞ
。」
其③�

の
僧
、
此
れ
よ
り
得
入
す
。

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
応
菴
曇
華
禅
師
語
録
』
巻
四
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二

八
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
九
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も

採
ら
れ
る
。

②
不
問
維
摩
經
，
念
者
是
什
麼
經　
「
維
摩
経
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
唱
え
て
い
る
お
前
自
身
は
ど
う
い

う
経
典
な
の
だ
。」
唱
え
て
い
る
お
前
自
身
が
本
当
の
経
で
あ
る
。『
聯
灯
会
要
』
は
「
我
不
問
你
維
摩
経
，
念
底
是
甚

麼
？
」
に
作
る
。
自
己
こ
そ
が
真
の
経
典
で
あ
り
、
自
己
を
明
ら
め
る
こ
と
こ
そ
が
念
経
だ
、
と
い
う
こ
と
。〔
二
六
〕

の
「
動
即
応
堕
悪
道
，
静
即
為
人
軽
賤
」
の
注
③�
に
引
く
『
碧
巌
録
』
を
参
照
。
ま
た
智
旭
（
一
五
九
九
～
一
六
五
五
）

『
天
楽
鳴
空
集
』
巻
下
「
諸
経
各
称
第
一
」
に
本
話
を
引
い
て
言
う
、「
自
己
こ
そ
真
経
な
る
を
見
得
し
た
る
者
は
、
一
大
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蔵
は
俱す

べ

て
註
解
と
為
る
。
若
し
知
ら
ず
ん
ば
則
ち
是
に
反
し
、
乃
ち
真
経
を
以
て
註
解
と
為
し
、
而
し
て
文
字
を
解
せ

り
。
豈
に
顛
倒
な
ら
ず
や
。（
見
得
自
己
真
経
者
，
一
大
蔵
俱
為
註
解
。
若
不
知
則
反
是
乃
以
真
経
為
註
解
，
而
解
於
文
字
也
。

豈
不
顛
倒
乎
。）」

③
其
僧
從
此
得
入　

そ
の
僧
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悟
入
へ
の
手
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
。『
応
菴
曇
華
禅
師
語
録
』
所
引
は

「
其
僧
言
下
知
帰
」、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
「
其
僧
有
省
」。

〔
二
九
〕
孤
迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時

問
：
「
孤
迥
且
巍
巍
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
孤
迥
且
巍
巍
。」
僧
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
面
前
案
山
子
也
不
會
！
」

＊

問①�

う
、「
孤②�

こ

迥け
い

に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
孤③�

迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
り
。」
僧
曰
く
、「
会
さ
ず
。」

師
曰
く
、「
面④�

前
の
案
山
子
も
也
た
会
さ
ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
二
〇
段
、『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
二
七
湖
州
上
方
斉
岳
禅
師
二
則
之
二
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
三
に
も
採
ら
れ
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
師
示
衆
云
：
〈
孤
迥
且
巍
巍
。〉
僧
云
：
〈
便
請
。〉
師

云
：
〈
孤
迥
且
巍
巍
。〉
学
人
不
会
。
師
云
：
〈
是
你
面
前
按
山
，
豈
不
会
！
〉」

ま
た
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
で
は
、「
雲
居
膺
和
尚
示
衆
云
：
〈
孤
逈マ

マ

峭
巍
巍
。〉
却
問
僧
云
：
〈
会
麼
？
〉
僧
云
：

〈
不
会
。〉
居
云
：
〈
汝
面
前
案
山
子
也
不
会
！
〉」

『
五
灯
会
元
』
で
は
、「
上
堂
：
〈
孤
迥
迥
，
峭
巍
巍
。〉
僧
出
問
曰
：
〈
某
甲
不
会
。〉
師
曰
：
〈
面
前
案
山
子
也
不

会
！
〉」
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②
孤
迥
且
巍
巍
時
如
何　
「（
和
尚
の
言
う
）〈
は
る
か
に
独
脱
し
寄
り
つ
き
難
い
〉
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
次
元
の
消
息

で
す
か
。」「
孤
迥
且
巍
巍
」
は
、
法
身
を
暗
示
し
て
い
う
。『
祖
堂
集
』
以
下
の
諸
本
は
す
べ
て
、
雲
居
が
示
衆
（『
五

灯
会
元
』
は
上
堂
）
で
言
っ
た
句
。
雲
居
が
言
っ
た
句
を
承
け
て
問
う
た
も
の
と
解
す
。
な
お
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
は

「
孤
逈マ

マ

峭
巍
巍
」、『
五
灯
会
元
』
は
「
孤
迥
迥
，
峭
巍
巍
」
に
作
る
。
ま
た
元
延
祐
本
は
「
且
」
を
「
峭
」
に
改
め
て
い

る
。

『
円
悟
語
録
』
巻
一
、「
上
堂
：
孤
迥
峭
巍
巍
，
始
終
活
粧
粧
。
喚
作
禅
道
祖
仏
，
眼
中
著
屑
。
不
喚
作
禅
道
祖
仏
，
掘

地
覓
天
。
還
有
得
入
者
麼
？
従
他
千
古
万
古
黒
漫
漫
，
填
溝
塞
壑
無
人
会
。
下
座
。（
独
脱
に
し
て
高
峻
、
始
終
ピ
チ
ピ
チ

は
ね
て
い
る
。
そ
れ
を
禅
道
だ
祖
仏
だ
と
呼
ん
で
絶
対
化
し
て
し
ま
う
と
、
眼
に
金
屑
が
入
っ
て
眼
病
に
な
る
。
禅
道
祖
仏
と

呼
ば
な
け
れ
ば
地
を
掘
っ
て
天
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
悟
る
手
が
か
り
を
得
た
も
の
は
い
る
か
。
た
と
い
そ
こ
が
大
昔
か

ら
真
っ
闇
で
、
屍
が
谷
間
を
埋
め
尽
く
し
て
い
て
も
、
会
す
る
も
の
は
一
人
も
お
ら
ぬ
。）」

③
孤
迥
且
巍
巍　

わ
し
は
「
孤
迥
且
巍
巍
」
と
い
う
だ
け
だ
。

④
面
前
案
山
子
也
不
會　
「（
お
前
は
）
目
の
前
の
案
山
子
も
分
か
ら
ん
の
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
是
你
面
前
按
山
，
豈
不

会
！
（
お
前
の
目
の
前
の
案
山
が
、
ど
う
し
て
分
か
ら
ん
の
だ
。）」「
あ
り
あ
り
と
見
え
て
い
る
の
に
分
か
ら
ん
の
か
。」『
建

中
靖
国
続
灯
録
』
は
「
汝
面
前
案
山
子
也
不
会
！
」「
孤
迥
且
巍
巍
」
は
一
切
の
も
の
に
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
、
僧
の

目
前
の
も
の
を
も
っ
て
示
し
た
。

本
書
巻
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禅
師
章
「
問
：
〈
教
云
：
唯
一
堅
密
身
，
一
切
塵
中
現
。
如
何
是
堅
密
身
？
〉
師
曰
：

〈
驢
馬
猫
児
。〉
曰
：
〈
乞
師
指
示
。〉
師
曰
：
〈
驢
馬
也
不
会
！
〉」

「
案
山
子
」
は
、「
古
代
の
風
水
学
で
は
対
面
の
山
峰
を
指
し
、
主
山
に
相
い
対
す
。
…
《
宏
智
広
録
》
巻
四
：
“
諸
人
の

為
に
面
前
の
案
山
子
を
拈と

り
の
ぞ却

き
了
れ
る
も
、
只
だ
主
山
頂

上
の
句
子
は
又
た
什い

か

ん
麼
生
が
道
う
。〟“
案
山
〟
と
“
主
山
〟
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は
相
い
対
し
て
言
う
。《
五
灯
会
元
》
巻
一
四
《
大
洪
報
恩
禅
師
》
：
“
五
五
二
十
五
、
案
山
は
雷
、
主
山
は
雨
。
明
眼

の
衲
僧
、
錯
挙
せ
し
む
る
莫
か
れ
〟
同
上
巻
一
七
《
黄
檗
惟
勝
禅
師
》
：
“
面
前
は
是
れ
案
山
、
背
後
は
是
れ
主
山
。〟」

（
雷
漢
卿
『
禅
籍
方
俗
詞
研
究
』
四
〇
一
～
二
頁
）。
日
本
で
は
旧
来
よ
り
「
か
か
し
」
と
誤
解
さ
れ
た
。
津
坂
孝
綽
著
『
葛

原
詩
話
糾
謬
』
巻
四
、「
田
ヲ
守
ル
芻
人
ヲ
カ
カ
シ
ト
呼
ブ
ハ
、
鹿
驚
シ
ヲ
中
略
セ
ル
語
ナ
リ
、
俗
ニ
案
山
子
ト
書
ス
、

世
多
ク
其
由
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
、
案
山
ハ
、
案ツ

ク
エノ

様
ナ
ル
山
ト
云
フ
コ
ト
、
子
ハ
俗
語
ノ
助
字
ナ
リ
、
然
ル
ヲ
鹿
驚
ク
称
ト

ス
ル
ハ
、
北
条
足
利
ガ
、
不
文
ノ
世
ニ
ハ
、
好
デ
五
山
禅
徒
ノ
称
呼
ヲ
用
ヒ
ケ
レ
バ
、
不
立
文
字
家
ヨ
リ
伝
ヘ
タ
ル
誤

ナ
ル
ベ
シ
、
伝
灯
録
、
道
膺
禅
師
伝
ニ
、
僧
問
、
孤
廻マ

マ

々
、
峭
巍
々
時
、
如
何
、
師
曰
、
孤
廻マ

マ

々
、
峭
巍
々
、
僧
曰
、

不
会
、
師
曰
、
面
前
、
案
山
子
不
会
ト
ア
リ
、
コ
レ
ハ
城
郭
宮
室
ヲ
創
営
ス
ル
ニ
、
地
理
ノ
吉
凶
ヲ
択
ブ
、
遠
山
ノ
環

拱
セ
ル
境
ヲ
吉
ト
ス
、
ソ
レ
ニ
主
山
輔
山
案
山
ト
云
コ
ト
ア
リ
、
北
ノ
方
ニ
当
リ
テ
、
第
一
秀
タ
ル
山
ヲ
主
山
ト
ス
、

其
左
右
ニ
連
リ
テ
、
主
山
ヲ
輔
ク
ル
如
キ
ヲ
輔
山
ト
ス
、
主
山
ノ
前
ニ
離
レ
タ
ル
小
山
ア
リ
テ
、
案
ヲ
供
ヘ
タ
ル
様
ナ

ル
ヲ
案
山
ト
ス
、
伽
藍
ヲ
建
立
ス
ル
ニ
モ
、
必
ズ
此
地
形
ヲ
貴
ブ
、
サ
レ
バ
後
院
丈
室
ヨ
リ
望
メ
バ
、
案
山
子
面
前
ニ

対
ス
ル
ナ
リ
、
此
方
ノ
禅
家
コ
レ
ヲ
知
ラ
ズ
、
子
ノ
字
ヲ
傀
儡
子
ナ
ド
ノ
子
ト
シ
、
面
前
ト
ア
ル
ニ
就
テ
臆
揣
シ
、
門

前
ノ
山
畑
ナ
ド
ニ
立
タ
ル
、
人
カ
タ
ノ
鳥
オ
ド
シ
ノ
コ
ト
ト
セ
シ
ヨ
リ
、
遂
ニ
此
誤
ヲ
世
ニ
伝
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。」（
池
田

四
郎
次
郎
編
『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
十
巻
、
二
三
頁
）

〔
三
〇
〕
何
が
か
く
も
言
い
難
い
の
か

新
羅
僧
問
：
「
是
什
麼
得
恁
麼
難
道
？
」
師
曰
：
「
有
什
麼
難
道
！
」
曰
：
「
便
請
和
尚
道
。」
師
曰
：
「
新
羅
，
新

羅
。」

＊
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新①�

羅
僧
問
う
、「
是②�

れ
什な

麼ん

ぞ
恁か

麼く

も
道い

い
難
き
を
得
た
る
。」
師
曰
く
、「
什③�

な
ん麼

の
道い

い
難
き
こ
と
か
有
ら
ん
。」
曰
く
、

「
便④�

ち
請
う
、
和
尚
道
え
。」
師
曰
く
、「
新⑤�

羅
、
新
羅
。」

＊

①
本
話
は
『
死
心
悟
新
禅
師
語
録
』、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
麢
羊
話
条
、『
宏
智
広
録
』
巻
五
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、

『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
是
什
麼
得
恁
麼
難
道　
「
い
っ
た
何
が
、
こ
ん
な
に
も
言
い
難
い
の
で
し
ょ
う
。」
新
羅
僧
は
、
そ
れ

0

0

は
言
語
表
現
の
範
疇

に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
知
っ
た
う
え
で
問
う
。

③
有
什
麼
難
道　
「
な
に
も
言
い
難
い
こ
と
な
ど
あ
る
も
の
か
。」
言
説
文
字
は
言
説
文
字
の
固
有
の
実
体
を
も
た
ず
解
脱
し

た
相
を
も
つ
の
だ
か
ら
、
言
説
文
字
に
執
わ
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
言
う
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
維
摩
経
』
観

衆
生
品
に
、
解
脱
は
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
舎
利
弗
に
天
女
が
言
う
、「
言
説
文
字
は
、
皆
な
解
脱
の
相
な
り
。

所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
解
脱
は
、
内
な
ら
ず
、
外
な
ら
ず
、
両
間
に
も
在
ら
ず
。
文
字
も
亦
た
内
な
ら
ず
、
外
な
ら
ず
、
両
間
に

も
在
ら
ず
。
是
の
故
に
、
舎
利
弗
よ
、
文
字
を
離
れ
て
、
解
脱
を
説
く
無
か
れ
。
所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
一
切
諸
法
は
是
れ
解
脱

の
相
な
れ
ば
な
り
。」（
T
一
四
・
五
四
八
上
）

④
便
請
和
尚
道　
「
で
は
（
言
え
る
も
の
な
ら
）
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

⑤
新
羅
，
新
羅　
「
新
羅
、
新
羅
。」
そ
れ
、
こ
の
よ
う
に
何
も
言
い
難
い
こ
と
な
ど
な
い
。「
法
離
文
字
」（『
楞
伽
経
』
巻

四
）、「
法
過
語
言
文
字
」（
本
書
巻
二
八
越
州
大
珠
慧
海
和
尚
語
）
と
い
う
テ
ー
ゼ
か
ら
自
由
に
な
れ
ぬ
新
羅
僧
の
執
わ
れ

を
解
き
ほ
ぐ
す
。
宏
智
正
覚
は
こ
の
話
を
挙
し
て
言
う
、

　
「
後
黄
龍
新
和
尚
云
：
〈
雲
居
要
見
新
羅
僧
，
猶
隔
海
在
。〉
兄
弟
也
須
是
黄
龍
老
漢
始
得
。
覚
上
座
今
夜
路
見
不
平
，
欲

与
雲
居
出
気
。
子
細
撿
点
将
来
，
黄
龍
要
見
雲
居
，
猶
隔
嶺
在
。
衆
中
莫
有
為
黄
龍
不
甘
底
麼
？
出
来
与
覚
上
座
相
見
。
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有
麼
？
若
無
，
今
夜
不
免
重
為
劈
析
去
也
。
雲
居
恁
麼
答
，
但
恐
者
僧
出
不
得
。
黄
龍
恁
麼
道
，
又
恐
後
人
帰
不
得
。
覚

上
座
道
箇
猶
隔
嶺
在
，
又
作
麼
生
？
切
忌
将
錯
就
錯
。」

後
に
黄
龍
新
和
尚
は
「
雲
居
は
海
を
隔
て
て
し
か
新
羅
僧
を
見
て
お
ら
ぬ
。（
新
羅
僧
の
思
い
が
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な

い
）」
と
言
っ
た
が
、
君
た
ち
も
黄
龍
老
漢
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
し
は
今
夜
こ
ん
な
不
公
平
を
み
た
か
ら
に

は
、
雲
居
の
た
め
に
気
を
晴
ら
し
て
や
ろ
う
。
子
細
に
見
れ
ば
、
黄
龍
も
嶺
を
隔
て
て
し
か
雲
居
を
見
て
お
ら
ぬ
。
衆
中

に
黄
龍
の
た
め
に
不
満
に
思
う
も
の
は
い
る
か
。
い
た
ら
出
て
き
て
わ
し
に
相
い
対
し
て
み
よ
。
お
る
か
。
お
ら
ね
ば
、

今
夜
か
さ
ね
て
解
説
し
て
や
ろ
う
。
雲
居
が
あ
の
よ
う
に
答
え
た
の
は
、
た
だ
僧
が
「
言
え
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

出
ら
れ
な
い
の
を
心
配
し
た
か
ら
だ
。
黄
龍
が
か
く
言
っ
た
の
は
、
後
の
人
が
「
法
は
文
字
を
離
る
」
と
い
う
本
来
の
と

こ
ろ
に
帰
れ
な
い
の
を
心
配
し
た
か
ら
だ
。
わ
し
が
「
黄
龍
も
嶺
を
隔
て
て
し
か
雲
居
を
見
て
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
の
は
、

い
っ
た
い
ど
う
か
。
誤
り
に
誤
り
を
重
ね
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。（『
宏
智
広
録
』
巻
五
、
T
四
八
・
七
二
中
）

〔
三
一
〕
明
眼
の
人
の
眼
は
漆
の
よ
う
に
黒
い

問
：
「
明
眼
人
為
什
麼
黒
如
漆
？
」
師
曰
：
「
何
怪
！
」

＊

問①�

う
、「
明②�

眼
の
人
は
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
黒
き
こ
と
漆
の
如
き
。」
師
曰
く
、「
何③�

ぞ
怪と

が

め
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
明
眼
人
為
什
麼
黒
如
漆　
「
明
眼
の
人
は
ど
う
し
て
（
そ
の
眼
は
）
漆
の
よ
う
に
真
っ
黒
な
の
で
す
か
。」
本
書
巻
二
五
天

台
山
徳
韶
国
師
章
に
「
問
：
如
何
是
沙
門
眼
？
師
曰
：
黒
如
漆
。」
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「
明
眼
人
」
は
仏
法
の
奥
義
に
通
達
し
た
人
、
正
法
を
見
る
目
を
具
え
た
人
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
莫
道
今
日
瞞
諸
人

好
。
抑
不
得
已
，
向
諸
人
前
作
一
場
狼
藉
。
忽
被
明
眼
人
見
，
成
一
場
笑
具
。」（
Ｔ
四
七
・
五
四
五
中
）

「
黒
如
漆
」
は
、
真
っ
黒
な
眼
で
し
か
本
当
の
も
の
は
見
え
な
い
。
差
別
相
を
分
別
せ
ず
、
一
切
を
平
等
に
見
る
。
後
の

曹
洞
宗
の
五
位
で
は
、
黒
は
正
位
（
平
等
）、
白
は
偏
位
（
差
別
）。
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
下
末
示
衆
、「
以
黒
白
圏

児
作
五
位
形
相
，
以
全
黒
圏
児
為
威
音
那
畔
、
父
母
未
生
空
劫
已
前
、
混
沌
未
分
事
，
謂
之
正
位
。」

③
何
怪　
「
何
も
と
が
め
る
こ
と
で
は
な
い
。」
取
り
立
て
て
問
題
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

『
曹
渓
大
師
伝
』、「
夜
即
聴
経
，
至
明
，
為
無
尽
蔵
尼
解
釈
経
義
。
尼
将
経
与
読
。
大
師
曰
：
〈
不
識
文
字
。〉
尼
曰
：

〈
既
不
識
字
，
如
何
解
釈
其
義
？
〉
大
師
曰
：
〈
仏
性
之
理
，
非
関
文
字
能
解
。
今
不
識
文
字
，
何
怪
！
〉」

〔
三
二
〕
世
尊
の
密
語

荊
南
節
度
使
成
汭
遣
大
將
入
山
送
供
，
問
曰
：
「
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
藏
。
如
何
是
世
尊
密
語
？
」
師
召
曰
：

「
尚
書
。」
其
人
應
諾
。
師
曰
：
「
會
麼
？
」
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
汝
若
不
會
，
世
尊
有
密
語
；
汝
若
會
，
迦
葉
不
覆

藏
。」

＊

荊①�

南
節
度
使
成
汭
、
大
将
を
遣
わ
し
山
に
入
り
て
供
を
送
り
、
問
わ
し
め
て
曰
く
、「
世②�

尊
に
密
語
有
り
、
迦
葉
は
覆
蔵

せ
ず
、
如
何
な
る
か
是
れ
世
尊
の
密
語
。」
師③�

召よ

び
て
曰
く
、「
尚
書
。」
其
の
人
、「
諾
」
と
応こ

た

う
。
師
曰
く
、「
会
す
や
。」

曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
汝④�

若
し
会
せ
ず
ん
ば
、
世
尊
に
密
語
有
り
。
汝
若
し
会
せ
ば
、
迦
葉
は
覆
蔵
せ
ず
。」

＊

①�
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
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三
百
則
』
巻
上
第
三
四
則
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
祖
堂
集
』
は

「
有
尚
書
問
」、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
単
に
「
問
」、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は
「
因
官
人
送
供
問
曰
」
で
あ
り
、
名
を

出
さ
な
い
。

　荊
南
節
度
使
成
汭
遣
大
將
入
山
送
供　
『
宋
高
僧
伝
』
雲
居
山
道
膺
伝
に
も
、「
四
方
よ
り
供
を
饋お

く

る
こ
と
、
千
里
に
風
の

従な
び
くが

ご
と
し
。
荊
南
の
帥
の
成
汭
の
如
き
は
、
遣
わ
し
て
檀
施
を
齎も

た
らし

、
動や

や
もす

れ
ば
鉅
万
に
盈
つ
」
と
あ
る
。

な
お
こ
の
文
脈
で
は
、
成
汭
は
大
将
に
供
養
物
を
届
け
さ
せ
、
自
ら
は
雲
居
山
に
赴
か
ず
、
問
う
た
の
は
大
将
で
あ

る
が
、
雲
居
が
「
尚
書
」
と
呼
ぶ
か
ら
に
は
、
成
汭
が
自
ら
問
う
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
聯
灯
会
要
』
は

「
遣
」
を
「
与
」
に
作
り
、
大
将
と
共
に
山
に
入
っ
て
供
を
送
っ
た
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。

成せ
い
ぜ
い汭　

？
～
九
〇
三
。
山
東
青
州
の
人
。
無
頼
の
徒
と
な
り
、
人
を
殺
し
、
逃
れ
て
僧
と
な
る
が
、
蔡
賊
に
入
り
、
賊

帥
の
仮
子
と
な
っ
て
名
を
郭
禹
と
変
え
た
。
荊
南
節
度
使
陳
儒
に
降
っ
た
が
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
、
却
っ
て
帰
州
（
湖
北

秭
帰
県
）
を
襲
い
、
自
ら
刺
史
と
称
し
た
（
光
啓
元
年
〈
八
八
五
〉）。
文
徳
元
年
（
八
八
八
）
荊
南
を
撃
ち
、
荊
南
節
度

留
後
を
拝
し
、
も
と
の
姓
に
復
し
、
名
を
汭
と
改
め
た
。
天
復
三
年
（
九
〇
三
）
楊
行
密
が
鄂
州
を
囲
ん
だ
と
き
、
巨

艦
を
造
っ
て
こ
れ
を
援
け
よ
う
と
し
た
が
、
敗
れ
て
江
に
投
じ
て
死
す
。『
新
唐
書
』
巻
一
九
〇
、『
旧
五
代
史
』
巻
一

七
、『
唐
刺
史
考
全
編
』
二
六
九
二
・
二
七
二
三
頁
。

②
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
藏
。
如
何
是
世
尊
密
語　
「
世
尊
が
あ
ら
わ
に
言
わ
な
か
っ
た
言
葉
を
、
迦
葉
菩
薩
は
お
お
い

隠
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
わ
に
言
わ
な
か
っ
た
世
尊
の
言
葉
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
密
語
」
は
密
意

を
秘
め
て
言
わ
れ
た
語
。
問
い
は
『
涅
槃
経
』
南
本
巻
五
・
四
相
品
の
冒
頭
の
話
を
承
け
る
。「
爾
の
時
、
迦
葉
菩
薩
は

仏
に
白
し
て
言
わ
く
、〈
世
尊
よ
、
仏
の
『
諸
仏
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
』
と
説
く
所
の
如
き
は
、
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何

を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
世
尊
は
唯
だ
密
語
の
み
有
っ
て
密
蔵
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。
譬
え
ば
幻て

じ
な
し主

の
機
関
木
人
を
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ば
、
人
は
屈
伸
俯
仰
す
る
を
覩み見
る
と
雖
も
、
其
の
内
を
知
る
こ
と
莫
く
し
て
、
而
し
て
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
が
如

し
。
仏
法
は
爾
ら
ず
、
咸み

な

衆
生
を
し
て
悉
く
知
見
を
得
し
む
れ
ば
、
云
何
が
当
に
『
諸
仏
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
』
と
言
う

べ
け
ん
や
。〉
仏
は
迦
葉
を
讃
す
ら
く
、〈
善
い
哉
、
善
い
哉
、
善
男
子
よ
、
汝
の
言
う
所
の
如
く
、
如
来
は
実
に
秘
密
の

蔵
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
秋
の
満
月
の
空
に
処あ

り
て
、
顕
露
清
浄
に
し
て
翳

く
も
り

無
く
、
人
皆
な
覩み見
る
が
如
し
。
如
来

の
言
も
亦ま復
た
是
の
如
く
、
開
発
し
顕
露
清
浄
に
し
て
翳
無
し
。
愚
人
は
解
さ
ず
し
て
、
之
を
秘
蔵
と
謂お

も

い
、
智
者
は
了

達
し
て
則
ち
蔵
と
名
づ
け
ず
。〉」（
Ｔ
一
二
・
六
三
〇
中
～
下
）

な
お
本
話
頭
が
成
語
「
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
蔵
」
の
最
初
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。

③
師
召
曰
：
尚
書
。
其
人
應
諾　

こ
の
や
り
と
り
は
、
呼
べ
ば
応
答
す
る
は
た
ら
き
を
仏
性
で
あ
る
と
直
指
す
る
馬
祖
に
は

じ
ま
る
作
略
。
本
書
巻
六
紫
玉
山
道
通
章
、「
于
公
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。〉
師
は
〈
于
頔
〉
と
喚
ぶ
。
頔

は
〈
諾
〉
と
応こ

た

う
。
師
云
く
、〈
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
。〉」

④
汝
若
不
會
，
世
尊
有
密
語
；
汝
若
會
，
迦
葉
不
覆
藏　
「
も
し
（
呼
ば
れ
て
返
事
し
た
作
用
こ
そ
が
仏
性
の
は
た
ら
き
だ
と
）

わ
か
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
世
尊
に
密
語
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
わ
か
っ
た
な
ら
、
迦
葉
菩
薩
は
お
お
い
隠
さ
な

か
っ
た
の
で
す
。」
大
檀
越
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。
盧
行
者
に
大
庾
嶺
頭
で
追
い
つ
い
た
慧
明
が
「
行
者
の
五
祖

を
辞
せ
し
時
、
知
ら
ず
、
何
の
密
語
密
意
有
る
や
。
願
わ
く
ば
我
が
為
に
説
け
。」
と
問
う
た
時
、
六
祖
は
「
汝
若
し
自

ら
自
己
の
面
目
を
得
れ
ば
、
密
は
却
っ
て
你
に
在
り
。」（『
祖
堂
集
』
巻
二
弘
忍
章
）
と
答
え
て
い
る
。

〔
三
三
〕
生
ま
れ
た
と
た
ん
ど
う
し
て
有
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

僧
問
：
「
才
生
爲
什
麼
不
知
有
？
」
師
曰
：
「
不
同
生
。」
曰
：
「
未
生
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
不
曾
滅
。」
曰
：
「
未

生
時
在
什
麼
處
？
」
師
曰
：
「
有
處
不
收
。」
曰
：
「
什
麼
人
受
滅
？
」
師
曰
：
「
是
滅
不
得
者
。」



245

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注

＊

僧①�

問
う
、「
才②�

わ
ずか

に
生
ず
る
や
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
。」
師③�

曰
く
、「
生
を
同
じ
く
せ
ず
。」
曰④�

く
、「
未
だ

生
ぜ
ざ
る
時
は
如
何
。」
師⑤�

曰
く
、「
曽
て
滅
せ
ず
。」
曰⑥

く
、「
未
だ
生
ぜ
ざ
る
時
は
什い

麼ず

処こ

に
か
在
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
処
の

収
ま
ら
ざ
る
有
り
。」
曰⑧�

：
「
什な

麼ん

人ぴ
と

か
滅
を
受
く
。」
師⑨�

曰
く
、「
是
れ
滅
し
得
ざ
る
者
。」

＊

①
本
話
は
『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
上
第
九
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
収
め
る
。

②
才
生
爲
什
麼
不
知
有　
「
生
ま
れ
出
た
と
た
ん
ど
う
し
て
“
そ
れ
〟 

が
あ
る
の
を
知
ら
な
い
の
で
す
か
。」“
そ
れ
〟
と
は
、

言
語
に
よ
っ
て
限
定
し
概
念
化
で
き
ぬ
真
理
の
こ
と
だ
が
、
仏
教
で
は
「
法
身
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
本
書

巻
一
七
洛
京
白
馬
遁
儒
章
、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
密
室
中
の
人
。〉
師
曰
く
、〈
纔
か
に
生
ず
る
や
不
可
得
な
る

も
、
未
生
の
時
を
貴
ば
ず
。〉」「
不
知
有
」
は
、
南
泉
が
「
此
の
事
を
体
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
直
に
須
ら
く
仏
未
出
世
以
前

の
、
一
切
の
名
字
無
く
、
密
用
潜
通
し
て
人
の
覚
知
す
る
無
き
、
与
摩
の
時
に
向お

い
て
体
得
し
て
方は

じ

め
て
小
分
の
相
応
有

る
べ
し
。
所ゆ

え以
に
道
う
、〈
祖
仏
は
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
牯
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
。〉
と
。
何
を
以
て
此か

く

の

如
く
な
る
や
、
他か

れ

却
っ
て
如
許
多
般
の
情
量
無
け
れ
ば
な
り
。」（『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
）
と
説
い
た
こ
と
に
よ

り
、「
知
有
」「
不
知
有
」
と
言
い
方
が
定
着
し
、「
知
有
」
を
め
ぐ
っ
て
雲
巌
は
開
悟
し
て
い
た
の
か
未
悟
の
ま
ま
だ
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
（
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録 

五
』
三
五
七
・
五
八
二
頁
参
照
）。

南
泉
の
「
祖
仏
は
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
牯
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
。」
と
は
、「
人
は
生
ま
れ
る
や
さ
か
し

ら
の
智
慧
を
身
に
つ
け
る
。
祖
仏
は
智
慧
に
よ
ら
ず
に
〈
悟
っ
て
〉
初
め
て
そ
れ
を
知
っ
た
。
け
も
の
は
〈
悟
り
〉
な

ど
と
は
無
縁
に
、
最
初
か
ら
あ
る
が
ま
ま
に
そ
れ
を
生
き
て
い
る
。」

③
師
曰
：
不
同
生　
「“
そ
れ
〟
は
生
滅
を
は
な
れ
て
い
る
か
ら
、
肉
身
が
生
ず
る
の
と
同
じ
よ
う
に
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
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法
身
と
肉
身
は
別
者
で
は
な
い
か
ら
〈
二
つ
の
者
が
い
っ
し
ょ
に
生
ま
れ
る
〉
の
で
は
な
い
。」
法
身
は
肉
身
と
は
別
で

は
な
い
が
同
一
視
も
で
き
な
い
。

④
曰
：
未
生
時
如
何　
「“
そ
れ
〟
が
ま
だ
生
ま
れ
ぬ
と
き
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
曰
：
不
曾
滅　
「“
そ
れ
〟
は
こ
れ
ま
で
滅
し
た
こ
と
は
な
い
。」
生
ま
れ
ぬ
前
か
ら
“
そ
れ
〟
は
あ
る
。

⑥
曰
：
未
生
時
在
什
麼
處　
「（“
そ
れ
〟
が
）
ま
だ
生
ま
れ
ぬ
前
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
。」

⑦
師
曰
：
有
處
不
收　

ど
こ
に
も
置
く
場
所
が
な
い
。『
維
摩
経
』
不
思
議
品
、「
法
は
処お

る
所
無
し
、
若
し
処
る
所
に
著
せ

ば
、
是
れ
則
ち
処
る
に
著
す
る
に
し
て
、
法
を
求
む
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。」
ま
た
観
衆
生
品
、「
菩
提
は
住
処
無
し
、
是

の
故
に
得
る
者
有
る
無
し
。」

⑧
曰
：
什
麼
人
受
滅　
「
ど
う
い
う
人
に
と
っ
て
“
そ
れ
〟
が
無
く
な
る
の
で
す
か
。」
な
お
『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は

「
什
麼
処
受
滅
（
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
“
そ
れ
〟
が
無
く
な
る
の
か
）」
に
作
る
。

⑨
師
曰
：
是
滅
不
得
者　
「“
そ
れ
〟
は
無
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
。」
法
身
と
い
う
も
の
は
生
滅
を
離
れ
て

い
る
。
生
ま
れ
て
新
た
に
手
に
入
れ
る
も
の
で
も
、
う
っ
か
り
失
う
も
の
で
も
な
い
。
肉
身
は
生
滅
す
る
が
、
肉
身
を
離

れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
身
の
こ
の
微
妙
な
位
相
、
肉
身
と
の
不
即
不
離
の
関
係
は
誤
解
を
生
み
や
す
い
。「
不
即
不

離
」
と
い
う
の
さ
え
、
ふ
た
つ
の
別
を
前
提
と
し
て
い
る
。
単
純
に
「
次
元
を
異
に
す
る
」
と
言
う
の
も
、
法
身
と
肉
身

を
別
者
と
措
定
す
る
誤
り
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
こ
が
最
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
問
者
の
よ
う
な
誤
解
に
対
し
て
、
禅
者

は
い
つ
も
腐
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
則
で
も
問
者
は
得
心
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
三
四
〕
示
衆

師
謂
衆
曰
：
「
汝
等
師
僧
家
發
言
吐
氣
，
須
有
來
由
。
凡
問
事
須
識
好
惡
、
尊
卑
、
良
賤
，
信
口
無
益
。
傍
家
到
處
，
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覓
相
似
語
。
所
以
尋
常
向
兄
弟
道
：
莫
怪
不
相
似
。
恐
同
學
太
多
去
。
第
一
莫
將
來
，［
將
來
］
不
相
似
。
八
十
老
人
出
場

屋
，
不
是
小
兒
戲
。
一
言
參
差
，
千
里
萬
里
，
難
爲
收
攝
。
直
至
敲
骨
打
髓
，
須
有
來
由
。
言
語
如
鉗
夾
鉤
鎖
，
相
續
不

斷
，
始
得
頭
頭
上
具
，
物
物
上
新
，
可
不
是
精
得
妙
底
事
？
道
汝
：
知
有
底
人
，
終
不
取
次
。
十
度
擬
發
言
，
九
度
却
休

去
。
爲
什
麼
如
此
？
恐
怕
無
利
益
。
體
得
底
人
，
心
如
臘
月
扇
，
口
邊
直
得
醭
出
。
不
是
汝
彊
爲
，
任
運
如
此
。
欲
得
恁
麼

事
，
須
是
恁
麼
人
。
既
是
恁
麼
人
，
何
愁
恁
麼
事
？

學
佛
邊
事
，
是
錯
用
心
。
假
饒
解
千
經
萬
論
，
講
得
天
華
落
、
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
況
乎
其
餘
，
有
何
用
處
！

若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛
！
設
使
攢
花
簇
錦
，
事
事
及
得
，
及
盡
一
切
事
，
亦
只
喚

作
了
事
人
、
無
過
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。
將
知
尊
貴
邊
著
得
什
麼
物
？
不
見
從
門
入
者
非
寶
，
捧
上
不
成
龍
？
知
麼
？
」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
汝②�

等
師
僧
家
は
言
を
発
し
気
を
吐
か
ば
、
須
ら
く
来
由
有
る
べ
し
。
凡
そ
事
を
問
わ
ん
に

は
、
須
ら
く
好
悪
・
尊
卑
・
良
賤
を
識
る
べ
し
、
口
に
信ま

か

す
る
は
益
無
し
。
傍③�

の
き
な
み家

に
到
る
処
に
、
相④�

い
似
た
る
語
を
覓
む
。

所⑤�

以
に
尋へ

い

常ぜ
い

兄
弟
に
向
っ
て
道い

う
、〈
相
い
似
ざ
る
を
怪と

が

む
る
莫
れ
〉
と
。
同
学
の
太
だ
多
く
な
り
去
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。

第け

一っ

し
て
将も

ち
来
る
莫
れ
、
将⑥

も

ち
来
ら
ば
相
い
似
ず
。
八⑦�

十
の
老
人
、
場
屋
を
出
づ
る
は
、
是
れ
小
児
の
戯あ

そ
びな

ら
ず
。
一
言

参た

差が

わ
ば
、
千
里
万
里
、
為
に
収
摂
し
難
し
。
直⑧�

に
骨
を
敲
き
髄
を
打
つ
に
至
ら
ば
、
須
ら
く
来
由
有
る
べ
し
。
言⑨�

語
は

鉗
・
夾
・
鉤
・
鎖
の
如
く
に
し
て
、
相
続
し
て
断
ぜ
ざ
れ
ば
、
始
め
て
頭
頭
上
に
具
し
、
物
物
上
に
新
た
な
る
を
得
ん
。
可あ

に
是
れ
妙
を
精
得
し
た
る
底
の
事
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
汝
に
道
う
、
有⑩�

る
を
知
る
底
の
人
は
、
終け

っ

し
て
取け

い

次そ
つ

な
ら
ず
。
十
度
発

言
せ
ん
と
擬し

て
、
九
度
却
っ
て
休や

め
去
る
。
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
此
の
如
き
。
利
益
無
き
を
恐し

ん

怕ぱ
い

す
れ
ば
な
り
。
体
得
底
の
人
、
心⑪�

は
臘
月
の
扇
の
如
く
、
口
辺
は
直
に
醭か

び

の
出
づ
る
を
得
た
り
。
是
れ
汝
彊し

い

て
為
す
に
は
あ
ら
ず
、
任
運
に
此か

く

の
如
し
。
恁⑫�

麼

の
事
を
欲ほ

得っ

さ
ば
、
須
ら
く
是
れ
恁
麼
の
人
な
る
べ
し
。
既
に
是
れ
恁
麼
の
人
な
ら
ば
、
何
ぞ
恁
麼
の
事
を
愁う

れ

え
ん
。
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仏⑬�

辺
の
事
を
学
ぶ
は
、
是
れ
錯
用
心
な
り
。
仮た

饒と

い
千
経
万
論
を
解
し
、
講⑭�

得
し
て
天
華
落
ち
、
石
点
頭
す
る
と
も
、

亦な

お
自
己
の
事
に
干か

か

わ
ら
ず
。
況い

わ
ん乎

や
其
の
余
を
や
、
何
の
用
処
か
有
ら
ん
。
若⑮�

し
有
限
の
心
識
を
将も

っ

て
、
無
限
中
の
用
と

作な

さ
ば
、
方
木
を
将も

っ

て
円
孔
に
逗と

お

す
が
如
し
、
多い

か
ほ
ど少

か
差
訛
せ
ん
。
設た

使と

い
花⑯�

を
攢あ

つ

め
錦
を
簇あ

つ

め
、
事
事
及の

ぞ

き
得
、
一
切
事

を
及の

ぞ

き
尽
す
と
も
、
亦な

お
只
だ
喚
ん
で
了⑰�

事
の
人
・
無⑱�

過
の
人
と
作
す
の
み
、
終⑲

け
っし

て
喚
ん
で
尊
貴
と
作
さ
ず
。
将⑳

も
って

知

る
、
尊
貴
辺
は
什な

に
麼
物
を
も
著お

き
得
ん
や
と
。
見き

か
ず
や
、〈
門㉑�

よ
り
入
る
者
は
宝
に
非
ず
〉、〈
捧㉒�

げ
上
げ
る
も
龍
と
成
ら

ず
〉
と
。
知
る
や
。」

【
日
訳
】師

は
大
衆
に
言
っ
た
。「
君
た
ち
禅
僧
た
る
者
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
道
理
が
あ
っ
て
、
発
言
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
何
が
良

く
て
何
が
悪
い
の
か
、
何
が
尊
貴
で
何
が
卑
賤
な
の
か
、
何
が
良
民
で
何
が
賤
民
な
の
か
を
わ
き
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
こ

と
を
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
出
ま
か
せ
に
問
う
た
の
で
は
、
何
に
も
な
ら
ぬ
ぞ
。
い
た
る
と
こ
ろ
の
叢
林
を
軒
並
み
に
め
ぐ
っ

て
、
そ
れ
ら
し
い
言
葉
を
追
い
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
し
は
い
つ
も
〈
似
て
お
ら
ぬ
の
を
と
が
め
て
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
っ

て
い
る
の
だ
。
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ら
し
い
言
葉
を
追
い
求
め
て
い
る
同
学
が
多
い
の
を
心
配
し
て
の
こ
と
だ
。
け
っ
し
て
持

ち
込
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
持
ち
込
め
ば
似
て
い
な
い
だ
け
だ
。
八
十
の
老
人
が
科
挙
の
試
験
場
よ
り
出
て
く
る
の
は
子
供
の
遊

び
で
は
な
い
。
一
言
的ま

と

が
は
ず
れ
た
ら
、
は
る
か
に
隔
た
っ
て
、
収
拾
を
つ
け
て
や
り
よ
う
も
な
い
。
徹
底
し
て
努
力
し
て

究
め
れ
ば
、
必
ず
手
が
か
り
が
あ
ろ
う
。
言
葉
は
鉗
や
夾
や
鉤
や
鎖
を
鍛
冶
す
る
よ
う
に
断
え
る
こ
と
な
く
打
ち
続
け
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
そ
の
言
葉
が
一
切
を
表
わ
し
、
一
切
を
新
鮮
に
す
る
の
だ
。
妙
を
得
る
と
は
こ
の
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
君
た
ち
に
言
っ
て
お
こ
う
、
そ
れ
有
る
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
決
し
て
軽
率
に
発
言
し
た
り
は
し
な
い
。
十
度
発

言
し
よ
う
と
し
て
、
却
っ
て
九
度
は
や
め
て
し
ま
う
の
だ
。
ど
う
し
て
か
と
い
え
ば
、
君
た
ち
の
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
の
を

考
え
て
の
こ
と
だ
。
体
得
し
た
人
に
お
い
て
は
、
心
は
冬
の
団
扇
の
よ
う
動
か
ず
、
唇
も
動
か
ず
醭か

び

が
生
ず
る
の
だ
。
そ
の
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人
が
強
い
て
そ
う
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
に
し
て
い
て
そ
う
な
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
す
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
人
で
あ
る
以
上
、
こ
の
こ
と
を
思
い
な
や
ん
だ
り
は
し
な
い
の
だ
。

仏
に
ま
つ
わ
る
事
柄
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
誤
っ
た
心
の
使
い
方
だ
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
経
論
を
理
解
し
、
天
よ
り
花

が
降
り
、
石
が
そ
の
通
り
だ
と
う
な
ず
く
ほ
ど
の
み
ご
と
な
講
義
が
で
き
て
も
、
我
が
自
己
の
こ
と
と
は
関
わ
り
は
な
い
。

ま
し
て
や
そ
の
他
の
こ
と
い
う
ま
で
も
な
く
、
何
の
役
に
も
た
た
ぬ
。
有
限
の
心
識
の
は
た
ら
き
を
、
無
限
な
る
も
の
の
作

用
だ
と
す
る
の
は
、
四
角
い
木
を
丸
い
孔
に
は
め
込
も
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
間
違
っ
て
い
る
こ
と
か
。
た

と
い
美
辞
麗
句
を
な
ら
べ
、
一
切
の
事
柄
を
除
き
尽
く
し
た
と
し
て
も
、
な
お
了
事
の
人
・
無
過
の
人
と
呼
ぶ
だ
け
で
、
決

し
て
尊
貴
の
人
と
は
呼
べ
ぬ
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
尊
貴
の
人
の
次
元
に
は
何
も
置
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
だ
。

そ
れ
、〈
門
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
は
我
が
家
の
宝
で
は
な
い
〉〈
い
く
ら
大
事
に
し
て
も
龍
に
は
な
ら
ぬ
〉
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
ろ
う
。
わ
か
る
か
。」

＊

①
本
示
衆
は
二
つ
の
示
衆
、（
一
）「
汝
等
師
僧
家
発
言
吐
気
」
と
（
二
）「
学
仏
辺
事
是
錯
用
心
」
を
つ
な
い
だ
も
の
で
あ

る
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
三
に
も
採
ら
れ
る
。
二
つ
の
示
衆
の
も
っ
と
も
詳
し
い
の
は
、『
雲
居
弘
覚
禅
師
語
録
』
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
禅

林
僧
宝
伝
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
原
型
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
こ
の
原
型
か
ら
、
か
な
り
簡
潔
に
な
っ
て
お
り
、『
聯
灯
会
要
』

は
原
型
に
拠
り
つ
つ
省
略
が
あ
る
。

『
五
灯
会
元
』
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
ほ
ぼ
承
け
、『
智
証
伝
』
も
『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
承
け
る
が
（
一
）
は
前
半
の
み
の

収
録
で
あ
る
。『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
本
書
を
そ
の
ま
ま
承
け
る
。

②
汝
等
師
僧
家
發
言
吐
氣
，
須
有
來
由　

問
う
た
り
答
え
た
り
の
発
言
に
は
、
必
ず
禅
的
な
根
拠
や
道
理
が
な
く
て
は
な
ら
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ぬ
。「
来
由
」
は
、
こ
こ
で
は
禅
理
の
意
。『
黄
龍
慧
南
禅
師
語
録
』
偈
頌
・
趙
州
勘
破
、「
叢
林
に
傑
出
す
る
は
是
れ
趙

州
、
老
婆
勘
破
に
来
由
有
り
。」

③
傍
家　

雷
漢
卿
『
禅
籍
方
俗
詞
研
究
』、「
挨
家
挨
戸
（
一
軒
一
軒
、
家
ご
と
に
）」。
こ
こ
は
叢
林
の
師
家
を
訪
ね
ま
わ
る

こ
と
を
言
う
。

④
相
似
語　

そ
れ
ら
し
く
言
い
と
め
た
語
句
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
設
有
三
箇
両
箇
，
狂
学
多
聞
，
記
持
話
路
，
到
処
覓

相
似
語
句
，
印
可
老
宿
，
軽
忽
上
流
，
作
薄
福
業
，
他
日
閻
羅
王
釘
釘
之
時
，
莫
道
無
人
向
汝
道
。（
も
し
修
行
者
が
二

人
、
三
人
と
連
れ
立
っ
て
、
や
た
ら
に
知
識
を
学
び
、
話
頭
を
覚
え
込
み
、
至
る
所
で
そ
れ
ら
し
い
語
句
を
仕
入
れ
、
老
宿
に

印
可
さ
れ
、
優
れ
た
禅
僧
を
バ
カ
に
し
、
薄
福
の
行
為
を
し
て
い
る
な
ら
ば
、
他
日
、
閻
魔
王
に
釘
を
打
た
れ
る
と
き
に
な
っ

て
、〈
誰
も
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
〉
な
ど
と
泣
き
ご
と
を
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。）」（
Ｔ
四
五
・
五
四
八
下
）

⑤
所
以
尋
常
向
兄
弟
道
：
莫
怪
不
相
似
。
恐
同
學
太
多
去　
「
莫
怪
不
相
似
」
と
は
、
つ
づ
い
て
「
第
一
莫
将
来
，
将
来
不

相
似
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
諸
方
で
学
ん
だ
相
似
語
は
言
葉
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
（
自
己
本
分
と
し
て
の
法
身
）
と

は
相
い
似
ず
」
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
り
、「
不
相
似
」
と
忠
告
す
る
の
を
と
が
め
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
。『
祖
堂
集
』
巻
一
四
杉
山
和
尚
章
、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
身
。〉
師
云
く
、〈
挙
世
不
相
似
。（
全
世
界
の

ど
こ
に
も
似
た
も
の
は
な
い
）〉」

「
恐
同
學
太
多
去
」
と
は
、
一
緒
に
な
っ
て
相
似
の
語
を
求
め
ま
わ
る
輩
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
の
を
心
配
し
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
。「
同
學
」
と
は
隊
を
組
み
方
々
に
行
脚
し
て
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
ば
か
り
す
る
輩
の
こ
と
。

⑥
將
來
不
相
似　

原
本
は
「
将
来
」
二
字
を
脱
し
て
い
る
（
四
部
叢
刊
本
・
金
蔵
本
も
同
じ
）。『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
聯
灯
会

要
』、『
五
灯
会
元
』
に
拠
っ
て
補
っ
た
。
元
延
祐
本
は
『
五
灯
会
元
』
に
拠
っ
て
補
っ
て
い
る
。

⑦
八
十
老
人
出
場
屋　
「
場
屋
」
は
、
科
挙
の
試
験
場
、
貢
院
。『
資
治
通
鑑
』
唐
武
宗
六
年
、「
初
め
、
景
譲
の
母
の
鄭
氏
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は
、
性
は
厳

げ
ん
か
くで

明
こ
う
め
い、

早つ
と

に
寡や

も
めた

り
て
、
東
都
に
居
す
。
諸
子
は
皆
な
幼
な
く
、
母
自
ら
之
を
教
ゆ
。
…
…
三
子
の
景
譲
・

景
温
・
景
荘
は
、
皆
な
進
士
に
挙
げ
ら
れ
及
第
す
。
…
…
景
荘
は
場
屋
に
老
い
、
黜し

り
ぞけ

ら
る
る
毎
に
、
母
は
輒い

つ

も
景
譲
を

撻む
ち
うつ

。
…
…
之
を
久
し
く
し
て
、
宰
相
、
主し

け
ん
か
ん司

に
謂
い
て
曰
く
、〈
李
景
荘
、
今
歳
は
収
め
ざ
る
可
か
ら
ず
、
可か

わ
い
そ
う憐

に
彼

の
翁
は
毎
歳
に
撻む

ち
うた

る
。〉
是こ

れ

に
由
り
て
始
め
て
及
第
す
。」
胡
三
省
の
注
、「
唐
人
は
貢
院
を
謂
い
て
場
屋
と
為
す
、
今

に
至
る
も
猶
お
然
り
。」

⑧
直
至
敲
骨
打
髓
，
須
有
來
由　
「
敲
骨
打
髄
」
は
、
懸
命
に
努
め
る
こ
と
。『
宏
智
広
録
』
巻
五
、「
諸
人
に
勧
む
、
且
く

草い
い
か
げ
ん

草
な
る
莫
か
れ
。
須す

べ
か是

ら
く
自み

ず
か家

ら
敲
骨
打
髓
し
、
一
一
に
体
究
し
分あ

き
ら
か暁

に
し
て
始
め
て
得よ

し
。
若も是
し
繊
毫
も
未

だ
透
ら
ず
ん
ば
、
便
ち
生
死
中
に
窒ふ

さ
が
り礙

を
成
じ
、
超
脱
す
る
こ
と
能
わ
ず
」（
T
四
八
・
六
八
下
）。「
来
由
」
は
、
こ
こ

で
は
「（
開
悟
の
）
手
掛
か
り
」。『
祖
堂
集
』
巻
一
〇
長
慶
和
尚
章
、「
雪
峰
は
是か

く

の
如
き
次
第
を
見
て
、
他か

れ

を
断さ

ば

い
て
云

く
、〈
我
れ
你
に
死
馬
医
の
法
を
与
え
ん
、
你
還は

た
甘
ん
ず
る
や
。〉
師
対
え
て
云
く
、〈
師
の
処い

い
つ
け分

に
依
ら
ん
。〉
峰
云

く
、〈
一
日
に
三
度
五
度
上
来
す
る
を
用も

ち

い
ず
、
但
だ
山
裏
の
燎
火
底
の
樹
橦
子
の
如
く
に
相
い
似
て
、
身
心
を
息や

す却
め
、

遠
け
れ
ば
則
ち
十
年
、
中な

か
ばな

れ
ば
則
ち
七
年
、
近
け
れ
ば
則
ち
三
年
せ
ば
、
必
ず
来
由
有
ら
ん
。〉」

⑨
言
語
如
鉗
夾
鉤
鎖
，
相
續
不
斷　

鉗
（
か
な
わ
）
や
夾
（
は
さ
み
）
や
鉤
（
か
ぎ
）
や
鎖
（
く
さ
り
）
を
鍛
冶
す
る
よ
う
に

言
葉
の
鍛
錬
を
絶
え
ず
続
け
る
こ
と
。
鉗
、
夾
、
鉤
、
鎖
は
製
作
に
手
間
の
か
か
る
鉄
製
品
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
が
「
言

語
如
鉗
如
夾
，
如
鉤
如
鎖
，
須
教
相
続
不
断
，
始
得
頭
頭
上
具
，
物
物
上
明
，
豈
不
是
得
妙
底
事
」
に
作
る
の
に
拠
っ
て

解
す
べ
し
。

⑩
知
有
底
人　

そ
れ
有
る
を
知
っ
て
い
る
人
。
実
相
の
あ
り
方
（
真
実
）
を
知
っ
た
人
。
前
の
〔
三
三
〕
②�
「
才
生
為
什
麼

不
知
有
」
の
注
を
参
照
。

⑪
心
如
臘
月
扇
，
口
邊
直
得
醭
出　
「
臘
月
扇
」
は
動
か
な
い
も
の
の
た
と
え
。「
口
辺
直
得
醭
出
」
は
、「
道
忠
曰
く
、〈
久



252

し
く
黙
す
る
が
故
に
口
辺
に
白し

ろ
か
び醭

を
生
ず
〉」（
禅
文
化
研
究
所
本
『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
八
八
頁
）。『
円
悟
語
録
』
巻
八

小
参
一
、「
看
よ
、
他か

の
従こ

れ
ま
で上

の
得
た
る
底
の
人
は
、
口
は
臘
月
の
扇
の
如
く
に
し
て
、
直
に
醭か

び

の
生
ず
る
を
得え

、
心
は

枯
木
の
如
く
、
縦た

と

い
春
夏
に
逢
う
も
、
未
だ
曽
て
変
動
せ
ず
。
強
い
て
為
す
に
は
不あ

ら是
ず
、
任
運
に
此か

く

の
如
し
」（
Ｔ
四

七
・
七
四
九
中
）。
ま
た
『
大
慧
語
録
』
巻
七
、「
多
時
に
禅
を
説
か
ず
、
口
辺
に
白
醭
を
生
ず
」（
Ｔ
四
七
・
八
三
九
中
）。

⑫
欲
得
恁
麼
事
，
須
是
恁
麼
人
。
既
是
恁
麼
人
，
何
愁
恁
麼
事　
「
か
か
る
消
息
を
明
確
に
知
る
の
は
、
か
か
る
も
ち
ま
え

の
人
だ
け
で
あ
る
。
か
か
る
も
ち
ま
え
の
人
な
ら
、
何
の
心
配
も
い
ら
ぬ
こ
と
だ
。」

『
宗
鏡
録
』
巻
九
八
に
引
く
先
雲
居
和
尚
の
語
に
い
う
、「
仏
法
は
什な

麼ん

の
多

く
だ
く
だ
し
き
こ
と

事
か
有
ら
ん
。
行
じ
得
れ
ば
即
ち
是よ

し
。

但
だ
心
は
是
れ
仏
な
る
を
知
れ
ば
、
仏
と
し
て
解よ

く
語
ら
ざ
る
を
愁
う
る
莫
か
れ
。
是か

く

の
如
き
事
を
欲ほ

得っ

せ
ば
、
還ま

た

須
ら
く
是
の
如
き
人
な
る
べ
し
。
若も是
し
是
の
如
き
人
な
ら
ば
、
箇
の
什な

に麼
を
か
愁
え
ん
」（
Ｔ
四
八
・
九
四
七
上
）。
ま

た
『
禅
林
僧
宝
伝
』
雲
居
章
の
本
示
衆
の
前
段
に
も
あ
り
。「
欲
得
恁
麼
事
」
は
『
聯
灯
会
要
』
で
は
「
要
明
恁
麼
事
」

に
作
る
。

⑬
學
佛
邊
事
，
是
錯
用
心　

以
下
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三

は
別
時
の
説
法
と
し
て
お
り
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
本
書
の
約
二
倍
半
の
長
文
で
あ
る
。

⑭
講
得
天
華
落
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事　

雲
巌
の
次
の
示
衆
を
承
け
る
も
の
。『
祖
堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
、「
師
示
衆

云
：
従
門
入
者
非
宝
。
直
饒
説
得
石
点
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
又
云
：
擬
心
則
差
，
況
乃
有
言
，
恐
有
所
示
転
遠
。」

「
講
得
天
華
落
」
は
『
肇
論
』「
九
折
十
演
者
」
開
宗
第
一
に
「
須
菩
提
は
無
説
を
唱
え
て
以
て
道
を
顕
わ
し
、
釈
梵
は

聴
く
こ
と
を
絶
ち
て
華
を
雨あ

め
ふら

す
」
と
い
う
。
基
づ
く
と
こ
ろ
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
巻
七
問
住
品
～
巻
八
散
花

品
）
に
須
菩
提
が
「
一
切
法
は
皆
な
化

ま
ぼ
ろ
しの

如
し
、
此こ

中こ

に
は
説
く
者
無
く
、
聴
く
者
無
く
、
知
る
者
無
し
」
と
説
く
と
諸

天
子
が
讃
嘆
し
て
花
を
化
作
し
て
散
華
し
た
話
。
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「
石
点
頭
」
は
竺
道
生
（
三
五
五
？
～
四
三
四
）
の
「
頑
石
点
頭
」
の
故
事
に
よ
る
。
法
顕
が
入
竺
求
法
の
旅
よ
り
持
ち

帰
っ
た
六
巻
『
泥な

い

洹お
ん

経き
ょ
う』

が
建
康
で
訳
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
研
究
し
た
道
生
は
「
闡
提
成
仏
説
」
を
主
張
し
た
が
、

邪
説
と
非
難
さ
れ
た
。『
東
林
十
八
高
僧
伝
』、「
師
は
擯
せ
ら
れ
て
南
還
し
、
虎
丘
山
に
入
り
、
石
を
聚
め
て
徒
と
為

し
、
涅
槃
経
を
講
ず
。
闡
提
の
処
に
至
り
て
則
ち
仏
性
有
り
と
説
き
、
且
つ
曰
く
、〈
我
が
説
く
所
の
如
き
は
仏
心
に
契

う
や
〉
と
。
群
石
は
皆
な
為
に
点
頭
す
。」
後
に
曇
無
讖
訳
の
四
十
巻
『
涅
槃
経
』
が
建
康
に
伝
わ
り
、
そ
の
説
の
正
し

か
っ
た
こ
と
が
證
明
さ
れ
た
。

⑮
若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛　
「
作
用
即
性
」
批
判
。

⑯
攢
花
簇
錦　

美
辞
麗
句
の
た
と
え
。
本
書
巻
一
五
投
子
大
同
章
、「
汝
諸
人
は
這こ

こ裏
に
来
て
、
新
鮮
の
語
句
を
覓
め
ん
と

擬ほ
っ

し
、
華
を
四
六
に
攢
め
、
口
裏
に
道い

う
可
き
も
の
有
ら
ん
と
貴ほ

っ

す
。」
な
お
『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第
三
二
則
で
は
「
攢

華
四
六
」
を
「
攢
花
簇
錦
」
に
作
る
。

⑰
了
事
人　

な
す
べ
き
こ
と
を
為
し
終
え
た
人
。『
大
乗
起
世
論
』、「
若
し
知
を
立
て
解
を
立
て
、
好
を
見
、
悪
を
見
、
青

を
見
、
黄
・
赤
・
白
を
見
れ
ば
、
即
ち
生
死
に
流
浪
し
、
凡
夫
人
と
作な

り
、
自
在
を
得
ず
。
但
だ
知
解
を
立
て
ず
、
一
物

を
見
ざ
れ
ば
、
即
ち
是
れ
了
事
の
人
、
即
ち
是
れ
精
神
有
る
人
、
真
の
大
夫
に
し
て
、
三
界
の
外
に
出い

で

て
、
如
如
心
を

得
ん
。」（『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
三
輯
、
六
五
頁
）。
た
だ
し
こ
こ
の
「
了
事
人
」
は
否
定
的
意
味
あ
い
で
言
う
。『
五
灯
会

元
』
巻
六
大
光
山
居
誨
章
、「
一
代
時
教
は
祇た

だ
是
れ
時
人
の
手
脚
を
整
理
す
る
の
み
。
直た

饒と

い
剝は

ぎ
尽
し
て
底
に
到
る

も
、
也ま

た
祇た

だ
箇
の
了
事
の
人
と
成
り
得
る
の
み
、
将も

っ

て
衲
衣
下
の
事
に
当あ

つ
る
可
か
ら
ず
。」

⑱
無
過
人　
（
心
の
奥
に
し
ま
い
込
ん
だ
戒
定
慧
な
ど
の
学
解
が
な
く
な
っ
て
）
煩
悩
に
よ
る
過
ち
の
な
く
な
っ
た
人
。
こ
の

三
字
は
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
は
無
し
。

本
書
「
設
使
攢
花
簇
錦
，［
事
事
及
得
，
及
尽
一
切
事
，］
亦
只
喚
作
了
事
人
無
過
人
」
の
［　

］
の
と
こ
ろ
は
、『
禅
林
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僧
宝
伝
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
長
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

 （
饒
汝
説
得
簇
花
簇
錦
）
也
無
用
処
，
未
離
情
識
在
。
若
一
切
事
，
須
向
這
裏
及▼

尽
，
始
得
無
過
，
方
得
出
身
。
若
有
一

毫
髪
去
不
尽
，
即
被
塵
累
，
豈
況
便
多
？
差
之
毫
釐
，
過
犯
山
岳
。
不
見
古
人
道
：
「
学
処
不
玄
，
尽
是
流
俗
。
閨

閤
中
物
捨
不
得
，
俱
為
滲
漏
。」
直
須
向
這
裏
，
及▼

取
去
，
及▼

去
及▼

来
，
併
尽
一
切
事
，
始
得
無
過
，
如
人
頭
頭
上

了
，
物
物
上
通
。（
祇
喚
作
了
事
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。）

 （
饒
汝
説
得
簇
花
簇
錦
）
也な

お
用
処
無
く
、
未
だ
情
識
を
離
れ
ず
。
若
し
一
切
事
を
ば
、
須
ら
く
這
裏
に
向お

い
て
及の

ぞ

き
尽
し

て
、
始
め
て
無
過
な
る
を
得
、
方は

じ

め
て
出
身
を
得
ん
。
若
し
一
毫
髪
の
去
り
尽
さ
ざ
る
有
ら
ば
、
即
ち
塵
累
を
被
る
、
豈

に
況
ん
や
便
［
更
］
に
多
き
を
や
。
之
を
毫
釐
に
差た

が

わ
ば
、
過あ

や
ま
ち犯

山
岳
の
ご
と
し
。
見き

か
ず
や
、
古
人
道
う
：
「
学
処
玄

な
ら
ず
ん
ば
、
尽
く
是
れ
流
俗
。
閨
閤
中
の
物
捨
て
得
ざ
れ
ば
、
俱み

な
滲
漏
と
為
る
」
と
。
直
に
須
ら
く
這
裏
に
向お

い
て
、

及の
ぞ

き
取
り
去
り
、
及の

ぞ

き
去
り
及
き
来き

た

り
、
一
切
事
を
併の

ぞ

き
尽
し
て
、
始
め
て
無
過
な
る
を
得
て
、
人
は
頭
頭
上
に
了さ

と

り
、

物
物
上
に
通
ず
る
が
如
し
。（
祇
喚
作
了
事
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。）

こ
こ
の
「
及▼

」
に
は
「
去
」
の
意
が
あ
り
、
当
時
の
口
語
で
あ
る
こ
と
は
、
中
華
書
局
本
『
祖
堂
集
』
附
録
二
「
關
於

祖
堂
集
的
校
理
」
九
四
一
～
九
四
二
頁
を
参
照
。

⑲
終
不
喚
作
尊
貴　
「
尊
貴
」
は
、
法
身
、
本
来
身
。
本
書
巻
一
四
鄂
州
百
顔
明
哲
禅
師
章
、「
洞
山
、
密
師
伯
と
到
り
参

ず
。
師
問
う
て
曰
く
、〈
闍
梨
は
近
ご
ろ
什い

麼ず

処こ

を
か
離
る
。〉
洞
山
曰
く
、〈
近
ご
ろ
湖
南
を
離
る
。〉
師
曰
く
、〈
観
察

使
、
姓
は
什な

麼ん

ぞ
。〉
曰
く
、〈
姓
を
得
ず
。〉
師
曰
く
、〈
名
は
什
麼
ぞ
。〉
曰
く
、〈
名
を
得
ず
。〉
師
曰
く
、〈
還は

た
事せ

い
むを

治と

る
や
。〉
曰
く
、〈
自べ

つ

に
郎ぶ

幕か

有
り
。〉
師
曰
く
、〈
豈
に
出
入
せ
ざ
ら
ん
や
。〉
洞
山
便
ち
払
袖
し
て
去
る
。
師
は
明
日
、

僧
堂
に
入
り
て
曰
く
、〈
昨
日
は
二
闍
梨
に
対
し
て
一
転
語
す
る
も
稔
ら
ず
、
今
請
う
二
闍
梨
道い

え
。
若
し
道
い
得
れ
ば
、

老
僧
便
ち
粥
飯
を
開も

う

け
、
相
伴
し
て
夏げ

を
過
さ
ん
。
速さ

あ
道い

え
、
速さ

あ
道
え
。〉
洞
山
曰
く
、〈
太は

な
はだ

尊た
っ
と
し

貴
生
。〉
師
乃
ち
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粥
を
開も

う

け
、
共
に
一
夏
を
過
す
。」

ま
た
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
四
五
則
、「
問
：
作
大
利
益
底
人
還
得
相
似
不
？
師
云
：
不
得
相
似
。
僧
云
：
為

什
摩
不
得
相
似
？
師
云
：
不
見
道
：
作
大
利
益
。
僧
云
：
此
人
還
知
有
尊
貴
也
無
？
師
云
：
不
知
有
尊
貴
。
僧
云
：
為

什
摩
不
知
有
尊
貴
？
師
云
：
是
伊
未
識
曹
山
。
僧
云
：
如
何
是
曹
山
？
師
云
：
不
作
大
利
益
。」

 

問
う
、「
大
利
益
底
の
人
（
法
身
）
は
和
尚
と
似
て
い
ま
す
か
。」
師
、「
似
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
似
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
大
利
益
を
な
す
人
だ
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
。」
僧
、「
大
利
益
の
人
は
尊
貴
有
る
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。」
師
、「
尊
貴
有
る
を
知
ら
ぬ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
彼
は
曹わ

山し

の
顔
を

知
ら
ん
の
だ
。」
僧
：
「
何
が
曹
山
な
の
で
す
か
。」
師
、「（
わ
し
は
）
大
利
益
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。」

⑳
將
知
尊
貴
邊
著
得
什
麼
物　

尊
貴
な
る
法
身
の
次
元
に
は
、
現
象
の
次
元
か
ら
は
何
の
手
出
し
も
で
き
な
い
と
分
か
る
の

だ
。「
著
得
什
麼
物
」
は
反
語
。『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
智
証
伝
』
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

将
知
尊
貴
一
路
自
別
。
便
是
世
間
極
重
極
貴
物
、
不
得
将
来
向
尊
貴
辺
。
須
知
不
可
思
議
、
不
当
好
心
。（
尊
貴
へ
向

う
一
路
は
特
別
だ
と
分
か
る
。
た
と
え
世
間
の
ど
ん
な
貴
重
な
も
の
も
、
尊
貴
の
次
元
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
須

ら
く
知
る
べ
し
、
不
可
思
議
な
る
は
、
好
心
に
当
た
ら
ざ
る
こ
と
を
。）

な
お
『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
将
知
尊
貴
一
路
自
別
」
の
み
で
あ
る
。

㉑
從
門
入
者
非
寶　

出
典
未
詳
。
禅
録
で
の
最
も
早
い
例
は
『
祖
堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
第
二
四
則
。

㉒
捧
上
不
成
龍　

い
く
ら
大
事
に
し
て
も
龍
（
法
身
）
に
は
な
ら
ぬ
。
後
に
は
「
と
う
て
い
も
の
に
成
ら
ぬ
や
つ
」（『
禅
語

辞
典
』）
の
意
。

『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
、「
師
一
日
見
僧
来
，
拈
起
拄
杖
云
：
〈
我
両
手
分
付
，
你
作
麼
生
？
〉
僧
退
身
云
：

〈
不
敢
。〉
師
云
：
〈
為
什
麼
棒マ

マ

［
捧
］
上
不
成
龍
？
〉
僧
云
：
〈
三
十
年
後
恐
辜
負
和
尚
。〉
師
放
下
拄
杖
云
：
〈
吽
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吽
。〉」

〔
三
五
〕
示
寂

師
如
是
三
十
年
開
發
玄
楗
，
徒
衆
常
及
千
五
百
之
數
，
南
昌
鍾
氏
尤
所
欽
風
。

唐
天
復
元
年
秋
示
微
疾
。
十
二
月
二
十
八
日
，
為
大
衆
開
最
後
方
便
，
敍
出
世
始
卒
之
意
。
衆
皆
愴
然
。
越
明
年
正
月

三
日
，
跏
趺
長
往
。
今
本
山
影
堂
存
焉
。
敕
謚
弘
覺
大
師
，
塔
曰
圓
寂
。

＊

師①�

は
是か

く

の
如
く
三
十
年
、
玄
楗
を
開
発
し
、
徒②�

衆
は
常
に
千
五
百
の
数
に
及
ぶ
。
南③�

昌
の
鍾
氏
、
尤
も
欽
風
す
る
所
な

り
。唐④�

天
復
元
年
秋
、
微
疾
を
示
す
。
十⑤�

二
月
二
十
八
日
、
大
衆
の
為
に
最
後
の
方
便
を
開
き
、
出
世
始
卒
の
意
を
敍
ぶ
。

衆
皆
な
愴
然
た
り
。
越⑥

え
て
明
年
の
正
月
三
日
、
跏
趺
し
て
長
往
す
。
今
、
本
山
に
影
堂
存
す
。
勅⑦�

し
て
弘
覚
大
師
と
謚

し
、
塔
を
円
寂
と
曰
う
。

＊

①
師
如
是
三
十
年
開
發
玄
楗　
「
師
は
こ
の
よ
う
に
し
て
三
十
年
、
仏
法
の
秘
要
を
開
導
し
た
。」
出
世
開
法
し
て
三
十
年
で

あ
る
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
則
に
「
吾
出
世
来
恰
三
十
年
，
亦
可
行
矣
。」
と
あ
り
、『
宋
高
僧

伝
』
巻
一
二
雲
居
伝
に
も
「
膺
出
世
度
人
満
足
三
十
年
」
と
見
え
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
に
も
「
膺
住
持
三
十
年
，
道

徧
天
下
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
三
峰
に
開
法
し
た
の
は
八
七
三
年
ご
ろ
で
あ
る
。

「
玄
楗
」
は
、
仏
法
の
玄
妙
な
る
秘
要
。
本
書
東
禅
寺
版
・
四
部
叢
刊
本
・
金
蔵
本
は
「
楗
」
を
「
犍
」
に
誤
る
。
元
延

祐
本
が
「
楗
」
に
改
め
て
い
る
の
に
よ
っ
た
。
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②
徒
衆
常
及
千
五
百
之
數　
『
祖
堂
集
』
は
「
春
秋
不
減
千
有
余
衆
」、『
宋
高
僧
伝
』
は
「
所
化
之
徒
，
寒
暑
相
交
，
不
下

一
千
余
衆
」、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
衆
至
千
五
百
人
」。

③
南
昌
鍾
氏
尤
所
欽
風　

南
昌
鍾
氏
は
豫
章
南
平
王
鍾
伝
。
本
書
東
禅
寺
版
は
「
鍾
」
を
「
周
」
に
誤
る
。
四
部
叢
刊
本
・

金
蔵
本
・
元
延
祐
本
・
高
麗
本
は
す
べ
て
「
鍾
」
に
作
る
の
に
よ
っ
て
改
め
た
。

鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
は
洪
州
吉
安
（
江
西
省
吉
安
市
）
の
人
。
行
商
を
生な

り
わ
い業

と
し
て
い
た
が
、
王
仙
之
の
乱
の
と
き
、

衆
に
推
さ
れ
て
長
と
な
り
、
万
人
を
鳩
合
し
、
自
ら
高
安
鎮
撫
使
と
称
し
た
。
黄
巣
の
賊
が
撫
州
を
掠
奪
し
た
と
き
、

撫
州
に
入
っ
て
守
り
、
刺
史
を
拝
し
た
。
中
和
二
年
（
八
八
二
）
江
西
観
察
使
高
茂
卿
を
追
放
し
て
、
自
ら
留
後
を
称

し
、
鎮
南
節
度
使
を
拝
し
た
。
江
西
に
居
る
こ
と
三
十
余
年
、
太
保
・
中
書
令
を
累
拝
し
、
南
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

天
祐
三
年
卒
す
。『
新
唐
書
』
巻
一
〇
、『
新
五
代
史
』
巻
四
一
。
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
の
禅
宗
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八

四
）
に
詳
し
い
伝
記
の
記
述
が
あ
る
。

「
欽
風
」
は
、
教
化
を
あ
お
ぎ
慕
う
。
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
二
一
、「
大
王
の
名
称
は
、
周
ね
く
十
方
に
聞
こ
ゆ
、
我

等
は
欽
風
し
、
故
に
来
り
て
此こ

こ

に
至
る
。」

④
唐
天
復
元
年
秋
示
微
疾　

示
寂
に
つ
い
て
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林

僧
宝
伝
』
巻
六
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
な
ど
に
も
記
事
が
あ
る
。

⑤
十
二
月
二
十
八
日
，
為
大
衆
開
最
後
方
便
，
敍
出
世
始
卒
之
意
。
衆
皆
愴
然　
「
十
二
月
二
十
八
日
、
大
衆
に
最
後
の
説

法
を
し
、
出
世
の
一
部
始
終
の
意
を
述
べ
る
と
、
大
衆
は
み
な
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
。」「
出
世
始
卒
」
は
、
出
世

開
堂
し
て
か
ら
の
顛
末
、
あ
る
い
は
出
生
し
て
示
寂
す
る
ま
で
の
顛
末
。『
法
華
義
疏
』
巻
四
、「
三
乗
方
便
門
内
に
於
い

て
、
広
く
釈
迦
一
期
の
出
世
始
終
の
事
を
序
し
、
既す

已で

に
顕
然
た
り
。」（
Ｔ
三
四
・
五
一
〇
下
）。『
絶
海
和
尚
語
録
』
巻

上
義
堂
和
尚
十
三
年
忌
請
陞
座
拈
香
、「
詳
し
く
其
の
出
世
の
始
末
を
考し

ら
べる

に
、
師
は
乃
ち
元
弘
乙
丑
に
神
を
南
海
に
降
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し
、
岐き

嶷ぎ
ょ
くの

質
は
襁
褓
の
中
に
見
え
、
英
邁
の
気
は
齠

ち
ょ
う

齔し
ん

の
年
に
顕
わ
る
。」（
Ｔ
八
〇
・
七
四
三
中
）。

『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
段
で
は
、
か
な
り
詳
し
く
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
 

天
復
元
年
辛
酉
歳
秋
，
忽
有
微
疾
。
至
十
二
月
上
旬
，
累
有
教
令
。
至
二
十
八
日
夜
，
主
事
及
三
堂
上
座
参
省
。
師

顧
視
云
：
「
汝
等
在
此
，
粗
知
遠
近
。
生
死
尋
常
，
勿
以
憂
慮
。
斬
釘
截
鉄
，
莫
違
仏
法
。
出
生
入
死
，
莫
負
如
来
。

事
宜
無
多
，
人
各
了
取
。」
至
二
年
壬
戌
歳
正
月
二
日
，
問
侍
者
：
「
今
日
是
幾
？
」
云
：
「
新
歳
已
二
。」
師
曰
：

「
吾
出
世
来
恰
三
十
年
，
亦
可
行
矣
。」
三
日
寅
時
終
焉
。

天
復
元
年
辛
酉
の
歳
の
秋
、
ふ
と
軽
い
病
い
に
か
か
っ
た
。
十
二
月
上
旬
に
な
っ
て
、
何
度
も
説
法
を
し
た
。
二
十
八
日

の
夜
，
主
事
と
三
堂
の
上
座
が
見
舞
う
と
、
師
は
彼
ら
を
見
回
し
て
言
っ
た
、「
お
前
た
ち
は
こ
こ
で
修
行
し
て
い
る
か
ら

に
は
時
期
は
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
よ
う
。
死
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
心
配
は
い
ら
ぬ
。
言
語
思
慮
を
断
ち
切
り
、
仏
法
に

違
背
し
て
は
な
ら
ぬ
。
生
き
る
も
死
ぬ
も
、
如
来
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
。
や
る
べ
き
事
は
た
だ
一
つ
、
各
々
ケ
リ
を
つ

け
る
の
だ
。」
二
年
壬
戌
歳
（
九
〇
二
）
正
月
二
日
に
な
っ
て
、
侍
者
に
問
う
、「
今
日
は
何
日
だ
。」「
新
年
も
す
で
に
二

日
で
す
。」
師
、「
私
が
出
世
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
三
十
年
だ
、
ま
た
出
か
け
る
と
し
よ
う
。」
三
日
の
夜
明
け
前
に
亡
く

な
っ
た
。

臨
終
の
と
き
の
異
伝
が
『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
二
三
段
に
、「
師
臨
順
世
時
，
師
問
侍
者
：
今
日
是
幾
？
待
者

云
：
三
日
。
師
云
：
三
十
年
也
只
這
个
是
。〈
わ
が
出
世
始
卒
三
十
年
の
意
は
、
た
だ
這こ

れ个
こ
そ
が
そ
う
だ
。〉」
と
見
え

る
。『
宗
門
統
要
』、『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』
で
は
最
後
の
師
の
言
葉
は
「
三
十
年
後
，
但
道
只

這
是
。〈
三
十
年
後
（
わ
が
真
を
画
け
る
か
と
聞
か
れ
た
な
ら
）
た
だ
這こ

れ个
こ
そ
が
そ
う
だ
と
言
え
。〉」（「
道
」
は
『
禅
林

僧
宝
伝
』
で
は
「
云
」、「
只
」
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』・『
五
灯
会
元
』
で
は
「
祇
」
に
作
る
）
と
な
っ
て
お
り
、
洞
山
が
雲
巌

を
辞
去
す
る
と
き
、「
和
尚
百
年
後
、
忽
有
人
問
貌
得
師
真
不
、
如
何
祗
対
？
」
と
問
う
と
、
雲
巌
は
「
但
向
伊
道
、
即
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這
箇
是
。」（
本
書
巻
一
五
洞
山
章
）
と
答
え
て
お
り
、
そ
れ
を
意
識
し
て
作
り
変
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑥
越
明
年
正
月
三
日
，
跏
趺
長
往　

示
寂
の
年
月
日
が
天
復
二
年
（
九
〇
二
）
正
月
三
日
で
あ
る
こ
と
各
資
料
一
致
す
る

が
、『
仏
祖
歴
代
通
載
』
だ
け
が
天
復
元
年
と
し
て
い
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
は
、
そ
の
葬
儀
の
よ
う
す
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　

 

豫
章
南
平
王
鍾
氏
供
其
喪
葬
。
時
諸
道
禅
子
各
依
郷
土
所
尚
者
，
随
霊
龕
到
処
列
花
樹
帳
幔
粉
麪
之
饌
，
謂
之
卓
祭
。

一
期
凶
礼
之
盛
，
勿
過
于
時
也
，
猗
歟
！
膺
出
世
度
人
，
満
足
三
十
年
，
遺
愛
可
知
也
。（
豫
章
南
平
王
の
鍾
氏
が
葬

儀
を
執
り
行
っ
た
。
時
に
郷
土
で
尊
ば
れ
た
各
地
の
禅
和
子
た
ち
は
、
霊
龕
に
つ
き
従
っ
て
至
る
所
で
花
木
や
帳と

ば
り幔

や
粉
物

の
お
供
え
を
な
ら
べ
た
、
こ
れ
を
卓
祭
と
い
う
。
そ
の
葬
儀
の
盛
大
な
さ
ま
は
、
こ
の
時
よ
り
も
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
あ

あ
！
道
膺
は
出
世
し
て
人
を
導
く
こ
と
が
、
三
十
年
に
満
ち
、
そ
の
遺
徳
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。）

⑦
敕
謚
弘
覺
大
師
，
塔
曰
圓
寂　

晏
殊
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
「
南
平
は
其
の
遺い

懿い

（
生
前
の
美
徳
）
を

叙
べ
、
帝
庭
に
聞
し
、
詔
し
て
謚
を
弘
覚
と
曰
う
」
と
あ
り
、
鍾
伝
の
聞
奏
に
よ
り
、
昭
宗
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
後
唐
よ
り
賜
っ
た
と
す
る
。

撫
州
曹
山
本
寂
禅
師

〔
一
〕
行
録

撫
州
曹
山
本
寂
禪
師
，
泉
州
莆
田
人
也
，
姓
黃
氏
。
少
慕
儒
學
，
年
十
九
出
家
，
入
福
州
福
唐
縣
靈
石
山
，
二
十
五
登

戒
。
唐
咸
通
初
，
禪
宗
興
盛
。
會
洞
山
价
禪
師
坐
道
場
，
往
來
請
益
。

＊
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撫①�

州
曹
山
の
本②�

寂
禅
師
は
、
泉③�

州
莆
田
の
人
な
り
、
姓
は
黄
氏
。
少④�

く
し
て
儒
学
を
慕
う
。
年⑤�

十
九
に
し
て
出
家
し
、

福
州
福
唐
県
の
霊
石
山
に
入
り
、
二
十
五
に
し
て
戒
に
登
る
。
唐⑥

の
咸
通
の
初
め
（
八
六
〇
）、
禅
宗
は
興
る
こ
と
盛
ん
な

り
。
会た

ま

た
ま
洞
山
の
价
禅
師
、
道
場
に
坐
せ
ば
、
往
来
し
て
請
益
す
。

＊

①
撫
州
曹
山　

江
西
省
撫
州
市
宜
黄
県
北
に
あ
り
、
い
ま
曹
山
宝
積
寺
。
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
孫
覿
撰
「
撫
州
曹
山
宝

積
院
僧
堂
記
」
に
、「
曹
山
は
州
治
の
東
に
距
つ
こ
と
百
二
十
里
。
魁
大
に
し
て
秀
偉
、
一
方
を
雄
視
す
。
大
比
邱
［
丘
］

有
り
、
元
証
と
号
す
。
五
季
の
兵
乱
を
避
け
、
此
の
山
を
顧
見
し
、
屋
を
結
ん
で
之こ

れ

に
居
す
。
今
、
宝
積
禅
院
と
為
す
。」

（『
鴻
慶
居
士
集
』
巻
二
一
）。
五
代
の
兵
乱
を
避
け
て
結
屋
し
た
と
い
う
の
は
時
代
が
齟
齬
す
る
が
、
大
比
丘
の
元
証
と
は

曹
山
本
寂
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
『
大
明
一
統
志
』
巻
五
四
撫
州
府
山
川
条
、「
曹
山
は
宜
黄
県
の
北
三
十
里
に
在
り
。

旧
に
荷
玉
山
と
名
づ
く
。
山
顛
を
羅
漢
峰
と
曰
い
、
昔
、
本
寂
禅
師
、
曹
渓
六
祖
を
礼
し
て
此こ

こ

に
回か

え

る
に
因
り
、
遂
に
名

を
曹
山
と
易か

う
。
山
前
に
迴
龍
亭
有
り
。
其
の
下
に
泉
有
り
、
昔
、
白
眉
禅
師
、
山
中
に
結
庵
せ
し
時
、
其
の
水
、
一
日

に
三
た
び
潮わ

き
だす

。」
同
寺
観
条
、「
宝
積
寺
は
宜
黄
県
の
北
三
十
里
に
在
り
。
唐
僧
本
寂
の
駐
錫
す
る
処
な
り
。
宋
に
今
の

額
を
賜
る
。」

②
本
寂
禪
師　

八
四
〇
～
九
〇
一
。『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
祖
源
通
録
撮

要
』
巻
四
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
曹
山
条
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
等
に
略
伝
・
問
答
語
句
を
録
す
。
語
録
と

し
て
は
宋
嘉
煕
二
年
（
一
二
三
八
）
刊
『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
に
収
め
る
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、
明
末
の
郭
凝
之

の
編
に
な
る
『
五
家
語
録
』
第
四
巻
の
「
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
」、
江
戸
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
日
本
沙
門
玄
契
が

『
五
家
語
録
』
所
収
本
を
上
巻
と
し
、
そ
の
遺
語
を
集
め
て
下
巻
と
し
た
『
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
語
録
』、
江
戸
宝
暦
十
一
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年
（
一
七
六
一
）
慧
印
校
訂
『
撫
州
曹
山
元
証
禅
師
語
録
』
が
あ
る
。
ま
た
南
岳
玄
泰
撰
す
る
塔
銘
（『
宋
高
僧
伝
』
巻
一

三
）、『
曹
山
録
』（『
祖
庭
事
苑
』
巻
五
仰
山
三
然
灯
条
）、『
曹
洞
広
録
』（『
雲
臥
紀
談
』
巻
上
仏
心
禅
師
才
公
条
）
が
あ
っ

た
が
伝
存
し
な
い
。

な
お
慧
洪
『
石
門
文
字
禅
』
巻
二
六
「
題
珣
上
人
僧
宝
伝
」
に
、「
又
游
曹
山
，
拝
澄
源
塔
，
得
断
碣
，
曰
：
『
耽
章
号

本
寂
禅
師
，
獲
《
五
蔵
位
図
》，
尽
具
洞
山
旨
訣
。』」
と
あ
り
、
本
寂
禅
師
は
号
で
あ
り
、
僧
諱
が
耽
章
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
に
「
洞
山
一
見
乃
問
：
闍
棃
名
什
麽
？
曰
：
耽
章
。
山
曰
：
那
箇
聻
？
曰
：
不
名
耽

章
」
と
あ
る
。『
祖
源
通
録
撮
要
』
は
西
余
拱
辰
撰
『
禅
源
通
録
』
二
四
巻
（
張
方
平
『
楽
全
集
』
巻
三
三
に
煕
寧
四
年

［
一
〇
七
一
］
の
「
禅
源
通
録
序
」
あ
り
）
を
撮
要
し
た
も
の
（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
五
巻
解
題
参
照
）。

③
泉
州
莆
田
人
也　

泉
州
莆
田
は
、
い
ま
福
建
省
莆
田
市
。『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
九
泉
州
条
、「
莆
田
県
は
本
と
南
安
県

の
地
。
陳
の
廃
帝
、
分
か
ち
て
莆
田
県
を
置
く
。
隋
の
開
皇
十
年
（
五
九
〇
）
省
き
、
武
徳
六
年
（
六
二
三
）
復
た
置
く
。

貞
観
に
改
め
て
閩
州
に
属
し
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
割
き
て
泉
州
に
属
す
。」

④
少
慕
儒
學　

南
岳
玄
泰
撰
す
る
塔
銘
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
宋
高
僧
伝
』
は
、
本
寂
の
郷
里
は
唐
末
に
乱
を
避
け
て

避
難
し
た
士
大
夫
が
多
く
寓
居
し
て
儒
家
の
気
風
が
興
り
、
本
寂
も
若
く
し
て
そ
の
気
風
に
染
ま
っ
て
礼
教
を
学
ん
で
い

た
が
、
自
然
に
内
面
的
な
も
の
を
求
め
る
気
持
ち
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
。「
其
の
邑
は
唐
季
に
多
く
衣
冠
の
士
子
僑
寓

し
、
儒
風
振
起
し
、
小
稷
下
と
号
す
。
寂
は
少わ

か

く
し
て
魯
風
に
染
ま
り
、
率お

お
む多

ね
強
い
て
学
ぶ
に
、
自し

ぜ
ん爾

に
淳
粋
独ひ

と

り
凝こ

り
、
道
の
性
天し

ぜ
んに

発お
こ

る
。」

『
祖
堂
集
』
は
「
少
習
九
経
，
志
求
出
家
。」『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、「
幼
而
奇
逸
，
為
書
生
不
甘
処
俗
。」

⑤
年
十
九
出
家
，
入
福
州
福
唐
縣
靈
石
山
，
二
十
五
登
戒　
『
宋
高
僧
伝
』
は
「
年
惟
十
九
，
二
親
始
聴
出
家
。
入
福
州
雲

名
［
霊
石
］
山
。
年
二
十
五
，
登
於
戒
足
，
凡
諸
挙
措
，
若
老
苾
芻
。」『
祖
堂
集
』
は
「
年
十
九
，
父
母
方
聴
。
受
業
於



262

福
唐
県
霊
石
山
。
年
二
十
五
，
師
方
許
受
戒
，
而
挙
措
威
儀
，
皆
如
旧
習
，
便
雲
遊
方
外
。」

「
福
州
福
唐
県
霊
石
山
」
に
は
、
僧
元
修
（
？
～
八
八
七
）
が
大
中
元
年
（
八
四
七
）
に
創
し
た
翠
石
院
（『
祖
堂
集
』
巻
一

九
観
和
尚
章
で
は
砕
石
院
）
が
あ
っ
た
。
福
唐
県
は
偽
閩
の
龍
啓
元
年
（
九
三
三
）
改
め
て
福
清
県
と
な
り
（『
淳
熙
三
山

志
』
巻
三
）、
霊
石
山
は
福
建
省
福
清
市
に
あ
る
。『
淳
熙
三
山
志
』
巻
三
六
寺
観
福
清
県
条
、「
霊
石
俱
胝
院
は
清
元
里
、

同
年
（
大
中
元
年
〈
八
四
七
〉）
に
置
く
。
是
れ
よ
り
先
の
唐
武
宗
の
時
、
僧
元
修
始
め
て
此
に
菴い

お
りし

、
七
俱
胝
を
誦
し
、

疾
祟
を
呪
治
す
。
後
、
深
く
巌
谷
中
に
入
る
。
人
、
以
て
遁
去
す
と
為お

も

え
り
。
蔬や

さ
いの

甲め

有
っ
て
泛う

か

び
流
れ
下
る
、
乃
ち

沿
う
て
源
を
ば
訪た

ず

ね
て
之
を
得
た
り
。
再
び
往
け
ば
則
ち
廬
は
已
に
虚
な
り
。
蓋
し
会
昌
の
禁
を
避
く
る
な
り
。
宣
宗

の
時
、
出
で
て
闕
に
詣
り
、
金
を
貢

け
ん
じ
ょ
うし

て
山
を
買
い
、
始
め
て
精
舎
を
創
り
、
翠
（
砕
）
石
院
と
名
づ
く
。
是
に
至
っ

て
今
の
額
を
賜
う
。
光
啓
三
年
（
八
八
七
）
将
に
死
な
ん
と
し
て
、
書
し
て
云
う
、〈
刀
耕
火
種
し
、
伽
藍
を
造
り
、
荘

田
を
買
い
、
僧
を
供く

よ
うし

客
を
待も

て
なし

、
未
だ
嘗
て
化
を
縁
ぜ
ず
。
荼
毘
の
日
、
院
の
田
園
に
負
え
ば
、
斎
供
と
為
す
に
足

る
、
外
荘
よ
り
輸
し
、
王
、
支
費
に
及
ぶ
も
、
此
の
外
に
他
に
営
む
を
得
ず
。〉」

な
お
『
大
明
一
統
志
』
巻
七
四
福
州
府
条
に
よ
れ
ば
、
霊
石
山
は
福
清
県
西
南
二
十
五
里
、
黄
檗
山
は
福
清
県
西
南
三

十
里
に
あ
り
、
両
山
は
近
接
し
て
い
た
。

⑥
唐
咸
通
初
，
禪
宗
興
盛
。
會
洞
山
价
禪
師
坐
道
場
，
往
來
請
益　
『
宋
高
僧
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
咸
通
の
初
め
、

禅
宗
の
興
盛
す
る
こ
と
、
風
は
大
潙
よ
り
起
こ
る
。
石
頭
・
薬
山
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
其
の
名
寝お

と
ろ頓

う
。
会た

ま

た
ま
洞
山

の
物ひ

と

を
憫
れ
み
、
其
の
石
頭
を
高う

や
まえ

ば
、
往
来
し
て
請
益
し
（
曹
山
は
往
来
し
て
教
え
を
請
い
）、
学
ぶ
こ
と
洙じ

ゅ

泗が
く

と
同
じ

く
す
。
寂
は
衆
に
処お

り
て
愚
の
如
く
、
言
を
発
せ
ば
訥
の
若
し
。」

洞
山
に
参
ず
る
の
は
、
下
記
の
『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
に
よ
れ
ば
、
福
州
で
怡
山
西
院
に
住
し
た
大
安

や
黄
檗
に
い
た
霊
観
に
参
じ
て
後
の
こ
と
で
あ
り
、『
淳
熙
三
山
志
』
巻
三
四
西
禅
寺
条
に
よ
れ
ば
、「
咸
通
八
年
、
観
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察
使
の
李
景
温
、
長
沙
潙
山
僧
の
大
安
を
招
き
て
来
た
り
居
ら
し
め
、
廢
を
起
こ
し
て
之
を
新
た
に
す
」
と
あ
る
こ
と

よ
り
、
咸
通
八
年
（
八
六
七
）
か
ら
洞
山
の
示
寂
す
る
咸
通
一
〇
年
（
八
六
九
）
の
間
で
あ
る
。

　
 

曹
山
到
洞
山
。
洞
山
問
：
「
近
離
什
摩
処
？
」
対
云
：
「
近
離
閩
中
。」
洞
山
云
：
「
有
什
摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：

「
某
甲
問
西
院
：
『
如
何
是
大
人
相
？
』
西
院
云
：
『
安
三
歳
時
則
有
。』」
洞
山
向
西
院
合
掌
云
：
「
作
家
！
」
洞

山
又
云
：
「
某
甲
行
脚
時
，
遇
著
南
泉
。
南
泉
也
有
似
這
个
因
縁
。
有
僧
問
：
『
如
何
是
大
人
相
？
』
南
泉
答
曰
：

『
王
老
師
三
歳
時
則
有
，
如
今
無
。』」
洞
山
又
問
：
「
什
摩
処
人
？
」
対
云
：
「
莆
田
県
人
。」
洞
山
云
：
「
什
摩
処

出
家
？
」
対
云
：
「
砕
石
院
。」
山
云
：
「
砕
石
院
近
黄
蘗
，
你
曽
到
不
？
」
対
云
：
「
曽
到
。」
洞
山
云
：
「
有
什

摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：
「
某
甲
自
問
：
『
如
何
是
毘
盧
師
、
法
身
主
？
』
云
：
『
我
若
向
你
道
，
則
別
更
有
也
。』」

洞
山
聞
此
語
，
便
合
掌
云
：
「
你
見
古
仏
。
雖
然
如
此
，
只
欠
一
問
。」
曹
山
礼
拝
，
便
請
問
頭
。
曹
山
再
三
苦
切

問
，
三
度
方
得
問
頭
。
入
嶺
参
師
，
挙
前
話
，
進
問
：
「
為
什
摩
故
不
道
？
」
師
云
：
「
若
道
我
不
道
，
則
唖
却
我

口
；
若
道
我
道
，
則
禿
却
我
舌
。」
曹
山
便
帰
洞
山
，
具
陳
前
事
。
洞
山
執
手
撫
背
云
：
「
汝
甚
有
彫
啄
之
分
。」
便

下
床
，
向
黄
蘗
合
掌
云
：
「
古
仏
！ 
古
仏
！
」（『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
）

曹
山
が
洞
山
に
参
じ
た
。
洞
山
、「
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
。」
曹
山
、「
さ
き
ご
ろ
閩
中
を
旅
立
ち
ま
し
た
。」
洞
山
、「
ど

の
よ
う
な
仏
法
の
問
答
が
あ
っ
た
か
。」
曹
山
、「
私
が
西
院
に
『
仏
の
す
ぐ
れ
た
容
貌
と
は
。』
と
問
い
ま
す
と
、
西
院

は
『
わ
し
が
三
歳
の
幼
児
で
あ
っ
た
と
き
に
は
有
っ
た
。』
と
答
え
ま
し
た
。」
洞
山
は
西
院
の
方
を
向
い
て
合
掌
し
て

言
っ
た
、「
作さ

っ

家け

だ
！
」
洞
山
は
つ
づ
け
て
言
う
、「
わ
し
が
行
脚
し
て
い
た
と
き
に
南
泉
に
出
遇
っ
た
が
、
南
泉
に
も
こ

れ
に
似
た
問
答
が
あ
る
。
あ
る
僧
が
『
仏
の
す
ぐ
れ
た
容
貌
と
は
。』
と
問
う
と
、
南
泉
は
『
王わ

し
老
師
が
三
歳
の
と
き
に

は
有
っ
た
が
、
い
ま
は
無
い
。』
と
答
え
た
も
の
だ
。」
洞
山
は
さ
ら
に
問
う
、「
ど
こ
の
出
身
だ
。」
曹
山
、「
莆
田
県
の

出
身
で
す
。」
洞
山
、「
ど
こ
で
出
家
し
た
の
か
。」
曹
山
、「
砕
石
院
で
す
。」
洞
山
、「
砕
石
院
は
黄
蘗
に
近
い
が
、
君
は
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行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。」
曹
山
、「
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
洞
山
、「
ど
の
よ
う
な
仏
法
の
問
答
が
あ
っ
た
か
。」
曹

山
、「
私
自
身
が
『
毘
盧
の
師
・
法
身
の
主
と
は
。』
と
問
い
ま
す
と
、『
わ
し
が
君
に
言
え
ば
、
別
に
さ
ら
に
有
る
こ
と
に

な
る
』
と
答
え
ま
し
た
。」
洞
山
は
此
の
語
を
聞
く
と
、
す
ぐ
に
合
掌
し
て
言
う
、「
君
は
古
仏
に
会
っ
た
の
だ
。
そ
う
で

は
あ
る
が
、
一
問
が
足
り
ぬ
。」
曹
山
は
礼
拝
し
、
す
ぐ
に
そ
の
一
問
を
訊
い
た
。
曹
山
が
再
三
に
わ
た
っ
て
し
つ
こ
く
訊

き
、
三
度
目
で
や
っ
と
そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
福
州
に
入
っ
て
霊
観
に
参
じ
、
洞
山
と
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
て
、

進
ん
で
問
う
、「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で
す
か
。」
霊
観
、「
わ
し
が
言
わ
な
か
っ
た
と
言
う
な
ら
、
わ
し
を
し
ゃ
べ
れ
な

く
し
た
の
だ
し
、
わ
し
が
言
っ
た
と
言
う
な
ら
、
わ
し
の
言
葉
を
意
味
不
明
に
し
た
こ
と
に
な
る
。」
曹
山
は
す
ぐ
に
洞
山

に
引
き
返
し
、
詳
し
く
そ
の
こ
と
を
話
し
た
。
洞
山
は
曹
山
の
手
を
執
っ
て
背
中
を
撫
で
て
言
う
、「
君
は
磨
け
ば
玉
に
な

る
資
質
を
も
っ
て
お
る
。」
す
ぐ
に
床
に
下
り
立
っ
て
、
黄
蘗
の
方
を
向
い
て
合
掌
し
て
言
う
、「
古
仏
だ
！ 

古
仏
だ
！
」

〔
二
〕
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

洞
山
問
：
「
闍
梨
名
什
麼
？
」
對
曰
：
「
本
寂
。」
曰
：
「
向
上
更
道
。」
師
曰
：
「
不
道
。」
曰
：
「
為
什
麼
不
道
？
」

師
曰
：
「
不
名
本
寂
。」
洞
山
深
器
之
。
師
自
此
入
室
，
密
印
所
解
。

＊

洞①�

山
問
う
、「
闍
梨
、
名
は
什な

麼ん

ぞ
。」
対こ

た

え
て
曰
く
、「
本
寂
。」
曰
く
、「
向②�

う

上え

を
更
に
道い

え
。」
師③�

曰
く
、「
道
わ
ず
。」

曰
く
、「
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
道
わ
ざ
る
。」
師④�

曰
く
、「
本
寂
と
名
づ
け
ず
。」
洞⑤�

山
深
く
之
を
器
と
す
。
師
は
此
れ
自よ

り
入
室
し
、

密め
ん
み
つに

解
す
る
所
を
印
せ
ら
る
。

＊

①
本
話
頭
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
則
、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
上
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、
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『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
語
録
』
所
収
「
曹
山
録
」
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
。
な
お
洞
山
と
雲
居
道
膺
と
の
間
で
も
全

く
同
じ
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。

『
祖
源
通
録
撮
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
語
録
』
所
収
「
曹
山
録
」
は
、「
山
問
：
闍
黎
名
甚
麼
？
師
曰
：
本
寂
。
山

曰
：
那
箇
聻
？
師
曰
：
不
名
本
寂
。
山
深
器
之
」（「
本
寂
」
：
『
祖
源
通
録
撮
要
』
は
「
耽
章
」）
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
洞
山
と
の
初
相
見
が
『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
（〔
一
〕
⑥
を
見
よ
）
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
よ
う
な
初

相
見
の
問
答
は
、
雲
居
系
に
対
抗
し
て
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

②
向
上
更
道　
「
本
寂
の
う
え
を
さ
ら
に
言
え
。」『
祖
源
通
録
撮
要
』
な
ど
は
「
那
箇
聻
？
（
あ
れ
は
？
）」
に
作
り
、「
那

箇
」
は
法
身
を
暗
示
す
る
。『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
章
第
一
四
段
、「
師
問
雲
巌
：
作
什
摩
？
対
曰
：
担
水
。
師
曰
：
那
个

尼
？
対
曰
：
在
。
師
曰
：
你
来
去
為
阿
誰
？
対
曰
：
替
渠
東
西
。
師
曰
：
何
不
教
伊
並
頭
行
？
対
曰
：
和
尚
莫
謾
他
。
師

曰
：
不
合
与
摩
道
。
師
代
曰
：
還
曽
担
担
摩
？
」

③
師
曰
：
不
道　
「（
そ
の
う
え
は
も
う
）
言
え
ま
せ
ん
。」

④
師
曰
：
不
名
本
寂　
「
な
ぜ
な
ら
本
寂
と
は
呼
べ
な
い
か
ら
で
す
。」

⑤
洞
山
深
器
之　

洞
山
は
曹
山
が
禅
僧
と
し
て
す
ぐ
れ
た
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
雲
居
の
場
合
、
洞
山
は

「
与
吾
在
雲
巌
時
祗
対
無
異
也
。（
私
が
雲
巌
先
師
の
と
こ
ろ
に
い
た
と
き
に
答
え
た
の
と
同
じ
だ
）」
と
答
え
て
お
り
、
雲

居
を
自
分
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
禅
僧
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

〔
三
〕
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
不
変
異
の
処
に
去
る

盤
桓
數
載
，
乃
辭
洞
山
。
洞
山
問
：
「
什
麼
處
去
？
」
曰
：
「
不
變
異
處
去
。」
洞
山
云
：
「
不
變
異
豈
有
去
耶
？
」
師

曰
：
「
去
亦
不
變
異
。」
遂
辭
去
，
隨
緣
放
曠
。
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＊

盤①�

桓
す
る
こ
と
数
載
、
乃
ち
洞
山
を
辞
す
。
洞②�

山
問
う
、「
什い

麼ず

処こ

に
か
去ゆ

く
。」
曰③�

く
、「
変
異
せ
ざ
る
処
に
去ゆ

く
。」

洞
山
云
く
、「
変④�

異
せ
ざ
れ
ば
豈
に
去ゆ

く
こ
と
有
ら
ん
や
。」
師
曰
く
、「⑤�

去ゆ

く
も
亦
た
変
異
せ
ず
。」
遂⑥

に
辞
去
し
、
随
縁
放

曠
す
。

＊

①
盤
桓
數
載
，
乃
辭
洞
山　
「
数
年
と
ど
ま
っ
て
参
学
し
て
、
洞
山
を
辞
し
た
。」〔
一
〕
⑥
に
よ
れ
ば
、
足
掛
け
三
年
。「
盤

桓
」
は
、
逗
留
・
滞
在
す
る
こ
と
。『
世
説
新
語
』
雅
量
、「
謝
太
傅
は
東
山
に
盤
桓
し
，
時
に
孫
興
公
諸
人
と
海
に
汎う

か

び

て
戯あ

そ

ぶ
。」
ま
た
本
書
巻
一
一
仰
山
章
、「
師
盤
桓
潙
山
，
前
後
十
五
載
。」

②
洞
山
問
：
什
麼
處
去　

本
話
頭
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
三
則
、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
、『
丹
霞
子
淳
禅
師
語

録
』
頌
古
第
四
八
則
（『
虚
堂
集
』
第
四
四
則
）、『
円
悟
語
録
』
巻
一
〇
、
同
巻
一
六
示
超
然
居
士
趙
判
監
、『
円
悟
心
要
』

巻
下
示
月
禅
人
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
五
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
上
第
三
二

則
、「
曹
山
寂
禅
師
語
」（『
続
古
尊
宿
語
録
』
第
二
集
）、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
七
、『
五
家
正
宗

賛
』
巻
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
有
名
な
問
答
で
あ
っ
た
。

③
曰
：
不
變
異
處
去　
「
常
住
不
変
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。」
曹
山
は
既
に
こ
の
変
異
す
る
世
界
の
他
に
不
変
異
の
処
が
あ

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
ど
こ
へ
行
く
か
と
洞
山
に
訊
か
れ
た
の
で
、
ど
こ
か
別
の
世
界
へ
行
く
の
で
は
な

く
、
こ
の
不
変
異
の
世
界
に
行
く
だ
け
で
す
、
と
答
え
た
。

「
不
変
異
処
去
」
と
い
う
言
い
方
は
、
不
変
異
の
処
が
ど
こ
か
に
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
く
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

次
の
④�
⑤�
に
引
い
た
宋
代
の
拈
提
で
は
、
そ
う
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
そ
う
な
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
行

く
と
言
え
ば
す
で
に
変
異
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
不
変
異
な
ら
ば
行
く
と
い
う
こ
と
さ
え
な
く
、「
不
変
異
処
去
」
は
矛
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盾
を
含
ん
だ
言
い
方
で
あ
り
、
宋
代
の
拈
提
も
そ
こ
を
突
い
て
い
る
。　

④
不
變
異
豈
有
去
耶　
「
常
住
不
変
な
ら
、
ど
う
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。」
辞
去
し
よ
う
と
す
る
曹
山
を
引
き
と

ど
め
よ
う
と
し
て
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、「
不
変
異
処
去
」
と
言
っ
た
曹
山
の
言
説
の
矛
盾
を
突
く
こ
と
で
、「
不
変
異
」

の
内
実
を
点
検
す
る
。『
五
家
正
宗
賛
』
以
外
の
『
祖
堂
集
』
以
下
の
諸
資
料
は
「
不
変
異
処
，
豈
有
去
耶
？
（
常
住
不

変
の
処
へ
は
、
ど
う
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。）」
に
作
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

円
悟
は
、「
不
変
異
処
去
」
は
「
金
剛
正
体
の
湛
寂
凝
然
」
な
る
を
知
っ
た
だ
け
の
言
い
方
で
あ
っ
て
、
矛
盾
を
含
ん
だ

言
葉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
円
悟
語
録
』
巻
一
〇
、「
大
凡
衲
僧
，
佩
肘
臂
下
符
，
具
頂
門
上
眼
，
向
一
切

万
境
万
縁
，
当
頭
坐
断
，
豈
不
是
箇
無
変
異
？
何
故
？
金
剛
正
体
，
湛
寂
凝
然
。
曹
山
雖
得
此
意
，
争
奈
洞
山
憐
児
不

覚
醜
？
若
是
山
僧
，
待
他
道
向
不
変
異
処
去
，
只
向
他
道
：
這
漢
未
出
門
早
変
了
也
。（
お
お
よ
そ
衲
僧
は
、
護
身
符
を
脇

の
下
に
貼
り
、
頭
頂
に
第
三
の
眼
を
持
ち
、
一
切
の
外
境
と
の
縁
を
た
だ
ち
に
断
ち
切
る
も
の
だ
。
こ
れ
が
無
変
異
と
い
う
も

の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
金
剛
の
ご
と
き
本
体
は
じ
っ
と
寂
静
し
て
い
る
か
ら
だ
。
曹
山
は
こ
の
意
を
得
た
が
、
い
か
ん

せ
ん
洞
山
は
我
が
子
可
愛
さ
の
あ
ま
り
そ
の
欠
点
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
わ
し
だ
っ
た
ら
彼
が
〈
不
変
異
の
処
に
行
き
ま
す
。〉

と
言
っ
た
ら
、
彼
に
〈
こ
の
男
は
門
を
出
ぬ
前
か
ら
変
異
し
て
し
ま
っ
て
お
る
〉
と
言
っ
て
や
る
。）」

⑤
去
亦
不
變
異　
「
行
っ
て
も
常
住
不
変
で
す
。（
行
く
こ
と
が
な
く
〈
こ
こ
に
留
ま
っ
〉
て
も
不
変
異
で
す
が
、
行
っ
て
も
不

変
異
で
す
）」
引
き
と
ど
め
よ
う
と
す
る
洞
山
を
振
り
切
る
と
同
時
に
、「
不
変
異
」
と
言
っ
た
内
実
を
洞
山
に
示
し
た
。

『
虚
堂
集
』
第
四
四
則
本
則
評
唱
は
、「
不
変
異
処
去
」
と
い
う
欠
点
を
も
っ
た
言
い
方
が
、
洞
山
の
指
摘
に
よ
っ
て
、

「
去
亦
不
変
異
」
と
完
璧
に
言
い
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
拈
提
し
て
い
る
。

　

 

曹
山
深
知
這
辺
冷
淡
，
那
畔
相
応
，
故
云
：
「
不
変
異
処
去
。」
那
知
起
心
動
念
，
開
口
動
舌
，
早
是
変
異
了
也
？
所

以
洞
山
道
：
「
不
変
異
処
，
豈
有
去
耶
？
」
此
一
則
語
有
捜
人
短
処
，
有
為
人
長
処
，
具
眼
衲
僧
不
宜
造
次
。
亦
如
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還
丹
一
粒
，
点
鉄
成
金
；
至
理
一
言
，
転
凡
成
聖
。
果
然
曹
山
告
往
知
来
，
顕
仁
蔵
用
，
便
道
：
去
亦
不
変
異
。
言

至
於
此
，
正
偏
兼
帯
，
理
事
混
然
。
当
成
事
時
，
即
見
体
空
，
於
随
縁
処
本
来
不
変
。

曹
山
は
、
こ
ち
ら
の
世
界
の
こ
と
は
無
関
心
で
向
こ
う
の
世
界
に
相
応
す
る
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
、「
不
変
異
の
処
に
去

る
」
と
答
え
た
の
だ
。
し
か
し
、
思
念
が
動
き
言
葉
が
口
か
ら
出
た
ら
、
す
で
に
変
異
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
で
洞
山
は
「
不
変
異
の
処
へ
行
く
と
い
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
り
得
よ
う
」
と

言
っ
た
の
だ
。
こ
の
一
則
の
話
頭
は
、
短
所
を
捜
し
出
し
て
長
所
に
す
る
も
の
だ
、
道
理
を
見
抜
く
眼
を
具
え
た
禅
僧
な

ら
、
い
い
か
げ
ん
に
す
る
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
還
丹
の
一
粒
が
鉄
を
金
に
変
え
、
究
極
の
道
理
が
凡
を
聖
に

変
え
る
よ
う
な
も
の
だ
。
は
た
し
て
曹
山
は
一
を
聞
い
て
二
を
知
り
、
聖
人
の
よ
う
に
仁
を
顕
わ
し
て
は
た
ら
き
を
内
に

秘
め
、「
去
る
も
不
変
異
で
す
」
と
言
っ
た
。
こ
う
い
う
言
句
に
な
る
と
、
正
偏
が
兼
ね
具
わ
り
、
理
事
が
入
り
混
じ
る
。

行
動
を
起
こ
す
と
き
に
本
体
は
空
で
あ
る
こ
と
を
見
て
取
っ
て
、
縁
に
随
っ
て
去
来
し
、
本
来
不
変
な
の
だ
。

⑥
遂
辭
去
，
隨
緣
放
曠　

か
く
て
洞
山
を
辞
去
し
、
縁
に
ま
か
せ
て
自
由
に
ふ
る
ま
っ
た
。「
放
曠
」
は
、
規
範
に
と
ら
わ

れ
ず
に
思
う
ま
ま
に
す
る
こ
と
。『
澄
観
答
皇
太
子
問
心
要
』、「
放
曠
任
其
去
住
」（
本
書
巻
三
〇
）
に
対
す
る
宗
密
の
注

は
「
不
著
彼
此
」（『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
七
輯
四
七
頁
）。
ま
た
天
皇
道
悟
が
龍
潭
崇
信
に
示
し
た
心
要
に
い
う
、「
任
性

逍
遙
、
随
縁
放
曠
」（
本
書
巻
一
四
龍
潭
章
）。

『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
は
「
曰
：
去
亦
不
変
異
。
山
曰
：
善
為
。
師
便
礼
拝
」
に
作
っ
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
は
「
自
尒
之
後
，
兀
兀
延
時
，
依
依
放
曠
，
非
其
道
友
，
無
得
交
言
。
穏
（
隠
）
不
自
由
，
化
縁
将
至
。（
そ

の
後
，
愚
の
ご
と
く
に
時
を
過
ご
し
、
い
つ
ま
で
も
気
ま
ま
に
し
、
道
の
友
で
な
け
れ
ば
言
葉
を
交
え
な
か
っ
た
。
隠
れ
よ
う

と
し
た
が
そ
う
で
き
ず
、
教
化
の
縁
が
や
っ
て
き
た
。）」『
宋
高
僧
伝
』
は
、「
寂
は
衆
に
処お

り
て
愚
の
如
く
、
発
言
は
訥
の

若
し
。」 
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〔
四
〕
曹
山
・
荷
玉
山
に
居
す

初
受
請
，
止
于
撫
州
曹
山
，
後
居
荷
玉
山
。
二
處
法
席
，
學
者
雲
集
。

＊

初①�

め
て
請ま

ね
きを

受
け
、
撫
州
の
曹
山
に
止
ま
り
、
後②�

に
荷
玉
山
に
居
す
。
二
処
の
法
席
、
学
者
雲
集
す
。

＊

①
初
受
請
，
止
于
撫
州
曹
山　

居
住
の
地
に
つ
い
て
は
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
五

灯
会
元
』、『
従
容
録
』
第
五
二
則
本
則
評
唱
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
記
事
が
あ
る
。『
宋
高
僧
伝
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
禅

林
僧
宝
伝
』
が
、
曹
山
に
住
し
た
こ
と
だ
け
を
記
し
、
そ
れ
以
外
は
本
書
と
同
じ
く
曹
山
と
荷
玉
山
の
二
処
に
住
し
た
こ

と
を
記
す
。　

『
祖
堂
集
』
は
「
初
住
曹
山
，
後
居
荷
玉
。
…
如
是
二
処
法
席
咸
二
十
年
，
参
徒
冬
夏
盈
于
二
百
三
百
。」
と
あ
り
、
曹
山

と
荷
玉
の
二
処
に
住
し
た
と
す
る
。

『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、「
黎
明
に
章
は
山
を
出
づ
。
曹
渓
に
造い

た

り
て
祖
塔
を
礼
し
、
螺
川
（
吉
州
の
郡
名
：
『
方
輿
勝
覧
』

巻
二
〇
）
自よ

り
還か

え

り
て
臨
川
（
撫
州
の
三
国
時
代
の
郡
名
）
に
止
ま
る
に
、
佳よ

き
山
水
有
り
。
因
り
て
焉こ

こ

に
居
を
定
め
、

六
祖
を
志
慕
す
る
を
以
て
、
乃
ち
山
を
名
づ
け
て
曹
と
為
す
。」
と
あ
り
、
臨
川
（
撫
州
）
曹
山
の
由
来
を
語
り
、
荷
玉

の
こ
と
を
言
わ
な
い
。

『
五
灯
会
元
』
は
、「
遂
に
曹
渓
に
往
き
、
祖
塔
を
礼
す
。
吉
水
（
江
西
省
吉
水
県
、
南
唐
保
大
八
年
〈
九
五
〇
〉
吉
州
廬

陵
県
を
析
い
て
置
く
）
に
回か

え

る
に
、
衆
は
師
の
名
を
嚮し

た

い
、
乃
ち
開
法
を
請
う
。
師
は
六
祖
を
志
慕
し
、
遂
に
山
を
名
づ

け
て
曹
と
為
す
。
尋
い
で
賊
乱
に
蛤
い
、
乃
ち
宜
黄
に
之
く
。
信
士
の
王
若
一
有
っ
て
、
何
王
観
を
捨
し
て
師
に
住
持

せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
は
何
王
を
更
め
て
荷
玉
と
為
す
。
是
れ
由
り
法
席
大
い
に
興
り
、
学
者
雲
萃
し
、
洞
山
の
宗
は
、
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師
に
至
り
て
盛
ん
と
為
る
。」
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
吉
州
吉
水
県
で
開
法
し
た
と
こ
ろ
を
曹
山
と
名
づ
け
、
撫
州
宜
黄
県
に

荷
玉
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
『
大
明
一
統
志
』
な
ど
の
地
誌
類
は
、
曹
山
と
荷
玉
は
同
じ
場
所
と
し
、
名
が
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

②
後
居
荷
玉
山　
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
二
昭
宗
条
、「
光
化
二
年
（
八
九
九
）、
撫
州
言
わ
く
、〈
曹
山
に
梵
僧
有
り
、
山
頂
に

群
集
す
。
郷
民
之こ

れ

を
追
う
に
、
皆
な
飛
行
し
て
去
り
、
其
の
笠
を
遺
す
。
製
甚は

な
はだ

奇
古
な
り
〉
と
。
其
の
地
に
勅
し
て
荷

玉
禅
寺
を
建
つ
。」
曹
山
の
山
頂
に
梵
僧
が
群
衆
し
、
飛
行
し
て
去
っ
た
と
い
う
の
は
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
本
寂
が
撫
州

曹
山
に
住
し
た
後
、
生
前
に
同
じ
地
の
近
く
に
荷
玉
禅
寺
が
建
っ
て
、
本
寂
は
そ
こ
へ
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
巻
二

〇
撫
州
曹
山
慧
霞
大
師
了
悟
の
割
り
注
に
「
第
二
世
住
、
先
住
荷
玉
山
。」
と
あ
り
、
了
悟
は
荷
玉
山
に
先
に
住
し
、
曹

山
の
本
寂
が
示
寂
し
た
の
で
、
曹
山
の
第
二
世
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
末
の
も
の
で
は
あ
る
が
『
仏
祖
綱
目
』
巻
三

三
曹
山
本
寂
禅
師
示
寂
条
、「
了
悟
は
、
法
を
本
寂
に
得
て
、
荷
玉
に
住
し
、
寂
が
歿
し
て
乃
ち
曹
山
に
補
住
す
」
と
あ

る
。

南
唐
乾
徳
四
年
［
九
六
六
］
進
士
に
及
第
し
た
任
光
撰
「
唐
臨
川
府
崇
仁
県
地
蔵
普
安
禅
院
碑
銘
」（『
全
唐
文
』
巻
八
七

二
）
に
「
況
斯
邑
之
地
，
前
瞻
何マ

マ

［
荷
］
玉
，
旁
即
曹
山
，
達
疎
山
諸
祖
道
場
，
多
由
此
出
。（
ま
し
て
や
こ
の
崇
仁
県
の

こ
の
村
の
地
は
、
前
方
に
〈
宜
黄
県
の
〉
荷
玉
を
望
み
、
そ
の
そ
ば
が
曹
山
で
あ
り
、〈
金
谿
県
の
〉
疎
山
な
ど
諸
祖
の
道
場
に

行
く
に
は
、
多
く
は
こ
の
地
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
。）」
と
あ
り
、
荷
玉
と
曹
山
は
同
じ
地
に
隣
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
や
『
祖
堂
集
』
が
「
二
処
に
住
し
た
」
と
い
う
の
は
正
し
い
。

曹
山
と
荷
玉
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
永
井
政
之
「
曹
山
の
歴
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
宗
教
学
論
集
』
第
十
一
輯
、
一
九

八
一
～
一
九
八
二
年
合
併
号
）、
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
の
禅
宗
』（
二
五
八
頁
以
下
）
に
詳
し
い
が
、
と
も
に
同
じ
山
、
同
じ
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寺
で
、
名
が
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

〔
五
〕
万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者

問
：
「
不
與
萬
法
爲
侶
者
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
汝
道
洪
州
裏
許
多
人
什
麼
處
去
也
。」

＊

問①�

う
、「
万②�

法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者
、
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師
曰
く
、「
汝③�

道い

え
、
洪
州
裏
の
許あ

ま
た多

の
人
は
什い

麼ず

処こ

に
去
る

や
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
不
與
萬
法
為
侶
者
是
什
麼
人　
「
万
法
の
仲
間
と
な
ら
ぬ
者
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
な
の
で
す
か
。」
も
し
そ
う
い
う
人
を

措
定
し
た
な
ら
、「
そ
れ
は
ま
た
新
た
な
存
在
者
、
つ
ま
り
万
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
法
の
一
種
と
な
る
だ
け
」（『
馬

祖
の
語
録
』
八
六
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
問
い
そ
の
も
の
が
一
切
の
答
え
を
許
さ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
い
は
、

龐
居
士
の
開
悟
の
因
縁
と
な
っ
た
馬
大
師
へ
の
問
い
と
し
て
有
名
な
も
の
。
本
書
巻
八
龐
居
士
章
、「
後
之
江
西
，
参
問

馬
祖
。
云
：
不
与
万
法
為
侶
者
是
什
麼
人
？
祖
云
：
待
汝
一
口
吸
尽
西
江
水
，
即
向
汝
道
。
居
士
言
下
頓
領
玄
要
。」

③
汝
道
洪
州
裏
許
多
人
什
麼
處
去
也　
「
あ
ま
た
の
洪
州
の
町
の
人
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
答
え
て
み
よ
。」
君
が
答
え
ら
れ
た

な
ら
、
私
も
答
え
て
や
ろ
う
。
つ
ま
り
馬
祖
が
「
待
汝
一
口
吸
尽
西
江
水
，
即
向
汝
道
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、「
言
わ
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
相
手
に
「
言
え
な
い
」
と
言
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
手
段
。
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〔
六
〕
眉
と
目

問
：
「
眉
與
目
還
相
識
也
無
？
」
師
曰
：
「
不
相
識
。」
曰
：
「
爲
什
麼
不
相
識
？
」
師
曰
：
「
爲
同
在
一
處
。」
曰
：

「
恁
麼
即
不
分
也
。」
師
曰
：
「
眉
且
不
是
目
。」
曰
：
「
如
何
是
目
？
」
師
曰
：
「
端
的
去
。」
曰
：
「
如
何
是
眉
？
」
師

曰
：
「
曹
山
却
疑
。」
曰
：
「
和
尚
爲
什
麼
却
疑
？
」
師
曰
：
「
若
不
疑
，
即
端
的
去
也
。」

＊

問①�

う
、「
眉②�

と
目
と
は
還は

た
相
い
識
る
や
。」
師③�

曰
く
、「
相
い
識
ら
ず
。」
曰
く
、「
為④�

な
に
ゆ
え

什
麼
に
か
相
い
識
ら
ざ
る
。」
師⑤�

曰
く
、「
同
じ
く
一
処
に
在
る
が
為
な
り
。」
曰
く
、「
恁⑥

か
く麼

な
ら
ば
即
ち
分
か
た
ざ
る
な
り
。」
師⑦�

曰
く
、「
眉
は
且
つ
是
れ

目
な
ら
ず
。」
曰
く
、「
如⑧�

何
な
る
か
是
れ
目
。」
師⑨�

曰
く
、「
端
的
に
し
去
る
。」
曰
く
、「
如⑩�

何
な
る
か
是
れ
眉
。」
師⑪�

曰
く
、

「
曹
山
却
っ
て
疑
え
り
。」
曰
く
、「
和⑫�

尚
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
却
っ
て
疑
う
。」
師⑬�

曰
く
、「
若
し
疑
わ
ず
ん
ば
、
即
ち
端
的
に
し
去

ら
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
三
則
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
下
第
五
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、

『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
眉
與
目
還
相
識
也
無　
「
眉
と
目
と
は
お
互
い
に
識
り
合
い
で
す
か
。」
本
来
身
（
法
身
）
と
五
蘊
身
の
関
係
を
眉
と
目
の

関
係
に
置
き
換
え
て
問
う
。
目
は
そ
れ
自
身
を
自
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
働
き
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
五
蘊
身
に
譬
え
、
眉
は
目
の
上
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
の
働
き
に
よ
っ
て
も
決
し
て
そ
の
存
在
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
本
来
身
（
法
身
）
に
譬
え
る
。

③
師
曰
：
不
相
識　
「
お
互
い
識
り
合
い
で
は
な
い
。」

④
爲
什
麼
不
相
識　
「
ど
う
し
て
識
り
合
い
で
は
な
い
の
で
す
か
。」
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⑤
師
曰
：
爲
同
在
一
處　
「
同
じ
処
に
い
る
か
ら
だ
。」
一
切
為
さ
ざ
る
薬
山
の
坐
禅
を
石
頭
が
讃
え
て
言
う
、「
従
来
共
に

住
し
て
名
を
知
ら
ず
、
任
運
に
相
い
将つ

れ
只た

麼だ

行
く
の
み
」（
本
書
巻
一
四
薬
山
章
）。
ま
た
『
南
泉
語
要
』
示
衆
〔
四
〕、

「
道
は
明
暗
の
物
不な

是ら

ず
、
一け

切っ

し
て
認
著
す
る
莫
か
れ
。
大
道
は
冥
通
し
、
智
の
能
く
測
る
莫
し
。
故
に
云
う
、
相
い

逢
う
て
相
い
識
ら
ず
、
共
に
語
り
て
名
を
知
ら
ず
。」「
相
逢
不
相
識
，
共
語
不
知
名
」
の
句
は
『
臨
済
録
』
示
衆
（
岩
波

文
庫
本
一
二
〇
頁
）
に
も
見
え
る
。

⑥
恁
麼
即
不
分
也　
「
そ
れ
な
ら
別
で
は
な
い
の
で
す
ね
。」

⑦
師
曰
：
眉
且
不
是
目　
「
眉
は
し
か
し
な
が
ら
目
で
は
な
い
。」

⑧
如
何
是
目　
「
で
は
目
と
は
何
な
の
で
す
か
。」

⑨
師
曰
：
端
的
去　
「
目
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。」
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
端
的
に
分
か
る
。

⑩
如
何
是
眉　
「
で
は
眉
と
は
。」

⑪
師
曰
：
曹
山
却
疑　
「
わ
し
は
却
っ
て
疑
っ
て
お
る
。」
眉
は
目
の
よ
う
に
端
的
な
働
き
を
示
さ
ず
無
功
用
で
あ
り
、
目
に

よ
っ
て
見
え
る
も
の
で
は
な
い
も
の
だ
か
ら
、
わ
し
に
は
却
っ
て
そ
の
存
在
が
不
明
瞭
で
分
か
ら
ん
の
だ
。

⑫
和
尚
為
什
麼
却
疑　
「
和
尚
は
ど
う
し
て
却
っ
て
疑
う
の
で
す
か
。」

⑬
師
曰
：
若
不
疑
，
即
端
的
去
也　
「
眉
が
あ
る
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
ら
、
端
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。」

〔
七
〕
托
子
を
提
起
す

問
：
「
於
相
何
眞
？
」
師
曰
：
「
即
相
即
眞
。」
曰
：
「
當
何
顯
示
？
」
師
提
起
托
子
。

＊

問①�

う
、「
相②�

に
於
い
て
何
を
か
真
と
す
。」
師③�

曰
く
、「
即
相
即
真
な
り
。」
曰
：
「④�

当は

た
何
を
か
顕
示
す
。」
師⑤�

は
托
子
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を
提
起
す
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
八
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
於
相
何
眞　
「
相
に
対
し
て
何
が
真
な
の
で
す
か
。」「
相
」
は
眼
に
見
え
る
存
在
。

③
師
曰
：
即
相
即
眞　
「（
お
前
が
見
て
い
る
）
相
こ
そ
が
真
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。」

④
當
何
顯
示　
「（
即
相
即
真
と
い
う
こ
と
で
）
何
を
明
示
す
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
提
起
托
子　

托
子
（
茶
托
）
を
見
る
君
の
心
（
仏
性
、
真
）
を
明
示
し
て
い
る
の
だ
。
馬
祖
曰
く
、「
法
無
自
性
，
三
界

唯
心
。
経
云
：
〈
森
羅
及
万
象
，
一
法
之
所
印
。〉
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色
故
心
。
色
不
自
色
，
因

心
故
色
。
故
経
云
：
見
色
即
是
見
心
。（
一
切
の
存
在
に
は
実
体
が
な
く
、
迷
い
の
世
界
は
心
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
経
典
に
云
う
、〈
一
切
の
存
在
と
現
象
は
、
一
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
〉
と
。
お
よ
そ
眼
に
見
え
て
い
る
物

は
、
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
心
は
そ
れ
自
体
で
心
な
の
で
は
な
く
、
物
に
対
し
は
じ
め
て
心
な

の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
体
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は
じ
め
て
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
経
典
に
〈
物
を
見
て

い
る
の
は
心
を
見
て
い
る
の
だ
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。）」（『
宗
鏡
録
』
巻
一
）。

『
雪
峰
語
録
』
巻
上
、「
問
：
〈
如
何
是
触
目
事
。（
目
に
見
て
い
る
出
来
事
と
は
何
な
の
で
す
か
。）〉
師
提
起
払
子
。
進

云
：
〈
即
者
箇
莫
便
是
麼
？
（
そ
の
払
子
が
そ
う
な
の
で
す
ね
。）〉
師
云
：
〈
是
什
麼
！
（
払
子
を
見
て
い
る
も
の
、
そ
れ

は
何
だ
。）〉」

『
祖
堂
集
』
巻
四
丹
霞
和
尚
章
第
一
則
、「
初
め
龐
居
士
と
同つ

侶れ

だ
ち
て
京
に
入
り
て
選
を
求
め
ん
と
し
て
、
因
り
て

漢
南
道
に
在
り
て
寄
宿
す
る
次お

り

、
忽
ち
夜
の
夢
に
白
光
室
に
満
つ
。
鑑う

ら
な

う
者
有
り
て
云
く
、〈
此
れ
は
是
れ
解
空
の
祥

な
り
。〉
又
た
行
脚
僧
に
逢
い
、
与と

も

に
喫
茶
す
る
次お

り

、
僧
云
く
、〈
秀
才
は
何い

ず
こ処

に
去ゆ

く
や
。〉
対こ

た

え
て
曰
く
、〈
選
官
を
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求
め
に
去ゆ

く
。〉
僧
云
く
、〈
可ざ

ん
ね
ん

惜
許
な
功ど

り
ょ
く夫

だ
、
何
ぞ
選
仏
に
去ゆ

か
ざ
る
。〉
秀
才
曰
く
、〈
仏
は
当は

は
何い

ず
こ処

に
て
選
ば

る
。〉
其
の
僧
は
茶
垸
を
提
起
し
て
曰
く
、〈
会
す
や
。〉
秀
才
曰
く
、〈
未
だ
高
旨
を
測
ら
ず
。〉
僧
曰
く
、〈
若
し
然
ら

ば
、
江
西
の
馬
祖
は
今
現
に
世
に
住
し
て
法
を
説
け
り
、
道
を
悟
る
者
は
勝あ

げ
て
記
す
可
か
ら
ず
、
彼か

し
こは

是
れ
真
の
選

仏
の
処
な
り
。〉」

〔
八
〕
幻
と
真

問
：
「
幻
本
何
眞
？
」
師
曰
：
「
幻
本
元
眞
。」

　
　

法
眼
別
云
：
「
幻
本
不
眞
。」

曰
：
「
當
幻
何
顯
？
」
師
曰
：
「
即
幻
即
顯
。」

　
　

法
眼
別
云
：
「
幻
即
無
當
。」

曰
：
「
恁
麼
即
始
終
不
離
於
幻
也
。」
師
曰
：
「
覓
幻
相
不
可
得
。」

＊

問①�

う
、「
幻②�

は
本も

と
もと

何い
か

な
る
真
ぞ
。」
師
曰
く
、「
幻③�

は
本も

元と

よ
り
真
な
り
。」

　
　

法④�

眼
別
し
て
云
く
、「
幻
は
本も

と
もと

真
な
ら
ず
。」

曰
く
：
「
幻⑤�

に
当
た
り
て
何
を
か
顕
わ
す
。」
師
曰
：
「
即⑥

幻
即
顕
。」

　
　

法⑦�

眼
別
し
て
云
く
、「
幻
は
即
ち
当
た
る
無
し
。」

曰
く
、「⑧�

恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
始
終
幻
を
離
れ
ず
。」
師
曰
く
、「
幻⑨�

相
を
覓
む
る
に
得
る
可
か
ら
ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
三
則
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
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三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。『
祖
堂
集
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』
に
は
法
眼
の
別
語
を
収
め
な
い
。

②
幻
本
何
眞　
「
幻

ま
ぼ
ろ
しは

も
と
も
と
ど
う
い
う
真
な
の
で
す
か
。」

③
幻
本
元
眞　
「
な
ぜ
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
幻
こ
そ
が
本
来
も
と
よ
り
真
な
の
だ
。」「
幻
化
空
身
即
法
身
」（『
証
道
歌
』）

の
立
場
。
長
沙
景
岑
は
僧
皓
月
に
、
教
中
に
説
く
幻
の
意
味
に
つ
い
て
有
か
無
か
不
有
不
無
か
を
問
わ
れ
て
そ
れ
を
否

定
し
、
教
中
の
幻
意
を
説
い
て
い
う
、「
若
人
見
幻
本
来
真
、
是
則
名
為
見
仏
人
。
円
通
法
法
無
生
滅
、
無
滅
無
生
是
仏

身
。」（
本
書
巻
一
〇
長
沙
景
岑
章
）

④
法
眼
別
云
：
幻
本
不
眞　
「
法
眼
」
は
本
書
巻
二
四
昇
州
清
涼
院
文
益
禅
師
（
嗣
羅
漢
桂
琛
、
八
八
五
～
九
五
八
）。「
幻
は

幻
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
真
で
は
な
い
。」
曹
山
の
「
幻
本
元
真
」
を
一
義
的
に
そ
う
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
戒
め

る
別
語
。

⑤
當
幻
何
顯　
「
ま
ぼ
ろ
し
と
し
て
何
を
顕
現
し
て
い
る
の
で
す
か
。」
最
初
の
問
い
（「
幻
本
何
真
」）
を
問
い
な
お
し
た
。

⑥
即
幻
即
顯　
「
ま
ぼ
ろ
し
こ
そ
が
顕
現
な
の
だ
。」
ま
ぼ
ろ
し
と
い
う
あ
り
方
で
し
か
現
わ
れ
な
い
。

⑦
法
眼
別
云
：
幻
即
無
當　
「
ま
ぼ
ろ
し
は
（
変
幻
す
る
も
の
で
）、
こ
れ
と
い
う
固
定
し
て
言
え
る
も
の
は
な
い
。」
僧
の

問
い
「
当
幻
何
顕
」
に
対
し
て
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
す
レ
ト
リ
カ
ル
な
言
い
か
た
。

「
～
無
当
」
は
「
～
は
～
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
」
意
。
晋
慧
達
撰
『
肇
論
疏
』
涅
槃
無
名
論
義
記
上
・
演
位
体
第

二
、「
法
身
無
像
，
応
物
以
形
者
，
注
云
：
〈
法
身
者
虚
空
身
也
。
無
生
而
無
不
生
，
無
形
而
無
不
形
，
即
無
当
法
身
。

随
其
心
水
浄
穢
不
同
而
法
身
無
当
。
如
水
現
月
，
応
物
以
形
也
。（
法
身
と
は
虚
空
身
の
よ
う
な
も
の
だ
。
生
ず
る
の
で
も

な
く
生
じ
な
い
の
で
も
な
い
、
形
が
あ
る
の
で
も
な
く
形
が
な
い
の
で
も
な
い
、
即
ち
法
身
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
。
心
な

る
水
の
浄
穢
の
あ
り
方
し
だ
い
で
浄
に
も
穢
に
も
な
る
の
だ
か
ら
、
法
身
に
は
他
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
水
に
月
が
現
わ

れ
る
よ
う
に
物
に
合
わ
せ
て
形
と
な
る
の
で
あ
る
。）」（
Z
一
五
〇
・
一
八
五
〇
下
）「
無
当
法
身
」「
法
身
無
当
」
は
、
法
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身
に
は
他
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
虚
空
は
出
現
も
消
滅
も
せ
ず
、
決
ま
っ
た
形
は
な
い
が
、
ど
ん
な
形
に
も
な
る

よ
う
に
、
法
身
は
虚
空
の
よ
う
な
も
の
と
言
う
。

⑧
恁
麼
即
始
終
不
離
於
幻
也　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
結
局
は
ま
ぼ
ろ
し
を
離
れ
な
い
の
で
す
ね
。」

⑨
覓
幻
相
不
可
得　
「
ま
ぼ
ろ
し
の
相
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。（
幻
相
へ
の
執
わ
れ
を
払
う
。）」
以
上
の
問
答
に

よ
っ
て
、「
幻
」
や
「
真
」
を
固
定
化
し
て
捉
え
る
こ
と
を
払
う
。

〔
九
〕
常
在
底
の
人

問
：
「
如
何
是
常
在
底
人
？
」
師
曰
：
「
恰
遇
曹
山
暫
出
。」
曰
：
「
如
何
是
常
不
在
底
人
？
」
師
曰
：
「
難
得
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
常
在
底
の
人
？
」
師
曰
く
、「
恰③�

か
も
曹
山
の
暫
く
出
づ
る
に
遇
え
り
。」
曰
く
：
「
如④�

何
な

る
か
是
れ
常
不
在
底
の
人
？
」
師
曰
く
：
「⑤�

得え

難
し
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
常
在
底
人　
「
常
に
在
る
底
の
人
」
と
は
、
常
住
の
法
身
（
本
来
身
）
を
い
う
。
本
書
巻
一
三
汝
州
首
山
省
念
禅

師
章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
？
師
曰
：
乱
走
作
麼
？
（
外
に
追
い
求
め
て
ど
う
す
る
。）」
同
巻
二
三
襄
州
広
徳
延
和
尚

章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
？
師
曰
：
臘
月
死
蛇
当
大
路
，
触
著
傷
人
不
奈
何
。（
自
分
の
こ
と
で
あ
る
の
に
、
人
に
訊

い
て
い
る
よ
う
で
は
、
一
生
の
決
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
に
な
っ
て
死
蛇
が
大
路
に
横
た
わ
っ
て
行
く
手
を
ふ
さ
ぎ
、
触

れ
る
と
人
を
傷
つ
け
る
の
を
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ぬ
ぞ
。）」
同
巻
二
六
昇
州
奉
先
寺
浄
照
禅
師
慧
同
章
、「
問
：
如
何
是
常

在
底
人
？
師
曰
：
更
問
阿
誰
？
（
自
分
の
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
人
に
問
う
の
か
。）」
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③
恰
遇
曹
山
暫
出　
「
眼
の
前
に
い
る
の
に
見
え
ぬ
と
は
、
君
は
わ
し
が
留
守
の
時
に
来
た
よ
う
な
も
の
だ
。」
こ
の
我
が
肉

身
を
措
い
て
他
に
な
い
。「
暫
出
」
は
、
外
出
し
て
留
守
で
あ
る
意
。

④
如
何
是
常
不
在
底
人　
「（
和
尚
の
五
蘊
身
が
そ
う
だ
と
言
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
）
常
に
現
わ
れ
出
る
こ
と
の
な
い
人
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。」
五
蘊
身
と
不
一
不
二
で
あ
る
法
身
は
、「
常
在
底
」
で
も
あ
り
「
常
不
在
底
」
で
も
あ
る
。「
如

何
是
常
在
底
人
」
と
問
う
た
と
き
、
曹
山
の
答
え
を
予
想
し
て
既
に
こ
の
問
い
を
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
巻
二
一
福
州
遷
宗
院
守
玭
禅
師
章
、「
僧
問
：
十
二
時
中
常
在
底
人
，
還
消
得
人
天
供
養
也
無
？
師
曰
：
消
不
得
。

僧
曰
：
為
什
麼
消
不
得
？
師
曰
：
為
汝
常
在
。（
五
蘊
身
が
法
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
短
絡
し
て
解
し
て
い
て
、
真
の
あ
り
方

を
知
ら
ぬ
君
は
、
人
天
の
供
養
を
受
け
る
資
格
は
な
い
。）
僧
曰
：
只
如
常
不
在
底
人
，
還
消
得
也
無
？
師
曰
：
驢
年
去
！

（
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
駄
目
だ
。）」

『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
一
三
慶
元
府
雪
竇
聞
庵
嗣
宗
禅
師
章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
。
曰
：
石
裏
無
星
火
，
拶
著
便
光

生
。（
石
の
な
か
に
火
種
は
な
い
が
、
打
ち
合
わ
せ
た
な
ら
常
に
光
が
生
じ
る
＝
縁
に
よ
っ
て
現
象
し
て
い
る
人
に
ほ
か
な
ら

ぬ
。）
云
：
如
何
是
不
在
底
人
。（
で
は
常
に
姿
を
見
せ
ぬ
人
と
は
。）」
曰
：
飜
身
直
透
千
峰
外
，
更
不
回
頭
望
故
関
。（
身

を
翻
し
て
た
だ
ち
に
千
峰
の
外
に
突
き
抜
け
、
決
し
て
振
り
返
っ
て
故こ

き
ょ
う関

を
の
ぞ
み
見
な
い
）。
云
：
未
審
此
人
如
何
親
近
？

曰
：
白
雲
路
断
無
消
息
，
仏
祖
従
来
不
得
名
。（
そ
こ
へ
行
く
路
は
断
絶
し
て
消
息
無
く
、
仏
祖
と
い
う
名
も
つ
け
ら
れ
な

ぬ
）」

⑤
難
得　
「
そ
ん
な
人
は
お
ら
ぬ
。」
肉
身
を
離
れ
た
法
身
そ
の
も
の
を
認
め
な
い
。

〔
一
〇
〕
清
鋭
孤
貧

僧
清
鋭
問
：
「
某
甲
孤
貧
，
乞
師
拯
濟
。」
師
曰
：
「
鋭
闍
梨
，
近
前
來
。」
鋭
近
前
。
師
曰
：
「
泉
州
白
家
酒
三
盞
，



279

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注

猶
道
未
沾
脣
。」

　
　

玄
覚
云
：
「
什
麼
處
是
與
他
酒
喫
？
」

＊

僧①�

清
鋭
問
う
、「②�

某そ
れ
が
し甲

孤
貧
な
り
、
師
の
拯ほ

ど
こ
し済

せ
ん
こ
と
を
乞
う
。」
師③�

曰
く
、「
鋭
闍
梨
よ
、
近
前
し
来
れ
。」
鋭
近
前

す
。
師④�

曰
く
、「
泉
州
白
家
の
酒
三
盞
せ
し
に
、
猶
お
道
う
、
未
だ
脣
を
沾う

る
おさ

ず
と
。」

　
　

玄⑤�

覚
云
く
、「⑥

什い

ず

こ
麼
処
か
是
れ
他
に
酒
を
与
え
て
喫
せ
し
む
る
。」

＊

①
僧
清
鋭
問　

本
話
は
『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
九
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
松

源
崇
岳
禅
師
語
録
』
巻
一
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
無
門
関
』

第
一
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
、
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と

ば
』
七
四
頁
に
解
説
が
あ
る
。

「
清
鋭
」
に
つ
い
て
は
、
曹
山
と
の
本
問
答
を
残
す
以
外
は
未
詳
。「
泉
州
白
家
酒
三
盞
」
と
言
う
か
ら
、
泉
州
出
身
の

僧
で
あ
ろ
う
。
因
に
曹
山
も
泉
州
の
出
身
で
あ
る
。「
清せ

い

鋭え
い

」
は
本
書
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』、『
聯
灯
会
要
』
以
外

は
「
清せ

い

税ぜ
い

」
に
作
る
。

②
某
甲
孤
貧
，
乞
師
拯
濟　
「
私
は
貧
し
く
身
寄
り
も
あ
り
ま
せ
ん
、
ど
う
か
救
済
し
て
く
だ
さ
い
。」
清
鋭
は
本
当
に
孤
貧

だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
法
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
こ
う
い
う
言
い
方
で
示
し
て
、
曹
山
が
ど
う
い
う
接
化
を
す
る
か
試
み

た
。

③
師
曰
：
鋭
闍
梨
，
近
前
來
。
鋭
近
前　

名
を
呼
び
、
進
み
出
よ
と
言
っ
て
、
清
鋭
に
作
用
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
性

が
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
分
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
馬
祖
よ
り
始
ま
る
接
化
の
手
段
。
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な
お
『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』・『
聯
灯
会
要
』・『
松
源
崇
岳
禅
師
語
録
』・『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』・『
無
門
関
』・『
五
灯
会

元
』・『
五
家
正
宗
賛
』
は
、
曹
山
が
「
税
闍
梨
」
と
呼
び
、
清
税
は
「
応
諾
」
し
た
。

④
師
曰
：
泉
州
白
家
酒
三
盞
，
猶
道
未
沾
脣　
「
泉
州
の
白
家
の
酒
を
三
杯
も
飲
み
な
が
ら
、
ま
だ
飲
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
か
。」
名
を
呼
ば
れ
て
ハ
ッ
と
進
み
出
た
そ
の
作
用
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
っ
た
清
鋭
自
身
の
仏
性
に
ほ
か
な

ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。「
白
家
」
に
つ
い
て
は
、「
一
山
曰
：
白
者
沽
酒
者
姓
。」（
禅
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
本

『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
七
九
頁
）。

『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』・『
聯
灯
会
要
』・『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
は
「
泉
州
」
を
「
清
源
」
に
作
る
。
清
源
は
唐
の
天
宝
・

至
徳
（
七
四
二
～
七
五
九
）
の
と
き
の
泉
州
の
郡
名
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
〇
二
泉
州
条
、「
泉
州
清
源
郡
，
今
理
晋
江

県
。
…
…
天
宝
元
年
改
為
清
源
郡
，
乾
元
元
年
復
為
泉
州
。」
泉
州
市
東
北
八
里
に
清
源
山
（
一
名
泉
山
）
が
あ
り
、
州

名
・
郡
名
に
な
っ
た
（『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
清
源
山
条
）。
な
お
『
無
門
関
』・『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
青
原
」、『
松

源
崇
岳
禅
師
語
録
』・『
五
灯
会
元
』
は
「
清
原
」
に
作
る
。

⑤
玄
覺
云 　

本
書
巻
二
五
の
金
陵
報
慈
道
場
玄
覚
導
師
行
言
（
嗣
法
眼
、
生
卒
年
未
詳
）。

⑥
什
麼
處
是
與
他
酒
喫　
「
ど
こ
が
清
鋭
に
酒
を
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
な
の
か
。」
参
究
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
す
る
。
雪

竇
は
曹
山
の
「
泉
州
白
家
酒
三
盞
，
猶
道
未
沾
脣
」
に
別
語
し
て
い
う
、「
税
闍
梨
応
諾
，
是
什
麼
心
行
?	

（
税そ

闍な

梨た

が
応
諾
し
た
の
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
か
。）」（『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
）

〔
一
一
〕
類
と
異

問
：
「
擬
豈
不
是
類
？
」
師
曰
：
「
直
是
不
擬
亦
是
類
。」
曰
：
「
如
何
是
異
？
」
師
曰
：
「
莫
不
識
痛
痒
。」

＊
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問①�

う
、「
擬②�

せ
ば
豈
に
是
れ
類
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。」
師③�

曰
：
「
直た

と是
い
擬
せ
ざ
る
も
亦
た
是
れ
類
な
り
。」
曰④�

く
、「
如

何
な
る
か
是
れ
異
。」
師⑤�

曰
く
、「
痛
痒
を
識
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。

②
擬
豈
不
是
類　
「
心
を
そ
れ
に
差
し
向
け
れ
ば
類
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」『
肇
論
』
答
劉
遺
民
書
に

「
至
理
虚
玄
，
擬
心
已
差
，
況
乃
有
言
，
恐
所
示
転
遠
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
切
の
相
を
越
え
た
智
不
到
の
処
は
、
そ
れ

に
分
別
心
を
差
し
向
け
れ
ば
概
念
化
し
た
も
の
（
類
）
に
堕
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。「
類
」
と
「
異
」
は
対
に
な

る
概
念
で
、
分
類
共
通
化
し
概
念
化
さ
れ
た
も
の
が
「
類
」、
分
類
共
通
化
で
き
な
い
個
そ
の
も
の
が
「
異
」。

類
と
異
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
第
四
六
則
、「
経
論
を
講
ず
る
大
徳
有
り
、
来
っ
て
師
に
参
ず
。
師
問
う
、〈
教
中
に
は

何
を
以
て
体
と
為
す
や
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
如
如
を
体
と
為
す
。〉
師
云
く
、〈
何
を
以
て
極
則
と
為
す
。〉
対こ

た

え
て
云

く
、〈
法
身
を
極
則
と
為
す
。〉
師
云
く
、〈
実
な
り
や
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
実
な
り
。〉
師
云
く
、〈
喚
び
て
如
如
と
作
さ

ば
、
早は

や
く是

も
変
ぜ
り
、
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
体
。〉
大
徳
対こ

た

う
る
無
し
。
此
に
因
り
て
上
堂
を
索も

と

め
て
云
く
、〈
今
時
の
学
士

は
類
す
ら
尚な

お
弁
じ
得
ず
、
豈
に
類
中
の
異
を
弁
じ
得
ん
や
。
類
中
の
異
す
ら
尚な

お
弁
じ
得
ざ
る
に
、
作い

摩か

生ん

が
異
中

の
異
を
弁
じ
得
ん
や
。
喚
び
て
如
如
と
作
さ
ば
、
早は

や
く是

も
変
ぜ
り
、
直き

須っ

と
異
類
中
に
向
っ
て
行
か
ん
。〉」

本
書
巻
一
五
投
子
大
同
章
、「
問
：
〈
類
中
来
時
如
何
？
（
色
相
を
有
し
て
や
っ
て
来
た
と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。）〉
師

曰
：
〈
人
類
中
来
，
馬
類
中
来
？
（
人
の
相
を
帯
び
て
や
っ
て
来
た
の
か
、
馬
の
相
を
帯
び
て
や
っ
て
来
た
の
か
。）〉」
ま
た

本
書
巻
一
六
河
中
南
際
山
僧
一
禅
師
章
、「
問
：
〈
類
即
不
問
，
如
何
是
異
？
〉
師
曰
：
〈
要
頭
即
一
任
斫
将
去
。（
わ
し

の
頭
が
欲
し
い
な
ら
か
斬
っ
て
持
っ
て
い
っ
て
も
か
ま
わ
ん
が
、
決
し
て
言
わ
ぬ
。）〉」
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『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
に
収
め
る
「
曹
山
寂
禅
師
語
」
に
い
う
、

　

 

僧
問
：
「
雪
覆
千
山
，
為
什
麼
孤
峰
不
白
？
」
師
云
：
「
須
知
有
異
中
異
。」
進
云
：
「
如
何
是
異
中
異
？
」。
師

云
：
「
不
堕
諸
山
色
。」

　
　

 
僧
、「
雪
が
一
切
の
山
を
覆
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
孤
峰
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
異
中
の
異
（
代

替
不
可
能
な
る
自
己
本
分
）
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
さ
ら
に
訊
く
、「
異
中
の
異
と
は
。」
師
、「
一
色
平
等
な

る
差
別
の
な
い
も
の
に
堕
ち
こ
ま
ぬ
。（
差
別
相
を
有
し
た
己
自
身
の
自
己
本
分
）」。

ま
た
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
三
九
則
に
い
う
、

　

 

問
：
「
如
何
是
異
類
？
」
師
云
：
「
異
中
不
答
類
。」
又
云
：
「
我
若
向
你
道
，
驢
年
得
異
摩
？
」
又
云
：
「
曹
山
只

有
一
双
眉
。」（『
重
編
曹
洞
五
位
顕
訣
』
は
「
問
曹
山
：
如
何
是
異
？
云
：
我
若
向
儞
道
，
驢
年
得
異
麼
？
又
云
：
異
中
不

合
類
。」
に
作
る
。）

　
　

 

問
う
、「
何
が
異
で
あ
り
、
何
が
類
な
の
で
す
か
。」
師
、「
異
中
（
言
葉
を
越
え
た
と
こ
ろ
）
は
類
（
言
葉
）
で
は
答
え

ぬ
。」
ま
た
言
う
、「
も
し
君
に
言
っ
て
や
っ
た
な
ら
、
君
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
異
を
体
得
で
き
ぬ
。」
ま
た
言
う
、「
わ

し
に
は
一
対
の
眉
が
あ
る
だ
け
だ
。（
わ
し
に
は
わ
し
の
自
己
本
分
が
あ
る
。）」

③
師
曰
：
直
是
不
擬
亦
是
類　
「
た
と
い
心
を
差
し
向
け
な
く
て
も
（
こ
の
よ
う
な
問
答
は
）
類
（
言
葉
）
に
落
ち
て
い
る
。」

④
曰
：
如
何
是
異　
「
で
は
異
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
曰
：
莫
不
識
痛
痒　
「
ち
ゃ
ん
と
痛
痒
の
感
覚
を
も
っ
て
お
る
。」
痛
痒
は
ま
さ
に
自
己
（
個
）
が
感
覚
す
る
も
の
。

〔
一
二
〕
鏡
清
の
参
問
─
─
清
虚
の
理

鏡
清
問
：
「
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
理
即
如
此
，
事
作
麼
生
？
」
曰
：
「
如
理
如
事
。」
師
曰
：
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「
謾
曹
山
一
人
即
得
，
爭
奈
諸
聖
眼
何
！
」
曰
：
「
若
無
諸
聖
眼
，
爭
鑒
得
箇
不
恁
麼
？
」
師
曰
：
「
官
不
容
針
，
私
通
車

馬
。」　　

＊

鏡①�

清
問
う
、「
清②�

虚
の
理
、
畢
竟
身
無
き
時
は
如
何
。」
師③�

曰
く
、「
理
は
即
ち
此か

く

の
如
し
，
事
は
作い

麼か

生ん

。」
曰④�

く
、「
理

の
如
く
事
の
如
し
。」
師⑤�

曰
く
、「
曹
山
一
人
を
謾あ

ざ
むく

は
即
ち
得よ

き
も
、
諸
聖
の
眼
を
争い

か

ん
奈
何
せ
ん
。」
曰⑥

く
、「
若
し
諸
聖
の

眼
無
く
ん
ば
、
争い

か

で
か
箇
の
恁か

麼く

な
ら
ざ
る
を
鑑
み
得
ん
。」
師⑦�

曰
く
、「
官
に
は
針
を
も
容
れ
ざ
れ
ど
も
，
私
に
は
車
馬
を

も
通
す
。」

＊

①
鏡
清
問　

本
話
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下
第
一
三
五
則
、『
碧
巌
録
』
第

六
二
則
本
則
評
唱
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
大
慧
普
覚
禅
師
普
説
』
巻
四
高
提
幹
請
普
説
、

『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』

巻
一
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
。

「
鏡
清
」
は
本
書
巻
一
八
杭
州
龍
冊
寺
順
徳
大
師
道
怤
（
嗣
雪
峰
、
八
六
八
～
九
三
七
）。

②
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
時
如
何　
「
真
空
の
道
理
か
ら
す
れ
ば
つ
い
に
は
身
体
は
な
く
な
り
ま
す
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は

ど
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。」
こ
う
問
う
こ
と
で
曹
山
を
試
し
た
。「
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
」
は
『
宝
蔵
論
』
広
照

空
有
品
の
句
、「
陰
報
陽
施
，
冥
道
罔
象
。
因
果
自
縻
，
其
事
如
幻
。
種
種
模
面
，
焔
水
乾
城
，
都
無
実
現
。
斯
謂
不
真
，

惑
乱
余
人
。
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
。（
陰
陽
の
気
は
万
物
を
生
成
す
る
が
、
冥く

ら

き
道
は
形
を
現
わ
さ
な
い
。
因
果
が
自
ず
か

ら
四
大
を
つ
な
ぐ
が
、
そ
の
事
物
は
幻
の
よ
う
な
も
の
。
種
々
に
面
を
象か

た
どる

も
、
か
げ
ろ
う
の
逃
げ
水
・
乾
闥
婆
城
の
よ
う
な

も
の
、
実
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
不
真
と
い
う
の
で
あ
り
、
人
を
惑
乱
す
る
。
清
虚
の
理
に
は
、
畢
竟
身
は
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無
い
。）」（
Ｔ
四
五
・
一
四
四
下
）

③
師
曰
：
理
即
如
此
，
事
作
麼
生　
「
理
と
し
て
は
そ
の
通
り
だ
が
、
厳
と
し
て
あ
る
事
象
は
ど
う
な
る
の
だ
。」

④
曰
：
如
理
如
事　
「
理
の
ご
と
く
に
事
も
そ
の
通
り
に
あ
り
ま
す
」
と
は
、
理
事
一
如
、
理
事
無
礙
の
意
で
あ
ろ
う
。
鏡

清
に
よ
っ
て
初
め
て
言
わ
れ
た
句
で
あ
る
。『
円
悟
語
録
』
巻
五
喬
貴
妃
設
千
仏
会
の
上
堂
に
い
う
、「
清
浄
な
る
荘
厳
を

啓ひ
ら

き
、
大
道
場
を
建
て
、
具

こ
と
ご
とく

珍
羞
を
列つ

ら

ぬ
。
一
香
一
華
、
一
茶
一
果
、
法
性
に
同
じ
く
し
、
太
虚
に
等
し
。
塵あ

ま
た塵

の

刹く
に
ぐ
に刹

に
、
千
仏
光
を
放
ち
、
理
の
如
く
事
の
如
く
に
し
て
、
十
方
に
普
ね
く
応
ず
。」（
T
四
七
・
七
三
四
下
）。
同
巻
一

〇
修
道
者
請
小
参
、「
如
理
如
事
，
即
処
即
真
。（
理
の
如
く
事
の
如
く
に
し
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
も
真
で
あ
る
。）」（
T
四

七
・
七
五
九
下
）。
ま
た
『
楚
石
梵
琦
禅
師
語
録
』
巻
六
、「
真
と
説
き
妄
と
説
く
も
、
真
も
妄
も
本
よ
り
虚
に
し
て
、
理

の
如
く
事
の
如
く
、
理
事
常
に
寂
な
り
。」

⑤
師
曰
：
謾
曹
山
一
人
即
得
，
爭
奈
諸
聖
眼
何　
「
わ
し
だ
け
な
ら
騙
せ
よ
う
が
、
諸
聖
の
眼
は
騙
せ
ん
ぞ
。」
難
解
。
教
理

（
方
便
）
と
し
て
は
い
か
に
も
そ
の
通
り
で
あ
り
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
肉
身
に
お
い
て
そ
れ
を
ど
う
実
践
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
洞
山
和
尚
は
「
吾
れ
常
に
此こ

こ

に
於
い
て
切
な
り
」
と
言
わ
れ
た
が
、
君
に
は
そ

れ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
、
諸
聖
の
眼
は
騙
せ
ん
ぞ
、
と
解
し
て
お
く
。

因
に
こ
の
よ
う
な
言
い
方
の
用
例
と
し
て
は
、
慧
忠
国
師
の
無
縫
塔
の
話
に
保
寧
仁
勇
が
拈
じ
て
い
う
、「
所
謂
非
父
不

生
其
子
，
雖
然
如
是
，
謾
粛
宗
一
人
即
得
，
争
奈
天
下
衲
僧
眼
何
！
且
道
那
箇
是
衲
僧
眼
。」（『
宗
門
統
要
続
集
』
巻
三
慧

忠
国
師
章
）

⑥
若
無
諸
聖
眼
，
爭
鑒
得
箇
不
恁
麼　
「
も
し
諸
聖
の
眼
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
見
抜
け
た
り
で
き
ま
し
ょ

う
か
。」「
和
尚
は
諸
聖
な
の
で
す
か
」
と
切
り
返
し
た
と
見
て
も
、
あ
る
い
は
曹
山
を
「
諸
聖
の
眼
を
お
持
ち
な
の
で
す

ね
」
と
ほ
め
た
と
見
て
も
、「
如
理
如
事
」
を
認
め
な
い
曹
山
へ
の
一
拶
。「
不
恁
麼
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
如
理
如
事
で
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な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
象
が
そ
の
ま
ま
本
来
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
現
象
を
本
来
性
に
安
易
に
同
定
し
な

い
こ
と
。

⑦
師
曰
：
官
不
容
針
，
私
通
車
馬　

鏡
清
に
「
若
無
諸
聖
眼
，
争
鑒
得
箇
不
恁
麼
？
」
と
言
わ
れ
て
、
曹
山
は
た
じ
た
じ

と
な
っ
て
言
っ
た
、「
諸
聖
の
眼
か
ら
見
れ
ば
通
さ
ぬ
と
こ
ろ
だ
が
、
方
便
と
し
て
は
〈
如
理
如
事
〉
を
認
め
て
や
ろ

う
。」「
官
不
容
針
，
私
通
車
馬
。（
正
門
か
ら
は
針
一
本
も
通
さ
ぬ
が
、
裏
口
か
ら
は
車
馬
で
も
通
す
。）」
は
、
当
時
の
俗

諺
。『
燕
子
賦
（
一
）』、「
雀
児
被
禁
数
日
，
求
守
獄
子
脱
。
獄
子
再
三
不
肯
，
雀
児
美
語
咀
取
：
〈
官
不
容
針
，
私
可
容

車
。〉
叩
頭
與
脱
，
放
到
晩
衙
。
不
須
苦
死
相
邀
勒
，
送
飯
人
来
定
有
釵
。（
雀
児
が
拘
禁
さ
れ
て
数
日
、
獄
守
に
首
か
せ
を

外
す
よ
う
に
何
度
も
願
っ
た
が
、
獄
守
は
許
さ
な
い
。
雀
児
は
よ
し
な
に
た
の
ん
だ
、「〈
公
に
は
針
一
本
も
通
さ
な
い
が
、
個

人
的
に
は
車
も
通
す
〉
と
言
い
ま
す
。
晩
に
審
問
が
あ
る
ま
で
ど
う
か
首
か
せ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
、
き
つ
く
拘
束
す
る
必
要

は
な
い
で
し
ょ
、
食
事
を
運
ん
で
き
た
人
が
き
っ
と
お
礼
に
釵
を
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
」。）」（
黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
変

文
校
注
』
三
七
八
頁
）。

ま
た
『
臨
済
録
』
行
録
・
鳳
林
和
尚
章
、「
潙
山
問
仰
山
：
〈
石
火
莫
及
，
電
光
罔
通
，
従
上
諸
聖
，
将
什
麼
為
人
？
〉

仰
山
云
：
〈
和
尚
意
作
麼
生
？
〉
潙
山
云
：
〈
但
有
言
説
，
都
無
実
義
。〉
仰
山
云
：
〈
不
然
！
〉
潙
山
云
：
〈
子
又
作

麼
生
？
〉
仰
山
云
：
〈
官
不
容
針
，
私
通
車
馬
。〉」

〔
一
三
〕
改
易
せ
ざ
る
底
の
人

雲
門
問
：
「
不
改
易
底
人
來
，
師
還
接
否
？
」
師
曰
：
「
曹
山
無
恁
麼
閑
功
夫
。」

＊

雲①�

門
問
う
、「
改②�

易
せ
ざ
る
底
の
人
来き

た

ら
ば
、
師
は
還は

た
接
す
る
や
。」
師
曰
く
、「
曹③�

山
は
恁か

麼く

な
る
閑
功
夫
無
し
。」
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＊

①
雲
門
問　

本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。
雲
門
は
本
書
巻
一
九
の
韶
州
雲
門
山
文
偃
禅
師

（
嗣
雪
峰
、
八
六
四
～
九
四
九
）。

②
不
改
易
底
人
来
，
師
還
接
否　
「
移
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
人
が
来
た
ら
、
師
は
接
化
さ
れ
ま
す
か
。」「
不
改
易
底
人
」

と
は
、
本
体
そ
の
も
の
ま
る
出
し
、
法
身
そ
の
も
の
の
人
。

③
曹
山
無
恁
麼
閑
功
夫　
「
わ
し
に
は
そ
ん
な
無
駄
な
こ
と
を
す
る
暇ひ

ま

は
な
い
。」
お
前
に
付
き
合
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。

「
閑
功
夫
」
は
、
余
計
な
手
間
ひ
ま
を
費
す
こ
と
。『
古
尊
宿
語
録
』
巻
八
汝
州
首
山
念
和
尚
語
録
、「
問
う
、
久
し
く
沈

迷
に
處あ

り
、
師
の
一
接
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云
く
、
老
僧
に
は
恁か

麼く

な
る
閑
工
夫
無
し
。
僧
云
く
、
和
尚
豈
に
方
便
無

け
ん
や
。
師
云
く
、
行
か
ん
と
要
さ
ば
即
ち
行
け
、
坐
せ
ん
と
要
さ
ば
即
ち
坐
せ
。
僧
云
く
、
機
に
臨
む
一
句
、
衆
流
を

截
断
す
。」

〔
一
四
〕
人
人
尽
く
有
り

人
問
：
「
古
人
云
：
人
人
尽
有
。
弟
子
在
塵
蒙
，
還
有
也
無
？
」
師
曰
：
「
過
手
來
。」
乃
點
指
曰
：
「
一
二
三
四
五

足
。」

＊

人①�

問
う
、「
古②�

人
云
う
、
人
人
尽
く
有
り
と
。
弟
子
は
塵
蒙
に
在
り
、
還は

た
有
り
や
。」
師
曰
く
、「
手
を
過さ

し
だ

し
来
れ
。」

乃③�

ち
指
を
点か

ぞ

え
て
曰
く
、「
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
足
れ
り
。」

＊

①
人
問　

本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
二
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。「
人
」
は
『
祖
堂
集
』
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は
「
俗
士
」
に
作
る
。

②
古
人
云
：
人
人
尽
有
。
弟
子
在
塵
蒙
，
還
有
也
無　
「
古
人
は
誰
に
で
も
有
る
と
言
い
ま
し
た
。
俗
塵
に
ま
み
れ
て
い
る

私
に
も
有
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

「
人
人
尽
有
」
の
目
的
語
は
仏
性
。
古
人
は
特
定
で
き
な
い
。『
雲
門
広
録
』
巻
中
、「
古
人
道
：
人
人
尽
有
光
明
在
，
看

時
不
見
暗
昏
昏
。
作
麼
生
是
光
明
？
代
云
：
廚
庫
三
門
。
又
云
：
好
事
不
如
無
。」

本
書
巻
三
〇
杯
渡
和
尚
一
鉢
歌
、「
人
人
尽
有
真
如
性
，
恰
似
黄
金
在
鑛
中
。」

ま
た
『
龐
居
士
語
録
』、「
居
士
同
松
山
和
尚
喫
茶
次
，
士
挙
槖
子
曰
：
人
人
尽
有
分
，
為
什
麼
道
不
得
？
山
曰
：
祇
為

人
人
尽
有
，
所
以
道
不
得
。
士
曰
：
阿
兄
為
什
麼
却
道
得
？
山
曰
：
不
可
無
言
去
也
［「
去
」
は
『
聯
灯
会
要
』
に
拠
り

て
補
っ
た
］。
士
曰
：
灼
然
！
灼
然
！
（
居
士
が
松
山
和
尚
と
茶
を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
居
士
は
茶
托
を
持
ち
上
げ
て
訊
い
た
。

「
誰
に
で
も
こ
の
分
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
言
え
な
い
の
で
す
か
。」
松
山
、「
誰
に
で
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
言
え
な
い
の
だ
。」

居
士
、「
師
兄
は
ど
う
し
て
言
え
る
の
で
す
か
。」
松
山
、「
黙
っ
た
ま
ま
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
の
だ
。」
居
士
、「
い
か
に

も
！
い
か
に
も
！
」）」

『
祖
堂
集
』
巻
一
八
仰
山
和
尚
章
第
一
一
則
、「
師
見
景
岑
上
座
在
中
庭
向
日
次
，
師
従
辺
過
，
云
：
人
人
尽
有
這
箇
事
，

只
是
道
不
得
。
云
：
恰
似
，
請
汝
道
。
師
云
：
作
摩
生
道
？
岑
上
座
便
攔
胸
与
一
踏
。
師
倒
，
起
来
云
：
師
叔
用
使
，

直
下
是
大
虫
相
似
。（
仰
山
が
中
庭
で
日
光
浴
を
し
て
い
る
景
岑
上
座
を
見
て
、
そ
の
そ
ば
を
通
っ
て
言
う
、「
誰
一
人
と
し
て

こ
の
太
陽
の
恩
力
を
被
ら
ぬ
も
の
な
ど
お
り
ま
せ
ん
、
た
だ
言
え
ぬ
だ
け
で
す
。」
景
岑
、「
そ
の
通
り
だ
、
ど
う
か
言
っ
て
み

て
く
れ
。」
仰
山
、「
ど
う
言
え
と
い
う
の
で
す
。」
す
ぐ
さ
ま
岑
上
座
は
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
踏
み
倒
し
た
。
仰
山
は
踏
み
倒
さ

れ
て
起
き
上
が
っ
て
言
う
、「
師
叔
の
使
い
か
た
は
、
ま
る
で
虎
の
よ
う
だ
。」）」

「
塵
蒙
」
は
「
塵
濛
」
と
も
。
塵
世
の
束
縛
や
汚
れ
を
被
る
こ
と
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
唐
福
州
怡
山
院
大
安
伝
、「
幼
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年
入
道
，
頓
払
塵
蒙
。」
ま
た
『
寒
山
詩
』、「
人
生
在
塵
蒙
，
恰
似
盆
中
虫
。
終
日
行
遶
遶
，
不
離
其
盆
中
。」

③
乃
點
指
曰
：
一
二
三
四
五
足 　

そ
の
人
の
手
の
指
を
数
え
て
言
っ
た
、「
ち
ゃ
ん
と
五
本
あ
る
で
は
な
い
か
。」
何
を

疑
っ
て
い
る
の
だ
。

〔
一
五
〕
魯
祖
面
壁

問
：
「
魯
祖
面
壁
，
用
表
何
事
？
」
師
以
手
掩
耳
。

＊

問①�

う
、「
魯②�

祖
の
面
壁
せ
し
は
、
用も

っ

て
何
事
を
か
表
わ
す
。」
師③�

は
手
を
以
て
耳
を
掩
う
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
八
則
、『
慈
受
懐
深
禅
師
広
録
』
巻
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も

採
ら
れ
る
。

②
魯
祖
面
壁
，
用
表
何
事　
「
魯
祖
は
学
徒
が
来
参
し
た
ら
面
壁
し
て
坐
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
何
を
表
明
し
た
の
で
す

か
。」
馬
祖
に
嗣
い
だ
魯
祖
宝
雲
（
生
卒
年
未
詳
）
は
僧
が
参
問
に
や
っ
て
来
た
ら
面
壁
し
て
坐
し
た
。
参
問
す
る
こ
と

を
拒
絶
す
る
。
参
問
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
宝
蔵
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
外
に
馳
求
す
る
誤
っ
た
あ
り
方
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
四
魯
祖
和
尚
章
、「
嗣
馬
大
師
，
在
池
州
。
師
諱
宝
雲
。
機
格
玄
峻
，
学
徒
来
参
，
面
壁
而
坐
。
…
…
南

泉
和
尚
到
，
師
便
面
壁
而
坐
。
南
泉
以
手
拍
師
背
。
師
云
：
〈
你
是
阿
誰
？
〉
泉
云
：
〈
普
願
。〉
師
云
：
〈
如
何
？
〉

泉
云
：
〈
也
尋
常
。〉
師
云
：
〈
汝
何
多
事
！
〉
南
泉
有
一
日
看
菜
園
。
南
泉
把
石
打
園
頭
。
僧
廻
頭
看
是
師
。
其
僧
具

威
儀
礼
拝
，
便
問
：
〈
和
尚
適
来
豈
不
是
驚
覚
学
人
？
〉
南
泉
便
蹺
足
云
：
〈
驚
覚
則
且
置
，
任
摩
時
作
摩
生
？
〉
其

僧
無
対
。
南
泉
教
僧
：
〈
你
去
魯
祖
処
，
到
彼
中
便
有
来
由
。〉
其
僧
辞
南
泉
，
便
去
魯
祖
処
。
師
纔
見
僧
来
，
便
面
壁
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坐
。
其
僧
不
在
意
，
却
帰
南
泉
。
南
泉
問
：
〈
到
魯
祖
処
摩
？
〉
対
曰
：
〈
到
。〉
泉
曰
：
〈
廻
太
速
乎
？
〉
対
曰
：

〈
魯
祖
和
尚
纔
見
某
甲
，
便
面
壁
坐
，
所
以
転
来
。〉
南
泉
便
云
：
〈
王
老
僧
初
出
世
時
，
向
你
諸
人
道
：
『
向
仏
未
出

世
時
体
会
。』
尚
自
不
得
一
个
半
个
。
是
伊
与
摩
，
驢
年
得
一
个
半
个
摩
！
」

魯
祖
和
尚
は
馬
大
師
に
嗣
ぎ
、
池
州
に
住
し
た
。
師
の
諱
は
宝
雲
と
い
う
。
そ
の
は
た
ら
き
の
風
格
は
奥
深
く
寄
り
つ
き

難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
学
徒
が
来
参
す
れ
ば
、
面
壁
し
て
坐
し
た
。
…
…
南
泉
和
尚
が
や
っ
て
来
る
と
、
師
は
す
ぐ
に
面

壁
し
て
坐
っ
た
。
南
泉
は
手
で
師
の
背
中
を
ぽ
ん
と
打
っ
た
。
師
、〈
誰
だ
。〉
南
泉
、〈
普
願
で
す
。〉
師
、〈
何
だ
。〉
南

泉
、〈
い
え
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。〉
師
、〈
余
計
な
こ
と
を
す
る
奴
だ
。〉
南
泉
が
あ
る
日
、
菜
園
を
見
回
っ
て
、
石
を

拾
っ
て
園
頭
を
叩
い
た
。
僧
が
ハ
ッ
と
振
り
返
る
と
師
の
南
泉
で
あ
っ
た
。
そ
の
僧
は
威
儀
を
整
え
て
礼
拝
し
て
問
う
、

〈
和
尚
は
い
ま
私
に
気
合
い
を
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
ね
。〉
南
泉
は
さ
っ
と
足
を
挙
げ
て
言
っ
た
、〈
気
合
い
の
こ
と
は
さ
て

お
き
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
ど
う
か
。〉
僧
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
南
泉
は
僧
に
言
い
つ
け
る
、〈
君
は
魯
祖
の
と
こ
ろ

に
行
け
、
向
う
に
行
け
ば
す
ぐ
に
わ
け
が
分
か
ろ
う
。〉
そ
の
僧
は
南
泉
を
辞
し
、
す
ぐ
に
魯
祖
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
師

は
僧
が
来
る
の
を
見
る
や
、
す
ぐ
に
面
壁
し
て
坐
っ
た
。
僧
は
気
に
も
と
め
ず
に
南
泉
に
引
き
返
し
た
。
南
泉
、〈
魯
祖
の

と
こ
ろ
に
行
っ
た
か
。〉
僧
、〈
行
き
ま
し
た
。〉
南
泉
、〈
帰
る
の
が
早
す
ぎ
る
で
は
な
い
か
。〉
僧
、〈
魯
祖
和
尚
は
私
を

見
る
や
、
す
ぐ
に
面
壁
し
て
坐
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。〉
南
泉
、〈
王
老
僧
が
初
め
て
出
世
し
た
と

き
、
君
ら
に
『
仏
が
ま
だ
出
世
さ
れ
ぬ
前
の
と
こ
ろ
で
体
会
せ
よ
』
と
言
っ
て
や
っ
て
さ
え
一
人
前
に
育
つ
や
つ
は
一
人

も
お
ら
ぬ
の
に
、
彼
こ
そ
あ
ん
な
風
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
一
人
前
に
育
つ
や
つ
は
一
人
も
出
て
こ
ぬ
ぞ
。〉」

南
泉
の
理
解
で
は
、
言
葉
以
前
の
と
こ
ろ
で
体
得
せ
よ
と
い
う
示
唆
で
あ
り
、「
欲
体
此
事
，
直
須
向
仏
未
出
世
已
前
，

都
無
一
切
名
字
，
密
用
潜
通
，
無
人
覚
知
，
与
摩
時
体
得
，
方
有
小
分
相
応
。（
こ
の
こ
と
を
体
得
し
た
い
な
ら
、
た
だ
ち

に
仏
が
ま
だ
出
世
さ
れ
ぬ
前
の
、
ま
っ
た
く
一
切
の
名
字
が
な
く
、
ひ
そ
か
に
は
た
ら
き
通
じ
て
、
だ
れ
も
覚
知
す
る
こ
と
の
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な
い
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
体
得
し
て
、
は
じ
め
て
少
し
は
ピ
タ
リ
と
い
く
の
だ
。）」（『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
）
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
書
巻
一
二
慧
林
鴻
究
章
、「
問
：
〈
魯
祖
面
壁
，
意
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
有
什
麼
雪
処
？
（
言
葉
で
言
え
る
も
の
で
は
な

い
。）〉」

本
書
巻
二
〇
処
州
広
利
容
禅
師
章
、「
問
う
、〈
魯
祖
面
壁
，
意
作
麼
生
？
〉
師
良
久
，
曰
：
〈
会
麼
？
〉
曰
：
〈
不

会
。〉
師
曰
：
〈
魯
祖
面
壁
。〉」

③
師
以
手
掩
耳　

問
い
を
拒
絶
す
る
動
作
。
即
ち
そ
れ
が
魯
祖
面
壁
の
意
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
書
巻
一
五
歙
州
茂

源
和
尚
章
、「
平
田
来
参
す
。
師
は
身
を
起
こ
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
平
田
は
乃
ち
把と

住ら

え
て
曰
く
：
〈
口
を
開
か
ば
即
ち

失
い
、
口
を
閉
ざ
す
も
即
ち
喪う

し
なう

、
恁か

麼く

な
る
時
を
去の

却ぞ

き
て
師
の
道
わ
ん
こ
と
を
請
う
。〉
師
は
手
を
以
て
耳
を
掩
う

而の

已み

。
平
田
は
手
を
放は

な

ち
て
曰
く
、〈
一
歩
は
易
き
も
、
両
歩
は
難
し
。〉
師
曰
く
、〈
什な

麼ん

の
死ム

急キ

に
な
る
こ
と
か
有
ら

ん
。〉
平
田
曰
く
、〈
若
し
此こ箇
の
師
に
非
ず
ん
ば
、
諸
方
の
点
検
を
免
れ
ざ
ら
ん
。〉」

『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
七
天
寧
楷
禅
師
章
、「
問
う
、〈
仏
祖
の
言お

し
え句

は
、
家
常
の
茶
飯
の
如
し
。
此
を
離
る
る
の
外
、
別

に
為
人
の
言
句
有
り
や
。〉（
投
子
義
）
青
曰
く
、〈
汝
道
え
、
寰
中
天
子
の
勅
は
、
還は

た
禹
湯
堯
舜
を
仮
る
や
。〉
楷
は
之

に
詶こ

た

え
ん
と
擬ほ

っ

す
。
青
は
払
子
を
以
て
之
を
礁う

ち
て
曰
く
、〈
汝
、
意
を
発お

こ

し
来
ら
ば
、
早
く
も
二
十
棒
有
ら
ん
。〉
是こ

こ

に
於
い
て
、
楷
は
旨
を
言
下
に
悟
り
、
再
拝
し
て
即
ち
去
る
。
青
呼
び
て
曰
く
、〈
且
く
来
れ
。〉
楷
亦
た
顧
み
ず
。
青

曰
く
、〈
汝
は
不
疑
の
地
に
到
る
や
。〉
楷
は
手
を
以
て
耳
を
掩
う
。」

〔
一
六
〕
地
に
倒
れ
な
ば
地
に
よ
り
て
起
つ

問
：
「
承
古
有
言
：
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起
。
如
何
是
倒
？
」
師
曰
：
「
肯
即
是
。」
曰
：
「
如
何
是
起
？
」
師
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曰
：
「
起
也
！
」

＊

問①�

う
、「
承②�

る
に
古
に
言
う
有
り
、〈
未
だ
一
人
の
地
に
倒
れ
て
地
に
因
ら
ず
し
て
起
つ
も
の
有
ら
ず
〉
と
。
如
何
な
る

か
是
れ
倒
る
。」
師③�

曰
く
、「
肯
う
こ
と
即
ち
是こ

れ

な
り
。」
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
起
つ
。」
師④�

曰
く
、「
起
て
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
二
一
則
、『
円
悟
心
要
』
巻
下
始
・
示
有
禅
人
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹

山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
問
：
〈
古
人
有
言
：
『
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起
。』
如
何
是
地
？
〉

師
云
：
〈
一
尺
二
尺
。〉〈
如
何
是
倒
？
〉
云
：
〈
肯
即
是
。〉〈
如
何
是
起
？
〉
師
云
：
〈
起
也
！
〉」

②
承
古
有
言
：
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起　

正
法
を
妨
害
し
た
魔
王
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
、
第
四
祖
優
波
毱
多
が
三
屍

（
人
・
犬
・
蛇
）
を
花
輪
に
変
え
て
魔
王
に
掛
け
て
や
る
と
、
た
ち
ま
ち
も
と
の
三
屍
と
な
る
。
魔
王
は
取
り
除
こ
う
と

す
る
が
で
き
ず
、
梵
王
に
除
い
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
梵
王
は
、
十
種
の
智
力
を
具
え
た
仏
弟
子
の
し
た
こ
と
は
取
り

除
け
ら
れ
ず
、
優
波
毱
多
尊
者
に
帰
依
す
れ
ば
即
座
に
断
ち
切
れ
る
と
教
え
、
偈
「
若
因
地
倒
，
還
因
地
起
。
離
地
求

起
，
終
無
其
理
。」
を
の
べ
た
故
事
に
基
く
。
本
書
巻
一
第
四
祖
優
波
毱
多
章
に
見
え
る
。
こ
の
故
事
は
『
阿
育
王
伝
』

巻
五
（
Ｔ
五
〇
・
一
一
九
上
）、『
宝
林
伝
』
巻
二
第
四
祖
優
波
毱
多
章
化
三
尸
品
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
入
大
乗
論
』
巻

上
に
も
「
因
謗
大
乗
，
而
堕
悪
道
，
亦
由
大
乗
，
起
諸
善
業
，
如
人
因
地
故
倒
，
還
依
地
而
起
。」（
Ｔ
三
二
・
三
六
中
）、

『
大
荘
厳
論
経
』
巻
二
に
も
「
若
し
彼か

れ

仏
に
向
わ
ず
ん
ば
、
罪
過
は
終
に
滅
せ
ず
。
人
の
地
に
因
り
て
趺マ

マ

［
跌つ

ま
ず］

け
ば
、

還ま

た
（
地
に
）
扶す

が
って

起
つ
を
得
た
る
が
如
く
、
仏
に
因
り
て
過
罪
を
獲え

な
ば
、
亦
た
仏
に
因
り
て
滅
す
。」（
Ｔ
四
・
二
六

三
中
）
と
あ
る
。

『
心
賦
註
』
巻
三
「
出
迷
之
津
，
履
玄
之
始
」
の
註
に
「
因
心
而
迷
，
因
心
而
悟
，
因
心
而
生
，
因
心
而
滅
，
如
因
地
而
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倒
，
因
地
而
起
。
不
唯
迷
悟
之
始
，
自
行
化
他
，
須
明
此
旨
。」（
Z
一
一
一
・
九
七
上
）
と
い
う
よ
う
に
、「
地
」
と
は
、

自
己
の
心
で
あ
り
、「
倒
」
は
迷
、「
起
」
は
悟
。

③
師
曰
：
肯
即
是　
「
自
分
が
倒
れ
て
い
る
と
思
う
こ
と
が
倒
れ
る
こ
と
だ
。」

④
師
曰
：
起
也　
「
そ
れ
！
（
自
分
で
）
起
っ
た
。」
倒
れ
る
の
も
起
き
る
の
も
自
分
の
心
に
よ
る
の
だ
。

〔
一
七
〕
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず

問
：
「
承
教
有
言
：
大
海
不
宿
死
屍
。
如
何
是
海
？
」
師
曰
：
「
包
含
萬
有
。」
曰
：
「
爲
什
麼
不
宿
死
屍
？
」
師
曰
：

「
絶
氣
者
不
著
。」
曰
：
「
既
是
包
含
萬
有
，
爲
什
麼
絶
氣
者
不
著
？
」
師
曰
：
「
萬
有
非
其
功
，
絶
氣
有
其
德
。」
曰
：

「
向
上
還
有
事
也
無
？
」
師
曰
：
「
道
有
道
無
即
得
，
爭
奈
龍
王
按
劍
何
！
」

＊

問①�

う
、「
承②�

る
に
教
に
言
う
有
り
、〈
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず
〉
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
海
。」
師
曰
く
、「
万③�

有
を
包
含

す
。」
曰
：
「④�

為な
に
ゆ
え

什
麼
に
か
死
屍
を
宿
め
ざ
る
。」
師⑤�

曰
く
、「
絶
気
の
者
は
著お

か
ず
。」
曰
く
、「
既⑥

に
是
れ
万
有
を
包
含
す

る
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
絶
気
の
者
は
著お

か
ざ
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
万
有
は
其
の
功
非
ず
、
絶
気
に
其
の
徳
有
り
。」
曰
く
、「
向⑧�

上

還は

た
事
有
る
や
。」
師⑨�

曰
く
、「
有
り
と
道い

い
無
し
と
道
う
は
即
ち
得よ

き
も
、
龍
王
の
剣
を
按か

ま

え
し
を
争い

か

ん
奈
何
ん
せ
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
四
一
則
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』

巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
中
第
九
四
則
（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
〇
号
「
金
沢
文
庫
本
『
正
法

眼
蔵
』
の
訳
注
研
究
（
八
）」
に
注
釈
が
あ
る
）、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一

三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
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な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
問
：
〈
華
厳
経
云
：
『
大
海
不
宿
死
屍
。』
如
何
是
大
海
？
〉
云
：
〈
包
含
万
有
。〉〈
如
何
是
死

屍
？
〉
師
云
：
〈
絶
気
者
不
著
。〉
僧
云
：
〈
既
包
含
万
有
，
絶
気
者
為
什
摩
不
著
？
〉
師
云
：
〈
大
海
非
其
功
，
絶
気

者
有
其
徳
。〉
僧
云
：
〈
未
審
大
海
還
更
有
向
上
事
也
無
？
〉
師
云
：
〈
道
有
道
無
即
得
，
争
奈
龍
王
按
剣
何
。〉」

②
承
教
有
言
：
大
海
不
宿
死
屍
。
如
何
是
海　
「
経
典
に
〈
大
海
は
死
骸
を
岸
に
打
ち
上
げ
て
海
中
に
留
め
置
か
な
い
〉
と

あ
り
ま
す
が
、
海
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
大
海
不
宿
死
屍
」
は
、
大
海
が
具
有
す
る
八
種
或
い
は
十
種
の

不
可
思
議
な
る
徳
相
の
一
つ
。『
中
阿
含
経
』
巻
八
〈
阿
修
羅
経
〉
に
八
未
曽
有
法
を
説
く
第
七
に
言
う
、「
世
尊
，
我
大

海
清
浄
，
不
受
死
屍
。
若
有
命
終
者
，
過
夜
風
便
吹
著
岸
上
。」（
Ｔ
一
・
四
七
六
中
）。『
華
厳
経
』〈
十
地
品
〉（
旧
訳
は

巻
二
七
・
Ｔ
九
・
五
七
五
中
、
新
訳
は
巻
三
九
・
Ｔ
一
〇
・
二
〇
九
上
）
に
は
大
海
を
離
れ
て
十
種
の
徳
相
な
き
こ
と
を
十

地
を
離
れ
て
仏
智
な
き
に
譬
え
て
い
る
（
望
月
『
仏
教
大
辞
典
４
』〈
大
海
十
相
〉
の
項
参
照
）。
禅
録
に
於
け
る
引
用
は
、

『
祖
堂
集
』
が
「
華
厳
経
に
云
う
」
と
あ
る
か
ら
、
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
七
七
〈
入
法
界
品
〉
に
善
知
識
の
徳
を
十
種

列
挙
し
た
第
七
に
「
善
知
識
者
不
受
諸
悪
，
譬
如
大
海
不
宿
死
屍
」（
Ｔ
一
〇
・
四
二
二
上
）
と
あ
る
の
に
依
る
。
ま
た

『
思
益
経
』
巻
四
（
Ｔ
一
五
・
五
八
上
）、『
涅
槃
経
』〈
梵
行
品
〉（
北
本
巻
二
〇
・
Ｔ
一
二
・
四
八
一
中
、
南
本
巻
一
八
・
Ｔ

一
二
・
七
二
四
中
）
な
ど
、
此
の
句
は
単
独
で
も
多
く
の
経
典
に
引
か
れ
る
。

③
師
曰
：
包
含
萬
有　
「
す
べ
て
の
も
の
を
含
み
込
ん
で
い
る
。」
長
水
子
璿
撰
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
二
、「
如
来
蔵
に

四
義
有
り
、
故
に
海
を
以
て
喩
う
。
永と

こ
しえ

に
百
非
を
絶
つ
こ
と
、
海
の
甚
深
な
る
が
如
し
。
万
有
を
包
含
す
る
こ
と
、
海

の
広
大
な
る
が
如
し
。
徳
と
し
て
備
わ
ら
ざ
る
無
き
こ
と
、
海
の
珍
宝
の
如
し
。
法
と
し
て
現
わ
れ
ざ
る
無
き
こ
と
、
海

の
現
影
の
如
し
。」（
Ｔ
三
九
・
八
四
六
中
）

④
爲
什
麼
不
宿
死
屍　
「（
万
有
を
包
含
し
て
い
る
の
に
）
ど
う
し
て
留
め
置
か
な
い
の
で
す
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
如
何
是

死
屍
」
に
作
る
。
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⑤
師
曰
：
絶
氣
者
不
著　
「
気
息
を
絶
っ
た
も
の
は
留
め
よ
う
が
な
い
か
ら
だ
。」「
絶
気
者
」
と
は
、
一
切
の
消
息
を
絶
っ

た
者
、
即
ち
法
身
を
暗
示
す
る
。「
死
屍
」
を
「
絶
気
者
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
龐
居
士
の
「
万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る

者
」
と
言
う
超
越
者
に
転
換
す
る
。『
祖
堂
集
』
は
「〈
如
何
是
死
屍
？
〉
師
云
：
〈
絶
気
者
不
著
。（
死
屍
と
は
絶
気
者

だ
か
ら
留
め
置
か
な
い
の
だ
。）〉」
と
な
っ
て
お
り
、「
死
屍
」
を
「
絶
気
者
」
に
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
六
四
則
、「
師
問
僧
：
〈
有
一
人
在
千
万
中
，
不
向
一
人
，
不
背
一
人
，
此
喚
作
什
摩

人
？
〉
僧
曰
：
〈
此
人
常
在
目
前
，
不
随
於
境
。〉
師
曰
：
〈
闍
梨
此
語
，
是
父
辺
道
，
子
辺
道
？
〉
対
曰
：
〈
拠
某

甲
所
見
，
向
父
辺
道
。〉
師
不
肯
。
師
却
問
典
座
：
〈
此
是
什
摩
人
？
〉
対
曰
：
〈
此
人
無
面
背
。〉
師
不
肯
。
又
別
対

曰
：
〈
此
人
無
面
目
。〉
師
曰
：
〈
不
向
一
人
，
不
背
一
人
，
便
是
無
面
目
，
何
必
更
与
摩
道
？
〉
師
代
曰
：
〈
絶
気
息

者
。〉」

　

 

洞
山
が
僧
に
問
う
、「
あ
る
人
は
千
万
人
中
に
い
て
、
誰
と
も
向
き
合
わ
ず
、
誰
に
も
背
を
向
け
な
い
、
こ
の
人
を
ど
う
呼
ぶ

か
。」
僧
、「
こ
の
人
は
常
に
目
前
に
い
ま
す
が
、
目
前
の
物
と
は
一
緒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
洞
山
、「
君
の
そ
の
語
は
、
父

（
法
身
）
の
次
元
で
言
っ
た
の
か
、
子
（
肉
身
）
の
次
元
で
言
っ
た
の
か
。」
僧
、「
私
の
所
見
で
は
、
父
の
次
元
で
言
っ
た
の

で
す
。」
洞
山
は
認
め
な
い
。
こ
ん
ど
は
典
座
に
問
う
、「
こ
れ
は
誰
か
。」
典
座
、「
こ
の
人
に
は
面か

お

も
背
も
あ
り
ま
せ
ん
。」

洞
山
は
認
め
な
い
。
典
座
は
ま
た
別
に
答
え
た
、「
こ
の
人
に
面
貌
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
洞
山
、「
誰
と
も
向
き
合
わ
ず
背
を
向

け
な
い
、
す
な
わ
ち
面
貌
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
言
う
必
要
は
な
い
。」
洞
山
は
代
わ
っ
て
言
っ
て

や
っ
た
、「
気
息
を
絶
っ
た
も
の
だ
。」

⑥
既
是
包
含
萬
有
，
爲
什
麼
絶
氣
者
不
著　
「
大
海
は
万
有
を
包
含
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
気
息
を
絶
っ
た
も
の
を
留

め
な
い
の
で
す
か
。」
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⑦
師
曰
：
萬
有
非
其
功
，
絶
氣
有
其
德　
「
万
有
に
大
海
に
留
ま
ら
な
い
と
い
う
功
は
な
く
、
気
息
を
絶
っ
た
者
に
そ
の
徳

が
あ
る
の
だ
。」
法
界
（
大
海
）
に
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
有
為
の
現
象
（
万
有
）
で
あ
る
以
上
、
万
有
は
そ
こ
に
留
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
絶
気
の
者
（
一
切
の
消
息
を
絶
っ
た
者
）
に
そ
の
徳
が
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
は
「
大
海
非
其
功
，
絶
気
者
有
其
徳
。（
大
海
に
絶
気
の
者
を
留
め
な
い
と
い
う
功
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
絶
気

の
も
の
に
そ
の
徳
が
あ
る
。）」
に
作
る
。

『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は
「
万
有
非
其
功
絶
気
。（
万
有
は
大
海
の
功
徳
を
受
け
な
け
れ
ば
気
息
が
絶
え
て
し
ま
う
。）」

に
作
る
が
、
伝
統
的
に
は
「
万
有
、
其
の
功
、
絶
気
に
非
ず
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
海
印
三

昧
」
も
本
則
を
『
三
百
則
』
と
同
様
の
引
用
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
拈
提
さ
れ
て
い
る
。

⑧
向
上
還
有
事
也
無　
「
そ
の
上
の
消
息
は
あ
り
ま
す
か
。」

⑨
師
曰
：
道
有
道
無
即
得
，
爭
奈
龍
王
按
劍
何　
「（
そ
の
上
の
消
息
は
）
有
る
と
言
っ
て
も
無
い
と
言
っ
て
も
か
ま
わ
な
い

が
、
相
対
の
二
見
に
堕
し
た
な
ら
、
ど
う
し
て
喪
身
失
命
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」「
龍
王
」
は
大
海
の
縁
語
で

あ
り
、
娑
竭
羅
龍
王
の
像
は
右
手
に
刀
を
持
つ
（『
望
月
仏
教
大
辞
典
３
』〈
娑
竭
羅
龍
王
〉
の
項
）
こ
と
か
ら
、「
龍
王
按

剣
」
が
言
わ
れ
た
も
の
か
。

〔
一
八
〕
句
を
呈
し
て
問
難
し
て
は
な
ら
ぬ

問
：
「
具
何
知
解
，
善
能
對
衆
問
難
？
」
師
曰
：
「
不
呈
句
。」
曰
：
「
問
難
箇
什
麼
？
」
師
曰
：
「
刀
斧
斫
不
入
。」

曰
：
「
能
恁
麼
問
難
，
還
更
有
不
肯
者
也
無
？
」
師
曰
：
「
有
。」
曰
：
「
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
曹
山
。」

＊

問①�

う
、「②�

何い
か

な
る
知
解
を
具
せ
ば
、
善よ能
く
衆
に
対
し
て
問
難
せ
ん
。」
師③�

曰
く
、「
句
を
呈
せ
ざ
れ
。」
曰
く
：
「
箇④�

の
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什な

麼に

を
か
問
難
せ
ん
。」
師⑤�

曰
く
、「
刀
斧
も
斫き

り
入
ら
ず
。」
曰
く
、「
能⑥

く
恁
麼
に
問
難
す
る
を
、
還は

た
更
に
肯
わ
ざ
る
者

有
り
や
。」
師
曰
く
、「
有
り
。」
曰
く
、「
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師⑦�

曰
く
、「
曹
山
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
二
二
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
具
何
知
解
，
善
能
對
衆
問
難　
「
ど
の
よ
う
な
知
識
を
具
え
て
い
た
な
ら
、
大
衆
の
前
で
（
和
尚
に
）
ち
ゃ
ん
と
問
え
ま

す
か
。」「
善
能
対
衆
問
難
」
と
は
、
誰
に
も
恥
じ
ぬ
勘
所
を
押
さ
え
た
問
い
が
で
き
る
こ
と
。「
善よ能
く
衆
の
問
難
に
対こ

た

う
る
や
」
と
も
読
め
る
が
、
次
に
「
師
曰
：
不
呈
句
。
曰
：
問
難
箇
什
麼
？
」
と
あ
る
か
ら
採
ら
な
い
。『
五
灯
会
元
』

は
「
具
何
知
解
，
善
能
問
難
」
に
作
る
。

「
知
解
」
は
師
や
書
物
よ
り
学
ん
だ
知
識
と
理
解
だ
が
、
禅
は
そ
れ
を
も
っ
て
仏
法
を
推
し
量
る
こ
と
を
戒
め
る
。「
我

此
禅
宗
，
従
上
相
承
已
来
，
不
曽
教
人
求
知
求
解
。
只
云
学
道
，
早
是
接
引
之
詞
。
然
道
亦
不
可
学
。
情
存
学
解
，
却

成
迷
道
。
道
無
方
所
，
名
大
乗
心
。
此
心
不
在
内
外
中
間
，
実
無
方
所
。
第
一
不
得
作
知
解
，
只
是
説
汝
如
今
情
量

処
。」

我
が
禅
宗
は
、
昔
よ
り
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
人
に
知
識
を
求
め
て
理
解
し
て
は
な
ら
ぬ
と
教
え
て
き
た
。
た

だ
〈
道
を
学
べ
〉
と
だ
け
言
っ
て
き
た
の
で
さ
え
、
導
く
た
め
の
方
便
な
の
だ
。
し
か
れ
ば
道
も
や
は
り
学
べ
る
も
の
で
は
な

い
。
学
ん
で
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
な
ら
、
却
っ
て
道
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。
道
は
無
限
定
な
の
を
、
大
乗

心
と
呼
ぶ
。
こ
の
心
は
内
に
も
外
に
も
中
間
に
も
な
く
、
ま
こ
と
に
無
限
定
な
の
だ
。
絶
対
に
知
的
な
理
解
ば
か
り
を
し
、
汝

ら
の
今
の
常
識
的
な
思
考
か
ら
だ
け
で
発
言
し
て
は
な
ら
ぬ
。（
入
矢
『
伝
心
法
要
』
六
〇
頁
）。

③
師
曰
：
不
呈
句　
「
言
葉
を
呈
し
て
問
う
て
は
な
ら
ぬ
。」
そ
れ
は
、
言
語
上
に
な
い
か
ら
に
は
言
句
を
も
っ
て
し
て
は
問

う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
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④
問
難
箇
什
麼　
「（
言
葉
で
問
わ
な
い
な
ら
）
何
を
問
う
の
で
す
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
既
不
呈
言
句
，
問
難
个
什
摩
？
」

に
作
る
。

⑤
師
曰
：
刀
斧
斫
不
入　
「
ど
ん
な
に
よ
く
切
れ
る
刀
や
斧
で
も
、
そ
の
何
な
る
も
の
に
は
切
り
こ
め
ぬ
。」
実
相
の
あ
り

方
は
、
言
葉
で
分
節
し
て
示
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。『
宏
智
広
録
』
巻
三
拈
古
四
三
則
、「
挙
す
。
僧
、
曹
山
に
問
う
、〈
子

は
帰
り
て
父
に
就
く
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
父
は
全
く
顧
み
ざ
る
。〉
山
云
く
、〈
理
と
し
て
合ま

さ

に
斯か

く

の
如
く
な
る
べ
し
。〉
僧

云
く
、〈
父
子
の
恩
は
何い

ず
こに

か
在
る
。〉
山
云
く
、〈
始
め
て
父
子
の
恩
を
成
ず
。〉
僧
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
父
子
の

恩
。〉
山
云
く
、〈
刀
斧
も
斫
り
開
か
ず
。〉」

⑥
能
恁
麼
問
難
，
還
更
有
不
肯
者
也
無　
「
い
ま
の
よ
う
に
問
難
で
き
て
も
、
さ
ら
に
そ
れ
を
認
め
ぬ
人
が
い
ま
す
か
。」

『
五
灯
会
元
』
は
「
恁
麼
問
難
，
還
有
不
肯
者
麼
？
」
に
作
る
。

⑦
師
曰
：
曹
山　
「
わ
し
が
そ
う
だ
。」
次
の
〔
一
九
〕
③�
「
師
曰
：
莫
向
這
裏
顯
」
の
注
を
参
照
。

〔
一
九
〕
無
言
に
し
て
如
何
が
顕
わ
さ
ん

問
：
「
無
言
如
何
顯
？
」
師
曰
：
「
莫
向
這
裏
顯
。」
曰
：
「
向
什
麼
處
顯
？
」
師
曰
：
「
昨
夜
三
更
，
床
頭
失
却
三
文

錢
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

問①�

：
「
無②�

言
に
し
て
如
何
が
顕
わ
さ
ん
。」
師③�

曰
く
、「
這
裏
に
向お

い
て
は
顕
わ
す
莫
か
れ
。」
曰
く
、「④�

什な

麼ん

の
処
に
向お

い
て
か
顕
わ
さ
ん
。」
師⑤�

曰
く
、「
昨
夜
三
更
、
床
頭
に
三
文
銭
を
失
却
せ
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
九
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
内
容
は
上
の
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〔
一
八
〕
と
続
く
が
、『
祖
堂
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は
み
な
切
り
離
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
切
り
離

し
て
扱
う
。

②
無
言
如
何
顯　
「
無
言
で
ど
の
よ
う
に
道
を
顕
わ
す
の
で
す
か
。」「
夫
れ
法
を
説
く
者
は
説
く
無
く
示
す
無
し
」（『
維
摩

経
』
弟
子
品
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
「
無
言
」
で
ど
の
よ
う
に
法
や
道
を
顕
わ
す
の
で
す
か
。

③
師
曰
：
莫
向
這
裏
顯　
「
わ
し
の
と
こ
ろ
で
は
、
何
で
あ
れ
顕
わ
し
て
は
な
ら
ぬ
。」
無
言
（
良
久
）
で
あ
れ
、
言
葉
で
あ

れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
道
を
顕
わ
し
た
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
も
そ
も
、
顕
と
不
顕
を
超
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
顕
不
顕
を

問
題
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。「
向
這
裏
（
こ
こ
で
は
）」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、「
良
久
（
無
言
）」
を
も
っ
て
第
一
義
を
顕
わ

し
た
雪
峰
の
接
化
に
た
い
す
る
批
判
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

④
向
什
麼
處
顯　
「
で
は
ど
こ
で
、
顕
わ
す
の
で
す
か
。」
全
く
の
的
外
れ
の
問
い
。

⑤
師
曰
：
昨
夜
三
更
，
床
頭
失
却
三
文
錢　
「
君
は
昨
夜
の
真
夜
中
、
長
連
床
上
で
三
箇
の
一
文
銭
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

ぞ
。」
僧
の
こ
れ
ま
で
の
修
行
が
無
駄
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
も
の
か
。「
三
文
銭
」
は
、『
祖
堂
集
』
で
は
「
三

个
銭
」
に
作
る
。

〔
二
〇
〕
日
未
だ
出
で
ざ
る
時

問
：
「
日
未
出
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
曹
山
也
曾
恁
麼
來
。」
曰
：
「
日
出
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
猶
較
曹
山
半
月
糧
。」

＊

問①�

う
、「
日②�

未
だ
出
で
ざ
る
時
は
如
何
？
」
師
曰
く
、「
曹③�

山
も
也
た
曽
て
恁か

麼く

し
来
れ
り
。」
曰
く
、「
日④�

出
で
て
後
は

如
何
？
」
師
曰
く
、「
猶⑤�

お
曹
山
を
較へ

だ

つ
こ
と
半
月
の
糧か

て

。」

＊
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①�
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
一
〇
則
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』

第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
日
未
出
時
如
何　
「
太
陽
が
ま
だ
出
て
い
な
い
と
き
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
日
」
は
仏
の
喩
え
。
仏
未
出
世
の
と
き
。

仏
の
光
（
恩
恵
）
を
未
だ
被
ら
ぬ
と
き
。
ま
だ
自
ら
に
太
陽
（
仏
性
）
が
具
足
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
。
な

お
こ
の
問
い
は
、
本
書
巻
一
六
楽
普
章
（
嗣
夾
山
）、『
祖
堂
集
』
巻
八
華
厳
和
尚
章
第
二
則
（
嗣
洞
山
）
に
も
見
え
る
。

③
曹
山
也
曾
恁
麼
來　
「
わ
し
も
以
前
に
そ
う
い
う
と
き
が
あ
っ
た
。」
太
陽
の
出
現
（
仏
の
悟
り
の
実
現
）
を
待
ち
望
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
二
、「
復
挙
：
僧
問
太
平
恩
禅
師
：
日
未
出
時
如
何
？
恩
云
：
衆
人
皆

仰
望
。（
誰
も
が
そ
の
出
現
を
仰
ぎ
望
ん
で
い
る
。）
又
問
：
日
出
後
如
？
恩
云
：
万
里
照
無
私
。（
万
里
の
か
な
た
ま
で
公
平

に
照
ら
す
。）」

④
日
出
後
如
何　
「
太
陽
が
昇
っ
て
か
ら
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」
自
身
に
具
足
す
る
太
陽
（
仏
性
）
を
自
覚
し
た
と
き
。

⑤
猶
較
曹
山
半
月
糧　
「
わ
し
と
は
ま
だ
半
月
ほ
ど
の
行
程
の
隔
た
り
が
あ
る
。」
仏
で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
し
に
は
及
ば
ぬ
。

自
己
の
仏
性
（
太
陽
）
の
代
替
不
可
能
な
る
こ
と
を
、
か
く
表
現
し
た
も
の
。
或
い
は
太
陽
が
出
る
前
と
後
で
は
異
な
る

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
、
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
り
、
未
悟
と
已
悟
は
同
じ
か
違
う
か
と
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
、
君

は
わ
し
に
は
及
ば
ぬ
。

「
較
」
は
、
へ
だ
た
る
・
お
と
る
。『
祖
堂
集
』
巻
一
八
趙
州
章
、「
問
う
、〈
頭ひ

と

つ
頭
つ
這こ

裏こ

に
到
る
時
は
如
何
。〉
師
云

く
、〈
猶
お
老
僧
に
較お

と

る
こ
と
一
百
歩
。〉」

「
半
月
糧
」
は
、
半
月
の
旅
程
・
行
程
に
必
要
な
食
糧
で
あ
る
が
、『
祖
堂
集
』
と
本
書
以
外
は
「
半
月
程
（
半
月
の
行

程
）」
に
作
る
。
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〔
二
一
〕
掃
地

師
問
僧
：
「
作
什
麼
？
」
曰
：
「
掃
地
。」
師
曰
：
「
佛
前
掃
，
佛
後
掃
？
」
曰
：
「
前
後
一
時
掃
。」
師
曰
：
「
與
曹

山
過
靸
鞋
來
。」

＊

師①�

、
僧
に
問
う
、「②�

什な

麼に

を
か
作
す
。」
曰
く
、「
地
を
掃
く
。」
師③�

曰
く
、「
仏
前
に
掃
く
か
、
佛
後
に
掃
く
か
。」
曰
く
、

「
前④�

後
一
時
に
掃
く
。」
師
曰
く
、「
曹⑤�

山
の
与た

め

に
靸そ

う

鞋あ
い

を
過わ

た

し
来き

た

れ
。」

＊

①
本
話
は
『
汾
陽
語
録
』
巻
中
頌
古
第
七
一
則
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
作
什
麼
？
曰
：
掃
地　

地
面
を
掃
い
て
い
る
の
を
見
て
「
何
を
し
て
い
る
」
と
問
う
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
掃
除
の
こ
と

を
訊
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
僧
の
は
た
ら
き
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
仏
性
に
気
付
か
せ
よ
う
と
し
て
問
う
た
。

「
掃
地
」
の
問
答
は
、「
師
（
雲
巌
）
掃
地
次
，
潙
山
云
:
〈
太
駆
駆
生
！
〉
師
云
：
〈
須
知
有
不
駆
駆
者
。〉
潙
山
云
：

〈
恁
麼
即
有
第
二
月
也
。〉
師
豎
起
掃
箒
云
：
〈
這
箇
是
第
幾
月
？
〉
潙
山
低
頭
而
去
。」（
本
書
巻
一
四
雲
巌
章
）
ま
た

「
師
（
趙
州
）
因
見
僧
掃
地
次
，
遂
問
:
〈
与
麼
掃
還
得
浄
潔
也
無
？
〉
云
：
〈
転
掃
転
多
。〉
師
云
：
〈
豈
無
撥
塵
者

也
？
（
君
に
は
塵
を
掃は

ら

う
必
要
の
な
い
者
は
お
ら
ぬ
の
か
。）〉
云
：
〈
誰
是
撥
塵
者
？
〉
師
云
：
〈
会
麼
？
〉
云
：
〈
不

会
。〉
師
云
：
〈
問
取
雲
居
去
。〉
其
僧
乃
去
，
問
雲
居
：
〈
如
何
是
撥
塵
者
？
〉
雲
居
云
：
〈
者
瞎
漢
！
〉」（『
趙
州
録
』

巻
下
〔
四
七
一
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
五
蘊
身
と
法
身
（
不
駆
駆
者
、
無
撥
塵
者
）
の
不
二
を
問
題
と
し
て
い
る
。

③
師
曰
：
佛
前
掃
，
佛
後
掃　
「
仏
殿
の
前
を
掃
く
の
か
、
後
ろ
を
掃
く
の
か
。」
僧
が
仏
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か

を
試
そ
う
と
し
て
問
う
。
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④
前
後
一
時
掃　
「
前
後
を
同
時
に
掃
き
ま
す
。」
と
は
、
無
相
な
る
本
来
の
仏
に
は
前
後
が
な
い
意
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ

仏
辺
の
属
性
を
言
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
汾
陽
の
頌
古
に
い
う
、「
量
器
方
円
識
得
伊
，
問
君
掃
地
示
慈
悲
。
前
後
一
時

俱
掃
却
，
也
是
拈
他
第
二
機
。（
入
れ
物
の
形
に
し
た
が
っ
て
姿
を
顕
わ
す
そ
れ
を
識
得
せ
し
め
ん
と
し
て
、
僧
に
掃
地
を
問

い
慈
悲
を
示
し
た
。
僧
は
前
後
い
っ
ぺ
ん
に
掃
除
す
る
と
応
じ
た
が
、
や
は
り
他
の
第
二
機
を
と
り
あ
げ
た
だ
け
だ
っ
た
。）」

⑤
與
曹
山
過
靸
鞋
來　
「
わ
し
に
靸そ

う

鞋あ
い

を
わ
た
し
て
く
れ
。」
僧
を
作
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
己
自
身
の
は
た
ら
き
と
し
て
顕
現

し
て
い
る
無
相
な
ら
ざ
る
仏
を
示
そ
う
と
し
た
。
従
っ
て
最
初
に
「
作
什
麼
」
と
訊
く
の
は
、
こ
の
こ
と
を
意
図
し
て
問

う
た
の
で
あ
る
。「
靸
鞋
」
は
、
蒲
や
布
や
草
な
ど
で
作
っ
た
踵か

か
とを

つ
ぶ
し
た
ス
リ
ッ
パ
の
よ
う
な
靴
。『
輟
耕
録
』
巻
一

八
靸
鞵
条
、「
西
浙
の
人
は
草
を
以
て
履
を
為つ

く

り
、
踵

か
か
と

無
き
を
名
づ
け
て
靸そ

う

鞋あ
い

と
曰
う
。
…
…
『
炙
轂
子
雑
録
』
に
実
録

を
引
い
て
云
う
、〈
靸
鞵
や
舄く

つ

は
三
代
皆
な
皮
を
以
て
之
を
為つ

く

る
、
朝
祭
の
服
な
り
。
始
皇
二
年
に
遂
に
蒲
を
以
て
之
を

為つ
く

り
、
名
づ
け
て
靸
鞵
と
曰
う
。
…
…
梁
の
天
監
中
に
武
帝
易
う
る
に
糸
を
以
て
し
、
解
脱
履
と
名
づ
く
。
陳
隋
の
間

に
至
っ
て
呉
越
に
大
い
に
行
わ
る
。〉」
な
お  

『
宗
門
摭
英
集
』
で
は
「
草
鞋
」
に
作
り
、『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』、

『
禅
門
拈
頌
集
』
は
「
袈
裟
」
に
作
る
。

〔
二
二
〕
禅
定
に
あ
っ
て
香
象
の
渡
河
を
聞
く

師
問
彊
德
上
座
曰
：
「
菩
薩
在
定
聞
香
象
渡
河
，
出
什
麼
經
？
」
曰
：
「
出
涅
槃
經
。」
師
曰
：
「
定
前
聞
，
定
後

聞
？
」
曰
：
「
和
尚
流
也
。」
師
曰
：
「
道
也
太
殺
道
，
始
道
得
一
半
。」
曰
：
「
和
尚
如
何
？
」
師
曰
：
「
灘
下
接
取
。」

＊

師①�

、
彊②�

徳
上
座
に
問
う
て
曰
く
、「
菩③�

薩
は
定
に
在
り
て
香
象
の
河
を
渡
る
を
聞
く
と
は
、
什な

ん麼
の
経
に
出
づ
る
や
。」

曰
く
：
「
涅④�

槃
経
に
出
づ
。」
師
曰
く
、「
定⑤�

前
に
聞
く
や
、
定
後
に
聞
く
や
。」
曰
く
、「
和⑥

尚
流
れ
た
り
。」
師
曰
く
、「⑦�

道い
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う
こ
と
は
也ま

た
太は

な
は殺

だ
道
う
も
、
始
め
て
一
半
を
道
い
得
た
り
。」
曰
く
、「
和
尚
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
灘⑧�

下
に
接
取
せ

ん
。」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
宏
智
広
録
』
巻
一
・
巻
四
、『
碧
巌
録
』
第
八
〇
則
本
則
評
唱
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下

第
二
〇
二
則
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、

『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
彊
德
上
座　

未
詳
。『
宗
門
統
要
集
』、『
聯
灯
会
要
』
は
「
彊
徳
二
上
座
」
に
作
り
、
そ
の
他
は
「
徳
上
座
」
に
作
る
。

彊
徳
二
上
座
は
「
作
用
即
性
」
の
馬
祖
禅
を
金
科
玉
条
と
す
る
行
脚
僧
で
、
石
霜
慶
諸
に
嗣
い
だ
台
州
涌
泉
景
欣
禅
師

（
本
書
巻
一
六
）
と
の
次
の
問
答
が
あ
る
。

　
　

 

彊
・
徳
の
二
禅
客
有
り
て
到
る
。
路
次
に
於
い
て
師
の
牛
に
騎
る
に
見あ

う
も
、
師
を
識
ら
ず
し
て
、
乃
ち
曰
う
、「
蹄

角
甚
だ
分
明
な
る
に
、
騎
る
者
識
ら
ざ
る
を
争い

か
ん奈

せ
ん
。（
立
派
な
牛
な
の
に
、
乗
っ
て
い
る
も
の
は
気
づ
い
て
お
ら
ん

＝
日
に
用
い
て
知
ら
ず
と
揶
揄
し
た
。）」
師
、
牛
を
驟は

せ
し
め
て
去
る
。
二
禅
客
、
樹
下
に
憩
い
て
茶
を
煎
る
。
師
、

迴か
え

り
て
牛
よ
り
下
り
、
近
前
し
て
不あ

い
さ
つ審

し
、
与と

も

に
坐
し
て
茶
を
喫
す
。
師
問
う
て
曰
く
、「
二
禅
客
は
近
ご
ろ
什い

麼ず

処こ

を
か
離
る
。」
曰
く
、「
那
辺
を
離
る
。」
師
曰
く
、「
那
辺
の
事
は
作い

麼か

生ん

。」
彼
は
茶
盞
を
提
起
す
。（
こ
の
作
用
が
即

ち
そ
の
ま
ま
那
辺
の
消
息
だ
。）
師
曰
く
、「
此
れ
猶な是
お
這
辺
、
那
辺
の
事
は
作い

麼か

生ん

。」
二
人
対こ

た

う
る
無
し
。
師
曰

く
、「
騎
る
者
識
ら
ず
と
道
う
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。」

③
菩
薩
在
定
聞
香
象
渡
河
，
出
什
麼
經　
「
菩
薩
が
禅
定
に
あ
る
と
き
、
香
象
が
河
を
渡
る
の
を
聞
い
た
と
い
う
の
は
、
何

の
経
典
に
出
て
い
る
か
。」
諸
方
を
行
脚
し
て
い
る
彊
徳
（
二
）
上
座
の
う
わ
さ
を
知
っ
て
い
て
、
点
検
し
よ
う
と
し
て

問
う
の
で
あ
ろ
う
。「
香
象
」
は
青
味
と
香
気
を
帯
び
た
象
。『
注
維
摩
経
』
巻
一
の
香
象
菩
薩
の
羅
什
注
、「
青
香
象
也
。
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身
出
香
風
。
菩
薩
身
香
風
亦
如
此
也
。」
ま
た
『
望
月
仏
教
大
辞
典
２
』
に
は
、
交
尾
期
に
香
気
あ
る
漿
を
出
す
象
の
こ

と
と
説
明
さ
れ
る
が
、
示
さ
れ
た
出
典
に
は
「
香
象
」
は
見
え
る
が
、
交
尾
期
の
こ
と
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

な
お
曹
山
の
句
の
典
拠
は
未
詳
。「
香
象
渡
河
」
は
、『
鞞
婆
沙
論
』
巻
四
（
Ｔ
二
八
・
四
四
五
下
）
や
『
優
婆
塞
戒
経
』

巻
一
（
Ｔ
二
四
・
一
〇
三
八
中
）
の
三
獣
渡
河
の
譬
喩
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
祖
堂
集
』
巻
一
四
百
丈
和
尚
章
第
二
三
則

に
「
亦
如
香
象
截
流
而
過
」
と
見
え
る
。
そ
れ
を
菩
薩
が
定
に
あ
っ
て
聞
く
と
い
う
の
は
『
十
誦
律
』
巻
五
九
大
妄
語

戒
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
の
が
近
い
。

　
　

 

一あ
る

時と
き

目
連
は
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
入
定
の
相
を
取
る
を
善
く
し
、
出
定
の
相
を
取
る
を
善

く
せ
ず
。
三
昧
従よ

り
起
ち
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
大
象
の
声
を
聞
き
、
聞
き
已
っ
て
還ま

た
疾
か
に
三
昧
に
入
り
、
是
の
念

を
作
す
、「
我
れ
三
昧
中
に
入
り
て
、
是
の
象
の
声
を
聞
く
」
と
。
三
昧
従よ

り
起
ち
、
諸
比
丘
に
語
る
ら
く
、「
我
れ
一

時
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
象
の
声
を
聞
く
。」
諸
比
丘
、
目
連
に
語
る
ら

く
、「
何
ぞ
此
の
理
有
ら
ん
。
虚
空
無
色
定
中
に
入
り
て
、
若
し
く
は
見
、
若
し
く
は
聞
か
ば
、
是
の
事
有
る
無
し
。

何
を
以
て
の
故
に
。
若
し
人
、
無
色
定
に
入
ら
ば
、
色
相
を
破
壊
し
、
声
相
を
捨
離
す
る
が
故
な
り
。
汝
は
人
に
過ま

さ

る

法
空
無な

き
に
、
故

こ
と
さ
らに

妄
語
す
、
汝
目
連
、
滅
擯
駆
出
せ
ん
。」
是
の
事
を
ば
仏
に
問
う
に
、
仏
、
諸
比
丘
に
語
る
ら
く
、

「
汝
等
、
目
連
の
是
の
罪
過
を
説
く
莫
か
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
。
目
連
は
先
事
を
見
る
も
、
後
事
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。

如
来
は
亦
た
先
を
見
、
亦
た
後
を
見
る
。
目
連
は
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
入
定
の
相
を
取
る

を
善
く
し
、
出
定
の
相
を
取
る
を
善
く
せ
ず
。
是
の
人
が
三
昧
從よ

り
起
ち
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
象
の
声
を
聞
き
已
っ

て
、
還
た
疾
か
に
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
便
ち
定
に
入
り
て
声
を
聞
く
と
謂お

も

え
り
。
若
し
人
、
無
色
定
に
入
り
て
、
若

し
く
は
見
、
若
し
く
は
聞
か
ば
、
是
の
事
有
る
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
人
は
色
相
を
破
壊
し
、
声
相
を
捨
離

す
る
が
故
な
れ
ば
な
り
。
若
し
目
連
、
人
に
過ま

さ

る
法
空
無な

く
故

こ
と
さ
らに

妄
語
す
る
者
な
ら
ば
、
亦
た
是
の
処

こ
と
わ
り

無
し
。
目
連
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は
心
想
に
随
っ
て
説
く
、
罪
無
き
な
り
。」（
Ｔ
二
三
・
四
四
〇
下
～
四
四
一
上
）

④
出
涅
槃
經　

南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
一
高
貴
徳
王
菩
薩
品
の
次
の
箇
所
を
指
し
て
典
拠
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
 

路
に
一
河
に
蛤あ

う
者と

は

、
即
ち
是
れ
煩
悩
な
り
。
云
何
が
菩
薩
は
〈
此
の
煩
悩
は
猶
お
大
河
の
如
し
〉
と
観
ず
る
や
。

彼
の
駛は

や

き
河
は
能
く
香
象
を
漂
わ
す
が
如
く
、
煩
悩
の
駛は

や

き
河
も
亦ま復
た
是
の
如
く
、
能
く
縁
覚
を
漂
わ
す
。
是
の

故
に
菩
薩
は
深
く
〈
煩
悩
は
猶
お
駛は

や

き
河
の
如
し
〉
と
観
ず
。
深
く
し
て
底
を
得え

難
き
が
故
に
名
づ
け
て
河
と
為
し
、

辺き
し
べは

得う

可べ

か
ら
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
。
…
…
言
う
所
の
底
者と

は

、
名
づ
け
て
空
相
と
為
す
。
若
し
是
の
如
き

空
相
を
修
せ
ざ
る
も
の
有
ら
ば
、
当
に
是
の
人
は
二
十
五
有
を
出
離
す
る
を
得
ざ
り
し
を
知
る
べ
し
。
…
…
煩
悩
の
大

河
は
、
唯
だ
菩
薩
有
り
て
六
波
羅
蜜
に
因よ

り
て
乃
ち
能
く
渡
る
を
得
た
り
。
…
…
譬
え
ば
河
有
り
て
、
第
一
の
香
象
は

底
を
得
る
能
わ
ざ
れ
ば
則
ち
名
づ
け
て
大
と
為
す
が
如
く
、
声
聞
縁
覚
よ
り
十
住
菩
薩
に
至
る
ま
で
仏
性
を
見
ざ
れ

ば
、
名
づ
け
て
涅
槃
と
為
す
も
、
大
涅
槃
に
非
ず
。
若
し
能
く
了あ

了き

ら
か
に
仏
性
を
見
な
ば
、
則
ち
名
づ
け
て
大
涅

槃
と
為
す
を
得
た
り
。
是
の
大
涅
槃
は
唯
だ
大
象
王
の
み
能
く
其
の
底
を
尽
く
す
。
大
象
王
者と

は

、
諸
仏
を
謂
う
な
り
。

（
Ｔ
一
二
・
七
四
五
上
～
七
四
六
中
、
な
お
北
本
は
巻
二
三
〈
Ｔ
一
二
・
五
〇
一
中
～
五
〇
二
中
〉）

⑤
師
曰
：
定
前
聞
，
定
後
聞　
「
禅
定
の
前
に
聞
い
た
の
か
、
禅
定
の
後
に
聞
い
た
の
か
。」

⑥
和
尚
流
也　
「
和
尚
は
流
さ
れ
ま
し
た
ぞ
。」
見
聞
覚
知
が
そ
の
ま
ま
無
心
で
あ
る
三
昧
に
は
前
後
は
な
い
。
前
後
を
分
か

つ
妄
分
別
を
起
し
た
と
こ
ろ
を
突
く
。

⑦
道
也
太
殺
道
，
始
道
得
一
半　
「
言
う
こ
と
は
な
か
な
か
言
え
た
が
、
や
っ
と
半
分
言
え
た
だ
け
だ
。」

⑧
灘
下
接
取　
「
わ
し
は
流
れ
て
、
早
瀬
の
と
こ
ろ
で
流
さ
れ
て
い
る
者
を
救
い
上
げ
て
や
る
。」
こ
う
言
っ
て
こ
そ
十
分
に

言
え
た
の
だ
。
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〔
二
三
〕
蠱
毒
の
郷
の
家
で
は
一
滴
の
水
も
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ

問
：
「
學
人
十
二
時
中
如
何
保
任
？
」
師
曰
：
「
如
經
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴
。」

＊

問①�

う
、「
学②�

人
、
十
二
時
中
、
如
何
が
保
任
せ
ん
。」
師
曰
く
、「
蠱③�

こ

毒ど
く

の
郷
を
経ふ

る
が
如
く
、
水
の
一
滴
を
も
霑て

ん

著ち
ゃ
くす

る

を
得
ざ
れ
。」

＊

①
本
則
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山

録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
學
人
十
二
時
中
如
何
保
任　
「
一
日
二
十
四
時
間
、
ど
の
よ
う
に
我
が
事
と
し
て
保
持
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
保
任
」
す
る
の
は
即
心
即
仏
と
い
う
此
の
事
。
本
書
巻
一
〇
福
州
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
章
、「
初
参
帰
宗
問
：
〈
如
何
是

仏
？
〉
宗
曰
：
〈
我
向
汝
道
，
汝
還
信
否
？
〉
師
曰
：
〈
和
尚
発
言
，
何
敢
不
信
？
〉
宗
曰
：
〈
即
汝
便
是
。〉
師
曰
：

〈
如
何
保
任
？
〉
宗
曰
：
〈
一
翳
在
眼
，
空
華
乱
墜
。〉」
ま
た
同
巻
一
四
澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
章
、「
翺
又
問
：
〈
如
何
是

戒
定
慧
？
〉
師
曰
：
〈
貧
道
這
裏
無
此
閑
家
具
。〉
翺
莫
測
玄
旨
。
師
曰
：
〈
太
守
，
欲
得
保
任
此
事
，
直
須
向
高
高
山

頂
坐
，
深
深
海
底
行
。
閨
閤
中
物
捨
不
得
，
便
為
滲
漏
。〉」

③
如
經
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴　
「
毒
虫
の
い
る
土
地
を
通
る
と
き
の
よ
う
に
、
水
の
一
滴
さ
え
も
口
を
う
る
お
し

て
は
な
ら
ぬ
。」
毒
の
入
っ
た
水
を
飲
む
な
と
は
、
諸
方
の
語
句
を
鵜
呑
呑
み
に
し
て
惑
わ
さ
れ
、
自
己
の
主
体
を
失
っ

て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
忠
告
。
臨
済
の
言
う
「
人
惑
を
受
く
る
こ
と
莫
か
れ
。」

『
抱
朴
子
』
内
篇
第
一
七
登
渉
、「
若
行
異
域
有
蠱
毒
之
郷
，
毎
於
他
家
飲
食
，
則
常
先
以
犀
攪
之
也
。（
も
し
異
国
の
毒

虫
の
い
そ
う
な
土
地
を
旅
し
た
場
合
、
他
人
の
家
で
飲
食
す
る
と
き
必
ず
犀
角
で
攪
拌
し
て
［
毒
の
有
無
を
調
べ
て
］
見
る
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が
よ
い
。）」
訳
は
本
田
濟
訳
註
『
抱
朴
子
内
篇
』（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
・
神
仙
伝
・
山
海

経
』）、
な
お
［　

］
は
意
を
全
か
ら
し
め
る
た
め
に
補
っ
た
。
ま
た
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
巻
上
修
行
勝
道
決
定
分
、「
譬

え
ば
香
美
食
の
其
の
中
に
蠱
毒
有
る
が
如
く
、
種
種
の
生
死
の
味
に
雑ま

じ

る
苦
も
亦
た
是
の
如
し
」（
Ｔ
一
五
・
三
一
一
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
蠱
毒
」
は
毒
虫
の
毒
（
ま
た
毒
虫
）。

な
お
「
蠱
毒
」
に
は
、
毒
を
盛
る
意
が
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
元
年
「
趙
孟
曰
：
何
謂
蠱
。」
の
唐
孔
穎
達
疏
に

「
毒
薬
を
以
て
人
に
薬
と
し
、
人
を
し
て
自
知
せ
ざ
ら
し
む
る
者
は
、
今
の
律
に
之
を
蠱
毒
と
謂
う
。」
と
あ
る
。
そ
し

て
「
蠱
毒
家
」「
蠱
毒
之
家
」「
蠱
毒
底
」
は
、
毒
を
盛
る
者
の
意
と
な
る
。
唐
伽
梵
達
摩
訳
『
千
手
観
音
大
悲
心
陀
羅

尼
経
』、「
若
入
野
（
邪
）
道
蠱
毒
家
，
飲
食
有
薬
欲
相
害
，
至
誠
称
誦
大
悲
呪
，
毒
薬
変
成
甘
露
漿
。（
も
し
邪
道
の
毒
を

盛
る
家
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
飲
食
に
毒
を
盛
っ
て
害
そ
う
と
し
て
も
、
至
心
に
大
悲
呪
を
称
え
た
な
ら
、
毒
薬
は
甘
露
水
に
変

わ
る
。）」（
Ｔ
二
〇
・
一
〇
八
下
）。『
癡
絶
道
沖
禅
師
語
録
』
巻
下
・
示
聞
解
上
人
、「
殊
不
知
，
正
是
生
死
根
本
。
若
不

是
具
大
眼
目
宗
師
用
蠱
毒
底
手
段
，
爛
却
肚
腸
，
断
却
性
命
，
未
免
打
入
依
草
附
木
魍
魎
孤
魂
隊
裏
，
無
出
頭
処
。（
そ

れ
こ
そ
が
生
死
根
本
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
も
し
大
眼
目
を
具
し
た
宗
師
が
毒
を
盛
る
手
段
を
用
い
る
の
で
な

か
っ
た
な
ら
、
学
人
の
臓は

ら

物わ
た

は
腐
り
、
禅
僧
と
し
て
生
命
が
断
た
れ
、
草
木
に
取
り
付
い
た
魑
魅
魍
魎
の
仲
間
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
の
だ
。）」（
衣
川
賢
次
訳
注
「
一
山
一
寧
墨
跡
21
・
癡
絶
頌
語
」『
帰
一
寺
開
山
一
山
一

寧
国
師
七
百
年
大
遠
諱
記
念 

一
山
一
寧
墨
蹟
集
』、
平
成
二
八
年
一
一
月
）。

『
円
悟
心
要
』
巻
下
・
示
張
子
固
、「
永
嘉
道
：
但
自
懐
中
解
垢
衣
；
巌
頭
道
：
只
守
閑
閑
地
；
雲
居
道
：
処
千
万
人
中
，

如
無
一
人
相
似
；
曹
山
道
：
如
経
蠱
毒
之
郷
，
水
也
不
得
沾
它
一
滴
。
謂
之
長
養
聖
胎
，
謂
之
染
汚
即
不
得
。
直
須
放

下
却
従
前
作
解
一
切
浄
穢
二
辺
之
像
，
行
住
坐
臥
悉
心
体
究
，
乃
自
著
底
力
，
非
従
它
人
所
授
，
乃
是
従
上
古
徳
捷
径

也
。」（
永
嘉
言
う
、〈
た
だ
心
に
纏
う
垢
衣
を
脱
ぎ
捨
て
る
だ
け
の
こ
と
。〉
巌
頭
言
う
、〈
た
だ
の
ん
び
り
と
静
か
に
し
て
い
る
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の
だ
。〉
雲
居
言
う
、〈
群
衆
の
中
に
い
て
も
、
一
人
で
い
る
よ
う
に
せ
よ
。〉
曹
山
言
う
、〈
蠱
毒
の
郷
を
通
る
と
き
の
よ
う
に
、

一
滴
の
水
さ
え
も
口
を
う
る
お
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。〉
こ
れ
ら
は
聖
胎
を
長
養
す
る
こ
と
で
あ
り
、
汚
染
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
学
解
と
浄
穢
の
二
辺
相
対
の
観
念
を
払
拭
し
、
行
住
坐
臥
に
専
心
に
体
究
し
て
こ

そ
、
自
分
で
つ
け
た
力
と
な
り
、
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
古
徳
の
近
道
な

の
だ
。）

〔
二
四
〕
法
身
主

問
：
「
如
何
是
法
身
主
？
」
師
曰
：
「
謂
秦
無
人
。」
曰
：
「
這
箇
莫
便
是
否
？
」
師
曰
：
「
斬
！
」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
法
身
の
主
。」
師
曰
く
、「
秦③�

に
人
無
し
と
謂お

も

え
り
。」
曰
く
、「
這④�

箇こ

れ
便
ち
是
れ
な
る
莫
き

や
。」
師⑤�

曰
く
、「
斬
れ
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
法
身
主　
「
法
身
の
主
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。」
五
蘊
身
を
法
身
と
す
る
考
え
を
背
景
に
、
さ
ら
に
そ
の
主

を
問
う
問
い
が
、
唐
末
に
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
出
家
し
た
て
の
若
き
曹
山
も
霊
観
禅
師
に
次
の
よ
う
に
問
う
て

い
る
。

　
　

 

洞
山
又
問
：
「
什
摩
処
人
？
」
対
云
：
「
莆
田
県
人
。」
洞
山
云
：
「
什
摩
処
出
家
？
」
対
云
：
「
砕
石
院
。」
山
云
：

「
砕
石
院
近
黄
蘗
，
你
曽
到
不
？
」
對
云
：
「
曽
到
。」
洞
山
云
：
「
有
什
摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：
「
某
甲
自
問
：

『
如
何
是
毘
盧
師
、
法
身
主
？
』
云
：
『
我
若
向
你
道
，
則
別
更
有
也
。』」
洞
山
聞
此
語
，
便
合
掌
云
：
「
你
見
古
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仏
。
雖
然
如
此
，
只
欠
一
問
。」
曹
山
礼
拝
，
便
請
問
頭
。
曹
山
再
三
苦
切
問
，
三
度
方
得
問
頭
。
入
嶺
参
師
，
挙
前

話
，
進
問
：
「
為
什
摩
故
不
道
？
」
師
云
：
「
若
道
我
不
道
，
則
唖
却
我
口
；
若
道
我
道
，
則
禿
却
我
舌
。」
曹
山
便

帰
洞
山
，
具
陳
前
事
。
洞
山
執
手
撫
背
云
：
「
汝
甚
有
彫
啄
之
分
。」
便
下
床
，
向
黄
蘗
合
掌
云
：
「
古
佛
！
古
佛
！
」

（『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
）
な
お
日
訳
は
曹
山
章
［
一
］
の
注
⑤�
を
見
よ
。

③
謂
秦
無
人　
「
わ
し
は
秦
（
中
国
）
に
そ
の
人
が
い
な
い
と
思
い
違
い
を
し
て
い
た
。」
法
身
主
は
西
天
だ
け
で
は
な
く
秦

に
も
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
以
前
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
巻
一
四
薬
山
章
、「
僧
問
：
〈
達
磨
未
来
時
，

此
土
還
有
祖
師
意
也
無
？
〉
師
云
：
〈
有
。〉
僧
曰
：
〈
既
有
祖
師
意
，
又
来
作
什
麼
？
〉
師
曰
：
〈
只
為
有
，
所
以

来
。〉」

「
謂
秦
無
人
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
一
三
年
条
の
次
の
故
事
に
よ
る
。

晋
の
士
会
が
秦
に
亡
命
し
て
い
た
と
き
、
晋
で
は
士
会
を
連
れ
戻
そ
う
と
策
謀
を
め
ぐ
ら
す
が
、
士
会
は
そ
れ
を
見
抜

い
て
、
行
く
の
を
拒
む
。
秦
公
は
、
た
と
え
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
妻
子
を
晋
に
帰
す
と
誓
っ
た
の
で
、
出
発
す
る
。

そ
の
出
発
に
際
し
て
、
晋
の
策
謀
を
見
抜
い
て
い
た
秦
の
繞
朝
が
士
会
に
策む

ち

を
贈
っ
て
、「
無
謂
秦
無
人
、
吾
謀
適
不
用

也
。（
ど
う
か
秦
に
人
物
な
し
、
と
は
お
考
え
下
さ
る
な
。
吾わ

た
しの

策
謀
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
ぞ
。）」（
訳
は
岩
波
文

庫
本
）
と
、
秦
を
見
く
び
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
警
告
し
た
こ
と
。

④
這
箇
莫
便
是
否　

秦
（
中
国
）
に
も
そ
の
人
が
い
る
と
聞
い
て
、「
こ
の
我
が
五
蘊
身
が
そ
う
な
の
で
す
ね
。」

⑤
師
曰
：
斬　

君
の
そ
の
考
え
を
斬
る
の
だ
。
不
一
不
二
・
不
即
不
離
の
妙
旨
を
短
絡
し
て
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

を
斬
れ
。
本
書
本
巻
曹
山
章
、「
問
：
〈
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
斬
，
斬
。（
問
う
こ
と
が
既
に
是

非
の
心
を
起
こ
し
て
い
る
、
そ
れ
を
斬
れ
。）〉」
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〔
二
五
〕
常
に
未
聞
を
聞
く

問
：
「
親
近
什
麼
道
伴
，
即
得
常
聞
於
未
聞
？
」
師
曰
：
「
同
共
一
被
蓋
。」
曰
：
「
此
猶
是
和
尚
得
聞
，
如
何
是
常
聞

於
未
聞
？
」
師
曰
：
「
不
同
於
木
石
。」
曰
：
「
何
者
在
先
，
何
者
在
後
？
」
師
曰
：
「
不
見
道
常
聞
於
未
聞
？
」

＊

問①�

う
、「②�

什い

麼か

な
る
道
伴
に
親
近
せ
ば
、
即
ち
常
に
未
聞
を
聞
き
得
る
や
。」
師③�

曰
く
、「
一
被
蓋
を
同と

共も

に
す
。」
曰
く
、

「④�

此
れ
猶
お
是
れ
和
尚
聞
く
を
得
ん
、
如
何
な
る
か
是
れ
常
に
未
聞
を
聞
く
。」
師⑤�

曰
く
、「
木
石
に
同
じ
か
ら
ず
。」
曰
く
、

「⑥

何い
ず
れ者

か
先
に
在
り
，
何
者
か
後
に
在
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
道
う
を
見き

か
ず
や
、
常
に
未
聞
を
聞
く
と
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
親
近
什
麼
道
伴
，
即
得
常
聞
於
未
聞　
「
ど
の
よ
う
な
道
連
れ
に
親
近
す
れ
ば
、
未
だ
誰
も
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
を
常

に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。」
問
い
は
洞
山
が
学
徒
に
勧
め
て
言
う
語
、「
住
止
必
須
択
伴
，
時
時
聞
於
未
聞
（
住
む
と

き
に
は
必
ず
伴
侶
を
択
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う
し
て
始
め
て
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
が
い
つ
も
聞
け
る
。）」（『
祖
堂
集
』

巻
六
洞
山
和
尚
章
第
四
二
段
、
も
と
は
『
潙
山
警
策
』
の
句
）
に
拠
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
言
う
「
聞
於
未
聞
」
は
、『
維

摩
経
』
弟
子
品
・
大
目
犍
連
に
「
夫
れ
法
を
説
く
と
は
、
説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
れ
法
を
聴
く
と
は
、
聞
く
無
く
得

る
無
し
。」
と
い
う
よ
う
に
、
説
く
こ
と
も
な
く
示
す
こ
と
も
な
い
法
を
聞
く
こ
と
な
く
聞
く
こ
と
。『
趙
州
録
』
巻
上
、

「
問
：
〈
作
何
方
便
，
即
得
聞
於
未
聞
？
〉
師
云
：
〈
未
聞
且
置
，
你
曽
聞
箇
什
麼
来
？
〉」

③
師
曰
：
同
共
一
被
蓋　
「
そ
の
人
は
い
つ
も
一
緒
に
一
枚
の
掛
布
団
に
く
る
ま
っ
て
お
る
。」
我
れ
と
い
つ
も
一
緒
に
い

る
法
身
を
暗
示
す
る
。
他
人
か
ら
聞
く
も
の
で
は
な
い
。
黙
し
て
自
問
自
答
せ
よ
。
本
書
巻
一
四
道
吾
章
、「
師
臥
次
，

椑
樹
云
：
〈
作
甚
麼
？
〉
師
云
：
〈
蓋
覆
。〉
椑
云
：
〈
臥
是
，
坐
是
？
〉
師
云
：
〈
不
在
両
頭
。（
坐
臥
と
は
関
係
が
な
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い
）〉
椑
云
：
〈
争
奈
蓋
覆
？
〉
師
云
：
〈
莫
乱
道
！
（
穿
鑿
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
）〉」

④
此
猶
是
和
尚
得
聞
，
如
何
是
常
聞
於
未
聞　
「
そ
れ
は
和
尚
が
聞
い
た
未
聞
の
言
葉
、
常
に
未
聞
を
聞
く
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
僧
は
曹
山
が
「
新
近
す
べ
き
同
伴
と
は
自
ら
の
法
身
に
他
な
ら
ぬ
。
他
人
で
は
な
い
」
と
答
え
る

こ
と
を
予
想
し
て
い
て
、
未
聞
を
聞
く
あ
り
か
た
、
即
ち
自
ら
の
法
身
が
説
き
、
肉
身
が
聞
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

突
っ
込
ん
で
訊
い
た
。

⑤
師
曰
：
不
同
於
木
石　
「
法
身
は
木
石
の
無
知
無
覚
と
お
な
じ
で
は
な
い
。」
見
聞
覚
知
の
作
用
に
現
わ
れ
る
の
だ
。『
永

嘉
集
』
奢
摩
他
頌
第
四
は
、
無
心
に
は
た
ら
く
霊
知
を
「
自
性
了
然
故
，
不
同
於
木
石
。（
そ
れ
自
ら
の
本
性
と
し
て
め
ざ

め
て
い
る
か
ら
、
木
石
と
は
同
じ
で
は
な
い
）」（
Ｔ
四
八
・
三
八
九
下
）
と
説
い
て
い
る
。

⑥
何
者
在
先
，
何
者
在
後　
「（
木
石
と
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
自
ら
の
本
性
と
し
て
め
ざ
め
て
い
る
な
ら
）
法
身
と
肉
身
の
ど

ち
ら
が
先
な
の
で
す
か
。」

⑦
師
曰
：
不
見
道
常
聞
於
未
聞　
「
常
聞
於
未
聞
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
法
身
・
肉
身 

未
分
の
自
覚
を
も
っ
た
個
人

こ
そ
が
「
常
聞
於
未
聞
」
の
体
験
を
す
る
の
だ
。
法
身
は
我
が
法
身
な
の
だ
か
ら
、
自
ら
説
か
ず
し
て
説
き
、
自
ら
聞
か

ず
し
て
聞
き
、
自
ら
黙
契
す
る
だ
け
で
あ
る
。『
伝
心
法
要
』、「
般
若
を
学
ぶ
人
は
、
一
法
と
し
て
得
可
き
も
の
有
る
を

見
ず
、
…
…
唯
だ
一
真
実
の
み
に
し
て
、
証
得
す
可
か
ら
ず
。
我
れ
能
く
証
し
能
く
得
る
と
謂お

も

わ
ば
、
皆
な
増
上
慢
の
人

な
り
。
…
…
故
に
仏
言
わ
く
、〈
我
れ
菩
提
に
於
い
て
は
実
に
得
る
所も

の

無
し
。〉
と
。
黙
契
す
る
の
み
。」（
入
矢
義
高
『
伝

心
法
要
・
宛
陵
録
』
三
九
頁
）

黄
龍
悟
新
禅
師
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
四
、
黄
龍
下
三
世
）
に
次
の
示
衆
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
時
時
聞
於
未
聞
」
と
は
、

能
所
一
体
と
な
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
。

　

 

黄
龍
新
和
尚
示
衆
云
：
「
空
谷
伝
響
，
時
時
聞
於
未
聞
； 

色
裡
膠
清
，
処
処
見
而
無
見
。
見
既
無
見
，
聞
所
未
聞
，
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喚
作
無
尽
蔵
三
昧
門
、
無
尽
蔵
神
通
門
、
無
尽
蔵
智
慧
門
、
無
尽
藏
解
脱
門
。
若
能
如
是
知
見
，
如
是
信
解
，
如
是

修
証
，
如
是
悟
入
，
我
説
是
人
達
仏
心
宗
，
入
仏
知
見
。
既
是
入
仏
知
見
，
為
是
能
見
見
，
為
是
所
見
見
？
若
是
所

見
見
，
且
以
何
為
能
？
若
是
能
見
見
，
且
以
何
為
所
？
若
作
能
所
二
見
，
倶
非
仏
乗
。
…
…
」（『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第

五
二
則
）

人
気
の
な
い
渓
谷
に
こ
だ
ま
が
響
き
、
い
つ
も
未
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
を
響
か
せ
て
い
る
。
絵
の
具
に
と
け
た
膠
は
、

ど
こ
で
も
目
に
す
る
が
そ
の
姿
は
見
え
な
い
。
見
て
い
て
も
見
え
る
も
の
が
な
い
か
ら
に
は
、
響
い
て
い
る
も
の
は
未
だ

聞
い
た
こ
と
の
な
い
も
の
、
そ
の
こ
と
を
無
尽
蔵
三
昧
門
、
…
…
無
尽
蔵
解
脱
門
と
呼
ぶ
。
も
し
こ
の
よ
う
に
知
見
し
、

信
解
し
、
修
証
し
、
悟
入
す
れ
ば
、
こ
の
人
は
仏
心
宗
を
も
の
に
し
、
仏
知
見
に
入
っ
た
の
だ
。
仏
知
見
に
入
っ
た
か
ら

に
は
、
見
る
主
体
が
あ
っ
て
見
る
の
か
、
そ
れ
と
も
見
ら
れ
る
客
体
が
あ
っ
て
見
る
の
か
。
も
し
見
ら
れ
る
客
体
が
あ
っ

て
見
る
の
な
ら
、
何
を
見
る
主
体
と
す
る
の
か
。
も
し
見
る
主
体
が
あ
っ
て
見
る
の
な
ら
、
何
を
見
ら
れ
る
客
体
と
す
る

の
か
。
も
し
主
体
・
客
体
の
二
見
を
な
せ
ば
、
仏
乗
で
は
な
い
。

〔
二
六
〕
国
内
に
剣
を
按か
ま

え
る
者

問
：
「
國
内
按
劍
者
是
誰
？
」
師
曰
：
「
曹
山
。」

　
　

法
燈
別
云
：
「
汝
不
是
恁
麼
人
。」

曰
：
「
擬
殺
何
人
？
」
師
曰
：
「
但
有
一
切
總
殺
。」
曰
：
「
忽
遇
本
父
母
作
麼
生
？
」
師
曰
：
「
揀
什
麼
？
」
曰
：
「
爭

奈
自
己
何
？
」
師
曰
：
「
誰
奈
我
何
？
」
曰
：
「
爲
什
麼
不
殺
？
」
師
曰
：
「
勿
下
手
處
。」

＊

問①�

う
、「
国②�

内
に
剣
を
按か

ま

え
る
者
は
是
れ
誰
ぞ
。」
師
曰
く
、「
曹
山
な
り
。」
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法③�

灯
別
し
て
云
く
、「
汝
は
是
れ
恁か

麼く

な
る
人
な
ら
ず
。」

曰
く
、「
何
人
を
か
殺
さ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
。」
師
曰
く
、「
但あ

ら
ゆ
る有

一
切
を
総
て
殺
す
。」
曰
く
、「④�

も忽
し
本
父
母
に
遇
わ
ば
作い

麼か

生ん

。」
師⑤�

曰
く
、「
什な

麼に

を
か
揀
ば
ん
。」
曰
く
、「
自⑥

己
を
争い

か

ん
奈
何
せ
ん
。」
師⑦�

曰
く
、「
誰
か
我
を
奈い

か
ん何

せ
ん
。」
曰⑧�

く
、

「
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
殺
さ
ざ
る
。」
師⑨�

曰
く
、「
手
を
下
す
処
勿な

し
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
九
則
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
人
天
宝
鑑
』、『
五

灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
國
内
按
劍
者
是
誰　
「
国
内
で
刀
を
か
ま
え
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
。」「
按
剣
者
」
と
は
、
洞
山
の
い
う
「
大
闡
提
人
」。

本
書
本
巻
雲
居
道
膺
章
〔
九
〕、「
洞
山
問
：
〈
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
仏
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何

在
？
〉
師
曰
：
〈
始
得
孝
養
。〉
自
爾
洞
山
許
之
，
為
室
中
領
袖
。」

③
法
灯
別
云
：
汝
不
是
恁
麼
人　

本
書
巻
二
五
の
金
陵
清
涼
法
灯
禅
師
泰
欽
（
？
～
九
七
四
、
嗣
法
眼
文
益
）。「
曹
山
な
り
」

に
別
し
て
言
う
、「
君
（
問
う
者
）
は
そ
の
人
（
剣
を
按か

ま

え
る
者
）
で
は
な
い
。」

④
忽
遇
本
父
母
作
麼
生　
「（
総
て
殺
す
と
い
う
の
な
ら
）
本
来
の
父
母
に
出
逢
え
ば
ど
う
か
。」
な
お
「
本
父
母
」
は
、『
拈

八
方
珠
玉
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は
「
本
生
父
母
」
に
作
り
、『
聯
灯
会
要
』
は
「
所
生
父
母
」
に
作
る
。『
宏

智
広
録
』
巻
一
、「
上
堂
挙
：
僧
問
護
国
（
守
澄
浄
果
大
師
、
嗣
疎
山
匡
仁
）
：
〈
如
何
是
本
生
父
母
？
〉
国
云
：
〈
頭
不

白
者
是
。〉
僧
云
：
〈
未
審
将
何
奉
献
？
〉
国
云
：
〈
慇
懃
無
米
飯
，
堂
前
不
問
親
。（
ね
ん
ご
ろ
に
仕
え
る
が
米
飯
な
く
、

母
の
部
屋
へ
挨
拶
に
伺
わ
な
い
。）」

⑤
師
曰
：
揀
什
麼　
「（
父
母
だ
か
ら
と
い
っ
て
）
区
別
は
し
な
い
。」『
臨
済
録
』
示
衆
、「
道
流
，
你
欲
得
如
法
見
解
，
但
莫

受
人
惑
。
向
裏
向
外
，
逢
著
便
殺
。
逢
仏
殺
仏
，
逢
祖
殺
祖
，
逢
羅
漢
殺
羅
漢
，
逢
父
母
殺
父
母
，
逢
親
眷
殺
親
眷
，
始
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得
解
脱
，
不
与
物
拘
，
透
脱
自
在
。」（
岩
波
文
庫
九
七
頁
）

⑥
爭
奈
自
己
何　
「（
父
母
を
も
殺
す
）
現
に
あ
る
こ
の
自
己
を
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
殺
せ
る
の
で
す
か
。」
臨
済
は
こ
こ

か
ら
後
を
言
わ
な
い
。

⑦
師
曰
：
誰
奈
我
何　
「
誰
も
私
を
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ぬ
。」

⑧
為
什
麼
不
殺　
「
ど
う
し
て
自
分
で
殺
そ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。」『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、

『
曹
山
録
』
は
「
不
殺
」
を
「
不
自
殺
」
に
作
る
。

⑨
師
曰
：
勿
下
手
處　
「（
尊
貴
な
る
ゆ
え
に
）
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。」
尊
貴
と
は
こ
の
現
象
世
界
に
相
と
し

て
現
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
本
書
巻
二
八
薬
山
和
尚
語
に
い
う
、「
他そ

れ
那
箇
は
本も

と
も来

と
耳
目
等
の
貌か

お

無
し
。」
臨
済
は

「
向
外
無
法
，
内
亦
不
可
得
。（
そ
れ
は
自
己
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
自
己
の
内
に
求
め
て
も
不
可
得
だ
。）」（『
臨
済

録
』
示
衆
、
岩
波
文
庫
本
七
三
頁
）
と
言
う
。

〔
二
七
〕
一
牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ず

問
：
「
一
牛
飮
水
，
五
馬
不
嘶
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
曹
山
解
忌
口
。」
又
別
云
：
「
曹
山
孝
滿
。」

＊

問①�

う
、「
一②�

牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ざ
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
曹③�

山
は
解よ

く
忌き

口こ
う

す
。」
又
た
別
し
て
云
く
、「
曹④�

山
は
孝
満
て
り
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
七
則
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
第
二
〇
三
則
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊

宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
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②
一
牛
飮
水
，
五
馬
不
嘶
時
如
何　
「
一
頭
の
牛
が
水
を
飲
み
、
五
頭
の
馬
が
嘶
か
な
い
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。」「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
は
未
詳
、
こ
の
句
は
こ
れ
が
初
出
で
あ
る
。

一
解
と
し
て
、
唐
訳
『
華
厳
経
』
巻
一
二
偈
讃
に
「
牛
飲
水
成
乳
，
蛇
飲
水
成
毒
。
智
学
成
菩
提
，
愚
学
為
生
死
。」（
T

一
〇
・
七
一
七
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
牛
が
水
を
飲
ん
で
乳
を
出
し
、
そ
の
乳
を
飲
ん
だ
五
頭
の
馬
は
静
謐
に

な
っ
た
」
の
意
。
こ
の
時
、
一
牛
は
仏
陀
、
五
馬
は
初
転
法
輪
を
聞
い
た
五
比
丘
と
解
せ
る
。
ま
た
一
解
と
し
て
、
本

書
巻
二
六
福
州
長
谿
長
谿
保
明
院
通
法
大
師
道
誠
章
に
「
問
う
、〈
円
音
普
ね
く
震
い
、
三上

中
下等

斉ひ
と

し
く
聞
く
。
竺
土
の
仙

心
を
ば
、
請
う
師
密
付
せ
よ
。〉
師
良
久
す
。
僧
曰
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
意
馬
は
已
に
宝
馬
と
成
り
、
心
牛
は
頓
に

白
牛
と
作
る
。〉
師
曰
：
〈
七
顛
八
倒
。〉
曰
く
、〈
若
し
然
ら
ず
ん
ば
、
幾す

ん
でに

哂あ
ざ
わ
ら
い笑

を
招
か
ん
と
す
。〉
師
曰
く
、〈
礼
拝

し
て
退
後
せ
よ
。〉」
と
あ
る
の
に
拠
り
、
一
牛
は
心
牛
、
五
馬
は
五
根
と
解
し
、「
心
意
意
識
が
静
か
に
安
ら
い
で
い
る

と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」

「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
の
用
例
。

『
宏
智
広
録
』
巻
四
、「
上
堂
。
密
密
住
其
中
，
霊
然
空
不
空
。
一
牛
纔
飲
水
，
五
馬
不
嘶
風
。
位
裏
亡
消
息
，
機
頭
有

変
通
。
三
千
大
千
事
，
弾
指
入
円
融
。（
綿
密
に
あ
り
あ
り
と
そ
こ
に
あ
り
、
空
に
し
て
不
空
の
不
可
思
議
さ
。
一
牛
が
水
を

飲
む
や
、
五
馬
は
風
に
嘶
く
の
を
や
め
る
。
正
位
で
は
消
息
を
亡
じ
、
錦
を
織
り
出
す
梭ひ

は
自
在
に
は
た
ら
く
。
三
千
大
千
世

界
の
事
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
円
融
に
入
る
）」

『
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
』、「
師
乃
云
：
〈
一
牛
飲
水
，
密
混
渓
雲
。
五
馬
不
嘶
，
暗
彰
風
骨
。
不
落
暁
機
即
且
置
，

太
綿
密
，
忒
霊
現
，
作
麼
生
回
互
？
〉（
良
久
云
）〈
白
頭
蠶
婦
織
，
歴
歴
夜
鳴
梭
。〉（
一
牛
水
を
飲
む
、
綿
密
に
渓
雲
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
。
五
馬
は
嘶
か
ず
、
ひ
そ
か
に
風
采
を
現
わ
し
て
い
る
。
悟
り
の
機
に
落
ち
込
ま
な
い
の
は
さ
て
お
い
て
、

は
な
は
だ
綿
密
と
は
な
は
だ
霊
現
と
、
ど
の
よ
う
に
相
即
さ
せ
る
か
。
良
久
し
て
云
う
、
白
髪
の
婦
人
が
機
を
織
り
、
夜
中
に
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音
を
た
て
て
梭ひ子
を
わ
た
す
。）」

『
南
石
文
琇
禅
師
語
録
』
巻
一
、「
陞
座
，
祝
聖
罷
。
僧
出
問
：
〈
法
筵
已
啓
，
法
鼓
已
鳴
。
四
衆
雲
臨
，
請
師
祝
聖
。〉

師
云
：
〈
日
月
為
天
眼
，
須
弥
作
寿
山
。〉
僧
云
：
〈
世
尊
出
世
，
天
雨
四
華
。
和
尚
出
世
，
有
何
祥
瑞
？
〉
師
云
：

〈
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
。〉
僧
云
：
〈
恁
麼
則
熈
怡
的
旨
伝
千
古
，
寂
照
宗
風
播
四
方
。〉
師
云
：
〈
好
事
不
如
無
。〉」

こ
れ
に
よ
る
と
通
常
起
こ
る
こ
と
の
な
い
瑞
祥
か
？

③
曹
山
解
忌
口　
「
私
は
ち
ゃ
ん
と
毒
断
ち
が
で
き
る
。」
私
に
と
っ
て
仏
祖
の
言
教
は
身
体
に
毒
だ
。
或
い
は
「
食
べ
て
は

な
ら
ぬ
も
の
は
心
得
て
お
る
。」
先
の
〔
二
三
〕
に
「
如
経
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
と
通
じ

よ
う
。
こ
れ
か
ら
見
て
、「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
は
一
解
と
し
て
挙
げ
た
初
め
の
方
の
理
解
の
ほ
う
が
よ
い
。

「
忌
口
」
は
、
病
気
の
と
き
、
ま
た
服
薬
の
と
き
に
害
に
な
る
飲
食
物
を
口
に
し
な
い
こ
と
。『
虚
堂
録
犂
耕
』、「
道
忠

曰
く
、〈
忌
口
と
は
毒
食
を
禁
ず
る
な
り
。
蓋
し
清
浄
に
執
わ
れ
奇
特
玄
妙
を
愛
す
、
此
れ
は
是
れ
仏
病
祖
病
の
毒
食
な

り
。〉
…
…
『
林
間
録
』
下
に
曰
く
、〈
道
人
の
保
養
は
、
人
の
病
み
て
服
薬
を
須も

ち

ゆ
る
が
如
し
。
薬
の
霊
験
は
見
易
き

も
、
要か

な

ら
ず
須
ら
く
忌
口
し
て
乃は

じ

め
て
可
な
る
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
服
薬
す
る
も
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
生
死
は
是
れ
大

病
、
仏
祖
の
言
教
は
是
れ
良
薬
、
汚
染
の
心
は
是
れ
雑
毒
、
之
を
忌さ

く
る
能
わ
ず
ん
ば
、
生
死
の
病
は
時
と
し
て
損へ

ら

す

こ
と
な
し
。〉」（
禅
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
本
一
一
五
頁
）

④
曹
山
孝
滿　
「
私
は
喪
が
あ
け
た
。」
仏
祖
の
言
教
を
ち
ゃ
ん
と
学
び
終
わ
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
打
ち
捨
て
た
。
な
お
原

本
は
「
曹
山
老
漢
」、
四
部
本
・
金
蔵
本
は
「
曹
山
老
満
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
改
め
た
。『
宏
智
頌
古
』
第
七
三

則
、「
挙
：
僧
問
曹
山
：
〈
霊も

衣ふ
く

不
掛
時
如
何
？
（
言
教
を
脱
却
し
た
境
涯
を
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。）〉
山
云
：
〈
曹
山

今
日
孝
満
。〉
僧
云
：
〈
孝
満
後
如
何
？
〉
山
云
：
〈
曹
山
好
顛
酒
。（
酔
狂
が
好
き
だ
。）〉」

明
代
の
天
奇
本
瑞
（『
五
灯
会
元
続
略
』
巻
五
）
が
『
宏
智
頌
古
』
に
直
註
し
た
『
焭け

い

絶
老
人
天
奇
直
註
天
童
覚
和
尚
頌
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古
』、「
僧
問
曹
山
：
〈
霊
衣
不
挂
時
如
何
？
［
道
を
得
て
忘
ぜ
ざ
る
は
考
妣
を
喪う

し
な

う
が
如
し
、
今
乃は

じ
めて

非
な
る
を
知

り
、
法
見
に
執
わ
れ
ず
、
故
に
曰
う
、
挂
け
ず
と
。］〉
山
云
：
〈
曹
山
今
日
孝
満
。［
法
執
已す

で

に
尽
き
、
孝
満
つ
る
が
如

し
。］〉
僧
云
：
〈
孝
満
後
如
何
？
［
更
追
後
用
。］〉
山
云
：
〈
曹
山
好
顛
酒
。［
法
執
既
に
尽
く
れ
ば
、
風
流
な
ら
ざ
る

無
し
。］〉」

〔
二
八
〕
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者

問
：
「
常
在
生
死
海
中
沈
沒
者
，
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
第
二
月
。」
曰
：
「
還
求
出
離
也
無
？
」
師
曰
：
「
也
求
出

離
，
只
是
無
路
。」
曰
：
「
出
離
，
什
麼
人
接
得
伊
？
」
師
曰
：
「
擔
鐵
枷
者
。」

＊

問①�

う
、「
常②�

に
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者
は
、
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師③�

曰
く
、「
第
二
月
な
り
。」
曰
く
、「④�

は還
た
出

離
を
求
む
る
や
。」
師⑤�

曰
く
、「
出⑤�

離
を
求
む
る
と
也い

え
ども

、
只
だ
是
れ
路
無
し
。」
曰
く
、「
出⑥

離
せ
ば
、
什な

麼ん

人ぴ
と

か
伊か

れ

を
接
得

す
。」
師⑦�

曰
：
「
鉄
枷
を
担
う
者
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
常
在
生
死
海
中
沈
沒
者
，
是
什
麼
人　
「
常
に
生
死
の
海
に
沈
ん
で
い
る
者
と
は
、
ど
う
い
う
人
で
す
か
。」『
大
乗
本
生

心
地
観
経
』
巻
一
、「
衆
生
没
在
生
死
海
，
輪
廻
五
趣
無
出
期
。」
ま
た
宝
誌
和
尚
『
大
乗
讃
』
十
首
第
二
首
、「
身
は
本

と
影
と
異
な
ら
ず
、
一
は
有
り
一
は
無
き
こ
と
を
得
ず
。
若
し
一
を
存
し
一
を
捨
て
ん
と
欲
せ
ば
、
永
え
に
真
理
と
相
い

疎と
お

し
。
更
に
若
し
聖
を
愛
し
凡
を
憎
ま
ば
、
生
死
海
裏
に
沈
浮
せ
ん
。」（
本
書
巻
二
九
）

③
師
曰
：
第
二
月　
「
君
の
妄
想
の
産
物
だ
。」「
第
二
月
」
は
虚
妄
な
る
も
の
の
喩
え
。『
円
覚
経
』
文
殊
菩
薩
章
、「
四
大
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を
妄
認
し
て
自
身
の
相
と
為お

も

い
、
六
塵
の
縁
影
を
自
心
の
相
と
為お

も

う
は
、
彼
の
病
み
た
る
目
の
、
空
中
の
花
及
び
第
二
月

を
見
る
に
譬
う
。
善
男
子
よ
、
空
に
は
実
に
花
無
し
、
病
む
者
の
妄
執
な
り
。」（
Ｔ
一
七
・
九
一
三
中
）

④
還
求
出
離
也
無　
「
そ
の
人
は
出
離
を
願
い
ま
す
か
。」
生
死
海
中
に
沈
没
し
て
い
る
人
な
ど
お
ら
ず
、
君
の
妄
想
に
す
ぎ

な
い
と
言
わ
れ
た
の
に
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
問
い
を
す
る
の
は
、
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
。「
そ
う
で
あ
っ
て
も
、

出
離
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。」

⑤
師
曰
：
也
求
出
離
，
只
是
無
路　
「
出
離
し
た
い
と
願
っ
て
も
、
出
る
路
は
な
い
。」
こ
の
生
死
の
世
界
と
は
別
に
本
来

（
涅
槃
）
の
世
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
。『
趙
州
録
』
巻
中
〔
二
二
七
〕、「
問
：
四
山
相
逼
時
如
何
？
師
云
：
無
路
是
趙
州

（
生
老
病
死
の
こ
の
世
界
を
出
て
ゆ
く
路
が
な
い
の
が
趙わ

た
し州

だ
。）」

⑥
出
離
，
什
麼
人
接
得
伊　
「
生
死
海
中
よ
り
出
離
し
た
な
ら
、
ど
う
い
う
人
が
彼
を
接
待
し
ま
す
か
。」

⑦
師
曰
：
擔
鐵
枷
者　
「
地
獄
の
住
人
だ
。」

〔
二
九
〕
薬
山
の
年
は
多
少
ぞ

僧
擧
：
「『
藥
山
問
僧
：
〈
年
多
少
？
〉
僧
曰
：
〈
七
十
二
。〉
藥
山
曰
：
〈
是
年
七
十
二
麼
？
〉
曰
：
〈
是
。〉
藥
山
便

打
。』
此
意
如
何
？
」
師
曰
：
「
前
箭
猶
似
可
，
後
箭
射
人
深
。」
僧
曰
：
「
如
何
免
得
棒
？
」
師
曰
：
「
正
敕
既
行
，
諸
侯

避
道
。」東

禪
齊
云
：
「
曹
山
是
明
藥
山
意
自
出
手
，
為
復
別
有
道
理
？
還
斷
得
麼
？
只
如
這
僧
擧
問
曹
山
，
伊
還
有
會
處

麼
？
忽
爾
問
上
座
年
多
少
，
別
作
麼
生
祗
對
？
」

＊

僧①�

挙
す
、「『
薬②�

山
、
僧
に
問
う
、〈
年
は
多い

か

少ほ
ど

ぞ
。〉
僧
曰
く
、〈
七
十
二
。〉
薬③�

山
曰
く
、〈
是
れ
年
は
七
十
二
な
る
や
。〉
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曰⑥

く
、〈
是し

か

な
り
。〉
薬⑤�

山
便
ち
打
つ
。』
此
の
意
は
如
何
。」
師⑥

曰
く
、「
前
箭
は
猶な似
お
可
な
る
も
、
後
箭
は
人
を
射
る
こ

と
深
し
。」
僧⑦�

曰
く
、「
如
何
せ
ば
棒
を
免
か
れ
得
る
や
。」
師⑧�

曰
く
、「
正
勅
既
に
行
わ
る
れ
ば
、
諸
侯
道
を
避
く
。」

東⑨�

禅
斉
云
く
、「
曹⑩�

山
は
是
れ
薬
山
の
意
を
明
ら
め
自
ら
出す

い

手し
ゅ

す
る
や
、
為は

復た

別
に
道
理
有
り
や
。
還
た
断
じ
得
る

や
。
只た

と
え如

ば
這
の
僧
の
挙
し
て
曹
山
に
問
う
は
、
伊か

れ

還は

た
会
処
有
り
や
。
忽も

爾し

も
上
座
に
〈
年
多い

く

少ば
く

ぞ
〉
と
問
わ
ば
、

別
に
作い

麼か

生ん

が
祗
対
せ
ん
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
和
尚
章
第
三
六
段
、『
汾
陽
禅
師
語
録
』
巻
中
頌
古
第
八
〇
則
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
七
薬

山
章
、『
聯
灯
会
要
』
巻
一
九
薬
山
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
九
薬
山
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
東
禅
斉
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。
い
ま
『
祖
堂
集
』
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。師

勘
東
国
僧
，
問
：
「
汝
年
多
少
？
」
対
曰
：
「
七
十
八
。」
師
曰
：
「
可
年
七
十
八
摩
？
」
対
曰
：
「
是
也
。」
師

便
打
之
。
後
有
人
拈
問
曹
山
：
「
作
摩
生
祗
対
，
免
得
薬
山
打
之
？
」
曹
山
曰
：
「
狗
銜
天
子
勅
，
諸
侯
避
路
傍
。」

進
曰
：
「
只
如
上
座
過
在
什
摩
処
，
即
被
打
之
？
」
曹
山
曰
：
「
前
鏘
托
猶
浅
，
後
箭
射
人
深
。」

②
藥
山
問
僧
：
年
多
少　

薬
山
と
僧
と
の
「
年
多
少
」
の
問
答
は
、
曹
山
の
拈
評
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
た
ら
し
い
。『
祖
堂

集
』
は
「
東
国
僧
」
と
す
る
。

③
藥
山
曰
：
是
年
七
十
二
麼　
「（
そ
の
人
の
年
齢
は
）
本
当
に
七
十
二
な
の
か
。」

④
曰
：
是　
「
そ
う
で
す
」
と
は
、
わ
が
五
蘊
身
以
外
に
法
身
な
る
も
の
は
な
い
と
い
う
馬
祖
禅
の
見
解
。

⑤
藥
山
便
打　

薬
山
は
「
渠
不
似
我
，
我
不
似
渠
」（『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
和
尚
章
第
二
段
）
と
い
う
よ
う
に
「
渠
（
法
身
）」

と
「
我
（
現
実
身
）」
と
を
峻
別
し
て
お
り
、
馬
祖
禅
の
見
解
を
認
め
な
い
。
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⑥
師
曰
：
前
箭
猶
似
可
，
後
箭
射
人
深　
「
は
じ
め
に
放
っ
た
矢
（
問
い
）
は
ま
だ
深
く
は
刺
さ
ら
な
か
っ
た
が
、
後
の
矢

（
便
打
）
は
深
く
僧
を
射
抜
い
た
。」

⑦
僧
曰
：
如
何
免
得
棒　
「
僧
は
ど
う
す
れ
ば
薬
山
の
棒
を
食
ら
わ
ず
に
す
み
ま
し
た
か
。」

⑧
師
曰
：
正
敕
既
行
，
諸
侯
避
道　
「
天
子
の
正
式
な
命
令
書
が
通
る
と
、
大
名
た
ち
も
使
者
の
前
に
道
を
避
け
る
。」
馬
祖

禅
を
捧
じ
て
疑
わ
ぬ
あ
り
方
を
皮
肉
っ
て
い
う
。
な
お
「
正
勅
」
は
四
部
本
・
高
麗
本
『
伝
灯
録
』、『
汾
陽
頌
古
』、『
聯

灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
で
は
「
王
勅
」
に
作
る
。

⑨
東
禪
齊　

本
書
巻
二
六
の
洪
州
雲
居
山
第
十
一
世
の
道
斉
禅
師
（
法
眼
文
益
─
清
涼
泰
欽
─
東
禅
斉
）。
九
二
九
～
九
九

七
。
筠
州
東
禅
院
に
住
し
た
の
で
東
禅
斉
と
呼
ば
れ
る
。

⑩
曹
山
是
明
藥
山
意
自
出
手
，
爲
復
別
有
道
理
？
還
斷
得
麼
？
只
如
這
僧
擧
問
曹
山
，
伊
還
有
會
處
麼
？
忽
爾
問
上
座
年
多

少
，
別
作
麼
生
祗
對　
「
曹
山
は
薬
山
の
意
図
を
知
っ
て
す
す
ん
で
口
出
し
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
に
道
理
が
あ
っ
た

の
か
。
判
断
で
き
る
か
。
こ
の
僧
が
話
頭
を
取
り
上
げ
て
曹
山
に
問
う
た
の
は
、
分
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と

か
。
も
し
君
た
ち
に
何
歳
だ
と
訊
い
た
な
ら
、
ほ
か
に
ど
う
答
え
る
か
。」「
出
手
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
手
出
し
す
る
」
意
。

〔
三
〇
〕
填
溝
塞
壑

問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
曰
：
「
填
溝
塞
壑
。」

＊

問①�

う
：
「
如②�

何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
大
意
。」
曰
く
、「
溝③�

を
填
め
壑
を
塞
ぐ
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
佛
法
大
意　

馬
祖
以
後
の
唐
代
の
禅
に
お
け
る
「
仏
法
大
意
」
と
は
、
我
が
心
が
仏
の
心
に
他
な
ら
ぬ
と
悟
る
こ

と
。

③
填
溝
塞
壑　

外
に
馳
求
し
て
人
に
訊
い
て
ま
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
つ
い
に
は
野
垂
れ
死
に
だ
な
。

「
填
溝
塞
壑
」
は
溝
や
壑
に
埋
ま
っ
て
、
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
。「
填
溝
壑
」
に
同
じ
で
、『
史
記
』
趙
世
家
孝
成
王
元

年
、『
戦
国
策
』
趙
・
孝
成
王
〈
趙
太
后
新
用
事
〉
に
見
え
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
第
四
九
則
、「
師
上
堂
，
因
示
徒
云
：
『
過
去
如
許
多
諸
聖
，
乃
至
今
時
老
宿
，
出
頭

来
尽
道
：
〈
我
願
度
一
切
衆
生
，
成
道
成
果
，
與
我
無
異
。〉
灼
然
，
吾
徒
等
輩
，
為
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩

処
填
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也
無
？
』」

　
　

 

過
去
の
多
く
の
諸
聖
か
ら
今
時
の
老
宿
に
至
る
ま
で
、
出
世
し
て
み
な
「
一
切
の
衆
生
を
済
度
し
，
私
と
同
じ
よ
う
に
仏
道

を
成
就
す
る
よ
う
に
と
願
う
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
わ
し
の
弟
子
た
ち
は
、
あ
の
先
聖
が
た
の
方
便
に
あ
ず
か
ら
な
い
も
の

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
や
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
な
こ
と
だ
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、

こ
の
中
で
一
隻
眼
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
。

な
お
「
填
溝
塞
壑
」
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
満
ち
て
い
る
意
も
あ
る
。『
真
歇
清
了
禅
師
語
録
』
巻
下
信
心
銘
「
不
用

求
真
，
唯
須
息
見
」
拈
古
に
い
う
、「
現
成
公
案
，
你
求
它
作
麼
？
見
聞
也
真
，
声
色
也
真
，
動
静
也
真
，
語
黙
也
真
。

即
今
日
用
見
聞
覚
知
純
真
，
直
得
亘
大
劫
満
天
地
塞
壑
填
溝
。」
ま
た
『
密
庵
和
尚
語
録
』、「
因
雪
上
堂
。
満
目
紛
紛
呈

瑞
雪
，
填
溝
塞
壑
誰
弁
別
？
」
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〔
三
一
〕
如
何
な
る
か
是
れ
師
子

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獸
近
不
得
。」
曰
：
「
如
何
是
師
子
兒
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
。」
曰
：
「
既

是
衆
獸
近
不
得
，
爲
什
麼
被
兒
呑
？
」
師
曰
：
「
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
盡
。」
曰
：
「
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
」
師

曰
：
「
亦
盡
。」
曰
：
「
盡
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
歸
父
。」
曰
：
「
前
來
爲
什
麼
道
祖
父
亦
盡
？
」
師
曰
：
「
不
見
道

王
子
能
成
一
國
事
，
枯
木
上
更
採
些
子
華
？
」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
師
子
。」
師
曰
く
、「
衆③�

獣
は
近
づ
き
得
ず
。」
曰
く
、「
如④�

何
な
る
か
是
れ
師
子
児
。」
師
曰

く
、「
能⑤�

く
父
母
を
呑
む
。」
曰
く
、「⑥

既す

是で

に
衆
獣
近
づ
き
得
ざ
る
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
児
に
呑
ま
る
。」
師
曰
く
、「
子⑦�

若
し

哮
吼
せ
ば
、
祖
父
母
倶
に
尽
く
。」
曰⑧�

く
：
「
只
だ
祖
父
母
の
如
き
は
、
還は

た
尽
く
る
や
。」
師
曰
く
、「
亦
た
尽
く
。」
曰⑨�

く
、「
尽
き
て
後
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
全
身
父
に
帰
す
。」
曰
く
、「
前⑩�

来
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
道い

う
、
祖
父
亦
た
尽
く
と
。」
師
曰

く
、「
道⑪�

う
を
見き

か
ず
や
、
王
子
能
く
一
国
の
事
を
成
せ
ば
、
枯
木
上
更
に
些
子
の
華
を
採
る
。」

＊

①�
本
則
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
原
文
に
乱
れ
が
あ
る
よ
う
で
難

解
。
い
ま
本
書
（『
聯
灯
会
要
』
は
本
書
に
ほ
ぼ
同
じ
）
と
『
五
灯
会
元
』（『
曹
山
録
』
は
『
五
灯
会
元
』
に
同
じ
）
を
較
べ

る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『
景
徳
伝
灯
録
』

『
五
灯
会
元
』

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獣
近
不
得
。」

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獣
近
不
得
。」

曰
：
「
如
何
是
師
子
児
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
。」

曰
：
「
如
何
是
師
子
児
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
者
。」
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曰
：
「
既
是
衆
獣
近
不
得
，
為
什
麼
被
児
呑
？
」

曰
：
「
既
是
衆
獣
近
不
得
，
為
甚
麼
却
被
児
呑
？
」

師
曰
：
「
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
尽
。」

師
曰
：
「
豈
不
見
道
，
子
若
哮
吼
，
祖（

ⅰ
）父

俱
尽
。」

曰
：
「
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
」

師
曰
：
「
亦
尽
。」

曰
：
「
尽
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
帰
父
。」

曰
：
「
尽
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
帰
父
。」

曰
：
「
未
審
祖（

ⅱ
）尽

時
，
父
帰
何
所
？
」

師
曰
：
「
所
亦
尽
。」

曰
：
「
前
来
為
什
麼
道
祖
父
亦
尽
？
」

曰
：
「
前
来
為
甚
麼
道
全
身
帰
父
？
」

師
曰
：
「
不
見
道
王
子
能
成
一
国
事
，
枯
木
上
更
採
些

師
曰
：
「
譬
如
王
子
能
成
一
国
之
事
。」

子
華
？
」

又（
ⅲ
）曰

：
「
闍
黎
，
此
事
不
得
孤
滯
，
直
須
枯
木
更
撒
些

子
華
。」

（
ⅰ
）
祖
父
＝
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
は
「
父
母
」。（
ⅱ
）
祖
＝
『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
は
無
し
。（
ⅲ
）
又
曰
…
…
一
九
字
＝
『
永
覚

元
賢
禅
師
広
録
』
は
無
し
。

子
（
息
子
）
と
父
と
祖
に
言
及
す
る
が
、
三
者
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
一
応
、
子
は
自
己
、
父
は
法
身
、
祖
は
法
身
主

と
見
て
お
く
。
分
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
残
し
な
が
ら
一
応
以
下
の
よ
う
に
注
し
て
み
た
。

②
如
何
是
師
子　
「
師
子
（
法
身
）
は
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。」

③
衆
獸
近
不
得　
「
衆
獣
（
一
切
の
現
象
し
て
い
る
存
在
）
は
師
子
（
法
身
）
の
尊
貴
に
近
づ
け
ぬ
。」『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六

雲
居
道
膺
伝
、「
如も

し
人
頭
頭
上
に
了さ

と

り
、
物
物
上
に
通
ず
る
も
、
祇
だ
喚
び
て
了
事
の
人
と
作
す
の
み
に
し
て
、
終
に

喚
び
て
尊
貴
と
作
さ
ず
。
将も

っ

て
知
る
、
尊
貴
の
一
路
は
自

お
の
ず
から

別
な
る
こ
と
を
。
便た

と是
い
世
間
の
極
重
極
貴
の
物
た
り
と
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も
、
尊
貴
辺
に
将も

ち
来
る
を
得
ず
。」（
雲
居
道
膺
章
〔
三
四
〕
を
参
照
）。

④
如
何
是
師
子
兒　
「
ど
の
よ
う
な
の
が
師
子
児
（
自
己
本
分
）
な
の
で
す
か
。」

⑤
能
呑
父
母　
「
父
母
を
呑
み
込
む
。」
法
身
（
父
母
）
と
自
己
本
分
は
、
も
と
も
と
一
体
不
二
。

⑥
既
是
衆
獸
近
不
得
，
爲
什
麼
被
兒
呑　
「
衆
獣
も
近
づ
け
な
い
の
に
、
師
子
が
ど
う
し
て
師
子
児
に
呑
ま
れ
る
の
で
す

か
。」

⑦
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
盡　
「
師
子
児
が
吼
え
た
な
ら
、
祖
父
母
ま
で
も
滅
尽
す
る
。」『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は

「
祖
父
（
祖
と
父
）」
に
作
る
。『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
巻
二
八
は
「
父
母
」
に
作
る
。

難
解
だ
が
、
な
に
も
の
に
も
依
存
せ
ず
自
己
と
し
て
一
本
立
ち
し
て
哮
吼
す
れ
ば
、
言
葉
だ
け
で
実
体
の
な
い
法
身
も

法
身
主
も
消
え
て
な
く
な
る
と
解
し
て
お
く
。
本
書
巻
一
三
風
穴
章
、「
箇ひ

と

り
箇ひ

と

り
大
師
子
児
と
作な

り
、
吒た

呀が

地じ

に
哮
吼

一
声
せ
ば
、
壁
立
千
仞
、
誰
か
敢
え
て
正ま

と
も眼

に
覰み

す
え著

ん
。
若
し
覰
著
な
ば
即
ち
渠か

れ

の
眼
を
瞎
却
せ
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、

師
子
児
の
哮
吼
は
、
独
脱
無
依
の
さ
ま
。

『
百
丈
広
録
』
に
「
無
明
為
父
，
貪
愛
為
母
，
自
己
是
病
。
還
医
，
自
己
是
薬
。
自
己
是
刀
，
還
殺
自
己
無
明
貪
愛
父

母
。
故
云
：
殺
父
害
母
。
一
語
類
破
一
切
法
。（
無
明
が
父
で
、
貪
愛
が
母
な
ら
、
自
己
は
病
気
だ
。
そ
の
病
気
が
癒
え
た

な
ら
、
自
己
が
薬
で
あ
る
。
自
己
が
刀
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
自
己
の
無
明
貪
愛
の
父
母
を
殺
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
〈
父
を
殺

し
母
を
害
す
〉
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
語
で
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
的
概
念
を
破
壊
す
る
の
で
あ
る
。）」
と
あ

る
。
病
が
癒
え
る
と
は
、
無
明
や
貪
愛
が
言
葉
の
観
念
と
し
て
あ
る
だ
け
で
、
本
来
空
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
病
が
癒
え
た
自
己
（
師
子
）
が
哮
吼
す
れ
ば
、
法
身
も
法
身
主
の
観
念
も
消
え
る
の
で
あ
る
。

⑧
曰
：
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
師
曰
：
亦
盡　
「
父
母
が
ど
う
し
て
子
に
呑
ま
れ
る
の
か
」
と
問
う
た
の
に
、
曹
山
に

父
母
だ
け
で
な
く
祖
父
母
ま
で
も
滅
尽
す
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
聞
き
な
お
し
た
の
で
あ
る
。
因
に
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『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』、『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
に
は
、
こ
の
一
四
字
が
無
い
。

⑨
曰
：
盡
後
如
何
？
師
曰
：
全
身
歸
父　
「
祖
父
母
が
滅
尽
す
れ
ば
、
祖
父
母
の
全
身
は
子
供
の
父
に
帰
一
す
る
。」
祖
父
母

と
父
の
親
子
の
関
係
は
、
父
と
子
の
親
子
の
関
係
に
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
自
己
に
帰
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

隠
山
和
尚
の
偈
に
「
青
山
白
雲
父
，
白
雲
青
山
児
。
白
雲
終
日
依
，
青
山
都
不
知
。
欲
知
此
中
意
，
寸
歩
不
相
離
」（『
祖

堂
集
』
巻
二
〇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
法
身
と
肉
身
の
関
係
は
父
子
の
関
係
で
表
わ
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
曹
山
は
ど
う
し

て
祖
父
母
ま
で
持
ち
出
す
の
か
。
当
時
、
法
身
向
上
や
法
身
主
が
問
わ
れ
る
時
代
背
景
と
関
わ
る
か
。

⑩
前
來
爲
什
麼
道
祖
父
亦
盡　
「
全
身
が
父
に
帰
す
の
な
ら
、
先
に
ど
う
し
て
（
父
母
だ
け
で
な
く
）
祖
父
（
母
）
も
消
滅
す

る
と
言
っ
た
の
で
す
か
。」
難
解
。
こ
こ
も
先
と
同
じ
よ
う
に
、
祖
父
母
と
父
の
親
子
の
関
係
を
父
（
母
）
と
子
の
親
子

の
関
係
に
な
お
せ
ば
、「
全
身
が
子
（
自
己
）
に
帰
す
の
な
ら
、
先
に
ど
う
し
て
父
（
母
）
も
消
滅
す
る
と
言
っ
た
の
か
」

と
見
な
せ
る
。

『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
で
は
、
こ
の
前
に
「
曰
：
〈
未
審
祖
尽
時
，
父
帰
何
所
？
〉
師
曰
：
〈
所
亦
尽
。〉（
曰
く
、

〈
祖
父
が
亡
く
な
れ
ば
、（
生
ま
れ
ぬ
）
父
は
ど
こ
に
帰
属
す
る
の
で
す
か
。〉
師
、〈
帰
属
す
る
場
所
も
消
失
す
る
。〉）」
の
十

五
字
が
あ
っ
て
、「
曰
く
、〈
前
来
為
甚
麼
道
全
身
帰
父
？
（
帰
属
す
る
場
所
も
消
失
す
る
な
ら
、
ど
う
し
て
全
身
は
父
に
帰

す
と
言
っ
た
の
で
す
か
。）〉」
と
続
い
て
い
る
。

⑪
不
見
道
王
子
能
成
一
國
事
，
枯
木
上
更
採
些
子
華　
「
そ
れ
、
言
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
父
王
の
跡
を
継
い
だ
皇
太

子
が
一
国
を
よ
く
治
め
れ
ば
、（
民
衆
は
）
枯
木
に
再
び
咲
い
た
花
を
摘
み
取
る
、
と
。」
難
解
。「
祖
父
亦
尽
」（
あ
る
い

は
「
父
亦
尽
」）
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
か
わ
る
の
か
。
一
解
と
し
て
、
祖
父
な
る
法
身
主
の
観
念
を
脱
し
（
祖
父
亦
尽
）、

（
長
沙
の
い
う
）
尽
十
万
世
界
は
是
れ
自
己
の
光
明
（
王
子
能
成
一
国
事
）
と
な
り
、
枯
木
の
よ
う
に
無
心
で
あ
り
な
が
ら
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一
切
の
は
た
ら
き
が
顕
現
す
る
（
枯
木
上
更
採
些
子
華
）。
な
お
洞
山
の
上
堂
に
「
此
の
事
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
直
に

須
ら
く
枯
木
に
花
を
生
ず
る
が
如
く
し
て
、
方は

じ

め
て
他か

れ

と
合
す
べ
し
。」（『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
疎
山
匡
仁
章
）
と
あ
る
。

「
枯
木
生
花
」
は
、
後
の
「〔
三
三
〕
枯
木
龍
吟
」
の
注
⑩�
に
引
い
た
達
観
曇
頴
の
曹
洞
頌
に
「
偏
正
互
縱
横
，
迢
然
忌

十
成
。
龍
門
須
要
透
，
鳥
道
不
堪
行
。
石
女
霜
中
織
，
泥
牛
火
裏
耕
。
両
頭
如
脱
得
，
枯
木
一
枝
栄
」（『
建
中
靖
国
続
灯

録
』
巻
二
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、
両
頭
（
色
界
と
空
界
、
肉
身
と
法
身
、
子
と
父
、
父
と
祖
父
）
の
二
見
を
脱
し
た
と
こ
ろ

に
成
現
す
る
。

な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
師
曰
：
譬
如
王
子
能
成
一
国
之
事
。（
た
と
え
ば
父
の
王
位
を
継
い
だ
王
子
が
一
国
を
よ
く
治
め

る
よ
う
な
も
の
だ
。）
又
曰
：
闍
黎
，
此
事
不
得
孤
滞
，
直
須
枯
木
更
撒
些
子
華
。（
こ
の
事
は
独
り
一
所
に
と
ど
め
て
は
な

ら
ぬ
、
枯
木
に
再
び
花
を
ま
き
散
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
）」
に
作
る
。

〔
三
二
〕
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う

問
：
「
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
斬
，
斬
！
」

＊

問①�

う
：
「
纔②�

か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
斬③�

れ
、
斬
れ
。」

＊

①
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何　
「
善
い
悪
い
の
思
い
（
分
別
）
が
生
じ
た
と
た
ん
に
心
が
乱
れ
て
本
心
を
見
失
う
と
い

い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た
と
き
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」『
信
心
銘
』
の
句
、「
二
見
不
住
，
慎
莫
追
尋
，
纔
有

是
非
，
紛
然
失
心
。」
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③
斬
，
斬　

二
見
（
是
非
）
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
分
別
を
断
ち
切
れ
。
本
書
巻
二
七
諸
法
雑
挙
徴
拈

代
別
語
、「
洞
山
行
脚
の
時
、
一
官
人
に
会
う
に
曰
く
、〈
三
祖
の
信
心
銘
に
、
弟わ

た
く
し子

注
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
。〉
洞
山
曰
く
、〈
纔

か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
。
作い

か

ん
麼
生
が
注
す
。〉
法
眼
代
わ
り
て
云
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
弟
子
注
せ

ず
。〉」
ま
た
『
円
悟
心
要
』
巻
上
終
・
示
泉
上
人
、「
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
。
只
だ
這
の
一
句

は
多お

お
く少

の
人
を
驚
動
し
計
較
を
作
さ
し
む
。
若
し
当た

だ
ち頭

に
（
句
の
急
所
を
）
坐お

断さ

う
れ
ば
、
威
音
王
那
辺
に
透
出
せ
ん
。

若
し
此
の
語
に
随
っ
て
転
ず
れ
ば
、
特ひ

と
き
わ地

紛
然
た
り
。
応ま

自さ

に
回
光
返
照
し
て
始
め
て
得よ

し
。」

〔
三
三
〕
枯
木
龍
吟

僧
擧
：
「
有
人
問
香
嚴
：
如
何
是
道
？
答
曰
：
枯
木
裏
龍
吟
。
學
云
：
不
會
。
曰
：
髑
髏
裏
眼
睛
。
後
問
石
霜
：
如
何

是
枯
木
裏
龍
吟
？
石
霜
云
：
猶
帶
喜
在
。
又
問
：
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
石
霜
云
：
猶
帶
識
在
。」
師
因
而
頌
曰
：
「
枯

木
龍
吟
眞
見
道
，
髑
髏
無
識
眼
初
明
。
喜
識
尽
時
消
不
盡
，
當
人
那
辨
濁
中
清
？
」
其
僧
復
問
師
：
「
如
何
是
枯
木
裏
龍

吟
？
」
師
曰
：
「
血
脈
不
斷
。」
曰
：
「
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
」
師
曰
：
「
乾
不
盡
。」
曰
：
「
未
審
還
有
得
聞
者
無
？
」

師
曰
：
「
盡
大
地
未
有
一
箇
不
聞
。」
曰
：
「
未
審
龍
吟
是
何
章
句
？
」
師
曰
：
「
也
不
知
是
何
章
句
，
聞
者
皆
喪
。」

＊

僧①�

挙
す
、「
人
有
り
て
香②�

厳
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
答
え
て
曰
く
、『
枯③�

木
裏
の
龍
吟
。』
学
云
く
、『
会④�

せ

ず
。』
曰
く
、『
髑⑤�

髏
裏
の
眼
睛
。』
後
に
石⑥

霜
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。』
石
霜
云
く
、『
猶⑦�

お
喜
を

帯
ぶ
。』
又
た
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。』
石
霜
云
く
、『
猶⑧�

お
識
を
帯
ぶ
。』」
師⑨�

因
り
て
頌
し
て
曰
く
、

「
枯⑩�

木
龍
吟
し
て
真
に
道
を
見
る
、
髑
髏
識
無
く
し
て
眼
初
め
て
明
ら
か
な
り
。
喜
識
尽
く
る
時
も
消
え
尽
き
ず
、
当
人
那な

ん

ぞ
濁
中
に
清
を
弁
ぜ
ん
。」
其
の
僧
復
た
師
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。」
師
曰
く
、「
血⑪�

脈
断た

た
ず
。」
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曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。」
師
曰
く
、「
乾⑫�

き
尽き

ら
ず
。」
曰
：
「⑬�

未い
ぶ
か審

し
還は

た
聞
き
得
る
者
有
る
や
。」

師
曰
：
「
尽⑭�

大
地
未
だ
一
箇
の
聞
か
ざ
る
も
の
有
ら
ず
。」
曰
く
、「
未⑮�

審
し
龍
吟
は
是
れ
何
の
章
句
ぞ
。」
師
曰
く
、「
是⑯�

れ

何
の
章
句
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
と
也い

え
ども

、
聞
く
者
は
皆
な
喪し

す
。」

 

＊

①
本
則
は
『
潭
州
神
鼎
山
洪
諲
禅
師
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
四
）、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
二

枯
木
龍
吟
条
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
碧
巌
録
』
第
二
則
頌
評
唱
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
下
、『
大
慧
語
録
』
巻
七
、

『
聯
灯
会
要
』
巻
八
香
厳
智
閑
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
一
五
香
厳
智
閑
章
、「
曹
山
寂
禅
師
語
」（『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第

二
集
）、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
従
容
録
』
第
九
四
則
頌
評
唱
、『
請
益
録
』
第
四
八
則
評
唱
、『
空
谷
集
』
第
一
五
則

頌
評
唱
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
採
ら
れ
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
五
香
厳
章
、『
宏
智
広
録
』
巻
三
拈
古
第
四
七
則
、『
真
字
正

法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
下
二
八
則
は
曹
山
の
頌
を
収
め
な
い
。

な
お
も
と
の
香
厳
の
話
頭
は
本
書
巻
一
一
香
厳
智
閑
章
に
収
め
る
。

②
香
嚴　

潙
山
霊
祐
に
嗣
い
だ
香
厳
智
閑
禅
師
。
生
卒
年
は
清
初
の
『
宗
統
編
年
』
巻
一
七
に
よ
れ
ば
光
化
元
年
（
八
九

八
）
卒
。
本
書
巻
一
一
香
厳
智
閑
章
、「
問
：
如
何
是
道
？
師
曰
：
枯
木
龍
吟
。
僧
曰
：
学
人
不
会
。
師
曰
：
髑
髏
裏
眼

睛
。」

③
枯
木
裏
龍
吟　
「
枯
木
の
な
か
で
龍
が
う
な
り
声
を
た
て
て
い
る
。」“
道
〟
を
設
定
し
て
追
求
し
よ
う
と
す
る
僧
へ
の
皮

肉
・
揶
揄
。
も
と
も
と
体
の
な
い
も
の
を
追
求
し
て
意
味
を
得
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
君
の
い
う
“
道
〟
と
や
ら

は
、「
枯
木
の
空
洞
が
風
に
吹
か
れ
て
鳴
っ
て
い
る
だ
け
な
の
に
龍
が
吟
じ
て
い
る
と
妄
想
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。」
本
書

巻
七
盤
山
宝
積
章
、「
道
本
無
体
，
因
道
而
立
名
。
道
本
無
名
，
因
名
而
得
号
。」

④
不
會　
『
宗
門
統
要
集
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
以
外
は
「
如
何
是
道
中
人
」
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に
作
る
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に
な
る
の
は
、『
潭
州
神
鼎
山
洪
眺
禅
師
語
録
』
が
最
初
で
あ
る
が
、
曹
山
頌
の
よ
う
に

「
枯
木
裏
龍
吟
」
を
道
の
は
た
ら
き
の
象
徴
と
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑤
髑
髏
裏
眼
睛　
「
髑
髏
の
な
か
で
眼
の
玉
が
ギ
ョ
ロ
リ
。」
分
か
ら
な
か
っ
た
僧
に
、
言
い
方
を
変
え
て
言
っ
て
や
っ
た
。

⑥
石
霜　

八
〇
八
～
八
八
八
。
道
吾
円
智
に
嗣
い
だ
石
霜
山
慶
諸
禅
師
、
本
書
巻
一
五
。

⑦
猶
帶
喜
在　

君
は
体
の
な
い
不
可
得
な
る
道
を
め
で
た
い
も
の
と
妄
想
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
句
末
の
「
在
」
は
、

「
そ
の
セ
ン
テ
ン
ス
全
体
に
断
言
的
な
語
調
を
添
え
る
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
強
辞
」（
入
矢
義
高
「
禅
語
つ
れ
づ
れ
」『
増
補

求
道
と
悦
楽
』）。　

⑧
猶
帶
識
在　

体
の
な
い
道
を
分
別
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
残
っ
て
い
る
ぞ
。

⑨
師
因
而
頌
曰　

僧
が
取
り
上
げ
た
話
頭
に
よ
っ
て
頌
を
作
っ
た
。
こ
こ
か
ら
曹
山
独
自
の
解
釈
（
前
偈
を
反
転
さ
せ
る
）。

つ
ま
り
「
枯
木
裏
龍
吟
」「
髑
髏
裏
眼
睛
」
を
一
切
の
知
解
分
別
を
絶
し
た
無
心
に
具
わ
る
は
た
ら
き
の
象
徴
と
す
る
。

道
は
一
切
の
知
解
分
別
の
無
く
な
っ
た
無
心
の
と
こ
ろ
で
こ
そ
完
全
に
は
た
ら
き
出
る
。

⑩
枯
木
龍
吟
眞
見
道
，
髑
髏
無
識
眼
初
明
。
喜
識
盡
時
消
不
盡
，
当
人
那
辨
濁
中
清　
「
枯
木
が
龍
の
う
な
り
声
を
た
て
る
、

こ
う
見
て
と
っ
て
こ
そ
真
に
道
を
見
た
の
で
あ
り
、
六
識
の
絶
え
た
髑
髏
で
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
道
を
見
る
眼
が
開
く
の

だ
。
五
情
六
識
が
絶
え
果
て
て
も
道
の
は
た
ら
き
は
な
く
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
そ
の
人
が
（
道
の
な
か
に
い
て
）
濁
だ
の

清
だ
の
と
分
別
し
た
り
し
よ
う
か
。」

「
髑
髏
無
識
眼
初
明
」
は
、 

玄
沙
の
言
う
「
亡
僧
面
前
、
正
是
触
目
菩
提
。（
亡
僧
が
眼
の
前
で
見
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
が

菩さ
と
り提

の
現
前
。）」（『
玄
沙
広
録
』
巻
上
〔
三
六
〕（
一
）、
巻
下
〔
五
〕）
に
通
じ
よ
う
。

「
喜
識
尽
時
消
不▼

尽
」
は
、
本
書
以
外
は
全
て
「
喜
識
尽
時
消
息▼
尽
。（
五
情
六
識
が
絶
え
果
て
た
と
き
内
外
の
一
切
の
た

よ
り
が
尽
き
る
。）」
に
作
る
。『
林
間
録
』
巻
下
に
は
、「
消
不
尽
」
と
伝
え
る
も
の
が
あ
る
が
、「
其
の
旨
を
失
い
、
害
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を
為
す
こ
と
甚
大
だ
」
と
し
、「
喜
識
尽
時
消
息
尽
，
当
人
那
弁
濁
中
清
」
と
は
、
達
観
曇
頴
が
言
う
（『
建
中
靖
国
続
灯

録
』
巻
二
九
達
観
宗
門
五
派
の
曹
洞
頌
）「
偏
正
互
縱
横
，
迢
然
忌
十
成
。
龍
門
須
要
透
，
鳥
道
不
堪
行
。
石
女
霜
中
織
，

泥
牛
火
裏
耕
。
両
頭
如
脱
得
，
枯
木
一
枝
栄
。（
色
界
と
空
界
は
自
在
に
交
わ
り
、
色
界
だ
け
或
い
は
空
界
だ
け
で
完
全
で

あ
る
こ
と
を
嫌
う
。（
修
行
し
て
）
龍
門
の
滝
は
登
る
必
要
は
あ
る
が
、
虚
空
の
道
の
な
い
鳥
道
は
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
石

女
は
朝
霜
の
な
か
で
機は

た

織
り
、
泥
牛
が
火
の
中
で
耕
作
す
る
。
色
空
の
二
見
を
抜
け
出
ら
れ
た
な
ら
、
枯
れ
木
に
花
が
咲
く
。）」

こ
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

「
当
人
那
弁
濁
中
清
」
の
「
当
人
」
は
喜
識
尽
き
た
道
中
の
人
。「
那
弁
濁
中
清
」
は
、『
信
心
銘
』
の
句
「
至
道
無
難
，

唯
嫌
揀
択
」
に
対
し
て
趙
州
は
「
纔
有
語
言
，
是
揀
択
，
是
明
白
。
老
僧
不
在
明
白
裏
。（
そ
う
言
っ
た
と
た
ん
に
揀
択

で
あ
り
、
揀
択
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
明
白
な
命
題
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
わ
し
は
物
事
に
は
っ
き
り
と
白
黒
を
分
別
す
る

明
白
裏
に
身
を
置
か
ぬ
。）」
と
言
っ
た
が
、
そ
の
「
不
在
明
白
裏
」
に
同
じ
意
。
な
お
「
濁
」「
清
」
は
、『
百
丈
広
録
』、

「
須
弁
清
濁
語
，
濁
法
者
貪
瞋
愛
取
等
多
名
，
清
法
者
菩
提
涅
槃
解
脱
等
多
名
。」

⑪
血
脈
不
斷　
「（
空
色
の
二
見
を
離
る
れ
ば
）
枯
木
に
も
血
が
か
よ
っ
て
お
る
。」

⑫
乾
不
尽　
「
干
か
ら
び
て
は
お
ら
ぬ
。」

⑬
未
審
還
有
得
聞
者
無　
「
枯
木
裏
の
龍
吟
を
聞
け
る
者
は
い
る
の
で
す
か
。」

⑭
尽
大
地
未
有
一
箇
不
聞　
「
こ
の
大
地
の
人
で
聞
か
ぬ
も
の
は
お
ら
ぬ
。」

⑮
未
審
龍
吟
是
何
章
句　
「
龍
は
ど
ん
な
歌
詞
を
吟
じ
て
い
る
の
で
す
か
。」「
章
句
」
は
、
古
典
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い

る
歌
詞
。

⑯
也
不
知
是
何
章
句
，
聞
者
皆
喪　
「
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
誰
で
も
聞
こ
え
て
い
る
が
ど
う
い
う
歌
詞
か
知
ら
ぬ
、
そ
れ
を
意

味
づ
け
し
て
（
何
ら
か
の
歌
詞
と
し
て
）
聞
く
者
は
（
禅
僧
と
し
て
の
）
生
命
を
喪
失
す
る
ぞ
。」
な
お
句
頭
の
「
也
」
字
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は
、
本
書
と
『
宗
門
統
要
集
』
以
外
に
は
無
い
。
洞
山
の
無
情
説
法
偈
、「
也
大
奇
，
也
大
奇
，
無
情
解
説
不
思
議
，
若

将
耳
聴
声
不
現
，
眼
処
聞
声
方
得
知
。」（
本
書
巻
一
五
洞
山
章
）

〔
三
四
〕
洞
山
五
位
を
銓
量
す

師
如
是
啓
發
上
機
，
曾
無
軌
轍
可
尋
。
及
受
洞
山
五
位
銓
量
，
特
爲
叢
林
標
準
。
時
洪
州
鍾
氏
屢
請
不
起
，
但
冩
大
梅

和
尚
山
居
頌
一
首
答
之
。

＊

師①�

は
是
の
如
く
上
機
を
啓
発
し
、
曽
て
軌
轍
の
尋
ぬ
可
き
無
し
。
洞②�

山
の
五
位
を
受
く
る
に
及
ん
で
銓
量
す
る
に
、
特

に
叢
林
の
標
準
と
為
る
。
時③�

に
洪
州
の
鍾
氏
は
屢し

ば
しば

請
ず
る
も
起
た
ず
、
但
だ
大
梅
和
尚
の
山
居
頌
一
首
を
写
し
て
之
に
答

う
る
の
み
。

＊

①
師
如
是
啓
發
上
機
，
曾
無
軌
轍
可
尋　

師
は
以
上
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
機
根
の
者
を
教
え
導
き
、
応
用
無
法
で
こ
れ
ま
で

出
来
合
い
の
対
応
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
啓
発
」
は
、『
論
語
』
述
而
篇
、「
不
憤
不
啓
、
不
悱
不
発
。（
自

ら
奮
い
立
つ
よ
う
で
な
け
れ
ば
指
導
し
な
い
、
言
お
う
と
し
て
う
ま
く
言
い
表
わ
せ
な
い
で
い
る
の
で
な
け
れ
ば
教
え
な
い
。）」

「
無
軌
轍
可
尋
」
は
、
本
書
巻
八
龐
居
士
章
、「
居
士
の
所
至
の
処
は
、
老
宿
多
く
往
復
問も

ん

酬ど
う

し
、
皆
な

機

あ
い
て
の
は
た
ら
きに

随
い
響

き
に
応
じ
、
格
量
軌
轍
の
拘
す
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。」

②
及
受
洞
山
五
位
銓
量
，
特
爲
叢
林
標
準　
「
洞
山
に
五
位
を
授
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
を
説
き
明
か
す
と
、
も
っ
ぱ
ら
叢

林
の
標
準
と
な
っ
た
。」「
銓
量
」
は
『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
曹
山
条
で
は
「
詮
量
」
に
作
る
。「
銓
」、「
詮
」
通
ず
。『
重
編

曹
洞
五
位
顕
訣
』
に
収
め
る
曹
山
本
寂
門
人
の
曹
山
慧
霞
了
悟
大
師
の
「
洞
山
五
位
顕
訣
并
先
曹
山
揀
出
語
要
序
」
に
い
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う
、「
新
豊
に
迨お

及よ

ん
で
、
宏
く
綱
要
を
提か

か

げ
、
円
融
の
一
句
を
分
け
て
五
門
に
列
す
。
曹
山
大
師
乃
ち
新
豊
の
嫡
嗣
に

洎お
よ

ん
で
、
將
に
五
位
を
明
し
て
五
篇
を
頌
出
し
、
兼
ね
て
一
例
の
言
を
挙
し
、
以
て
五
門
の
旨
を
顕
わ
す
。」
ま
た
門
人

広
輝
の
「
重
集
洞
山
偏
正
五
位
曹
山
揀
語
并
序
」
に
い
う
、「
偏
正
五
位
は
洞
山
大
師
の
作
る
所
な
り
。
…
…
次
い
で
曹

山
大
師
な
る
者
有
り
、
…
…
復
た
明
師
に
遇
い
、
親
し
く
其
の
文
を
授
け
ら
れ
、
密

め
ん
み
つに

其
の
旨
を
伝
え
、
師
の
道
を
墜
す

を
欲
せ
ず
、
学
徒
に
見
示
す
。
上
智
の
人
は
一
隅
に
し
て
暁
り
易
く
、
中
庸
の
士
は
三
復
す
れ
ど
も
明
ら
め
難
し
。
是こ

こ

に

於
い
て
頌
を
制つ

く

り
章

ぶ
ん
し
ょ
うを

排な
ら

ぶ
る
こ
と
、
神
珠
の
海
よ
り
出
づ
る
を
獲え

た
る
が
若
し
。
文
に
随
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
、
明

鏡
の
人
を
照
す
を
窺み

る
が
如
し
。
蓋
し
謂
え
ら
く
、
父
之
を
作
れ
ば
、
子
其
の
事
を
助
成
す
と
。」
ま
た
『
禅
林
僧
宝
伝
』

巻
一
曹
山
本
寂
禅
師
章
に
よ
れ
ば
、
洞
山
を
辞
去
す
る
と
き
、「
先
の
雲
巌
付
す
る
所
の
宝
鏡
三
昧
・
五
位
顕
決
・
三
種

滲
漏
を
授
け
畢
る
」
と
い
う
。

『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
曹
山
本
寂
伝
、「
参
問
之
者
，
堂
盈
室
満
，
其
所
詶
対
，
激
射
匪
停
，
特
為
毳
客
標
準
，
故
排
五

位
以
銓
量
区
域
，
無
不
尽
其
分
斉
也
。（
参
問
の
者
は
堂
や
部
屋
に
詰
め
か
け
、
そ
の
問
答
応
酬
は
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

止
め
ど
な
く
、（
そ
の
問
答
応
酬
が
）
と
り
わ
け
行
脚
修
行
の
僧
た
ち
の
手
本
と
な
り
、
そ
れ
で
（
問
答
を
）
五
位
に
配
列
し
て

そ
の
領
域
を
詮
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
究
め
た
。）」

「
五
位
」
は
、
正
（
空
界
）
と
偏
（
色
界
）
と
の
関
わ
り
（
回
互
）
を
正
中
偏
・
偏
中
正
・
正
中
来
・
偏
中
至
・
兼
中
到
の

五
位
に
区
域
し
て
曹
洞
の
宗
旨
を
説
示
し
た
も
の
。

③
時
洪
州
鍾
氏
屢
請
不
起
，
但
冩
大
梅
和
尚
山
居
頌
一
首
答
之　

南
平
王
鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
の
招
聘
に
大
梅
法
常
の
頌

を
も
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
第
四
則
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
人
天
宝
鑑
』、『
釈
氏
通
鑑
』

巻
一
一
、『
曹
山
録
』
に
も
見
え
る
が
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
大
梅
の
偈
だ
と
い
わ
ず
、『
人
天
宝
鑑
』
は
偈
を
載
せ
な
い
。

い
ま
『
祖
堂
集
』
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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鍾
陵
大
王
は
徳
の
高
き
を
嚮
仰
し
、
再
三
使
を
降つ

か

わ
し
て
迎
請
す
。
師
乃
ち
疾や

ま
いに

託か
こ

つ
け
て
命
に
従
わ
ず
。
第
三
の

遣
使
去ゆ

く
時
、
王
曰
く
、「
此こ

度た
び

若
し
曹
山
大
師
を
得つ

れ
来
ら
ざ
れ
ば
、
更
に
相
見
す
る
を
要
せ
ず
。」
使
は
旨
を
奉

じ
て
山
に
到
り
、
泣
き
て
告
げ
て
曰
く
、「
和
尚
、
大
慈
大
悲
も
て
一
切
を
救
度
せ
よ
。
和
尚
此
度
若

　

も
也
し
王
旨
に

赴
か
ざ
れ
ば
、
弟わ

子が

一
門
は
便
ち
灰こ

な

粉ご
な

に
さ
る
。」
師
云
く
、「
専
使
に
憂
慮
無
き
を
保

ほ
し
ょ
うす

。
去か

え

る
時
、
貧そ

れ
が
し道

一
首
の

古
人
の
偈
を
附こ

と
づけ

大
王
に
上

た
て
ま
つら

ば
、
必
ず
無
事
を
保
た
ん
。」
偈
に
曰
く
、「
摧う

ら
ぶ
れ残

た
枯
木
は
青
林
に
倚
り
、
幾
度
か

春
に
逢
う
も
心
を
変
え
ず
。
樵き

こ
り客

之
を
見
る
も
猶
お
顧か

え
りみ

ず
、
郢た

く

み人
那
ぞ
更
に
苦し

き
りに

追
尋
せ
ん
。」
使
回か

え

り
て
偈
を
通

ず
。
王
は
遙
か
に
山
を
望
み
、
頂
礼
し
て
曰
く
、「
弟
子
は
今
生
に
て
は
決
定
し
て
曹
山
大
師
に
見
ゆ
る
を
得
ざ
る
な

り
。」

な
お
大
梅
の
こ
の
頌
は
、
本
書
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
四
、『
五
灯
会
元
』
巻
七
な
ど
の
大
梅
法
常
章
、
門
人
慧
宝
編

『
明
州
大
梅
山
常
禅
師
語
録
』（
金
沢
文
庫
所
蔵
）
に
も
見
え
る
が
、「
山
居
頌
」
と
す
る
の
は
本
書
の
曹
山
章
の
み
で
あ

る
。　

〔
三
五
〕
示
寂

天
復
辛
酉
季
夏
夜
，
師
問
知
事
僧
：
「
今
是
何
日
月
？
」
對
曰
：
「
六
月
十
五
日
。」
師
曰
：
「
曹
山
一
生
行
脚
，
到
處

只
管
九
十
日
爲
一
夏
。」
至
明
日
辰
時
告
寂
。
壽
六
十
有
二
，
臘
三
十
有
七
。
門
人
奉
眞
骨
樹
塔
。
敕
謚
元
證
大
師
，
塔
曰

福
圓
。

＊

天①�

復
辛
酉
季
夏
の
夜
、
師②�

は
知
事
僧
に
問
う
、「
今
は
是
れ
何
の
日
月
ぞ
。」
対こ

た

え
て
曰
く
、「
六
月
十
五
日
。」
師
曰
く
、

「
曹③�

山
一
生
の
行
脚
は
、
到

い
た
る

処と
こ
ろ

只た

管だ

九
十
日
を
一
夏
と
為
す
。」
明
日
の
辰
時
に
至
っ
て
告
寂
す
。
寿④�

は
六
十
有
二
、
臘
は
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三
十
有
七
な
り
。
門
人
真⑥

骨
を
奉
じ
て
塔
を
樹た

つ
。
勅
し
て
元
証
大
師
と
謚
し
、
塔
を
福
円
と
曰
う
。

＊

①
天
復
辛
酉
季
夏　

九
〇
一
年
六
月
。
示
寂
の
記
事
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
五
二
則
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
、『
祖
源
通
録

撮
要
』
巻
四
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
人
天
宝
鑑
』、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻

一
一
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
採
ら
れ
る
。

『
祖
堂
集
』
は
続
け
て
言
う
、「
忽
有
一
言
：
雲
巌
師
翁
年
六
十
二
，
洞
山
先
師
亦
六
十
二
，
曹
山
今
年
亦
是
六
十
二
也
，

好
趁
悼
作
一
解
子
。（
雲
巌
師
翁
は
六
十
二
歳
、
洞
山
先
師
も
六
十
二
歳
で
遷
化
さ
れ
た
が
、
私
も
今
年
六
十
二
歳
、
先
師
と

一
緒
に
隊
を
組
ん
で
、
に
ぎ
や
か
に
一
曲
や
ろ
う
。）」
な
お
「
趁
悼
」
は
、
一
山
曰
く
、「
随
隊
喧
鬨
」（
本
書
巻
一
八
玄
沙

章
「
乱
説
雑
話
，
趁
悼
過
時
」
の
趁
悼
に
対
す
る
『
景
徳
伝
灯
鈔
録
』）。「
解
」
は
楽
曲
、「
一
解
子
（
子
は
名
詞
に
つ
く
接
尾

字
）」
は
「
一
曲
」。『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
三
示
清
蔵
主
、「
当
に
老
徳
山
の
如
き
は
独
脱
底
の
一
解
子
を
発
明
し
、

以
て
末
運
の
異
見
邪
解
の
疾や

ま
いを

救
う
。」

②
師
問
知
事
僧
：
今
是
何
日
月
？
對
曰
：
六
月
十
五
日　
『
祖
堂
集
』
は
「
閏
六
月
十
五
日
」。
平
岡
武
夫
『
唐
代
の
暦
』

（「
唐
代
研
究
の
し
お
り 

第
一
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
五
四
）
に
拠
れ
ば
、
天
復
辛
酉
は
六
月
に
閏
月
が
あ

り
、『
祖
堂
集
』
が
正
し
い
。

③
曹
山
一
生
行
脚
，
到
處
只
管
九
十
日
爲
一
夏　
「
わ
し
は
一
生
涯
、
行
脚
は
ど
こ
で
で
も
九
十
日
を
一
夏
と
し
て
き
た
。

（
明
日
の
辰
時
〈
早
朝
〉
に
わ
し
は
行
脚
に
出
か
け
る
と
し
よ
う
。）」
な
お
（　

）
内
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
「
明
日
辰

時
、
吾
行
脚
去
」
に
拠
る
。
夏
安
居
は
四
月
十
六
日
～
七
月
十
五
。
今
日
は
（
閏
）
六
月
十
五
日
で
（
七
月
十
五
日
で
は

な
い
が
）、
九
十
日
を
一
夏
と
す
る
か
ら
、
明
日
早
朝
に
出
立
す
る
こ
と
に
す
る
。

④
寿
六
十
有
二
，
臘
三
十
有
七　
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』
も
同
じ
。
こ
れ
に
拠
っ
て
生
卒
年
は
八
四
〇
～
九
〇
一
。
僧
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臘
は
三
十
七
、
二
十
五
歳
で
具
戒
（『
宋
高
僧
伝
』）
し
た
こ
と
か
ら
、
八
六
四
年
の
夏
安
居
の
後
に
具
戒
し
た
。

⑤
眞
骨　

舎
利
の
こ
と
。
本
書
巻
二
〇
常
州
正
勤
院
蘊
禅
師
章
、「
門
人
葬
于
院
後
。
経
二
稔
，
発
塔
，
覩
全
身
儼
然
髪
爪

俱
長
。
乃
於
城
東
闍
維
，
収
舎
利
真
骨
，
重
建
塔
。」

な
お
南
岳
玄
泰
（
生
卒
年
未
詳
、
嗣
雪
峰
）
が
塔
銘
を
著
わ
し
た
（『
宋
高
僧
伝
』）
が
伝
存
し
な
い
。



335

『祖堂集』卷一〇譯注（二）

前
言

　

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
の
『
祖
堂
集
』
研
究
會
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
か
ら
讀
解
を
開
始
し
、
す
で
に
九
年

を
經
た
。
こ
の
間
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
卷
七
雪
峯
和
尚
章
の
譯
注
を
完
成
し
、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
一
號
、
第

三
二
號
（
二
〇
一
一
，
二
〇
一
三
）
に
掲
載
、
こ
れ
を
補
訂
合
册
し
て
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
『
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗

―
九
、十
世
紀
福
建
禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
（
一
）『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
』
を
作
成
（
非
売
品
）、
二
〇
一
六
年

三
月
に
「『
祖
堂
集
』
卷
十
譯
注
（
一
）」［
玄
沙
和
尚
章
、
長
生
和
尚
章
、
鵝
湖
和
尚
章
、
大
普
和
尚
章
］
を
『
禪
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
三
三
號
（
二
〇
一
六
）
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
續
く
「
鏡
清
和
尚
章
」（
全
四
一
則
）
會
讀
は
二
〇
一
一
年

一
一
月
開
始
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
終
了
し
た
。
こ
こ
に
「『
祖
堂
集
』
卷
十
譯
注
（
二
）」
と
し
て
「
鏡
清
和
尚
章
」
の
第

一
回
譯
注
一
〇
則
を
整
理
し
揭
載
す
る
。
會
讀
を
擔
當
し
て
譯
注
資
料
を
提
供
し
た
の
は
、
久
保
讓
、
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
メ

ル
ク
ー
リ
、
鈴
木
洋
保
、
古
勝
亮
、
川
島
常
明
、
鈴
木
史
己
の
諸
氏
と
西
口
芳
男
、
衣
川
賢
次
で
あ
り
、
本
稿
は
當
日
の
資

料
と
討
論
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
衣
川
が
整
理
起
稿
し
、
西
口
が
檢
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
唐
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
～
七
八
八
）
に
始
ま
る
唐
代
禪
宗
は
、
そ
の
後
一
世
を
風
靡
し
、
晩
唐
期
に
な
る
と
、
禪
宗
の

『
祖
堂
集
』
卷
一〇
譯
注
（
二
）
鏡
清
和
尚
章
（一）

唐
代
語
錄
研
究
班
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大
衆
化
現
象
を
背
景
に
庸
俗
的
理
解
が
瀰
漫
し
、
そ
の
教
説
の
再
檢
討
と
い
う
こ
と
が
禪
思
想
界
の
中
心
的
課
題
と
し
て
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
祖
堂
集
』
に
記
錄
さ
れ
た
雪
峯
章
（
卷
七
）、
そ
の
弟
子
た
ち
の
各
章
（
卷
一
〇
～
卷

一
二
）
を
閲
讀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
に
看
取
で
き
る
。
一
〇
世
紀
福
建
で
資
料
收
集
、
編
纂
さ
れ
た
『
祖
堂
集
』
は

そ
の
具
體
相
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
資
料
で
あ
る
。
唐
宋
交
替
期
の
禪
宗
の
思
想
史
的
把
握
は
、『
祖
堂
集
』
と
い
う

資
料
を
細
心
に
讀
解
し
譯
注
を
作
成
す
る
こ
と
を
通
し
て
の
み
可
能
に
な
る
は
づ
で
あ
る
。

　

研
究
會
は
現
在
『
祖
堂
集
』
卷
一
一
雲
門
和
尚
章
（
全
一
三
則
）
を
會
讀
中
で
あ
り
、
整
理
で
き
次
第
、『
紀
要
』
に
揭

載
し
て
ゆ
く
豫
定
で
あ
る
。

　
　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班　

西
口
芳
男

衣
川
賢
次

［
凡
例
］

一
、 

本
譯
注
は
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究
班
『
祖
堂
集
』
研
究
會
の
會
讀
成
果
で
あ
る
『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
鏡
清
和
尚

章
（
全
四
一
則
の
冒
頭
一
〇
則
）
の
校
訂
本
文
、
訓
讀
文
、
日
本
語
譯
、
注
釋
か
ら
成
る
。

二
、 

譯
注
の
底
本
は
禪
文
化
研
究
所
影
印
大
字
本
『
祖
堂
集
』（
基
本
典
籍
叢
刊
，
一
九
九
四
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
校
訂
排

印
し
た
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
上
册
（
孫
昌
武
、
衣
川
賢
次
、
西
口
芳
男
點
校
，
中
國
佛
教
典
籍
選
刊
，
二
〇
一
〇
，
第

二
次
印
刷
版
）
を
參
考
に
し
た
。
校
訂
本
文
に
は
正
字
に
改
め
た
。

三
、 

段
落
は
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
に
從
っ
て
分
段
し
、
各
則
に
新
た
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
本
文
の
文
字
の
異
同
は

中
華
書
局
版
に
校
記
が
あ
る
の
で
本
譯
注
に
は
あ
ら
た
め
て
加
え
ず
、
問
題
に
な
る
異
文
は
注
釋
中
に
論
ず
る
こ
と
に

し
た
。
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四
、 

注
釋
に
引
用
し
た
典
籍
は
、
基
本
的
に
上
揭
中
華
書
局
版
『
祖
堂
集
』
附
錄
二
「
關
於
祖
堂
集
的
校
理
」（
４
）「
祖

堂
集
校
勘
擧
例
」（
九
三
八
頁
）
に
列
す
る
版
本
を
も
ち
い
る
。『
祖
堂
集
』
本
文
に
は
中
華
書
局
版
の
則
番
號
を
附
し
、

檢
索
に
便
な
ら
し
め
た
。

［
目
次
］

　鏡
清
和
尚
章

　＊
印
は
本
書
に
の
み
錄
す
る
章

　

一
、
僧
諱

　

二
、
浙
中
の
米
價

　

三
、
象
骨
山
に
到
る

＊
四
、
入
路

　

五
、
以
心
傳
心
、
不
立
文
字

　

六
、
堂
堂
密
密

　

七
、
見
色
便
ち
見
心

＊
八
、
但た

だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
辨
明
せ
よ

　

九
、
か
く
も
尊
貴
、
か
く
も
綿
密

　

一
〇
、
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず

〔
一
〕
僧
諱

　

鏡
清
和
尚
，
嗣
雪
峯
，
在
越
州
。
師
諱
道
怤
，
温
州
人
也
。
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【
訓
讀
】

　

鏡
清
和
尚
は
雪
峯
に
嗣
ぎ
、
越
州
に
在
り
。
師
諱い

み
なは

道ど
う

怤ふ

、
温
州
の
人
な
り
。

【
日
譯
】

　

鏡
清
和
尚
は
雪
峯
和
尚
に
嗣
法
し
、
越
州
に
住
し
た
。
師
は
僧
諱
は
道
怤
、
温
州
の
出
身
で
あ
る
。

【
注
釋
】

○
鏡
清
和
尚　

道
怤
（
八
六
四
ま
た
は
八
六
八
～
九
三
七
）
の
傳
記
資
料
は
本
章
が
も
っ
と
も
古
い
が
、
問
答
の
收
錄
を
主

と
し
、
生
卒
年
を
記
さ
な
い
。『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
三
後
唐
杭
州
龍
册
寺
道
怤
傳
は
以
下
の
如
し
。

　

釋
道
怤
，
俗
姓
陳
，
永
嘉
人
也
。
丱
總
之
年
，
性
殊
常
準
，
而
惡
鯹
血
之
氣
，
親
黨
強
啖
以
枯
魚
，
且
虞
嘔
噦
。
求

出
家
於
開
元
寺
。
具
戒
已
，
遊
閩
入
楚
，
言
參
問
善
知
識
，
要
決
了
生
死
根
源
。
見
臨
川
曹
山
寂
公
，
大
有
徵
詰
，
若

曇
詢
之
問
僧
稠
也
。
終
頓
息
疑
於
雪
峯
，
閩
中
謂
之
小
怤
布
納
。
時
太
原
同
名
，
年
臘
之
高
故
。
曁
迴
浙
，
住
越
州
鑑

清
院
。
時
皮
光
業
者
，
日
休
之
子
，
辭
學
宏
贍
，
探
賾
禪
門
，
嘗
深
擊
難
焉
。
退
而
謂
人
曰
：
「
怤
公
之
道
，
崇
論
閎

議
，
莫
臻
其
極
。」
武
肅
王
錢
氏
欽
慕
，
命
居
天
龍
寺
，
私
署
順
德
大
師
。
次
文
穆
王
錢
氏
創
龍
册
寺
，
請
怤
居
之
。

吳
越
禪
學
自
此
而
興
。
以
天
福
丁
酉
歲
八
月
示
滅
，
春
秋
七
十
。
茶
毘
于
大
慈
山
塢
。
收
拾
舍
利
，
起
塔
於
龍
姥
山

前
。
故
僧
主
彙
征
撰
塔
銘
。
今
舍
利
院
，
弟
子
主
之
，
香
火
相
綴
焉
。

　
釋
氏
の
道
怤
は
、
俗
姓
は
陳
氏
、
浙
江
永
嘉
の
人
で
あ
る
。
丱
總
の
年
ご
ろ
、
規
範
意
識
の
強
い
性
質
で
、
生
臭
い
匂
い
を
嫌
っ

た
が
、
親
族
は
無
理
矢
理
に
乾
燥
魚
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ひ
ど
い
嘔
吐
を
起
こ
し
、
や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
み

づ
か
ら
求
め
て
開
元
寺
で
出
家
し
、
具
足
戒
を
受
け
て
か
ら
、
善
知
識
に
參
問
し
て
生
死
の
根
源
を
究
め
て
決
著
を
つ
け
る
た
め
、

行
脚
に
出
た
。
江
西
臨
川
の
曹
山
本
寂
に
參
じ
て
問
答
應
酬
す
る
こ
と
、
か
つ
て
の
曇
詢
が
僧
稠
に
教
え
を
請
う
た
ご
と
く
で
あ
っ

た
が
、
疑
問
の
最
終
的
解
決
は
福
建
の
雪
峯
義
存
の
も
と
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
閩
中
で
小
怤
布
衲
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
同
時
代
の
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太
原
孚
上
座
と
同
音
で
、
歲
が
若
か
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
浙
江
に
歸
っ
て
越
州
の
鑑
清
院
に
住
し
た
。
當
時
、
皮
日
休
の
子
皮
光
業

は
名
だ
た
る
文
學
の
大
御
所
で
あ
っ
た
が
、
禪
に
關
心
を
も
ち
、
道
怤
と
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
退
い
て

人
に
語
る
に
、「
怤
公
の
禪
は
、
議
論
は
た
い
し
た
も
の
だ
が
、
究
極
を
き
わ
め
た
も
の
で
は
な
い
」
と
。
武
肅
王
錢
氏
は
そ
の
德
を

慕
い
、
杭
州
天
龍
寺
の
住
持
に
拔
擢
し
、
順
德
大
師
の
號
を
與
え
た
。
次
い
で
文
穆
王
錢
氏
が
龍
册
寺
を
創
建
し
て
、
道
怤
を
招
い

て
住
持
に
任
じ
、
吳
越
國
の
禪
學
は
こ
こ
に
興
起
し
た
。
天
福
二
年
丁
酉
の
歲
［
九
三
七
］
八
月
に
示
寂
、
七
〇
歲
で
あ
っ
た
。
杭

州
大
慈
山
の
麓
に
荼
毘
し
、
舍
利
を
收
拾
し
て
龍
姥
山
前
に
塔
を
建
て
た
。
吳
越
國
の
故
僧
主
彙
征
が
塔
銘
を
撰
し
た
。
今
も
舍
利

院
は
弟
子
が
院
主
と
な
り
、
香
火
が
絶
え
な
い
。

　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
杭
州
龍
册
寺
順
德
大
師
道
怤
章
は
「
晉
天
福
二
年
丁
酉
歲
八
月
示
滅
，
壽
七
十
四
」
と
し
、

三
五
則
を
收
錄
す
る
が
、
本
書
の
四
一
則
と
重
複
す
る
も
の
は
一
四
則
の
み
で
、
本
書
の
後
半
部
分
は
ほ
と
ん
ど
獨
自
の

採
錄
に
か
か
る
。
ま
た
『
宗
門
摭
英
集
』
卷
中
は
二
八
則
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
は
一
四
則
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
は

一
七
則
を
收
錄
し
て
い
る
。『
祖
庭
事
苑
』
卷
七
鏡
清
條
、『
十
國
春
秋
』
卷
八
九
は
と
も
に
『
宋
高
僧
傳
』
と
『
景
德
傳

燈
錄
』
の
記
述
に
據
っ
て
い
る
。『
碧
巖
錄
』
第
四
六
則
の
「
鏡
清
雨
滴
聲
」
が
有
名
で
あ
る
（
本
章
第
二
三
則
）。
な
お

越
州
山
陰
縣
（
今
の
浙
江
省
紹
興
市
）
の
鏡
清
院
は
唐
天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
に
府
の
東
南
六
里
七
四
步
の
地
に
建
て
ら

れ
た
（『
會
稽
志
』
卷
七 

寺
院
「
景
德
院
」
條
）。
院
名
の
由
來
は
本
章
第
二
七
則
に
言
う
よ
う
に
院
が
面
す
る
鏡
湖
に
ち

な
む
。
右
の
『
宋
高
僧
傳
』
で
「
鑑
清
院
」
と
し
て
い
る
の
は
、
宋
太
祖
の
廟
諱
「
敬
」
の
同
音
字
「
鏡
」
を
避
け
た

（
嫌
名
）
の
で
あ
る
（『
能
改
齋
漫
錄
』
卷
九 

地
理
「
鏡
湖
」
條
參
照
）。

○
嗣
雪
峯
，
在
越
州　

雪
峯
義
存
（
八
二
二
～
九
〇
八
）
へ
の
入
門
の
時
期
は
本
書
に
記
さ
な
い
が
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
初

の
人
で
あ
る
圓
悟
の
『
佛
果
擊
節
錄
』
第
四
一
則
評
唱
に
は
、「
鏡
清
一
十
七
歲
行
脚
，
參
見
雪
峯
」
と
あ
る
。
道
怤
は

雪
峯
門
下
の
有
力
な
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
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〇
師
諱
道
怤
，
温
州
人
也　

本
章
は
俗
姓
を
記
さ
な
い
が
、『
宋
高
僧
傳
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
と
も
に
「
俗
姓
は
陳
、
永
嘉

の
人
」
と
い
う
。
永
嘉
は
温
州
の
治
所
（
今
の
浙
江
省
温
州
市
）。

〔
二
〕
浙
中
の
米
價

　

師
初
入
閩
，
參
見
靈
雲
，
便
問
：
「
行
脚
大
事
，
如
何
指
南
？
」
雲
云
：
「
浙
中
米
作
摩
價
？
」
師
云
：
「
洎
作
米
價

會
。」

【
訓
讀
】

　

師
初
め
て
閩
に
入
り
、
靈
雲
に
參
見
す
る
や
、
便
ち
問
う
、「
行
脚
の
大
事
、
如い

か
ん何

が
指
南
せ
ら
れ
ん
？
」
雲
云
く
、「
浙

中
の
米
、
作い

摩か

な
る
價か

ぞ
？
」
師
云
く
「
洎ほ

と

ん
ど
米べ

い

價か

の
會え

を
作な

さ
ん
と
す
。」

【
日
譯
】

　

師
は
初
め
て
閩
地
に
入
り
、
靈
雲
に
參
見
し
て
、
す
ぐ
に
質
問
し
た
、「
行
脚
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
教
え

い
た
だ
け
ま
す
か
？
」
靈
雲
は
答
え
た
、「
浙
中
の
米
は
い
か
ほ
ど
の
價
格
か
な
？
」（
や
や
あ
っ
て
）
師
、「
あ
っ
、
米
の

價
格
の
こ
と
か
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
五
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
錄
す

る
。『
宗
門
統
要
集
』
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　

師
問
靈
雲
：
「
行
脚
事
大
，
乞
師
指
南
。」
云
：
「
浙
中
米
作
麼
價
？
」
師
云
：
「
若
不
是
某
甲
，
洎
作
米
價
會
。」

○
靈
雲　

靈
雲
志
懃
禪
師
（
生
卒
年
未
詳
，
本
書
卷
一
九
）。
福
州
の
人
。
湖
南
潙
山
靈
祐
の
も
と
で
修
行
し
、
滿
開
の
桃
花

を
見
て
悟
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
の
ち
閩
に
歸
り
、
靈
應
院
、
靈
雲
山
に
住
し
た
の
で
雪
峯
門
下
と
交
涉
が
あ
る
。
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靈
雲
山
は
福
州
懷
安
縣
。『
三
山
志
』
卷
三
四
連
江
縣
東
靈
應
院
の
條
に
「
建
興
里
。（
乾
符
）
五
年
［
八
七
八
］
置
。
初

僧
志
勤
參
潙
山
，
觀
桃
花
而
悟
。
咸
通
初
（
八
六
〇
），
開
懷
安
靈
雲
山
。
乾
符
元
年
［
八
七
四
］，
開
羅
源
仙
茆
，
是
歲

創
此
。」
と
い
う
。
傳
記
研
究
に
王
榮
國
「
唐
志
勤
禪
師
生
平
考
」（『
宗
教
學
研
究
』
二
〇
〇
二
年
第
一
期
）
が
あ
る
。

○
行
脚
大
事
，
如
何
指
南　

禪
僧
と
し
て
師
友
を
訪
ね
、
開
悟
の
激
發
の
契
機
を
求
め
る
行
脚
に
お
い
て
、
何
を
指
南
と
す

べ
き
か
と
い
う
、
行
脚
の
眼
目
を
問
う
。

○
浙
中
米
作
摩
價　

き
み
の
故
郷
の
米
の
値
段
は
い
か
ほ
ど
か
。
青
原
行
思
（
六
七
一
～
七
三
八
）
の
「
廬
陵
の
米
價
」
を

應
用
し
た
問
い
。
本
書
卷
三
靖
居
和
尚
章
に
、 

　

僧
問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
師
曰
：
「
廬
陵
米
作
摩
價
？
」

廬
陵
は
靖
居
寺
の
あ
っ
た
吉
州
の
州
治
廬
陵
縣
。
當
地
の
米
價
を
問
う
こ
と
で
、
僧
み
づ
か
ら
の
修
行
が
米
を
施
す
施
主

の
期
待
に
應
え
得
て
い
る
か
、
僧
自
身
の
反
省
を
迫
る
も
の
。
本
則
で
靈
雲
は
「
浙
中
」
す
な
わ
ち
道
怤
の
出
身
地
（
温

州
）
に
替
え
て
問
い
返
し
た
。
家
郷
を
棄
て
、
信
施
に
よ
っ
て
他
に
求
め
ま
わ
る
行
脚
を
た
し
な
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
を
理
解
す
る
に
は
黃
山
月
輪
と
夾
山
善
會
の
問
答
（
本
書
卷
九
黃
山
和
尚
章
）
が
參
考
に
な
る
。

　

師
初
參
夾
山
，
夾
山
而
問
：
「
汝
是
什
摩
處
人
？
」
對
曰
：
「
閩
中
人
。」
夾
山
云
：
「
還
識
老
僧
不
？
」
對
云
：

「
還
識
學
人
不
？
」
夾
山
云
：
「
不
然
。
子
且
還
老
僧
草
鞋
價
，
然
後
老
僧
還
子
江
陵
米
價
。」
師
云
：
「
與
摩
則
却
不

識
和
尚
。
未
委
江
陵
米
作
摩
價
？
」
夾
山
讚
曰
：
「
子
善
能
哮
吼
！
」

　

師
が
初
め
て
夾
山
に
參
じ
た
と
き
、
夾
山
が
問
う
、「
き
み
は
ど
こ
の
者
か
？
」
師
、「
閩
地
の
者
で
す
。」
夾
山
、「
わ
た
し
が
誰

だ
か
わ
か
る
か
？
」
師
、「
あ
な
た
こ
そ
わ
た
し
が
誰
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
」
夾
山
、「
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
な
た
は
ま

づ
わ
た
し
に
草
鞋
代
を
支
拂
っ
て
く
れ
。
そ
う
し
た
ら
わ
た
し
が
そ
な
た
に
江
陵
の
米
代
を
支
拂
お
う
。」
師
、「
そ
れ
で
し
た
ら
、

和
尚
が
ど
う
い
う
お
方
か
知
ら
ず
、
失
禮
を
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
ち
ら
江
陵
の
米
の
値
段
は
い
か
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
？
」
夾
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山
は
褒
め
て
言
っ
た
、「
そ
な
た
は
な
か
な
か
の
技
量
だ
な
！
」

黃
山
が
支
拂
う
草
鞋
代
と
は
黃
山
が
み
づ
か
ら
の
行
脚
を
清
算
す
る
こ
と
、
夾
山
が
支
拂
う
米
代
と
は
夾
山
に
お
け
る
み

づ
か
ら
の
修
行
の
内
實
を
相
手
に
示
す
こ
と
で
、
互
い
に
點
檢
し
あ
お
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

○
洎
作
米
價
會　
「
わ
た
し
は
う
っ
か
り
た
だ
の
米
の
値
段
を
訊
か
れ
た
の
だ
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
行
脚
を
戒

め
る
お
教
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。「
洎
～
」
は
「
あ
や
う
く
～
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」、「
す
ん
で
の
と
こ
ろ

で
～
し
な
く
て
す
ん
だ
」
意
。『
宗
門
統
要
集
』
等
は
「
若
不
是
某
甲
，
洎
作
米
價
會
。」（
わ
た
し
で
な
け
れ
ば
、
米
の
値

段
の
こ
と
と
勘
違
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
よ
）
と
な
っ
て
い
て
、
本
則
と
は
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
青
原

行
思
の
答
え
「
廬
陵
米
作
摩
價
？
」
は
當
時
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
變
奏
だ
と
知
っ
て
「
若
不
是
某
甲
，
洎

作
米
價
會
。」
と
答
え
た
の
な
ら
ば
、
道
怤
は
靈
雲
の
「
浙
中
米
作
摩
價
？
」
と
い
う
反
問
（
行
脚
の
指
南
を
問
わ
れ
て
、

行
脚
し
て
ま
わ
る
こ
と
を
戒
め
た
）
に
反
撥
し
、「
そ
ん
な
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
お
教
え
は
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
」

と
い
う
意
に
な
る
。
た
し
か
に
次
の
則
を
見
て
も
、
道
怤
は
す
で
に
禪
の
故
事
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る

が
、『
宗
門
統
要
集
』
等
の
附
加
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
や
は
り
通
常
の
理
解
を
反
轉
さ
せ
た
宋
代
禪
ら
し
い
改
變
で
あ

ろ
う
。

〔
三
〕
象
骨
山
に
到
る

　

却
續
到
象
骨
。
象
骨
問
：
「
汝
是
什
摩
處
人
？
」
對
云
：
「
終
不
道
温
州
生
長
。」
峯
云
：
「
與
摩
則
一
宿
覺
是
汝
郷
人

也
。」
云
：
「
只
如
一
宿
覺
是
什
摩
處
人
？
」
峯
云
：
「
者
个
子
！ 
好
喫
一
頓
棒
，
且
放
過
。」

【
訓
讀
】

　

却の
ち

に
續
い
て
象
骨
に
到
る
。
象
骨
問
う
、「
汝
は
是
れ
什い

摩づ

處こ

の
人
ぞ
？
」
對こ

た

え
て
云
く
、「
終け

っ

し
て
温
州
に
生
長
す
と
道い
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わ
ず
。」
峯
云
く
、「
與か

摩く

な
ら
ば
則
ち
一い

っ

宿し
ゅ
く

覺か
く

は
是
れ
汝
が
郷
人
な
り
。」
云
く
、「
一
宿
覺
の
只ご

如と

き
は
是
れ
什い

摩づ

處こ

の

人
ぞ
？
」
峯
云
く
、「
者こ个
の
子し

！ 

一い
っ

頓と
ん

棒ぼ
う

を
喫き

っ

す
る
に
好よ

し
。
且か

つ
放ほ

う

過か

せ
ん
。」

【
日
譯
】

　

そ
の
の
ち
象
骨
山
に
到
っ
た
。
象
骨
（
雪
峯
）
が
問
う
、「
き
み
は
ど
こ
の
者
か
？
」
答
え
て
い
う
、「
温
州
で
生
ま
れ

育
っ
た
な
ど
と
は
、
け
っ
し
て
申
し
ま
せ
ん
。」
雪
峯
、「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
あ
の
一
宿
覺
は
き
み
の
同
郷
人
だ
な
。」

道
怤
、「
一
宿
覺
と
や
ら
は
ど
こ
の
人
で
し
ょ
う
か
？
」
雪
峯
、「
こ
い
つ
め
！ 

わ
し
の
棒
を
い
っ
ぱ
つ
喰
ら
う
が
い
い
。

が
、
と
も
か
く
許
し
て
や
ろ
う
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
佛
果
擊
節
錄
』
第
四
一
則
評
唱
、『
祖
庭
事
苑
』
卷
七
「
鏡
清
」
條
、『
五
燈
會
元
』

卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
錄
す
る
。

○
象
骨　

象
骨
山
は
福
州
侯
官
縣
に
あ
り
、
の
ち
雪
峯
山
と
改
名
さ
れ
た
。『
三
山
志
』
卷
三
四 

寺
觀 

侯
官
縣
「
雪
峯
崇

聖
禪
寺
」
條
に
い
う
、

　

嘉
祥
東
里
。［
咸
通
］
十
一
年
（
八
七
〇
）
置
。
初
僧
義
存
遊
吳
楚
，
至
武
陵
，
傳
灋
於
五
祖
德
山
，
乃
歸
閩
，
居

芙
蓉
山
石
室
，
其
徒
蝟
集
。
有
同
學
行
實
者
，
爲
相
勝
槩
曰
：
「
宜
若
鷲
嶺
猴
江
乃
可
。」
於
是
得
象
骨
峰
，
形
勢
積

髙
，
根
蟠
四
邑
；
未
冬
或
雪
，
當
夏
無
暑
，
乃
與
里
人
謝
傚
輩
誅
茅
爲
庵
於
凉
映
臺
北
。
道
存
以
來
，
一
日
登
巓
遇

雪
，
留
宿
其
上
，
因
改
名
雪
峯
。〔『
閩
中
實
錄
』
：
閩
王
問
雪
峯
曰
：
「
師
住
象
骨
，
山
有
何
異
？
」
答
曰
：
「
山
頂

暑
月
，
猶
有
積
雪
。」
審
知
曰
：
「
可
名
雪
峯
。」〕
其
徒
益
盛
，
舄
衲
無
所
容
，
乃
去
庵
三
百
步
營
新
居
。
乾
符
二
年

（
八
七
五
）
賜
號
眞
覺
及
三
衣
，
乃
號
應
天
雪
峯
禪
院
。

義
存
禪
師
が
象
骨
山
に
住
す
る
の
は
咸
通
一
一
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
答
の
設
定
も
そ
れ
以
後
と
な
る
。
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○
象
骨
問
：
汝
是
什
摩
處
人
？　

初
相
見
で
「
ど
こ
の
者
か
？
」
ま
た
は
「
ど
こ
か
ら
來
た
の
か
？
」
と
問
う
の
は
、
生
緣

（
籍
貫
）
で
は
な
く
、
相
手
の
境
位
ま
た
は
覺
悟
の
ほ
ど
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

壽
山
解
禪
師
行
脚
時
，
造
師
法
席
。
師
問
曰
：
「
闍
黎
生
緣
何
處
？
」
云
：
「
和
尚
若
實
問
，
某
甲
即
是
閩
中
人
。」

師
曰
：
「
爾
父
名
什
麼
？
」
云
：
「
今
日
蒙
和
尚
致
此
一
問
，
直
得
忘
前
失
後
。」（
日
本
慧
印
校
『
洞
山
錄
』） 

　

師
問
僧
：
「
甚
處
過
夏
？
」
僧
云
：
「
和
尚
實
問
即
道
。」
師
云
：
「
作
賊
人
心
虛
。」（『
雲
門
廣
錄
』
卷
下
）

こ
の
兩
則
と
も
に
「
實
問
」（
實
際
の
地
名
を
問
う
も
の
）
で
は
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
對
云
：
終
不
道
温
州
生
長　

道
怤
は
「
和
尚
の
問
う
意
圖
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
」
と
應
じ
た
。

○
峯
云
：
與
摩
則
一
宿
覺
是
汝
郷
人
也　
「
一
宿
覺
」
は
永よ

う

嘉か

玄げ
ん

覺か
く

（
六
七
五
～
七
一
三
，
本
書
卷
三
一
宿
覺
和
尚
章
）。
六
祖

慧
能
に
參
じ
て
た
だ
ち
に
開
悟
し
、
一
泊
だ
け
し
て
去
っ
た
こ
と
か
ら
「
一
宿
覺
」
と
呼
ば
れ
た
。「
終
得
心
于
曹
溪
耳
。

既
決
所
疑
，（
慧
）
能
留
一
宿
，
號
曰
一
宿
覺
」（『
宋
高
僧
傳
』
卷
八
）。

○
云
：
只
如
一
宿
覺
是
什
摩
處
人
？　

一
宿
覺
は
一
宿
覺
、
わ
た
し
は
わ
た
し
で
す
。『
證
道
歌
』
で
知
ら
れ
る
一
宿
覺
に

よ
っ
て
わ
た
し
を
見
て
い
た
だ
く
の
は
不
本
意
で
す
。「
こ
の
今
あ
る
我
を
見
よ
」
と
い
う
氣
概
を
示
す
。

○
峯
云
：
者
个
子
！ 

好
喫
一
頓
棒
，
且
放
過　
「
者
个
～
」
は
輕
視
の
語
氣
を
も
つ
が
、「
子
」
は
て
い
ね
い
な
呼
稱
で
あ

る
か
ら
、
雪
峯
は
道
怤
の
應
對
を
そ
れ
な
り
に
受
け
と
め
、
笑
っ
て
入
門
を
認
め
た
の
で
あ
る
。『
佛
果
擊
節
錄
』
は

「
雪
峯
笑
乃
器
之
。」

〔
四
〕
入
路

　

師
又
問
：
「
從
上
祖
德
例
説
入
路
，
還
是
也
無
？
」
峯
云
：
「
是
。」「
學
人
初
心
後
學
，
乞
師
指
示
个
入
路
。」
峯
云
：

「
但
從
者
裏
入
。」
師
云
：
「
學
人
朦
昧
，
再
乞
指
示
。」
峯
云
：
「
我
今
日
不
多
安
。」
放
身
便
倒
。
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【
訓
讀
】

　

師
又
た
問
う
、「
從
上
の
祖
德
、
例れ

い

と
し
て
入

に
ゅ
う

路ろ

を
説
く
、
還は

た
是し

か

る
や
？
」
峯
云
く
、「
是し

か

り
。」「
學
人
は
初
心
後
學
、

乞
う
師
よ
个こ

の
入
路
を
指
示
せ
よ
。」
峯
云
く
、「
但た

だ
者こ

裏こ

從よ

り
入い

れ
。」
師
云
く
、「
學
人
朦
昧
な
れ
ば
、
再
び
指
示
さ
れ

ん
こ
と
を
乞
う
。」
峯
云
く
、「
我
今
日
多
く
は
安
か
ら
ず
。」
放
身
し
て
便
ち
倒
る
。

【
日
譯
】

　

ま
た
問
う
た
、「
む
か
し
の
祖
師
大
德
が
た
は
み
な
一
樣
に
開
悟
の
手
が
か
り
を
説
い
て
い
ま
し
た
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
う

だ
。」
鏡
清
、「
わ
た
く
し
は
禪
門
の
新
參
も
の
で
す
。
ど
う
か
師
よ
、
手
が
か
り
を
ご
指
示
く
だ
さ
い
。」
雪
峯
、「
今
こ
こ

が
手
が
か
り
だ
。」
鏡
清
、「
わ
た
く
し
愚
昧
で
、
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
い
ち
ど
ご
指
示
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。」
雪
峯
、「
わ
し
は
今
日
は
身
體
の
ぐ
あ
い
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
な
」
と
言
っ
て
バ
タ
ッ
と
倒
れ
た
。

【
注
釋
】

○
師
又
問
：
從
上
祖
德
例
説
入
路
，
還
是
也
無
？　

前
則
の
問
答
に
續
い
て
問
う
。「
從
上
祖
德
」
は
達
摩
以
來
の
禪
門
の

祖
師
大
德
。「
例
説
」
の
「
例
」
は
「
一
例
」、「
例
皆
」
と
い
う
よ
う
に
、「
み
な
、
ひ
と
し
く
」。「
入
路
」
は
開
悟
へ
の

入
口
、
手
が
か
り
。
そ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
と
い
き
な
り
求
め
る
の
で
な
く
、
こ
う
し
た
こ
と
を
用
心
深
く
確
認
す
る

の
は
、
禪
宗
で
は
た
と
え
ば
德
山
宣
鑒
（
雪
峯
が
か
つ
て
參
じ
た
師
）
の
よ
う
に
安
易
に
教
え
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。

○
峯
云
：
但
從
者
裏
入　
「
こ
こ
よ
り
入
れ
」
と
は
、
き
み
自
身
の
見
聞
覺
知
の
は
た
ら
く
今
こ
の
場
が
入
口
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
馬
祖
は
言
う
、「
今
の
見
聞
覺
知
、
元
よ
り
是
れ
汝
が
本
性
、
亦
た
本
心
と
名
づ
く
。
更
に
此
の
心
を
離
れ
て

別
に
佛
有
る
に
あ
ら
ず
」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
四
、『
馬
祖
の
語
錄
』
一
九
八
頁
，
禪
文
化
研
究
所
，
一
九
八
四
）。
鏡
清
は
雪

峯
に
入
門
し
た
こ
ろ
に
、
門
下
の
諸
人
と
と
も
に
玄
沙
院
へ
師
備
に
參
じ
て
、
同
じ
質
問
を
し
て
い
る
。
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道
怤
上
座
夜
靜
入
室
，
稱
名
禮
拜
：
「
某
特
與
麼
來
，
乞
和
尚
慈
悲
，
指
箇
入
路
。」
師
云
：
「
你
還
聞
偃
溪
水
聲

麼
？
」
進
云
：
「
聞
。」
師
云
：
「
從
者
裏
入
。」（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
，
禪
文
化
研
究
所
，
譯
注
一
〇
二
頁
）

玄
沙
の
答
え
は
も
っ
と
具
體
的
で
は
あ
っ
た
が
、
鏡
清
に
と
っ
て
は
や
は
り
「
手
が
か
り
」
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
後
年
住
持
し
て
か
ら
の
問
答
［
中
華
書
局
本
本
章
第
三
二
則
（
本
譯
注
で
は
第
三
三
則
）］
參
照
。

○
峯
云
：
吾
今
日
不
多
安
。
放
身
便
倒　
「
わ
し
は
今
日
は
身
體
の
ぐ
あ
い
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
な
」
と
言
っ
て
、
お

お
げ
さ
に
倒
れ
る
し
ぐ
さ
を
見
せ
た
。
こ
れ
も
雪
峯
の
「
入
路
」
の
示
唆
で
あ
る
（
き
み
の
入
口
は
き
み
し
か
見
つ
け
ら

れ
な
い
。
き
み
み
づ
か
ら
が
氣
づ
く
こ
と
な
の
だ
か
ら
）。
本
書
卷
一
四
馬
祖
章
に
言
う
、

　

問
：
「
請
和
尚
離
四
句
，
絶
百
非
，
直
示
西
來
意
。
不
煩
多
説
。」
師
云
：
「
吾
今
日
無
心
情
，
不
能
爲
汝
説
。
汝

去
西
堂
，
問
取
智
藏
。」
其
僧
去
西
堂
，
具
陳
前
問
。
西
堂
云
：
「
汝
何
不
問
和
尚
？
」
僧
云
：
「
和
尚
教
某
甲
來
問

上
座
。」
西
堂
便
以
手
點
頭
云
：
「
我
今
日
可
殺
頭
痛
，
不
能
爲
汝
説
。
汝
去
問
取
海
師
兄
。」
其
僧
又
去
百
丈
，
乃
陳

前
問
，
百
丈
云
：
「
某
甲
到
這
裏
却
不
會
。」

　

あ
る
僧
が
問
う
、「
和
尚
よ
、
や
や
こ
し
い
論
理
を
弄
し
な
い
で
、
西
來
意
を
じ
か
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。
一
言
で
言
っ
て
く
だ
さ

い
。」
師
、「
わ
し
は
今
日
は
應
對
す
る
氣
に
な
れ
ぬ
の
で
、
き
み
に
言
う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
智
藏
に
訊
き
な
さ
い
。」
そ
の
僧
は
西
堂

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
問
う
た
。
西
堂
、「
そ
な
た
は
ど
う
し
て
和
尚
に
問
わ
ぬ
の
か
？
」
僧
、「
和
尚
は
あ
な
た
に
訊

く
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。」
西
堂
は
手
で
頭
を
指
し
て
、「
お
れ
は
今
日
頭
が
痛
く
て
割
れ
そ
う
な
ん
だ
。
き
み
に
言
っ
て
や
る
こ
と

が
で
き
ぬ
。
兄
弟
子
の
懷
海
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
訊
き
な
さ
い
。」
そ
の
僧
は
ま
た
百
丈
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
同
じ
よ
う
に
問
う
と
、

百
丈
、「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
。」

百
丈
の
答
え
「
某
甲
到
這
裏
却
不
會
」
と
は
、「
祖
師
西
來
意
」
は
他
な
ら
ぬ
き
み
自
身
の
己
事
究
明
の
問
題
で
あ
る
か

ら
、
わ
た
し
が
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
意
。
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〔
五
〕
以
心
傳
心
、
不
立
文
字

　

又
問
：
「
只
如
從
上
祖
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？
」
峯
云
：
「
是
，
兼
不
立
文
字
語
句
。」
師
曰
：
「
只
如
不
立
文
字
語

句
，
師
如
何
傳
？
」
峯
良
久
。
遂
禮
謝
起
。
峯
云
：
「
更
問
我
一
轉
，
可
不
好
？
」
對
云
：
「
就
和
尚
請
一
轉
問
頭
。」
峯

云
：
「
只
與
摩
，
別
更
有
商
量
也
無
？
」
對
云
：
「
在
和
尚
與
摩
道
則
得
。」
峯
云
：
「
於
汝
作
摩
生
？
」
對
云
：
「
辜
負

殺
人
！
」
峯
云
：
「
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？
」
師
便
珍
重
。

【
訓
讀
】

　

又
た
問
う
、「
只た

だ
從
上
の
祖
德
の
如
き
、
豈
に
以い

心し
ん

傳で
ん

心し
ん

す
る
に
不あ

是ら

ず
や
？
」
峯
云
く
、「
是し

か

り
。
兼か

ね
て
文も

字じ

語ご

句く

を
立
て
ず
。」
師
曰
く
、「
只
だ
文
字
語
句
を
立
て
ざ
る
が
如
き
、
師
如い

か
ん何

が
傳
え
ん
？
」
峯
良
久
す
。
遂
に
禮
謝
し
て
起

つ
。
峯
云
く
、「
更
に
我
に
問
う
こ
と
一
轉
せ
よ
、
可あ

に
好よ

か
ら
ざ
ら
ん
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
に
就
い
て
一
轉
の
問

頭
を
請
う
。」
峯
云
く
、「
只
だ
與か

摩く

な
る
や
、
別
に
更
に
商
量
有
り
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
和
尚
に
在
り
て
は
與か

摩く

道い

う

は
則
ち
得よ

き
も
…
…
。」
峯
云
く
、「
汝
に
於
い
て
は
作い

摩か

生ん

？
」
對
え
て
云
く
、「
辜そ

む負
く
こ
と
殺

は
な
は
だ
し人

！
」
峯
云
く
、「
辜そ

負む

か
ざ
る
底と

こ
ろの

事
は
作い

摩か

生ん

？
」
師
便
ち
珍ち

ん

重ち
ょ
うす

。

【
日
譯
】

　

ま
た
問
う
た
、「
古
來
の
先
師
が
た
は
心
で
心
を
傳
え
ま
し
た
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
の
と
お
り
。
そ
し
て
文
字
も
言
葉
も
用

い
な
い
。」
師
、「
文
字
も
言
葉
も
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
と
、
和
尚
は
ど
の
よ
う
に
傳
え
ま
す
か
？
」
雪
峯
は
し
ば
し

默
し
た
。
師
は
禮
拜
し
て
謝
し
、
起
ち
上
が
っ
た
。
雪
峯
、「
わ
た
し
に
も
う
一
度
問
う
て
み
て
は
ど
う
か
？
」
師
、「
和
尚

さ
ん
の
方
か
ら
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。」
雪
峯
、「
よ
し
、
で
は
『
た
だ
そ
れ
だ
け
か
、
別
に
議
論
が
あ
る
か
？
』」
師
は

答
え
て
、「
和
尚
の
立
場
で
は
そ
う
言
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
が
…
…
。」
雪
峯
、「
そ
な
た
の
立
場
で
は
ど
う
な
の
か
？
」
答

え
て
言
う
、「
ま
っ
た
く
が
っ
か
り
で
す
な
！
」
雪
峯
、「
が
っ
か
り
で
な
い
答
え
と
は
ど
ん
な
も
の
か
？
」
師
は
挨
拶
し
て
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退
出
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
、『
正
法
眼
藏
』
卷
下
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會

元
』
卷
七
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
に
も
收
め
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
は
次
の
と
お
り
。

　

一
日
師
問
：
「
只
如
古
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？
」
雪
峯
曰
：
「
兼
不
立
文
字
語
句
。」
曰
：
「
只
如
不
立
文
字
語

句
，
師
如
何
傳
？
」
雪
峯
良
久
。
師
禮
謝
。
雪
峯
曰
：
「
更
問
我
一
轉
，
豈
不
好
？
」
曰
：
「
就
和
尚
請
一
轉
問
頭
。」

雪
峯
曰
：
「
只
恁
麼
，
爲
別
有
商
量
？
」
曰
：
「
和
尚
恁
麼
即
得
。」
雪
峯
曰
：
「
於
汝
作
麼
生
？
」
曰
：
「
孤
負
殺

人
！
」

本
則
問
答
の
さ
い
ご
の
部
分
「
峯
云
：
『
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？
』
師
便
珍
重
」
十
四
字
は
諸
本
に
な
い
。

○
又
問
：
只
如
從
上
祖
德
，
豈
不
是
以
心
傳
心
？ 

峯
云
：
是
，
兼
不
立
文
字
語
句　
「
以
心
傳
心
、
不
立
文
字
」
の
語
は
達

摩
の
言
葉
と
し
て
傳
承
さ
れ
る
が
、
確
認
さ
れ
る
最
も
早
い
例
は
神
會
『
壇
語
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
柳
田
聖

山
『
初
期
禪
宗
史
書
の
研
究
』
餘
論
「
禪
宗
の
本
質
」
に
指
摘
し
て
い
る
。『
南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禪
門
直
了
性
壇
語
』

の
第
八
節
に
、

　

夫
求
解
脱
者
，
離
身
意
識
、
五
法
、
三
自
性
、
八
識
、
二
無
我
，
離
内
外
見
，
亦
不
於
三
界
現
身
意
。
是
爲
宴
坐
。

如
此
坐
者
，
佛
即
印
可
。
六
代
祖
師
，
以
心
傳
心
，
離
文
字
故
，
從
上
相
承
，
亦
復
如
是
。

　
そ
も
そ
も
解
脱
を
求
め
る
者
は
、
身
と
意こ

こ
ろ識

、
五
法
・
三
自
性
・
八
識
・
二
無
我
と
い
う
概
念
を
離
れ
、
主
觀
客
觀
を
離
れ
、
ま

た
迷
い
の
世
界
に
身
や
意こ

こ
ろを

現
わ
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
坐
禪
す
る
者
を
、
佛
は
よ
ろ
し
い
と
お
認
め
に
な
り
ま
し
た
。
六
代
の

祖
師
が
た
が
、
心
に
よ
っ
て
心
を
傳
え
ら
れ
た
の
は
、
法
が
文
字
を
離
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
よ
り
受
け
繼
が
れ
て
き
た

方
法
も
、
こ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。（『
神
會
の
語
錄 

壇
語
』
四
七
頁
，
禪
文
化
研
究
所
，
二
〇
〇
六
）
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『
血
脈
論
』
冒
頭
に
も
、

　

三
界
興
起
，
同
歸
一
心
。
前
佛
後
佛
，
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
。

　
　

三
界
が
起
こ
る
の
は
す
べ
て
自
心
が
も
と
で
あ
る
。
古
來
よ
り
の
佛
た
ち
は
こ
の
心
を
心
に
よ
っ
て
傳
え
、
文
字
を
用
い
な
か
っ
た
。

ま
た
『
宗
鏡
錄
』
卷
一
に
も
言
う
、

　

此
土
初
祖
達
磨
大
師
云
：
「
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
」，
則
佛
佛
手
授
授
斯
旨
，
祖
祖
相
傳
傳
此
心
。

　
　

わ
が
く
に
の
初
祖
達
磨
大
師
が
「
心
を
以
て
心
を
傳
え
、
文
字
を
立
て
ず
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
つ
ま
り
諸
佛
た
ち
が
手
か
ら

　

手
へ
と
こ
の
趣
旨
を
授
け
、
祖
師
が
た
が
心
か
ら
心
へ
と
こ
の
心
を
傳
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
則
の
よ
う
に
、
不
立
文
字
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
際
に
、「
答
え
な
い
」「
語
ら
な
い
」
こ
と
を
も
っ
て
答
え
と
す
る
問
答

の
先
驅
と
し
て
は
、
早
く
も
『
二
入
四
行
論
』
雜
錄
第
二
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

有
人
問
緣
師
：
「
何
以
不
教
我
法
？
」
答
：
「
我
若
立
法
教
你
，
即
是
不
將
接
你
。
若
我
立
法
，
即
誑
惑
你
，
即

負
失
你
。
我
有
法
，
何
以
得
説
示
人
？ 

我
那
得
向
你
道
？ 

乃
至
有
名
有
字
，
皆
誑
惑
你
。
大
道
意
那
芥
子
許
得
向
你

道
？ 

若
得
道
，
即
作
何
物
用
？
」
更
問
，
即
不
答
。

　

あ
る
人
が
緣
法
師
に
問
う
、「
な
ぜ
わ
た
し
に
法
を
教
示
し
て
く
だ
さ
ら
ぬ
の
か
？
」
答
う
、「
も
し
わ
た
し
が
法
を
立
て
て
き
み

に
教
え
る
な
ら
ば
、
正
し
い
指
導
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
法
を
立
て
る
の
は
、
き
み
を
騙
し
、
き
み
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し

に
法
が
あ
る
と
し
て
も
、
人
に
説
示
で
き
ぬ
。
き
み
に
言
っ
て
や
り
よ
う
が
な
い
の
だ
。
た
と
い
法
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
き
み
を
騙
す
も
の
だ
。
大
道
の
意
を
芥
子
粒
ほ
ど
で
も
き
み
に
言
う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
言
え
た
と
し
て
も
、
何
の
役
に

も
立
ち
は
せ
ぬ
。」
さ
ら
に
問
う
た
が
、
も
う
何
も
答
え
な
か
っ
た
。

な
お
雪
峯
は
「
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
」
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

和
尚
子
！ 

若
實
未
得
悟
入
，
直
須
悟
入
始
得
，
不
虛
度
時
光
。
莫
只
是
傍
家
相
徼
，
掠
虛
賺
説
悞
人
。
且
是
阿
誰
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分
上
事
？ 

亦
須
著
精
神
好
。
菩
提
達
摩
來
道
：
「
我
以
心
傳
心
，
不
立
文
字
。」
且
作
摩
生
是
汝
諸
人
心
？ 

不
可
只

是
亂
統
了
便
休
去
。

　

諸
君
！ 

ま
だ
目
覺
め
て
い
な
い
な
ら
、
た
だ
ち
に
目
覺
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ぼ
や
っ
と
時
間
を
過
ご
し
て
は
な
ら
ぬ
。
禪
師
の

門
を
軒
な
み
に
叩
い
て
は
法
を
仕
入
れ
、
間
違
っ
た
説
き
方
を
し
て
人
を
惑
わ
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
誰
の
こ
と
で
も
な
い
、
き

み
た
ち
自
身
の
問
題
で
は
な
い
か
！ 

し
っ
か
り
や
れ
！ 

菩
提
達
摩
が
來
て
、「
わ
た
し
は
心
で
心
を
傳
え
、
文
字
を
立
て
ぬ
」
と
言

わ
れ
た
が
、
何
を
も
っ
て
諸
君
ら
の
心
と
言
う
の
か
？ 

け
っ
し
て
大
雜
把
に
や
っ
て
、
ケ
リ
が
つ
い
た
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。（
本
書

卷
七
雪
峯
和
尚
章
第
四
則
）

○
師
云
：
只
如
不
立
文
字
語
句
，
師
如
何
傳
？ 

峯
良
久
。
遂
禮
謝
起　

雪
峯
は
型
ど
お
り
沈
默
（
不
立
文
字
語
句
）
に
よ
っ

て
傳
え
よ
う
と
し
た
（
以
心
傳
心
）。
鏡
清
は
い
ち
お
う
了
解
し
た
。「
禮
謝
し
て
起
つ
」
と
い
う
敍
述
か
ら
、
こ
こ
で
對

話
が
完
結
し
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
鏡
清
は
雪
峯
の
答
え
に
心
か
ら
同
意
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

○
峯
云
：
更
問
我
一
轉
，
可
不
好
？　
「
わ
し
に
も
う
ひ
と
つ
質
問
し
て
み
て
は
ど
う
か
？
」
雪
峯
は
自
分
の
答
え
に
對
す

る
鏡
清
の
所
作
（
遂
禮
謝
起
）
を
見
て
、
不
安
に
な
っ
た
。
雪
峯
も
じ
つ
は
沈
默
（
以
心
傳
心
）
と
い
う
方
便
の
限
界
に

氣
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
一
段
の
原
文
が
「
更
問
我
一
傳
」、「
就
和
尚
請
一
傳
問
頭
」
に
作
る
の
は
唐
末

五
代
南
方
方
言
音
の
清
濁
混
用
に
よ
る
表
記
で
、『
祖
堂
集
』
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
衣
川
賢
次
「『
祖
堂

集
』
の
基
礎
方
言
」，『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
四
册
，
二
〇
一
三
參
照
）。

傳
：
直
攣
切
，
澄
仙
合
三
平
山
＊ɖiw

ɛn　

澄
母
（
全
濁
）

轉
：
陟
兗
切
，
知
獮
合
三
上
山
＊ʈiw

ɛn　

知
母
（
全
清
）

○
對
云
：
就
和
尚
請
一
轉
問
頭　
「
で
は
和
尚
の
方
か
ら
ひ
と
つ
質
問
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。」
鏡
清
は
雪
峯
の
不
安
を
見
透

か
し
て
、
雪
峯
に
自
分
か
ら
言
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
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○
峯
云
：
只
與
摩
，
別
更
有
商
量
也
無
？　
「
わ
し
は
こ
の
と
お
り
だ
が
、
べ
つ
な
商
量
が
あ
る
か
？
」。「
只
與
摩
」
は

「
た
だ
こ
の
と
お
り
」
の
意
で
あ
る
が
、
言
い
き
り
で
な
く
疑
問
文
と
な
る
例
が
あ
る
。
そ
の
用
例
、
本
書
卷
四
藥
山

章
「（
雲
）
嵒
曰
：
『
某
甲
只
與
摩
，
和
尚
如
何
？
』」
こ
の
一
句
は
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
宗
門
統
要
集
』、『
正
法
眼
藏
』、

『
聯
燈
會
要
』、『
五
燈
會
元
』
で
は
「
只
恁
麼
，
爲
別
有
商
量
？
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
、
こ
の
「
爲
」

は
疑
問
副
詞
。

○
對
云
：
在
和
尚
與
摩
道
則
得　
「
和
尚
に
あ
っ
て
そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
か
ま
い
ま
せ
ん
が
…
…
」。
わ
た
し
は

そ
れ
で
よ
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

○
峯
云
：
於
汝
作
摩
生
？ 
對
云
：
辜
負
殺
人
！ 

峯
云
：
不
辜
負
底
事
作
摩
生
？ 

師
便
珍
重　
「
で
は
、
そ
な
た
に
あ
っ
て

は
ど
う
な
の
か
？
」「
ま
っ
た
く
期
待
は
づ
れ
で
す
よ
！
」「
で
は
期
待
に
そ
む
か
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
鏡

清
は
も
う
問
答
を
や
め
て
出
て
行
っ
た
。「
辜
負
（
孤
負
）」
は
期
待
に
背
く
こ
と
。
維
摩
が
默
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
殊

が
讚
歎
し
た
（『
維
摩
經
』
入
不
二
法
門
品
）
の
は
「
以
心
傳
心
」
の
理
想
的
典
型
で
あ
っ
た
。「
以
心
傳
心
」
は
沈
默
に

よ
っ
て
相
手
に
傳
わ
る
は
づ
の
方
便
で
あ
る
。
鏡
清
は
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
な
お
雪
峯
に
問
題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る

が
、
解
決
に
至
ら
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
た
。
證
悟
は
が
ん
ら
い
自
己
に
お
い
て
「
默
契
す
る
の
み
」（
黃
檗
希
運
）
の
事
柄
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
唐
末
五
代
の
禪
宗
大
衆
化
の
時
代
に
到
っ
て
、「
默
契
」
し
て
完
結
す
る
個
人
の
證
悟
を
い
か
に

表
現
し
傳
達
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
、
禪
の
指
導
者
に
と
っ
て
大
き
な
關
心
と
な
っ
た
。
鏡
清
に
と
っ
て
も
切
實
な
課

題
と
し
て
長
く
抱
え
て
い
た
こ
と
、
第
二
二
則
「
雨
滴
聲
」
參
照
。

〔
六
〕
堂
堂
密
密

　

又
一
日
，
雪
峯
告
衆
云
：
「
當
當
密
密
底
。」
師
便
出
，
對
云
：
「
什
摩
當
當
密
密
底
！
」
雪
峯
從
臥
床
騰
身
起
，
云
：
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「
道
什
摩
！
」
師
便
抽
身
退
立
。

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
、
雪
峯
衆
に
告
げ
て
云
く
、「
當
當
密
密
底
。」
師
便
ち
出
で
て
對
え
て
云
く
、「
什な

摩ん

た
る
當
當
密
密
底
ぞ
！
」

雪
峯
臥
床
よ
り
騰
身
し
起
ち
て
云
く
、「
什な

摩ん

と
道い

う
ぞ
！
」
師
便
ち
身
を
抽ひ

き
て
退
き
立
つ
。

【
日
譯
】

　

ま
た
べ
つ
の
日
、
雪
峯
は
大
衆
に
告
げ
て
言
っ
た
、「
堂
堂
密
密
た
る
も
の
」。
師
は
こ
れ
を
聽
く
や
、
前
に
進
み
出
て

言
っ
た
、「
な
ん
た
る
〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
だ
！
」
雪
峯
は
ベ
ッ
ド
か
ら
ガ
バ
ッ
と
飛
び
起
き
て
言
っ
た
、「
何
だ

と
！
」
師
は
あ
と
ず
さ
り
し
て
、
も
と
の
位
置
に
立
っ
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
に
も
見
え
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
禪
門
拈
頌
集
』
卷
二
〇
雪
峯
章
は
そ
れ
に
據
っ
て

い
る
。

　

雪
峯
有
時
謂
衆
曰
：
「
堂
堂
密
密
地
。」
師
出
問
曰
：
「
是
什
麽
堂
堂
密
密
！
」
雪
峯
起
立
曰
：
「
道
什
麼
？
」
師

退
步
而
立
。（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
）

『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
、『
雪
峯
廣
錄
』
卷
下
は
鏡
清
の
名
を
出
さ
な
い
。

　

師
示
衆
云
：
「
堂
堂
密
密
地
。」
有
僧
云
：
「
是
什
麼
堂
堂
密
密
地
！
」
師
便
從
臥
床
起
，
云
：
「
道
什
麽
！
」
僧

退
身
立
。

本
則
は
難
解
な
の
で
、
さ
き
に
問
題
點
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
話
の
情
況
で
あ
る
。「
雪
峯

從
臥
床
騰
身
起
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
と
き
雪
峯
は
寢
て
い
た
の
で
あ
る
。
病
臥
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
晩
年

の
衰
老
の
床
で
あ
っ
た
か
、
い
づ
れ
に
し
て
も
場
所
は
法
堂
で
は
な
く
、
方
丈
（
住
持
の
居
室
）
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
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通
常
法
堂
で
お
こ
な
わ
れ
る
「
上
堂
」、「
示
衆
」
の
よ
う
な
定
例
説
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、『
雪
峯
語
錄
』、『
雪

峯
廣
錄
』
の
「
師
示
衆
」
は
正
確
な
情
況
設
定
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
し
た
尋
常
な
ら
ざ
る
シ
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
か
ら
、
本
書
は
「
告
衆
」
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
こ
で
告
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、
た
だ
「
當
當
密
密
底
」
の
一

語
の
み
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
語
ら
れ
た
な
か
の
一
語
だ
け
を
、
そ
の
語
が
問
題
と
な
っ
た
か
ら
記
錄
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
で
は
な
に
が
語
ら
れ
た
か
と
言
え
ば
、
病
氣
や
死
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
話
の

主
題
は
「
法
身
と
肉
身
」
で
あ
る
。
鏡
清
が
雪
峯
に
入
門
し
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
話
か
ら
推
し
て
雪
峯
晩
年

の
弟
子
で
あ
っ
た
（
二
人
の
年
齢
差
は
五
十
歲
ほ
ど
）。

○
雪
峯
告
衆
云
：
當
當
密
密
底　
「
當
當
」
は
諸
本
み
な
「
堂
堂
」
に
作
る
の
に
據
っ
て
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
に
は

「
當
」（
都
郎
切
，
端
母t
）
と
「
堂
」（
徒
郎
切
，
定
母d

）
の
聲
母
清
濁
混
用
が
こ
こ
を
含
め
て
七
例
（
濁
音
清
化
が
六

例
）
あ
る
。
現
代
閩
音
（
閩
東
福
州
、
閩
南
厦
門
）
で
も
二
字
は
同
聲
母
〔t

〕
で
聲
調
の
み
異
な
る
近
音
で
あ
る
（
北
京

大
學
中
國
語
言
文
學
系
語
言
學
教
研
室
編
『
漢
語
方
音
字
滙
』
第
二
版
重
排
本
，
語
文
出
版
社
，
二
〇
〇
三
。
上
揭
衣
川
論
文

參
照
。）
で
は
「
堂
堂
密
密
底
」
と
は
な
に
を
指
し
て
い
る
か
。

（
１
）
師
上
堂
云
：
「
道
由
悟
達
，
不
在
語
言
。
況
見
密
密
堂
堂
，
曾
無
間
隔
。
不
勞
心
意
，
暫
借
回
光
。
日
用
全
功
，

迷
徒
自
背
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
一 

鄧
州
香
嚴
智
閑
禪
師
章
）

道
は
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
到
達
で
き
る
。
言
葉
は
不
要
だ
。
ま
し
て
そ
れ
は
綿
密
堂
々
と
現
わ
れ
出
て
い
る
の
だ
か
ら
。
得

よ
う
と
心
を
煩
わ
さ
ず
、
ち
ょ
っ
と
回
光
返
照
す
る
だ
け
で
よ
い
。
日
常
の
は
た
ら
き
に
全
う
さ
れ
て
い
る
の
に
、
道
を
見
失
っ

た
人
が
背
を
む
け
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。

（
２
）
師
曰
：
「
汝
未
曾
悟
在
。
諸
佛
意
旨
，
密
密
堂
堂
。
若
非
悟
入
，
實
難
措
口
。
祖
師
西
來
，
直
指
人
心
，
見
性

成
佛
，
見
即
便
見
，
不
在
思
量
，
不
歷
文
字
，
不
涉
階
梯
。
若
以
世
智
辯
聰
解
會
，
無
有
是
處
。」（『
慧
林
宗
本
禪
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師
別
錄
』）

き
み
は
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
の
だ
。
諸
佛
の
悟
り
の
主
旨
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
悟
っ
た
者
で
な
く
て
は
言
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
達
摩
は
西
か
ら
來
て
、
ひ
と
の
心
を
ズ
バ
リ
と
示
し
、
本
性
を
見
と
ど
け
て
佛
と
な
ら
せ
た
。
見
る
さ
い
に
は
た

だ
ち
に
見
る
の
で
あ
っ
て
、
考
え
る
必
要
も
な
く
、
文
字
を
介
さ
ず
、
段
階
に
よ
ら
な
い
。
世
間
智
の
辯
舌
、
聰
明
、
ア
タ
マ
で

理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）『
金
剛
般
若
經
集
注
』
：
「
凡
所
有
相
，
皆
是
虛
妄
。
若
見
諸
相
非
相
，
即
見
如
來
」
川
禪
師
頌
曰
：
「
有
相
有

求
倶
是
妄
，
無
形
無
見
墮
偏
枯
。
堂
堂
密
密
何
曾
間
？ 

一
道
寒
光
爍
太
虛
。」

川
禪
師
頌
「
形
あ
り
と
し
て
求
め
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
形
な
し
と
し
て
見
な
い
の
も
偏
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
隱
れ

も
な
く
現
わ
れ
出
て
い
る
。
ひ
と
す
じ
の
冬
の
光
が
キ
ラ
リ
と
虛
空
に
輝
く
ご
と
く
。」

す
な
わ
ち
「
道
」、「
諸
佛
の
意
旨
」。
つ
ま
り
眞
實
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
露
呈
し
て
い
る
こ
と
の
形
象
で
あ
る
。
類
義

語
「
明
明
密
密
」
の
例
も
見
て
み
よ
う
。

（
４
）
師
題
《
象
骨
山
頌
》
曰
：
「
密
密
誰
知
要
？ 

明
明
許
也
無
？ 

森
羅
含
本
性
，
山
岳
盡
如
如
。」（
本
書
卷
一
〇
鏡

清
章
第
三
一
則
、
本
譯
注
で
は
第
三
二
則
）

密
密
た
る
も
の
の
樞
要
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
明
明
た
る
も
の
を
知
る
こ
と
は
可
能
か
？ 

森
羅
萬
象
に
本
性
は
や
ど

る
。
こ
の
象
骨
山
の
す
べ
て
に
そ
の
ま
ま
顯
現
し
て
い
る
の
だ
。

（
５
）
問
：
「
如
何
是
靈
峯
境
？
」
師
曰
：
「
萬
疊
青
山
如
飣
出
，
兩
條
綠
水
若
圖
成
。」
曰
：
「
如
何
是
境
中
人
？
」

師
曰
：
「
明
明
密
密
，
密
密
明
明
。」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
四 

福
州
靈
峯
志
恩
禪
師
章
）

問
う
、「
こ
こ
靈
峯
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
ぞ
？
」
師
、「
幾
重
に
も
た
た
な
わ
る
青
山
は
珍
饈
の
列
、
ふ
た
す
じ
流
れ
る
綠
水
は
み

ご
と
な
繪
。」
僧
、「
し
て
、
そ
の
主
人
は
？
」
師
、「
明
明
密
密
た
り
、
密
密
明
明
た
り
。」
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（
６
）
小
參
。
僧
問
：
「
密
密
綿
綿
，
不
容
著
眼
；
明
明
了
了
，
相
與
傳
心
。
作
麽
生
是
傳
底
心
？
」
師
云
：
「
混
時

無
影
像
，
辨
處
絶
蹤
由
。」（『
宏
智
禪
師
廣
錄
』
卷
五
）

問
う
、「〈
綿
密
な
る
に
眼
に
は
見
え
ず
、
明
了
な
る
ゆ
え
心
に
よ
り
心
を
傳
え
る
〉
と
言
わ
れ
ま
す
。
傳
え
ら
れ
た
心
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
」
師
、「
混
じ
り
あ
っ
た
時
に
は
す
が
た
は
無
く
、
分
か
れ
た
時
に
は
あ
と
か
た
も
見
え
な
い
。」

い
ず
れ
も
名
狀
し
が
た
い
「
道
」（
佛
性
、
眞
實
）
の
存
在
を
形
象
す
る
の
で
あ
る
が
、「
密
密
」
は
「
明
明
」、「
綿
綿
」

と
結
び
つ
く
か
ら
、「
明
ら
か
に
」、「
綿
密
に
寸
步
の
隔
て
な
く
」（
現
わ
れ
る
）
と
い
う
意
味
あ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
底
」
は
「
～
の
者
」
を
表
わ
し
、
名
詞
化
す
る
構
造
助
詞
（
詳
し
く
は
太
田
辰
夫
『
中
國
語
歷
史
文
法
』、
助
詞
「
的
」

の
「
形
容
詞
的
修
飾
語
に
つ
く
も
の
」
の
項
、
三
五
一
頁
以
下
を
參
照
）。「
堂
堂
密
密
た
る
者
」
と
は
、
す
な
わ
ち
佛
性
、

法
身
を
暗
示
す
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
以
下
の
諸
本
で
は
「
堂
堂
密
密
底
」
を
「
堂
堂
密
密
地
」
に
作
っ
て
い
る
。「
底
」

は
屬
性
を
區
別
し
、「
地
」
は
情
態
を
描
寫
す
る
も
の
で
、
兩
者
に
は
基
本
的
に
區
別
が
あ
る
か
ら
、『
景
德
傳
燈
錄
』
以

下
は
述
語
的
に
「
堂
堂
密
密
と
し
て
（
い
る
）」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

○
師
便
出
，
對
云
：
什
摩
當
當
密
密
底
！　
「
什
摩
」（
ま
た
は
「
是
什
摩
」）
に
は
感
歎
詞
の
用
法
が
あ
り
（
入
矢
義
高
「
乾

屎
橛
」、『
増
補 

自
己
と
超
越
』
一
〇
一
頁
）、
こ
こ
も
「
な
ん
た
る
〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
ぞ
！
」、「
な
ん
と
た
い
し
た

〈
堂
堂
密
密
た
る
も
の
〉
だ
！
」
の
意
。
鏡
清
は
病
み
衰
え
た
雪
峯
が
「
法
身
」
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
い
て
、
思
わ
ず

進
み
出
て
こ
う
言
っ
た
。
い
か
に
も
「
幻
化
空
身
即
法
身
」（『
證
道
歌
』）
だ
。
皮
肉
を
言
っ
た
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

○
雪
峯
從
臥
床
騰
身
起
，
云
：
道
什
摩
！　
「
何
だ
と
！
」
雪
峯
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
起
き
て
言
っ
た
。

若
い
鏡
清
の
言
い
ぐ
さ
が
こ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
師
便
抽
身
退
立　

鏡
清
は
あ
と
ず
さ
り
し
て
、
も
と
の
位
置
に
立
っ
た
。
雪
峯
の
反
感
を
買
っ
た
が
、
惡
び
れ
て
は
い
な
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い
。
雪
峯
も
お
そ
ら
く
苦
笑
い
し
て
す
ま
せ
た
で
あ
ろ
う
。「
法
身
と
肉
身
」
を
め
ぐ
る
老
い
た
雪
峯
と
若
い
鏡
清
の
對

比
が
現
わ
れ
て
い
る
。

〔
七
〕
見
色
便
ち
見
心

　

又
一
日
普
請
，
雪
峯
擧
：
「
潙
山
語
：
『
見
色
便
見
心
』，
還
有
過
也
無
？
」
師
對
云
：
「
古
人
爲
什
摩
事
？
」
峯
云
：

「
雖
然
如
此
，
我
要
共
汝
商
量
。」
對
云
：
「
與
摩
商
量
，
不
如
某
甲
钁
地
。」

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
普ふ

請し
ん

す
る
に
、
雪
峯
擧こ

す
ら
く
、「
潙
山
は
『
色
を
見
る
は
便
ち
心
を
見
る
』
と
語
れ
り
、
還は

た
過と

が

有
り
や
？
」

師
對こ

た

え
て
云
く
、「
古
人
は
什な

に摩
事ご

と

の
爲た

め

に
す
る
や
？
」
峯
云
く
、「
此か

く

の
如
し
と
雖い

え
ど然

も
、
我
は
汝
と
商
量
せ
ん
と
要ほ

っ

す
。」

對
え
て
云
く
、「
與か

摩く

商
量
す
る
は
、
某そ

れ
が
し甲

の
地
を
钁か

く

す
る
に
如し

か
ず
。」

【
日
譯
】

　

ま
た
あ
る
日
、
普
請
し
て
い
る
と
き
、
雪
峯
が
訊
い
た
、「
潙
山
は
『
物
を
見
る
の
は
我
が
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら

な
い
』
と
言
っ
た
が
、
こ
の
語
に
間
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
師
は
答
え
た
、「
古
人
は
何
の
た
め
に
そ
う
言
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
？
」
雪
峯
、「
そ
う
で
は
あ
る
が
、
君
と
突
き
詰
め
た
い
の
だ
。」
師
、「
そ
ん
な
議
論
を
す
る
よ
り
も
、
钁く

わ

を
ふ

る
っ
て
作
務
を
し
て
い
る
ほ
う
が
ま
し
で
す
。」

【
注
釋
】

○
本
話
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
九
、『
聯
燈
會
要
』
卷
二
四
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
雪
峯
廣

錄
』
卷
下
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
め
る
。

○
潙
山
語
：
見
色
便
見
心　

潙
山
が
「
見
色
便
見
心
」
を
語
る
の
は
、『
祖
堂
集
』
卷
一
八 

仰
山
章
第
二
二
則
に
見
え
て
い
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る
次
の
問
答
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

因
潙
山
與
師
遊
山
，
説
話
次
，
云
：
「
見
色
便
見
心
。」
仰
山
云
：
「
承
和
尚
有
言
：
『
見
色
便
見
心
』。
樹
子
是

色
，
阿
那
箇
是
和
尚
色
上
見
底
心
？
」
潙
山
云
：
「
汝
若
見
心
，
云
何
見
色
？ 

見
色
即
是
汝
心
。」
仰
山
云
：
「
若
與

摩
，
但
言
先
見
心
，
然
後
見
色
。
云
何
見
色
了
見
心
？
」
潙
山
云
：
「
我
今
共
樹
子
語
，
汝
還
聞
不
？
」
仰
山
云
：

「
和
尚
若
共
樹
子
語
，
但
共
樹
子
語
，
又
問
某
甲
聞
與
不
聞
作
什
摩
？
」
潙
山
云
：
「
我
今
亦
共
子
語
，
子
還
聞
不
？
」

仰
山
云
：
「
和
尚
若
共
某
甲
語
，
但
共
厶
甲
語
，
又
問
某
甲
聞
與
不
聞
作
什
摩
？ 

若
問
某
甲
聞
與
不
聞
，
問
取
樹
子

聞
與
不
聞
始
得
了
也
。」

　

潙
山
が
仰
山
と
遊
山
し
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
と
き
、「
も
の
を
見
る
の
は
、
わ
し
の
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
っ

た
の
で
、
仰
山
、「
和
尚
は
『
も
の
を
見
る
の
は
、
わ
し
の
心
を
見
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
樹
木
は

色
で
す
、
で
は
ど
れ
が
和
尚
が
も
の
の
と
こ
ろ
に
見
た
和
尚
の
心
な
の
で
す
か
（
樹
木
の
ど
れ
が
和
尚
の
心
な
の
か
）
？
」
潙
山
、「
君

が
（
も
の
に
）
心
を
見
た
な
ら
、
ど
う
し
て
も
の
が
見
ら
れ
よ
う
？ 

も
の
を
見
る
こ
と
が
君
の
心
を
見
る
こ
と
な
の
だ
。」
仰
山
、

「
そ
れ
な
ら
、
先
に
心
を
見
て
か
ら
も
の
を
見
る
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
の
を
見
て
か
ら
心
を
見
る
の
で
す
か
。」
潙

山
、「
わ
し
は
今
、
樹
木
と
会
話
し
て
お
る
、
君
に
は
聞
こ
え
る
か
（
わ
し
は
無
情
説
法
を
聞
い
て
い
お
る
、
そ
れ
が
君
に
分
か
っ
て
い
る

か
）
？
」
仰
山
、「
和
尚
が
樹
木
と
語
ら
れ
る
な
ら
、
樹
木
と
だ
け
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
私
に
聞
こ
え
る
か
な
ど
と
訊
い
て

ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
潙
山
、「
わ
し
は
今
ま
た
君
と
も
語
っ
て
い
る
が
、
君
は
聞
い
て
お
る
の
か
（
君
は
わ
し
が
語
っ
て
い
る
眞
意

が
聞
き
と
れ
て
い
る
の
か
）
？
」
仰
山
「
和
尚
が
私
と
語
る
な
ら
、
私
と
だ
け
語
っ
て
く
だ
さ
い
、
さ
ら
に
私
に
聞
こ
え
る
か
な
ど
と

問
う
て
何
に
な
る
の
で
す
か
。
も
し
私
に
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
と
問
う
の
な
ら
、
樹
木
に
も
そ
の
よ
う
に
問
う
て
こ
そ
よ
ろ

し
い
の
で
す
。」

仰
山
が
「
若
與
摩
，
但
言
先
見
心
，
然
後
見
色
。
云
何
見
色
了
見
心
？
」
と
反
論
す
る
よ
う
に
、「
見
色
便
見
心
」
と
い
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う
言
い
方
は
誤
解
を
生
み
や
す
い
。「
心
」
な
る
も
の
が
ま
ず
あ
っ
て
（
先
見
心
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
色
」
を
見
て
（
然

後
見
色
）、
そ
れ
か
ら
、
そ
こ
に
「
心
」
を
見
る
（
見
色
便
見
心
）
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
、
右
の
對
話
の
よ
う
に

矛
盾
を
露
呈
し
支
離
滅
裂
に
な
る
の
で
あ
り
、
潙
山
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に     　

「
見
色
便
見
心
」
は
馬
祖
が
言
っ
た
語
で
あ
る
。

　

法
無
自
性
，
三
界
唯
心
。
經
云
：
「
森
羅
及
萬
像
，
一
法
之
所
印
。」
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色

故
心
；
色
不
自
色
，
因
心
故
色
。
故
經
云
：
「
見
色
即
是
見
心
。」（『
宗
鏡
錄
』
卷
一
， 

Ｔ
四
八
．
四
一
八
下
）

　

も
の
・
こ
と
に
は
不
變
の
實
體
は
な
い
。
世
界
内
の
存
在
は
た
だ
心
の
み
。
ゆ
え
に
經
に
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
現
象
は
、
心
が
現

出
し
た
も
の
」
と
い
う
。
ひ
と
に
見
え
る
も
の
は
、
み
な
心
の
現
出
と
し
て
見
え
る
の
だ
。
心
は
そ
れ
自
體
で
心
な
の
で
は
な
く
、

物
に
對
し
て
は
じ
め
て
心
な
の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
體
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は
じ
め
て
物
な
の
で
あ
っ
て
、
兩
者

は
相
依
相
對
の
關
係
に
あ
る
。
ゆ
え
に
經
に
「
物
が
見
え
る
と
心
が
見
え
る
」
と
い
わ
れ
る
。

馬
祖
の
「
見
色
即
是
見
心
」
を
潙
山
は
「
見
色
便
見
心
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
は
「
外
界
を
見
る
こ
と

は
心
を
見
る
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
見
色
」
と
「
見
心
」
が
同
時
あ
る
い
は
同
義
と
し
て
提
示
さ
れ
た
語
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
對
象
を
眼
で
見
る
こ
と
は
、
わ
が
心
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
唯
識

論
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
受
け
取
り
、「
對
境
は
人
間
の
心
が
現
出
さ
せ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
理
解
を
す

る
と
、
仰
山
が
難
じ
た
よ
う
に
「
樹
は
色
だ
が
、
で
は
心
は
ど
れ
か
？
」
と
か
羅
漢
桂
琛
が
「
こ
の
石
は
心
の
中
に
あ

る
か
、
心
の
外
に
あ
る
か
？
」
と
い
っ
た
陷
穽
を
仕
組
ん
だ
問
い
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。「
見
色
便
見
心
」
と
は
感
興

の
こ
と
ば
、
悟
っ
た
時
に
發
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
。
外
界
の
現
象
に
ふ
れ
て
悟
り
を
開
く
と
言
わ
れ
る
の
は
、

た
と
え
ば
滿
開
の
桃
の
花
を
見
て
悟
っ
た
（
靈
雲
志
懃
）
と
か
、
掃
除
し
た
土
砂
を
ド
サ
ッ
と
捨
て
た
時
に
悟
っ
た
（
香

嚴
智
閑
）
と
言
わ
れ
る
、
そ
の
こ
と
を
言
葉
で
説
明
す
れ
ば
、「
色
を
見
た
時
に
心
を
見
た
」、「
音
を
聞
い
た
時
に
道
を
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悟
っ
た
」、
す
な
わ
ち
本
性
を
見
た
、
つ
ま
り
わ
た
し
の
心
こ
そ
が
佛
で
あ
っ
た
と
氣
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自

分
の
心
は
わ
が
身
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
、
修
行
を
し
て
清
ら
か
に
な
っ
た
の
で
も
、
坐
禪
を
し
て
別
の
心
を
獲
得
し
た
の

で
も
な
い
。
こ
の
劇
的
な
體
驗
か
ら
口
を
衝
い
て
出
た
感
興
の
こ
と
ば
な
の
で
あ
る
（
衣
川
賢
次
「
感
興
の
こ
と
ば
―
唐

末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
に
お
け
る
悟
道
論
の
探
究
―
」，『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
六
册
，
二
〇
一
四
參
照
）。

○
還
有
過
也
無
？　
「
還
有
過
也
無
？
」
と
い
う
問
い
か
た
は
、
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
う
す
う
す
氣
づ
い
て
い
て
、
そ
れ
を

確
認
す
る
場
合
の
語
。
雪
峯
は
「
見
色
便
見
心
」
に
間
違
い
が
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
理
解
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
氣
づ

い
て
い
た
か
ら
、
問
い
か
け
た
の
で
あ
る
。

○
古
人
爲
什
摩
事
？　

鏡
清
は
「
見
色
便
見
心
」
に
問
題
が
あ
る
こ
と
（
誤
解
を
生
み
や
す
い
言
説
で
あ
る
こ
と
）
を
見
抜

い
て
い
て
、
し
か
し
「
そ
う
だ
」
と
は
言
わ
ず
、「
古
人
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
？
」
と
含

み
の
あ
る
答
え
か
た
を
し
た
。
雪
峯
に
自
省
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
對
話
に
よ
っ
て
互
い
に
眞
理

を
確
認
し
あ
お
う
と
す
る
雪
峯
教
團
の
師
弟
關
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
『
雪
峯
廣
錄
』『
雪
峯
語
錄
』
が
「
古

人
爲
什
麼
人▼

」（
誰
の
た
め
に
言
っ
た
の
か
）
に
作
る
の
は
不
可
。

○
雖
然
如
此
，
我
要
共
汝
商
量　

雪
峯
は
鏡
清
が
同
意
し
た
の
に
安
心
し
た
が
、
い
ま
だ
確
信
が
持
て
ず
、
と
っ
く
に
問
題

を
認
識
し
て
い
た
鏡
清
に
教
え
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
も
は
や
師
と
弟
子
の
立
場
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

○
與
摩
商
量
，
不
如
某
甲
钁
地　

鏡
清
に
と
っ
て
「
見
色
便
見
心
」
が
問
題
を
含
む
言
説
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
は
戲
論
だ
と
し
て
、
心
境
一
如
（
一
心
）
に
鍬
を
ふ
る
っ
て
い
る
方
が
ま
し
で
す
、
と
打
ち

切
っ
た
。
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〔
八
〕
但た

だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
辨
明
せ
よ

　

又
一
日
行
次
，
雪
峯
便
問
：
「
盡
乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
。
只
如
不
出
一
刹
那
底
事
，
今
時
向
什
摩
處
辨
明
則
得
？
」
師

對
云
：
「
更
共
什
摩
人
商
量
去
？
」
雪
峯
云
：
「
我
亦
有
對
，
汝
但
問
我
。」
師
便
問
：
「
今
時
向
什
摩
處
辨
明
則
得
？
」

峯
乃
展
手
云
：
「
但
向
這
裏
辨
明
。」
師
對
云
：
「
此
是
和
尚
爲
物
情
切
。」
峯
便
笑
。

【
訓
讀
】

　

又
た
一
日
行
く
次お

り

、
雪
峯
便
ち
問
う
、「
盡
乾
坤
の
事
は
一
刹
那
を
出い

で
ず
。
只
だ
一
刹
那
を
出
で
ざ
る
底
の
事
の
如
き

は
、
今
時
什い

づ

こ
摩
處
に
向お

い
て
弁
明
せ
ば
則
ち
得よ

か
ら
ん
？
」
師
對
え
て
云
く
、「
更
に
什な

ん摩
人ぴ

と

と
商
量
し
去
ら
ん
？
」
雪
峯

云
く
、「
我
も
亦
た
對こ

た

う
る
こ
と
有
り
、
汝
但た

だ
我
に
問
え
。」
師
便
ち
問
う
、「
今
時
什
摩
處
に
向
い
て
弁
明
せ
ば
則
ち
得

か
ら
ん
？
」
峯
乃
ち
展
手
し
て
云
う
、「
但
だ
這こ

裏こ

に
向お

い
て
弁
明
せ
よ
。」
師
對
え
て
云
く
、「
此
れ
ぞ
是
れ
和
尚
、
物ひ

と

の

爲
に
す
る
情
の
切
な
り
。」
峯
便
ち
笑
う
。

【
日
譯
】

　

ま
た
あ
る
日
連
れ
立
っ
て
出
か
け
た
時
、
雪
峯
が
訊
ね
た
、「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
は
、
一
瞬
を
出
な
い
。
と
こ
ろ
で
一

瞬
を
出
な
い
と
い
う
事
を
、
今
何
處
に
見
て
取
れ
ば
よ
い
か
？
」
師
、「
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
と
商
量
し
よ
う
と
い
う
の
で

す
か
？
」
雪
峯
、「
わ
し
に
も
答
え
が
あ
る
、
き
み
は
わ
し
に
訊
ね
な
さ
い
。」
師
は
そ
こ
で
訊
ね
た
、「
今
何
處
に
見
て
取

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」。
雪
峯
は
さ
っ
と
兩
手
を
差
し
出
し
て
い
う
、「
こ
こ
に
見
て
取
り
な
さ
い
。」
師
、「
な
ん
と
和

尚
さ
ん
、
老
婆
親
切
な
こ
と
で
す
ね
」。
雪
峯
は
苦
笑
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
本
書
の
み
の
收
錄
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
首
山
語
錄
』
の
「
師
（
首
山
）
は
鏡
清
の
一
二
の
問
答
を
出
し
、
翠
岩

（
令
參
）
の
代
語
に
洎お

よ

ぶ
、
師
は
一
語
下
に
於
い
て
代
す
る
こ
と
三
轉
す
」
條
の
第
二
問
に
本
則
が
あ
り
、
問
う
た
者
の
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名
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
則
の
異
傳
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

問
：
「
盡
乾
坤
不
出
一
刹
那
，
今
時
人
向
什
麼
處
辨
明
？
」
清
云
：
「
共
語
商
量
。」
岩
云
：
「
向
你
道
什
麼
處
辨

明
。」
師
代
云
：
「
不
問
他
別
人
。」
又
云
：
「
明
眼
人
笑
你
。」
又
云
：
「
用
辨
即
非
。」（『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
八
，
中

華
書
局
本
一
三
一
頁
）

　

問
う
、「
盡
乾
坤
は
こ
の
一
瞬
に
現
成
し
て
い
る
。
今
の
人
は
ど
こ
に
そ
れ
を
見
て
取
る
か
？
」
鏡
清
、「
い
っ
し
ょ
に
論
議
し
よ

う
。」（『
祖
堂
集
』
は
「
誰
と
論
議
す
る
の
だ
」
に
作
る
。「
語
」
は
「
誰
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
翠
岩
の
代
語
、「
ど
こ
に
見
て
取
る
の
か
を

君
に
言
っ
て
や
ろ
う
。」
師
、
代
わ
っ
て
言
う
、「
人
に
問
う
こ
と
で
は
な
い
。」
ま
た
言
う
、「
そ
ん
な
こ
と
を
問
う
と
明
眼
の
人
に

笑
わ
れ
る
ぞ
。」
ま
た
言
う
、「
見
て
取
ろ
う
と
し
た
ら
誤
り
だ
。」

○
盡
乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
。
只
如
不
出
一
刹
那
底
事
，
今
時
向
什
摩
處
弁
明
則
得　
「
全
世
界
の
森
羅
萬
象
は
今
の
一
瞬

に
現
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
今
の
一
瞬
に
現
成
し
て
い
る
森
羅
萬
象
は
、
今
ど
こ
に
見
て
取
れ
ば
よ
か
ろ
う
。」「
盡

乾
坤
事
，
不
出
一
刹
那
」
と
は
、「
盡
乾
坤
是
一
个
眼
」（
本
書
卷
七
雪
峯
和
尚
第
二
八
段
）、「
盡
大
地
是
沙
門
一
隻
眼
」

（『
雪
峯
語
錄
』
卷
上
）
と
説
く
雪
峯
の
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
自
己
目
前
の
一
瞬
に
世
界
の
一
切
の
事
象
が
現
成
し
て
い
る

こ
と
の
發
見
で
あ
ろ
う
。
自
己
目
前
と
は
、
境
を
見
る
目
を
媒
介
に
し
て
世
界
の
核
心
、
即
ち
我
が
本
心
（
主
客
一
体
の

一
心
）
を
悟
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
い
ま
の
こ
の
一
瞬
の
一
心
に
盡
乾
坤
事
が
顯
現
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
永
明
延
壽
『
心
賦
』
の
句
「
鷲
山
正
脈
，
鹿
苑
鴻
基
，
眞
風
長
扇
，
慧
範
恆
施
」
に
自
注
し
て
い
う
、

　

此
一
心
法
，
是
十
方
三
世
諸
佛
得
道
之
場
，
説
法
之
本
。
原
始
要
終
，
不
離
此
法
。
該
今
括
古
，
豈
越
斯
門
？ 

如

『
百
門
義
海
』
云
：
「
遠
近
世
界
、
佛
及
衆
生
、
一
切
事
物
，
莫
不
於
一
念
中
現
。
何
以
故
？ 

一
切
事
法
，
依
心
而

現
。
念
既
無
礙
，
法
亦
隨
融
。
是
故
一
念
即
見
三
世
一
切
事
物
顯
現
。」
故
知
萬
法
不
出
一
心
矣
。

　
こ
の
一
心
の
法
は
十
方
の
三
世
諸
佛
が
道
を
獲
得
す
る
場
で
あ
り
、
教
え
の
根
本
で
あ
る
。
物
事
の
始
終
は
、
こ
の
一
心
の
法
を
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離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
古
今
に
ゆ
き
わ
た
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
一
心
の
法
門
に
お
よ
ぶ
も
の
は
な
い
。『
百
門
義
海
』
に
「
遠
近
の

世
界
も
、
佛
も
衆
生
も
、
一
切
の
事
物
は
、
一
念
中
に
現
わ
れ
な
い
も
の
と
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
切
の
事も

法の

は
、
心
に
依
っ
て

現
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
念
が
一
切
に
ゆ
き
わ
っ
た
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
事
法
も
そ
れ
と
一
緒
に
圓
融
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
こ
と
か
ら
、
一
念
の
う
ち
に
三
世
の
一
切
の
事
物
の
顯
現
を
見
て
い
る
の
だ
」
と
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
ゆ
え
に
萬
法
は
一
心

を
出
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
辨
明
」
は
、
見
分
け
る
、
は
っ
き
り
と
見
て
取
る
こ
と
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禪
師
章
、

「
問
：
『
如
何
是
物
物
上
辨
明
？
』
師
展
一
足
示
之
。」

○
師
對
云
：
更
共
什
摩
人
商
量
去
？　

一
切
が
和
尚
の
一
心
の
一
刹
那
を
出
る
こ
と
は
な
い
、
和
尚
の
一
心
以
外
に
何
も
な

い
と
い
う
の
に
、
さ
ら
に
（
和
尚
以
外
の
）
誰
と
商
量
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
か
。

○
雪
峯
云
：
我
亦
有
對
，
汝
但
問
我　

鏡
清
の
對
應
を
認
め
た
う
え
で
、
雪わ

峯し

な
ら
こ
う
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
示
そ
う

と
す
る
。

○
峯
乃
展
手
云
：
但
向
這
裏
弁
明　

そ
れ
、
こ
れ
を
見
る
自
分
の
一
心
だ
と
見
て
取
る
の
だ
。

　
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
羅
山
道
閑
章
、「
問
：
『
當
鋒
事
，
如
何
辨
明
？
』
師
擧
如
意
。
僧
曰
：
『
乞
和
尚
垂
慈
。』

師
曰
：
『
大
遠
也
！
』」

　

問
う
、「
切
っ
先
に
立
ち
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う
見
分
け
る
の
で
す
か
。」
師
は
如
意
を
持
ち
上
げ
た
。
僧
、「
ど
う
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。」
師
、「
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
！
」

同
卷
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禪
師
章
、「
問
：
『
如
何
是
物
物
上
辨
明
？ 

師
展
一
足
示
之
。

　

問
う
、「
ど
の
よ
う
に
個
々
の
事
物
に
そ
れ
を
見
て
と
る
の
で
す
か
。」
師
は
片
方
の
足
を
差
し
出
し
た
。

○
師
對
云
：
此
是
和
尚
爲
物
情
切　

展
手
す
る
だ
け
で
よ
い
も
の
を
、
お
ま
け
に
「
但
向
這
裏
弁
明
」
と
は
、
何
と
い
う
老
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婆
親
切
。

○
峯
便
笑　

鏡
清
は
「
良
久
」
だ
け
で
完
結
す
る
接
化
（
鏡
清
〔
五
〕）
や
「
見
色
見
心
」
を
議
論
す
る
接
化
（
鏡
清
〔
七
〕）

に
對
し
て
、
す
で
に
飽
き
足
ら
ず
思
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
鏡
清
は
雪
峯
が
「
境
（
展
手
）」
を
見
さ
せ
る
（
だ
け
）
と

い
う
接
化
を
見
破
っ
て
い
た
。

〔
九
〕
か
く
も
尊
貴
、
か
く
も
綿
密

　

峯
又
時
云
：
「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
」
師
對
云
：
「
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
，
可
聞
和
尚
與
摩
示

徒
？
」
峯
云
：
「
我
向
前
雖
無
，
如
今
已
有
。
莫
所
妨
摩
？
」
對
云
：
「
不
敢
。
此
是
和
尚
不
已
而
已
。」
峯
云
：
「
置
我

如
此
！
」
又
云
：
「
量
才
處
職
。」
於
是
承
言
領
旨
。
遍
歷
諸
方
，
凡
對
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。
旋
迴
東
越
，
初
住
鏡
清
，
後

居
天
龍
、
龍
册
。
錢
王
欽
仰
德
高
，
賜
紫
衣
、
法
號
順
德
大
師
。

【
訓
讀
】

　

峯
又
た
時
に
云
く
、「
爭い

か

で
か
與か

摩く

も
尊
貴
な
る
を
得
た
る
！ 

與か

摩く

も
綿
密
な
る
を
得
た
る
！
」
師
對こ

た

え
て
云
く
、「
某そ

れ

甲が
し

山
門
に
到
り
て
よ
り
、
今
數す

う

夏げ

を
經
た
る
に
、
可あ

に
和
尚
の
與か

摩く

徒
に
示
す
を
聞
き
し
や
？
」
峯
云
く
、「
我
向さ

前き

に
は

無
き
と
雖
ど
も
、
如い

今ま

は
已
に
有
り
。
妨
ぐ
る
所
莫な

き
や
？
」
對
え
て
云
く
、「
不ふ

敢か
ん

。
此
れ
ぞ
是
れ
和
尚
已や

ま
ざ
る
の

み
。」
峯
云
く
、「
我
を
し
て
此か

く

の
如
き
に
置い

た

ら
し
め
た
り
！
」
又
云
く
、「
才
を
量は

か

り
て
職
に
處お

ら
し
む
。」
是こ

こ

に
於
い
て
言

を
承
け
旨
を
領
ず
。
諸
方
を
遍
歷
し
、
凡
そ
機
緣
に
對
す
れ
ば
、
悉
く
皆
な
冥
契
す
。
東
越
に
旋か

迴え

り
て
、
初
め
鏡

き
ょ
う

清し
ょ
うに

住

し
，
後
に
天て

ん

龍り
ゅ
う、

龍
り
ゅ
う

册さ
く

に
居こ

す
。
錢
王
德
の
高
き
を
欽き

ん

仰ご
う

し
、
紫
衣
、
法
號
順
德
大
師
を
賜
う
。

【
日
譯
】
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雪
峯
が
あ
る
と
き
言
っ
た
、「
か
く
も
尊
貴
な
る
！ 

か
く
も
綿
密
な
る
！
」
師
は
答
え
て
、「
わ
た
く
し
は
雪
峯
山
に
來

て
、
も
う
數
年
に
な
り
ま
す
が
、
和
尚
が
こ
の
よ
う
に
門
徒
に
説
か
れ
る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
雪
峯
、「
以

前
に
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
今
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
ま
ず
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
」
答
え
て
言
う
、「
い
え
、
恐

れ
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
和
尚
が
已
む
を
得
ず
言
わ
れ
た
だ
け
で
す
。」
雪
峯
、「
わ
た
し
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と

は
！
」
ま
た
言
う
、「
才
能
を
は
か
っ
て
職
に
つ
け
よ
う
。」
そ
こ
で
教
え
を
受
け
て
領
悟
し
た
。
師
は
各
地
を
遍
歷
し
て
、

お
よ
そ
機
緣
に
遇
え
ば
、
こ
と
ご
と
く
も
ら
さ
ず
會
得
し
た
。
東
越
に
歸
る
と
、
初
め
は
鏡
清
院
に
住
し
、
後
に
天
龍
寺
、

龍
册
寺
に
住
し
た
。
錢
王
は
そ
の
高
い
德
行
を
敬
慕
し
、
紫
衣
と
順
德
大
師
の
法
號
を
下
賜
し
た
。

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
宗
門
統
要
集
』
卷
八
雪
峯
章
、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
卷
二
八
雪
峯
章
、『
聯
燈

會
要
』
卷
二
一
雪
峯
章
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
、『
雪
峯
廣
錄
』
卷
下
、『
雪
峯
語
錄
』
卷
下
に
も
收
め
る
。

○
峯
又
時
云
：
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 
得
與
摩
綿
密
！　
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
宗
門
統
要
集
』、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』、『
五
燈

會
元
』、『
聯
燈
會
要
』
は
い
づ
れ
も
「
此
事
得
恁
麼
尊
貴
！ 

得
恁
麼
綿
密
！
」（
此
の
事じ

恁か

麼く

も
尊
貴
な
る
を
得
た
る
！ 

恁か

麼く

も
綿
密
な
る
を
得
た
る
！
）
に
作
る
。「
な
ん
と
か
く
も
尊
貴
で
あ
る
と
は
！ 

な
ん
と
か
く
も
綿
密
で
あ
る
と
は
！
」

と
い
う
感
嘆
の
語
氣
で
言
う
。
本
書
は
前
句
を
「
爭
得
」
に
作
っ
て
、
よ
り
口
語
的
な
語
氣
を
表
わ
し
て
い
る
。「
尊
貴
」

（
尊
い
）、「
綿
密
」（
純
粹
）
は
佛
性
の
顯
現
を
讚
揚
す
る
語
。「
人
間
に
本
來
的
に
具
わ
る
靈
活
な
本
性
を
君
主
に
た
と

え
て
尊
貴
と
呼
ぶ
。
主
と
し
て
曹
洞
宗
で
使
わ
れ
る
用
語
」（『
禪
語
辭
典
』）。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
七
洪
州
雲
居
道
膺

禪
師
章
に
い
う
、

　

師
謂
衆
曰
：
「
…
…
學
佛
邊
事
是
錯
用
心
。
假
饒
解
千
經
萬
論
，
講
得
天
華
落
、
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
況
乎

其
餘
有
何
用
處
？
若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛
？ 

設
使
攢
花
簇
錦
，
事
事
及
得
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及
盡
一
切
事
，
亦
只
喚
作
了
事
人
、
無
過
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。
將
知
尊
貴
邊
，
著
得
什
麼
物
？ 

不
見
〈
從
門
入
者

非
寶
，
捧
上
不
成
龍
〉
？ 

知
麼
？
」

　

師
は
大
衆
に
語
っ
た
、「
…
…
佛
の
事
を
學
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
心
得
ち
が
い
で
あ
る
。
た
と
い
千
本
の
經
典
、
萬
本
の
論
書
を
理

解
し
、
講
じ
て
諸
神
が
讚
歎
し
て
華
を
降
ら
せ
、
聽
い
た
石
が
う
な
づ
い
て
く
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
己
の
事
に
關
わ
ら
ぬ
。

ま
し
て
そ
れ
に
及
ば
ぬ
な
ら
、
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。
有
限
の
心
識
を
も
っ
て
無
限
の
中
に
用
い
る
な
ら
、
四
角
の
木
を
圓
い
穴
に

嵌
め
る
よ
う
な
も
の
で
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
ま
た
み
ご
と
に
修
行
し
て
、
何
ご
と
に
も
滯
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
に
な
り
得

て
も
、
そ
の
人
は
〈
了
事
の
人
〉、〈
無
過
の
人
〉
と
喚
ぶ
だ
け
で
、
け
っ
し
て
〈
尊
貴
〉
と
は
喚
ん
だ
り
は
せ
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

〈
尊
貴
〉
の
方
面
に
は
何
を
も
置
く
こ
と
が
で
き
ぬ
と
知
ら
れ
る
。〈
門
よ
り
入
っ
て
來
た
物
は
自
家
の
寶
に
非
ず
。
捧
げ
持
っ
て
も

龍
に
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
う
で
は
な
い
か
？ 

わ
か
る
か
？
」

す
な
わ
ち
、
學
問
や
修
行
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
生
得
の
本
性
、
佛
性
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。「
綿
密
」
の
語
は
本
書
鏡
清
章
に
集
中
し
て
用
例
が
見
ら
れ
る
。
本
章
第
一
八
則
（
本
譯
注
で
は
第
一
九
則
）
に
、

　

問
：
「
如
何
是
皮
？
」
師
云
：
「
分
明
个
底
。」「
如
何
是
骨
？
」
師
云
：
「
綿
密
个
。」「
如
何
是
髓
？
」
師
云
：

「
更
密
於
密
。」

　

問
う
、「
皮
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
は
っ
き
り
見
え
る
も
の
。」
僧
、「
骨
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
綿
密

な
る
も
の
。」
僧
、「
髓
と
は
何
を
い
う
の
で
す
か
？
」
師
、「
さ
ら
に
綿
密
な
る
も
の
。」

こ
れ
は
達
摩
と
弟
子
た
ち
の
「
皮
肉
骨
髓
」
の
話
に
關
す
る
問
答
で
、「
骨
髄
」
は
内
な
る
も
の
の
譬
喩
。
ま
た
本
章
第

二
九
則
（
本
譯
注
で
は
第
三
〇
則
）
に
、

　

問
：「
如
何
是
聲
色
中
面
目
？
」
師
云
：「
現
人
不
見
。」
僧
云
：「
太
綿
密
生
！
」
師
云
：
「
體
自
如
此
。」
僧
云
：

「
學
人
如
何
趣
向
？
」
師
云
：
「
活
人
投
機
。」
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問
う
、「
聲
に
現
わ
れ
色
に
現
れ
る
本
來
の
面
目
と
は
？
」
師
、「
生
身
の
人
に
は
見
え
ぬ
。」
僧
、「
な
ん
と
綿
密
な
！
」
師
、「
本

體
か
く
の
如
し
。」
僧
、「
で
は
そ
こ
を
目
指
す
に
は
？
」
師
、「
活
き
た
人
は
好
機
に
投
ず
る
。」

　

こ
こ
で
鏡
清
が
「
機
に
投
じ
て
」
そ
れ
を
體
認
す
る
の
だ
、
と
正
面
か
ら
答
え
て
い
る
の
は
、
雪
峯
と
の
こ
の
問
答
の

經
驗
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
師
對
云
：
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
，
可
聞
和
尚
與
摩
示
徒
？　

張
相
『
詩
詞
曲
語
辭
匯
釋
』
に
「
可
，
猶
豈
也
；
那

也
。」
と
あ
り
、「
可
聞
」
は
反
語
で
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
意
。
本
書
と
『
聯
燈
會
要
』
以
外
は
「
不
聞
」
に
作
る
。

こ
の
鏡
清
の
答
え
は
雪
峯
の
言
葉
「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
」
を
聞
い
た
驚
き
を
表
わ
し
て
い
る
。「
そ
れ
」

を
言
う
こ
と
を
避
け
て
お
ら
れ
た
の
に
、
こ
の
よ
う
に
正
面
か
ら
肯
定
的
に
み
ご
と
に
言
い
留
め
ら
れ
た
と
は
！

○
峯
云
：
我
向
前
雖
無
，
如
今
已
有
。
莫
所
妨
摩
？　
『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
莫
有
所
妨
麼
？
」、『
宗
門

統
要
集
』、『
聯
燈
會
要
』、『
雪
峯
廣
錄
』『
雪
峯
語
錄
』
は
「
莫
有
妨
閡
（
礙
）
也
無
？
」、『
隆
興
佛
教
編
年
通
論
』
は

「
莫
有
妨
麼
？
」
に
作
る
。「
莫
」
は
「
無
有
」
の
義
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
「
莫
所
妨
摩
？
」
に
「
有
」
は
な
く
と
も
同

義
。「
莫
～
摩
（
麼
）
？
」
は
自
分
の
考
え
を
相
手
に
確
認
す
る
言
い
方
。
こ
こ
で
は
、
鏡
清
の
コ
メ
ン
ト
で
自
分
の
言

表
に
不
適
切
が
あ
っ
た
こ
と
に
氣
づ
い
た
雪
峯
が
、
そ
の
こ
と
を
鏡
清
に
確
認
し
て
い
る
。

○
對
云
：
不
敢
。
此
是
和
尚
不
已
而
已　
「
不
敢
」
は
「
不
敢
當
」
の
略
。
表
面
的
に
は
「
恐
れ
入
り
ま
す
」
と
い
う
謙
遜

の
語
で
、
半
ば
は
承
認
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
。「
不
已
」
は
「
不
得
已
」（『
宗
門
統
要
集
』、『
聯
燈
會
要
』、『
雪
峯
語
錄
』）
と

同
義
。
雪
峯
は
「
つ
い
〈
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與
摩
綿
密
！
〉
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
き
み
に
對
し
て
な
ら
、
か
ま

わ
ぬ
だ
ろ
う
か
？
」
と
氣
さ
く
に
問
い
か
け
た
。
鏡
清
は
「
こ
れ
こ
そ
和
尚
が
已
む
に
已
ま
れ
ず
、
老
婆
心
切
に
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」
と
、
却
っ
て
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
。

○
峯
云
：
置
我
如
此
！

　「
置
」（
知
母
志
韻
）
は
「
致
」（
知
母
至
韻
）
の
假
借
（
蔣
禮
鴻
『
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
』
増
補
定
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本
）。『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
致
使
我
如
此
！
」
に
作
る
。「
致
使
」
は
あ
る
結
果
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
。

言
わ
で
も
の
こ
と
を
、
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
自
分
に
對
す
る
、
半
ば
驚
き
と
後
悔
の
歎
息
が
表
わ
れ
て
い

る
。
本
則
は
冒
頭
に
「
峯
又
時
云
」
と
し
、『
景
德
傳
燈
錄
』
等
は
「
雪
峯
垂
語
曰
」
と
し
て
い
る
が
、
唐
突
に
切
り
出

し
た
の
で
は
な
く
、
鏡
清
と
二
人
だ
け
の
時
に
鏡
清
の
何
ら
か
の
し
ぐ
さ
（
作
用
）
を
見
て
、「
爭
得
與
摩
尊
貴
！ 

得
與

摩
綿
密
！
」
と
い
う
歎
聲
を
發
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
又
云
：
量
才
處
職
。
於
是
承
言
領
旨　
「
量
才
處
職
」
は
才
能
に
應
じ
て
職
に
取
り
立
て
る
意
。「
量
才
補
職
」
と
も
い

う
。
機
緣
が
適
っ
て
賞
讚
す
る
語
で
、
雪
峯
は
一
連
の
對
話
を
通
じ
て
鏡
清
の
力
量
を
認
め
印
可
し
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』

は
こ
の
後
に
續
け
て
「
師
は
此
れ
に
從よ

り
信
入
す
。
而
し
て
且
ら
く
衆
に
隨
い
、
閩
中
に
こ
れ
を
小
怤
布
衲
と
謂
う
」
と

あ
り
、
鏡
清
は
雪
峯
山
で
悟
後
の
修
行
を
續
け
、
福
建
で
有
名
に
な
っ
た
と
い
う
。「
小
怤
布
衲
」
は
ま
だ
若
い
雲
水
と

い
う
意
味
で
、
本
則
に
「
某
甲
自
到
山
門
，
今
經
數
夏
」
と
い
う
か
ら
、
雪
峯
下
に
お
い
て
わ
ず
か
數
年
で
開
悟
し
認
め

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
遍
歷
諸
方
，
凡
對
機
緣
，
悉
皆
冥
契
。
旋
迴
東
越
，
初
住
鏡
清
，
後
居
天
龍
、
龍
册
。
錢
王
欽
仰
德
高
，
賜
紫
衣
、
法
號

順
德
大
師　

そ
れ
か
ら
諸
方
を
行
脚
し
、
老
師
が
た
と
問
答
を
交
わ
し
て
、
眞
理
に
契
合
し
た
。
鏡
清
は
温
州
の
人
（
本

章
第
一
則
參
照
）、
福
州
の
雪
峯
山
か
ら
諸
方
行
脚
を
へ
て
故
郷
で
あ
る
越
（
今
の
浙
江
省
）
に
戻
っ
た
。『
宋
高
僧
傳
』

卷
一
三
に
「
曁
迴
浙
，
住
越
州
鑑
（
鏡
）
清
院
。
…
…
武
肅
王
錢
氏
欽
慕
，
命
居
天
龍
寺
，
私
署
順
德
大
師
。
次
文
穆
王

錢
氏
創
龍
册
寺
，
請
怤
居
之
，
吳
越
禪
學
自
此
而
興
」
と
い
う
。「
武
肅
王
」
は
錢
鏐
（
字
具
美
）、「
文
穆
王
」
は
錢
鏐

の
子
の
錢
元
瓘
（
字
眀
寶
）
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
吳
越
國
の
初
代
・
第
二
代
の
君
主
で
あ
っ
た
（『
新
五
代
史
』
卷
六
七
吳

越
世
家
）。
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〔
一
〇
〕
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず

　

見
新
到
參
次
，
拈
起
拂
子
。
對
云
：
「
久
嚮
鏡
清
，
到
來
猶
有
紋
綵
在
。」
師
云
：
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
。」
後
有
人
進

問
：
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
，
意
作
摩
生
？
」
師
云
：
「
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食
。」

【
訓
讀
】

　

新
到
の
參
ず
る
を
見
る
次お

り

、
拂
子
を
拈ね

ん

起き

す
。
對こ

た

え
て
云
く
、「
久
し
く
鏡
清
を
嚮し

た

う
に
、
到
り
來き

た

ら
ば
猶
お
紋も

ん

綵さ
い

の
有

る
在
り
。」
師
云
く
、「
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人
に
遇
わ
ず
。」
後
に
人
有
り
て
進
ん
で
問
う
、「
今
日
人
に
遇
う
も
却
て
人

に
遇
わ
ず
、
意
は
作い

摩か

生ん

？
」
師
云
く
、「
一
盤
の
御ぎ

ょ

飯は
ん

反か
え
って

庶し
ょ

食し
ょ
くと

爲
る
。」

【
日
譯
】

　

新
到
僧
が
來
參
し
た
の
を
見
て
、
師
は
拂
子
を
立
て
た
。
僧
は
こ
れ
に
對
し
、「
久
し
く
鏡
清
和
尚
の
名
を
慕
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
來
て
見
た
ら
ま
だ
紋
綵
を
留
め
て
お
ら
れ
る
と
は
！
」
師
、「
今
日
は
人
に
遇
っ
た
が
、
人
に
遇
わ
な
か
っ

た
。」
の
ち
に
あ
る
人
が
問
う
た
、「
今
日
は
人
に
遇
っ
た
が
、
人
に
遇
わ
な
か
っ
た
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う

か
？
」
師
、「
皇
帝
の
御
飯
が
な
ん
と
庶
民
の
飯
に
な
っ
た
。」

【
注
釋
】

○
本
則
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
八
、『
五
燈
會
元
』
卷
七
に
も
收
め
る
。

○
見
新
到
參
次
，
拈
起
拂
子　

鏡
清
は
來
參
僧
を
見
て
、
い
き
な
り
拂
子
を
立
て
て
見
せ
た
。

○
對
云
：
久
嚮
鏡
清
，
到
來
猶
有
紋
綵
在　
「
平
素
鏡
清
和
尚
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
お
方
か
と
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
來
て
見
た
ら
ま
だ
紋
綵
が
吹
っ
切
れ
て
い
な
い
と
は
！
」
僧
は
鏡
清
が
拂
子
を
立
て
た
の
を
見
て
失
望
し
た
。

拂
子
を
立
て
て
見
せ
る
接
化
は
六
祖
慧
能
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。

　

六
祖
見
僧
，
竪
起
拂
子
云
：
「
還
見
摩
？
」
對
云
：
「
見
。」
祖
師
抛
向
背
後
云
：
「
見
摩
？
」
對
云
：
「
見
。」
師
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云
：
「
身
前
見
，
身
後
見
？
」
對
云
：
「
見
時
不
説
前
後
。」
師
云
：
「
如
是
，
如
是
！ 

此
是
妙
空
三
昧
。」 

有
人
拈

問
招
慶
：
「
曹
溪
竪
起
拂
子
，
意
旨
如
何
？
」
慶
云
：
「
忽
有
人
迴
杓
柄
到
，
汝
作
摩
生
？
」
學
人
掩
耳
云
：
「
和

尚
！
」
慶
便
打
之
。（
本
書
卷
二
慧
能
和
尚
章
）

　

六
祖
は
僧
を
見
て
拂
子
を
立
て
た
、「
見
え
る
か
？
」
僧
、「
見
え
ま
す
。」
六
祖
は
後
ろ
へ
抛
り
投
げ
て
問
う
、「
見
え
た
か
？
」   

僧
、「
見
え
ま
し
た
。」
六
祖
、「
前
に
見
え
た
の
か
、
後
ろ
に
見
え
た
の
か
？
」
僧
、「
見
た
時
は
前
も
後
ろ
も
言
い
ま
せ
ぬ
。」
六

祖
、「
そ
の
通
り
だ
。
こ
れ
ぞ
妙
空
三
昧
と
い
う
も
の
だ
。」
あ
る
人
が
こ
の
問
答
を
と
り
あ
げ
て
招
慶
に
問
う
た
、「
曹
溪
大
師
が
拂

子
を
立
て
た
意
圖
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」
招
慶
、「
も
し
人
が
柄
杓
を
逆
に
し
て
持
っ
て
來
た
ら
、
き
み
は
ど
う
す
る
か
？
」
僧
は
耳

を
掩
っ
て
言
っ
た
、「
和
尚
よ
！
」
招
慶
は
僧
を
打
っ
た
。

こ
れ
は
馬
祖
禪
の
「
見
色
見
心
」
を
主
題
と
す
る
問
答
で
、
馬
祖
の
弟
子
百
丈
懷
海
が
用
い
た
接
化
の
手
段
を
六
祖
に
ま

で
遡
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

師
問
百
丈
：
「
汝
以
何
法
示
人
？
」
百
丈
竪
起
拂
子
對
。
師
云
：
「
只
這
个
，
爲
當
別
更
有
？
」
百
丈
抛
下
拂
子
。

（
本
書
卷
一
四
馬
祖
章
第
一
八
則
）

　

師
（
馬
祖
）
が
百
丈
に
問
う
、「
そ
な
た
は
ど
う
い
う
法
を
人
に
示
す
の
か
？
」
百
丈
は
拂
子
を
立
て
て
答
え
と
し
た
。
師
、「
た

だ
そ
れ
だ
け
か
、
ほ
か
に
も
あ
る
か
？
」
百
丈
は
拂
子
を
抛
り
投
げ
た
。

　

問
：
「
如
何
是
佛
？
」
師
云
：
「
汝
是
阿
誰
？
」
對
云
：
「
某
甲
。」
師
云
：
「
汝
識
某
甲
不
？
」
對
云
：
「
分
明

个
。」
師
竪
起
拂
子
云
：
「
汝
見
拂
子
不
？
」
對
云
：
「
見
。」
師
便
不
語
。（
本
書
卷
一
四
百
丈
章
第
八
則
）

　

問
う
、「
佛
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？
」
師
、「
そ
な
た
は
誰
な
の
か
？
」
僧
、「
某な

に

甲が
し

。」
師
、「
そ
な
た
は
そ
の
某な

に

甲が
し

を

見
識
っ
て
い
る
の
か
？
」
僧
、「
は
っ
き
り
と
。」
師
は
拂
子
を
立
て
て
、「
そ
な
た
に
は
拂
子
が
見
え
る
か
？
」
僧
、「
見
え
ま
す
。」

師
は
も
う
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
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拂
子
を
立
て
て
相
手
に
見
せ
、
見
聞
覺
知
の
主
體
に
氣
づ
か
せ
る
接
化
の
手
段
で
あ
る
（
禪
文
化
研
究
所
唐
代
語
錄
研
究

班
『
唐
末
五
代
轉
型
期
の
禪
宗
―
九
、十
世
紀
福
建
禪
宗
の
思
想
史
的
動
向
（
一
）『
祖
堂
集
』
卷
七
雪
峯
和
尚
章
譯
注
』
所
收
雪

峯
章
第
一
四
則
參
照
，
二
〇
一
四
）。
本
則
で
鏡
清
は
新
到
僧
が
何
も
問
わ
な
い
先
に
、
拂
子
を
立
て
て
見
せ
た
の
は
、
こ

れ
に
よ
っ
て
僧
の
反
應
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
僧
は
豫
想
に
反
し
て
、
そ
の
作
略
が
見
慣
れ
た
馬
祖
禪
の
常
套
手

段
だ
と
知
っ
て
い
て
、「
ま
だ
そ
ん
な
紋
綵
が
振
っ
切
れ
て
い
な
い
と
は
！
」
と
應
じ
た
。「
紋
綵
」
は
『
一
切
經
音
義
』

卷
八
七
に
「
紋
綵
：
上
吻
分
反
，『
考
聲
』
云
：
吳
越
謂
小
綾
爲
紋
；
下
猜
宰
反
，『
考
聲
』
云
：
繒
帛
有
色
者
也
」。
美

し
い
色
模
樣
の
絹
を
い
う
江
南
の
方
言
。「
文
彩
」、「
文
綵
」
と
も
書
く
。『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
四
藥
山
章
に
、

　

一
日
師
看
經
次
，
柏
巖
曰
：
「
和
尚
休
猱
人
得
也
。」
師
卷
却
經
曰
：
「
日
頭
早
晚
？
」
曰
：
「
正
當
午
。」
師
曰
：

「
猶
有
這
箇
文
彩
在
。」
曰
：
「
某
甲
無
亦
無
。」
師
曰
：
「
汝
大
殺
聰
明
。」
曰
：
「
某
甲
只
恁
麼
。
和
尚
尊
意
如

何
？
」
師
曰
：
「
我
跛
跛
挈
挈
，
百
醜
千
拙
，
且
恁
麼
過
。」

　

あ
る
日
師
は
經
典
を
讀
ん
で
い
た
。
柏
巖
明
哲
が
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
、「
和
尚
、
人
を
虛
假
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
師
は
經

典
を
捲
き
も
ど
し
て
言
っ
た
、「
い
ま
、
な
ん
ど
き
か
な
？
」
柏
巖
、「
ち
ょ
う
ど
正
午
で
す
。」
師
、「
ま
だ
そ
ん
な
文
彩
が
殘
っ
て

い
る
と
は
！
」
柏
巖
、「
わ
た
く
し
に
は
無
い
こ
と
さ
え
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。」
師
、「
そ
な
た
は
た
い
し
た
聰
明
さ
だ
な
。」
柏
巖
、「
わ

た
く
し
は
そ
う
だ
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
和
尚
の
お
氣
も
ち
は
ど
う
な
の
で
す
か
？
」
師
、「
わ
た
し
は
よ
ろ
よ
ろ
ふ
ら
ふ
ら
、
老
い

て
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
み
っ
と
も
な
さ
。
日
々
か
く
あ
る
ば
か
り
だ
。」

藥
山
は
日
頃
經
典
を
讀
む
こ
と
（
文
字
に
執
著
す
る
こ
と
）
を
戒
め
て
い
た
。
そ
の
藥
山
が
經
典
を
讀
ん
で
い
る
の
を
、

柏
巖
が
見
て
咎
め
た
と
こ
ろ
、
藥
山
は
そ
れ
に
は
應
ぜ
ず
、
時
間
を
訊
い
て
「
正
午
で
す
」
の
答
え
に
、「
猶
お
這
箇
の

文
彩
の
有
る
在
り
」
と
言
っ
た
。「
日
頭
」
に
も
正
午
と
い
う
「
文
彩
」
が
殘
っ
て
い
る
と
言
っ
て
、
柏
巖
に
經
典
を
讀

ま
な
い
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
諷
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
「
紋
綵
」
は
い
ら
ざ
る
こ
だ
わ
り
を
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指
す
。「
有
～
在
」
は
強
調
の
句
式
。『
景
德
傳
燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
猶
有
這
箇
在
」
に
作
る
。

○
師
云
：
今
日
遇
人
却
不
遇
人
。
後
有
人
進
問
：
今
日
遇
人
却
不
遇
人
，
意
作
摩
生
？ 

師
云
：
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食　
「
今

日
人
に
遇
う
も
却
っ
て
人
に
遇
わ
ず
」
は
、
せ
っ
か
く
の
出
逢
い
を
無
駄
に
し
た
こ
と
。
の
ち
鏡
清
は
そ
の
意
味
を
問
わ

れ
て
「
皇
帝
の
御
膳
が
庶
民
の
飯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え
た
。
拂
子
を
立
て
る
こ
と
が
馬
祖
禪
の
常
套
手
段
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
新
到
僧
の
反
應
が
、「
見
色
見
心
」
と
い
う
悟
道
の
契
機
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。『
景
德
傳

燈
錄
』、『
五
燈
會
元
』
は
「
後
有
人
進
問
」
以
下
が
な
く
、『
五
燈
會
元
』
は
「
今
日
遇
人
却
不
遇
人
」
を
「
鏡
清
今
日

失
利
」（
わ
た
し
の
接
化
が
今
日
は
失
敗
し
た
）
と
し
て
、
率
直
に
接
化
の
失
敗
を
認
め
て
い
る
。
實
情
は
そ
の
と
お
り
で

あ
っ
て
、
新
到
僧
の
不
敏
を
詰
る
「
今
日
遇
人
却
下
不
遇
人
」
も
「
一
盤
御
飯
反
爲
庶
食
」
も
失
敗
を
糊
塗
し
た
強
辯
で

あ
ろ
う
。
こ
の
新
到
の
行
脚
僧
は
お
そ
ら
く
各
地
の
叢
林
で
「
拂
子
を
立
て
る
」
と
い
う
作
略
を
見
て
來
た
の
で
あ
る
。

中
唐
馬
祖
禪
の
創
始
か
ら
一
五
〇
年
、
晩
唐
時
代
に
至
っ
て
、
そ
の
「
即
心
是
佛
」、「
性
在
作
用
」、「
見
色
見
心
」
の
教

説
は
一
世
を
風
靡
し
、
禪
宗
界
の
大
衆
化
に
と
も
な
っ
て
、
創
出
當
初
の
衝
擊
は
失
わ
れ
て
、
理
解
の
庸
俗
化
を
招
き
、

「
作
用
即
性
」
を
具
體
化
し
た
方
便
が
安
易
な
模
倣
者
を
生
む
に
至
っ
た
。
こ
の
情
況
下
に
お
い
て
、
雪
峯
門
下
で
は
深

刻
な
反
省
を
通
じ
て
悟
道
論
の
探
究
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鏡
清
は
こ
の
問
題
に
い
か
に
對
處
し
た
か
が
、
本
章

の
讀
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
本
則
は
鏡
清
が
福
建
の
雪
峯
山
を
辭
し
て
越
州
の
鏡
清
院
に
住
し
た
最
初
の
問
答
と
し
て
記
錄

さ
れ
、
馬
祖
禪
の
公
式
の
搬
用
が
限
界
に
來
て
い
る
こ
と
を
示
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
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仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
と
編
集

石
井

　修
道

一
　は
じ
め
に 
―
― 

発
表
の
機
縁

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
方
学
院
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
（Frédéric Girard

）
先
生
か

ら
、
パ
リ
で
講
演
を
し
て
み
な
い
か
と
メ
ー
ル
で
お
誘
い
を
受
け
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
魅
力
を
感
じ
た
も
の
の
、
個
人
的
な
言
語
能
力
の
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
表
資
料
の
準
備
の
こ
と
で
躊
躇
し
た
。
連
絡

を
密
に
す
る
内
に
、
日
本
語
で
発
表
可
能
で
、
ジ
ラ
ー
ル
先
生
が
要
点
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
解
説
し
て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
話

は
進
ん
だ
。
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
早
川
浩
大
氏
に
も
同
行
の
声
を
か
け
、
講
演
を
含
め
て
、
パ
リ
に
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
国
際
布
教
総
監
部
（
佐
々
木
悠
嶂
総
監
）
の
職
員
の
輝
元
泰
文
氏
に
お
世
話
し
て
い
た
だ
き
、
パ
リ
の
観
光
も
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ジ
ラ
ー
ル
先
生
の
お
宅
に
も
招
待
さ
れ
て
、
奥
様
の
手
料
理
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。
中
で
も
、

弟
子
丸
泰
仙
師
が
一
九
六
七
年
に
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
か
ら
、
二
〇
一
七
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
布
教
五
〇
年

に
当
り
、
記
念
行
事
が
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
行
事
を
終
え
た
日
程
で
、
輝
元
氏
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
ブ
ロ

ワ
近
郊
に
あ
る
禅
道
尼
苑
を
訪
ね
、
弟
子
丸
泰
仙
師
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
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講
演
は
六
月
一
二
日
に
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
内
の
高
等
学
院
歴
史
学
文
献
学
部
の
一
室
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
聴
講

者
は
一
二
、三
名
で
あ
っ
た
。
午
前
一
〇
時
か
ら
三
時
間
近
く
講
演
を
し
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
更
に
二
時
間
以
上
、
談
話
が

続
い
た
。

講
演
内
容
は
ジ
ラ
ー
ル
先
生
か
ら
は
私
の
駒
澤
大
学
の
最
終
講
義
の
ま
と
め
で
よ
い
の
で
は
と
言
わ
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ル
先

生
は
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
の
最
終
講
義
を
聴
い
て
い
た
だ
い
た
上
に
、
懇
親
会
で
は
過
分
の
高
評
を
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
も
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
た
だ
、
既
に
そ
の
内
容
は
公
表
済
み
で
あ
っ
た
。

①� 

石
井
修
道
「〈
退
任
記
念
講
演
〉
中
国
禅
と
道
元
禅
―
そ
の
連
続
面
と
非
連
続
面
と
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学

部
論
集
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

渡
仏
の
話
が
進
行
し
て
い
る
内
に
、
道
元
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
の
『
宝
慶
記
』
の
研
究
で
あ
る
ジ
ラ
ー
ル
先
生
の

七
五
〇
頁
に
も
上
る
『Les dialogues de D

ōgen en Chine

』（Rayon H
istoire de la Librairie D

roz, 2016

）
が
送
ら

れ
て
き
た
（
残
念
な
が
ら
私
に
は
充
分
に
は
読
み
こ
な
せ
な
い
が
）。
同
時
に
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
日
の
シ
ア
ト
ル
で
開
催

さ
れ
た
Ａ
Ａ
Ｓ
（A

ssociation for A
sian Studies

）
の
学
術
大
会
と
同
時
開
催
の
Ｓ
Ｓ
Ｊ
Ｒ
（Society for the Study of 

Japanese Religions

）
に
お
い
て
、
若
山
悠
光
氏
と
二
人
で
行
っ
た
学
会
発
表
も
『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
八
号

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
に
活
字
化
で
き
た
。

②� 

若
山
悠
光
「T

he Form
ation of K

ana Shōbō genzō

― T
racing back Beppon

（D
raft edition

）Shinfukatoku

（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
―
別
本
『
心
不
可
得
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
）」

③� 

石
井
修
道
「O

n the O
rigins of K

ana

“Shōbōgenzō
”（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
い
つ
成
立
し
た
か
）」

こ
れ
ら
は
英
文
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
聴
講
者
に
抜
き
刷
り
を
配
布
し
、
む
し
ろ
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
に

絞
っ
て
成
果
を
更
に
ま
と
め
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
講
演
資
料
を
作
成
し
た
。
因
み
に
、
若
山
悠
光
氏
の
Ｓ
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Ｓ
Ｊ
Ｒ
の
発
表
と
同
時
進
行
し
て
い
た
別
本
三
部
作
は
、
今
回
の
発
表
と
密
接
に
関
連
し
、
し
か
も
そ
の
成
果
は
こ
の
分
野

で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
そ
の
成
果
も
取
り
入
れ
な
が
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

㈠
「
別
本
『
心
不
可
得
』
の
課
題
―
『
心
不
可
得
』
と
『
他
心
通
』
へ
の
再
治
に
つ
い
て
―
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年

報
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
五
年
）
及
び
「『
永
平
広
録
』
巻
一
、
第
一
七
上
堂
考
―
別
本
『
心
不
可
得
』、『
他
心
通
』
と
関

連
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
）

㈡
「
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
性
格
―
『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
一
一
と
関
連
し
て
―
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研

究
会
年
報
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
六
年
）
及
び
「
別
本
『
仏
向
上
事
』
考
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要

（
第
一
七
回
）』
二
〇
一
六
年
）

㈢
「『
正
法
眼
蔵
』
再
治
の
諸
相
―
「
大
悟
」
巻
の
再
治
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
角
田
泰
隆
編
著
『
道
元
禅
師
研
究
に
お
け
る

諸
問
題
』
所
収
、
春
秋
社
、
二
〇
一
七
年
）

以
上
、
私
の
論
文
を
含
め
た
①�
②�
③�
の
三
つ
の
論
文
を
中
心
に
講
演
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
今
回
の
論
文
で
あ

る
。講

演
に
先
が
け
て
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
に
お
け
る
二
つ
の
近
年
の
成
果
に
触
れ
て
み
た
。
第
一
は
、
私
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
て
、
唐
代
禅
と
宋
代
禅
の
相
違
と
、
道
元
禅
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究

―
中
国
曹
洞
宗
と
道
元
禅
―
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
で
、
看
話
禅
の
大
成
者
と
言
わ
れ
る
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～

一
一
六
三
）
の
禅
の
性
格
は
、「
始
覚
門
」
と
分
析
し
た
。
そ
れ
は
大
慧
宗
杲
自
身
が
四
巻
本
『
大
慧
普
説
』
巻
四
の
「
妙
心

居
士
孫
通
判
請
普
説
」
の
中
に
、
張
商
英
撰
『
注
清
浄
海
眼
経
』（
＝
『
首
楞
厳
経
』
の
補
注
刪
修
）
の
「
八
成
就
（
如
是
我

聞
一
時
仏
在
）」
の
「
仏
」
の
釈
を
引
用
し
た
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
明
確
で
あ
る
。
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又
た
曰
く
、
始
覚
と
本
覚
と
合
す
る
を
之
れ
を
仏
と
謂
う
。
言

い
う
こ
こ
ろは

如い

今ま

の
始
覚
を
以
て
本
覚
と
合
す
。
往
往
に
黙
照

の
徒
、
無
言
黙
然
を
以
て
始
覚
と
為
し
、
威
音
王
那
畔
を
以
て
本
覚
と
為
す
。
固も

と

よ
り
此
の
理
に
あ
ら
ず
。
既
に
此
の

理
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
者
か
是
れ
覚
。
若
し
全
く
是
れ
覚
な
れ
ば
、
豈
に
更
に
迷
い
有
ら
ん
や
。
若
し
迷
い
無
し
と
謂

わ
ば
、
釈
迦
老
子
の
明
星
現
わ
る
る
時
に
お
い
て
忽
然
と
し
て
便
ち
覚
し
、
自
家
の
本
命
元
辰
の
元
来
這こ

裏こ

に
在
る
を

知し得
る
を
争い

か
ん奈

せ
ん
。
所ゆ

以え

に
言
う
、
始
覚
に
因
り
て
本
覚
に
合
す
、
と
。
禅
和
子
家
、
忽
然
と
鼻
孔
を
摸
著
す
る
は
、

便
ち
是
れ
這こ箇
の
道
理
な
り
。
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
。

〈
又
曰
、
始
覚
合
本
覚
之
謂
仏
。
言
以
如
今
始
覚
合
於
本
覚
。
往
往
黙
照
之
徒
、
以
無
言
黙
然
為
始
覚
、
以
威
音
王
那
畔

為
本
覚
。
固
非
此
理
。
既
非
此
理
、
何
者
是
覚
。
若
全
是
覚
、
豈
更
有
迷
。
若
謂
無
迷
、
争
奈
釈
迦
老
子
於
明
星
現
時

忽
然
便
覚
、
知
得
自
家
本
命
元
辰
元
来
在
這
裏
。
所
以
言
、
因
始
覚
而
合
本
覚
。
禅
和
子
家
、
忽
然
摸
著
鼻
孔
、
便
是

這
箇
道
理
。
然
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
〉（
東
洋
文
庫
本 

― 

三
丁
左
。『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
三
四
三
～
五
頁
。）

こ
れ
は
、
宋
代
禅
の
「
不
共
戴
天
の
讎か

た
き」（

西
巌
了
恵
の
語
）
と
ま
で
呼
ば
れ
る
二
大
思
潮
の
大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
と
宏
智

正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
黙
照
禅
の
相
違
を
述
べ
た
も
の
で
も
あ
る
。
私
は
更
に
こ
の
文
に
続
い
て
、次
の
よ
う
に

も
分
析
し
た
。

大
慧
も
「
此
事
人
人
分
上
無
不
具
足
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
原
理
と
し
て
は
本
覚
門
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
と
し
て
は
「
以
如
今
始
覚
合
於
本
覚
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
南
宗
禅
と
し
て
成
立
し
た
唐
代
禅
で
は
、
本
来
、

本
覚
と
始
覚
と
分
け
て
考
え
る
人
間
把
握
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
慧
は
徹
底
し
た
現
実
肯
定
を
主
張

し
た
唐
代
の
禅
と
は
異
な
る
不
徹
底
な
亜
流
の
禅
者
を
実
際
に
見
聞
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
已
む
を
得
ざ
る

0

0

0

0

0

0

立
場
に

お
い
て
時
勢
を
批
判
し
た
の
で
あ
り
、
大
慧
は
あ
え
て

0

0

0

始
覚
門
に
立
つ
の
で
あ
る
。

大
慧
禅
は
修
行
者
は
悟
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
経
験
主
義
（
＝
忽
然
摸
著
鼻
孔
）
に
基
づ
い
て
お
り
、極
め
て
主
張
は
明
確
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で
あ
る
。
釈
尊
の
成
道
を
一
般
説
に
従
っ
て
三
五
歲
と
す
る
と
、
悟
る
前
は
迷
い
で
あ
り
、
悟
り
の
経
験
以
後
を
悟
り
と
す

る
と
い
う
の
は
、
誰
で
も
が
納
得
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、「
も
と
よ
り
さ
と
り
（
本
覚
）」
の
説
は
二
つ
の
理
解

が
可
能
と
な
り
、
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
裴
休
拾
遺
問
』
等
を
参
考
に
す
れ
ば
、
唐
代
禅
は
大
慧
の
看
話
禅
に

対
し
て
、
本
覚
門
と
な
り
、
禅
の
表
裏
の
関
係
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
私
は
「
然
も
此
の
事
は
人
人
分
上
に
具
足
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
」
と
大
慧
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
注
視
す

る
の
で
あ
る
。
始
覚
は
本
覚
を
前
提
と
し
、
始
覚
門
と
本
覚
門
と
は
表
裏
で
あ
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
主

張
を
参
考
に
し
て
、
従
来 

、
し
ば
し
ば
次
の
よ
う
に
図
式
化
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
宋
代
禅
に
お
け
る
看
話
禅
の
悟
り
の
過

程
の
構
造
を
、
本
覚
→
不
覚
→
始
覚
→
本
覚
と
し
て
み
た
。

唐
代
禅
（
→
黙
照
禅
） 

徹
底
的
自
己
肯
定
（
本
覚
肯
定
）
＝
絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
現
成
）

看
話
禅 

相
対
的
自
己
肯
定
（
不
覚
）
→
否
定
（
始
覚
）
→
絶
対
的
自
己
肯
定
（
本
覚
回
帰
）

そ
れ
で
は
道
元
禅
は
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
に
お
い
て
、
禅
の
歴
史
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
禅
の
修

証
観
を
三
つ
に
要
約
し
た
の
で
あ
る
。

Ａ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
（
行
住
坐
臥
）
は
す
べ
て
さ
と
り
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

Ｂ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
か
ら
こ
そ
坐
禅
が
必
要
で
あ
る
。
坐
禅
の
と
き
に
さ
と
り
が
あ
ら
わ
れ
る
。

Ｃ 

本
来
ほ
と
け
で
あ
る
が
（
理
と
し
て
）、
現
実
は
迷
っ
て
い
る
の
で
（
事
と
し
て
）、
さ
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。（
同
書

三
八
二
頁
）
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Ａ
は
中
国
唐
代
の
禅
の
特
色
で
あ
る
。
臨
済
義
玄
は
『
臨
済
録
』
で
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

道
流
、
仏
法
は
用ゆ

う
	
く功

の
処
無
し
。
祇
だ
是
れ
平
常
無
事
、
屙あ

屎し

送そ
う

尿に
ょ
う、

著
衣
喫
飯
、
困こ

ん

じ
来
た
れ
ば
即
ち
臥
す
。
愚
人

は
我
を
笑
う
、
智
は
乃
ち
焉こ

れ

を
知
る
。
古
人
云
く
、「
外
に
向
か
っ
て
功
夫
を
作
す
、
総
に
是
れ
痴
頑
の
漢
」
と
。
你
、

且
ら
く
随
処
に
主
と
作
れ
ば
、
立
処
皆
な
真
な
り
。
境
来
た
れ
ど
も
回え

換か
ん

す
る
こ
と
を
得
ず
。（
柳
田
聖
山
『
臨
済
録
』

九
六
頁
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）

　

大
慧
が
本
覚
と
始
覚
に
分
け
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
Ａ
・Ｂ
は
本
覚
門
に
属
し
、Ｃ
は
始
覚
門
に
属
す
。
大
慧
は
已
む
0

0

を
得
ざ
る

0

0

0

0

理
由
に
よ
り
Ｃ
に
立
つ
。
Ｂ
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
道
元
禅
の
特
色
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
は
微
妙
な
違
い
で
は

あ
る
が
、
宏
智
の
禅
は
Ａ
の
中
国
禅
に
傾
き
、
積
極
的
な
Ｂ
の
主
張
を
な
し
え
な
か
っ
た
。
Ａ
は
自
己
肯
定
が
徹
底
し

て
い
る
間
は
、
唐
代
禅
と
し
て
特
色
を
保
ち
え
た
。
し
か
し
、
宋
代
に
は
Ａ
の
誤
っ
た
禅
と
し
て
、
無
事
禅
だ
お
れ
の

禅
に
陥
っ
た
。
Ｃ
は
誤
っ
た
Ａ
を
救
う
に
あ
っ
た
。
宏
智
の
禅
は
Ｂ
の
特
色
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
集
団
は
、
誤
っ

た
Ａ
の
禅
と
同
じ
流
れ
に
属
し
た
。
大
慧
が
黙
照
邪
禅
と
言
う
理
由
も
、
悪
し
き
Ａ
の
禅
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
道
元

禅
は
、
Ａ
と
Ｃ
が
対
立
す
る
か
ぎ
り
、
Ａ
の
流
れ
の
誤
り
の
克
服
が
必
要
で
あ
っ
て
、
徹
底
し
た
Ｂ
を
強
調
し
た
。
Ｂ

と
Ｃ
と
は
異
な
る
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
も
は
や
Ｃ
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
Ａ
の
陥
り
や
す
い
危
険
性
を
克
服
し
た
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
Ａ
と
Ｃ
は
、
並
列
の
関
係
で
な
い
独
自
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
道
元
の
眼
に
映
じ
た
も
の

は
、
Ａ
の
悪
し
き
流
れ
で
あ
り
、
Ａ
と
Ｃ
の
対
立
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
悪
し
き
Ａ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、

Ｂ
も
Ｃ
も
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｂ
と
Ｃ
は
修
証
観
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
如
浄
が
Ｃ
で
あ
っ
た
の
も
、
悪
し
き
Ａ
を
克

服
す
る
点
で
、
大
慧
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
Ｃ
に
立
脚
し
て
Ｂ
の
要
素
を
黙
照
禅
の
系
譜
と
し
て
も
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
道
元
は
Ｃ
の
み
大
勢
を
占
め
て
い
た
中
に
あ
っ
て
、
修
行
の
必
要
性
を
強
調
す
る
如
浄
が
、
Ａ
・
Ｂ
を

含
み
得
て
い
た
が
ゆ
え
に
師
資
契
合
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
浄
の
身
体
を
通
し
て
の
思
想
で
あ
り
、
道
元
は
宗
教
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的
人
格
を
如
浄
の
上
に
見
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
道
元
が
自
然
外
道
に
類
似
す
る
天
台
本
覚
法
門
へ
の
疑
滞
を
持
っ
た

の
に
対
し
て
、
如
浄
は
禅
宗
内
の
さ
と
り
に
安
住
す
る
坐
の
克
服
に
あ
っ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
日
本
仏
教
の
課
題
に
お

け
る
道
元
の
疑
滞
の
深
さ
は
如
浄
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。（
同
書
三
八
二
～
三
八
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
は
唐
代
禅
、
Ｃ
は
宋
代
の
看
話
禅
、
そ
し
て
、
Ｂ
を
道
元
禅
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
私
の
結
論
は
基

本
的
に
は
今
日
ま
で
変
わ
ら
ず
に
到
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
と
Ａ
と
の
相
違
は
修
証
論
の
相
違
で
あ
り
、
中
国
禅
の
思
想

史
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
Ａ
・
Ｃ
こ
そ
禅
思
想
の
特
色
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
道
元
禅
を
考
え
る
場
合
、
公
案
禅
と
看
話
禅
と
は
同
義
語
と
考
え
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
小

川
隆
氏
の
『
禅
思
想
史
講
義
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
最
も
参
考
に
な
る
の
で
、
そ
の
著
を
抜
萃
し
て
引
用
し
て
み
よ

う
。　

（
宋
代
は
）
禅
門
共
有
の
古
典
と
し
て
収
集
・
選
択
さ
れ
た
先
人
の
問
答
の
記
録
で
あ
る
「
公
案
」、
そ
れ
を
所
与
の

教
材
と
し
て
参
究
す
る
こ
と
が
修
行
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。「
公
案
」
の
参
究
の
方
法
は
、
大
ま
か
に
「
文

字
禅
」
と
「
看
話
禅
」
の
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
文
字
禅
」
は
、
公
案
の
批
評
や
再
解
釈
を
通
し

て
禅
理
を
闡せ

ん

明め
い

し
よ
う
と
す
る
も
の
。（『
碧
巌
録
』
は
「
文
字
禅
」
の
精
華
と
称
す
べ
き
書
物
で
す
。）
い
っ
ぽ
う
、「
看
話

禅
」
は
、
特
定
の
一
つ
の
公
案
に
全
身
全
霊
を
集
中
さ
せ
、
そ
の
限
界
点
で
心
の
激
発
・
大
破
を
お
こ
し
て
決
定
的
な

大
悟
の
実
体
験
に
到
ろ
う
と
す
る
方
法
で
す
。
そ
の
際
、
最
も
重
視
さ
れ
多
用
さ
れ
た
公
案
が
「
趙
州
無
字
」
の
話わ

で

し
た
。

　
「
公
案
禅
」
と
い
う
呼
称
が
こ
れ
ま
で
広
狭
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
使
わ
れ
、
混
乱
の
も
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と

く
に
「
公
案
禅
」
と
「
看
話
禅
」
を
不
用
意
に
同
義
語
と
し
て
用
い
て
き
た
こ
と
が
、
話
を
や
や
こ
し
く
し
て
い
ま
す
。

「
只
管
打
坐
」
と
い
い
な
が
ら
道
元
も
公
案
を
用
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
と
か
、公
案
に
反
対
し
て
い
た
道
元
に
公
案



380

集
の
著
作
が
あ
る
の
は
ナ
ゼ
か
、
と
か
…
…
。
し
か
し
、「
公
案
禅
」
は
「
公
案
」
を
扱
う
禅
の
総
称
、「
文
字
禅
」
と

「
看
話
禅
」
は
そ
の
下
位
区
分
、
と
整
理
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う
い
う
問
い
の
お
か
し
さ
が
解
り
ま
す
。
道
元
が
反
対
し

て
い
た
の
は
「
看
話
禅
」
で
あ
っ
て
、「
公
案
禅
」
一
般
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
著
『
正
法
眼
蔵
』
は
、「
看
話
禅
」
に

反
対
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
、
和
文
に
よ
る
新
種
の
「
文
字
禅
」
を
展
開
し
た
も
の
と
看
る
べ
き
で
し
ょ
う
。（
同
書
一
一

七
～
一
一
九
頁
）

「
公
案
禅
」
と
「
看
話
禅
」
の
混
乱
を
正
し
た
見
事
な
「
公
案
禅
」
の
解
説
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
、
こ
の
論
文
を
進
め
る
上

で
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、『
正
法
眼
蔵
』
を
「
文
字
禅
」
の
語
で
表
現
す
る
こ
と

に
反
対
す
る
人
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
要
は
小
川
隆
氏
に
よ
っ
て
禅
思
想
史
の
解
明
に
有
意
義
な
整
理
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
重
要
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
点
を
前
提
と
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
と
編
集
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
　漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ 
―
― 

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
（
そ
の
一
）
―
― 「
庵
主
渓
深
柄
長
」
話

道
元
の
代
表
的
な
著
述
が
、『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
和
文
で

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、道
元
の
著
述
と
し
て
、今
一
つ
漢
字
で
書
か
れ
た
『
正
法
眼

蔵
』
が
道
元
の
研
究
上
で
注
目
を
あ
つ
め
て
き
た
。
共
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
で
あ
る
か
ら
、
前
者
を
仮け

字じ

（
仮か

名な

）『
正

法
眼
蔵
』（
従
来
よ
り
私
の
論
文
で
は
仮
名
を
使
用
）
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
区
別
し
て
後
者
を
真し

ん

字じ

（
真ま

名な

）『
正
法
眼
蔵
』

（
従
来
よ
り
私
の
論
文
で
は
真
字
を
使
用
）
と
呼
ん
で
い
る
。
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
著
作
は
、
古
く
か
ら
『
正
法
眼
蔵
三
百
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則
』
と
か
『
三
百
則
正
法
眼
蔵
』
と
称
し
て
伝
承
し
、
一
般
に
は
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ

た
『
拈ね

ん

評ぴ
よ
う

三
百
則
不ふ

能の
う

語ご

』
が
流
行
し
た
こ
と
に
よ
り
『
三さ

ん

百び
や
く

則そ
く

』
と
通
称
し
て
い
る
。
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
こ

の
よ
う
に
仮
名
と
真
字
の
二
種
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
私
も
『
中
国
禅
宗
史
話
―
真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
』（
禅
文
化

研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
を
出
版
し
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
編
集
責
任
者
と
し
て
『
道

元
集
〈
中
世
禅
籍
叢
刊
第
二
巻
〉』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
を
刊
行
し
、
金
沢
文
庫
本
真
字
『
正
法
眼
蔵
』（
担
当
池
上

光
洋
）
の
重
要
性
を
改
め
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
私
が
「
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
基
づ
く
資
料
に
つ
い
て
」

（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
一
年
）
で
引
用
出
典
を
発
表
し
た
頃
と
は
異
な
り
、
原
典
資
料
の
新

た
な
貴
重
本
の
刊
行
や
デ
ー
タ
資
料
のCBET

A

の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
研
究
環
境
が
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
道
元
の

よ
り
正
確
な
出
典
研
究
に
お
い
て
、
大
正
大
蔵
経
の
禅
籍
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
中
国
禅
籍
集
二
〈
中
世
禅
籍

叢
刊
第
九
巻
〉』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
解
題
〈
総
説
〉」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
史
は
前
著
に
ま
と
め
て
お
い
た
が
、
圭
室
諦
成
「
金
沢
文
庫
本
正
法
眼
蔵
に
つ
い
て
」（『
中

外
日
報
』
一
九
四
〇
年
八
月
三
一
日
・
九
月
一
・
三
・
四
日
）
の
紹
介
に
よ
り
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
引
き
、
大
き
く
研
究

が
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
野
村
瑞
峰
「『
金
沢
文
庫
本
正
法
眼
蔵
』
―
第
二
十
二
則
に
つ
い
て
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
通

巻
一
一
七
号
、
一
九
六
五
年
）
は
、
二
二
則
「
玄
則
丙
丁
童
子
」
と
『
弁
道
話
』
の
引
用
の
密
接
な
関
係
を
具
体
化
し
た
。
私

も
こ
の
顕
著
な
例
を
、
既
に
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
）
の
中
で
、
金
沢
文
庫
本
二
二
則
「
玄

則
丙
丁
童
子
」
の
出
典
の
宋
版
『
宏
智
録
』
巻
一
（
一
一
～
一
二
頁
。
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
年
）
と
こ
の
話
の
道
元
の
全

て
の
著
述
で
検
討
し
、
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
の
移
行
を
詳
細
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
の
に
、
重
要
な
問
題
提
起
の
で
き
る
次
の
金
沢
文
庫
本
真
字

『
正
法
眼
蔵
』
八
三
則
「
庵
主
渓
深
柄
長
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。 
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雪
峰
山
畔
、
有
一
僧
卓
庵
。
多
年
不
剃
頭
。
自
作
一
柄
木
杓
、
去
渓
辺
舀
水
喫
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。

菴
主
云
、
渓
深
杓
柄
長
。
僧
帰
挙
似
雪
峰
。
峰
云
、
也
甚
奇
怪
。
雖
然
如
是
、
須
是
老
僧
勘
過
始
得
。
峰
一
日
、
同
侍

者
将
剃
刀
去
訪
他
。
纔
相
見
便
問
、
道
得
即
不
剃
汝
頭
。
菴
主
便
将
水
洗
頭
。
峰
便
与
他
剃
却
。

右
の
金
沢
文
庫
本
に
よ
る
訓
読
文
（
カ
タ
カ
ナ
の
ふ
り
が
な
は
原
典
。〈 

〉
は
補
）

雪
峰
山
の
畔ほ

と

り
に
、
一
の
僧
有あ

〈
り
〉
て
庵
を
卓タ

つ
。
多
年
剃テ

イ

頭
せ
ず
。
自
ら
一
柄
（
ヒ
ン
）
の
木
杓
（
サ
ウ
）
を
作ツ

ク

り
て
、
渓
辺
に
去ユ

き
て
水
を
舀ク

む
てで

喫ノ

む
。
時
に
僧
有
〈
り
〉
て
問
〈
ふ
〉、「
如

い
か
に
あ
ら
ん
か何

是こ

れ
祖
師
西
来
意
」。
菴
主
云

〈
く
〉、「
渓タ

ニ

深ふ
か

（
シ
ム
）
け
れ
はば

杓し
や
く（

サ
ウ
）
の
柄エ

（
ヒ
ム
）
長ナ

カ
（
シ
ヤ
ム
）
し
。
僧
帰
〈
り
〉
て
雪
峰
に
挙
似
す
。
峰

云
く
、「
也ま

（
ヤ
）
た
甚は

な
（
シ
ム
）
は
ただ

奇キ

怪ク
ワ
イな

り
。
然し

か

も
是か

く

の
如ご

と
くな

り
と
雖い

へ
ども

、
須す

べ
から

く
是
れ
老
僧
勘

か
ん
が
へ

過ス
ご

し
て
始は

じ
めて

得ウ

へべ

し
」。
峰
一
日
、
侍
者
同ト

剃
刀
を
将モ

て
去サ

り
て
他カ

レ

を
訪と

ぶ
らふ

。
纔わ

づ
かに

相
見
す
る
に
便
ち
問
ふ
、「
道
得
な
ら
はば

即
〈
ち
〉

汝
かが

頭
を
剃ソ

ら
シじ

」。
菴
主
便
ち
水
を
将モ

て
頭
を
洗
ふ
。
峰
便
ち
他カ

レ

かが

与タ
メ

に
剃テ

イ

却
す
。（
臨
川
書
店
本
四
五
七
頁
）

そ
の
道
元
の
出
典
は
、
以
前
指
摘
し
た
通
り
、
次
の
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
で
あ
り
、
改
め
てCBET

A

で
関
連
あ
る

全
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

雪
峰
山
畔
、
有
一
僧
卓
菴
。
多
年
不
剃
頭
。
自
作
一
柄
木
杓
、
去
渓
辺
舀
水
喫
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。

菴
主
云
、
渓
深
杓
柄
長
。
僧
帰
挙
似
雪
峰
。
峰
云
、
也
甚
奇
怪
。
雖
然
如
是
、
須
是
老
僧
勘
過
始
得
。
峰
一
日
、
同
侍

者
将
剃
刀
去
訪
佗
。
纔
相
見
便
問
、道
得
即
不
剃
汝
頭
。
菴
主
便
将
水
洗
頭
。
峰
便
与
佗
剃
却
。（
宋
版
八
丁
左
。『
禅
学

典
籍
叢
刊 

第
四
巻
』
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
）

こ
の
著
の
撰
者
の
大
慧
宗
杲
は
看
話
禅
の
大
成
者
で
あ
り
、
道
元
が
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
私
も
「『
説
心
説
性
』『
自
証
三
昧
』
考
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
で
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
。
大
慧
も
道
元
も
共
に
、
な
ぜ
『
正
法
眼
蔵
』
と
命
名
し
た
の
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
禅
籍
の
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中
に
は
一
字
も
相
違
し
な
い
文
献
は
多
く
存
在
す
る
が
、
同
様
に
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
出
典
が
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ

る
こ
と
に
断
定
で
き
る
も
の
は
、
金
沢
文
庫
本
に
限
れ
ば
、
五
六
則
「
霊
雲
驢
事
馬
事
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
金
沢
文

庫
本
は
中
巻
の
み
で
、
し
か
も
完
本
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
金
沢
文
庫
管
理
の
『
百
丈
禅
師
広
説
・
法
門
大
綱
』
の

写
本
に
、
こ
の
話
を
含
め
て
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
（『
稀
覯
禅
籍
集

〈
中
世
禅
籍
叢
刊
第
十
巻
〉』
臨
川
書
店
、二
〇
一
七
年
）。
こ
れ
は
金
沢
文
庫
本
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
重
要
な
問
題
と
な
る
。

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
や
が
て
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
真
字
『
正
法

眼
蔵
』
は
、
先
に
い
う
よ
う
に
『
弁
道
話
』（
一
二
三
一
年
成
立
）
に
金
沢
文
庫
本
二
二
則
「
玄
則
丙
丁
童
子
」
の
引
用
が
あ

り
、『
現
成
公
案
』（
一
二
三
三
年
成
立
）
に
金
沢
文
庫
本
二
三
則
「
宝
徹
無
処
不
周
」（
出
典
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
三
、
宋
版

二
一
丁
右
）
の
引
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
元
の
早
い
時
期
の
手
控
え
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
真

字
『
正
法
眼
蔵
序
』
の
成
立
し
た
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
に
一
応
の
完
成
を
認
め
て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

仮
名
文
献
と
し
て
成
立
し
た
『
正
法
眼
蔵
道
得
』
は
、
二
つ
の
公
案
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
「
趙
州
不
離
叢
林
」
の
話
で
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
無
く
、『
聯
灯
会
要
』
巻
六
「
趙
州
従
諗
章
」
が
原
典
で

あ
る
。示

衆
云
、
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚
你
作
唖
漢
、
已
後
仏
也
不
奈
你
何
。（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢

刊 

第
二
巻
灯
史
２
上
』
九
丁
左
～
一
〇
丁
右
。
続
蔵
巻
一
三
六
―
二
六
四
左
下
参
照
） 

こ
の
語
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
正
法
眼
蔵
行
持
』（
一
二
四
二
年
）
に
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
と
き
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
不
語
十
年
五
載
、
無
人
喚
你
作
唖
漢
、
已
後
諸
仏
也
不
奈

你
何
」。
こ
れ
、
行
持
を
し
め
す
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
三
一
四
頁
）
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こ
れ
が
元
来
の
道
元
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
行
持
』
は
、
こ
の
語
の
前
に
趙
州
従
諗
（
七
八
八

～
八
九
七
）
の
行
持
を
示
し
、
結
局
、
不
離
叢
林
の
行
持
を
讃
歎
す
る
も
の
で
あ
る
（『
道
元
禅
師 

正
法
眼
蔵
行
持
に
学
ぶ
』

一
四
四
頁
以
下
参
照
。
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
同
年
の
一
〇
月
五
日
に
『
正
法
眼
蔵

道
得
』
に
一
部
語
句
を
変
更
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
語
句
の
変
更
は
主
題
を
貫
徹
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。趙

州
真
際
大
師
示
衆
云
、「
你
若
一
生
不
離
叢
林
、
兀
坐
不
道
十
年
五
載
、
無
人
喚
作
你
唖
漢
、
已
後
諸
仏
也
不
及
你

哉
」。（
岩
波
文
庫
本
㈡
二
八
五
頁
）

「
不
語
」
を
「
兀
坐
不
道
」
に
改
め
た
の
は
、も
ち
ろ
ん
「
道
得
」
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
り
、原
典
の
不
立
文
字
に
徹
す
る

主
張
に
対
し
て
、「
不
語
」
と
は
「
兀
坐
不
道
」、
つ
ま
り
坐
禅
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
本
文
で
、

「
し
か
あ
れ
ば
、
一
生
不
離
叢
林
は
、
一
生
不
離
道
得
な
り
。
兀
坐
不
道
十
年
五
載
は
、
道
得
十
年
五
載
な
り
」（
同
二
八
六

頁
）
と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
更
に
「
兀
坐
は
一
生
、
二
生
な
り
。
一
時
、
二
時
に
あ
ら
ず
。
兀
坐
し
て
不
道
な
る
十
年
五

載
あ
れ
ば
、
諸
仏
も
な
ん
ぢ
を
な
い
が
し
ろ
に
せ
ん
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
ま
こ
と
に
こ
の
「
兀
坐
不
道
」
は
、
仏
眼
也
覰
不

見
な
り
、
仏
力
也
牽
不
及
な
り
。
諸
仏
也
不
奈
你
何
な
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
あ
る
。

こ
こ
は
二
つ
の
興
味
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
つ
は
『
道
得
』
に
引
用
さ
れ
た
「
已
後
諸
仏
也
不
及
你
哉
」
の
道
元
の

テ
キ
ス
ト
は
、
元
来
、『
行
持
』
と
同
じ
く
「
諸
仏
也
不
奈
你
何
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
の
改
め
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
一
つ
は
趙
州
の
説
の
中
に
は
元
来
、「
道
得
」
の
語
も
な
く
、「
道
得
」
が
主
題
で
も
な
か
っ
た
が
、「
兀
坐
不
道
」

は
「
道
得
」
で
あ
り
、そ
れ
は
「
仏
向
上
事
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
入
矢
義
高
氏
は
『
龐
居
士
語
録
』（
筑
摩

書
房
、
一
九
七
三
年
）
の
中
に
、「
わ
が
道
元
禅
師
が
強
調
す
る
「
道
得
」
は
、
本
当
の
悟
り
は
、
そ
の
悟
り
の
当
体
が
同
時
に

言
葉
に
定
着
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
趣
旨
」（
七
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
一
二
四
二
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年
の
三
月
二
三
日
以
前
に
示
衆
さ
れ
た
別
本
『
仏
向
上
事
』
と
そ
の
日
に
示
衆
し
た
『
仏
向
上
事
』
と
関
係
し
て
述
べ
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、洞
山
良
价
の
語
と
し
て
①�
上
巻
一
二
則
「
洞
山
仏
向
上
事
」

と
②�
上
巻
七
二
則
「
洞
山
仏
向
上
事
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
。

①� 
筠
州
洞
山
悟
本
大
師
〈
嗣
雲
岩
、
諱
良
价
〉
示
衆
云
、
体
得
仏
向
上
事
、
方
有
些
子
語
話
分
。
僧
便
問
、
如
何
是
語

話
。
師
曰
、
語
話
時
闍
梨
不
聞
。
僧
曰
、
和
尚
還
聞
否
。
師
曰
、
待
我
不
語
話
時
即
聞
。（
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集 

第
五
巻
』
一
三
二
頁
）

②� 

洞
山
云
、
須
知
有
仏
向
上
事
。
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
事
。
師
曰
、
非
仏
。
雲
門
曰
、
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言

非
。（
同
一
六
二
頁
）

①�
の
出
典
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价
章
」（
禅
文
化
本
二
九
九
頁
参
照
）
で
あ
り
、そ
の
ま
ま
『
正
法
眼
蔵
仏

向
上
事
』（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
二
八
頁
）
の
冒
頭
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

②�
の
出
典
は
大
慧
が
『
雲
門
広
録
』
巻
中
（
大
正
蔵
巻
四
七
―
五
五
八ａ
）
か
ら
引
用
し
た
次
の
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上

（
＝
『
大
慧
語
録
』
巻
七
、
大
正
蔵
巻
四
七
―
八
四
〇ａ
）
で
あ
る
。

洞
山
云
、
須
知
有
仏
向
上
事
。
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
事
。
師
曰
、
非
仏
。
雲
門
曰
、
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言
非
。

（
宋
版
一
四
丁
左
～
一
五
丁
右
）

し
か
し
、
道
元
が
『
仏
向
上
事
』
に
こ
の
話
を
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
冒
頭
で

は
、
①�
と
合
糅
し
た
か
、
後
に
引
用
す
る
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
語
を
「
仏
向
上
人
」
で
は
な
く
、「
仏
向
上
事
」
の
説
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

洞
山
悟
本
大
師
の
云
、
す
べ
か
ら
く
仏
向
上
の
事
あ
る
こ
と
を
し
る
べ
し
。
仏
向
上
の
事
あ
る
こ
と
を
し
り
て
、
正
に

語
話
の
分
あ
る
べ
し
。（
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集 

第
二
巻
』
五
六
九
頁
）
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
が
故
に
、
②�
の
雲
門
文
偃
の
語
を
残
し
な
が
ら
『
仏
向
上
事
』
の
引
用
は
更
に
出
典
を
複
雑
に
し

て
い
る
。

高
祖
悟
本
大
師
、
示
衆
云
、「
須
知
有
仏
向
上
人
」。
時
有
僧
問
、「
如
何
是
仏
向
上
人
」。
大
師
云
、「
非
仏
」。
雲
門
云
、

「
名
不
得
、
状
不
得
、
所
以
言
非
」。
保
福
云
、「
仏
非
」。
法
眼
云
、「
方
便
呼
為
仏
」。
お
ほ
よ
そ
仏
祖
の
向
上
に
仏
祖

な
る
は
、
高
祖
洞
山
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
三
二
頁
）

こ
の
則
は
、
も
と
も
と
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
五
「
洞
山
良
价
章
」
の
別
の
話
を
引
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

師
謂
衆
曰
、
知
有
仏
向
上
人
、
方
有
語
話
分
。
時
有
僧
問
、
如
何
是
仏
向
上
人
。
師
曰
。
非
常
。〈
保
福
別
云
、
仏
非
。

法
眼
別
云
、
方
便
呼
為
仏
〉（
禅
文
化
本
三
〇
〇
頁
。
道
元
の
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
は
「
非
仏
」
で
あ
っ
た
可
能
性
あ
り
）

た
だ
し
、
こ
の
『
仏
向
上
事
』
に
引
用
さ
れ
た
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
話
は
、「
道
得
」
の
説
を
離
れ
て
「
方
有
語
話
分
」
の

語
も
削
除
さ
れ
て
い
る
し
、
雲
門
文
偃
の
語
は
な
い
の
で
、
必
ず
や
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
上
巻
七
二
則
が
合
糅
さ
れ
た
こ

と
が
判
明
し
よ
う
。

『
道
得
』
に
引
用
さ
れ
た
前
者
の
「
趙
州
不
離
叢
林
」
が
仮
名
文
献
と
な
る
に
は
、
複
雑
な
成
立
過
程
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
。
第
一
に
そ
の
話
に
は
も
と
も
と
「
道
得
」
の
語
は
な
く
、道
元
が
そ
の
話
に
よ
っ
て
「
道
得
」
を
強
調
し
て
示
衆
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
後
者
の
「
庵
主
渓
深
柄
長
」
の
話
に
は
、「
道
得
」
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故

に
、
後
者
の
展
開
は
、
問
答
に
添
っ
て
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
道
得
』
を
撰
述
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
な
公

案
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　

雪
峰
の
真
覚
大
師
の
会
に
一
僧
あ
り
て
、
や
ま
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
、
草
を
む
す
び
て
庵
を
卓
す
。
と
し
つ
も
り
ぬ

れ
ど
、
か
み
を
そ
ら
ざ
り
け
り
。
庵
裡
の
活
計
た
れ
か
し
ら
ん
、
山
中
の
消
息
悄
然
な
り
。
み
づ
か
ら
一
柄
の
木
杓
を
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つ
く
り
て
、
渓
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
水
を
く
み
て
の
む
。
ま
こ
と
に
こ
れ
飲
渓
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。

　

か
く
て
日
往
月
来
す
る
ほ
ど
に
、
家
風
ひ
そ
か
に
漏
泄
せ
り
け
る
に
よ
り
て
、
あ
る
と
き
僧
き
た
り
て
庵
主
に
と
ふ
、

「
い
か
に
あ
ら
ん
か
こ
れ
祖
師
西
来
意
」。
庵
主
云
、「
渓
深
杓
柄
長
」。
と
ふ
僧
お
く
こ
と
あ
ら
ず
、
礼
拝
せ
ず
、
請
益

せ
ず
。
や
ま
に
の
ぼ
り
て
雪
峰
に
挙
似
す
。
雪
峰
ち
な
み
に
挙
を
き
ゝ
て
い
は
く
、「
也
甚
奇
怪
、
雖
然
如
是
、
老
僧
自

去
勘
過
始
得
」。
雪
峰
の
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、「
よ
さ
は
す
な
は
ち
あ
や
し
き
ま
で
に
よ
し
、
し
か
あ
れ
ど
も
、
老
僧
み
づ

か
ら
ゆ
き
て
か
ん
が
へ
み
る
べ
し
」
と
な
り
。
か
く
て
あ
る
に
、
あ
る
日
、
雪
峰
た
ち
ま
ち
に
侍
者
に
剃
刀
を
も
た
せ

て
卒
し
ゆ
く
。
直
に
庵
に
い
た
り
ぬ
。
わ
づ
か
に
庵
主
を
み
る
に
、
す
な
は
ち
と
ふ
、「
道
得
な
ら
ば
な
ん
ぢ
が
頭
を
そ

ら
じ
」。

こ
の
問
、
こ
ゝ
ろ
う
べ
し
。「
道
得
不
剃
汝
頭
」
と
は
、「
不
剃
頭
は
道
得
な
り
」
と
き
こ
ゆ
。
い
か
ん
。
こ
の
道
得

も
し
道
得
な
ら
ん
に
は
、
畢
竟
じ
て
不
剃
な
ら
ん
。
こ
の
道
得
、
き
く
ち
か
ら
あ
り
て
き
く
べ
し
。
き
く
べ
き
ち
か
ら

あ
る
も
の
の
た
め
に
開
演
す
べ
し
。
と
き
に
庵
主
、
か
し
ら
を
あ
ら
ひ
て
雪
峰
の
ま
へ
に
き
た
れ
り
。
こ
れ
も
道
得
に

て
き
た
れ
る
か
、
不
道
得
に
て
き
た
れ
る
か
。
雪
峰
す
な
は
ち
庵
主
の
か
み
を
そ
る
。

こ
の
一
段
の
因
縁
、
ま
こ
と
に
優
曇
の
一
現
の
ご
と
し
。
あ
ひ
が
た
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
き
ゝ
が
た
か
る
べ
し
。
七

聖
十
聖
の
境
界
に
あ
ら
ず
、
三
賢
七
賢
の
覰し

よ

見け
ん

に
あ
ら
ず
。
経
師
論
師
の
や
か
ら
、
神
通
変
化
の
や
か
ら
、
い
か
に
も

は
か
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
仏
出
世
に
あ
ふ
と
い
ふ
は
、
か
く
の
ご
と
く
の
因
縁
を
き
く
を
い
ふ
な
り
。
し
ば
ら
く
雪

峰
の
い
ふ
「
道
得
不
剃
汝
頭
」、
い
か
に
あ
る
べ
き
ぞ
。
未
道
得
の
人
こ
れ
を
き
ゝ
て
、
ち
か
ら
あ
ら
ん
は
驚
疑
す
べ

し
、
ち
か
ら
あ
ら
ざ
ら
ん
は
茫
然
な
ら
ん
。
仏
と
問
著
せ
ず
、
道
と
い
は
ず
、
三
昧
と
問
著
せ
ず
、
陀
羅
尼
と
い
は
ず
、

か
く
の
ご
と
く
問
著
す
る
、
問
に
相
似
な
り
と
い
へ
ど
も
、
道
に
相
似
な
り
。
審
細
に
参
学
す
べ
き
な
り
。
し
か
あ
る

に
、
庵
主
ま
こ
と
あ
る
に
よ
り
て
、
道
得
に
助
発
せ
ら
る
ゝ
に
茫
然
な
ら
ざ
る
な
り
。
家
風
か
く
れ
ず
、
洗
頭
し
て
き
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た
る
。
こ
れ
仏
自
智
恵
、
不
得
其
辺
の
法
度
な
り
。
現
身
な
る
べ
し
、
説
法
な
る
べ
し
、
度
生
な
る
べ
し
、
洗
頭
来
な

る
べ
し
。
と
き
に
雪
峰
も
し
そ
の
人
に
あ
ら
ず
は
、
剃
刀
を
放
下
し
て
呵
々
大
咲
せ
ん
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
雪
峰
そ
の

ち
か
ら
あ
り
、
そ
の
人
な
る
に
よ
り
て
、
す
な
は
ち
庵
主
の
か
み
を
そ
る
。
ま
こ
と
に
こ
れ
雪
峰
と
庵
主
と
、
唯
仏
与

仏
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
一
仏
二
仏
に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
龍
と
龍
と

に
あ
ら
ず
よ
り
は
、
か
く
の
ご
と
く
な
ら
じ
。
驪
珠
は
驪
龍
の
を
し
む
こ
ゝ
ろ
懈
倦
な
し
と
い
へ
ど
も
、
お
の
づ
か
ら

解
収
の
人
の
手
に
い
る
な
り
。

し
る
べ
し
、
雪
峰
は
庵
主
を
勘
過
す
、
庵
主
は
雪
峰
を
み
る
。
道
得
不
道
得
、
か
み
を
そ
ら
れ
、
か
み
を
そ
る
。
し

か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
道
得
の
良
友
は
、
期
せ
ざ
る
に
と
ぶ
ら
ふ
み
ち
あ
り
。
道
不
得
の
と
も
、
ま
た
ざ
れ
ど
も
知
己

の
と
こ
ろ
あ
り
き
。
知
己
の
参
学
あ
れ
ば
、
道
得
の
現
成
あ
る
な
り
。

正
法
眼
蔵
道
得
第
三
十
三

仁
治
三
年
壬
寅
（
一
二
四
二
）
十
月
五
日
、
書
于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺　

沙
門

同
三
年
壬
寅
十
一
月
二
日
書
写
之　

懐
弉
（
岩
波
文
庫
本
㈡
二
八
七
～
二
九
二
頁
）

和
語
化
と
は
、具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、こ
の
話
を
通
し
て
道
元
の
い
う
「
道
得
」
の

世
界
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

先
に
い
う
よ
う
に
こ
の
話
は
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
道
元
の
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』

命
名
の
由
来
を
考
え
る
と
、
既
に
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
と
し
て
道
元
の
初
期
の
著
述
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
大
慧
を

全
く
認
め
な
い
道
元
が
な
ぜ
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
と
同
名
の
著
を
著
す
に
到
っ
た
の
で
あ
る
か
は
、
既
に
従
来
の
研
究
で
述

べ
て
は
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
再
論
し
て
お
こ
う
。

大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
も
大
慧
の
伝
記
も
、
北
宋
の
滅
亡
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
大
慧
は
宣
和
七
年
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（
一
一
二
五
）
に
北
宋
の
都
の
東と

う

京け
い

（
開か

い

封ほ
う

）
に
お
い
て
、師
の
圜え

ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん

（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
の
下
で
大
悟
し
て
い
る
。

そ
の
当
時
と
い
え
ば
、
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
一
一
月
に
は
、
北
宋
は
女
真
族
の
金
に
都
を
陥
れ
ら
れ
、
そ
の
翌
年
、
徽き

宗そ
う

・
欽
宗
以
下
の
皇
族
と
官
僚
な
ど
数
千
人
は
北
方
へ
拉
致
さ
れ
て
、
北
宋
は
滅
ぶ
こ
と
に
な
る
（
靖
康
の
変
）。
一
一
二
七

年
五
月
に
、
幸
い
北
従
を
免
れ
て
い
た
、
徽
宗
の
第
九
子
、
康
王
趙
構
が
、
南
京
（
応
天
府
）
で
即
位
し
て
高
宗
と
な
り
、
宋

の
王
朝
は
再
興
さ
れ
た
。
南
宋
の
成
立
で
あ
る
。
東
京
が
陥
落
す
る
以
前
の
八
月
に
南
下
し
て
い
た
大
慧
が
、
後
に
同
じ
く

南
下
し
た
圜
悟
克
勤
に
雲
居
山
で
出
会
っ
た
の
が
、
一
一
二
八
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
、
圜
悟
は
故
郷
の
四
川
に

帰
る
時
に
、
大
慧
に
は
政
情
不
安
を
理
由
に
、
大
寺
に
住
し
て
修
行
者
を
指
導
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
留
ま
る
よ
う
に
伝
え

て
い
た
。

圜
悟
の
指
示
通
り
に
し
ば
ら
く
江
西
省
に
留
ま
っ
て
い
た
大
慧
が
、紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
に
福
建
省
を
訪
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
年
、
大
慧
は
洋
嶼
の
雲
門
庵
に
留
ま
り
、
曹
洞
宗
の
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
一
）
の
雪
峰
寺
の
集
団
に
対

し
て
黙
照
邪
禅
の
攻
撃
を
行
い
、
そ
れ
と
同
時
に
看
話
禅
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
圜
悟
の
訃
報
が
届
い
た
の
が
一
一
三
六

年
で
、
大
慧
が
泉
州
の
雲
門
庵
に
住
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、
大
慧
は
圜
悟
の
遺
言
を
知
る
の
で
あ
る
。
や

や
政
情
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
で
、
大
寺
に
住
持
し
て
参
禅
指
導
し
て
臨
済
の
禅
を
復
興
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
大
慧
は
一
一
三
七
年
七
月
二
一
日
に
径き

ん

山ざ
ん

の
受
請
上
堂
を
行
う
の
で
あ
る
。
大
慧
の
四
九
歳
の
時
で
あ

る
。
当
時
の
平
和
は
秦し

ん

檜か
い（

一
〇
九
一
～
一
一
五
五
）
の
結
ん
だ
金
の
臣
下
と
な
る
屈
辱
的
な
条
約
で
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
状
況
に
不
満
を
も
っ
た
金
と
の
戦
い
を
も
辞
さ
な
い
主
戦
論
者
も
い
た
が
、
秦
檜
は
こ
れ
ら
の
人
々
へ
の
弾
圧
を

加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
一
一
四
一
年
に
、五
三
歳
の
大
慧
と
交
流
し
て
い
た
主
戦
論
者
の
張
九
成
（
一
〇
九
二
～

一
一
五
九
）
と
の
関
係
が
密
議
と
疑
わ
れ
て
、
僧
籍
を
剥
奪
さ
れ
て
流
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
神じ

ん

臂ぴ

弓き
ゆ
う

事
件
」
と

呼
ぶ
。
最
初
の
配
所
は
衡
州
（
湖
南
省
）
で
あ
り
、
こ
の
時
に
『
正
法
眼
蔵
』
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
上
巻
の
冒
頭
の
「
琅
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邪
和
尚
」
の
項
の
大
慧
の
長
文
の
拈
語
の
一
部
に
次
の
よ
う
に
示
す
の
で
あ
る
。

予
、
罪
に
因
り
て
衡
陽
に
居
す
。
門
を
杜
じ
て
循
省
す
る
の
外
、
用
心
す
る
所
無
し
。
間ま

ま

に
衲
子
の
請
益
す
る
有
り
。

已や

む
を
得
ず
之こ

れ
が
与た

め

に
酬
酢
す
る
に
、
禅
者
沖
密
、
慧
然
、
手
に
随
い
て
抄
録
す
。
日
月
浸
久
し
て
一
巨
軸
と
成
る
。

沖
密
等
、
持
ち
来
た
り
て
、
其
の
題
を
名
づ
く
る
を
乞
う
。
後
来
に
昭
示
し
て
仏
祖
の
正
法
眼
蔵
を
し
て
不
滅
な
ら
し

め
ん
と
欲ほ

つ

す
。
予
、
因
り
て
之
れ
に
目な

づ
け
て
正
法
眼
蔵
と
曰
う
。
即
ち
琅
邪
を
以
て
篇
首
と
為
す
。
故
に
尊
宿
の
前

後
次
序
、
宗
派
殊
異
の
分
無
し
。
但
だ
向
上
の
巴
鼻
を
徹
証
し
、
人
に
与
え
て
粘
を
解
き
縛
を
去
り
正
眼
を
具
え
る
に

堪
え
る
こ
と
を
取
ら
し
む
の
み
。（
臨
川
書
店
本
二
丁
右
左
）

『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
紹
興
一
七
年
（
一
一
四
七
）
の
大
慧
五
九
歳
の
時
の
完
成
と
し
、
そ
の
時
、
既
に

刊
本
も
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
一
五
〇
年
に
流
罪
地
が
梅
州
（
広
東
省
）
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一
五
五
年
一
〇
月
二
二
日
に
秦
檜
が
没
し
た
た
め
に
、
翌
年
の
一
一
五
六
年
に
、
復
僧
が
許
さ
れ
流
罪
が
終
わ
る
の
で
あ

る
。
大
慧
は
既
に
六
八
歳
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
年
一
一
月
、
天
童
寺
に
住
持
し
て
い
た
黙
照
禅
の
大
成
者
の
宏
智
正
覚

（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
大
慧
は
育
王
寺
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
径
山
に
再
住
し
、
隆
興

元
年
八
月
一
〇
日
、
七
五
歳
で
示
寂
す
る
の
で
あ
る
。

先
の
「
琅
邪
」
の
項
の
長
文
の
拈
語
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
行
者
に
転
迷
開
悟
（
＝
以
悟
為
則
）
さ
せ
る
話
を
随
意
に

選
ん
だ
も
の
で
、『
正
法
眼
蔵
』
三
巻
の
全
六
六
三
則
（
従
来
の
六
六
一
則
説
を
改
め
る
）
の
公
案
集
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
公
案
の
利
用
方
法
は
次
の
『
大
慧
書
』
の
「
富
枢
密
〈
季
申
〉
に
答
う
」
に
明
確
で
あ
る
。

但
だ
妄
想
顛
倒
の
心
、
思
量
分
別
の
心
、
好
生
悪
死
の
心
、
知
見
解
会
の
心
、
欣
静
厭
鬧
の
心
を
将も

て
、
一
時
に
按
下

せ
よ
。
只
だ
按
下
の
処
に
就
い
て
箇
の
話
頭
を
看
よ
。「
僧
、
趙
州
に
問
う
、
狗
子
に
還は

た
仏
性
有
り
也や無
。
州
云
く
、

無
」
と
。
此
の
一
字
子
は
、
乃
ち
是
れ
許
多
の
悪
知
悪
覚
を
摧
く
底と

こ
ろの

器
仗
な
り
。
有
無
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
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道
理
の
会
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
意
根
下
に
向お

い

て
思
量
卜
度
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
揚
眉
瞬
目
の
処
に
向
て
挅
根
す
る
こ

と
得
ざ
れ
、
語
路
上
に
向
て
活
計
を
作
す
こ
と
得
ざ
れ
、
無
事
甲
裏
に
颺よ

う

在ざ
い

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
、
挙
起
の
処
に
向
て

承
当
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
文
字
中
に
向
て
引
証
す
る
こ
と
得
ざ
れ
、
但
だ
十
二
時
中
四
威
儀
内
に
向
て
、
時
時
に
提
撕

し
、
時
時
に
挙
覚
せ
よ
、「
狗
子
に
還
た
仏
性
有
る
也
無
、
云
く
、
無
」
と
。
日
用
を
離
れ
ず
に
、
試
み
に
此
の
如
く
の

工
夫
を
做な

し
看
よ
。
月
の
十
日
に
便
ち
自
ら
見
得
せ
り
。
一
郡
千
里
の
事
も
、
都す

べ

て
相
い
妨
げ
ず
。

〈
但
将
妄
想
顛
倒
底
心
、
思
量
分
別
底
心
、
好
生
悪
死
底
心
、
知
見
解
会
底
心
、
欣
静
厭
鬧
底
心
、
一
時
按
下
。
只
就
按

下
処
看
箇
話
頭
。
僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
此
一
字
子
、
乃
是
摧
許
多
悪
知
悪
覚
底
器
仗
也
。

不
得
作
有
無
会
、
不
得
作
道
理
会
、
不
得
向
意
根
下
思
量
卜
度
、
不
得
向
揚
眉
瞬
目
処
挅
根
、
不
得
向
語
路
上
作
活
計
、

不
得
颺
在
無
事
甲
裏
、
不
得
向
挙
起
処
承
当
、
不
得
向
文
字
中
引
証
、
但
向
十
二
時
中
四
威
儀
内
、
時
時
提
撕
、
時
時

挙
覚
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
、
云
、
無
。
不
離
日
用
、
試
如
此
做
工
夫
看
。
月
十
日
便
自
見
得
也
。
一
郡
千
里
之
事
、

都
不
相
妨
。〉（
大
正
蔵
巻
四
七
―
九
二
一ｃ
）

こ
の
全
身
全
霊
の
無
字
へ
の
取
り
組
み
こ
そ
看
話
禅
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
別
本
『
大
悟
』
で
言
え
ば
、

道
元
は
全
く
正
反
対
の
「
先
師
ヨ
ノ
ツ
ネ
ニ
衆
ニ
シ
メ
シ
テ
イ
ハ
ク
、
参
禅
者
心
身
脱
落
也
、
不
是
待
悟
為
則
」（
臨
川
書
店

本
四
八
七
頁
）
の
語
に
よ
っ
て
、
大
慧
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
道
元
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
語

は
、『
正
法
眼
蔵
優
曇
華
』
な
ど
の
次
の
語
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

霊
山
百
万
衆
前
、
世
尊
拈
優
曇
華
瞬
目
。
于
時
摩
訶
迦
葉
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、「
我
有
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、
附
属

摩
訶
迦
葉
」。

七
仏
諸
仏
は
お
な
じ
く
拈
華
来
な
り
、こ
れ
を
向
上
の
拈
華
と
修
証
現
成
せ
る
な
り
。
直
下
の
拈
花
と
裂
破
開
明
せ
り
。

（
岩
波
文
庫
本
㈢
三
三
九
頁
）
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大
慧
も
道
元
も
書
名
に
『
正
法
眼
蔵
』
を
使
用
し
た
が
、
そ
の
公
案
の
使
用
方
法
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
名
は
大
慧
の
命
名
と
は
反
定
立
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
命
名
が
や
が
て
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の

命
名
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
道
元
の
世
界
へ
開
花
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
　漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ

―
― 

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
（
そ
の
二
）
―
― 『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
成
立
過
程

道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
草
案
本
の
ま
ま
で
は
な
く
、
再
治
を
重
ね
て
中
書
・
清
書
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
ま
な
ま

し
い
再
治
の
痕
跡
を
残
し
た
唯
一
の
書
写
本
が
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
懐
奘
筆
の
『
仏
性
』（『
道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
』

所
収
、
六
五
九
頁
以
下
。
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
、『
真
蹟
集
』
と
略
称
）
で
あ
る
（
最
初
の
③�
「O

n the O
rigins 

of K
ana

“Shōbōgenzō

”（
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
は
い
つ
成
立
し
た
か
）」
も
参
照
）。
こ
れ
ほ
ど
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
を

検
討
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
献
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
成
立
過
程
を
中
心
に
、
真
字
『
正
法
眼

蔵
』
の
性
格
に
言
及
し
て
み
よ
う
。『
仏
性
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
公
案
は
、仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の

順
に
直
し
て
い
え
ば
、「
大
潙
衆
生
無
仏
」「
趙
州
狗
子
仏
性
」「
長
沙
莫
妄
想
縁
」
の
次
の
三
つ
が
あ
る
。

　
　
　

A
金
沢
文
庫
本
一
五
則
「
大
潙
衆
生
無
仏
」

大
潙
嘗
示
衆
云
、
一
切
衆
生
無
仏
性
。
因
塩
官
或
示
衆
云
、
一
切
衆
生
有
仏
性
。
塩
官
会
有
二
僧
、
遂
特
詣
師
会
探
之
。

既
到
、
所
聞
説
法
、
莫
測
其
涯
、
若
生
軽
慢
。
一
日
在
庭
中
坐
次
、
見
仰
山
来
、
遂
勧
曰
、
師
兄
、
切
須
勤
学
仏
法
、

不
得
容
易
。
仰
山
遂
作
一
円
相
托
呈
、
却
抛
向
背
後
、
復
展
両
手
就
二
僧
索
。
二
僧
茫
然
不
知
所
措
。
仰
山
乃
勧
云
、
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直
須
勤
学
仏
法
、
不
得
容
易
。
珍
重
便
去
。
二
僧
逮
返
塩
官
、
将
行
三
十
里
。
一
人
忽
然
有
省
。
自
嘆
云
、
当
知
潙
山

云
一
切
衆
生
無
仏
性
、
誠
不
錯
也
。
却
廻
潙
山
。
一
人
又
行
数
里
。
因
渡
水
亦
有
省
処
。
自
嘆
云
、
潙
山
道
、
一
切
衆

生
無
仏
性
。
灼
然
有
他
与
麼
道
。
亦
返
潙
山
。（
臨
川
書
店
本
四
四
二
～
四
四
三
頁
。
出
典
は
『
統
要
集
』巻
四
の
「
大
潙
霊

祐
章
」、
宋
版
三
五
丁
右
左
）

　
　
　

B
金
沢
文
庫
本
一
四
則
「
趙
州
狗
子
仏
性
」

僧
問
趙
州
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
有
。
僧
云
、
既
有
、
為
什
麼
却
撞
入
這
箇
皮
袋
。
州
云
、
為
他
知
而
故
犯
。

有
僧
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
州
云
、
無
。
僧
云
、
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
。
狗
子
為
什
麼
却
無
。
州
云
、
為
伊
有
業

識
在
。（
同
四
四
二
頁
。
出
典
は
『
宏
智
録
』
巻
二
、
名
著
普
及
会
本
八
八
頁
）

　
　
　

C
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
二
〇
則
「
長
沙
莫
妄
想
縁
」

長
沙
県
景
岑
禅
師
、
因
竺
尚
書
問
、
蚯
蚓
斬
為
両
段
、
両
頭
倶
動
。
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
。
師
曰
、
莫
妄
想
。
書
曰
、

争
奈
動
何
。
師
曰
、
会
即
風
火
未
散
。
書
無
対
。
師
却
喚
尚
書
。
書
応
諾
。
師
曰
、
不
是
尚
書
本
命
。
書
曰
、
不
可
離

却
即
今
祗
対
有
第
二
箇
主
人
公
也
。
師
曰
、
不
可
喚
尚
書
作
今
上
也
。
書
曰
、
与
麼
則
総
不
祗
対
和
尚
、
莫
是
弟
子
主

人
公
否
。
師
曰
、
非
但
祗
対
不
祗
対
老
僧
、
従
無
始
劫
来
、
是
箇
生
死
根
本
。
乃
示
頌
云
、
学
道
之
人
不
識
真
、
祗
為

従
前
認
識
神
。
無
始
劫
来
生
死
本
、
癡
人
喚
作
本
来
人
（
春
秋
社
版
一
三
六
頁
。
出
典
は
『
統
要
集
』
巻
四
の
「
長
沙
景
岑

章
」、
宋
版
一
七
丁
左
～
一
八
丁
右
）。

こ
れ
ら
A 

B 

C
に
対
応
す
る
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
が
、
以
下
の
⒜
⒝
⒞
の
展
開
で
あ
る
。

　
　
　

⒜
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
岩
波
文
庫
本
㈠
一
〇
六
～
一
一
〇
頁
）

杭
州
塩
官
県
斉
安
国
師
は
、
馬
祖
下
の
尊
宿
な
り
。
ち
な
み
に
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
一
切
衆
生
有
仏
性
」。

い
は
ゆ
る
「
一
切
衆
生
」
の
言
、
す
み
や
か
に
参
究
す
べ
し
。
一
切
衆
生
、
そ
の
業
道
依
正
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
そ
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の
見
ま
ち
ま
ち
な
り
。
凡
夫
外
道
、
三
乗
五
乗
等
、
お
の
お
の
な
る
べ
し
。
い
ま
仏
道
に
い
ふ
一
切
衆
生
は
、
有
心
者

み
な
衆
生
な
り
、
心
是
衆
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
無
心
者
お
な
じ
く
衆
生
な
る
べ
し
、
衆
生
是
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
し
か

あ
れ
ば
、
心
み
な
こ
れ
衆
生
な
り
、
衆
生
み
な
こ
れ
有
仏
性
な
り
。
草
木
国
土
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
衆
生

な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
有
仏
性
な
り
。
日
月
星
辰
こ
れ
心
な
り
、
心
な
る
が
ゆ
ゑ
に
衆
生
な
り
、
衆
生
な
る
が
ゆ

ゑ
に
有
仏
性
な
り
。
国
師
の
道
取
す
る
有
仏
性
、
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。
も
し
か
く
の
ご
と
く
に
あ
ら
ず
は
、
仏
道
に

道
取
す
る
有
仏
性
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
い
ま
国
師
の
道
取
す
る
宗
旨
は
、「
一
切
衆
生
有
仏
性
」
の
み
な
り
。
さ
ら
に
衆

生
に
あ
ら
ざ
ら
ん
は
、
有
仏
性
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
し
ば
ら
く
国
師
に
と
ふ
べ
し
、「
一
切
諸
仏
有
仏
性
也
無
」。
か
く

の
ご
と
く
問
取
し
、
試
験
す
べ
き
な
り
。「
一
切
衆
生
即
仏
性
」
と
い
は
ず
、「
一
切
衆
生
、
有
仏
性
」
と
い
ふ
と
参
学

す
べ
し
。
有
仏
性
の
有
、
ま
さ
に
脱
落
す
べ
し
。
脱
落
は
一
条
鉄
な
り
、
一
条
鉄
は
鳥
道
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
一
切

仏
性
有
衆
生
な
り
。
こ
れ
そ
の
道
理
は
、
衆
生
を
説
透
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
仏
性
を
も
説
透
す
る
な
り
。
国
師
た
と

ひ
会
得
を
道
得
に
承
当
せ
ず
と
も
、
承
当
の
期
な
き
に
あ
ら
ず
。
今
日
の
道
得
、
い
た
づ
ら
に
宗
旨
な
き
に
あ
ら
ず
。

又
、
自
己
に
具
す
る
道
理
、
い
ま
だ
か
な
ら
ず
し
も
み
づ
か
ら
会
取
せ
ざ
れ
ど
も
、
四
大
五
陰
も
あ
り
、
皮
肉
骨
髄
も

あ
り
。
し
か
あ
る
が
ご
と
く
、
道
取
も
、
一
生
に
道
取
す
る
こ
と
も
あ
り
、
道
取
に
か
ゝ
れ
る
生
々
も
あ
り
。

大
潙
山
大
円
禅
師
、
あ
る
と
き
衆
に
し
め
し
て
い
は
く
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」。

こ
れ
を
き
く
人
天
の
な
か
に
、
よ
ろ
こ
ぶ
大
機
あ
り
、
驚
疑
の
た
ぐ
ひ
な
き
に
あ
ら
ず
。
釈
尊
説
道
は
「
一
切
衆
生

悉
有
仏
性
」
な
り
、
大
潙
の
説
道
は
「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
な
り
。
有
無
の
言
理
、
は
る
か
に
こ
と
な
る
べ
し
、
道
得

の
当
不
、
う
た
が
ひ
ぬ
べ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
の
み
仏
道
に
長
な
り
。
塩
官
有
仏
性
の
道
、
た

と
ひ
古
仏
と
と
も
に
一
隻
の
手
を
い
だ
す
に
に
た
り
と
も
、
な
ほ
こ
れ
一
条
拄
杖
両
人
舁
な
る
べ
し
。

い
ま
大
潙
は
し
か
あ
ら
ず
、
一
条
拄
杖
呑
両
人
な
る
べ
し
。
い
は
ん
や
国
師
は
馬
祖
の
子
な
り
、
大
潙
は
馬
祖
の
孫
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な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
法
孫
は
、
師
翁
の
道
に
老
大
な
り
、
法
子
は
、
師
父
の
道
に
年
少
な
り
。
い
ま
大
潙
道
の
理

致
は
、「
一
切
衆
生
無
仏
性
」
を
理
致
と
せ
り
。
い
ま
だ
曠
然
縄
墨
外
と
い
は
ず
。
自
家
屋
裏
の
経
典
、
か
く
の
ご
と

く
の
受
持
あ
り
。
さ
ら
に
摸
摸鎍
す
べ
し
、
一
切
衆
生
な
に
と
し
て
か
仏
性
な
ら
ん
、
仏
性
あ
ら
ん
。
も
し
仏
性
あ
る
は
、

こ
れ
魔
儻
な
る
べ
し
。
魔
子
一
枚
を
将
来
し
て
、
一
切
衆
生
に
か
さ
ね
ん
と
す
。
仏
性
こ
れ
仏
性
な
れ
ば
、
衆
生
こ
れ

衆
生
な
り
。
衆
生
も
と
よ
り
仏
性
を
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
具
せ
ん
と
も
と
む
と
も
、
仏
性
は
じ
め
て
き
た
る

べ
き
に
あ
ら
ざ
る
宗
旨
な
り
。
張
公
喫
酒
李
公
酔
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。
も
し
お
の
づ
か
ら
仏
性
あ
ら
ん
は
、
さ
ら
に

衆
生
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
衆
生
あ
ら
ん
は
、
つ
ひ
に
仏
性
に
あ
ら
ず
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
百
丈
い
は
く
、「
説
衆
生
有
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
。
説
衆
生
無
仏
性
、
亦
謗
仏
法
僧
」。
し
か
あ
れ
ば
す

な
は
ち
、
有
仏
性
と
い
ひ
無
仏
性
と
い
ふ
、
と
も
に
謗
と
な
る
。
謗
と
な
る
と
い
ふ
と
も
、
道
取
せ
ざ
る
べ
き
に
は
あ

ら
ず
。

且
問
你
、
大
潙
、
百
丈
し
ば
ら
く
き
く
べ
し
。
謗
は
す
な
は
ち
な
き
に
あ
ら
ず
、
仏
性
は
説
得
す
や
い
ま
だ
し
や
。

た
と
ひ
説
得
せ
ば
、
説
著
を
罣
礙
せ
ん
。
説
著
あ
ら
ば
聞
著
と
同
参
な
る
べ
し
。
ま
た
、
大
潙
に
む
か
ひ
て
い
ふ
べ
し
。

一
切
衆
生
無
仏
性
は
た
と
ひ
道
得
す
と
い
ふ
と
も
、
一
切
仏
性
無
衆
生
と
い
は
ず
、
一
切
仏
性
無
仏
性
と
い
は
ず
、
い

は
ん
や
一
切
諸
仏
無
仏
性
は
夢
也
未
見
在
な
り
。
試
挙
看
。

　
　
　

⒝
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
同
一
一
七
～
一
二
二
頁
）

趙
州
真
際
大
師
に
あ
る
僧
と
ふ
、「
狗
子
還
有
仏
性
也
無
」。
こ
の
問
の
意
趣
あ
き
ら
む
べ
し
。
狗
子
と
は
い
ぬ
な
り
。

か
れ
に
仏
性
あ
る
べ
し
と
問
取
せ
ず
、
な
か
る
べ
し
と
問
取
す
る
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
、
鉄
漢
ま
た
学
道
す
る
か
と
問

取
す
る
な
り
。
あ
や
ま
り
て
毒
手
に
あ
ふ
、
う
ら
み
ふ
か
し
と
い
へ
ど
も
、
三
十
年
よ
り
こ
の
か
た
、
さ
ら
に
半
箇
の

聖
人
を
み
る
風
流
な
り
。
趙
州
い
は
く
、「
無
」。
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こ
の
道
を
き
ゝ
て
、
習
学
す
べ
き
方
路
あ
り
。
仏
性
の
自
称
す
る
無
も
恁
麼
な
る
べ
し
、
狗
子
の
自
称
す
る
無
も
恁

麼
道
な
る
べ
し
、
傍
観
者
の
喚
作
の
無
も
恁
麼
道
な
る
べ
し
。
そ
の
無
わ
づ
か
に
消
石
の
日
あ
る
べ
し
。
僧
い
は
く
、

「
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
、
狗
子
為
甚
麼
無
」。
い
は
ゆ
る
宗
旨
は
、
一
切
衆
生
無
な
ら
ば
、
仏
性
も
無
な
る
べ
し
、
狗
子

も
無
な
る
べ
し
と
い
ふ
、
そ
の
宗
旨
作
麼
生
、
と
な
り
。
狗
子
仏
性
、
な
に
と
し
て
無
を
ま
つ
こ
と
あ
ら
ん
。
趙
州
い

は
く
、「
為
他
有
業
識
在
」。
こ
の
道
旨
は
、「
為
他
有
」
は
「
業
識
」
な
り
。「
業
識
有
」、「
為
他
有
」
な
り
と
も
、
狗

子
無
、
仏
性
無
な
り
。
業
識
い
ま
だ
狗
子
を
会
せ
ず
、
狗
子
い
か
で
か
仏
性
に
あ
は
ん
。
た
と
ひ
双
放
双
収
す
と
も
、

な
ほ
こ
れ
業
識
の
始
終
な
り
。

趙
州
有
僧
問
、「
狗
子
還
有
仏
性
也
無
」。
こ
の
問
取
は
、
こ
の
僧
、
搆
得
趙
州
の
道
理
な
る
べ
し
。
し
か
あ
れ
ば
、

仏
性
の
道
取
問
取
は
、
仏
祖
の
家
常
茶
飯
な
り
。
趙
州
い
は
く
、「
有
」。
こ
の
有
の
様
子
は
、
教
家
の
論
師
等
の
有
に

あ
ら
ず
、
有
部
の
論
有
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
す
ゝ
み
て
仏
有
を
学
す
べ
し
。
仏
有
は
趙
州
有
な
り
、
趙
州
有
は
狗
子
有

な
り
、
狗
子
有
は
仏
性
有
な
り
。
僧
い
は
く
、「
既
有
、
為
甚
麼
却
撞
入
這
皮
袋
」。
こ
の
僧
の
道
得
は
、
今
有
な
る
か
、

古
有
な
る
か
、
既
有
な
る
か
と
問
取
す
る
に
、
既
有
は
諸
有
に
相
似
せ
り
と
い
ふ
と
も
、
既
有
は
孤
明
な
り
。
既
有
は

撞
入
す
べ
き
か
、
撞
入
す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
撞
入
這
皮
袋
の
行
履
、
い
た
づ
ら
に
蹉
過
の
功
夫
あ
ら
ず
。
趙
州
い
は
く
、

「
為
他
知
而
故
犯
」。
こ
の
語
は
、
世
俗
の
言
語
と
し
て
ひ
さ
し
く
途
中
に
流
布
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
は
趙
州
の
道

得
な
り
。
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
し
り
て
こ
と
さ
ら
を
か
す
、
と
な
り
。
こ
の
道
得
は
、
疑
著
せ
ざ
ら
ん
、
す
く
な
か
る
べ

し
。
い
ま
一
字
の
入
あ
き
ら
め
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、入
之
一
字
も
不
用
得
な
り
。
い
は
ん
や
欲
識
庵
中
不
死
人
、豈
離

只
今
這
皮
袋
な
り
。
不
死
人
は
た
と
ひ
阿
誰
な
り
と
も
、
い
づ
れ
の
と
き
か
皮
袋
に
莫
離
な
る
。
故
犯
は
か
な
ら
ず
し

も
入
皮
袋
に
あ
ら
ず
、
撞
入
這
皮
袋
か
な
ら
ず
し
も
知
而
故
犯
に
あ
ら
ず
。
知
而
の
ゆ
ゑ
に
故
犯
あ
る
べ
き
な
り
。
し

る
べ
し
、
こ
の
故
犯
す
な
は
ち
脱
体
の
行
履
を
覆
蔵
せ
る
な
ら
ん
。
こ
れ
撞
入
と
説
著
す
る
な
り
。
脱
体
の
行
履
、
そ
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の
正
当
覆
蔵
の
と
き
、
自
己
に
も
覆
蔵
し
、
他
人
に
も
覆
蔵
す
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ

の
が
れ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
れ
、
驢
前
馬
後
漢
。
い
は
ん
や
、
雲
居
高
祖
い
は
く
、「
た
と
ひ
仏
法
辺
事
を
学
得
す
る
、

は
や
く
こ
れ
錯
用
心
了
也
」。
し
か
あ
れ
ば
、半
枚
学
仏
法
辺
事
ひ
さ
し
く
あ
や
ま
り
き
た
る
こ
と
日
深
月
深
な
り
と
い

へ
ど
も
、
こ
れ
這
皮
袋
に
撞
入
す
る
狗
子
な
る
べ
し
。
知
而
故
犯
な
り
と
も
有
仏
性
な
る
べ
し
。

　
　
　

⒞
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』（
同
一
二
二
～
一
二
六
頁
）

長
沙
景
岑
和
尚
の
会
に
、
竺
尚
書
と
ふ
、「
蚯
蚓
斬
為
両
段
、
両
頭
倶
動
。
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」。
師
云
、「
莫
妄

想
」。
書
云
、「
争
奈
動
何
」。
師
云
、「
只
是
風
火
未
散
」。
い
ま
尚
書
い
は
く
の
「
蚯
蚓
斬
為
両
段
」
は
、
未
斬
時
は
一

段
な
り
と
決
定
す
る
か
。
仏
祖
の
家
常
に
不
恁
麼
な
り
。
蚯
蚓
も
と
よ
り
一
段
に
あ
ら
ず
、
蚯
蚓
き
れ
て
両
段
に
あ
ら

ず
。
一
両
の
道
取
、
ま
さ
に
功
夫
参
学
す
べ
し
。「
両
頭
倶
動
」
と
い
ふ
両
頭
は
、
未
斬
よ
り
さ
き
を
一
頭
と
せ
る
か
、

仏
向
上
を
一
頭
と
せ
る
か
。
両
頭
の
語
、
た
と
ひ
尚
書
の
会
不
会
に
か
ゝ
は
る
べ
か
ら
ず
、
語
話
を
す
つ
る
こ
と
な
か

れ
。
き
れ
た
る
両
段
は
一
頭
に
し
て
、
さ
ら
に
一
頭
の
あ
る
か
。
そ
の
動
と
い
ふ
に
倶
動
と
い
ふ
、
定
動
智
抜
と
も
に

動
な
る
べ
き
な
り
。「
未
審
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」。「
仏
性
斬
為
両
段
、未
審
蚯
蚓
在
阿
那
箇
頭
」
と
い
ふ
べ
し
。
こ
の
道

得
は
審
細
に
す
べ
し
。「
両
頭
倶
動
、
仏
性
在
阿
那
箇
頭
」
と
い
ふ
は
、
倶
動
な
ら
ば
仏
性
の
所
在
に
不
堪
な
り
と
い
ふ

か
。
倶
動
な
れ
ば
、
動
は
と
も
に
動
ず
と
い
ふ
と
も
、
仏
性
の
所
在
は
そ
の
な
か
に
い
づ
れ
な
る
べ
き
ぞ
と
い
ふ
か
。

師
い
は
く
、「
莫
妄
想
」。
こ
の
宗
旨
は
、
作
麼
生
な
る
べ
き
ぞ
。
妄
想
す
る
こ
と
な
か
れ
、
と
い
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ

ば
、
両
頭
倶
動
す
る
に
妄
想
な
し
、
妄
想
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
か
、
た
ゞ
仏
性
は
妄
想
な
し
と
い
ふ
か
。
仏
性
の
論
に
お

よ
ば
ず
、
両
頭
の
論
に
お
よ
ば
ず
、
た
ゞ
妄
想
な
し
と
道
取
す
る
か
、
と
も
参
究
す
べ
し
。「
動
ず
る
は
い
か
ゞ
せ
ん
」

と
い
ふ
は
、
動
ず
れ
ば
さ
ら
に
仏
性
一
枚
を
か
さ
ぬ
べ
し
と
道
取
す
る
か
、
動
ず
れ
ば
仏
性
に
あ
ら
ざ
ら
ん
と
道
著
す

る
か
。「
風
火
未
散
」
と
い
ふ
は
、
仏
性
を
出
現
せ
し
む
る
な
る
べ
し
。
仏
性
な
り
と
や
せ
ん
、
風
火
な
り
と
や
せ
ん
。
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仏
性
と
風
火
と
、
倶
出
す
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
一
出
一
不
出
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
風
火
す
な
は
ち
仏
性
と
い
ふ
べ
か
ら

ず
。
ゆ
ゑ
に
長
沙
は
蚯
蚓
に
有
仏
性
と
い
は
ず
、蚯
蚓
無
仏
性
と
い
は
ず
。
た
ゞ
「
莫
妄
想
」
と
道
取
す
、「
風
火
未
散
」

と
道
取
す
。
仏
性
の
活
計
は
、
長
沙
の
道
を
卜
度
す
べ
し
。
風
火
未
散
と
い
ふ
言
語
、
し
づ
か
に
功
夫
す
べ
し
。
未
散

と
い
ふ
は
、
い
か
な
る
道
理
か
あ
る
。
風
火
の
あ
つ
ま
れ
り
け
る
が
、
散
ず
べ
き
期
い
ま
だ
し
き
と
道
取
す
る
に
、
未

散
と
い
ふ
か
。
し
か
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
風
火
未
散
は
ほ
と
け
法
を
と
く
、
未
散
風
火
は
法
ほ
と
け
を
と
く
。
た

と
へ
ば
一
音
の
法
を
と
く
時
節
到
来
な
り
。
説
法
の
一
音
な
る
、
到
来
の
時
節
な
り
。
法
は
一
音
な
り
、
一
音
の
法
な

る
ゆ
ゑ
に
。
又
、
仏
性
は
生
の
と
き
の
み
に
あ
り
て
、
死
の
と
き
は
な
か
る
べ
し
と
お
も
ふ
、
も
と
も
少
聞
薄
解
な
り
。

生
の
と
き
も
有
仏
性
な
り
、
無
仏
性
な
り
。
死
の
と
き
も
有
仏
性
な
り
、
無
仏
性
な
り
。
風
火
の
散
未
散
を
論
ず
る
こ

と
あ
ら
ば
、
仏
性
の
散
不
散
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
散
の
と
き
も
仏
性
有
な
る
べ
し
、
仏
性
無
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
未
散

の
と
き
も
有
仏
性
な
る
べ
し
、
無
仏
性
な
る
べ
し
。
し
か
あ
る
を
、
仏
性
は
動
不
動
に
よ
り
て
在
不
在
し
、
識
不
識
に

よ
り
て
神
不
神
な
り
、
知
不
知
に
性
不
性
な
る
べ
き
と
邪
執
せ
る
は
、
外
道
な
り
。
無
始
劫
来
は
、
癡
人
お
ほ
く
識
神

を
認
じ
て
仏
性
と
せ
り
、
本
来
人
と
せ
る
、
笑
殺
人
な
り
。
さ
ら
に
仏
性
を
道
取
す
る
に
、
拕
泥
滞
水
な
る
べ
き
に
あ

ら
ざ
れ
ど
も
、
牆
壁
瓦
礫
な
り
。
向
上
に
道
取
す
る
と
き
、
作
麼
生
な
ら
ん
か
こ
れ
仏
性
。
還
委
悉
麼
。
三
頭
八
臂
。

　
　

正
法
眼
蔵
仏
性
第
三

こ
こ
で
は
詳
細
に
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
成
立
過
程
を
考
え
る
に
、
⒜
⒝
が
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
金

沢
文
庫
本
の
一
五
則
と
一
四
則
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
既
に
『
仏
性
』
の
撰
述
が
構
想
さ
れ
て
そ
の
重
要
な
公
案

が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
仏
性
』
の
構
成
が
構
想
さ
れ
て
、
更
に
具
体
化
し
て
、
釈
迦
牟
尼
仏
・
仏
・
馬
鳴
・
五

祖
弘
忍
・
六
祖
慧
能
・
六
祖
示
行
昌
・
龍
樹
円
月
相
・
塩
官
斉
安
・
潙
山
霊
祐
・
百
丈
懐
海
・
黄
蘗
希
運
・
趙
州
従
諗
・
長

沙
景
岑
の
順
に
整
然
と
公
案
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
先
に
示
し
た
大
慧
宗
杲
の
無
字
の
多
用
は
、
そ
れ
と
は
異
に
す
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る
⒝
で
あ
り
、
仏
性
有
と
仏
性
無
を
一
つ
の
公
案
と
し
た
の
は
、
道
元
に
と
っ
て
『
宏
智
録
』
巻
一
以
外
に
あ
り
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
仏
性
』
は
⒝
と
⒞
は
、
連
続
し
て
い
る
が
、
⒞
の
癡
人
の
「
識
神
」
説
の
否
定
は
、
道
元
の
仏
性
観

の
重
要
な
課
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
の
三
つ
の
公
案
に
留
ま
ら
ず
、『
仏
性
』
と
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
使
用
さ
れ
た
用
語
と
の
関
係
は
、
他
の
道
元
の
著
述

と
共
に
次
の
よ
う
に
一
三
の
則
が
指
摘
で
き
る
。

①� 

下
巻
一
則
の
「
達
磨
皮
肉
骨
髄
」
と
『
仏
性
』（
同
七
三
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、四
六
上
堂
・『
行
仏
威

儀
』・『
葛
藤
』・『
三
十
七
品
菩
提
分
法
』。

②� 

金
沢
文
庫
本
一
則
「
南
嶽
説
似
一
物
」
と
『
仏
性
』（
同
七
三
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、三
上
堂
・
巻
五
、

三
七
四
上
堂
・
巻
七
、四
九
〇
上
堂
・
巻
八
、
小
参
一
三
・
小
参
一
七
・
巻
九
、
頌
古
五
九
則
・『
恁
麼
』・『
古
鏡
』・

『
画
餅
』・『
仏
経
』・『
法
性
』・『
遍
参
』・『
発
菩
提
心
』・
別
本
『
遍
参
』。

③� 

上
巻
五
八
則
「
石
霜
徧
界
不
蔵
」
と
『
仏
性
』（
同
七
四
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、五
三
上
堂
・
巻
八
、
小

参
一
二
・『
行
仏
威
儀
』・『
坐
禅
箴
』・『
授
記
』・『
夢
中
説
夢
』・『
阿
羅
漢
』・
別
本
『
大
悟
』。

④� 

金
沢
文
庫
本
二
七
則
「
文
殊
前
三
後
三
」
と
『
仏
性
』（
同
八
〇
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
〇
、偈
頌
六
二
・

『
空
華
』・『
都
機
』・『
大
修
行
』。

⑤� 

上
巻
八
八
則
「
居
士
明
明
祖
意
」
と
『
仏
性
』（
同
八
〇
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、九
上
堂
・
巻
四
、二
九
六

上
堂
・
三
二
九
上
堂
・
巻
八
、
法
語
五
・
巻
九
、
頌
古
五
則
・『
行
仏
威
儀
』・『
光
明
』・『
授
記
』。『
都
機
』・『
夢
中

説
夢
』。

⑥ 

上
巻
四
一
則
「
石
頭
問
取
露
柱
」
と
『
仏
性
』（
同
八
五
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
五
、三
五
六
上
堂
・『
礼
拝

得
髓
』・『
道
得
』。
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⑦� 

下
巻
八
八
則
「
趙
州
四
大
五
蘊
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
〇
頁
・
一
〇
七
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
二
、一
四
〇

上
堂
外
多
数
。

⑧� 

下
巻
七
則
「
臨
済
你
是
俗
漢
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
一
頁
）。

⑨� 

上
巻
三
九
則
「
道
怤
年
頭
仏
法
」
と
『
仏
性
』（
同
一
〇
九
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、三
二
上
堂
・
巻
三
、

二
二
七
上
堂
・
巻
四
、三
一
〇
上
堂
。

⑩� 
中
巻
五
七
則
（
金
欠
）「
潙
山
有
句
無
句
」
と
『
仏
性
』（
同
一
一
六
頁
）。

⑪� 

上
巻
五
七
則
「
南
泉
智
不
到
処
」
と
『
仏
性
』（
同
一
一
七
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
一
、五
上
堂
・
巻
八
、
法

語
五
・『
身
心
学
道
』・『
一
顆
明
珠
』・『
道
得
』・『
眼
睛
』・『
三
十
七
品
菩
提
分
法
』。

⑫� 

金
沢
文
庫
本
三
九
則
「
仰
山
郎
中
看
経
」
と
『
仏
性
』（
同
一
二
〇
～
一
二
一
頁
）。
そ
の
他
『
永
平
広
録
』
巻
五
、

四
〇
一
上
堂
・『
行
仏
威
儀
』・『
見
仏
』。

⑬� 

金
沢
文
庫
本
二
六
則
「
大
巓
良
久
機
縁
」
と
『
仏
性
』（
同
一
二
三
頁
）。

も
ち
ろ
ん
問
題
は
た
だ
中
国
禅
籍
の
引
用
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
道
元
の
仏
性
説
と
の
相
違
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、『
仏
性
』
に
有
名
な
次
の
引
用
が
あ
る
。

仏
言
、「
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
仏
性
現
前
」。（
同
七
七
頁
）

そ
の
出
典
は
仏
典
に
あ
る
の
は
な
く
、『
聯
灯
会
要
』
巻
七
の
次
の
「
潙
山
霊
祐
章
」
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

福
州
長
谿
趙
氏
子
。
侍
立
百
丈
、
夜
深
。
丈
云
、
看
炉
中
。
有
火
也
無
。
師
撥
云
、
無
。
丈
躬
至
炉
辺
、
深
撥
得
少
火
、

夾
起
示
之
云
、
儞
道
無
、
這
箇
鎖
。
師
於
此
大
悟
、
作
礼
、
呈
其
所
解
。
丈
云
、
此
乃
暫
時
岐
路
耳
。
経
云
、
欲
識
仏

性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
其
理
自
彰
。
便
知
、
己
物
不
従
外
得
。
祖
師
云
、
悟
了
同
未
悟
、
無
心
亦
無
法
。

只
是
無
虚
妄
、
凡
聖
等
心
。
本
来
心
法
、
元
自
備
足
。
汝
今
既
爾
、
善
自
護
持
。（
臨
川
書
店
本
二
丁
左
～
三
丁
右
。
続
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蔵
巻
一
三
六
―
二
七
〇
左
下
参
照
）

し
か
し
、
こ
れ
と
て
道
元
の
引
用
と
全
同
で
は
な
い
。『
統
要
集
』
巻
四
「
潙
山
霊
祐
章
」
を
合
糅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

潭
州
大
潙
祐
禅
師
〈
嗣
百
丈
〉、
在
百
丈
時
、
夜
侍
立
次
、
丈
云
、
看
炉
内
、
有
火
也
無
。
師
看
来
報
云
、
無
。
丈
躬
自

至
、
炉
深
撥
忽
得
少
火
、
夾
起
云
、
爾
道
無
、
這
箇
聻
。
師
因
而
契
悟
。
丈
云
、
欲
知
仏
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時

節
若
至
、
其
理
自
契
。
便
知
、
己
物
不
従
外
得
、
汝
善
護
持
。（
宋
版
二
五
丁
左
～
二
六
丁
右
）

少
な
く
と
も
道
元
が
百
丈
懐
海
自
身
の
語
で
は
な
く
、「
仏
」
の
語
で
あ
る
と
し
て
引
用
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
原
意
を
離
れ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
言
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

し
る
べ
し
、「
時
節
若
至
」
は
、
十
二
時
中
不
空
過
な
り
。「
若
至
」
は
、「
既
至
」
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す

れ
ば
、
仏
性
不
至
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
時
節
す
で
に
い
た
れ
ば
、
こ
れ
仏
性
の
現
前
な
り
。
あ
る
い
は
其

理
自
彰
な
り
。
お
ほ
よ
そ
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
同

七
九
頁
）

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
道
元
の
「
仏
性
」
観
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

お
ほ
よ
そ
仏
性
の
道
理
、
あ
き
ら
む
る
先
達
す
く
な
し
。
諸
阿
笈
摩
教
お
よ
び
経
論
師
の
し
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
仏
祖

の
児
孫
の
み
単
伝
す
る
な
り
。
仏
性
の
道
理
は
、
仏
性
は
成
仏
よ
り
さ
き
に
具
足
せ
る
に
あ
ら
ず
、
成
仏
よ
り
の
ち
に

具
足
す
る
な
り
。
仏
性
か
な
ら
ず
成
仏
と
同
参
す
る
な
り
。
こ
の
道
理
、
よ
く
よ
く
参
究
功
夫
す
べ
し
。
三
二
十
年
も

功
夫
参
学
す
べ
し
。
十
聖
三
賢
の
あ
き
ら
む
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
衆
生
有
仏
性
、
衆
生
無
仏
性
と
道
取
す
る
、
こ
の

道
理
な
り
。
成
仏
以
来
に
具
足
す
る
法
な
り
と
参
学
す
る
正
的
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
学
せ
ざ
る
は
仏
法
に
あ
ら
ざ
る

べ
し
。（
同
八
七
頁
）
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こ
の
よ
う
な
自
由
な
解
釈
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
話
の
場
合
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
な
い
。
た
だ
、
既
に
真
字
『
正

法
眼
蔵
』
で
も
、
準
備
が
完
了
し
て
い
る
例
を
私
は
上
巻
八
則
の
「
南
嶽
磨
塼
打
車
（
＝
磨
塼
作
鏡
）」
の
話
で
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
。

洪
州
江
西
馬
祖
大
寂
禅
師
〈
嗣
南
嶽
、
諱
道
一
〉、
参
侍
南
嶽
、
密
受
心
印
、
蓋
抜
同
参
。
住
伝
法
院
、
常
日
坐
禅
。
南

嶽
知
是
法
器
、
往
師
所
問
曰
、
大
徳
坐
禅
図
箇
什
麼
。
師
曰
、
図
作
仏
。
南
嶽
乃
取
一
塼
、
於
師
庵
前
石
上
磨
。
師
遂

問
、
師
作
什
麼
。
南
嶽
曰
、
磨
作
鏡
。
師
曰
、
磨
塼
豈
得
成
鏡
耶
。
南
嶽
曰
、
坐
禅
豈
得
作
仏
耶
。
師
曰
、
如
何
即
是
。

南
嶽
曰
、
如
人
駕
車
、
車
若
不
行
、
打
車
即
是
、
打
牛
即
是
。
師
無
対
。
南
嶽
又
示
曰
、
汝
為
学
坐
禅
、
為
学
坐
仏
。

若
学
坐
禅
、
禅
非
坐
臥
。
若
学
坐
仏
、
仏
非
定
相
。
於
無
住
法
、
不
応
取
捨
。
汝
若
坐
仏
、
即
是
殺
仏
。
若
執
坐
相
、

非
達
其
理
。
師
聞
示
誨
、
如
飲
醍
醐
。（
春
秋
社
版
一
二
八
～
一
三
〇
頁
）

こ
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
話
は
、
そ
の
出
典
は
も
は
や
中
国
禅
籍
に
は
存
在
し
な
い
。
道
元
に
よ
る
『
景
徳
伝
灯
録
』

巻
六
「
馬
祖
道
一
章
」（
禅
文
化
本
―
八
八
頁
）
と
同
巻
五
「
南
嶽
懐
譲
章
」（
同
七
六
～
七
七
頁
）
の
合
糅
に
よ
る
創
作
で
あ

る
。つ
ま
り
「
磨
塼
作
鏡
」
の
話
よ
り
先
に
既
に
馬
祖
道
一
は
南
嶽
懐
譲
よ
り
「
密
受
心
印
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
中
国
禅
宗
史
話
〈
真
字
「
正
法
眼
蔵
」
に
学
ぶ
〉』（
一
二
四
頁
以
下
、禅

文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
以
来
、「
道
元
の
「
密
受
心
印
よ
り
こ
の
か
た
」
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第

二
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
等
で
詳
細
に
論
じ
、
主
張
し
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
禅
で
は
「
塼
」
を
「
磨
」
い
て
も
、「
鏡
」

に
「
作
」
れ
な
い
話
で
あ
る
が
、『
正
法
眼
蔵
古
鏡
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
る
。

ま
こ
と
に
し
り
ぬ
、
磨
塼
の
鏡
と
な
る
と
き
、
馬
祖
作
仏
す
。
馬
祖
作
仏
す
る
と
き
、
馬
祖
す
み
や
か
に
馬
祖
と
な
る
。

馬
祖
の
馬
祖
と
な
る
と
き
、
坐
禅
す
み
や
か
に
坐
禅
と
な
る
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
、
塼
を
磨
し
て
鏡
と
な
す
こ
と
、
古
仏

の
骨
髄
に
住
持
せ
ら
れ
き
た
る
。（
岩
波
文
庫
本
㈡
四
三
頁
）
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こ
う
し
て
道
元
は
「
塼
」
を
「
磨
」
い
て
「
鏡
」
を
「
作
」
る
話
と
な
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
前
掲
の
論
に
譲
る
こ
と
に
し

よ
う
。

以
上
で
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
成
立
過
程
の
い
く
つ
か
の
事
例
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
事
例
は
全
て
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ
る
が
、
主
な
特
色
を
紹
介
で
き
た
と
思
う
。

四
　若
山
悠
光
の
画
期
的
な
別
本
三
部
作
の
新
研
究

『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
と
完
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
重
要
な
性
格
と
し

て
は
、
私
の
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
台
本
の
役
割
と
し
て
の
特
色
と
し
て
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
に
最
初

に
掲
げ
た
若
山
悠
光
氏
に
よ
る
画
期
的
な
別
本
三
部
作
が
出
現
し
た
。
詳
細
は
そ
れ
ら
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
特
に

今
回
の
問
題
に
お
い
て
、「
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
性
格
―
『
永
平
広
録
』
巻
八
法
語
一
一
と
関
連
し
て
―
」（『
駒
澤
大
学
大

学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
六
年
）
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
い
う
別
本
と
は
、
一

般
に
知
ら
れ
る
『
正
法
眼
蔵
仏
向
上
事
』（
岩
波
文
庫
本
㈡
一
二
八
頁
以
下
）
の
草
案
本
に
当
た
り
、
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
る

二
十
八
巻
本
（
秘
本
と
も
称
す
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
活
字
化
は
春
秋
社
版
第
二
巻
）。
た
と
え
ば
、
こ
の
別
本

『
仏
向
上
事
』（
＝
秘
本
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
説
と
し
て
次
の
河
村
孝
道
氏
の
説
が
あ
る
。

こ
の
秘
本
の
『
仏
向
上
事
』
は
、
本
文
頭
初
が
洞
山
仏
向
上
事
語
話
の
本
文
数
行
か
ら
成
っ
て
い
る
所
か
ら
の
按
名
と

思
わ
れ
、
実
際
に
は
本
文
内
容
は
「
仏
向
上
事
・
身
心
学
道
・
行
仏
威
儀
・
古
仏
心
・
観
音
」
等
の
諸
巻
を
草
稿
さ
れ

る
に
当
た
っ
て
の
考
想
メ
モ
の
一
種
と
し
て
あ
っ
た
も
の
を
、秘
本
各
巻
を
筆
者
し
た
人
物
に
依
っ
て
合
収
書
写
さ
れ
、
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そ
の
際
に
当
初
の
仏
向
上
事
話
の
文
か
ら
『
仏
向
上
事
』
と
按
名
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
考
さ
れ
る
。（『
正
法
眼
蔵

の
成
立
史
的
研
究
』
五
四
〇
頁
、
一
九
八
七
年
、
春
秋
社
。
若
山
論
文
三
九
頁
）

こ
の
説
に
対
し
て
、
若
山
氏
は
「
個
別
的
主
題
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
思
想
の
流
れ
が
認
め
ら
れ
」「
一
つ
の
ま
と
ま
り

が
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
本
を
八
段
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
八
段
に
は
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
前
後

に
成
立
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
し
、
各
段
の
一
と
『
仏
向
上
事
』、
二
と
『
光
明
』、
三
と
『
坐
禅
儀
』、

四
と
『
身
心
学
道
』
及
び
『
坐
禅
箴
』、
五
と
『
古
仏
心
』、
六
と
『
身
心
学
道
』、
七
と
『
行
仏
威
儀
』、
八
と
『
観
音
』
と
に
見

ら
れ
る
類
似
の
思
想
を
比
較
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
洞
山
良
价
の
示
衆
と
の
関
係
は
、
既
に
こ
の
論
文
の
中
の
『
道

得
』
の
と
こ
ろ
で
検
討
し
て
、
複
雑
な
引
用
関
係
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
要
は
別
本
に
こ
の
示
衆
が
あ
る
故
に
、
別
本

も
『
仏
向
上
事
』
と
呼
ば
れ
る
に
到
っ
た
こ
と
は
誰
一
人
認
め
な
い
者
は
い
な
い
。こ
こ
で
は
二
段
と
『
光
明
』
の
関
係
の
指

摘
の
み
紹
介
し
て
お
こ
う
。

別
本
の
文
面
に
は
次
の
文
が
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
、
生
死
去
来
の
、
仏
音
声
を
通
ず
る
あ
り
、
風
雨
水
火
の
、
仏
音
声
を
あ
ぐ
る
あ
り
。
厨
庫
・
山
門
の
、

ひ
ろ
く
其
声
を
開
演
し
、
僧
堂
・
仏
殿
、
た
か
く
そ
の
声
を
重
説
す
。
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
、
諸
法
い
づ
れ
も
こ
の
仏

音
声
の
な
か
ば
を
き
か
し
め
、
三
界
お
の
お
の
、
こ
の
仏
音
声
の
少
許
を
わ
す
れ
ざ
る
な
り
。（
春
秋
社
版
五
七
〇
頁
）

こ
れ
が
『
光
明
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
と
き
、
上
堂
示
衆
云
、「
人
々
尽
有
光
明
在
、
看
時
不
見
暗
昏
々
、
作
麼
生
是
諸
人
光
明
在
」。
衆
無
対
。
自
代
云
、

「
僧
堂
・
仏
殿
・
厨
庫
・
山
門
」。
い
ま
大
師
道
の
「
人
々
尽
有
光
明
在
」
は
、
の
ち
に
出
現
す
べ
し
と
い
は
ず
、
往
世

に
あ
り
し
と
い
は
ず
、
傍
観
の
現
成
と
い
は
ず
。「
人
々
、
自
有
、
光
明
在
」
と
道
取
す
る
を
、
あ
き
ら
か
に
聞
持
す
べ

き
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
二
九
一
～
二
九
二
頁
）
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も
ち
ろ
ん
、
後
に
問
題
に
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
次
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
上
巻
八
一
則
に
基
づ
く
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

雲
門
示
衆
云
、
人
人
尽
有
光
明
在
。
看
時
不
見
暗
昏
昏
。
作
麼
生
是
光
明
在
。
衆
無
対
。
自
代
云
、
僧
堂
・
仏
殿
・
厨

庫
・
三
門
。
又
云
、
好
事
不
如
無
。（
春
秋
社
版
一
六
六
頁
）

更
に
漢
文
文
献
（
中
国
禅
）
か
ら
仮
名
文
献
（
道
元
禅
）
の
和
語
化
を
課
題
に
し
続
け
た
私
に
と
っ
て
驚
愕
し
た
若
山
氏
の

分
析
は
、
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
草
案
本
で
あ
る
別
本
が
、
次
の
漢
文
で
あ
っ
た
『
永
平
広
録
』
巻
八
に
所
収
さ
れ
る
「
法

語
」
一
一
の
全
体
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
法
語
を
若
山
氏
は
現
代
語
訳
と
注
を
付
し
て
詳
細
に

検
討
す
る
が
、
彼
女
に
従
っ
て
五
段
に
分
け
る
。

一
、
⒜
全
体
本
然
、
誰
逗
処
所
。
通
身
親
切
、
豈
尋
蹤
由
。
既
超
一
句
、
焉
労
三
乗
。
撒
手
兮
便
当
、
翻
身
兮
即
露
。

実
是
①�
霊
山
破
顔
以
後
、
四
七
未
得
添
一
糸
毫
。
②�
少
林
徹
髄
以
来
、
二
三
何
堪
減
一
糸
毫
者
哉
。
不
渉
言
宣
、
唯
証

契
。
無
滞
念
想
、
是
直
指
。
是
以
室
峰
九
年
之
面
壁
、
声
名
遠
聞
。
黄
梅
三
更
之
伝
衣
、
風
光
顕
赫
。
彼
③�
倶
胝
一
指
、

④�
黄
檗
三
頓
、
⑤�
百
丈
払
、
臨
済
喝
、
⑥
洞
山
麻
三
斤
、
雲
門
乾
屎
橛
、
未
拘
生
仏
之
階
梯
、
已
超
迷
悟
之
辺
際
者
也
。

何
比
待
証
悟
於
他
者
、
認
影
終
非
吾
、
存
知
見
於
体
者
、
逐
塊
未
為
人
者
乎
。

二
、
誠
夫
仏
祖
単
伝
之
旨
、
言
外
領
略
之
宗
者
、
不
在
先
哲
公
案
之
処
、
古
徳
証
入
之
処
、
不
在
語
句
論
量
之
処
、
問

答
往
来
之
処
、
不
在
知
見
解
会
之
処
、
思
量
念
度
之
処
、
不
在
談
玄
談
妙
之
処
、
説
心
説
性
之
処
。
唯
放
這
柄
、
不
留

瞥
地
、
当
処
団
欒
、
故
能
満
眼
矣
。
脳
後
豁
開
真
密
路
、
面
前
不
識
好
知
音
。

三
、
⒝
大
師
釈
尊
正
法
眼
蔵
、
西
天
東
地
分
附
来
多
時
也
。
界
畔
不
識
在
。
所
謂
分
附
来
多
時
者
、
這
一
片
田
地
也
。

這
一
片
田
地
者
、
吾
等
直
下
之
田
地
也
。
古
人
称
之
大
道
者
歟
。
既
云
多
時
、
不
能
算
数
、
不
可
籌
量
。
事
旧
時
遥
、

四
至
界
畔
雖
不
暁
了
、
住
持
理
就
保
任
日
新
。
此
日
新
事
、
自
有
際
断
也
。
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四
、
就
中
有
行
有
教
有
証
。
⒞
彼
行
者
、
功
夫
坐
禅
也
。
此
行
到
仏
尚
不
退
者
例
也
、
所
以
被
仏
行
也
。
教
証
準
而
可

撿
歟
。
此
坐
禅
也
、
仏
仏
相
伝
、
祖
祖
直
指
、
独
嫡
嗣
者
也
。
余
者
雖
聞
其
名
、
不
同
仏
祖
坐
禅
也
。
所
以
者
何
、
諸

宗
坐
禅
、
待
悟
為
則
。
譬
如
仮
船
筏
而
度
大
海
、
将
謂
度
海
而
可
抛
船
矣
。
吾
仏
祖
坐
禅
不
然
、
是
乃
仏
行
也
。

五
、
⒟
所
謂
仏
家
為
体
者
、
宗
説
行
一
等
也
、
一
如
也
。
宗
者
証
也
、
説
者
教
也
、
行
者
修
也
。
向
来
共
存
学
習
也
。
応

知
、
行
者
行
於
宗
説
也
、
説
者
説
於
宗
行
也
、
宗
者
証
於
説
行
也
。
行
若
不
行
説
不
行
証
、
何
云
行
仏
法
。
説
若
不
説

行
不
説
証
、
難
称
説
仏
法
。
証
若
不
証
行
不
証
説
、
争
名
証
仏
法
。
当
知
⒠
仏
法
者
初
中
後
一
也
、
初
中
後
善
也
、
初

中
後
無
也
、
初
中
後
空
也
。
⒡
這
一
段
事
、
未
是
人
之
強
為
、
本
自
法
之
云
為
也
。
既
知
於
仏
法
中
有
教
行
証
。
一
刹

那
田
地
、
無
不
多
時
。
日
来
所
貴
中
間
樹
子
、
也
有
不
可
惜
。
教
既
如
是
、
行
亦
如
是
、
証
亦
如
是
。
正
当
恁
麼
、
不

管
自
管
得
、
自
管
不
得
、
教
也
、
行
也
、
証
也
。
所
通
達
処
、
豈
得
非
仏
法
乎
。（
春
秋
社
版
一
六
〇
～
一
六
四
頁
）

こ
の
法
語
は
、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
を
素
材
と
し
て
い
る
と
し
、
①�
下
巻
五
三
則
、
②�
下
巻
一
則
、
③�
下
巻
四
五
則
、
④�

上
巻
二
七
則
、
⑤�
上
巻
五
四
則
、
⑥
金
沢
文
庫
本
七
二
則
が
指
摘
さ
れ
る
。
更
に
別
本
と
、
法
語
の
⒜
と
六
段
（
春
秋
社
版

五
七
三
頁
）、
⒝
と
八
段
（
同
五
七
九
頁
）、
⒞
と
三
段
（
同
五
七
一
頁
）、
⒟
と
六
段
（
同
五
七
四
頁
）、
⒠
と
二
段
（
同
五
七
〇

頁
）、
⒡
と
六
段
（
同
五
七
三
頁
）
の
関
係
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
顕
著
な
例
と
し
て
三
段
の
⒝
と
の
関
連

を
例
に
あ
げ
る
と
、
こ
こ
は
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
な
い
が
、『
玄
沙
広
録
』
中
巻
（
続
蔵
巻
一
二
六
―
一
八
九
左
下
）
を

引
用
し
て
別
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ふ
る
き
人
の
い
は
く
、
こ
の
一
印
の
田
地
、
な
ん
ぢ
に
う
り
、
あ
た
ふ
る
こ
と
ひ
さ
し
。
然
あ
る
を
四
至
界
畔
し
ら
れ

ざ
る
こ
と
あ
り
。
ひ
ご
ろ
は
田
地
は
の
こ
ら
ず
あ
た
へ
し
か
ど
も
、
中
心
に
あ
り
つ
る
樹
子
は
、
い
ま
だ
あ
た
へ
ざ
り

つ
る
を
、
い
ま
よ
り
は
樹
子
を
も
を
し
む
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
こ
れ
を
参
学
す
る
に
は
、
こ
の
田
地
を
さ
づ
け
ら
れ

て
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
る
こ
と
を
わ
す
れ
ざ
る
べ
し
。
界
畔
を
た
ひ
ら
か
に
し
て
四
至
あ
き
ら
か
な
り
。
遊
戯
す
る
と
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こ
ろ
に
こ
と
ご
と
く
瑞
を
な
し
祥
を
な
す
。
ま
こ
と
に
わ
れ
ら
に
つ
き
に
け
る
田
地
、
か
く
の
ご
と
く
あ
り
け
る
と
お

も
ひ
あ
は
す
べ
し
。（
春
秋
社
版
五
七
九
頁
）

こ
の
よ
う
に
「
法
語
」
全
体
か
ら
考
え
る
と
、
ま
ず
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
を
素
材
に
し
て
漢
文
の
「
法
語
」
が
成
立
し
、
そ

の
「
法
語
」
か
ら
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
へ
と
成
立
し
て
い
っ
た
過
程
が
、
研
究
史
上
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
更
に
別
本
か
ら
再
治
の
段
階
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
が
素
材
と
し
て
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
九
一
則
「
石
頭
不
得
不
知
」（
臨
川
書
店
本
四
六
〇
頁
）
が
、
再
治
の
『
仏
向
上
事
』（
岩
波
文
庫

本
㈡
一
四
〇
～
二
頁
）
に
、
長
文
で
展
開
す
る
の
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

資
料
を
示
す
こ
と
は
割
愛
し
て
お
こ
う
。
ま
た
別
本
と
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
若
山
氏
の
論
文
に
は
別

本
の
現
代
語
訳
と
共
に
詳
細
な
注
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
再
説
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
則
名
の
み
挙
げ
る
と
、
上
巻
一
二

則
「
洞
山
仏
向
上
事
」、
上
巻
八
一
則
「
雲
門
人
人
光
明
」、
上
巻
八
八
則
「
居
士
明
明
祖
意
」、
金
沢
文
庫
本
二
九
則
「
薬
山

不
思
量
底
」、
上
巻
一
九
則
「
南
泉
平
常
是
道
」、
金
沢
文
庫
本
一
則
「
南
嶽
説
似
一
物
」、
下
巻
七
七
則
「
厳
陽
一
物
不
将
」、

金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」、
金
沢
文
庫
本
一
二
則
「
玄
沙
三
界
唯
心
」、
下
巻
五
七
則
「
雲
門
聞
声
悟
道
」、
金

沢
文
庫
本
二
五
則
「
曹
山
如
井
覰
驢
」、
上
巻
五
七
則
「
南
泉
智
不
到
処
」、
金
沢
文
庫
本
五
五
則
「
霊
雲
桃
花
悟
道
」、
上
巻

一
七
則
「
香
厳
撃
竹
大
悟
」
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
つ
興
味
深
い
例
を
挙
げ
る
と
す
る
と
、
別
本
の
次
の
例
が
あ
る
。

長
慶
と
い
ひ
し
、
保
福
和
尚
に
問
、
い
ろ
を
み
る
は
、
す
な
は
ち
こ
こ
ろ
を
み
る
と
い
ふ
、
ま
た
、
ふ
ね
を
み
る
や
。

保
福
云
く
、
み
る
。
長
慶
の
云
く
、
ふ
ね
は
し
ば
ら
く
お
く
、
い
か
に
あ
ら
ん
か
こ
れ
心
。
保
福
ゆ
び
し
て
、
ふ
ね
を

さ
す
。（
春
秋
社
版
五
七
六
頁
）

こ
の
引
用
は
金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」
の
話
で
あ
る
。
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長
慶
問
保
福
、
見
色
便
見
心
、
還
見
船
子
麼
。
福
曰
、
見
。
慶
云
、
船
子
且
致
、
作
麼
生
是
心
。
福
却
指
船
子
。（
臨
川

書
店
本
四
六
〇
頁
）

こ
の
則
は
実
は
別
本
の
み
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
道
元
の
撰
述
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
断
定
は
で
き

な
い
が
、
別
本
の
こ
の
引
用
が
金
沢
文
庫
本
九
二
則
「
長
慶
見
色
見
心
」
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し
た
再
治
さ
れ
た
『
仏
向
上

事
』
の
引
用
が
金
沢
文
庫
本
九
一
則
「
石
頭
不
得
不
知
」
で
、
両
者
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
は
思
わ
れ

な
い
。
恐
ら
く
別
本
の
九
二
則
か
ら
再
治
の
時
に
九
一
則
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
、
内
容
的
に
「
仏
向
上
事
」
の
説
が
強
調
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
岩
波
文
庫
本
は
石
頭
の
答
え
を
「
不
得
不
知
」（
同
一
四
〇
頁
）
と
す
る
が
、
こ
こ
は
金

沢
文
庫
本
の
よ
う
に
「
不
レ
得
、
不
レ
知
」
と
す
べ
き
で
、
訓
読
で
は
「
得
ず
、
知
ら
ず
」
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
か
ら
見
る
と
、
若
山
氏
の
別
本
『
仏
向
上
事
』
の
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
に
注
目
す
べ
き
内
容

で
あ
っ
た
。
彼
女
の
他
の
別
本
『
心
不
可
得
』
と
別
本
『
大
悟
』
の
研
究
も
す
ば
ら
し
い
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ま
と
め
て

お
こ
う
。

ま
ず
別
本
『
心
不
可
得
』
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
別
本
『
心
不
可
得
』（
仁
治
二
年
頃
）
の
成
立
が
、や
が
て
『
心
不
可
得
』

（
寛
元
元
年
）
と
『
他
心
通
』（
寛
元
三
年
）
に
分
か
れ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、多
く
の
研
究
者
の
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

若
山
氏
の
独
創
的
な
説
を
こ
こ
で
は
二
つ
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
別
本
『
心
不
可
得
』
の
第
一
は
「
別
本
の
段
階
で
、他

心
通
の
公
案
が
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
先
ず
『
永
平
広
録
』
巻
一
の
第
一
七
上
堂
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
大
証
国
師
南
陽
慧
忠
と
大
耳
三
蔵
の
問
答
で
あ
る
「
大
耳
心
通
」
の
話
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
上
堂
は
仁
治
元
年
の
一
〇

月
か
一
一
月
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
道
元
の
示
し
た
五
位
尊
宿
名
（
趙
州
・
玄
沙
・
海
会
・
雪
竇
・
仰
山
。
出
典
は
『
宗
門
統

要
集
』
巻
二
が
基
本
）
が
、
編
者
の
詮
慧
に
全
く
理
解
さ
れ
ず
に
実
際
は
四
位
尊
宿
名
（
仰
山
・
玄
沙
・
玄
覚
・
趙
州
。
出
典

は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
五
）
と
記
録
さ
れ
、
道
元
の
拈
語
に
「
五
位
尊
宿
」
の
語
を
残
し
て
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
元
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来
、別
本
が
『
神
通
』
の
布
石
で
あ
り
、上
堂
の
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
。
別
本
が
分
か
れ
て
成
立
し
た
『
他
心
通
』
は
、

七
十
五
巻
本
で
い
え
ば
、
寛
元
三
年
七
月
四
日
に
示
衆
さ
れ
て
第
七
三
に
編
集
さ
れ
る
が
、「
心
不
可
得
」
の
主
張
、
つ
ま
り

『
神
通
』『
王
策
仙
陀
婆
』
等
の
主
張
を
失
っ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
簡
単
に
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
が
、
別
本
か
ら
再
治
へ
は
、
先
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
『
道
得
』
の
介
在
も
認
め
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
内
容
変
化
を
示
し
て
い
る
。
別
本
『
心
不
可
得
』
に
次
の
語
が
あ
る
。

徳
山
こ
の
と
き
は
じ
め
て
イ
画
に
か
け
る
も
ち
ひ
は
う
ゑ
を
や
む
る
に
あ
た
は
ず
と
し
り
、
ロ
ま
た
仏
道
修
行
に
は
か

な
ら
ず
そ
の
ひ
と
に
あ
ふ
べ
き
と
お
も
ひ
し
り
き
。
ハ
ま
た
い
た
づ
ら
に
経
書
に
の
み
か
か
は
れ
る
が
ま
こ
と
の
ち
か

ら
を
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
も
お
も
ひ
し
り
き
。（
春
秋
社
版
五
〇
〇
頁
）

別
本
後
の
示
衆
に
次
の
『
画
餅
』（
仁
治
三
年
一
一
月
五
日
示
衆
）
が
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
⒜
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
充
飢
の
薬
な
し
、
⒝
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
相
逢
せ
ず
。
⒞
画
充

に
あ
ら
ざ
れ
ば
力
量
あ
ら
ざ
る
な
り
。
お
ほ
よ
そ
、
飢
に
充
し
、
不
飢
に
充
し
、
飢
を
充
せ
ず
、
不
飢
を
充
せ
ざ
る
こ

と
、
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
得
な
り
、
不
道
な
る
な
り
。
し
ば
ら
く
這
箇
は
画
餅
な
る
こ
と
を
参
学
す
べ
し
。
こ
の
宗

旨
を
参
学
す
る
と
き
、
い
さ
ゝ
か
転
物
物
転
の
功
徳
を
身
心
に
究
尽
す
る
な
り
。
こ
の
功
徳
い
ま
だ
現
前
せ
ざ
る
が
ご

と
き
は
、
学
道
の
力
量
い
ま
だ
現
成
せ
ざ
る
な
り
。
こ
の
功
徳
を
現
成
せ
し
む
る
、
証
画
現
成
な
り
。（
岩
波
文
庫
本
㈡

一
〇
五
～
一
〇
六
頁
）

結
局
、
先
の
別
本
の
説
は
、
次
の
よ
う
に
『
画
餅
』
の
説
に
改
め
ら
れ
、
深
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

イ
画
に
か
け
る
も
ち
ひ
は
う
ゑ
を
や
む
る
に
あ
た
は
ず
と
し
り
、

　

⇒

　

⒜
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
充
飢
の
薬
な
し
、

ロ
ま
た
仏
道
修
行
に
は
か
な
ら
ず
そ
の
ひ
と
に
あ
ふ
べ
き
と
お
も
ひ
し
り
き
。
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⇒

　

⒝
画
飢
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
相
逢
せ
ず
。

ハ
ま
た
い
た
づ
ら
に
経
書
に
の
み
か
か
は
れ
る
が
ま
こ
と
の
ち
か
ら
を
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
も
お
も
ひ
し
り
き
。

　
⇒

　

⒞
画
充
に
あ
ら
ざ
れ
ば
力
量
あ
ら
ざ
る
な
り
。

そ
れ
故
に
、
別
本
に
は
無
か
っ
た
主
張
の
再
治
の
『
心
不
可
得
』
の
最
後
は
、
結
局
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
あ
れ
ば
、
参
学
の
雲
水
、
か
な
ら
ず
勤
学
な
る
べ
し
、
容
易
に
せ
し
は
不
是
な
り
、
勤
学
な
り
し
は
仏
祖
な
り
。

お
ほ
よ
そ
心
不
可
得
と
は
、
画
餅
一
枚
を
買
弄
し
て
、
一
口
に
咬
著
嚼
尽
す
る
を
い
ふ
。（
岩
波
文
庫
本
㈠
一
九
八
頁
）。

次
に
別
本
『
大
悟
』
の
問
題
に
移
ろ
う
。
真
福
寺
宝
生
院
（
大
須
観
音
）
所
蔵
の
別
本
は
、
こ
の
書
の
発
見
に
も
関
わ
っ

て
、
私
も
早
く
か
ら
注
目
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
虫
食
い
の
痕
の
残
る
古
本
も
補
修
し
て
影
印
さ
れ
て
臨
川
書
店
の
『
道

元
集
』
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
担
当
伊
藤
秀
憲
）。
従
来
、二
十
八
巻
本
や
『
真
蹟
集
』
な
ど
に
草
案
本
の
紹
介
は
な
さ
れ

て
い
る
が
、
単
独
の
完
本
で
別
本
が
知
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
書
し
か
な
い
。
別
本
『
大
悟
』（
仁
治
三
年
）
か
ら
『
大
悟
』（
寛

元
二
年
）
へ
は
、
別
本
が
大
幅
に
削
ら
れ
て
再
治
の
『
大
悟
』
に
整
え
ら
れ
て
は
い
る
。
が
し
か
し
、
若
山
論
文
の
骨
格
は
、

池
田
魯
参
説
を
承
け
て
、
別
本
も
大
悟
現
成
・
不
悟
至
道
・
省
悟
弄
悟
・
失
悟
放
行
（
別
本
の
大
悟
・
不
悟
・
省
悟
・
失
悟
）

の
四
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
中
で
も
「
省
悟
（
弄
悟
）」
が
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
、「
雪
山
ノ
大
悟
」

に
集
約
さ
れ
た
理
由
を
、「
各
巻
の
撰
述
示
衆
年
次
と
い
う
観
点
か
ら
、
別
本
「
大
悟
」
巻
に
続
け
て
書
か
れ
た
「
坐
禅
箴
」

巻
、「
仏
向
上
事
」
巻
と
そ
の
草
案
本
で
あ
る
別
本
「
仏
向
上
事
」
巻
等
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
い
」（「『
正
法
眼
蔵
』
再
治
の

諸
相
」
三
五
一
頁
）
と
し
て
大
幅
削
減
の
理
由
を
結
論
す
る
の
は
、
新
説
で
あ
る
。

紹
介
す
べ
き
事
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
の
全
て
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

そ
の
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
論
文
を
読
ん
で
も
ら
え
ば
済
む
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
三
部
作
の
研
究
を
更
な
る

別
本
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
別
本
『
大
悟
』
の
よ
う
な
新
資
料
が
発
見
さ
れ
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れ
ば
別
で
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
る
草
案
本
の
中
で
は
、
以
上
検
討
し
た
よ
う
な
、
顕
著
な
相
違
と
重
要
な
問
題
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
同
様
の
草
案
本
の
検
討
は
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
い
く
必
要
性
は
あ
ろ
う
が
、
と

り
あ
え
ず
、
私
の
課
題
と
し
て
き
た
漢
字
文
献
か
ら
仮
名
文
献
へ
の
問
題
の
大
枠
は
、
若
山
悠
光
氏
の
別
本
三
部
作
で
示
さ

れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
か
つ
て
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
が
「
こ
れ
は
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
中
秋
の
こ
ろ
、

か
き
て
鎮
西
の
俗
弟
子
楊
光
秀
に
あ
た
ふ
」（
岩
波
文
庫
本
㈠
六
一
頁
）
と
あ
り
、『
永
平
広
録
』
巻
八
の
「
法
語
」
五
は
「
大

宰
府
野
公
大
夫
」
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
日
本
語
に
慣
れ
て
い
な
い
中
国
人
に
対
し
て
、
元
来
、『
現
成

公
案
』
は
漢
文
の
「
法
語
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
更
に
熊
谷
忠
興
氏
は
「
対
句
偈
頌
文
体
の
『
正
法
眼
蔵

現
成
公
案
』
⑴
～
⑶
―
図
表
化
試
案
―
」（『
傘
松
』
七
二
五
～
七
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
二
～
四
月
）
の
中
で
、
四
六
駢
儷
体

の
対
句
表
現
の
多
い
作
品
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
漢
文
の
『
現
成
公
案
』
の
証
拠
の
文
は
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
私

も
元
来
、
漢
文
「
法
語
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
は
賛
成
し
た
い
。
つ
ま
り
、
若
山
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
個
人
に
与
え

た
漢
文
の
「
法
語
」
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
示
衆
と
し
て
の
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
が
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
過
程
の
一
つ
の
例
が
確
認
さ
れ
た
意
義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。

五
　お
わ
り
に 

―
― 『
正
法
眼
蔵
』
編
集
と
関
連
し
て

一
般
の
言
い
方
で
従
来
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
等
の
呼
称
を
使
用
し
て
き
た
が
、
道
元
は
最
初
か
ら
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
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案
』、『
正
法
眼
蔵
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』、『
正
法
眼
蔵
一
顆
明
珠
』、『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
等
と
命
名
し
た
の
で
は
な
い
。
も
と

も
と
真
蹟
の
『
嗣
書
』（
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
や
『
行
持
』（
熊
本
県
玉
名
市
広
福
寺
所
蔵
、
但
し
、
下
巻
の
み
）

と
同
様
に
『
現
成
公
案
』、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
』、『
一
顆
明
珠
』、『
仏
性
』
と
巻
名
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
『
正
法
眼
蔵
』

の
総
題
の
下
に
ま
と
め
た
の
は
、
何
時
な
の
か
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
実
情
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
の
が
、

懐
奘
筆
の
『
仏
性
』（
永
平
寺
所
蔵
）
の
奥
書
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

正
法
眼
蔵
仏
性 

第
三
（
仏
性
の
文
字
に
上
書
き
）

　

仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
記
于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
。

　

同
四
年
癸
卯
正
月
十
九
日
、
書
写
之
。　

懐
奘

と
あ
り
、
別
紙
に
奥
書
が
続
い
て
い
る
。

　

爾
時
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
在
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
治
御
本
之
奥
書
也
。

　

正
嘉
二
年
戊
午
四
月
廿
五
日
、
以
再
治
御
本
交
合
了
。（『
真
蹟
集
』
六
九
〇
頁
）

正
確
に
は
尾
題
の
「
仏
性
」
は
見
せ
消
ち
で
は
な
く
、
仏
性
の
文
字
に
大
き
く
重
ね
て
「
正
法
眼
蔵
仏
性 

第
三
」
と
再
治

本
で
は
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
仏
性
』
の
全
体
の
奥
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
正
月
一
九
日

の
懐
奘
の
書
写
の
時
点
で
は
、『
仏
性
』
と
草
案
本
で
書
か
れ
て
い
た
が
、『
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三
』
と
再
治
本
で
は
改
め
ら

れ
、「
記
」
が
「
示
衆
」
に
な
っ
て
も
、
再
治
本
で
も
仁
治
二
年
一
〇
月
一
四
日
の
奥
書
は
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道

元
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
考
え
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
研
究
者
を
混
乱
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
解
釈
に

困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
残
念
な
が
ら
道
元
の
再
治
の
年
月
日
は
こ
こ
で
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道

元
の
再
治
の
年
月
日
が
こ
こ
で
も
し
判
れ
ば
、
後
世
の
研
究
者
を
悩
ま
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
再
治
本
で
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校
合
し
終
わ
っ
た
の
が
、
道
元
の
示
寂
後
の
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
四
月
二
五
日
と
い
う
こ
と
が
判
る
の
み
で
あ
る
。
た

だ
、『
仏
性
』
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
を
冠
せ
ら
れ
、
編
集
本
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
の
第
三
（
七
十
五
巻
本
も
六
十
巻
本
も

同
じ
）
の
列
次
番
号
を
付
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
重
大
な
問
題
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
同
様
の
難
問
題
が
存
在
す
る
。
高
橋
秀
榮
氏
の
「
重
要
文
化
財
『
正
法
眼
蔵
山
水
経
』
の
筆
者
に
つ
い
て
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
四
四
号
、
二
〇
一
三
年
。『
道
元
集
』「
解
題
」〈『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
〉
も
参

照
）
の
論
文
で
、全
久
院
所
蔵
の
『
山
水
経
』
が
寺
伝
通
り
道
元
の
真
蹟
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
『
山
水
経
』
が

真
蹟
と
判
定
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
内
題
と
尾
題
及
び
奥
書
が
注
目
さ
れ
る
。
内
題
は
、

正
法
眼
蔵 

第
二
十
九

　

山
水
経

と
あ
り
、
尾
題
及
び
奥
書
は
、

正
法
眼
蔵
山
水
経 

第
二
十
九

　

爾
時
仁
治
元
年
庚
子
十
月
十
八
日
子
時
、
在
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

と
あ
る
。
た
だ
、
高
橋
秀
榮
氏
が
言
う
よ
う
に
、
尾
題
の
「
正
法
眼
蔵
山
水
経 

第
二
十
九
」
は
別
筆
の
一
部
に
当
た
る
が
、

内
題
が
存
在
す
る
の
で
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が
冠
せ
ら
れ
、
七
十
五
巻
本
の
「
第
二
十
九
」
の
列
次
番
号
が
真
蹟
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、永
平
寺
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三
』
と
同
様
に
、仁
治
元
年
一
〇
月
一
八

日
は
、
示
衆
の
年
月
日
が
残
っ
た
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
道
元
が
書
写
し
た
年
月
日
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
道
元

の
書
写
の
年
月
日
は
、
残
念
な
が
ら
正
確
に
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
の
伝
記
と
し
て
最
も
古
く
且
つ
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
に
『
建
撕
記
』
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、「
寛
元
三

年
〈
乙
巳
〉
三
月
六
日
、
初
め
て
正
法
眼
蔵
を
示
す
」（
瑞ず

い

長ち
よ
う

本
）
と
あ
る
記
事
に
よ
り
、
こ
の
「
正
法
眼
蔵
」
の
意
味
を
、
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各
巻
名
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が
冠
せ
ら
れ
た
も
の
と
理
解
し
、
私
は
こ
の
説
を
従
来
、
そ
の
ま
ま
認
め
て
き
た
。
水
野

弥
穂
子
氏
の
「
正
法
眼
蔵
は
い
つ
示
さ
れ
た
か
―
そ
の
成
立
に
関
し
て
―
」（『
駒
大
短
大
国
文
』
第
三
号
、
一
九
七
二
年
）
に

「
寛
元
三
年
三
月
六
日
「
虚
空
」
巻
が
示
さ
れ
た
時
、初
め
て
「
正
法
眼
蔵
」
な
る
総
題
の
も
と
に
こ
の
大
著
が
発
表
さ
れ
た
」

と
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
初
め
て
臨
川
書
店
の
『
道
元
集
』
の
「
総
説
」
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、こ
の
説
は
成
立
し

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
建
撕
記
』
が
成
立
し
た
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
頃
の
永
平
寺
は
、『
正
法
眼
蔵
』
と
い

え
ば
、
六
十
巻
本
を
指
す
の
で
あ
り
、
瑞
長
本
が
六
十
巻
本
に
基
づ
い
た
記
述
は
こ
れ
以
外
に
も
あ
り
、
こ
の
年
の
三
月
六

日
は
六
十
巻
本
の
第
五
十
六
の
『
虚
空
』
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
七
十
五
巻
本
の
第
七
十
の
編
集
と
は
関
係
な
く
、

「
初
め
て
」
と
は
、
大
仏
寺
建
立
の
た
め
に
寛
元
二
年
三
月
九
日
に
『
大
修
行
』
が
示
衆
さ
れ
て
約
一
年
ぶ
り
に
、
途
絶
え
て

い
た
『
正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
が
『
虚
空
』
で
再
開
さ
れ
た
の
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
が

い
つ
冠
せ
ら
れ
、
そ
の
編
集
が
如い

か何
な
る
体
系
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
重
要
な
資
料
が
、
愛
知
県
全
久
院

の
所
蔵
の
懐
奘
筆
の
『
正
法
眼
蔵
十
方
』
な
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
一
見
、
内
題
が
「
正
法
眼
蔵
第
四
十
五 

十
方
」（『
道
元

集
』
二
七
八
頁
）
と
あ
り
、
尾
題
と
奥
書
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

正
法
眼
蔵
十
方 

第
四
十
五

　

爾
時
寛
元
元
年
癸
卯
十
一
月
十
三
日
、
在
日
本
国
越
州
吉
峰
精
舎
示
衆
。

　

寛
元
三
年
乙
巳
窮
冬
廿
四
日
、
在
越
州
大
仏
寺
侍
司
書
写
。　

懐
奘
（『
道
元
集
』
三
〇
三
頁
）

と
こ
ろ
が
、
原
本
を
注
意
深
く
検
討
す
る
と
、
内
題
も
尾
題
も
「
四
十
五
」
の
「
四
」
字
が
共
に
書
き
改
め
ら
れ
た
形
跡
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
箇
所
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
き
改
め
に
つ
い
て
、伊
藤
秀
憲
氏
は
『
道
元

禅
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
八
年
）
二
七
七
頁
に
お
い
て
、「
四
」
は
「
五
」
の
字
を
書
き
改
め
た
と
論
証
し
て
い
る
。
こ

の
研
究
成
果
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。「
四
十
五
」
の
列
次
番
号
は
六
十
巻
本
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
「
四
」
は
書
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き
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
を
伊
藤
秀
憲
氏
は
「
書
き
改
め
る
前
の
列
次
番
号
と
し
て
考
え
ら
れ
得
る
も
の
は
、七
十
五

巻
本
の
「
五
十
五
」
の
ほ
か
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
「
懐
奘
で
は
な
く
、誰
か
に
よ
っ
て
六
十

巻
本
の
列
次
番
号
に
書
き
改
め
ら
れ
た
」
と
い
い
、
こ
の
こ
と
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
結
果
を
、
伊
藤
秀

憲
氏
は
「
懐
奘
が
書
写
し
た
寛
元
三
年
十
二
月
二
十
四
日
以
前
に
、
七
十
五
巻
の
少
な
く
と
も
第
五
十
五
ま
で
は
列
次
が
決

定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
十
五
巻
本
か
ら
六
十
巻
本
へ
の
編
集
の
順
序
を
示
し
、

寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
と
は
、
も
ち
ろ
ん
道
元
の
生
前
で
あ
り
、
道
元
が
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
冠
し
て
い
て
、
七
十
五

巻
本
の
親
集
説
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
私
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
論
で
伊
藤
説
が
最
も
信
頼
で
き
る
研
究
成
果
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

問
題
は
伊
藤
説
の
『
正
法
眼
蔵
十
方
』
の
寛
元
元
年
一
一
月
一
三
日
の
示
衆
か
ら
懐
奘
の
寛
元
三
年
一
二
月
二
四
日
の
書

写
ま
で
の
間
の
更
な
る
編
集
の
時
期
の
絞
り
込
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
元
の
真
蹟
と
さ
れ
る
永
平
寺
所
蔵
の
『（
祖
師
）
西
来

意
』
の
断
簡
の
末
尾
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

正
法
眼
蔵
西
来
意 

第
六
十
二

　

爾
時
寛
元
二
年
甲
辰
二
月
四
日
、
在
越
宇
深
山
裏
示
衆
。 

（『
真
蹟
集
』
一
五
九
頁
）

寛
元
二
年
二
月
四
日
の
年
次
に
、『
正
法
眼
蔵
』
の
総
題
と
七
十
五
巻
本
の
「
第
六
十
二
」
が
、
道
元
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
な
に
よ
り
も
、
六
十
巻
本
の
「
第
五
十
二
」
で
な
い
と
こ
ろ
が
重
要
で
あ
る
。
第
六
十
二
と
言

え
ば
、
七
十
五
巻
本
で
あ
り
、
七
十
五
巻
の
分
量
の
ほ
ぼ
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
道
元
の
真
蹟
の
場
合
、
道
元
の

示
衆
と
書
写
が
同
時
か
、
示
衆
に
極
め
て
近
い
書
写
を
認
め
て
よ
い
。
越
宇
深
山
裏
と
は
、
吉
峰
寺
の
こ
と
で
、
道
元
は
寛

元
元
年
七
月
に
入
越
後
に
、
し
ば
ら
く
時
を
お
い
て
吉
峰
寺
に
入
り
、
そ
の
年
の
一
一
月
半
ば
か
ら
翌
年
の
正
月
に
か
け
て

一
時
的
に
禅や

ま
し
ぶ

師
峰
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
示
衆
は
、『
見
仏
』『
遍
参
』『
眼
睛
』『
家
常
』『
龍
吟
』
の
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五
巻
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
元
二
年
の
正
月
一
〇
日
以
前
に
は
再
び
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、仮
名
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
時
期
を
検
討
す
る
の
に
必
要
な
最
小
限
の
関
係
の
略
伝
を
み
て
み
よ
う
。（
◎
は
推

定
で
、
そ
の
頃
を
意
味
す
る
）

仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
正
月
三
日
『
仏
祖
』。
夏
安
居
『
法
華
転
法
華
』・
別
本
『
心
不
可
得
』（
草
案
本
）。
◎
別
本

『
仏
向
上
事
』。
一
〇
月
中
旬
『
行
仏
威
儀
』。
一
一
月
一
四
日
『
仏
教
』。
一
一
月
一
六
日
『
神
通
』。

仁
治
三
（
一
二
四
二
）
年
正
月
二
八
日 

別
本
『
大
悟
』（
草
案
本
）。
三
月
一
八
日
『
坐
禅
箴
』。
三
月
二
三
日
『
仏
向
上

事
』。
四
月
五
日
『
行
持
』（
下
）（
自
筆
本
）。
四
月
二
六
日
『
観
音
』。
六
月
二
日
『
光
明
』。
九
月
九
日
『
身
心
学
道
』。

◎
『
行
持
』（
上
下
）。
一
〇
月
五
日
『
道
得
』。
一
一
月
五
日
『
画
餅
』。
一
一
月
七
日
『
仏
教
』
再
示
。

仁
治
四
（
一
二
四
三
）
年
正
月
一
八
日
、
懐
奘
『
行
持
』（
上
下
）
書
写
。
正
月
一
九
日
、
懐
奘
『
仏
性
』（
草
案
本
）
書

写
。
寛
元
元
（
一
二
四
三
）
年
四
月
二
九
日
『
古
仏
心
』。
◎
『
心
不
可
得
』。
入
越
し
、
吉
峰
寺
に
到
着
。
閏
七
月
一

日
『
三
界
唯
心
』。
◎
『
説
心
説
性
』。
九
月
二
四
日
『
嗣
書
』（
清
書
本
）。
一
一
月
『
坐
禅
儀
』。
一
一
月
一
三
日
『
十

方
』。
◎
禅や

ま
し
ぶ

師
峰
下
の
茅
庵
に
移
る
。（『
見
仏
』・『
遍
参
』・『
眼
睛
』・『
家
常
』・『
龍
吟
』）。

寛
元
二
（
一
二
四
四
）
年
正
月 

◎
吉
峰
寺
に
戻
る
。
正
月
一
一
日
、懐
奘
『
説
心
説
性
』
書
写
。
正
月
二
七
日
『
大
悟
』

再
示
。
二
月
四
日
『
正
法
眼
蔵
第
六
十
二
（
祖
師
）
西
来
意
』（
自
筆
本
）。

道
元
は
、「（
寛
元
二
年
の
）
七
月
十
八
日
、
和
尚
を
請
し
奉
り
て
、（
大
仏
寺
）
開
堂
説
法
せ
ら
る
」（「
瑞
長
本
」）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
確
実
に
大
仏
寺
（
後
の
永
平
寺
）
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
仏
寺
の
叢
林
が
ほ
ぼ
整
う
の
は
、「
九

月
一
日
、
法
堂
功
成
り
て
開
堂
す
」（「
瑞
長
本
」）
の
頃
で
あ
ろ
う
。

敢
え
て
更
に
期
間
を
絞
っ
て
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
を
推
測
す
れ
ば
、
貴
重
な
草
案
本
の
存
在
す
る
真
福
寺
本
の

別
本
『
大
悟
』
と
再
び
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
後
の
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
再
治
の
関
係
が
参
考
に
な
ろ
う
。
改
め
て
七
十
五
巻
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本
の
乾
坤
院
本
の
内
題
の
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』（
桜
井
秀
雄
監
修
・
小
坂
機
融
・
河
村
孝
道
編
集
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大

成
』
一
巻
一
四
〇
頁
。
全
二
七
巻
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
～
一
九
八
二
年
。『
眼
蔵
蒐
成
』
と
略
称
）
の
尾
題
と
奥
書
を
み
て

み
よ
う
。

正
法
眼
蔵 

第
十

　

爾
時
仁
治
三
年
壬
寅
春
正
月
廿
八
日
、
住
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

　

而
今
寛
元
二
年
甲
辰
春
正
月
二
十
七
日
、錫
駐
越
宇
吉
峰
古
寺
而
書
示
於
人
天
大
衆
。（『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
四
三
頁
）

二
つ
の
示
衆
は
、
別
本
『
大
悟
』（
草
案
本
）
と
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』（
再
治
本
）
の
年
月
日
で
あ
る
。
更
に
懐
奘
の
書
写
に

触
れ
る
の
は
、
同
じ
列
次
番
号
を
も
つ
六
十
巻
本
系
統
に
の
み
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
洞
雲
寺
本
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』

に
は
、
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

爾
時
仁
治
三
年
壬
寅
春
正
月
二
十
八
日
、
住
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。

而
今
寛
元
二
年
甲
辰
春
正
月
二
十
七
日
、
錫
駐
越
宇
吉
峰
古
寺
而
書
示
於
人
天
大
衆
。

同
二
年
甲
辰
春
三
月
二
十
日
、
侍
越
宇
吉
峰
精
舎
堂
奥
次
、
書
写
之
。
懐
奘
（『
眼
蔵
蒐
成
』
六
巻
九
五
頁
）

同
じ
列
次
番
号
を
も
つ
六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
は
こ
の
よ
う
に
七
十
五
巻
本
と
同
じ
草
案
本
と
再
治
本
の
示
衆
の

年
月
日
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
書
写
の
奥
書
は
十
分
に
参
考
に
な
ろ
う
。
別
本
『
大
悟
』
と
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
関
係
は
、

大
幅
な
削
除
と
加
筆
が
あ
っ
て
分
量
的
に
は
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
全
面
的
に
再
治
さ
れ
た

『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
「
第
十
」
の
編
集
は
不
可
能
で
あ
り
、こ
の

『
正
法
眼
蔵
大
悟
』
の
再
治
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
唯
一
み
え
る
「
人
天
の
大
衆
に
書
示
」
さ
れ
た
と
い
う
文
字
も
注
目
し
て
い

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
元
二
年
三
月
二
〇
日
の
懐
奘
の
書
写
ま
で
に
は
確
実
に
列
次
番
号
は
決
定
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
残
さ
れ
た
清
書
等
を
考
え
て
、
こ
の
頃
に
吉
峰
寺
で
編
集
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
紹
介
し
た
寛
元
二
年
二
月
四
日
の
七
十
五
巻
本
の
第
六
十
二
の
『
正
法
眼
蔵
西
来
意
』
の
示
衆
に
つ

づ
く
そ
の
書
写
ま
で
に
は
ほ
ぼ
編
集
が
固
ま
る
こ
と
に
な
る
。
杉
尾
玄
有
氏
の
『
道
元
禅
の
参
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
）

に
よ
る
と
、
寛
元
元
年
閏
七
月
一
日
に
吉
峰
寺
で
示
衆
さ
れ
た
第
四
十
一
に
相
当
す
る
入
越
後
の
最
初
の
『
三
界
唯
心
』
以

降
は
、
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
列
次
は
ほ
ぼ
示
衆
の
順
序
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
説
は
認
め
て
よ
い

と
思
う
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
興
聖
寺
時
代
の
配
列
、
特
に
最
初
の
い
く
つ
か
と
再
治
が
行
わ
れ
れ
ば
七
十
五
巻
本
の
列
次
番

号
は
自
ず
と
決
ま
っ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
七
十
五
巻
本
の
最
後
は
『
出
家
』
で
あ
り
、「
爾
時
寛
元

四
年
丙
午
九
月
十
五
日
、
在
越
宇
永
平
寺
示
衆
」
ま
で
完
成
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
て
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
は
、
寛
元
二
年
の
正
月
に
吉
峰
寺
に
戻
っ
た
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
年
の
正
月
二
七
日
の
『
正
法
眼
蔵
第
十 

大
悟
』
が
そ
の
証
拠
と
推
測
し
た
の
が
私
の
説
で
あ

る
が
、
真
蹟
の
存
在
す
る
二
月
四
日
示
衆
の
『
正
法
眼
蔵
第
六
十
二 

西
来
意
』
の
時
に
は
総
題
の
『
正
法
眼
蔵
』
が
成
立
し

た
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
列
次
番
号
を
付
す
こ
と
だ
け
な
ら
ば
多
く
の
時
間
は
必
要
な
く
、
杉
尾
玄
有
氏
の

『
道
元
禅
の
参
究
』
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
興
聖
寺
時
代
の
四
十
巻
に
関
し
て
は
、
熟
慮
の
末
の
列
次
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

か
ろ
う
。
た
だ
し
、
杉
尾
説
は
七
十
五
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
四
十
巻
の
大
系
づ
け
を
道
元
は
入
越
前
に
突
如
と
し
て
急

速
に
遂
行
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
私
が
今
ま
で
推
測
し
て
き
た
そ
れ
を
再
住
の
吉
峰
寺
時
代
と
す
る
説
か
ら
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
四
十
巻
の
大
系
が
配
慮
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
推
測
さ
れ
た
杉
尾
説
は
参
考
に
値
し
よ
う
。

こ
こ
で
常
に
『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
で
問
題
と
な
る
六
十
巻
本
の
第
一
の
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
に
な
く
（『
眼
蔵
蒐
成
』

六
巻
一
〇
頁
）、
七
十
五
巻
本
の
第
一
の
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
に
あ
る
「
建
長
壬
子
拾
勒
」（『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
一
〇
六

頁
）
と
は
、
何
を
意
味
す
る
か
の
私
の
説
を
述
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
は
道
元
の
百
巻
構
想
を
知
っ
た
上
で
、
十
二
巻
本

『
正
法
眼
蔵
』
の
最
後
に
あ
る
『
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
』
の
奥
書
と
関
連
し
て
、
新
草
十
二
巻
本
に
対
し
て
旧
草
の
七
十
五
巻
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本
の
最
初
に
『
正
法
眼
蔵
現
成
公
案
』
と
し
て
取
り
纏
め
た
と
懐
奘
が
記
し
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。
そ
れ
故
に
、
旧
草
の

七
十
五
巻
本
は
道
元
が
認
め
た
親
集
の
『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
り
、
道
元
の
意
を
体
し
た
懐
奘
の
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

道
元
の
示
寂
が
現
実
と
な
っ
た
時
の
懐
奘
の
説
の
『
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
』
の
奥
書
の
文
を
、
今
回
の
結
論
を
踏
ま
え
て
次

の
よ
う
に
解
釈
す
る
理
由
で
あ
る
。

本
と
云
う
、
建
長
五
年
正
月
六
日
、
永
平
寺
に
書
す
。

如い

ま今
建
長
七
年
乙
卯
解
制
の
前
日
、
義
演
書
記
を
し
て
書
写
せ
し
め
畢
ん
ぬ
。
同
じ
く
之
れ
を
一
校
せ
り
。

右
の
本
は
、
先
師
最
後
の
御
病
中
の
御
草
な
り
。
仰
せ
に
は
以
前
所
撰
の
仮
名
正
法
眼
蔵
等
、
皆
な
書
き
改
め
、
幷
び

に
新
草
具
に
都
盧
壱
佰
巻
、
之
れ
を
撰
ず
べ
し
と
云
々
。

既
に
始
草
の
御
此
の
巻
は
、
第
十
二
に
当
れ
り
。
此
の
後
、
御
病
漸
々
に
重
増
し
た
ま
ふ
。
仍
つ
て
御
草
案
等
の
事
も

即
ち
止
み
ぬ
。
所
以
に
此
の
御
草
等
は
、
先
師
最
後
の
教
勅
な
り
。
我
等
不
幸
に
し
て
一
百
巻
の
御
草
を
拝
見
せ
ず
、

尤
も
恨
む
る
所
な
り
。
若
し
先
師
を
恋
慕
し
奉
ら
ん
人
は
、
必
ず
此
の
十
二
巻
を
書
し
て
之
れ
を
護
持
す
べ
し
。
此
れ

釈
尊
最
後
の
教
勅
に
し
て
、
且
つ
先
師
最
後
の
遺
教
也
。 

懐
弉　

記
之

　
　
（
原
漢
文
、『
眼
蔵
蒐
成
』
一
巻
九
四
九
頁
、
岩
波
文
庫
本
㈣
四
一
五
～
四
一
六
頁
参
照
）

（
私
釈
）

原
本
の
先
師
道
元
の
『
八
大
人
覚
』
の
奥
書
に
言
う
、「
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
正
月
六
日
に
永
平
寺
に
て
書
く
」
と
。

今
、
建
長
七
年
乙
卯
の
と
し
の
夏
安
居
の
終
る
前
日
に
、
義
演
書
記
に
原
本
の
清
書
を
さ
せ
て
書
写
が
終
っ
た
。
懐
奘

（
私
）
は
、
同
じ
日
に
先
師
道
元
の
原
本
と
義
演
の
書
写
本
と
を
校
合
し
た
。

右
の
『
八
大
人
覚
』
は
、
先
師
道
元
の
最
後
の
御
病
気
中
の
草
稿
で
あ
る
。
先
師
が
生
前
に
言
わ
れ
た
所
は
次
の
よ
う

に
な
る
。「
前
に
書
い
た
仮
字
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
巻
々
は
（
先
師
の
吉
峰
寺
時
代
の
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
編
集
を
始
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め
ら
れ
、
寛
元
四
年
に
七
十
五
巻
の
撰
述
を
一
応
終
え
ら
れ
た
。
先
師
の
意
を
体
し
て
旧
草
を
七
十
五
巻
と
し
て
、
病
中
の
先

師
の
生
前
の
壬
子
（
一
二
五
二
）
に
確
認
で
き
た
）、（
七
十
五
巻
の
編
集
は
暫
定
的
で
あ
る
か
ら
）
全
て
に
お
い
て
書
き
改
め

る
つ
も
り
で
あ
り
（
書
き
改
め
る
つ
も
り
と
は
、
あ
る
巻
は
大
幅
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻
は
全
面
的
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻

は
部
分
的
に
書
き
改
め
、
あ
る
巻
は
ほ
と
ん
ど
書
き
改
め
な
く
て
も
よ
い
も
の
な
ど
が
あ
る
）、
そ
れ
ら
旧
草
の
も
の
（
懐
奘

が
七
十
五
巻
と
し
た
も
の
）
と
新
草
の
も
の
（
鎌
倉
行
き
が
転
機
と
な
っ
て
、
新
た
な
る
意
図
を
も
っ
て
書
き
始
め
た
『
正
法

眼
蔵
』
を
編
集
し
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
十
二
巻
し
か
残
ら
な
か
っ
た
）
と
を
、
全
部
合
わ
せ
て
百
巻
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
書

く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
ど
、
と
」。

既
に
新
た
な
編
集
に
加
え
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
草
稿
の
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
巻
は
、
第
十
二
巻
目
に
相
当
す
る
。

こ
の
『
八
大
人
覚
』
を
書
い
た
後
は
、
先
師
の
病
気
が
だ
ん
だ
ん
と
重
く
な
っ
た
の
で
、
新
た
な
巻
を
書
き
進
め
た
り
、

旧
草
を
書
き
改
め
て
新
た
な
編
集
に
加
え
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
『
八
大
人

覚
』
な
ど
は
、先
師
の
最
後
の
教
え
と
な
っ
た
。
私
達
は
不
幸
に
し
て
百
巻
の
草
稿
は
拝
見
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

私
達
に
と
っ
て
最
も
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
も
先
師
道
元
を
恋
慕
す
る
人
は
、
必
ず
こ
の
第
十
二
の
巻
の

『
八
大
人
覚
』
を
書
写
し
て
、
こ
れ
を
護
持
し
な
さ
い
。（
な
ぜ
な
ら
ば
）
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
教
え
は
、
釈
尊
最
後
の

教
え
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
そ
の
釈
尊
の
教
え
に
つ
い
て
説
か
れ
た
先
師
の
最
後
に
残
さ
れ
た
教
え
の
巻
で
あ
る
か

ら
だ
。

懐
奘
が
以
上
の
こ
と
を
（『
八
大
人
覚
』
の
奥
書
と
し
て
）
記
す
。

先
の
「
建
長
壬
子
拾
勒
」
や
こ
の
『
八
大
人
覚
』
の
「
奥
書
」
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
編
集
を
考
察
す
る
に
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
未
だ
定
説
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
私
が
提
案
し
た
新
説
も
今
後
に
更
に
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
百
巻
構
想
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
ま
た
し
て
も
難
問
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
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た
。
が
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
の
推
測
を
排
除
し
な
い
と
し
て
も
、
現
時
点
に
お
い
て
、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
研
究

に
と
っ
て
そ
の
こ
と
を
追
究
す
る
こ
と
に
果
た
し
て
意
味
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
こ
う
。
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は
じ
め
に

　

五
山
関
係
史
料
す
な
わ
ち
主
に
禅
語
録
を
引
用
す
る
論
文
を
、
ど
の
よ
う
に
読
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
確
か
に
難

し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
禅
語
録
を
引
用
す
る
論
文
で
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
を
ふ
ま
え
て
、
読
解
す
べ

き
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

第
一
に
、
論
文
は
、
戸
田
山
和
久
『
新
版 
論
文
の
教
室
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
二
）
が
定
義
す
る
よ
う
に
、
⑴

「
問
い
」
⑵
「
答
え
（
主
張
）」
⑶
「
論
証
」
の
三
要
素
つ
ま
り
「
三
部
構
成
」
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い

⑴
。
第
二
に
、
禅
語

録
の
大
部
分
は
漢
詩
・
漢
文
で
あ
る
の
で
、
一
海
知
義
『
漢
詩
入
門
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
一
九
九
八
）
に
記
さ
れ
る
漢

詩
文
の
形
式
や
規
則
、
つ
ま
り
「
修
辞
法
」
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑵
。

　

こ
の
「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
の
形
式
面
か
ら
論
文
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
分
析
結
果
に
異
論
が
生
じ
に
く
い
は
ず
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
の
「
三
部
構
成
」
の
場
合
に
は
、
論
文
の
三
要
素
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
文
章

〈
雑
記
〉「
査
屏
球
論
文
」
は
論
文
と
言
え
る
の
か

―
―
「
三
部
構
成
」
の
欠
如
と
「
修
辞
法
」
に
反
す
る
史
料
引
用
―
―

加
藤

　一
寧
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は
論
文
と
し
て
成
立
し
な
い
。
第
二
の
「
修
辞
法
」
の
場
合
に
は
、
引
用
史
料
に
形
式
上
の
規
則
に
あ
わ
な
い
句
読
が
あ
れ

ば
、
誤
読
と
な
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
、「
論
証
」
も
ま
た
正
確
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
こ
で
こ
の
二
点
に
留
意
し
て
、
五
山
関
係
史
料
を
用
い
た
論
文
を
読
み
解
く
と
、
論
文
と
し
て
成
立
し
な
い
も
の
が
出

て
く
る
。
査
屏
球
（
谷
口
高
志
訳
）「
寒
山
拾
得
の
受
容
と
そ
の
変
遷
―
―
五
山
禅
僧
の
詩
歌
・
絵
画
に
見
ら
れ
る
寒
拾
の

形
象
と
宋
元
禅
文
学
の
関
係
」（
堀
川
貴
司
・
浅
見
洋
二
編
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』「
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
」
第
十
三
巻
、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
、
以
下
「
査
論
文
」
と
略
す
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
「
査
論
文
」
が
収
録
さ
れ
る
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
は
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
一
定
の
期
間
が

経
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
は
、「
査
論
文
」
に
対
し
て
何
の
論
評
も
な
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
看
過
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
と
い
う
姿
勢
が
「
査
論
文
」
の
質
の
低

下
を
招
い
た
原
因
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
五
山
関
係
史
料
を
用
い
た
論
文
の
質
の
問
題
と
な
る
と
、
そ
の
批
判
対
象
は
「
査
論
文
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
だ
が
私
見
で
は
、
そ
れ
ら
の
論
文
に
共
通
す
る
問
題
は
、
引
用
史
料
に
対
し
て
正
面
き
っ
た
解
釈
を
行
な
っ
て
い
な
い

点
に
あ
る

⑶
。
し
か
し
「
査
論
文
」
の
問
題
は
、
そ
れ
以
外
に
も
形
式
面
で
の
初
歩
的
な
誤
り
が
多
く
、
論
文
の
質
の
低
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
八
日
に
大
阪
大
学
で
行
な
わ
れ
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定

領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
―
」
の
重
点
項
目
「
東
ア

ジ
ア
の
な
か
の
五
山
文
化
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
海
域
文
化
交
流
の
な
か
の
五
山
禅
林
Ⅰ
」
に
お
け
る
研

究
発
表
に
基
づ
く
も
の
だ
か
ら

⑷
、
そ
の
際
に
、
研
究
者
の
間
か
ら
、
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
や
批
判
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
、
そ
れ
ら
が
「
査
論
文
」
に
反
映
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
か
し
、
査
屏
球
氏
が
行
な
っ
た
研
究
発
表
の
成
果
は
、
最
初
に
「
寒
山
拾
得
的
受
容
与
変
容
―
五
山
禅
僧
詩
画
中
寒
拾

形
象
与
宋
元
禅
文
学
関
係
考
」（『
寒
山
子
曁
和
合
文
化
国
際
研
討
会
論
文
集
』
浙
江
大
学
電
子
音
像
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
以
下

「
査
中
文
」
と
略
す
）
と
し
て
公
に
さ
れ
る
が
、「
三
部
構
成
」
が
欠
如
し
、「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
も
看
過
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
四
年
後
、「
査
論
文
」
と
し
て
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
に
収
録
さ
れ
る
。
し
か
し
「
査
論

文
」
の
内
容
は
、「
査
中
文
」
を
わ
ず
か
に
改
変
し
た
だ
け
で
、「
三
部
構
成
」
の
欠
如
や
「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
に
つ
い
て

は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い

⑸
。
つ
ま
り
五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
、
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
機
能
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
の
二
点
か
ら
「
査
論
文
」
を
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
結
果
か
ら

「
査
論
文
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
論
文
の
教
室
』『
漢
詩
入
門
』
に
記
さ
れ
る
基
本
中
の
基
本
が
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

ま
た
「
査
論
文
」
の
史
料
引
用
の
誤
り
を
と
り
あ
げ
、
誤
字
の
い
く
つ
か
は
、
査
屏
球
氏
の
論
文
原
稿
の
簡
体
字
が
機
械

的
に
新
字
体
へ
変
換
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
翻
訳
編
集
の
際
に
、
引
用
史
料
に
対
し
て

直
接
原
文
に
あ
た
っ
て
の
確
認
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
、「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
に
よ
る
分
析

　

最
初
に
長
文
に
な
る
が
、
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
序
説
七
頁
に
載
せ
ら
れ
る
「
査
論
文
」
の
要
約
を
掲
げ
る
。

祖
師
（
達
磨
以
下
、
中
国
の
禅
の
高
僧
た
ち
）
の
な
か
で
も
特
異
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
知
ら
れ
る
寒
山
・
拾
得
を
詠
ん
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だ
詩
や
そ
の
絵
画
を
博
捜
し
、
鎌
倉
後
期
の
来
日
僧
や
留
学
僧
に
始
ま
っ
て
室
町
初
期
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
、
破ほ

庵あ
ん

派
・
松
源
派
・
曹
源
派
・
松
源
派
古く

林り
ん

下
お
よ
び
大だ

い

慧え

派
と
い
っ
た
法
系
ご
と
に
分
類
し
て
辿
っ
て
い
く
。
日
本
で

は
、
宋
元
代
の
禅
僧
に
よ
っ
て
祖
師
と
し
て
カ
リ
ス
マ
化
さ
れ
て
い
た
二
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
こ
に
喜

劇
的
な
性
格
が
強
調
付
加
さ
れ
、
室
町
か
ら
江
戸
に
至
っ
て
も
禅
の
世
界
の
人
気
者
で
あ
り
続
け
た
が
、
こ
れ
は
、
明

清
代
の
中
国
に
お
い
て
土
着
信
仰
と
融
合
し
て
民
間
神
に
変
化
す
る
の
と
は
大
き
く
異
な
る
現
象
だ
、
と
指
摘
す
る
。

表
面
上
は
大
き
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
本
質
は
か
な
り
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
、
日
本
の
外
来
文
化
の

受
容
の
あ
り
方
を
示
す
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
「
査
論
文
」
の
考
察
対
象
は
、
中
国
宋
元
代
の
禅
僧
・
日
本
の
五
山
僧
等
の
語
録
に
の
こ
さ
れ
る
寒
山
拾
得
に
関
連
す
る

詩
文
で
あ
る
。「
査
論
文
」
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
法
系
す
な
わ
ち
門
派
ご
と
に
分
析
し
、
画
賛
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

絵
画
史
料
と
関
連
づ
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　

し
か
し
私
は
、「
査
論
文
」
か
ら
「
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
す
る
詩
文
や
絵
画
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ

し
て
変
容
し
て
い
っ
た
か
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
得
る
も
の
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

①�
「
査
論
文
」
は
受
容
・
変
容
過
程
を
門
派
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
が
、
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
先
行

研
究
の
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
で
、「
問
い
」
を
導
き
出
せ
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
問
い
」
が
な
い
以
上
、「
査
論
文
」

の
「
答
え
（
主
張
）」
も
「
情
報
を
時
系
列
的
に
羅
列
し
て
い
る
」
だ
け
で
あ
る

⑹
。
つ
ま
り
後
掲
の
羅
時
進
・
崔
小

敬
両
氏
の
研
究
の
枠
組
み
を
敷
衍
し
、
門
派
ご
と
に
史
料
を
貼
り
付
け
て
い
る
だ
け
で
、
新
た
な
主
張
が
付
加
さ
れ
て

い
な
い
。

②�
形
式
を
無
視
し
た
史
料
引
用
と
読
解
の
問
題
が
あ
る
。
不
正
確
な
読
解
の
集
約
で
は
「
論
証
」
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て

こ
の
問
題
は
、
以
下
の
三
点
に
分
類
で
き
る
。（
１
）
句
読
の
誤
り
、（
２
）
先
行
研
究
参
照
不
備
、（
３
）
史
料
引
用
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の
仕
方
。

　

で
は
、
①�
②�
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

①
「
問
い
」
の
欠
如 

―
―
門
派
の
視
点
―
―

　

ま
ず
「
査
論
文
」
四
二
頁
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
来
日
し
た
禅
僧
の
中
国
に
お
け
る
師
承
関
係
や
、
来
日
後
に
お
け
る
五
山
僧
と
の
師
承
関
係
、
ま
た
入

宋
・
入
元
し
た
日
本
僧
の
中
国
に
お
け
る
師
承
関
係
に
つ
い
て
、

①�
そ
の
継
承
と
発
展
の
あ
り
方
を
分
析
し
つ
つ
、
寒

山
拾
得
に
関
す
る
文
学
の
変
容
を
考
察
し
て
い
く
。
以
下
、

②�
影
響
力
の
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
門
派
ご
と
に
整
理
を
行

い
、
互
い
に
関
連
す
る
作
品
の
比
較
を
試
み
た
い
。

　

し
か
し
傍
線
①�
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
、
私
に
は
「
査
論
文
」
中
に
明
瞭
な
記
述
が
見
つ
け

ら
れ
な
い
。
ま
た
続
け
て
傍
線
②�
と
記
さ
れ
る
が
、
要
す
る
に
、
こ
れ
も
「
門
派
ご
と
に
作
品
を
見
て
行
く
」
と
述
べ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
実
、
門
派
ご
と
に
見
て
い
く
意
義
が
ど
こ
に
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
管
見
で
門
派
の
視
点
を
採
用
し
た
研
究
を
あ
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
外
交
史
に
お
い
て
は
、
伊
藤
幸
司
『
中
世

日
本
の
外
交
と
禅
宗
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
同
書
の
中
で
、
伊
藤
氏
は
、
村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の

中
世
日
本
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
）
が
提
示
し
た
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
中
世
後
期
に
渡
海
し
た
禅
僧
た
ち

は
、
ほ
ぼ
外
交
機
関
と
し
て
の
「
五
山
」
に
属
し
、
彼
ら
は
「
五
山
」
と
い
う
ひ
と
ま
と
と
ま
り
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、

伊
藤
氏
は
そ
の
点
を
問
題
と
し
、
よ
り
細
か
な
門
派
の
視
点
か
ら
再
検
討
を
加
え
、
当
時
の
外
交
の
あ
り
方
や
禅
宗
勢
力
の

実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　

ま
た
五
山
文
学
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
太
田
亨
「
初
期
禅
林
に
お
け
る
外
集
受
容
初
探
―
杜
詩
受
容
を
中
心
と
し
て
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―
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
四
一
号
、
二
〇
〇
二
）
で
は
「
禅
僧
の
詠
出
法
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
門
派
毎
に
特
徴
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
」
と
の
見
通
し
を
立
て
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
五
五
）
の
提
示
し
た

「
宋
・
元
・
明
の
三
大
系
統
」
の
分
類
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
見
出
す
。
そ
し
て
門
派
ご
と
に
詠
出
法
の
違
い
が
あ
っ
た

と
結
論
づ
け
る
。

　

伊
藤
・
太
田
両
氏
の
研
究
は
、
歴
史
と
文
学
の
違
い
は
あ
れ
、
と
も
に
先
行
研
究
が
示
し
た
枠
組
み
す
な
わ
ち
「
五
山
」

や
「
宋
・
元
・
明
の
三
大
系
統
」
で
は
、
実
態
把
握
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
新
た
に
門
派
の
視
点
か
ら
再
検
討
を
加
え

た
点
が
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
「
査
論
文
」
は
、
伊
藤
・
太
田
両
氏
等
の
門
派
の
視
点
か
ら
の
研
究
に
言
及
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
で
は
、
先
行
研
究
に
対
す
る
言
及
が
少
な
す
ぎ
る
。
序
文
お
よ
び
そ
の
注
に
あ
げ
ら
れ
る
編
著
・

論
著
名
は
、
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』（
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
一
九
七
三
）・
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
～
八
一
）・
蔭
木
英
雄
『
五
山
詩
史
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
）
だ
け
で
あ
る
。

　

序
文
以
外
で
は
、
第
四
章
で
有
馬
頼
底
（
劉
建
訳
）『
禅
僧
生
涯
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
あ
げ
て
、

日
本
の
鎌
倉
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
、
禅
文
学
に
は
三
つ
の
派
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

ま
た
終
章
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛 

中
世
水
墨
画
を
読
む
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
七
）
か
ら
、
春
屋
宗
園
（
一
五
二
九
～
一
六
一
一
）
の
画
賛
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
日
本
で
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ

が
だ
ん
だ
ん
と
世
俗
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
章
に
お
い
て
、
羅
時
進
「
日
本
寒

山
題
材
絵
画
創
作
及
其
淵
源
」（『
文
藝
研
究
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
）
に
基
づ
い
て
、
江
戸
時
代
以
後
の
日
本
に
お
け
る
寒

山
拾
得
の
受
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
他
方
、
崔
小
敬
「
寒
山 

重
構
中
的
伝
説
影
像
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）

に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
、
具
体
的
に
は
「
和
仙
」「
合
仙
」
と
い
う
民
間
神
へ
の
変
容
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に
言
及
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
以
上
の
論
著
の
引
用
の
仕
方
や
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
論
じ
な
い
が
、「
査
論
文
」

に
は
、
先
行
研
究
を
あ
る
程
度
ま
で
網
羅
検
討
し
た
上
で
の
「
問
い
」
す
な
わ
ち
論
点
の
設
定
は
な
い
。

②
史
料
の
誤
読 
―
―
「
修
辞
法
」
を
無
視
し
た
句
読
と
不
正
確
な
「
論
証
」 

―
―

１
【
句
読
の
誤
り
】

⑴
無
学
祖
元
の
例

【
一
】 上
堂
「
結
夏
已
一
月
、
寒
山
子
作
麽
生◎

、
ａ

乞
無
再
、
面
語
要
随
郷◎

」。
（「
査
論
文
」
四
三
頁･

「
査
中
文
」
三
七
頁
）

　

史
料
【
一
】
は
、「
査
論
文
」
が
、
無
学
祖
元
『
仏
光
録
』
か
ら
引
用
す
る
も
の
だ
が
、
ま
ず
「
生◎

」（
下
平
八
庚
）
と

「
郷◎

」（
下
平
七
陽
）
が
通
押
の
関
係
に
あ
り
、
私
は
「
生
」
の
字
の
後
に
、
読
点
で
は
な
く
句
点
を
付
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

次
に
傍
線
ａ
の
句
読
は
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
も
同
じ
だ
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
無
学
和
尚
初
住
大
宋
台
州
真
如
禅
寺
語
録
』
二
一
葉
（
嘉
慶
二
年
刊
〔
一
三
八
八
〕、
Ｗ
Ａ
六
‒

一
三
）
の
句
読
「
乞
無
再
面
、
語
要
随
郷
」
が
正
し
い

⑺
。
な
お
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
『
仏
光
録
』
巻
一
（
大
正

八
〇
、一
三
五ｃ
）
は
、
間
に
句
読
点
を
打
た
ず
、
こ
の
二
句
を
一
句
と
み
な
す
。

　
「
査
論
文
」
は
、
こ
の
史
料
に
対
す
る
解
釈
を
示
さ
な
い
が
、『
仏
光
録
』
巻
一
（
大
正
八
〇
、一
三
五ｃ
）
の
注
記
に
「
原

本
冠
註
曰
〈
此
段
恐
有
缺
文
歟
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
段
に
は
、
欠
文
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
十
分
な
解
釈
が
で

き
る
史
料
で
は
な
い
。

　

実
際
に
内
容
を
見
る
と
、「
寒
山
子
作

生
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
ま
ず
「
乞
無
再
面
」
は
「
も
う
二
度
と
会
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い
た
く
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
た
と
え
ば
『
夢
窓
国
師
語
録
』（
大
正
八
〇
、四
五
一ｃ
）
の
例
が
あ
る
。

乃
云
「
二
千
年
前
、
萬
化
千
變
。
二
千
年
後
、
乞
無
再
面
。
好
箇
太
平
時
節
、
波
旬
却
具
一
隻
眼
」（
二
千
年
前
に
釈

迦
の
お
か
げ
で
世
の
中
は
す
っ
か
り
変
化
し
た
。
し
か
し
二
千
年
後
の
今
は
再
び
釈
迦
に
会
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て

い
る
。
釈
迦
が
二
千
年
前
に
示
寂
し
た
お
か
げ
で
、
今
は
平
和
な
時
節
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
波
旬
が
釈
迦
に
示
寂
を
勧
め
た

の
も
、
か
え
っ
て
み
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
）。

　

次
に
「
語
要
随
郷
」
は
、「
随
郷
」
が
成
語
の
「
入
郷
随
俗
」「
入
郷
随
郷
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
、「
そ
の
土
地
に

行
っ
た
ら
、
そ
の
土
地
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

た
だ
私
に
は
、「
乞
無
再
面
」
と
「
語
要
随
郷
」
の
二
句
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
「
査
論
文
」
で
は
、
具
体
的
な
解
釈
も
示
さ
ず
、
し
か
も
句
読
を
誤
っ
た
ま
ま
で
、
こ
の
史
料
を
引

用
し
て
い
る
。

　

以
下
、
無
学
の
画
賛
に
つ
い
て
形
式
面
を
見
る
。

　

○
「
寒
山
」

【
二
】 文
殊
大
人
境
界
、
本
来
無
壊
無
雑●
。
幸
得
一
幅
白
紙
、
又
添
一
重
垃
圾●

、
髪
峰
鬆
甚
面
目■

。

【
三
】 紅
葉
題
詩
、
青
天
作
屋■

、
再
出
頭
来
、
与
吾
洗
足■

、
胡
写
乱
写
、
千
偈
成
集◆

、
寒
岩
倚
天
、
飛
湍
箭
急◆

。

（「
査
論
文
」
四
三
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
「
寒
山
」
の
画
賛
を
引
用
し
、【
二
】
と
【
三
】
の
二
段
に
分
断
す
る
が
、
私
は
全
体
で
三
段
に
分
け
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
と
も
に
同
じ
句
読
な
の
だ
か
ら
、
二
段
に
分
段
し
て
い
る
の
は
単
な
る

校
正
ミ
ス
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
ず
【
二
】
の
「
雑●

」（
入
声
十
五
合
）
と
「
圾●

」（
入
声
十
四
緝
）
が
通
押
し
、
次
に
【
二
】
の
「
目■

」（
入
声
一
屋
）
と
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【
三
】
の
「
屋■

」（
入
声
一
屋
）・「
足■

」（
入
声
二
沃
）
が
通
押
す
る
。
そ
し
て
【
三
】
の
「
集◆

」・「
急◆

」（
入
声
十
四
緝
）
が

押
韻
す
る
。

　

実
際
『
仏
光
録
』
巻
八
（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｂ　

以
下
「
大
正
本
」）
や
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
仏
光
録
』
仏
祖
讃

一
七
葉
（
五
山
版
、［
谷
村
文
庫
］
一-

二
五
／
フ
／
二 

貴
、
七
六
三
七
〇
八 

以
下
「
京
大
本
」）
は
、
押
韻
字
に
よ
っ
て
三
段

に
分
断
し
、
句
読
も
押
韻
字
で
切
っ
て
い
る
。
ま
た
「
査
論
文
」
は
「
大
正
本
」
に
依
拠
し
て
、
網
掛
け
の
「
峰
」
の
字
を

引
用
す
る
が
、「
京
大
本
」
に
よ
っ
て
「
髼
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
る

⑻
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
殊
大
人
境
界
、
本
来
無
壊
無
雑●

。
幸
得
一
幅
白
紙
、
又
添
一
重
垃
圾●

。

髪
髼
鬆
、
甚
面
目■

。
紅
葉
題
詩
、
青
天
作
屋■

。
再
出
頭
来
、
与
吾
洗
足■

。

胡
写
乱
写
、
千
偈
成
集◆

。
寒
岩
倚
天
、
飛
湍
箭
急◆

。

 　

○
「
拾
得
」

【
四
】 両
脚
蹁
蹮
、
叉
手
握
節●

、
普
賢
門
風
、
一
斉
漏
泄●

。
看
何
書
不
識
義▶

、

眼
、
枉
簁
気
。

▼▼

【
五
】 月
照
峨
眉
、
家
山
万
里▼▼
。
你
題
詩
我
磨
墨■
、
痴
人
不
識
野
雲
情
、
涼
兎
漸
遥
春
草
緑■

。
ｂ

人
人
銀
色
、
世
界
処

処
、
白
玉
楼
閣◆

。
因
你
動
著
笤
箒
、
糞
掃
堆
山
積
岳◆

。

（「
査
論
文
」
四
三
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
、【
四
】
と
【
五
】
の
二
段
に
分
断
す
る
が
、
私
は
全
部
で
四
段
に
分
か
つ
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
ま
た

「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
同
じ
句
読
だ
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
で
は
な
い
。

　

第
一
に
【
四
】「
節●

」「
泄●

」（
入
声
九
屑
）
が
押
韻
す
る
。
第
二
に
【
四
】
の
「
義▼▼

」（
去
声
四
寘
）・「
気▼▼

」（
去
声
五
未
）
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と
【
五
】
の
「
里▼▼
」（
上
声
四
紙
）
が
通
押
す
る
。「
里
」
は
「
義
」
と
四
声
相
配
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
上
声
去
声
の
通
用

す
な
わ
ち
同
音
異
調
の
通
押
と
考
え
る

⑼
。
第
三
に
【
五
】「
墨■

」（
入
声
十
三
職
）
と
「
緑■

」（
入
声
二
沃
）
が
通
押
す
る

⑽
。

最
後
に
【
五
】「
閣◆

」（
入
声
十
薬
）
と
「
岳◆

」（
入
声
三
覚
）
が
通
押
す
る

⑾
。

　
「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｂ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
は
、
正
し
く
四
段
に
分
断
す
る
。
た
だ
し
「
大
正
本
」
や

陳
燿
東
『
寒
山
詩
集
版
本
研
究
』（
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
七　

以
下
「
陳
研
究
」）
四
二
八
頁
が
、
傍
線
ｂ
の
よ
う
に
句

読
す
る
の
は
誤
り
で
、「
京
大
本
」
の
よ
う
に
、「
人
人
銀
色
世
界
、
処
処
白
玉
楼
閣
」
と
対
句
に
句
読
す
る
の
が
正
し
い

⑿
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

両
脚
蹁
蹮
、
叉
手
握
節●

。
普
賢
門
風
、
一
斉
漏
泄●

。

看
何
書
、
不
識
義▼▼
。

眼
、
枉
簁
気▼▼
。
月
照
峨
眉
、
家
山
万
里▼▼
。

你
題
詩
、
我
磨
墨■

。
痴
人
不
識
野
雲
情
、
涼
兎
漸
遥
春
草
緑■

。

人
人
銀
色
世
界
、
処
処
白
玉
楼
閣◆

。
因
你
動
著
笤
箒
、
糞
掃
堆
山
積
岳◆

。

　

○
「
寒
山
拾
得
同
軸
」

【
六
】 文
殊
普
賢
、
彌
陀◎

攫
金
。
撞
入
娑
婆◎
、
月
下
有
人
。
見
你
相
牽
、
且
入
草
窠◎

。

【
七
】 指
月
話
月
、
一
口
一
舌●

。
ｃ

広
南
除
夜
、
納
涼
五
台
。
六
月
下
雪●

、
対
月
論
心
。
唯
我
与
你▲
、
見
得
分
明
、
未
能

忘
指▲
。

（「
査
論
文
」
四
四
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
同
じ
句
読
だ
か
ら
、
校
正
ミ
ス
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
【
六
】
は
、「
陀◎

」「
婆◎

」「
窠◎

」（
下
平
五
歌
）
が
押
韻
す
る
六
言
詩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
大
正
本
」（
大
正
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八
〇
、二
一
七ｃ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
・「
陳
研
究
」
四
二
八
頁
・「
査
論
文
」
の
句
読
は
誤
り
で
あ
る
。

　

ま
た
「
査
論
文
」
が
「
上
有
豊
干
」
の
注
記
を
省
略
し
た
の
は
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
「
上
有
豊
干
」
の
注
記
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
前
身
が
「
彌
陀
」
で
あ
る
豊
干
も
、
寒
山
拾
得
と
と
も
に
こ
の
画
賛
が
記
さ
れ
た
絵
画

の
中
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
【
七
】
に
つ
い
て
は
、
私
は
二
段
に
分
か
つ
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
と
い
う
の
は
、「
舌●

」「
雪●

」（
入
声
九
屑
）
が

押
韻
し
、「
你▲

」「
指▲

」（
上
声
四
紙
）
が
押
韻
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｃ
）
は
、

正
し
く
二
段
に
分
断
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
大
正
本
」「
京
大
本
」「
陳
研
究
」「
査
論
文
」
は
、
傍
線ｃ
の
よ
う
に
句
読
す

る
が
、
こ
れ
は
「
広
南
除
夜
納
涼
、
五
台
六
月
下
雪
」
の
対
句
と
し
て
句
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
殊
普
賢
彌
陀◎

、
攫
金
撞
入
娑
婆◎

。
月
下
有
人
見
你
、
相
牽
且
入
草
窠◎

。［
上
有
豊
干
］。

指
月
話
月
、
一
口
一
舌●

。
広
南
除
夜
納
涼
、
五
台
六
月
下
雪●

。

対
月
論
心
、
唯
我
与
你▲
。
見
得
分
明
、
未
能
忘
指▲
。

　

○
「
四
睡
」

【
八
】 松
門
外
、
双
㵎
曲●

。
人
斑
変
作
虎
斑
、
慈
悲
都
是
悪
毒●

。
你
也
睡
足
、
我
也
睡
足●

。
風
起
腥
膻
、
彌
満
山
谷●

。

依
依
残
月
転
松
関◎

、
睡
裏
須
還
各
著
姦◎

。
話
到
劫
空
懸
遠
事
、
虎
斑
終
不
似
人
斑◎

。

（「
査
論
文
」
四
四
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
【
八
】
を
一
段
と
み
な
す
が
、
二
段
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
。
な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
同
じ

句
読
だ
か
ら
、
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。
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ま
ず
「
曲●

」「
毒●

」「
足●

」（
入
声
二
沃
）「
谷●

」（
入
声
一
屋
）
が
通
押
す
る
。
そ
し
て
後
半
は
「
関◎

」「
姦◎

」「
斑◎

」（
上
平

十
五
刪
）
が
押
韻
し
、
七
言
絶
句
と
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七ｃ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
の
分
段
が
正
し
い

⒀
。
な
お
「
査
論
文
」

「
査
中
文
」
は
「
大
正
本
」
よ
り
引
用
す
る
が
、
網
掛
け
の
「
膻
」
の
字
は
、「
大
正
本
」「
京
大
本
」
に
は
「
羶
」
と
あ
る
。

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

松
門
外
、
双
㵎
曲●

。
人
斑
変
作
虎
斑
、
慈
悲
都
是
悪
毒●

。
你
也
睡
足
、
我
也
睡
足●

。
風
起
腥
羶
、
彌
満
山
谷●

。

依
依
残
月
転
松
関◎

、
睡
裏
須
還
各
著
姦◎

。
話
到
劫
空
懸
遠
事
、
虎
斑
終
不
似
人
斑◎

。

⑵
義
堂
周
信
の
画
賛
の
例

　

○
「
寒
山
拾
得
」

【
九
】 曳
帚
背
人
行
、
一
転
知
他
何
処
。
掃
塵
埃◎

忙
忙
、
不
見
天
辺
月
、
却
被
寒
兄
指
点
来◎

。

【
一
〇
】 山
衣
被
勃
窣
、
頭
髪
乱
婆
娑○

。
怪
得
曳
苕
帚
、
満
廊
紅
葉
多○

。
手
展
是
何
巻
、
寧
非
行
願
経□

。
勧
爾
急
看
畢
、

国
清
斎
鼓
鳴□

。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
〇･

一
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
句
読
は
同
じ
で
あ
る
。
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ま
ず
【
九
】
は
「
埃◎

」「
来◎

」（
上
平
十
灰
）
が
押
韻
す
る
七
言
絶
句
で
あ
る
。
し
か
し
「
査
論
文
」・『
義
堂
和
尚
語
録
』

巻
四
（
大
正
八
〇
、五
三
九ａ
）
も
句
読
を
誤
る
。
こ
の
場
合
、「
陳
研
究
」
四
八
九
頁
の
句
読
が
正
し
い
。

　

つ
ぎ
に
【
一
〇
】
は
、「
査
論
文
」・『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
（
大
正
八
〇
、五
三
九ａ
）・「
陳
研
究
」
四
九
〇
頁
も
一
段

と
み
な
す
が
、
二
段
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
娑○

」「
多○

」（
下
平
五
歌
）
が
押
韻
し
、「
経□

」（
下
平
九
青
）
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「
鳴□

」（
下
平
八
庚
）
が
通
押
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
、二
二
葉

（
元
禄
八
年
刊
［
一
六
九
五
］、
佐
野
文
庫
一
三
／
四
四‒

一
）
で
は
、
そ
の
訓
点
や
送
り
仮
名
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

二
段
に
分
け
て
い
る

⒁
。

　

な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
、「
披
」
の
字
を
網
掛
け
の
「
被
」
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

曳
帚
背
人
行
一
転
、
知
他
何
処
掃
塵
埃◎

。
忙
忙
不
見
天
辺
月
、
却
被
寒
兄
指
点
来◎

。

山
衣
披
勃
窣
、
頭
髪
乱
婆
娑○

。
怪
得
曳
苕
帚
、
満
廊
紅
葉
多○

。

手
展
是
何
巻
、
寧
非
行
願
経□

。
勧
爾
急
看
畢
、
国
清
斎
鼓
鳴□

。

　

以
上
の
無
学
祖
元
・
義
堂
周
信
の
画
賛
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
、「
図
○
○
」
と
参
照
図

の
番
号
を
注
記
し
、
今
日
の
こ
さ
れ
て
い
る
絵
画
史
料
と
、
そ
し
て
上
記
の
画
賛
が
表
わ
す
画
題
と
が
対
応
す
る
こ
と
を
示

す
。
し
か
し
画
賛
の
分
段
が
誤
っ
て
い
る
以
上
、
絵
画
史
料
と
画
賛
が
一
対
一
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
画
賛
史
料
に

関
す
る
考
察
は
、
全
て
意
味
が
な
い
。
ま
た
「
査
中
文
」
に
は
絵
画
史
料
の
図
版
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
査
論
文
」
で

は
、
残
念
な
が
ら
図
版
の
転
載
が
見
送
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
「
査
論
文
」
は
、
お
そ
ら
く
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
電
子
デ
ー
タ
に
依
拠
し
、
そ
の
句
読
の
誤
り
を
引
き
継
い
で
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
句
読
を
改
悪
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
も
し
あ
え
て
「
誤
読
」
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
説
明
が

必
要
で
あ
る

⒂
。

２
【
先
行
研
究
参
照
不
備
】

⑴
「
寒
山
子
作
麽
生
」
句
（
と
「
水
牯
牛
作
麽
生
」
句
）
の
理
解
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上
掲
【
一
】
の
他
に
、「
査
論
文
」
六
四
・
五
頁
に
は
、「
寒
山
子
」「
水
牯
牛
」
に
関
す
る
史
料
が
五
例
引
用
さ
れ
る
。
そ

の
上
で
「
査
論
文
」
は
「
臨
済
宗
の
禅
家
た
ち
は
、
こ
れ
ら
〈
水
牯
牛
〉
と
〈
寒
山
子
〉
の
公
案
を
結
び
付
け
て
説
く
よ
う

に
な
」
っ
た
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
「
査
論
文
」
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

「
牯
牛
」
の
公
案
は
、
物
の
相
に
は
定
め
が
な
く
、
言
語
は
そ
れ
が
指
し
示
す
物
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
こ
と
を
説
く
。

ま
た
「
寒
山
」
の
公
案
は
、
彼
が
普マ

マ賢
菩
薩
の
化
身
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
を
用
い

⒃
、
肉
体
は
所
詮
仮
の
も
の
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
両
者
と
も
に
、

③�
万
象
は
み
な
空
で
あ
る
と
い
う
禅
の
教
え
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、
禅
家
は
両
者
を
一
つ
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、『
宋
高
僧
伝
』
等
の
伝
記
材
料
に
見
え
る
寒
山

の
変
身
の
描
写
が
、
精
彩
に
富
み
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
寒
山
牯
牛
」
は
、

か
く
し
て
禅
家
が
常
用
す
る
公
案
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

　

私
に
は
こ
の
一
段
の
意
味
内
容
が
理
解
で
き
な
い
が
、
た
だ
少
な
く
と
も
、
次
の
こ
と
だ
け
は
断
言
で
き
る
。「
寒
山
子

（
作

生
）」
や
「
水
牯
牛
（
作

生
）」
の
語
句
を
用
い
た
説
法
は
、
傍
線
③�
の
よ
う
な
空
を
強
調
し
た
も
の
で
は
な
い
と
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
寒
山
子
（
作

生
）」
等
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
葉
珠
紅
『
寒
山
詩
集
論
叢
』（
秀
威
資
訊

科
技
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
六
）
に
詳
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
寒
山
詩
集
論
叢
』
四
二
頁
に
よ
る
と
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
語
句
は
結
夏
・
安
居
・
解
夏
の
時
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
同
書
四
七
頁
で
『
海
印
昭
如
禅
師
語
録
』（
卍
続
七
〇
、六
四
五
ｂ
）
の
例
を
注
に
引
用
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う

に
考
証
す
る
。

寒
山
即
水
牯
牛
，
水
牯
牛
即
寒
山
，
寒
山
子
與
水
牯
牛
，
在
元
代
海
印
昭
如
禪
師
手
上
，
有
了
「
那
事
」
的
代
稱
，

「
那
事
」
表
面
指
寒
山
子
與
水
牯
牛
，
實
際
上
是
借
寒
山
子
與
水
牯
牛
喩
「
求
開
悟
」
一
事
，
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石
屋
珙
禪
師
曰
：

示
衆
，
古
德
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
水
牯
牛
作
麽
生
？ 

有
者
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
寒
山
子
作
麽
生
？ 

福

源
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
己
躬
下
事
作
麽
生
？

石
屋
珙
禪
師
之
「
己
躬
下
事
」，
與
乾
乾
湜
禪
師
提
問
「
本
分
事
作
麽
生
」、「
寒
山
子
作
麽
生
」
意
同
，
其
意
爲
：
明
一

己
之
本
分
事
，
要
先
懂
寒
山
子
：
懂
寒
山
子
即
水
牯
牛
，
懂
得
寒
山
子
，
也
就
是
御
得
水
牯
牛
，
也
就
是
走
向
「
開
悟
」。

在
結
夏
期
間
，
將
「
寒
山
子
與
水
牯
牛
」
作
爲
「
禪
定
」
表
徴
的
，
…
…

　

要
す
る
に
『
寒
山
詩
集
論
叢
』
か
ら
は
、「
寒
山
子
（
作
麽
生
）」
＝
「
水
牯
牛
（
作
麽
生
）」
＝
「
己
躬
下
事
（
作
麽
生
）」

と
い
う
言
い
か
え
が
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
己
躬
下
事
」
と
は
、
修
行
者
自
身
の
境
界
を
指
す
の
だ
か
ら
、

「
寒
山
子
作
麽
生
」
と
は
「
あ
な
た
が
た
は
、〈
寒
山
詩
〉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
寒
山
の
心
境
が
獲
得
で
き
た
か
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

ま
た
「
水
牯
牛
作
麽
生
」
も
、
牛
が
「
十
牛
図
」
に
お
い
て
禅
の
悟
り
に
い
た
る
段
階
を
表
わ
す
た
め
に
、
心
の
象
徴
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
あ
な
た
が
た
は
、
己
事
を
究
明
で
き
た
の
か
」
の
言
い
か
え
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
「
査
論
文
」
は
理
解
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
は
「
査
論
文
」
に
お
け
る
大
き
な
誤
り
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
結
夏
・
解
夏
の
上
堂
に
「
寒
山
」
の
語
が
あ

る
場
合
、「
寒
山
」
と
は
、
実
は
「
修
行
僧
や
そ
の
心
境
や
悟
り
得
た
と
こ
ろ
」
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　

以
下
の
三
例
に
つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
は
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
一
二
】 次
日
上
堂
「
十
五
日
已
前◎

鉢
盂
口
向
天◎

、
十
五
日
已
後
鞔
却
紫
茸
氈◎

。
正
当
今
日
聻
」。（
卓
柱
杖
云
）「
寒
山

不
管
安
居
事
、
須
彌
頂
上
打
鞦
韆◎

」。

（「
査
論
文
」
四
六
頁
・「
査
中
文
」
三
九
頁
）
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「
査
論
文
」
の
解
釈

僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
富
貴
と
な
る
者
が
い
る
が
、
寒
山
は
そ
の
よ
う
な
得
失
や
浮
沈
に
全
く
興
味
を
示
さ
ず
、
た
だ
仏

像
の
上
で
ブ
ラ
ン
コ
を
揺
ら
し
、
己
の
楽
し
み
に
耽
る
。
初
め
の
一
則
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
心
中
に
仏
を

宿
す
者
は
、
外
物
の
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
ず
、
ま
た
仏
家
の
礼
法
に
も
拘
泥
し
な
い
も
の
だ
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
は
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
上
（
大
正
八
〇
、四
五
九
ｂ
）
に
あ
る
。
ま
ず
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
、
と
も
に

「
拄
」
を
網
掛
け
の
「
柱
」
の
字
に
誤
る
。
ま
た
「
前◎

」「
天◎

」「
氈◎

」「
韆◎

」（
下
平
一
先
）
が
押
韻
す
る
の
で
、「
前
」
と

「
後
」
の
字
の
後
に
、
読
点
を
挿
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
『
夢
窓
国
師
語
録
』
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
上
堂
の
前
日
は
「
結
夏
小
参
」
す
な
わ
ち
安
居
と
言
わ
れ
る
本
格
的
な

修
行
期
間
の
初
日
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
夢
窓
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

「
修
行
期
間
中
に
〈
鉢
盂
口
向
天
〉（
鉢
の
口
を
上
に
向
け
て
殊
勝
に
乞
食
行
）
を
行
な
う
こ
と
と
思
う
が
、
修
行
期
間

終
了
後
は
〈
鞔
却
紫
茸
氈
〉（
貴
重
な
紫
茸
氈
を
鞋
の
革
な
ど
に
使
用
し
た
り
し
て
台
無
し
な
こ
と
）
を
し
で
か
す
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
で
ま
さ
し
く
今
日
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
」。
拄
杖
を
突
い
て
言
っ
た
。「
寒
山
す
な
わ
ち
お
ま
え
た
ち
は
安
居

で
あ
る
と
か
な
い
と
か
に
関
係
な
く
、
須
弥
山
の
上
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
よ
う
な
大
自
在
を
得
よ
」。

　

な
お
「
須
彌
頂
上
打
鞦
韆
」
に
つ
い
て
は
、『
句
双
葛
藤
鈔
』（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
〇
巻
下
、
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
〇
、五
六
〇
頁
上
）「
蟭
螟
眼
裏
放
夜
市
、
大
蟲
舌
上
打
鞦
韆
」
の
条
に
「
蟭
螟
上
で
も
受
用
し
た
も
の
は
細
微
塵
に

入
、
大
方
処
を
絶
た
も
の
ぞ
、
物
に
す
ぐ
れ
た
物
の
わ
ざ
也
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
大
自
在
を
得
る
」
と
考
え
る
。

【
一
三
】 次
日
上
堂
「
法
歳
已
終
、
人
人
策
功
。
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
東
家
李
大
翁
」。

（「
査
論
文
」
四
六
頁
・「
査
中
文
」
三
九
頁
）

「
査
論
文
」
の
解
釈
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ま
た
次
の
一
則
は
、
法
歳
の
礼
が
終
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
人
々
が
仏
の
功
徳
を
讃
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

④�
寒
山
が

仏
像
の
顔
を
覆
う
絹
布
を
掲
げ
、
仏
像
が
実
は
た
だ
の
村
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
皆
が
気
づ
く
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
人
間

に
は
皆
、
仏
性
が
あ
り
、
禅
と
俗
と
に
境
目
が
な
い
こ
と
を
説
く
の
だ
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
夢
窓
と
い

う
天
才
に
よ
る
独
創
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
ら
の
想
像
力
に
よ
っ
て
か
く
も
喜
劇
的
な
情
景
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
寒
山

は
こ
こ
で
は
一
人
の
喜
劇
役
者
と
な
っ
て
お
り
、
無
学
祖
元
の
題
賛
に
見
ら
れ
た
喜
劇
性
は
、
夢
窓
の
手
に
よ
っ
て
更
な
る

発
展
を
遂
げ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
史
料
も
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
上
（
大
正
八
〇
、四
五
七ａ
）
所
収
の
も
の
だ
が
、
ま
ず
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と

も
に
「
人
人
策
功
」
と
「
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
」
の
間
に
あ
る
「
卓
拄
杖
一
下
云
」
の
句
を
脱
し
て
い
る
。
そ
れ
を
補
っ
て
、

私
の
解
釈
を
示
す
。

「
す
で
に
解
夏
（
修
行
期
間
が
終
了
）
し
た
の
だ
か
ら
、
み
な
に
は
ご
所
得
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」。
拄
杖
を
突
い

て
言
っ
た
「（
い
や
い
や
立
派
な
ご
所
得
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
）
寒
山
す
な
わ
ち
み
な
が
お
面
を
と
っ
た
ら
、

な
ん
と
あ
ち
ら
の
家
の
普
通
の
お
っ
さ
ん
で
は
な
い
か
（
な
ん
の
進
歩
も
な
い
平
々
凡
々
な
ま
ま
で
は
な
い
か
）」。

　

私
は
「
東
家
李
大
翁
」
と
は
「
某
所
の
某
甲
」
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
る
。
た
だ
「
査
論
文
」
の
よ
う
に
、「
た
だ
の
村

人
で
あ
っ
た
」
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
」
に
つ
い
て
は
、
夢
窓
自
身
が
、
以
下
に
引
用
す
る
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
下
、
陞
座
「
上

杉
法
禅
禅
尼
小
祥
忌
請
」（
大
正
八
〇
、四
六
五
ｂ
）
で
も
同
じ
よ
う
に
「
…
…
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
～
」
の
構
文
を
用
い
る

が
、「
査
論
文
」
の
傍
線
④�
を
ふ
ま
え
て
、
傍
線
ｄ
を
「
西
施
が
仏
像
の
顔
を
覆
う
絹
布
を
掲
げ
、
仏
像
が
実
は
た
だ
の
と

な
り
の
家
の
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
（
皆
が
）
気
づ
く
」
と
解
釈
し
て
、
文
意
が
通
る
と
は
思
え
な
い
。

所
以
道
夢
裏
明
明
有
六
趣
、
覺
後
空
空
無
大
千
。
倘
能
於
此
薦
得
、

ｄ
西
施
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
隣
家
老
母
嫫
（
だ
か
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ら
夢
の
中
で
は
、
六
道
の
世
界
が
は
っ
き
り
と
あ
っ
た
と
い
う
の
に
、
覚
め
て
み
れ
ば
、
空
っ
ぽ
で
大
千
世
界
ま
で
も
な
い

と
い
う
わ
け
だ
。
も
し
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
な
ら
ば
、
あ
の
絶
世
の
美
女
の
西
施
だ
っ
て
化
粧
を
落
と
せ

ば
、
な
ん
と
と
な
り
の
家
の
ば
あ
さ
ん
で
は
な
い
か
）。

　

○
「
法
眷
疏
」

【
一
四
】 寒
山
皺
眉
、
拾
得
笑
撫
掌
。
咲
箇
什
麽
、
歇
後
鄭
五
作
宰
相
。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

「
査
論
文
」
の
解
釈

「
法
眷
」
と
は
、
共
に
修
行
に
励
む
道
友
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
道
友
が
寒
山
拾
得
の
形
象
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

苦
労
し
て
修
行
す
る
者
は
、
木
に
登
っ
て
魚
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
、
拾
得
に
一
笑
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
し
て
悟
り
を
求
め
る
者
は
、
歇
後
詩
し
か
作
れ
な
い
鄭
綮
が
宰
相
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
何
一
つ
な
し
え

る
こ
と
は
な
い
、
と
説
く
の
で
あ
る
。
古
剣
は
寒
拾
の
滑
稽
な
形
象
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
悟
り
を
求
め
る
世
俗
の

者
た
ち
を
嘲
笑
し
、
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
寒
山
が
眉
を
し
か
め
る
と
い
う
仕
草
は
、
彼

の
独
創
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

⒄
。

　

本
史
料
は
古
剣
妙
快
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
六
六
頁
）
に
収
め
ら
れ
る
が
、
ま
ず
表
題
の
「
法
眷

疏
」
と
は
、
通
常
「
新
命
の
同
門
の
友
が
、
そ
の
入じ

ゅ

院え
ん

を
勧
め
慶
賀
す
る
意
味
を
以
て
書
か
れ
る
入
寺
の
疏
」
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
文
章
は
「
疏
」
す
な
わ
ち
四
六
文
で
も
な
く
、
そ
の
内
容
も
「
入
院
を
勧
め
慶
賀
す
る
」
も
の
で
も
な
い
。
こ
の

場
合
の
「
法
眷
疏
」
と
は
、
法
眷
に
対
す
る
古
剣
の
返
礼
の
語
の
こ
と
な
の
で
あ
る

⒅
。

　

以
下
に
私
の
解
釈
を
示
す
。

寒
山
や
拾
得
の
よ
う
な
み
な
さ
ん
は
、
あ
る
い
は
眉
を
ひ
そ
め
、
あ
る
い
は
笑
い
な
が
ら
手
を
打
っ
て
（
慶
賀
し
て
）
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下
さ
っ
て
い
る
。
で
は
何
を
お
笑
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
住
持
す
る
こ
と
を
笑
っ
て
い
る
の
だ
。
と

い
う
の
も
、
私
が
住
持
す
る
な
ん
て
、
歇
後
詩
を
作
っ
て
い
た
鄭
綮
が
宰
相
に
な
っ
た
の
も
同
然
だ
か
ら
だ
。

⑵
翻
刻
図
録
の
参
照
不
備

【
一
五
】 杖
桃
曲
尺
剪
刀
、
三
代
助
楊
聖
化
、
両
手
擘
破
面
皮
、
至
今
索
尽
高
価
。

（「
査
論
文
」
五
七
頁
・「
査
中
文
」
四
五
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
、
こ
の
賛
文
を
「
寒
山
拾
得
」
の
画
賛
だ
と
す
る
が
、『
無
象
和
尚
語
録
』
巻
下
（『
五

山
文
学
新
集
』
六
巻
、
五
九
〇
頁
）
に
は
「
誌
公
和
尚
」
と
表
題
さ
れ
、
宝
誌
図
の
画
賛
だ
と
す
る
。
ま
た
網
掛
け
の
「
桃
」

は
誤
り
で
、「
挑
」
が
正
し
い
。
し
か
し
「
査
論
文
」
は
、『
五
山
文
学
新
集
』
と
の
相
違
に
言
及
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

「
寒
山
拾
得
」
の
画
賛
と
み
な
す
根
拠
に
つ
い
て
も
全
く
説
明
し
な
い
。

　

た
と
え
ば
第
一
句
「
杖
挑
曲
尺
剪
刀
」
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
七
「
金
陵
宝
誌
禅
師
伝
」（
大
正
五
一
、四
二
九ｃ
）
に

「（
錫
杖
）
頭
擐
剪
刀
尺
銅
鑑
、
或
掛
一
兩
尺
帛
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
誌
の
錫
杖
に
剃
刀
・
鏡
・
帛
な
ど
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
表
す
。

　

ま
た
第
二
句
「
三
代
助
楊
聖
化
」
も
同
「
金
陵
宝
誌
禅
師
伝
」（
大
正
五
一
、四
二
九
ｃ
～
四
三
〇
ａ
）
に
よ
る
と
、「
三

代
」
と
は
宋
斉
梁
の
三
朝
の
こ
と
で
あ
り
、
宝
誌
は
各
朝
で
神
異
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
劉
宋
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
歌
が
予
言
の
よ
う
に
当
た
っ
た
の
で
、
士
庶
が
み
な
宝
誌
に
つ
か
え
（
時
或
歌
吟
詞
如
讖
記
、
士
庶
皆
共
事
之
）、

ま
た
南
斉
の
武
帝
は
、
宝
誌
を
宮
中
に
招
き
入
れ
（
帝
延
於
宮
中
之
後
堂
）、
梁
の
武
帝
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
問
答
も
「
金

陵
宝
誌
禅
師
伝
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
三
句
「
両
手
擘
破
面
皮
」
は
、「
張
僧
繇
が
、
宝
誌
和
尚
の
画
像
を
画
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
宝
誌
が
指
を
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も
っ
て
顔
面
を
つ
ん
ざ
い
て
、
十
二
面
観
音
を
中
か
ら
出
し
た
の
で
、
つ
い
に
そ
の
画
像
を
画
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
故
事
を
表
わ
す

⒆
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
は
、「
誌
公
和
尚
」
の
画
賛
に
ま
ち
が
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
よ
り
、
私
は
次
の
よ
う
に
判
断
す
る
。「
査
論
文
」
は
、
こ
の
史
料
を
全
く
読
解
す
る
こ
と
な
く
、「
寒
山
拾

得
」
の
画
賛
と
し
て
誤
っ
て
引
用
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
。

　

○
「
寒
山
図
」

【
一
六
】 風
前
執
筆
欲
裁
詩
、
想
象
渾
如
何
如
思
。
堪
笑
至
今
吟
未
就
、
痩
肩
高
声
立
多
時
。

（「
査
論
文
」
六
三
頁
・「
査
中
文
」
四
七
頁
）

　

こ
の
史
料
は
、
お
そ
ら
く
査
屏
球
氏
み
ず
か
ら
が
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
「
寒
山
図
」
に
書
さ
れ
た
画
賛
を
図
版
か

ら
翻
刻
し
た
も
の
だ
と
私
は
推
測
す
る
。
し
か
し
「
査
論
文
」
の
引
用
の
う
ち
、
網
掛
け
で
示
し
た
六
字
は
誤
っ
て
い
る
。

「
査
中
文
」
も
同
文
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
正
し
く
は
次
の
よ
う
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
象×

→
像○

　

渾×

→
洋○

　

何×
如×
→
有○

所○

　

笑×

→
咲○

　

声×

→
聳○

」。
な
お
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
で
は
引
用
史
料
中
の

「
咲
」
の
字
は
す
べ
て
「
笑
」
に
誤
っ
て
変
換
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
「
寒
山
図
」
に
つ
い
て
は
、『
書
の
国
宝 

墨
蹟
』（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
六
）
一
四
五
頁
に
図
版
、

三
〇
六
頁
に
釈
文
が
あ
る
。『
書
の
国
宝 

墨
蹟
』
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
誤
字
は
回
避
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
査
屏
球
氏
が
日
本
の
出
版
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
は
成
り
立
つ
。
し
か
し
査
屏
球
氏
は
復

旦
大
学
中
国
語
言
文
学
系
教
授
で
あ
っ
て
、
中
国
人
学
者
の
中
で
も
、
日
本
の
出
版
物
を
閲
覧
す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
て
い
る

は
ず
だ
。

　

事
実
こ
の
「
寒
山
図
」
も
「
査
中
文
」
一
一
頁
に
、
そ
の
図
版
が
転
載
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
「
寒
山
図
」
が
『
新

指
定
重
要
文
化
財
Ⅱ 

絵
画
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
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「
査
中
文
」
三
七
頁
脚
注
に
よ
る
と
、
査
屏
球
氏
が
『
五
山
文
学
集マ

マ

』『
禅
林
画
賛
』
を
日
本
人
学
者
よ
り
借
覧
し
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。

３
【
史
料
引
用
の
仕
方
】

⑴
二
首
を
一
首
に
誤
る
も
の

　

○
「
送
心
月
吾
蔵
主
之
雲
居
」

【
一
七
】
秋
陰
月
黒
少
人
観◎

、
半
夜
憑
欄
想
広
寒◎

。
好
看
天
龍
指
頭
上
、
孤
明
歴
歴
不
容
瞞◎

。
心
月
相
逢
子
細
観◎

、
不

円
不
缺
逼
人
寒◎

。
寒
山
只
解
尋
光
影
、
対
面
分
明
被
眼
瞞◎

。

（「
査
論
文
」
四
七
頁
・「
査
中
文
」
四
〇
頁
）

　

ま
ず
押
韻
字
「
観◎

・
寒◎

・
瞞◎
」（
上
平
十
四
寒
）
に
注
目
す
れ
ば
、
二
首
を
一
首
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
査
論

文
」「
査
中
文
」
も
改
行
せ
ず
に
一
首
と
し
て
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。

　

実
際
、『
空
華
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
二
巻
、
一
三
六
九
頁
）
を
確
認
す
る
と
、
二
首
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

○
「
和
韻
答
天
佑
蔵
海
和
尚
」

【
一
八
】 祖
灯
輝
処
木
鶏
鳴◎

、
貶
得
眼
来
天
已
明◎

。
一
笑
寒
山
逢
拾
得
、
風
前
尽
把
此
心
傾◎

。
昨
夜
虚
空
曝
曝
鳴◎

、
同

風
一
句
太
分
明◎

。
破
沙
盆
子
翻
筋
斗
、
天
佑
堂
前
法
雨
傾◎

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

　

本
史
料
も
、
押
韻
字
「
鳴◎

・
明◎

・
傾◎

」（
下
平
八
庚
）
を
確
認
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
二
首
を
一
首
に
し
て
い
る
。「
査
論

文
」「
査
中
文
」
は
と
も
に
改
行
す
る
こ
と
な
く
、
一
首
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。
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実
際
に
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
〇
九
四
頁
）
を
確
認
す
る
と
、
二
首
に
し
て
い
る
。
ま
た
網
掛
け
の

字
は
誤
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
次
の
よ
う
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
笑×

→
咲○

　

佑×

→
祐○

」。

⑵
対
句
無
視
の
引
用

　

ま
ず
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
四
七
頁
）
か
ら
、「
月
浦
歌
為
竺
首
座
」
の
全
文
を
、
そ
の
構
造
が
わ

か
る
よ
う
に
、
以
下
に
引
用
す
る
。

　

○
「
月
浦
歌
為
竺
首
座
」

【
一
九
】 霊
山
話
曹
渓
指▲
、
平
地
無
風
怒
涛
起▲
。
透
出
円
欠
未
生
前
、
一
色
蘆
花
秋
似
水▲
。 

 
 

霜
白
冷
湫
々◎
、
誰
留
此
中
洲◎

。
吐
却
七
八
箇
、
随
流
不
随
流◎

。 
 

 
 

 

識
自
本
心
、
見
自
本
性■

。
明
来
暗
来
、
如
鏡
照
鏡■

。 
 

 
 

 
 

君
不
見
謝
郎
、 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

只
在
釣
魚
船○

、
氷
輪
碾
破
三
万
六
千
頃
之
金
波
不
夜
款
、 

 
 

 
 

 

乃
歌
残
帰
去
也
、
桂
擢
穿
過
七
十
一
二
朶
之
煙
島
若
箇
辺○

。 
 

 
 

 

又
不
見
寒
山
子
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

吟
断
碧
潭
清
皎
潔●

、
湛
々
寒
光
浸
寥
泬●
。
喚
醒
天
宮
夢
一
場
、
無
端
釘
取
虚
空
橛●

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

＊
▲
指
・
起
・
水
（
上
声
四
紙
）
◎
湫･

洲･

流
（
下
平
十
一
尤
）
■
性･
鏡
（
去
声
二
十
四
敬
）
○
船
・
辺
（
下
平
一
先
）
●
潔･

泬
（
入
声
九
屑
）
橛
（
入
声
六
月
）

　

波
線
部
分
が
「
査
論
文
」
が
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。
対
句
を
無
視
し
た
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
傍
線
部

ま
で
含
め
た
対
句
に
沿
っ
た
引
用
を
行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
網
掛
け
の
正
し
い
字
を
【　

】
内
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。「
泬○

【
穴×

】・
場○

【
毘×

】」。

　

次
に
同
じ
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
四
七
頁
）
の
「
月
澗
歌
為
頊
侍
者
」
の
全
文
を
、
そ
の
構
造
が

わ
か
る
よ
う
に
、
以
下
に
引
用
す
る
。

【
二
〇
】 「
月
澗
歌
為
頊
侍
者
」

 
銀
蟾
冷
浸
碧
潭
秋◎

、
上
下
交
徹
金
波
浮◎

。
万
里
無
雲
河
漢
近
、
道
人
漱
玉
臨
清
流◎

。

 

真
照
不
流
光
烜
赫●

、
真
流
不
動
亦
照
廓●

。
大
円
鏡
裡
万
象
空
、
落
々
霊
機
洞
霊
覚●

。

 

君
不
見
、

 

独
超
物
外
老
南
泉○

、
信
脚
蹈
断
玄
中
玄○

。
到
底
誰
分
泥
水
路
、
千
江
東
注
還
依
然○

。

 

昨
夜
邂
逅
寒
山
子▲
、
話
別
霊
山
已
久
矣▲
。
把
手
浩
歌
帰
去
来
、
白
鳥
蒼
煙
尽
知
己▲
。

 

月
兮
澗
兮
渉
風
騒□

、
八
万
四
千
毛
竅
無
塵
労□

、

 

明
歴
々
兮
孤
迴
々
、
好
在
流
伝
曹
渓
正
脉
之
滔
々□

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

＊
◎
秋･

浮･

流
（
下
平
十
一
尤
）
●
赫
（
入
声
十
一
陌
）
廓
（
入
声
十
薬
）
覚
（
入
声
三
覚
）
○
泉･

玄･

然
（
下
平
一
先
）
▲
子･

矣･

己
（
上
声
四
紙
）
□
騒･

労･

滔
（
下
平
四
豪
）

　

波
線
部
分
が
「
査
論
文
」
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
引
用
す
る
な
ら
、
傍
線
部
ま
で
含
め
た
対
句
に
沿
っ
た
引
用
を

行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
網
掛
け
の
正
し
い
字
を
【　

】
内
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。「
歴○

【
暦×

】・
迴○

【
回×

】」。

⑶
原
文
確
認
の
不
備 

―
―
簡
体
字
か
ら
新
字
体
へ
の
変
換
誤
り
―
―

　

○
「
道
号
、
月
浦
」
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【
二
一
】 銀
蟾
飛
出
白
苹
洲
、
浸
爛
乾
坤
一
色
秋
。
堪
笑
寒
山
心
似
水
、
清
光
全
属
釣
魚
舟
。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

　

網
掛
け
の
「
苹
」
に
つ
い
て
は
、「
苹
」
と
い
う
字
も
あ
る
が
、「
苹
」
は
「
蘋
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
『
了
幻

集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
〇
九
頁
）
を
確
認
す
る
と
「
蘋
」
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
場
合
、
翻
訳
者
が
論
文
原
稿
の
「
苹
」
の
字
を
簡
体
字
と
み
な
さ
な
い
で
、「
蘋
」
に
変
換
し
忘
れ
た
誤
り
と
想
定

で
き
る
。
そ
し
て
訳
者
編
者
が
原
文
に
当
た
る
だ
け
の
余
裕
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
な
お
「
笑
」
は
誤
り
で
「
咲
」

の
字
が
正
し
い
。

【
二
二
】 結
夏
上
堂
「
百
二
十
日
夏
、
今
朝
始
髪
頭
。
飯
抄
雲
子
白
、
羹
煮
菜
香
浮
。
未
問
寒
山
子
、
先
看
水
牯
牛
。

山
前
千
頃
地
、
信
脚
踏
翻
休
」。

（「
査
論
文
」
六
六
頁
・「
査
中
文
」
四
八
頁
）

　

網
掛
け
の
「
髪
」（「
査
中
文
」
は
「
发
」）
は
、『
希
叟
紹
曇
禅
師
語
録
』（
卍
蔵
七
〇
、四
〇
一
ｂ
）
を
確
認
す
る
と
、「
發

（
発
）」
と
あ
る
。
そ
し
て
簡
体
字
「
发
」
は
新
字
体
「
発
」
と
「
髪
」
の
二
字
に
対
応
す
る
の
だ
か
ら
、
論
文
原
稿
の
簡
体
字

「
发
」
を
、
翻
訳
者
が
誤
っ
て
「
髪
」
と
変
換
し
た
に
違
い
な
い
。

【
二
三
】 ｅ

汝
等
只
解
看
有
字
経
、
是
故
不
能
感
天
動
地
。
山
僧
講
一
巻
無
字
経
、
回
上
天
之
怒
、
散
下
民
之
愆
。
掃
除

千
嶂
雲
、
放
出
一
輪
日
。
俾
五
穀
豊
稔
万
姓
訶
謡
。
看
看
。
上
無
点
劃
、
下
絶
方
円
。
聴
著
則
耳
門
塞
、
摸
著

則
眼
晴
穿
。
缺
歯
老
胡
猶
不
会
、

ｆ
区
区
只
影
返
西
天
。

（「
査
論
文
」
六
八
頁
・「
査
中
文
」
四
九
頁
）

　
「
只
」
に
つ
い
て
は
、「
只
」
と
い
う
漢
字
も
あ
る
が
、「
只
」
は
「
隻
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
の
で
、
た
と
え
ば
傍
線ｅ

の
「
只
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
傍
線
ｆ
の
場
合
は
、「
達
磨
が
隻
履
を
携
え
て
西
天
へ
帰
っ
て
行
っ
た
」
と
い
う
伝
承



447

〈雑記〉「査屏球論文」は論文と言えるのか

を
踏
ま
え
て
お
り

⒇
、
網
掛
け
の
「
只
」
の
字
は
「
隻
」
に
変
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
『
大
覚
禅
師
語
録
』
巻

上
（
大
正
八
〇
、五
六ｃ
）
は
「
只
」
と
「
隻
」
を
正
し
く
区
別
し
て
い
る
。

　

な
お
網
掛
け
の
「
訶
」「
摸
」
は
誤
り
で
、
各
々
「
謌
」「
覻
」
の
字
が
正
し
い
。
ま
た
「
晴
」
に
つ
い
て
は
、「
査
中
文
」

は
「
睛
」
と
正
し
く
引
用
し
て
い
る
の
で
、
翻
訳
編
集
の
段
階
で
発
生
し
た
誤
り
に
ち
が
い
な
い
。

　

○
「
寒
山
」

【
二
四
】 凡
聖
龍
蛇
一
串
穿
、
生
苕
帚
換
幾
文
銭
。
可
憐
三
杯
自
家
酒
、
酔
倒
文
殊
与
普
賢
。

（「
査
論
文
」
七
一
頁
・「
査
中
文
」
五
〇
頁
）

　

網
掛
け
の
「
憐
」
に
つ
い
て
は
、『
南
江
宗
沅
作
品
拾
遺
』（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
二
六
六
頁
）
を
確
認
す
る
と
、

「
怜
」
と
あ
る
。

　
「
怜
」
に
つ
い
て
は
、「
怜
」
と
い
う
字
も
あ
る
が
、「
怜
」
は
「
憐
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
。
こ
の
場
合
「
査
中
文
」
は

「
怜
」
に
正
し
く
作
っ
て
い
る
以
上
、「
査
論
文
」
の
誤
り
は
「
怜
」
を
簡
体
字
だ
と
み
な
し
て
、
機
械
的
に
「
憐
」
に
変
換

し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
網
掛
け
の
「
生
」「
杯
」
は
誤
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
玍
」「
盞
」
が
正
し
い
。

　お
わ
り
に

　
「
査
論
文
」
す
な
わ
ち
査
屏
球
「
寒
山
拾
得
の
受
容
と
そ
の
変
遷
」
に
は
、
論
文
に
必
要
な
三
要
素
、「
問
い
」「
答
え

（
主
張
）」「
論
証
」
の
「
三
部
構
成
」
が
欠
け
て
い
る
。
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具
体
的
に
は
、「
査
論
文
」
は
先
行
研
究
を
咀
嚼
す
る
こ
と
も
な
く
、
論
点
の
抽
出
も
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

「
問
い
」
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。「
答
え
（
主
張
）」 

に
つ
い
て
も
、
史
料
や
情
報
を
門
派
ご
と
に
時
系
列
的
に
羅
列
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
「
論
証
」
に
至
っ
て
は
、
誤
読
の
み
な
ら
ず
、
引
用
史
料
に
誤
字
が
頻
出
す
る
。
ま
た
句
読
の
誤

り
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
漢
詩
文
の
「
修
辞
法
」
の
基
本
に
反
し
て
い
る
。

　

五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
、
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
機
能
し
て
い
れ
ば
、
論
文
集
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ

る
詩
文
』
刊
行
前
に
、「
査
論
文
」
の
「
三
部
構
成
」
の
欠
如
や
「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
は
修
正
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
「
査
論
文
」
を
、
そ
う
し
た
修
正
に
よ
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
に
、
少
し
は
近
づ
け

ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

た
だ
本
稿
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
「
査
論
文
」
を
批
判
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は

「
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
・
変
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
記
し
て
い
な
い
。

第
二
に
、
そ
も
そ
も
完
全
無
欠
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、「
査
論
文
」
が
、
偶
然
、
五
山
関
係
史
料

を
用
い
る
学
問
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
か
ら
漏
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
全
体
で
は

な
く
、
瑕
瑾
に
該
当
す
る
「
査
論
文
」
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
偏
頗
に
失
す
る
。
こ
れ
が
〈
雑

記
〉
と
冠
し
た
理
由
で
も
あ
る
。

【
注
釈
】

⑴
同
書
四
二
頁
の
記
述
を
掲
げ
る
。「
論
文
に
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
柱
が
あ
る
。（
１
）
与
え
ら
れ
た
問
い
、
あ
る
い
は
自
分
で
立
て
た
問
い

に
対
し
て
、（
２
）
一
つ
の
明
確
な
答
え
を
主
張
し
、（
３
）
そ
の
主
張
を
論
理
的
に
裏
づ
け
る
た
め
の
事
実
的
・
理
論
的
な
根
拠
を
提

示
し
て
主
張
を
論
証
す
る
」。
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⑵
『
漢
詩
入
門
』
に
は
、
修
辞
上
注
意
す
る
も
の
と
し
て
、
脚
韻
・
対
句
・
平
仄
等
が
あ
げ
ら
れ
る
（
一
七
二
～
一
九
九
頁
）。
こ
の
う
ち

脚
韻
は
、
近
体
詩
で
は
（
１
）
必
ず
偶
数
句
末
で
韻
を
踏
む
。（
２
）
一
韻
到
底
で
あ
る
。（
３
）
脚
韻
は
原
則
平
字
で
あ
る
。
古
詩
で

は
（
１
）
韻
の
踏
み
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
型
が
あ
る
。（
２
）
換
韻
す
る
（
た
だ
し
一
韻
到
底
も
あ
る
）。（
３
）
脚
韻
は
仄
字
で
踏
む

も
の
も
あ
る
（
二
〇
三
頁
）。
他
に
も
通
押
、
す
な
わ
ち
「
同
韻
で
な
く
と
も
似
た
韻
の
字
で
押
韻
し
て
よ
い
こ
と
」（
一
〇
七
頁
）
が

あ
げ
ら
れ
、
換
韻
に
つ
い
て
も
「
同
韻
の
部
分
が
内
容
の
上
で
ひ
と
ま
と
ま
り
」（
一
〇
六
頁
）
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
以
上
の

規
則
は
、
そ
の
対
象
が
漢
詩
だ
が
、
漢
詩
以
外
の
も
の
に
も
有
用
と
考
え
る
。

⑶
類
似
し
た
考
え
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
橋
本
雄
「
北
条
得
宗
家
の
禅
宗
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
時
頼
・
時
宗
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊

学
』
一
四
二
「
古
代
中
世
日
本
の
内
な
る
〈
禅
〉」
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
同
論
文
一
一
〇
頁
で
、
橋
本
氏
は
「
従
来
の
五

山
関
係
史
料
〈
解（

マ
マ
）釈

〉
に
は
い
ま
だ
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が
存
す
る
と
考
え
」
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
引
用
す
る
五
山
関
係
史
料
に

対
し
て
、
正
面
か
ら
逐
一
の
解
釈
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。

　

な
お
、
正
面
き
っ
た
解
釈
を
行
な
っ
て
い
な
い
論
文
を
ど
う
評
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
五
山
関
係
史
料
を
読
点

だ
け
で
句
読
し
（
画
賛
の
場
合
、
句
読
も
せ
ず
）、
必
要
な
部
分
だ
け
を
本
文
で
言
及
す
れ
ば
事
足
れ
り
」
と
い
う
考
え
方
の
論
文
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
批
判
す
る
側
が
正
面
き
っ
た
解
釈
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
論
文
を
作
成
し
た
側
よ
り
も
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
側
の
負
担
ば
か
り
を
重
く
し
、
生
産
的
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
正
面
き
っ
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
側
も
問
題
を
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
五
山
関
係
史
料

を
用
い
る
学
問
も
ま
た
人
文
科
学
に
分
類
さ
れ
る
以
上
、
客
観
的
な
論
証
や
そ
の
再
現
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

追
試
が
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
水
墨
画
の
例
だ
が
、
綿
田
稔
『
漢
画
師
―
雪
舟
の
仕
事
』（
星
雲
社
、
二
〇
一
三
）
一
三
頁
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
こ
と
室
町
時
代
の
場
合
、
相
手
が
〈
禅
〉
の
香
り
の
す
る
〈
水
墨
画
〉
だ
け
に
、
素
人
目
に
は
不
可
解
な
こ
と
が
最
初
か
ら
正
当
化
さ
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れ
て
い
る
か
ら
、
な
お
の
こ
と
厄
介
だ
。
そ
の
素
人
に
は
読
解
不
能
な
理
屈
を
教
導
す
る
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
専
門
家
に
任
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
専
門
家
の
一
種
が
美
術
史
家
な
の
だ
」。
つ
ま
り
禅
や
水
墨
画
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
し
た
が
う
の
が
そ
の
習
い
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
が
、
橋
本
氏
が
逐
一
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
理
由
だ
と
推
測
す
る
。「
た
だ
し
そ
れ
が
実
際
に
理
解
・
感
得
で
き
る
か
は
ま
た
別
問
題
で
あ
る
が
」
と
。

　

も
と
よ
り
禅
の
専
門
家
や
伝
道
者
・
美
術
史
家
や
美
術
家
は
じ
め
、
感
得
で
き
た
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
、
検
証
不
可
能
な
領
域
が
確

か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
「
正
当
化
さ
れ
て
い
る
」
と
な
る
と
、
専
門
家
に
任
せ
た
部
分
を
検
証
す
る
時
に
、
ど
う
や
っ

て
そ
の
再
現
性
を
保
証
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
専
門
家
に
し
た
が
う
よ
り
ほ
か
な
い
と
い
う
認
識
や
姿
勢
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
た
「
査
論
文
」
が
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
で
放
置
さ
れ

て
し
ま
っ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

⑷
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
序
説
参
照
。

⑸
「
査
論
文
」
に
は
「
査
中
文
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
注
記
が
必
要
で
あ
る
。「
こ
の
翻
訳
は
、〈
寒
山

拾
得
的
受
容
与
変
容
―
五
山
禅
僧
詩
画
中
寒
拾
形
象
与
宋
元
禅
文
学
関
係
考
〉［『
寒
山
子
曁
和
合
文
化
国
際
研
討
会
論
文
集
』
浙
江
大

学
電
子
音
像
出
版
社
、
二
〇
〇
九
］
に
著
者
が
一
部
改
訂
を
加
え
た
修
正
版
に
基
づ
く
」。

⑹
石
原
千
秋
『
大
学
生
の
論
文
執
筆
法
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
六
）
七
七
頁
参
照
。

⑺
画
像
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2532103

（
最

終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⑻
画
像
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。https://rm

da.kulib.kyoto-u.

ac.jp/collection/tanim
ura/hu

（
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⑼
水
谷
誠
「
蘇
軾
詩
に
お
け
る
上
＝
去
通
押
に
つ
い
て
」（『
詩
声
樸
学 

中
国
古
典
詩
用
韻
の
研
究
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
、二
六
九
頁
）
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は
、
北
宋
に
お
い
て
上
＝
去
通
押
が
生
じ
た
の
は
、
上
声
・
去
声
の
声
調
の
調
値
の
共
通
性
が
主
た
る
要
因
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

こ
こ
で
も
同
様
に
理
解
で
き
る
と
考
え
る
。

⑽
徳
韻
・
通
摂
入
声
韻
の
通
用
。
銭
毅
『
宋
代
江
浙
詩
歌
合
韻
譜
』（
西
南
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
一
〇
頁
で
は
、「
宋
代
通
語
」

す
な
わ
ち
汴
洛
（
開
封
・
洛
陽
）
一
帯
の
語
音
に
お
い
て
、『
広
韻
』
徳
韻
の
う
ち
〈
国
・
北
・
墨
・
得
〉
な
ど
が
、「
屋
燭
部
」
と
通

押
す
る
と
い
う
。「
緑
」（
入
声
二
沃
）
は
、「
屋
燭
部
」
に
属
す
。「
屋
燭
部
」
は
『
広
韻
』
の
屋
沃
燭
韻
に
相
当
す
る
。

⑾
江
摂
宕
摂
入
声
韻
の
通
用
。
無
学
祖
元
は
、
今
日
の
浙
江
省
寧
波
市
の
出
身
で
あ
る
。
前
掲
『
宋
代
江
浙
詩
歌
合
韻
譜
』
九
頁
に
よ
る

と
、「
宋
代
江
浙
詩
韻
」
の
韻
部
は
十
八
部
に
分
け
ら
れ
る
。「
閣
」（
入
声
十
薬
）「
岳
」（
入
声
三
覚
）
は
、
と
も
に
「
宋
代
江
浙
詩

韻
」
の
「
鐸
覚
部
」
に
属
す
。「
鐸
覚
部
」
は
『
広
韻
』
の
鐸
覚
薬
韻
に
当
た
る
。

⑿
画
像
は
注
⑻
参
照
。

⒀
「
京
大
本
」
画
像
は
注
⑻
参
照
。

⒁
画
像
は
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
「
新
潟
大
学
古
文
書
・
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://

collections.lib.niigata-u.ac.jp/bibliograph/item
/7142/

（
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⒂
「
誤
読
」
と
い
う
あ
え
て
異
な
る
読
み
方
を
試
み
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
師
茂
樹
「
阿
頼
耶
識
を
誤
読
し
て
み
る　

文
字
と

仏
教
二
」（『
春
秋
』
五
二
七
号
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

　

師
氏
は
、
唯
識
説
の
「
こ
の
世
界
に
あ
る
も
の
は
〈
識
〉
だ
け
で
あ
っ
て
、
見
え
て
い
る
、
聞
こ
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
実

は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
一
般
的
な
理
解
に
対
し
て
、「
心
が
世
界
を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
い
う
因
果
関
係
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
世

界
と
そ
の
中
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
も
そ
も
〈
識
〉
的
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
衆
生
の
精
神
は
そ
の
な
か
の
特
殊
な
あ
り

方
な
の
で
あ
る
と
い
う
風
に
見
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
「
誤
読
」
を
提
案
す
る
。

　

た
だ
そ
の
目
的
は
「
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
新
た
な
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
ひ
っ
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ぱ
り
出
す
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
結
論
を
導
き
だ
す
意
図
は
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
師
氏
の
文
章
の
各
段
落
末
尾
も
大
半
が

推
量
語
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

師
氏
の
場
合
は
、
一
般
読
者
に
興
味
深
く
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
点
で
良
心
的
だ
が
、「
査
論
文
」
に
は
、
か
か
る
「
誤
読
」
を
用
い
た
と

す
る
断
り
も
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
は
学
術
論
文
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
「
誤
読
」
を
試
み
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
論
文
の
構

成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
答
え
（
主
張
）」
が
導
き
出
せ
な
い
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

⒃
「
査
論
文
」
六
七
頁
に
も
「
寒
山
拾
得
が
普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩
の
姿
で
現
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
閭
丘
胤
撰
「
寒
山
子

詩
集
序
」
に
「
寒
山
文
殊
、
遯
迹
國
清
。
拾
得
普
賢
、
状
如
貧
子
」（
寒
山
は
文
珠
、
国
清
に
遯
迹
す
。
拾
得
は
普
賢
、
状
は
貧
子
の
如

し
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
文
殊
は
寒
山
の
前
身
・
普
賢
は
拾
得
の
前
身
」
で
あ
る
。

⒄
「
寒
山
皺
眉
」
の
表
現
を
、「
査
論
文
」
は
古
剣
妙
快
の
独
創
と
推
測
す
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
に
挙
げ
る
投
子
義

青
（
一
〇
三
二
～
八
三
）
の
用
例
が
あ
る
。『
投
子
義
青
禅
師
語
録
』
巻
上
「
歳
旦
上
堂
」「
拾
得
來
相
賀
、
寒
山
空
皺
眉
」（
卍
続

七
一
、七
三
八
b
）。
な
お
古
剣
の
生
寂
年
は
不
明
だ
が
、
夢
窓
疎
石
に
嗣
法
し
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
元
よ
り
帰
国
し
て
い
る

（
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
二
〇
〇
三
、一
九
一
頁
）。

⒅
「
法
眷
疏
」
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
五
五
）
一
四
三
頁
参
照
。

　

ま
た
同
書
一
一
八
・
九
頁
に
入
院
法
語
を
と
り
上
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
新
命
住
持
が
任
寺
に
到
着
し
、
山
門
よ
り
仏
殿
…
…
（
中

略
）
…
…
と
順
々
に
奧
へ
晋
み
入
る
時
に
、
そ
の
伽
藍
々
々
に
於
て
、
一
々
法
語
を
述
べ
な
が
ら
、
つ
い
に
方
丈
に
入
り
、
公
帖
即
ち

住
持
任
命
の
辞
令
を
拈
じ
、
そ
の
寺
よ
り
の
招
聘
状
と
も
い
う
べ
き
山
門
疏
、
同
州
内
の
諸
寺
（
諸
山
疏
）。
天
下
一
般
の
縁
故
者
（
江

湖
疏
）、
同
門
の
旧
友
（
同
門
・
法
眷
・
友
社
・
道
旧
等
の
疏
）
よ
り
の
賀
詞
を
一
々
拈
じ
て
法
語
を
述
べ
て
謝
意
を
表
し
、
つ
い
に
住

持
の
座
に
つ
」
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
法
眷
疏
」
と
は
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
新
命
住
持
が
〈
法
眷
疏
〉
に
対
し
て
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謝
意
を
述
べ
た
語
」
を
意
味
す
る
。

⒆
『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
七
（
大
正
四
九
、三
四
八
ｃ
）
に
「
嘗
詔
張
僧
繇
寫
誌
真
。
誌
以
指
剺
破
面
門
、
出
十
二
面
觀
音
相
、
或
慈
或
威
。

僧
繇
竟
不
能
寫
」
と
あ
る
。

⒇
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
、
菩
提
達
磨
章
（
大
正
五
一
、二
二
〇
ｂ
）
に
「
後
三
歳
、
魏
宋
雲
奉
使
西
域
迴
、
遇
師
于
葱
嶺
。
見
手
携
隻

履
、
翩
翩
獨
逝
。
雲
問
〈
師
何
往
〉。
師
曰
〈
西
天
去
〉」
と
あ
る
。
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要
旨

　

中
国
唐
王
朝
の
頃
、
日
本
僧
が
求
法
の
た
め
に
天
竺
に
向
か
う
た
め
に
は
、
往
々
に
し
て
唐
僧
の
ル
ー
ト
に
従
っ
て
南
海

を
経
由
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
休
息
・
説
法
・
学
問
・
訳
経
の
途
中
駅
と
し
た
。
文
献
上
で
考
証
が
で
き
る
最
も
早
く
に

マ
ラ
ヤ
に
至
っ
た
日
本
僧
は
皇
族
の
出
家
僧
真
如
親
王
で
あ
り
、
九
世
紀
に
マ
レ
ー
半
島
で
円
寂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真

如
が
南
下
し
た
時
代
は
畢
竟
日
本
本
土
に
仏
教
が
萌
芽
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
後
日
本
本
土
で
変
遷
し
た
各
宗
派
は
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
信
仰
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
十
九
世
紀
末
に
な
り
、
日
本
の
南
進
政
策
に
伴
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
両
地
に
よ
う
や
く
次
々
と
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
寺
院
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は

日
本
人
の
墓
地
と
結
合
し
、
日
本
僑
民
が
南
洋
を
開
拓
す
る
際
の
懐
郷
の
念
と
信
仰
の
帰
着
先
を
満
足
さ
せ
、
日
本
移
民
の

当
地
で
の
生
活
に
お
い
て
本
質
的
な
生
死
の
営
み
の
需
要
に
配
慮
し
、
ま
た
自
発
的
に
帝
国
の
た
め
に
国
族
意
識
を
凝
集
す

る
と
い
う
責
任
を
負
っ
た
。
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
期
間
に
マ
ラ
ヤ
を
占
領
す
る
に
到
っ
て
、
当
地
の
日
本
仏
教
は
疑
い

も
な
く
統
治
者
た
る
を
指
し
示
す
主
流
の
信
仰
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
本
土
が
真
如
親
王
を
追
奉
し
て
「
南
進
の
先
覚
者
」

と
す
る
主
張
を
迎
え
入
れ
も
し
た
。
し
か
し
、
日
本
仏
教
は
戦
前
も
戦
時
も
自
ら
「
帝
国
」
の
立
場
に
己
の
位
置
を
定
め
、

日
本
仏
教
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
曲
折
し
た
運
命

王

　琛
発
（
翻
訳
・
小
南
妙
覚
）
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最
終
的
に
は
日
本
仏
教
と
地
方
の
そ
の
他
の
諸
民
族
の
感
情
と
の
乖
離
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
大
多

数
の
日
僑
が
国
外
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、
各
地
の
日
本
寺
院
も
信
徒
の
消
失
す
る
に
及
ん
で
衰
微
の
命
運
を
逃
れ
難
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
求
法
僧
、
南
洋
、
日
僑
人
口
、
仏
寺
の
分
布
、
太
平
洋
戦
争
、
華
人
に
対
す
る
態
度

　

一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
至
る
ま
で
、
日
本
は
マ
ラ
ヤ
統
治
の
三
年
八
ヶ
月
の
間
に
皇
室
出
身
の
平
安
朝
の
僧
侶
で

あ
る
真
如
法
親
王
を
尊
崇
し
、
真
如
法
親
王
の
品
行
を
通
し
て
日
本
仏
教
の
マ
ラ
ヤ
に
対
す
る
影
響
を
強
調
し
、
法
師
を
日

本
の
南
進
の
先
覚
者
と
見
做
そ
う
と
し
た
。
第
二
次
大
戦
時
の
日
本
の
学
者
の
、
真
如
法
師
を
も
っ
て
マ
ラ
ヤ
仏
教
史
を
再

構
築
し
よ
う
と
い
う
動
機
は
さ
て
お
き
、
真
如
親
王
は
確
か
に
九
世
紀
に
天
竺
へ
行
く
途
中
、
羅
越
国
す
な
わ
ち
今
日
の
マ

レ
ー
シ
ア
国
境
の
南
で
円
寂
し
て
お
り
、
彼
を
日
マ
交
通
史
の
古
代
の
証
人
と
見
な
し
て
も
そ
の
名
に
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
日
本
帝
国
政
府
が
真
如
法
師
を
強
調
す
る
前
の
日
僑
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
日
本
仏
教
は
十
九

世
紀
末
よ
り
英
領
海
峡
の
植
民
地
と
マ
ラ
ヤ
連
邦
に
出
現
し
、
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
日
僑
の
宗
教
の
形
態
を

保
持
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
寺
院
の
分
布
は
日
僑
の
人
口
の
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
人
口
分
布
に
呼
応
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
仏
教
は
教
義
に
お
い
て
は
天
皇
統
治
の
国
族
意
識
を
裏
付
け
る
傾
向
を
持

ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
ラ
ヤ
北
方
に
至
る
寺
院
と
霊
園
も
ま
た
人
々
の
信
仰
生
活
に
歩
調
を
合
わ
せ
満
足
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ラ
ヤ
の
土
地
に
お
け
る
日
本
仏
教
は
積
極
的
に
日
本
人
以
外
へ
の
布
教
を
行
っ
た
と
は

思
え
な
い
。
そ
の
僑
民
の
宗
教
と
し
て
の
傾
向
は
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
日
本
の
駐
マ
ラ
ヤ
軍
政
府
が
そ
の
後

真
如
法
親
王
の
こ
と
で
日
本
仏
教
と
日
マ
関
係
を
論
述
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
日
本
民
族
中
心
論
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

日
僑
仏
教
は
外
地
で
の
民
族
的
色
彩
か
ら
内
部
で
の
国
族
の
一
体
感
に
到
る
ま
で
こ
の
よ
う
に
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
が
逆
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に
東
南
ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
仏
教
グ
ル
ー
プ
、
と
り
わ
け
漢
伝
仏
教
と
の
交
流
を
妨
げ
か
ね
ず
、
そ
れ
自
身
が
本
土
（
訳
者

注
・
マ
ラ
ヤ
）
の
民
族
を
跨
ぐ
信
仰
へ
転
化
す
る
こ
と
を
妨
げ
も
し
た
。
こ
の
こ
と
が
最
終
的
に
は
日
本
仏
教
を
日
本
の
第

二
次
大
戦
の
敗
戦
と
と
も
に
、
一
度
に
マ
ラ
ヤ
の
宗
教
的
領
域
か
ら
退
場
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
で
寥
々
と
し
て
い
く
ら
も
な
か
っ
た
日
本
の
仏
教
寺
院
は
、
今
や
文
献
か
ら
整
理
す
る
ほ
か

は
な
い
切
れ
切
れ
の
断
片
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

本
稿
の
要
点
は
、「
日
本
仏
教
」
が
一
組
の
外
来
の
民
族
的
形
式
を
も
っ
た
「
仏
教
」
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
前
に
マ
ラ

ヤ
に
入
っ
た
後
の
運
命
、
と
り
わ
け
そ
の
第
二
次
大
戦
前
の
「
僑
民
宗
教
」
か
ら
、
人
々
の
眼
中
に
現
れ
て
は
す
ぐ
に
消
え

た
「
統
治
者
宗
教
」
へ
の
変
遷
を
論
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
と
大
戦
時
の
「
日
本
仏
教
」、
そ
の
範
囲
は
明

治
以
前
す
で
に
そ
の
本
土
（
訳
者
注
・
日
本
）
で
変
遷
し
開
宗
し
た
各
宗
派
の
総
称
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
浄

土
真
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宗
・
真
言
宗
な
ど
は
い
ず
れ
も
日
本
仏
教
の
伝
統
的
な
宗
派
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
以
前
に
マ

ラ
ヤ
に
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
、
唐
代
に
日
本
の
求
法
僧
が
マ
ラ
ヤ
古
国
に
残
し
た
痕
跡

　

日
本
と
中
国
両
方
の
史
籍
に
よ
る
と
、
日
本
の
求
法
僧
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
出
現
し
た
の
は
遅
く
と
も
唐
代
に
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
日
本
の
僧
が
中
国
唐
朝
時
代
に
南
洋
を
下
っ
た
と
い
う
記
載
は
唐
代
の
日
中
交
流

に
関
係
す
る
史
書
に
多
く
見
ら
れ
る
。
当
時
の
唐
朝
は
日
本
人
が
仏
教
を
学
ぶ
源
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
ま
た
多
く
の
日
本

僧
に
対
し
中
国
僧
の
足
取
り
に
従
っ
て
求
法
の
た
め
に
直
接
天
竺
に
行
く
よ
う
啓
発
も
行
っ
て
き
た
。
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も
し
最
も
早
く
天
竺
に
至
っ
た
日
本
僧
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
当
然
「
金
剛
三
昧
」
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
釈

東
初
法
師
は
か
つ
て
『
入
竺
日
本
僧
金
剛
三
昧
伝
考
』
を
根
拠
と
し
て
、
日
本
の
「
金
剛
三
昧
」
法
師
が
、
貞
元
二
年

（
七
八
六
）
に
空
海
・
最
澄
と
同
時
に
第
十
八
次
遣
唐
使
船
に
乗
っ
て
入
唐
し
た
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
竺
に
向
か
っ
た

一
人
目
の
日
本
僧
と
記
載
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る

⑴
。
唐
代
の
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
の
原
文
を
顧
み
る
と
、
作
者
は
「
倭

国
僧
金
剛
三
昧
」
が
体
験
を
語
る
の
を
自
ら
聞
い
た
と
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
成
式
見
二
倭
国
僧
金
剛
三
昧
一
、
言
嘗

至
二
中
天
一
、
寺
中
多
画
二
玄
奘
麻
屩
及
匙
箸
一
、
以
二
綵
雲
一
乗
レ
之
、
蓋
西
域
所
レ
無
者
。
毎
レ
至
二
斎
日
一
、
輒
膜
拝
焉
。」、「
又

言
那
蘭
陀
寺
僧
食
堂
中
、
熱
際
有
二
巨
蠅
数
万
一
。
至
二
僧
上
堂
一
時
、
悉
自
飛-

二

集
于
庭
樹
一

⑵
」。

　

金
剛
三
昧
法
師
は
西
域
に
は
「
麻
屩
及
匙
箸
」
が
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
ま
た
那
蘭
陀
寺
は
「
熱
際
有
二
巨
蠅
数
万
一
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
れ
ば
確
か
に
亜
熱
帯
の
異
国
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
後
人
が
彼
の
西
天
竺
を
往

来
し
た
ル
ー
ト
を
考
証
す
る
術
は
な
く
、
か
つ
て
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
領
土
に
逗
留
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

文
献
で
証
明
で
き
る
最
も
早
期
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
日
本
僧
は
、
真
如
法
師
を
頭
と
す
る
一
群
の
僧

達
で
あ
る
。

　

真
如
法
師
は
、
日
本
で
は
一
般
的
に
「
真
如
親
王
」
ま
た
「
真
如
法
親
王
」、
あ
る
い
は
「
頭
陀
親
王
」
と
称
さ
れ
て
お

り
、
歴
史
上
確
か
に
か
つ
て
こ
こ
に
し
ば
し
居
住
し
、
最
期
も
こ
の
地
で
円
寂
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
っ

て
、
太
平
洋
戦
争
時
代
の
日
本
政
府
は
か
つ
て
意
識
的
に
真
如
法
親
王
を
「
南
進
」
の
先
駆
と
誇
張
し
、
法
師
の
事
蹟
を
マ

ラ
ヤ
「
聖
戦
」
の
歴
史
感
覚
に
ま
で
演
繹
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
四
三
年
九
月
、
こ
の
企
み
は
日
本
で
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ

し
、
学
者
が
表
に
立
っ
て
真
如
の
品
行
を
研
究
す
る
協
会
に
参
加
し
、
京
都
帝
国
大
学
の
新
村
（
訳
者
注
・
新
村
出
）
博
士

は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
真
如
法
親
王
が
ル
ク
ッ
ト
で
円
寂
し
た
と
確
定
し
た
。
他
に
杉
本
直
治
郎
博
士
は
毎
年
三
月
二
日

に
真
如
法
親
王
が
求
法
の
た
め
に
広
州
か
ら
海
に
出
た
こ
と
を
記
念
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
の
日
を
「
大
東
亜
共
栄
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圏
」
の
記
念
日
の
一
つ
と
し
て
取
り
決
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た

⑶
。

　

東
初
法
師
の
『
中
日
佛
教
交
通
史
』
が
引
用
す
る
日
本
の
史
籍
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』
に
よ
る
と
、
真
如
法
師
は
元
々

平
城
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
り
、
廃
さ
れ
て
出
家
し
、
法
修
寺
の
道
銓
和
尚
を
頼
っ
て
そ
こ
で
三
論
宗
を
学
び
、
後
に
ま
た

空
海
法
師
に
従
っ
て
密
教
阿
闍
梨
位
を
修
学
し
、
八
六
一
年
に
入
唐
の
勅
を
奉

う
け
た
ま
わ

っ
た
後
、
咸
通
四
年
（
八
六
三
）
七
月
太

宰
府
に
到
り
唐
人
張
友
信
の
船
に
乗
っ
て
入
唐
し
、
九
月
明
州
に
到
り
、
八
六
六
年
五
月
長
安
西
明
寺
か
ら
広
州
を
経
由
し

て
イ
ン
ド
に
入
り
、
羅
越
国
で
没
し
た

⑷
。

　

さ
ら
に
東
初
法
師
よ
り
も
早
く
、
太
平
洋
戦
争
期
間
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
博
物
院
院
長
で
あ
っ
た
日
野
巌
が
一
九
四
四

年
にS. D

ulai Rajasingam
と
の
共
著
『
日
本
―
マ
レ
ー
シ
ア
人
歴
史
関
係
散
集
』（ Stray N

otes on N
ippon-M

alaisian 

H
istrical Connections

）
に
お
い
て
同
様
に
真
如
親
王
が
い
か
に
し
て
命
を
奉
じ
て
入
唐
し
た
か
を
述
べ
て
い
る
。
日
野
巌

も
言
及
し
て
い
る
が
、
真
如
は
八
六
五
年
正
月
に
日
本
の
求
法
僧
円
載
の
協
力
に
よ
っ
て
天
竺
に
赴
く
勅
許
を
得
て
お
り
、

随
行
僧
に
安
田
・
円
覚
・
空
丸
な
ど
の
日
本
僧
が
い
た

⑸
。

　
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』
は
日
記
形
式
の
記
録
で
あ
り
、
真
如
法
親
王
に
随
伴
し
て
入
唐
し
た
伊
勢
興
房
の
撰
で
あ
る
。

八
六
一
年
三
月
、
天
皇
が
親
王
の
入
唐
に
勅
許
を
下
し
た
所
か
ら
書
き
始
め
、
八
六
五
年
六
月
の
（
訳
者
注
・
撰
者
の
）
帰

国
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
日
野
巌
は
主
に
日
本
の
文
献
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
』

を
見
落
と
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
さ
ら
に
日
本
仏
教
史
を
背
景
と
な
す
こ
と
に
傾
き
、
時
間
の
言
い
方
を

全
て
西
暦
に
換
算
し
て
い
る
。
日
野
巌
に
よ
る
と
、
八
五
五
年
五
月
二
十
三
日
奈
良
東
大
寺
の
聖
像
が
毀
損
さ
れ
た
際
、
真

如
は
修
復
を
司
っ
た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
彼
は
八
六
一
年
に
聖
像
を
修
復
し
た
後
、
天
皇
に
特
別
の
恩
典
を
も
っ
て
求
法
の
た
め

の
入
唐
を
許
可
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
八
六
二
年
九
月
六
日
に
日
本
を
出
発
し
、
浙
江
寧
波
に
到
着
し
二
年
修
学
の
後
長
安

青
龍
寺
に
向
か
っ
た

⑹
。
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さ
ら
に
真
如
法
師
の
師
資
相
承
を
考
察
す
る
と
、
真
如
の
青
龍
寺
に
お
け
る
伝
承
は
、「
恵
果
―
法
潤
―
法
全
―
真
如

（
金
剛
と
胎
蔵
両
部
を
兼
修
）」
で
あ
り
、
そ
の
兄
弟
弟
子
の
中
に
は
他
に
日
本
か
ら
来
て
い
る
人
物
も
い
る
。
こ
の
仏
法
の

脈
絡
は
ま
さ
に
後
に
日
本
真
言
宗
・
密
教
が
遡
る
と
こ
ろ
の
淵
源
で
あ
る

⑺
。
し
か
し
、
日
野
巌
が
真
如
の
天
竺
行
き
の
理

由
に
言
及
す
る
時
、
彼
が
認
知
し
て
い
た
事
実
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
こ
れ
以
前
、
中
国
で
は
武
宗
の
八
四
五
年
に
極

端
な
廃
仏
の
法
難
が
発
生
し
た
。
親
王
は
中
国
で
中
国
仏
教
が
す
で
に
全
面
的
に
失
わ
れ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
中
国
僧
が
全

く
日
本
僧
の
比
で
は
な
い
と
感
じ
て
、
彼
は
中
国
で
は
何
ら
熱
心
に
勉
強
を
せ
ず
、
そ
う
し
て
イ
ン
ド
に
行
き
原
典
か
ら
仏

法
を
探
求
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
っ
た

⑻
」。

　

歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
極
東
の
求
法
僧
の
天
竺
行
き
を
見
る
と
、
僧
侶
が
海
路
を
と
れ
ば
、
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
領
の
ど

ん
な
辺
鄙
な
所
に
も
滞
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
民
国
年
間
の
馮
承
鈞
撰
『
中
国
南
洋
交
通
史
』
は
、
か
つ
て
元
代
の
『
島

夷
誌
略
』
の
概
念
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
の
い
わ
ゆ
る
南
洋
は
、
明
代
の
東
西
洋
を
包
括
し
て
言
っ
て

い
る
。
…
…
お
お
よ
そ
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ
以
西
を
も
っ
て
、
単
刀
直
入
に
言
う
と
今
の
イ
ン
ド
洋
を
西
洋
と
し
、
以
東

を
東
洋
と
し
た
。
昔
ア
ラ
ビ
ア
人
も
ま
た
こ
の
両
地
を
も
っ
て
イ
ン
ド
と
中
国
と
の
境
界
と
し
た
。
し
か
し
、
元
代
以
前
は

概
し
て
こ
れ
に
南
海
あ
る
い
は
西
南
海
と
名
付
け
て
い
た

⑼
」。
古
来
、
中
国
の
古
籍
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
南
海
諸
国
は
主
と

し
て
南
シ
ナ
海
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
ま
で
の
範
囲
の
多
く
の
小
規
模
な
都
市
国
家
で
あ
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
の
観
点
か
ら
、
真
如
の
「
羅
越
国
に
卒
す
」
を
解
読
す
る
と
、
あ
る
い
は
後
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
古
代

史
の
途
切
れ
途
切
れ
の
断
片
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
宗
祈
（
役
者
注
・
宋
祁
）
撰
の
『
新
唐
書
』
巻

二
二
二
下
『
南
蛮
・
羅
越
国
伝
』
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
羅
越
者
、
北
距
レ
海
二
五
千
里
一
、
西
南
歌
谷
羅
。
商
賈
往
来
所
二
湊

集
一
、
俗
与
二
堕
羅
鉢
底
一
同
、
歳
乗
レ
舶
至
二
広
州
一
。
州
必
以
聞

⑽
」。
同
書
の
巻
四
十
三
『
地
理
誌
下
』
に
広
州
よ
り
各
国
を

南
下
す
る
航
行
日
数
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
。「
…
…
又
五
日
往
至
二
海
峡
一
、
蕃
人
謂
二
之
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「
質
」
一
、
南
北
百
里
、
北
岸
則
羅
越
国
、
南
岸
則
仏
逝
国

⑾
」。
後
人
の
考
証
で
は
、「
堕
羅
鉢
底
」
は
お
そ
ら
く
タ
イ
の
チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
一
帯
で
あ
り

⑿
、
羅
越
国
は
す
な
わ
ち
今
日
の
マ
レ
ー
半
島
南
部
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
一
帯
で
あ
り
、
ま
た
お
そ

ら
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
内
に
含
む

⒀
。
真
如
法
師
と
彼
の
随
行
の
僧
ら
は
羅
越
国
に
到
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
し
て
法
師
本
人

も
当
地
で
円
寂
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
マ
レ
ー
シ
ア
古
代
の
「
商
賈
往
来
所
二
湊
集
一
」
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
海
域
と
そ
の

南
岸
の
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
と
同
様
、
か
つ
て
各
国
の
僧
侶
が
往
来
し
た
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
日
野
巌
は
、
真
如
法
親
王
は
中
国
で
仏
教
を
学
ば
な
け
れ
ば
イ
ン
ド
に
到
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
不
満

で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
明
白
な
事
実
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
真
如
法
師
の
個
人
的
思
考
で
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
こ
こ
か
ら
転
化
し
て
唐
朝
の
中
国
仏
教
の
優
劣
を
評
論
す
べ
き
で
も
な
い
。
事
実
上
、
唐
代
以
来
ド
ヴ
ァ
ー
ラ

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
か
ら
南
方
の
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
王
国
に
到
る
ま
で
、
南
海
諸
国
は
絶
え
ず
学
問
・
説
法
・
訳
経
の
場
所
で

あ
っ
た
。
唐
宋
元
三
代
の
間
は
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
地
か
ら
来
た
僧
侶
が
天
竺
と
南
海
諸
国
を
往
来
し
、
師
を
尋
ね
経

典
を
求
め
た
さ
ま
は
「
絡
繹
絶
え
ず
（
往
来
が
絶
え
な
い
）」
と
形
容
で
き
よ
う

⒁
。
唐
代
の
僧
侶
が
求
法
の
た
め
に
西
イ
ン

ド
に
向
か
っ
た
と
い
う
早
期
の
文
献
に
は
、
後
人
が
比
較
的
よ
く
知
る
義
浄
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
と
玄
奘
の
『
大
唐
西

域
記
』
を
含
め
て
、
そ
の
中
に
は
自
ら
経
歴
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
イ
ン
ド
と
中
国
の
間
の
旅
商
人
の
伝
え
話
す
の
を

聞
い
た
も
の
も
あ
る
。
経
典
が
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
先
人
が
命
が
け
で
経
典
を
求
め
た
曲
折
に
富
ん
だ
体
験
は
、

度
々
後
世
の
学
僧
の
危
険
を
冒
し
て
の
大
願
を
鼓
舞
し
て
き
た
。
そ
の
影
響
は
深
遠
な
も
の
で
あ
る
。「
真
如
法
親
王
」
は

実
の
と
こ
ろ
名
前
と
生
前
の
事
蹟
を
残
し
た
少
数
の
者
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

元
朝
の
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
～
一
三
二
〇
）
に
な
っ
て
も
、
こ
の
地
の
マ
ジ
ャ
パ
イ
ト
王
朝
は
依
然
と
し
て
元
朝
の
高

僧
が
南
下
し
て
経
典
を
持
ち
帰
る
の
を
招
来
し
た
の
で
、
南
海
は
や
は
り
元
朝
の
僧
侶
が
仏
教
経
典
を
学
習
し
筆
写
す
る
中

心
地
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
の
歴
史
的
変
遷
は
後
人
に
は
想
像
し
難
い
が
、
仏
教
は
か
つ
て
広
く
南
シ
ナ
海
か
ら



462

イ
ン
ド
洋
ま
で
の
間
の
多
く
の
陸
地
に
流
伝
し
た

⒂
。
幸
い
に
も
真
如
法
師
の
事
蹟
は
、
日
中
仏
教
交
通
史
の
一
ペ
ー
ジ
で

あ
る
ほ
か
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
に
も
真
相
を
顧
み
る
手
が
か
り
を
残
し
て
い
る
。

　

事
実
に
基
づ
い
て
真
実
を
求
め
る
態
度
で
真
如
法
師
の
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
へ
の
影
響
を
見
る
と
、
彼
は
そ
の
時
代
の
マ

レ
ー
シ
ア
の
漢
伝
と
南
伝
仏
教
の
各
伝
承
か
ら
は
甚
だ
遠
い
。
し
か
も
、
日
本
仏
教
史
に
立
ち
帰
っ
て
真
如
の
時
代
を
見
る

と
、「
大
和
」
仏
教
ひ
い
て
は
漢
伝
仏
教
の
い
く
つ
か
の
宗
派
は
当
時
で
も
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
発
展
段
階
に
あ
っ
た
。

日
本
の
「
平
安
時
代
」
の
仏
教
は
た
と
え
平
城
・
淳
和
・
仁
明
天
皇
が
出
家
し
て
い
た
と
し
て
も
、
畢
竟
貴
族
の
修
行
者
の

眼
中
の
護
国
宗
教
で
あ
り
、
平
民
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
当
時
南
海
諸
国
に
影
響
を
与
え
た
「
日
本
仏

教
」
の
勢
力
が
あ
っ
た
。
後
世
影
響
の
大
き
い
法
然
の
「
浄
土
宗
」、「
浄
土
真
宗
」、「
時
宗
」、「
日
蓮
宗
」
も
ま
だ
出
現
を

見
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
真
如
法
師
は
少
な
か
ら
ず
仏
教
民
族
の
特
徴
を
重
視
す
る
説
法
を
残
し
て
お
り
、
顧
み
る
に
値
す
る
。

例
え
ば
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
精
二
於
外
学
一
而
忠
二
於
本
国
一
応
レ
受
二
高
誇
一
、
妄
随
二
外
事
一
而
忘
二
本
国
之
份
一
応レ受
二

軽
視
一
」、「
縦
然
身
沈
二
西
洋
浪
下
一
、
魂
亦
回
二
故
国
一
」

⒃
。
そ
の
後
日
本
の
軍
国
政
府
が
い
か
に
し
て
こ
れ
ら
の
話
を
民

族
の
激
情
に
ま
で
高
め
た
か
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
取
り
上
げ
な
い
。
真
如
法
師
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
少
な
く
と
も
次

の
よ
う
な
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
日
本
仏
教
は
天
竺
仏
教
と
漢
伝
仏
教
を
不
断
に
吸
収
し
消
化
し
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の

時
代
に
あ
っ
て
も
反
省
期
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
日
本
仏
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
思
考
す
る
こ
と

を
含
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
。

　

一
九
二
〇
年
代
に
到
る
と
、
近
代
の
日
本
仏
教
は
日
僑
の
東
南
ア
ジ
ア
の
英
国
植
民
地
進
入
に
従
い
、
日
本
仏
教
各
宗
が

帯
び
る
と
こ
ろ
の
深
い
独
特
の
色
彩
が
生
活
に
現
れ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
霊
園
と
仏
寺
の
特
徴
に
も
現
れ
た
。
こ
の

頃
、
日
本
仏
教
の
形
式
と
理
念
は
す
で
に
日
僑
に
「
我
々
」
と
「
彼
ら
」
を
区
別
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
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二
、二
十
世
紀
初
期
の
日
僑
の
人
口
と
仏
寺
の
分
布

　

日
本
政
府
の
戦
前
の
駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
館
に
よ
る
と
、
大
正
六
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
英
領
海
峡
植
民
地
の
三
州

府
の
間
で
は
マ
ラ
ッ
カ
州
の
日
本
僑
民
の
人
口
が
最
も
少
な
く
、
一
九
一
七
年
に
は
わ
ず
か
に
百
十
一
人
し
か
お
ら
ず
、

一
九
一
八
年
に
は
ま
た
九
十
三
人
に
ま
で
下
降
し
た
。
ペ
ナ
ン
州
で
は
一
九
一
七
年
の
日
本
僑
民
の
総
数
は
二
百
六
十
二
人

で
あ
り
、
一
九
一
八
年
に
は
二
百
七
十
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
英
領
海
峡
植
民
地
の
大
部
分
の
日
本
僑
民
は
主
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
住
ん
で
い
た
。
一
九
一
七
年
、
六
百
名
の
無
職
の
者
及
び
少
数
の
朝
鮮
及
び
台
湾
籍
の
「
日
本
国
民
」

を
除
く
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
る
日
本
僑
民
の
数
は
合
計
二
千
八
十
三
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
な
っ
て
無
職
の
者

の
人
口
が
四
百
五
十
人
ま
で
減
っ
て
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
る
当
地
の
日
本
人
の
職
業
人
口
は
二
千
四
百
三
十
二
人
ま

で
増
加
し
た

⒄
。

　
「
新
嘉
坡
総
領
事
管
轄
内
在
留
邦
人
地
方
別
人
員
表
」
も
マ
レ
ー
各
邦
の
日
本
僑
民
は
主
に
南
マ
レ
ー
シ
ア
と
西
海
岸
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
が
ト
ッ
プ
で
あ
り
（
一
九
一
七
年
九
百
三
十
一

人
、
一
九
一
八
年
七
百
九
十
九
人
）、
そ
の
後
は
ペ
ラ
州
（
一
九
一
七
年
六
百
六
十
八
人
、
一
九
一
八
年
六
百
一
人
）、
ヌ
グ
リ
・

ス
ン
ビ
ラ
ン
（
一
九
一
七
年
五
百
七
十
人
、
一
九
一
八
年
六
百
二
十
二
人
）、
及
び
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
（
一
九
一
七
年
百
八
十
二

人
、
一
九
一
八
年
四
百
六
十
五
人
）
で
あ
っ
た

⒅
。

　

英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
州
に
至
っ
て
は
、
当
地
の
一
九
一
七
年
に
お
け
る
日
本
男
性
の
就
業
人
口
は
三
百
四
十
五
人
で
あ
り
、

女
性
は
五
十
八
人
の
み
、
そ
し
て
無
職
の
者
は
男
女
各
二
百
人
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
は
、
そ
の
就
業
男
女
の
割
合
は

す
で
に
明
ら
か
に
男
性
二
百
六
十
八
人
と
女
性
二
百
十
七
人
に
変
化
し
て
お
り
、
無
職
の
人
口
も
五
百
人
に
ま
で
増
加
し

た
。
一
九
一
八
年
、
当
地
で
は
日
本
領
台
湾
の
移
民
が
大
規
模
に
入
り
、
日
僑
人
口
の
記
録
作
り
に
さ
ら
に
顕
著
な
変
化
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を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
一
七
年
の
日
本
大
使
館
の
記
録
で
は
、
北
ボ
ル
ネ
オ
日
本
領
台
湾
僑
民
の
人
数
に
空
白
が
あ
り
、

一
九
一
八
年
に
な
っ
て
た
ち
ま
ち
六
百
十
七
人
増
加
し
、
そ
の
う
ち
わ
ず
か
八
名
だ
け
が
女
性
で
あ
っ
た

⒆
。

　

我
々
は
一
九
二
〇
年
代
以
前
の
日
本
僑
民
の
人
口
を
見
く
び
っ
て
は
な
ら
な
い
。
英
領
海
峡
植
民
地
の
一
九
一
三
年
の
人

口
全
面
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
の
人
口
統
計
は
各
色
の
人
種
を
「
欧
州
人
・
欧
亜
混
血
・
マ
レ
ー
人
・
イ
ン
ド
人
・
支
那

人
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、「
其
他
各
国
」
を
も
っ
て
一
つ
の
全
体
と
し
て
分
類
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
言
う
と
、
そ

れ
は
一
九
一
三
年
に
お
け
る
「
其
他
各
国
」
の
人
口
総
数
四
千
二
十
二
人
、
マ
ラ
ッ
カ
と
ペ
ナ
ン
の
「
其
他
各
国
」
の
人
口

総
数
は
四
百
五
十
二
人
と
一
千
六
百
五
十
九
人
に
分
け
て
い
る

⒇
。
こ
の
一
連
の
デ
ー
タ
を
日
本
大
使
館
の
一
九
一
七
年
の

僑
民
統
計
と
対
比
す
る
と
、
日
本
僑
民
は
ま
さ
に
「
其
他
各
国
」
の
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　

再
び
大
正
七
年
（
一
九
一
六
）
三
月
以
降
に
発
布
さ
れ
た
「
新
嘉
坡
総
領
事
管
内
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
に
よ
る

と
、
当
時
マ
ラ
ヤ
の
日
本
人
は
す
で
に
一
定
の
形
の
整
っ
た
僑
民
社
会
に
向
か
っ
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
地
に
は
、
単

身
者
を
除
い
て
合
計
七
百
五
十
六
戸
の
日
本
僑
民
家
庭
が
あ
っ
た
が
、
一
方
マ
ラ
ヤ
の
そ
の
他
の
地
区
の
日
本
人
家
庭
の
総

数
は
一
千
百
四
十
九
戸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
員
の
う
ち
一
千
八
百
二
人
は
ゴ
ム
採
取
業
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
次
に

一
千
六
百
九
十
九
人
が
「
芸
者
・
娼
妓
・
酌
婦
」
で
あ
り
、
そ
の
他
さ
ら
に
医
師
・
歯
科
医
・
按
摩
鍼
灸
師
・
助
産
婦
・
漁

夫
で
あ
る
日
本
移
民
、
さ
ら
に
は
写
真
館
・
理
髪
店
・
雑
貨
商
店
・
飲
食
店
・
和
洋
裁
縫
業
な
ど
を
開
業
す
る
日
本
移
民
も

お
り
、
ま
た
各
種
技
術
人
員
と
工
匠
が
い
た
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
で
は
、
以
上
に
提
起
し
た
六
百
十
七
名
の
台

湾
人
及
び
そ
の
他
三
十
三
名
の
日
本
領
朝
鮮
人
は
、
別
に
欄
を
作
っ
て
お
き
な
が
ら
い
ま
だ
そ
の
職
業
を
記
載
し
て
い
な
い

一
類
に
属
し
て
お
り
、
日
本
大
使
館
の
日
本
本
土
と
植
民
地
の
「
国
民
」
へ
の
対
応
に
内
外
の
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
㉑

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
僑
民
人
口
の
職
業
の
方
面
の
多
様
化
は
、
同
一
国
籍
の
僑
民
に
は
自
分
の
コ
ロ
ニ
ー
の
内
部
か
ら

お
互
い
の
需
給
に
気
を
配
る
能
力
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
外
に
求
め
な
く
て
も
よ
い
凝
集
力
を
強
め
る
こ
と
の
で
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き
る
利
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、「
新
嘉
坡
総
領
事
管
内
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
中
の
「
会
社
銀
行
員
」
の
欄
は
す
こ
ぶ
る
重

視
す
る
に
値
す
る
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員
表
」
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
人
口
の
総
数
が
す
で
に
日
本
領
朝
鮮
及
び
台
湾

の
移
民
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
八
千
五
百
八
十
二
人
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
そ
し
て
そ
の
中
の
「
会
社
銀
行
員
」
の
人
数
は

な
ん
と
二
百
五
十
人
に
も
達
し
て
い
る
。「
会
社
銀
行
員
」
の
数
は
ゴ
ム
採
取
業
と
「
芸
者
・
娼
妓
・
酌
婦
」
の
同
胞
に
は

は
る
か
に
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
し
か
し
そ
の
数
は
こ
の
両
種
の
業
者
及
び
細
分
す
る
方
法
が
な
い
二
百
五
十
八
名
の
「
雑

業
」
人
口
の
後
ろ
に
並
ぶ

㉒
。「
会
社
銀
行
員
」
一
人
あ
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
三
十
五
名
の
同
胞
を
超
え
な
い
こ
と
か
ら
、

二
十
世
紀
初
期
の
日
本
僑
民
が
東
南
ア
ジ
ア
で
働
き
、
商
業
に
従
事
し
、
拓
殖
し
投
資
す
る
の
に
は
、
本
国
の
財
団
に
依
頼

す
る
積
極
的
な
相
互
作
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

し
か
も
ジ
ョ
ホ
ー
ル
と
北
ボ
ル
ネ
オ
州
の
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
八
年
ま
で
の
人
口
増
加
は
こ
の
点
を
説
明
す
る
の
に

十
分
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
言
え
ば
、
当
地
の
日
本
僑
民
の
人
口
は
一
九
一
八
年
に
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
が
南

マ
レ
ー
シ
ア
に
深
く
入
り
込
ん
で
ゴ
ム
農
園
を
経
営
し
、
経
済
作
物
を
栽
培
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
一
九
一
九
年
、
全
マ

ラ
ヤ
に
は
ゴ
ム
農
園
地
区
に
居
住
す
る
一
千
百
七
十
七
名
の
日
本
人
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
九
百
四
十
六
人
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル

に
住
み
、
日
本
僑
民
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
租
借
し
た
ゴ
ム
農
園
は
、
総
面
積
が
八
万
百
九
十
八
エ
ー
カ
ー
に
達
し
た

㉓
。
一
年

後
、
ま
た
日
本
人
青
年
石
原
広
一
郎
が
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
「
ス
リ
メ
ダ
ン
」
の
鉄
鉱
採
掘
権
を
取
得
し
て
い
る

㉔
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
ボ
ル
ネ
オ
の
日
本
国
籍
の
僑
民
人
口
が
一
年
間
で
激
烈
に
増
加
し
た
。
そ
れ
は
同
様
に
日
本
人
が
組
織
だ
っ

て
北
ボ
ル
ネ
オ
に
到
っ
て
開
墾
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
一
六
年
日
本
人
が
当
地
に
進
み
椰
子
林
と
ゴ
ム
の
木
を
栽
培
し
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た
が
、
そ
の
起
源
は
英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
州
政
府
が
日
本
の
専
門
家
を
タ
ワ
オ
（T
aw

ao

）（
訳
者
注
・
タ
ワ
ウ
（T

aw
au

））
に
招

い
て
農
業
を
実
地
調
査
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
日
本
領
台
湾
政
府
も
そ
れ
に
よ
っ
て
移
民
政
策
の
歩
調
を
合
わ
せ
当
地
に

病
院
を
建
て
た

㉕
。
一
九
一
八
年
は
ち
ょ
う
ど
華
南
銀
行
が
台
北
に
本
店
を
設
立
し
日
本
の
海
外
投
資
を
推
進
し
た
時
に
当

た
る
。
こ
の
後
一
九
一
九
年
か
ら
華
南
銀
行
は
仏
領
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
、
西
貢
市
及
び
海
防
市
並
び
に
英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
オ
ラ
ン
ダ
領
メ
ダ
ン
等
の
地
に
分
か
れ
て
支
店
を
設
立
し
た

㉖
。
北
ボ
ル
ネ
オ
で
こ
れ
よ
り
次
々
と
台
湾
の
移
民
が
出

現
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
日
本
政
府
が
す
で
に
台
湾
総
督
府
を
通
し
て
南
洋
を
経
営
す
る
「
南
進
論
」
の
実
践
を
開
始

し
、
台
湾
人
に
日
本
人
移
民
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
駆
け
と
な
る
よ
う
推
進
し
た
こ
と
を
十
分
に
反
映
し
て
い
る

㉗
。

　

南
洋
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
信
仰
者
が
ま
す
ま
す
増
え
る
に
つ
れ
て
、
日
本
僑
民
の
仏
寺
が
マ
ラ
ヤ
各
地
に
出
現
し
た
が
、

そ
れ
は
ま
さ
に
日
僑
の
異
国
に
居
住
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
い
た
。
僑
民
の
人
口
が
次
第
に
増
え
、
異
国
に
お

い
て
そ
の
記
憶
の
中
の
民
族
社
会
を
再
建
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
寺
院
は
重
要
な
担
体
（
訳
者
注
・
受
け
皿
）
で
あ
る
。
寺

院
と
儀
式
は
そ
の
土
地
で
の
人
生
の
生
き
て
死
ぬ
過
程
を
確
保
し
、
彼
ら
の
共
同
の
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
合
致

さ
せ
、
人
々
に
心
の
安
定
と
い
う
精
神
的
な
慰
安
と
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
の
日
本
統
治
以
前
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
両
地
に
お
け
る
日
本
僑
民
の
仏
寺
に
関
す
る
論
述
は
、
主
に
日
野
巌
とS. D

urai Rajasingam

共
著
の
『
日
本
―
マ
レ
ー
シ
ア
人
歴
史
関
係
散
集
』
の
中
の
一
篇
で
あ
る
「
マ
レ
ー
の
日
本
寺
院
」（N

ippon T
em

ples in 

M
alai

）
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
歴
史
的
概
況
の
初
歩
的
な
認
識
を
整
理
し
て
い
る
。

　

我
々
は
あ
ら
か
じ
め
戦
前
の
日
本
の
人
口
分
布
と
集
中
す
る
区
域
を
理
解
し
た
上
で
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
寺
院
の
分
布
地

点
を
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
最
も
多
く
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
り
、
そ
の
他
の
日
僑
仏
寺
は
ヌ
グ
リ
・
ス
ン
ビ
ラ
ン

州
の
州
都
ス
レ
ン
バ
ン
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
の
州
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ペ
ラ
州
の
州
都
イ
ポ
ー
近
郊
に
位
置
す
る
こ
と
、

ま
た
そ
れ
ら
全
て
が
日
本
人
が
主
に
ゴ
ム
農
園
と
農
業
作
物
を
開
発
し
た
州
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
州
都
は
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ま
た
人
事
が
比
較
的
集
中
す
る
区
域
で
あ
り
、
現
実
の
人
口
分
布
と
信
仰
の
需
要
に
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

A 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
日
本
曹
洞
宗
・
真
宗
及
び
日
蓮
宗
の
痕
跡
が
相
次
い
で
出
現
し
た
。
河
野
公
平
編
纂
の
『
南
洋
総

覧
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
僑
社
会
は
一
つ
の
多
元
的
宗
教
の
共
同
体
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教

会
も
天
理
教
も
、
あ
る
い
は
禅
宗
も
真
宗
も
日
蓮
宗
も
、
皆
各
々
自
分
の
宗
教
を
布
教
す
る
場
所
を
所
有
し
て
い
た

㉘
。

　

一
八
八
八
年
十
一
月
よ
り
、
二
木
孝
次
郎
と
渋
谷
銀
次
が
共
同
で
当
地
セ
ラ
ン
グ
ー
ン
に
日
本
人
の
墓
場
を
創
設
し
、
墓

園
の
中
に
最
も
早
く
道
場
が
現
れ
た
が
、
そ
れ
は
元
々
は
本
来
は
死
者
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
小
さ
な
祠
で
あ
り
、
僧
侶
百

善
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

㉙
。
当
時
の
日
本
人
共
同
墓
地
は
、
約
十
二
エ
ー
カ
ー
を
占
め
て
い
た

㉚
。
一
九
一
一
年
に
な
る

と
、
日
本
曹
洞
宗
の
管
長
日
置
黙
仙
が
バ
ン
コ
ク
に
赴
き
タ
イ
国
王
の
戴
冠
式
に
参
加
す
る
途
中
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在

し
て
寺
院
の
名
を
「
西
有
寺
」
と
定
め
、
日
置
黙
仙
は
そ
の
後
ま
た
一
体
の
観
音
像
を
送
り
西
有
寺
の
本
尊
と
し
た

㉛
。

　

一
九
一
五
年
以
前
に
は
早
く
も
、
佐
々
木
及
び
太
田
の
両
氏
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
き
浄
土
真
宗
を
広
め
た
が
、

一
九
一
五
年
に
到
っ
て
よ
う
や
く
桑
野
氏
が
出
資
し
て
寺
院
を
建
立
し
た
。
当
地
の
日
蓮
宗
の
寺
院
は
、
一
九
一
七
年
に
前

田
氏
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い
る

㉜
。

B 

ス
レ
ン
バ
ン

　

ス
レ
ン
バ
ン
に
お
け
る
日
本
寺
院
は
最
初
朝
永
夫
人
に
よ
っ
て
一
九
二
六
年
七
月
十
五
日
に
創
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
外

庭
は
元
々
日
本
僑
民
を
埋
葬
す
る
墓
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
斉
藤
氏
は
本
籍
が
日
本
の
山
形
県
に
あ
り
、

一
九
二
四
年
ス
レ
ン
バ
ン
に
来
て
か
ら
す
ぐ
に
当
地
の
「
日
本
人
会
」
で
非
正
式
の
宗
教
師
を
務
め
た
。
一
九
二
八
年
、
日
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本
曹
洞
宗
永
平
寺
は
総
本
山
を
本
寺
と
し
て
命
名
し
、
斉
藤
も
ス
レ
ン
バ
ン
仏
寺
の
正
式
な
住
持
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
す
る
に
到
っ
て
日
英
は
敵
対
し
、
斉
藤
住
持
は
一
度
英
政
府
の
た
め
に
イ
ン
ド
に
拘
留
さ
れ
、
一
九
四
四
年
六
十
六

歳
に
な
っ
て
よ
う
や
く
イ
ン
ド
か
ら
マ
レ
ー
半
島
に
戻
っ
た
。
彼
が
再
び
ス
レ
ン
バ
ン
に
戻
っ
た
後
、
寺
内
に
は
イ
ン
ド
で

犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
日
本
人
の
位
牌
が
増
え
た
。
日
本
統
治
時
代
、
日
本
兵
士
の
世
話
に
よ
り
そ
れ
は
あ
ま
り
多
く
の
戦

火
に
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
日
野
巌
は
か
つ
て
も
し
当
時
の
寺
院
建
立
に
換
え
る
な
ら
、
そ
の
費
用
は
お

お
よ
そ
二
千
五
百
ド
ル
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る

㉝
。

C 

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

　

日
本
人
墓
地
は
ベ
ラ
ミ
ー
ロ
ー
ド
に
あ
り
、
一
八
九
九
年
に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
三
月
、
僧
清
家
氏
が
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
に
到
着
し
、
墓
地
内
の
吉
隆
寺
の
住
持
を
務
め
た
が
、
そ
れ
は
日
本
統
治
の
終
結
ま
で
続
い
た
。
本
寺
院
の
最
初

の
管
理
人
は
富
木
・
近
藤
と
天
内
の
三
名
の
夫
人
で
あ
り
、
以
後
ま
た
佐
竹
・
竹
内
・
天
元
と
桑
山
の
四
名
に
よ
り
管
理
さ

れ
た
。
毎
月
十
七
日
に
は
い
つ
も
、
二
十
六
か
ら
二
十
七
名
の
祭
祀
者
が
共
に
集
ま
り
、
日
常
的
な
観
音
を
礼
拝
す
る
儀
式

を
行
っ
た

㉞
。

D 

イ
ポ
ー

　

二
十
世
紀
の
一
九
二
〇
年
代
以
前
、
イ
ポ
ー
の
「
日
本
人
会
」
は
す
で
に
当
地
に
お
い
て
墓
地
を
経
営
し
て
お
り
、
さ
ら

に
火
葬
場
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
た

㉟
。
一
九
一
九
年
以
前
に
は
、
ま
た
あ
る
日
本
人
が
タ
ン
ブ
ン
温
泉
の
鍾
乳
洞
で

龍
神
温
泉
を
経
営
し
て
い
た

㊱
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
期
間
中
は
、
温
泉
区
域
の
付
近
に
日
本
人
住
持
の
石
窟
仏
寺
を
所
有

し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
全
マ
レ
ー
シ
ア
で
唯
一
の
洞
窟
寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
温
泉
景
勝
地
内
に
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
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日
本
の
軍
人
や
官
吏
の
来
訪
を
促
し
た

㊲
。

　

以
上
の
こ
と
に
基
づ
く
と
、
日
本
統
治
以
前
は
た
と
え
日
英
両
国
の
関
係
が
友
好
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
僑
民
は

英
領
東
南
ア
ジ
ア
の
土
地
に
は
投
資
者
と
植
民
地
開
拓
者
の
姿
で
現
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
地
区
に
は
日
本

伝
承
の
仏
教
寺
院
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本
統
治
以
前
に
「
最

多
の
」
日
本
人
仏
寺
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
三
間
の
小
さ
な
寺
院
を
所
有
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
実
に
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
は
日
本
僑
民
の
分
布
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。「
在
留
邦
人
職
業
別
人
員

表
」
に
よ
る
と
、
英
領
の
土
地
に
合
計
一
千
九
百
五
戸
の
日
僑
家
庭
が
あ
り
、
こ
の
三
間
の
仏
寺
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

七
百
五
十
六
戸
の
日
僑
に
向
け
て
、
す
で
に
そ
の
三
分
の
一
を
超
え
る
家
庭
に
奉
仕
し
て
い
た

㊳
。
そ
れ
ら
が
奉
仕
す
る

二
千
九
百
四
十
四
名
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
身
を
寄
せ
る
日
本
僑
民
（
訳
者
注
・
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
）
も
こ
の
大
き
な

英
領
の
地
の
全
体
の
日
僑
の
三
分
の
一
を
超
え
て
い
た
。
再
び
同
一
の
記
録
の
「
神
職
僧
侶
及
び
宣
教
師
」
の
欄
に
よ
る

と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
三
人
、
そ
の
他
地
区
は
六
人
、
合
わ
せ
て
九
人
で
あ
っ
た

㊴
。「
神
職
僧
侶
宣
教
師
」
の
中
の
三
分

の
一
の
人
数
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
中
し
て
お
り
、
当
年
の
日
本
僑
民
の
人
口
分
布
に
も
見
事
に
対
応
し
て
い
る
。

　

日
野
巌
が
、
ペ
ナ
ン
州
と
ジ
ョ
ホ
ー
ル
が
日
本
仏
寺
を
所
有
し
て
い
た
と
記
録
し
て
い
な
い
の
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
の
ペ
ナ
ン
州
に
お
け
る
日
本
国
民
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
当
時
ペ
ナ
ン
州
に
は
た
だ
一
名

の
僧
侶
が
い
る
だ
け
で
、
妻
と
他
に
一
人
の
成
年
男
子
を
連
れ
て
一
家
三
人
で
ペ
ナ
ン
で
生
活
し
、
合
わ
せ
て
六
十
戸
の
人
に

単
身
者
を
加
え
た
二
百
七
十
名
の
日
本
居
民
に
奉
仕
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
当
地
の
日
本
僑
民
の
人
数
が
そ
の
他

の
地
区
よ
り
も
少
な
か
っ
た
た
め
に
「
日
本
人
会
」
は
正
式
な
寺
院
と
し
て
支
持
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
分
か
る

㊵
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
人
は
早
く
も
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
す
で
に
ペ
ナ
ン
の
ガ
ウ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
地
区
に
日
本
人
墓
地
を

建
設
し
、
多
く
の
女
性
の
墓
の
碑
に
も
全
て
日
本
国
内
の
俗
称
に
照
ら
し
て
「
尼
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
埋
葬
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
墓
石
に
は
す
で
に
風
習
に
従
っ
て
経
典
の
題
目
や
仏
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
戦
前
の
当
地
の
日
本
人
は
、
仏
教

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
す
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
ペ
ナ
ン
を
旅
す
る
僧
侶
は
少
な
く
と
も
家

庭
式
の
仏
壇
を
護
持
す
る
か
、
あ
る
い
は
墓
地
の
付
近
に
駐
在
し
、
も
っ
ぱ
ら
同
胞
の
た
め
に
出
生
か
ら
婚
礼
及
び
葬
送
な

ど
ま
で
の
様
々
な
儀
式
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

㊶
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
そ
の
他
の
寺
院
を
欠
く

日
本
人
墓
地
の
一
種
の
臨
機
応
変
の
経
営
方
式
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
当
地
の
日
僑
は
主
に
ゴ
ム
林
と
農
業
地
区
に
分
散
し
、
各
自
家
の
中
で
仏
壇
を
祀
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
本
当
に
人
数
が
少
な
く
、
し
か
も
分
散
し
て
い
る
農
村
地
区
に
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
決
し

て
現
実
的
な
経
済
的
思
慮
と
符
合
せ
ず
、
ま
た
必
ず
し
も
常
駐
を
希
望
す
る
僧
侶
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
管
理
は
さ
ら
に
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ホ
ー
ル
の
日
僑
は
元
々
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
往
来
の
中
心
と
し
て
、
曹
洞

宗
・
真
宗
・
日
蓮
宗
の
寺
院
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
並
立
し
て
お
り
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
日
僑
の
異
な

る
宗
派
の
信
仰
の
需
要
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
地
区
の
日
僑
は
結
局
人
数
が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
地
に
日
本
僑
民
が
建
て
た
仏

寺
は
あ
ま
り
大
規
模
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
地
に
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
発
布
さ
れ
た
「
新
嘉
坡
在
留
日

本
人
戸
数
及
職
業
別
人
員
調
」
に
よ
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
身
を
寄
せ
た
日
本
人
の
人
数
が
一
九
一
九
年
ま
で
に
は
す
で

に
三
千
六
百
五
十
五
人
に
達
し
て
い
た
時
に
、
僧
侶
の
人
数
は
な
ん
と
依
然
と
し
て
三
名
の
み
で
あ
っ
た

㊷
。
こ
れ
は
ま
さ

に
当
地
の
日
僑
寺
院
と
宗
教
儀
式
が
僧
侶
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
さ
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
例
の
よ
う
に
、
墓
地
か
ら
寺
院
に
到
る
ま
で
の
創
建
と
管
理
、
さ
ら
に
は
日
常
の
宗
教
的
祭
礼
に
至
る
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ま
で
、
全
て
信
徒
の
提
供
に
頼
っ
て
い
た
。

三
、
日
本
の
敗
戦
後
衰
微
す
べ
く
定
め
ら
れ
た
日
僑
仏
教

　

今
日
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
日
本
帝
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
地
の
日
本

人
仏
教
寺
院
が
一い

っ

旦た
ん

衰
微
し
て
消
失
す
る
に
至
っ
た
最
も
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
日
本
帝
国
は
同
盟
軍
に
投

降
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
わ
ず
か
に
残
っ
た
日
本
の
軍
人
と
平
民
の
絶
対
多
数
の
本
国
送
還
を
招
き
、
彼
ら
は
こ
の
時
か
ら

元
々
の
国
土
の
生
活
に
戻
り
、
改
め
て
建
国
す
る
こ
と
の
艱
難
を
し
ば
し
ば
経
験
し
た
。
こ
れ
ら
の
日
僑
は
必
ず
し
も
再
び

マ
レ
ー
半
島
に
戻
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
伝
播
し
た
仏
教
宗
派
及
び
彼
ら
が
建
立
し
た
仏
寺
は
荒
廃

さ
せ
て
お
く
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
日
本
仏
寺
の
当
時
の
衰
微
か
ら
消
失
ま
で
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
は
た
だ
失
敗
が
日
本
の
敗
戦
に

だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
最
大
の
原
因
は
、
や
は
り
日
本
仏
教
が
最
初
か
ら
た
だ
本
国
の

信
徒
の
需
要
の
た
め
だ
け
に
伝
来
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
後
は
ま
た
日
僑
の
こ
の
地
で
の
自
己
凝
集
力
が
き
わ
め
て
強

か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
他
の
民
族
に
伝
播
し
難
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
仏
教
は
十
九
世
紀
末
以
降
、
日
本
の
国

家
主
義
の
建
設
に
協
力
し
、
規
定
の
世
俗
的
信
念
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
固
よ
り
日
僑
の
凝
集
力
へ
の
奉
仕
に
対
し

て
有
益
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
部
外
者
に
対
す
る
関
係
を
制
限
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
。
元
々
の
信
徒
達
が
信
仰
の
建
設

を
維
持
す
る
た
め
の
受
け
皿
を
一い

っ

旦た
ん

失
う
と
、
し
ば
ら
く
過
去
の
歴
史
に
な
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　

事
実
、
明
治
維
新
の
初
年
日
本
本
土
は
か
つ
て
廃
仏
毀
釈
の
騒
動
を
経
験
し
た
が
、
仏
教
は
早
期
（
訳
者
注
・
近
代
初
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期
）
に
は
日
本
本
土
で
も
布
教
の
自
由
に
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
国
政
府
が
一
八
七
〇
年
代
に
教
部
省
を
設
立
、
実
施

し
た
国
家
宗
教
政
策
は
や
は
り
神
道
信
仰
を
国
家
宗
教
に
形
作
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
仏
教
の
各
宗
派
は
、
政
府
が

一
八
七
〇
年
代
以
後
に
仏
教
の
普
及
に
さ
ら
に
大
き
な
余
地
を
与
え
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
日
本
政
府
が
人
民
に
宗
教
文
化
を

持
っ
て
国
外
に
出
る
こ
と
を
奨
励
し
た
こ
と
に
乗
じ
て
、
そ
の
海
外
布
教
を
頼
み
と
し
て
国
内
で
の
制
限
を
補
っ
た
。
浄
土

真
宗
を
例
に
挙
げ
る
と
、
そ
れ
が
一
八
七
三
年
に
対
華
布
教
を
発
起
し
た
の
も
こ
の
よ
う
な
集
団
行
為
の
最
初
の
表
現
で
あ

る
㊸

。
し
か
し
日
本
軍
が
占
領
者
の
姿
で
英
領
マ
レ
ー
シ
ア
と
北
ボ
ル
ネ
オ
州
に
入
る
は
る
か
以
前
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派

は
最
初
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
今
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
現
れ
た
が
、
廃
仏
毀
釈
の
歴
史
を
経
験
し
海
外
の

天
地
を
開
拓
す
る
こ
と
を
切
望
し
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
の
立
場
は
す
で
に
天
皇
崇
拝
に
呼
応
す
る
も
の
に
転
化

し
、
経
典
の
諸
説
を
利
用
し
て
帝
国
の
政
策
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
そ
ら
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
僑
の
仏
寺
と
当
地
の
そ
の
他
の
民
族
は
意
思
疎
通
を
欠
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
ず
ま
さ
に
上
述
し
た
通
り
マ
レ
ー
シ
ア
に

身
を
寄
せ
る
日
本
人
は
、
元
々
職
業
が
多
元
的
で
か
な
り
自
給
自
足
で
き
る
僑
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
を
強
く
し
た
が
、
そ
の
宗
教
活
動
の
対
外
的
伝
播
に
は
、
常
に
対
面
す
る
文
化
や
言
語
、

形
式
の
制
限
を
伴
っ
た
。
し
か
も
必
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
明
治
後
期
よ
り
日
本
民
族
と
と
も
に
世
界
へ

進
出
し
た
い
く
つ
か
の
主
流
の
宗
派
、
例
え
ば
法
然
創
立
の
浄
土
宗
、
親
鸞
創
立
の
浄
土
真
宗
、
一
遍
創
立
の
時
宗
、
日
蓮

創
立
の
日
蓮
宗
は
、
そ
の
開
宗
者
は
皆
十
一
世
紀
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
日
本
に
生
ま
れ
、
皆
日
本
国
外
に
行
っ
た
こ
と
の
な

い
生
え
抜
き
の
僧
侶
で
あ
り
、
各
々
自
己
の
修
行
の
順
序
及
び
日
本
本
土
の
因
縁
に
よ
っ
て
開
宗
し
、
日
本
人
が
熟
知
す
る

文
化
言
語
の
脈
絡
の
中
で
仏
法
を
広
め
た
の
で
あ
る
。
元
々
漢
伝
仏
教
を
受
け
入
れ
た
華
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
名
目
上

互
い
に
「
同
宗
」
と
称
す
る
僧
侶
を
含
め
、
一
様
に
日
僑
の
こ
れ
ら
仏
教
宗
派
の
活
動
に
対
し
て
よ
く
知
ら
な
い
と
感
じ
た

は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
同
類
」
で
あ
る
と
も
感
じ
、
ま
た
「
わ
が
族
類
で
は
な
い
」
と
も
感
じ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。



473

日本仏教のマレーシアにおける曲折した運命

　

い
わ
ゆ
る
「
大
乗
」
伝
統
の
華
人
も
同
様
で
あ
る
。
華
人
は
本
来
日
本
仏
教
の
最
も
適
当
な
伝
播
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
中
国
か
ら
英
領
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
至
っ
た
華
人
の
世
界
は
ま
さ
し
く
日
本
の
多
く
の
宗
派
に
と
っ
て

あ
ま
り
「
友
好
」
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
華
人
の
間
に
は
愛
国
思
想
が
出
現
し
て
い
た
は
ず
で
、
誤
っ
て
「
日
本

仏
教
は
元
々
中
華
由
来
な
の
で
あ
る
か
ら
、
外
に
求
め
る
必
要
は
な
い
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
。
華
人
の
知
識

界
に
清
末
以
後
五
四
運
動
に
到
っ
て
か
ら
激
烈
な
反
仏
教
思
想
の
思
潮
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
つ
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
華
人
仏
教
界
の
態
度
で
あ
る
。
清
末
に
日
本
仏
教
は
中
国
に
入
り
始
め
た
が
、
漢
伝
仏
教
の
知
識
界
は
元
よ
り
そ
の
態
度

を
改
め
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
楊
文
会
を
例
に
と
る
と
、
彼
は
浄
土
真
宗
が
主
張
す
る
「
悪
人
正
機
」
が
「
全
く
の
他
力

で
、
自
力
を
捨
て
て
お
り
」、「
仏
教
に
背
き
離
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
た

㊹
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭

ま
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
に
お
い
て
大
部
分
の
仏
教
法
師
と
い
さ
さ
か
文
筆
に
通
じ
た
信
徒
ら
は
中
国
の
南
方
か
ら
来
て
お

り
、
あ
る
者
は
中
国
の
祖
山
と
継
続
し
て
連
絡
を
取
っ
て
い
た
。
中
国
で
発
生
し
た
論
争
及
び
日
中
の
仏
教
論
争
は
漢
伝
僧

侶
の
日
本
仏
教
に
対
す
る
一
般
的
な
印
象
を
誘
発
し
、
そ
れ
が
海
外
に
も
伝
播
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
日
本
人
は
明
治
維
新
の
後
国
外
に
進
出
し
て
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
行
っ
て
経
済
的
利
益
を
追
求
し
、
最

初
に
当
地
で
都
市
と
町
を
開
拓
し
た
華
人
を
始
め
か
ら
競
争
相
手
と
見
な
し
、
そ
の
後
で
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
華
人
を

仮
想
敵
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
日
本
人
が
初
期
に
出
版
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
情
報
刊
行
物
、
例
え
ば
上
述
の
一
九
二
〇
年
出

版
の
『
南
洋
総
覧
』
は
、
常
に
コ
ラ
ム
を
開
設
し
て
「
支
那
人
」
の
状
況
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
後
期
に

な
っ
て
か
ら
の
出
版
に
な
る
と
、
も
う
再
三
日
本
の
読
者
に
向
け
て
公
然
と
華
人
を
非
難
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
出
版
物
の
う
ち
、
松
村
金
助
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
出
版
し
た
『
日
本
の
南
生
命
線
』（
訳
者
注
・

『
南
に
も
生
命
線
あ
り　

日
満
・
南
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
の
提
唱
』）
は
、
そ
の
代
表
と
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
取
材
報
告

は
こ
う
述
べ
る
。「
い
ま
迄
日
本
人
の
華
僑
に
対
す
る
観
念
は
、
彼
等
は
如
何
な
る
低
度
の
生
活
に
も
よ
く
堪
え
、
そ
の
底
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知
れ
ぬ
忍
耐
力
と
商
才
に
は
と
て
も
適
わ
ぬ
も
の
と
諦
め
も
し
、
且
つ
密
か
に
恐
れ
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

㊺
。」
ま

た
述
べ
て
い
る
。「
し
か
し
華
僑
の
商
業
道
は
信
用
の
向
上
に
よ
っ
て
健
実
な
発
展
を
期
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
欺
瞞

と
駈
引
と
に
よ
っ
て
他
国
民
の
為
し
得
な
い
非
道
義
を
も
敢
て
し
て
目
先
の
利
益
を
獲
得
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の
が
モ
ッ

ト
ー
だ
。
彼
等
は
土
人
を
欺
き
白
人
を
詐
っ
て
得
た
不
正
の
富
を
擁
護
せ
ん
が
た
め
…
…
そ
の
代
表
的
な
常
套
手
段
は
華

僑
の
イ
ン
チ
キ
破
産
で
あ
っ
て
、
こ
れ
で
成
金
に
な
っ
て
ド
ロ
ン
を
極
め
込
む
志
那
人
は
枚
挙
に
遑
な
い
有
様
で
あ
る

㊻
。」

日
中
両
国
に
は
元
々
矛
盾
が
あ
り
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
っ
て
海
外
の
日
本
人
と
華
人
の
情
緒
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
双

方
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
経
済
衝
突
は
ま
た
き
わ
め
て
現
実
的
な
本
土
の
経
験
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
両
国
の
長
期
に

わ
た
る
矛
盾
し
た
国
民
的
情
緒
の
上
に
折
り
重
な
り
、
さ
ら
に
激
烈
に
な
る
。

　

当
時
劉
士
木
先
生
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
日
僑
へ
の
影
響
が
深
い
小
書
を
翻
訳
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
華
人
に
注
意
を

促
し
た
。
彼
が
訳
者
の
序
言
に
お
い
て
、
自
ら
得
た
情
報
に
触
れ
て
言
う
に
は
、
各
地
の
華
人
が
反
日
運
動
を
起
こ
し
日
本

商
品
を
排
斥
し
て
か
ら
、
日
本
人
は
す
で
に
「
日
本
人
に
よ
る
日
本
商
品
の
自
販
」
を
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
華

人
社
会
の
日
本
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
頼
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
あ
の
多
数
の
人
に
は
不
利
と
な
り
、
し
か
も
、「
日

本
人
は
近
頃
さ
ら
に
十
億
を
南
洋
に
投
資
し
…
…
十
年
を
期
間
と
し
て
華
僑
を
南
洋
の
外
へ
駆
逐
し
尽
く
そ
う
と
画
策
し
て

い
る

㊼
」。

　

実
際
、
こ
の
時
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
日
本
国
家
の
凝
集
力
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ

て
全
世
界
の
日
僑
の
対
外
交
流
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
そ
れ
は
両
刃
の
剣
で
あ
っ
た
。
真
宗
が
一
八
八
六
年
に
発
行
し

た
『
宗
制
寺
法
』
に
よ
る
と
、
真
宗
の
『
宗
制
寺
法
』
は
今
生
の
「
王
法
現
世
」
の
俗
諦
を
も
っ
て
「
来
世
成
仏
」
の
真
諦

に
相
通
ぜ
し
め
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
本
宗
の
教
旨
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
宗
義
を
唱
え
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
善
を

修
め
て
一
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
、
安
心
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
が
…
…
こ
れ
を
真
諦
と
言
う
。
陛
下
を
戴
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き
政
令
を
遵
守
し
、
世
道
に
背
か
ず
人
倫
を
乱
さ
ず
本
業
を
励
行
す
る
、
こ
れ
を
俗
諦
と
言
う
」。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
く

る
と
、
真
宗
が
主
張
す
る
「
二
諦
相
依
り
、
以
て
当
世
に
益
す
、
こ
れ
を
二
諦
相
依
る
の
法
門
と
謂
う
」
と
い
う
の
は
「
王

法
を
本
と
為
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、「
護
法
」
は
天
皇
勢
力
の
聖
戦
の
拡
張
を
そ
れ
と
同
一
視
す
る
の
を
免
れ
難
か
っ
た

㊽
。

日
本
曹
洞
宗
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
は
中
国
曹
洞
宗
と
元
々
同
じ
根
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
に
は
数
十
年
を
か

け
て
歴
史
的
態
度
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
九
二
年
十
一
月
二
十
日
に
な
っ
て
日
本
曹
洞
宗
は
よ
う
や
く

遺
憾
の
意
を
公
開
し
、
宗
務
総
長
大
竹
明
彦
が
声
明
を
発
表
し
た
。「
わ
れ
わ
れ
曹
洞
宗
は
、
明
治
以
後
、
太
平
洋
戦
争
終

結
ま
で
の
間
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
し
た
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
海
外
開
教
の
美
名
の
も
と
、
時
の
政
治
権
力
の
ア
ジ
ア

支
配
の
野
望
に
荷
担
迎
合
し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
び
と
の
人
権
を
侵
害
し
て
き
た

㊾
。」
同
じ
頃
日
本
曹
洞
宗
も
、
宗
門
は

一
九
八
〇
年
に
出
版
し
た
『
曹
洞
宗
海
外
開
教
伝
道
史
』
に
お
い
て
も
、
ま
だ
侵
略
の
責
任
と
外
国
人
民
の
蔑
視
を
反
省
し

て
お
ら
ず
、
全
面
的
に
そ
れ
を
回
収
す
べ
き
で
あ
る
と
の
発
表
を
行
っ
た
。

　

真
宗
の
戦
前
に
お
け
る
説
法
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
曹
洞
宗
の
戦
後
半
世
紀
近
く
に
な
っ
て
の
遅
遅
と
し
た
反
省
に
せ
よ
、

宗
教
的
立
場
が
信
徒
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
先
の
世
紀
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
後
進
の
日
本
僑
民
の
共
同
体
は
初
め
て
東
南
ア
ジ
ア
に
到
る
と
す
ぐ
に
、
先
に
来
て
い
た
華
人
を
好
敵
手
と
見
な

し
て
、
以
後
次
第
に
華
人
を
軽
視
す
る
態
度
を
形
成
し
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
双
方
の
深
い
交
流
に
は
利
さ
な
か
っ
た
。

た
と
え
当
時
日
中
の
矛
盾
す
る
大
方
の
情
勢
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
僑
と
華
人
の
矛
盾
は
同
じ

よ
う
に
悪
循
環
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
加
え
る
と
当
時
の
日
本
仏
教
界
は
外
国
人
に
対
し
て
敬
意
を
払
わ
な
い
態
度

が
瀰
漫
し
、
た
と
え
双
方
の
表
面
的
な
宗
教
信
仰
が
通
じ
て
も
、
宗
教
思
想
は
や
は
り
互
い
の
橋
渡
し
が
難
し
く
、
か
え
っ

て
双
方
の
間
で
意
思
疎
通
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
し
ま
っ
た
。
当
然
、
劉
士
木
氏
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日

本
の
さ
ら
な
る
変
遷
を
決
し
て
彼
は
耳
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、「
十
億
」
の
資
金
を
南
洋
に
投
資
し
た
ば
か
り
か
、



476

皇
軍
は
大
東
亜
聖
戦
を
発
動
し
て
南
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
帝
国
の
軍
人
が
東
南
ア
ジ
ア
に
い
る
頃
に
な
る
と
、
軍
に
従
っ
て
僧
侶
が
南
下
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た

が
、
当
地
の
人
の
眼
中
に
映
っ
た
「
日
本
仏
教
」
は
ま
る
で
日
本
の
軍
事
活
動
の
よ
う
に
見
え
る
特
徴
を
ま
す
ま
す
露
わ
に

し
た
が
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
「
統
治
者
」
の
信
仰
で
も
あ
っ
た
。
軍
政
府
が
人
々
に
日
本
の
仏
教
の
伝
統
を
尊
重
さ
せ
よ

う
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
人
々
は
い
よ
い
よ
日
本
仏
教
を
政
治
的
行
為
と
関
連
づ
け
、
そ
う
し
た
定
見
が
い
よ
い
よ
深
ま
っ

て
い
っ
た
。
か
く
し
て
、
当
時
の
日
本
の
政
教
関
係
の
立
場
か
ら
、
真
如
法
親
王
へ
の
尊
敬
を
紀
念
す
る
こ
と
は
力
を
合
わ

せ
て
国
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
人
が
見
る
と
、
や
は
り
時
宜
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
で
真
如

法
親
王
の
品
行
と
遺
訓
を
研
究
す
る
組
織
が
成
立
し
た
時
、
会
長
は
細
川
護
立
侯
爵
、
理
事
長
は
陸
軍
少
将
松
室
孝
良
、
総

務
部
長
は
真
言
宗
の
「
興
亜
部
長
」
中
村
教
信
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
真
如
法
師
を
「
南
進
の
先
覚
者
」
と
見
な
し
た
が
、

彼
ら
は
日
本
本
土
を
除
け
ば
た
だ
親
王
が
帰
寂
し
た
土
地
に
石
碑
を
建
て
伝
記
を
記
し
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
考
え
、「
昭
南

島
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
寺
院
と
石
碑
を
建
設
す
る
案
を
推
し
進
め
た

㊿
。
彼
ら
は
な
ん
と
真
如
の
た
め
に
塑
像
を
制
作
し
て

舞
鶴
港
の
金
剛
院
に
隠
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
送
る
準
備
を
行
っ
た

�
。
こ
の
活
動
は
、
疑
い
も
な
く
真
言
宗
の
南
洋
宣
教
に

勢
い
を
つ
け
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
東
南
ア
ジ
ア
で
仏
教
徒
、
特
に
統
治
さ
れ
て
い
る
大
多
数

の
人
の
広
範
な
自
覚
を
形
成
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
ま
も
な
く
日
本
軍
が
一
九
四
五
年
に
同
盟
国
軍
に
投
降
し
て
や
が
て
、

日
本
も
ア
メ
リ
カ
の
信
託
統
治
国
に
成
り
下
が
り
、
こ
の
全
て
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
「
日
本
仏
教
」
の
記
憶
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
「
日
華
関
係
」
の
記
憶
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
よ
う
に
リ
ア
ル
な
本
土

で
の
経
験
で
あ
り
、
日
本
軍
国
が
一
旦
当
地
の
人
民
に
極
端
な
苦
痛
を
も
た
ら
し
、
最
後
に
は
ま
た
自
ら
も
尽
き
て
し
ま
っ

た
時
、「
日
本
仏
教
」
も
当
然
自
身
の
持
続
の
機
会
を
失
っ
た
。
漢
伝
の
僧
侶
は
、「
日
本
仏
教
」
が
戦
争
の
発
動
者
に
悪
の

道
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
目
を
怒
ら
せ
る
の
を
我
慢
で
き
な
か
っ
た
。「
も
し
日
本
の
仏
教
が
現
在
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も
こ
の
よ
う
な
道
を
歩
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
今
日
の
よ
う
に
教
え
に
背
き
道
理
に
背
き
、
偽
物
が
本
物
と
区
別
で
き
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
我
々
は
か
え
っ
て
そ
れ
が
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の
騒
動
の
中
で
つ
い
で
に
絶
滅

し
て
ほ
し
か
っ
た

�
。」
ひ
と
た
び
勝
利
し
た
同
盟
国
軍
は
日
僑
を
本
国
に
送
還
し
た
が
、
日
本
人
が
戦
前
に
遺
し
て
き
た

寺
院
は
も
は
や
再
び
戻
っ
て
き
た
西
洋
の
統
治
者
に
大
切
に
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
当
地
の
人
民
は
日
本
軍
に
暴
力
的

な
扱
い
を
受
け
、
長
期
に
わ
た
っ
て
悲
痛
な
思
い
を
経
験
し
て
お
り
、
や
は
り
相
手
方
の
残
し
た
跡
形
を
歴
史
的
文
物
と
見

な
し
て
大
切
に
す
る
こ
と
は
実
に
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
も
し
日
本
仏
教
が
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
以
前
に
、
全
く
交
流
あ
る
い
は
影
響
が
な
か
っ
た
と
言
お
う

と
す
る
な
ら
、
や
は
り
そ
れ
は
十
分
に
事
実
を
概
括
し
て
は
い
な
い
。
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
で
は
、
若
干
の
台
湾
人
僧
侶

が
日
本
曹
洞
宗
の
統
合
を
受
け
入
れ
、
日
本
仏
教
の
道
場
と
大
学
に
行
っ
て
研
究
を
行
い
、
ま
た
海
を
渡
っ
て
閩
南
に
行
き

鼓
山
湧
泉
寺
の
曹
洞
法
脈
の
度
牒
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
自
体
は
日
中
仏
教
交
流
の
産
物
で
あ
る
。
ペ
ナ
ン
の
極
楽
寺
は
と

い
う
と
鼓
山
の
下
院
と
し
て
、
ま
た
二
十
世
紀
初
頭
の
東
南
ア
ジ
ア
で
最
大
規
模
の
第
一
名
刹
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
の

『
南
洋
総
覧
』
が
そ
の
「
日
本
関
係
」
を
報
道
し
て
か
ら
ず
っ
と
日
本
人
の
心
の
中
に
特
殊
な
印
象
を
残
し
て
き
た
。
戦
前

極
楽
寺
は
長
期
に
わ
た
り
日
本
の
賓
客
を
接
待
し
言
葉
が
通
じ
た
が
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
台
湾
か
ら
来
る
法
師
に
頼
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
『
南
洋
総
覧
』「
中
編
・
南
洋
誌
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
日
本
の
親
王
「
東
伏
見
宮
殿
下
」
と
妃
は
か
つ
て
極
楽
寺
に
到
っ

て
休
憩
し
て
お
り
、
極
楽
寺
に
「
御
揮
毫
」
の
栄
誉
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
随
行
者
に
も
日
本
の
名
将
東
郷
平
八
郎

と
乃
木
希
典
が
お
り
、
各
自
書
跡
を
遺
し
、
こ
れ
を
寺
内
に
納
め
た
。
こ
の
ご
く
短
い
数
段
の
文
字
は
「
こ
の
寺
の
住
職
」

が
元
々
「
台
湾
人
」
で
あ
り
「
そ
の
子
息
は
東
京
医
学
校
に
入
学
し
た
」
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る

�
。
釈
宝
慈
が
編
纂
し

た
『
鶴
山
極
楽
寺
誌
』
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
巻
十
「
外
記
」
の
中
に
、
東
郷
平
八
郎
と
乃
木
希
典
が
訪
れ
た
歴
史
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の
痕
跡
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
四
日
、
同
行
の
者
に
は
他

に
海
軍
中
佐
谷
口
尚
真
・
海
軍
砲
兵
中
佐
吉
田
豊
彦
並
び
に
宮
内
省
侍
医
補
岩
波
節
治
が
い
た
と
明
記
し
て
あ
る

�
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
日
本
人
が
記
載
し
て
い
る
「
住
職
」
の
説
で
あ
る
が
、
事
実
は
決
し
て
住
持
で
は
な
か
っ
た
。『
極
楽
誌
』
巻

二
「
沙
門
」
の
中
に
は
上
述
の
日
本
人
の
記
載
と
き
わ
め
て
合
致
す
る
僧
侶
が
い
る
。「
禅
修
首
座　

台
湾
宜
蘭
の
人
、
志

行
は
誠
実
で
あ
り
、
住
寺
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
久
し
く
苦
行
を
修
め
、
心
に
退
屈
な
し

�
。」
禅
修
法
師
は
た
と
え
東
京

医
学
院
で
学
ぶ
息
子
が
い
た
と
し
て
も
、
出
家
前
に
子
供
を
産
み
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
人
は
ペ
ナ
ン
で
「
住
寺
す
る

こ
と
二
十
余
年
、
久
し
く
苦
行
を
修
め
、
心
に
退
屈
な
し
。」
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
統
治
時
代
の
多
く
の
仏
寺
が
幸
い
に
も
難
を
逃
れ
た
。
と
り
わ
け
極
楽
寺
は
行
き
過
ぎ
た
蹂
躙
を

受
け
た
こ
と
が
か
つ
て
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
宗
教
が
人
心
の
深
部
に
あ
る
残
虐
性
を
溶
解
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
を
物
語

る
以
外
に
、
そ
の
他
の
政
治
的
要
素
に
も
関
係
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
極
楽
寺
は
、
戦
前
に
早
く
も
皇
族
が
訪
れ
軍
人
が
訪

問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
。
帝
国
軍
人
は
幼
少
時
よ
り
根
強
い
皇
族
崇
拝
を
培
う
が
、
東
郷
平
八
郎
は
ま
た
帝
国

の
日
露
戦
争
大
勝
利
後
の
崛
起
を
代
表
し
て
お
り
、
当
然
更
に
特
殊
な
事
例
で
あ
る
。
ペ
ナ
ン
の
年
配
者
は
、
日
本
軍
が
寺

に
参
拝
し
「
集
団
で
頭
を
下
げ
て
仏
に
礼
拝
し
て
、
し
か
も
い
さ
さ
か
も
難
民
を
侵
害
し
な
か
っ
た
」
と
伝
え
る
が
、
こ
れ

は
単
に
仏
祖
の
慈
悲
に
よ
る
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
日
僑
及
び
南
進
の
日
本
軍
は
極
楽
寺
と
そ
の
他
漢
伝
寺
院
を
尊
重
し
、

そ
の
中
で
ま
た
そ
れ
自
身
の
宗
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
明
し
て
、
南
伝
仏
教
を
籠
絡
す
る
政
策
に
関
わ
っ
た
。
し
か

も
、
日
本
軍
が
ペ
ナ
ン
を
占
領
し
た
後
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
部
隊
が
英
軍
を
捜
査
し
、
菩
提
学
院
の
仏
殿
に
着
い
た

時
停
ま
っ
て
礼
拝
し
た
ば
か
り
か
、
軍
事
管
理
局
は
政
策
上
ペ
ナ
ン
の
仏
学
院
に
奉
納
金
を
献
納
す
る
よ
う
強
制
も
行
っ

た
。
い
ず
れ
も
運
命
は
様
々
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る

�
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
マ
レ
ー
シ
ア
統
治
期
間
に
お
い

て
、
軍
政
府
と
各
機
関
・
部
隊
の
仏
教
寺
院
に
対
す
る
態
度
は
、「
日
本
仏
教
」
が
二
十
世
紀
初
頭
に
受
け
た
軍
国
政
策
の



479

日本仏教のマレーシアにおける曲折した運命

影
響
を
物
語
る
に
は
実
に
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
日
本
仏
教
の
各
宗
派
の
当
時
の
漢
伝
仏
教
に
対
す
る
最
終
的
な
態
度
を
代

表
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

結
語

　

日
本
が
一
九
四
五
年
に
太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
し
て
以
降
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
土
地
に
お
い
て
き
わ
め
て
長
い
時
間
再
び
日
本

仏
教
の
影
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
、
暫
時
の
間
空
白
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
を
待
っ
て
日
本
の
戦
後
復

興
に
伴
い
、
日
本
商
人
が
再
び
南
に
到
来
し
て
始
め
て
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
商
人
の
南
進
に
従
っ
て
再
び
出
現
し
た
。
今

日
に
至
り
、
日
本
の
各
伝
統
的
な
仏
教
宗
派
が
再
び
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
現
し
て
い
る
の
は
、
主
に
日
僑
の
生
活
に
お
け
る
精

神
的
需
要
に
応
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
新
た
な
世
代
の
日
僑
も
依
然
と
し
て
「
外
国
僑
民
」
の
態
度
を
取
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
十
世
紀
の
後
半
期
に
は
水
陸
交
通
が
発
達
し
、
日
僑
は
も
は
や
現
場
で
埋
葬
す
る
墓
地
を
依
頼
す
る
こ
と
は

な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
必
ず
し
も
当
地
で
日
本
の
伝
統
を
実
行
す
る
必
要
も
な
く
、
各
宗
派
は
必
ず
し
も
海
外
に
墓
地
の

主
権
と
結
び
つ
い
た
寺
院
を
建
立
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
の
戦
後
の
宗
教
政
策
に
従
っ
て
新
興
宗
教
が
林

立
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
伝
来
す
る
日
本
の
信
仰
の
共
同
体
も
、
そ
の
種
類
は
お
び
た
だ
し
く
、
現
地
の
人
民
に
向
か
っ
て
布

教
し
た
と
し
て
も
大
抵
は
社
会
団
体
の
登
記
と
集
会
場
所
の
成
立
を
主
と
し
、
必
ず
し
も
厳
格
な
寺
院
あ
る
い
は
神
社
の
建

立
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
、
日
本
の
戦
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
活
躍
し
た
各
宗
派
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
民

へ
積
極
的
に
布
教
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
決
し
て
い
ま
だ
に
新
興
宗
教
の
「
創
価
学
会
」
が
当
地
の
民
衆
の
間
に
深
く
入

り
込
も
う
と
す
る
の
に
及
ば
ず
、
そ
れ
は
「
日
本
仏
教
」
が
主
に
や
は
り
戦
前
の
「
僑
民
仏
教
」
の
形
態
で
あ
る
こ
と
を
物
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語
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
来
日
本
の
仏
教
経
典
を
奉
り
尊
い
と
考
え
る
い
く
つ
か
の
新
興
教
団
が
マ
レ
ー
シ
ア
へ

来
て
布
教
を
行
っ
た
が
、
新
聞
と
雑
誌
で
は
（
訳
者
注
・
仏
教
を
）
盲
信
し
て
い
る
信
者
が
き
っ
ぱ
り
と
日
本
式
の
礼
拝
は

「
日
本
兵
を
拝
む
邪
教
」
だ
と
言
い
切
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
昔
日
の
痛
手
が
長
期
に
わ
た
っ
て
消
し
難
い
こ
と
を
十

分
に
物
語
っ
て
お
り
、
戦
前
に
日
僑
が
残
し
た
日
本
仏
教
の
海
外
で
の
歴
史
は
実
に
戒
め
と
し
反
省
す
る
価
値
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
と
は
い
え
、
つ
ま
り
第
二
次
世
界
大
戦
後
長
期
に
わ
た
っ
て
「
日
本
仏
教
」
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
我
々
は
や
は
り
日
本
の
仏
教
教
育
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
幾
人
か
の
高
僧
大
徳
個
人
に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
仏
青
（
訳
者
注
・
仏
教
青
年
会
）
の
父
」
と
讃
え
ら
れ
た
蘇
曼
迦
羅
法

師
、
彼
の
阿
弥
陀
信
仰
観
は
、
最
初
に
僧
籍
を
受
け
た
日
本
浄
土
真
宗
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る

�
。
こ
の
ほ
か
、
ペ
ナ

ン
極
楽
寺
の
今
は
亡
き
前
任
の
住
持
達
能
法
師
も
、
ち
ょ
う
ど
鼓
山
湧
泉
寺
の
法
脈
と
極
楽
寺
の
そ
の
他
台
湾
籍
の
先
賢
の

よ
う
に
、
自
身
は
日
本
曹
洞
宗
が
創
立
し
た
駒
澤
大
学
で
修
士
号
を
取
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
六
九
年
と
一
九
七
四
年
に
駒

澤
大
学
教
授
和
田
謙
寿
（
僧
侶
）
が
サ
ラ
ワ
ク
州
へ
修
行
に
行
く
の
を
迎
え
て
い
る

�
。

　

こ
の
中
で
、
真
如
法
師
の
歴
史
が
惜
し
ま
れ
る
。
真
如
法
師
は
真
理
を
自
分
の
民
族
に
も
た
ら
す
た
め
、
苦
労
を
辞
さ
ず

遠
く
海
を
渡
り
求
法
し
た
。
彼
の
歴
史
は
確
か
に
日
中
仏
教
交
流
史
の
一
部
分
で
あ
り
、
日
本
仏
教
に
対
す
る
影
響
も
疑
い

な
い
。
彼
は
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
に
対
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
影
響
を
残
し
て
い
な
い
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
こ
は
か

つ
て
彼
が
求
法
し
た
地
で
あ
り
、
彼
も
こ
の
地
の
古
代
仏
教
史
に
関
与
し
た
先
駆
的
人
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

不
幸
な
こ
と
に
、
一
九
四
〇
年
代
に
こ
の
地
で
真
如
法
師
を
尊
崇
し
た
歴
史
的
背
景
は
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
。
も
し
真
如

が
マ
レ
ー
シ
ア
仏
教
史
上
に
お
い
て
後
世
の
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
も
公
平
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

 
 

 
 

 

　
　

翻
訳
：
京
都
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了　

小
南
妙
覚



481

日本仏教のマレーシアにおける曲折した運命

〔
追
記
〕

　

本
訳
稿
の
成
る
に
あ
た
っ
て
、
多
大
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
元
京
都
女
子
大
学
文
学
部
外
国
語
准
学
科
准
教
授
西
村
秀

人
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

⑴
釈
東
初
『
中
日
佛
教
交
通
史
』
を
再
引
用
、
台
湾
：
中
華
大
典
編
印
会
、
一
九
七
〇
年
、
第
一
六
〇
頁
。

⑵
（
唐
）
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
三
・
貝
編
。

⑶Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, Stray N

otes on N
ippon-M

alaysian H
istorical Connections, K

uala Lum
pur: K

uala 

Lum
pur M

eseum
, 1944, p.34.

⑷
前
掲
書
⑴
、
第
一
五
三
、一
六
二
頁
。
原
文
は
年
代
を
「
貞
観
四
年
」
は
誤
り
で
あ
り
、「
咸
通
四
年
」、
す
な
わ
ち
八
六
三
年
で
あ
る
と

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑸Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.31.

⑹Loc.cit.

⑺
戴
蕃
豫
「
唐
代
青
龍
寺
之
教
学
与
日
本
文
化
」、
張
曼
涛
編
『
中
日
佛
教
関
係
研
究
』『
現
代
佛
教
学
術
叢
刊
』
第
八
十
一
冊
、
台
北
：

大
乗
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
第
七
十
七
頁
に
掲
載
。

⑻Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.32.

⑼
馮
承
鈞
『
中
国
南
洋
交
通
史
』、
上
海
：
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
二
十
六
年
、「
序
略
」
第
一
頁
。

⑽
（
宋
）
鴎
陽
修
・
宋
祁
等
撰
『
新
唐
書
』、
香
港
：
香
港
文
学
研
究
社
（『
鋳
版
二
十
五
史
』
第
五
冊
）、
一
九
五
九
年
、
第
五
三
四
頁
。

⑾
同
上
、
第
一
一
〇
頁
。

⑿
林
遠
輝
・
張
応
龍
編
『
中
文
古
籍
中
的
馬
来
西
亜
資
訊
滙
編
』、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
：
馬
来
西
亜
中
華
大
会
堂
総
会
、
一
九
九
八
年
、
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第
七
五
頁
。

⒀
同
上
、
第
七
十
三
、六
八
三
頁
。

⒁
前
掲
⑹
を
参
照
。

⒂
王
琛
発
「
従
印
尼
菩
薩
聖
像
回
顧
東
南
亜
的
跨
海
佛
教
政
権
」、『
慈
悲
』
第
七
十
四
期
、
〇
四
月
―
〇
六
月
、
二
〇
一
一
年
、
第
二
五

―
二
六
頁
に
掲
載
。

⒃Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.32.

⒄
河
野
公
平
編
纂
『
南
洋
総
覧
』、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
：
好
文
館
出
版
部
、
一
九
二
〇
年
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
一
四
頁
に
掲
載
。

⒅
同
上
。

⒆
同
上
。

⒇
同
上
、
第
二
頁
。

㉑
同
上
、
第
一
二
―
一
三
頁
。

㉒
同
上
、
第
一
三
頁
。

㉓
同
上
、
第
一
二
頁
。

㉔
松
村
金
助
著
、
劉
士
木
訳
『
日
本
之
南
生
命
線
』、
上
海
、
中
南
文
化
協
会
、
一
九
三
五
年
、
第
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

㉕Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.138.

㉖
林
満
紅
「
日
本
政
府
与
台
湾
籍
民
的
東
南
亜
投
資
（
一
八
九
五
―
一
九
四
五
）」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
三
十
二
集
、

一
九
九
九
年
十
二
月
、
第
五
―
五
六
頁
。

㉗
鍾
淑
敏
「
台
湾
総
督
府
的
「
南
支
南
洋
」
政
策
―
以
事
業
補
助
為
中
心
」、『
台
大
歴
史
学
報
』
第
三
十
四
期
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、

第
一
四
九
―
一
九
四
頁
。
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㉘
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
二
五
―
二
七
頁
。

㉙Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.136.

㉚
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
二
三
頁
。

㉛Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, Loc.cit.

㉜Loc.cit.

㉝Loc.cit.

㉞Loc.cit.

㉟
前
掲
書
⒄
「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
六
五
頁
。

㊱
佃
光
治
撰
「
森
林
の
国
馬
来
半
島
よ
り
」、
前
掲
書
⒄
、「
上
編
・
論
叢
」
第
八
六
頁
に
掲
載
。

（37）Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.137.

（38）
前
掲
書
㉒
。

（39）
前
掲
書
㉓
。

㊵
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
三
五
頁
。

㊶
こ
れ
は
筆
者
が
十
三
年
前
一
度
目
に
家
人
を
連
れ
て
墓
地
に
参
拝
し
た
際
、
墓
守
が
当
地
の
地
方
の
記
憶
を
伝
え
る
の
を
聞
い
た
こ
と

に
よ
る
。

㊷
前
掲
書
⒄
、
第
二
五
―
二
七
頁
。

㊸
小
島
勝
・
木
場
明
志
『
ア
ジ
ア
の
開
教
と
教
育
』
京
都
：
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年
、
第
三
三
頁
を
参
照
。

㊹
楊
増
文
「
楊
文
会
的
日
本
真
宗
観
―
紀
念
金
陵
刻
経
処
成
立
一
三
〇
周
年
」
を
参
照
、『
世
界
宗
教
研
究
』、
北
京
：
世
界
宗
教
研
究
雑

誌
社
、
一
九
九
七
年
第
四
期
、
第
四
七
―
五
五
頁
に
掲
載
。
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㊺
前
掲
書
㉔
二
十
四
、
第
七
八
頁
。

㊻
同
上
、
第
八
一
頁
。

㊼
同
上
、「
訳
者
序
」、
第
五
頁
。

㊽
木
場
明
志
「
明
治
期
対
外
戦
争
に
対
す
る
仏
教
の
役
割
―
真
宗
両
本
願
寺
派
を
例
と
し
て
―
」、
池
田
英
俊
編
『
論
集
日
本
仏
教
史
』
八

明
治
時
代
、
東
京
：
雄
山
閣
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
版
、
第
二
五
〇
―
二
六
〇
頁
に
掲
載
。

㊾
大
竹
明
彦
「『
曹
洞
宗
海
外
開
教
伝
道
史
』」、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
二
年
。

㊿
大
澤
広
嗣
「
戦
時
期
の
南
方
関
与
と
仏
教 

―
真
如
親
王
奉
讃
会
の
組
織
と
運
動
―
」、（
近
代
性
と
「
仏
教
」
―
越
境
す
る
近
代
仏
教
研

究
―
パ
ネ
ル
〈
特
集
〉、
第
六
十
六
回
学
術
大
会
紀
要
）
を
参
照
、『
宗
教
研
究
』、
東
京
：
日
本
宗
教
学
会
、
八
十
一
巻
第
四
号
、
第

一
二
九
―
一
三
〇
（
第
九
一
三
―
九
一
四
頁
）、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
〇
日
に
掲
載
。

（51）Iw
ao H

ino &
 S. D

urai Rajasingam
, op.cit. p.34.

（52）
竺
摩
「
為
普
照
寺
僧
及
蔵
経
殉
難
誌
哀
」、
作
者
に
よ
る
『
仏
教
時
事
感
言
』
専
輯
、
一
九
九
九
年
再
版
、
第
四
九
頁
に
掲
載
。

（53）
前
掲
書
⒄
、「
中
編
・
南
洋
誌
」、
第
三
六
頁
に
掲
載
。

（54）
釈
宝
慈
：『
鶴
山
極
楽
寺
誌
』、
ペ
ナ
ン
：
極
楽
寺
、
一
九
二
三
年
、
第
一
三
二
頁
。

�
同
上
、
第
三
二
頁
。

�
陳
秋
平
『
移
民
与
佛
教
―
英
植
民
時
代
的
槟
城
佛
教
』、
新
山
：
南
方
学
院
、
第108

―110

頁
を
参
照
。

�
王
琛
発
「「
馬
佛
青
之
父
」
蘇
曼
迦
羅
与
他
的
日
本
真
宗
伝
承
（
上
）」『
慈
悲
』
第
七
十
五
期
、
〇
七
―
〇
九
月
、
二
〇
一
一
年
、
第

二
〇
―
二
五
頁
に
掲
載
。

�
心
誼
・
林
幸
儀
・
劉
祈
万
編
『
達
公
上
人
永
懐
集
』、
ペ
ナ
ン
：
馬
来
西
亜
槟
城
極
楽
寺
、
一
九
九
九
年
、
第
八
―
一
一
頁
。



　
　
　
　
　執
筆
者
一
覧
（
掲
載
順
）

松
岡　

由
香
子 

 
 

禅
文
化
研
究
所
研
究
員

常
盤　

義
伸 

 
 

 

花
園
大
学
名
誉
教
授

衣
川　

賢
次 

 
 

 

花
園
大
学
特
任
教
授

賈　

晋
華 

 
 

 

香
港
理
工
大
学
中
国
文
化
系
教
授

談　

仁
（
翻
訳
）

 

邢　

東
風 

 
 

 

愛
媛
大
学
教
授

 

景
徳
伝
灯
録
研
究
会 

 
 

禅
文
化
研
究
所

唐
代
語
錄
研
究
班 

 
 

禅
文
化
研
究
所

石
井　

修
道 

 
 

 
駒
澤
大
学
名
誉
教
授

加
藤　

一
寧 

 
 

 

花
園
大
学
非
常
勤
講
師

王　

琛
発 

 
 

 

マ
レ
ー
シ
ア
道
理
学
院
院
長

小
南　

妙
覚
（
翻
訳
）  
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四
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二
〇
一
九
年
二
月
二
十
八
日
発
行

　
　
　
　
編
集
兼

発
行
者　
公
益
財
団
法
人 

禅

文

化

研

究

所

 

　
　
　
　
　

〒
六
〇
四
―

八
四
五
六　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
壺
ノ
内
町
八
―
一  

 
 

花
園
大
学
内

 

電　

話　

〇
七
五
―
八
一
一
―
五
一
八
九

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
―
八
一
一
―
一
四
三
二




